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は 假名 を發 達せし めて B 1 マ 字の アル ハ ベットが 現 はし 得る に 近い 位な 豐 富な ものにして、 そして 國 字を統 一 する ことで は 

なから うか。 例へば 假名と マ 字と を 滑らかに 移り 代らせる ために、 丁度 漢字の 中へ 假名 を 雜ぜて 使った 如く 假名の 中へ 

P 1 マ 字 を 雜ぜて 使ったら と 云ふ說 も あるが、 併し これ は 縱列横 列の 書き方、 字體の 見た目の 具合な どから 云って * してう 

まく 行く かどう か 疑 である。 けれども 要するに 今日の 處、 假名 を 中心として 現在 旣に發 達しつ、 ある 如く 更に 假名の 含 

音货 を璺 富に し、 これで 國字を 統一 する 試みが 最も 實際 的で あると ^5? へる。 (大 E セ年 十二月 錢話 维 K) 


-. ^永い を傳 へるべき 一 &ゃ文 家 s^otn-ss 極めて 貧^な も S であ クた、 それが 形勢 を 一 變し たので ある。 此の上 は 

更に 此の 書物の 中、 文章の 中 乃至 知識階級の 中に 發生 する 富裕な 新 要素 を 持って 下 豚の 俗語 を 美化し 醇化し 璺 富に する 努力 

が 必要で ある。 その外 細かい 點 では、 例へば 前に も 曾った 如く、 ー曆 多く 耳に 聞くべき 言葉 を發 達させる とか 散 語體、 獨語 

體、 對話體 の 調和 を 計る とか、 西洋 語を以 つて 日本語に ない もの を、 うまく 翻譯 口調から 脫 せしめる とか、 感嘆詞、 動詞、 

助動詞の -ー ュ ー ァ ンスを もっと 深く すると か 種々 な點も あらう。 

最後に 國 字問疆 について は 私 は 以前 矢張り a 1 マ 字 論者の 一 人であった。 けれども、 a  I マ 字の 前途 は餘 程遠い ものと 思 

はなくて はならない。 抽象的の 議論と して は 'マ 字が 最も 傑れた 文学で ある こと は 免 かれない。 從 つて 最も 傑れた ものに 

行かう とする のが 吾々 の 理想で あり、 當然の 努力で ある。 けれども 直ちに a  I マ 字 を 採用す ると 云 ふこと は大 なる 困難で あ 

る。 で 穏健な 意兑 として は 漢字から 先づ 假名に 移って、 それから B 1 マ 字に 移る と 云 ふこと である 0- 私 は 今日で も 漢宇を 魔 

する ことに 異存 はない。 漢字 節減から 始まって 漢字 廢 止に 至る こと は當然 な 順序で ある。 また 事 實に對 しても 大勢が その 通り 

になり つ、 ある こと は辭 まれない。 旣に 漢字が 廢 止せられ ると すれば 其 次に 來る もの は 云 ふまで もな く 假名で ある。 ところ 

が 此の 假名と n 1 マ 字との 鱸ぎ あ ひを考 へて 兑 ると、 玆には 漢字が 假名に 於け る IT き あ ひとは 全然 與 つた 關 係が ある。 今の 狀 

態で 假名から 01 マ 字に 移らう とすれば、 漢字が 假名に 移る 様な 漸進的な 方法で は 不可能で ある。 何等かの 革命的 方法で」 

舉. にして 初り かへ なくて はならない。 全然 種類の 異っ たもの を繼ぎ あはせ るので あろから その 磯ぎ 目に どうしても ギャップ 

が ある。 制度の 力に よる か、 一 個人の 力に よる か、 文舉の 力に よる か、 何れて にし も 革命的 根本的の 切り かべで あるから？ 木 

しさぅ云ふ事が行^-れるかどぅな餘程の疑問でぁる。 或 ひ は 殺 善の 方法、 少なくとも： A 十 年 百-年の 將來に 亙った 最^の 方法 

將 来の^ 字^ SS とせ" if 的 茶 礎 
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ィと云 ふこと を 殆んど 全く 忘れて ゐる、 た 直覺 的に 若しくは 偶然 的に これ を 有して ねたに 適ぎ ない。 これ は 主として 漢字 

を 使 ひ 過ぎた 結^で ある。 要するに 音字 を 用ゐる ことに 廣ぃ 意味の 音 的の 茶 礎が 日本 18S の 中に 入って 來る。 之れ がよ い 意 

味 又 正確な 意味の 闽 字の 變 化と 岡 語の 變 化との 關 係で ある。 

今 I つ 漢字 を 辯 護す る 者の 說に默 想の 利 盆と 云 ふ ことがある。 字音で あると どうしても 口に 出して 讀 みたい 様な 氣 持が 多 

くなる。 それだけ 動的で ある。 之れ に反して 漢字で あろと 口に 出して 請む よりも 一目 見て 直ぐ 分る。 0 で 理解す る。 從 つて 

一 多く 靜的 であり、 默想 的で あり 得る。 禪 家の 所謂 直 指 人心 的に 一 切の 中 介 物 を 借りす して 直ぐ さま その M 想 だけ を傳へ 

もことの 近いの は 寧ろ 漢字で あると 云 ふ 樣な說 も ある。 けれども 之れ は 一種の 通俗 說 であって、 見なれ たと 云 ふ點に 達す *<> 

と 漢字 も 昔 字 も それ 程の l5M 別 はない かも 知れない。 兎に角 此の 說 など ももつ とく 正確に 考案すべき ものである。 I づ M 宇 

と國 語と の 箕際論 は 此の 位に して、 さて その 中心 問 超た る國語 それ 自らの 將米 如何。 又國字 それ 自らの 將來 如何と 1W ふこと 

になる と、 國 語の 方 は 比較的 简單 である。 今日の 日本語 からどう 改めようと 云っても 改められる もので なく、 また、 あらた 

むべき もので もない。 耍點は 只 思想、 感情の 發 達に 伴って 現在の 日本語 を 段々 豐富 にして 行く、 また 彈 力に 富んだ ものにし 

て 一 了く、 また 感受性の 鋭敏な ものにして 行く、 と 云 ふだけ である。 そして 之 等の 事 は 蓽箕に 於いて 着々 と 行 はれて 行く と 信 

する。 その 細かな 實行 方法に ついては 種々 の 方面 も ある、 例へば 今までに 於いて 文章の 口語 體に變 じた 結 * 寧ろ 下 の 方 か 

ら 所謂 俗衆の 言葉 市井の 言紫、 が 逆に 文章の 中へ 入って 来た ことが 旣に大 なる 發逮 であって、 これが ために 闽 語が どれ だけ 生 

* した 自由な ものに なった か 計り知れない。 勿論 俗衆の 首 葉、 市井の 言葉 それ 自らが 最も 生々 とした 人生 ひ 巷に 存在して ゐ 

たこと お 赏然 であるが、 それが 階級 的に 限られて、 上 &の 言葉、 就中 書物のう ち、 文章のう ちに 入り 榑 なかった。 從 つて 最 


よりも 發 達した 狀態 である こと は 勿論で ある。 ところが 日本の 過去の 歴史 は 寧ろ 漢字の 感史 で、 日本の 過去の 國字塍 史は漢 

字 歴史であった。 從 つて 日本 傳來の 文章、 引いて は その 內容 たる 吾々 の 思想 感情の 入れ物 卽ち 言語の 上にまで 漢字 特有の 發 

達が 影響して. Q る こと も爭 はれない。 俗に 1K ふ 如く 或る 種類の 首 葉、 從 つて その 言 紫が 現 はす 思想 感情 は、 何となく 漢字で 

書き 現さなければ それだけの 力が 现れ ない。 峨々 たる 大山と か 侃々 誇々 とか 云 ふ 言葉 は 殆んど lu 〔紫 それ 自身と それに 當箝ま 

る 漢字 を、 卽ち 耳に 訴へ る哲と 目に 訴 へる 形と 頭に 起る 思想 感情と が 混合して 篚刖 がっかない 程に なって ゐる。 この場合に 

もし i€ 字を廢 すれば 是 等の 言 紫 や 思想 感情 は 片輪の ものになる。 變 化せざる を 得ない、 卽ち阈 字の 變更 が國 語の 變更を 伴 ふ 

所以で ある。 之れ が 或 程度までの ほ理を 持った 意見で ある。 

併しながら 此の 說には 未だ 通俗的な 漠然たる 考 へが 多分に 混じて るる 0 今の 吾. >c の 頭を以 つて すれば こそ そんな 風に 思 は 

れ るが、 將 來も桀 して さう であらう か、 峨々 とか 保々 とか 云 ふ 思想 感情 乃至 言語に は その 完成 要素と して 果して それら 

の 漢字が 必耍缺 くべ からざる もので あるか 否 か は、 もっと 細かに 研究して からでなければ 斷霄 出來 ない 事で ある。 國 字と 

阈 語との 關係は 寧ろ 將來 の發 達の 上に 存 して ゐる。 それ は 勿！ 31 在来の 漢字 を^して 假名な り 01 マ 宇な りの {|§ 文字 を 用 ゐ 

ると 云 ふこと を豫定 した 上の 議論で あるが、 吾. 《c が純粹 の昔譜 文字 を 用ゐる 様になる とすれば それが 阈 語の 發 達の 上に 大き 

な 影继を 及す に 速 ひない。 卽ち 今迄 漢字で^ 刖 してる た 多數の is: 音 意義の 言 紫が 或る 程度まで は 統一 せられる と共に、 或る 

程度まで は その 言葉に 潜んで ゐる アクセントの 必耍が 明らか になり、 從 つて 吾々 の アクセント 云 ふ ものに 對 する 自 鬼が 明か 

になって 来る。 その 結杲、 日本語の 弱點の 1 つで ある アクセントの 弱さと 云 ふこと が 段-"? に 取 除かれて 來 はすまい か。 軍に 

アクセントの みならす、 凡ての 昔に 對 する 感覺 が自覺 的に なり、 鋭敏に なって 來 ろ。 在来の 日本人 は 文章の 上で ュ 174- ラ 

將来の,字2語と昔架的^"^礎  六 四 五 
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將來 の 阈字阈 語と 音樂的 基礎 

ssi 問 题も變 り 得る 部分 だけ は 此の 十四 五 年の 間に 可な り變 つて 來 た。 もとは 國宇 國語問 題と 云 ふと 直ぐ その 傍に 國 

文 問 超と 云 ふ ものが ついて 來 たもので ある。 これが 此の 十四 五 年の にす つかり 問題に なら なくなった。 國 文の 將來が 文章 

照でぁるかロ語體でぁるかと云ふ|5^^は今日もはゃ議論にもならなくなった0 ところが 取续 された あとの 二つの 問 超卽ら 國；， 

國 字の 將來と 云 ふこと は その 問 超が むづ かしい ものである だけに 今以 つて 二十 年 前の 狀 態と 大した 變 化がない やうで ある。 

國宇國 語と 云 ふなかで も、 もとは 此の 二つ を ごく 形式的な 意味で 混合した 論者な どが 可な りあった 0 國 字の 改良と まふ 事 

は國 語の 改良と 同じ こと だと 漫然 考 へて 反 對 した 者な どが 國擧者 漢學者 なぞの 中に あった。 けれども 今日で は 道に の 問題 

が 新ら しい 時代の 人々 の 手に 移った ので さう 云 ふ 無 學な譟 り はなくな つた。 

それで は國 字の 問題と 國 語の 問 疆とは 全然 無關 係で あるかと 云 ふに、 それ 程單 純で もない • 昔の 無 寧な 誤 錢と異 つた 意味 

から 此の 1 1 つ は 微妙な 關係を 持って. Q る。 IK ふまで もな く 日本に 於け る國字 問題と 云 へ ば 漢字と か 假名 若しくは a 1 マ 字と 

の關 係が その 富 際問趙 である。 そして 現在まで の世界に於ける文字發達の歴史から11^ へば假名なめ！！ ， マ 字な りの 方が 漢字 


それで 吾々 は 先 づこひ 弊害 を 除ぐ ために， 科白 ひ 完全な 嗜難 とい ふこと を 俳優 © 第 I 準備と レ たので ある y その他む 箇 I 

も 一つ J っ晚明 P て 行けば、 街 これに 似た やうな 理由が あるが、 それ はこ、 ではい はない。 (大正 七 年 九る 
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はこれ に存 する。 

新劇 圑と いふ もの 、磬 に發 生した 騖、 その 關係 者が 口で は 立派な こまい ひながら 無喈 と 不用意な 無理な こと をして 

稽古と いふ もの を輕ん じ、 舊劇 乃至 I 劇 Q 劣等な ものに も 劣る ほどな 藝術 的 破廉恥 I てし. た I 暗に 脚本の 名作た る 

ところ I 板に して、 何等の 修養 もなければ、 何等の 用意 もない ものが.、 覺 束ない 態度で 睡の 上に 媳面 もな く 科白 を麵 

する。 それ を 新劇 だと ふれ ま はして 了った 形が ある。 これらの 場合に i 多く 行 はれた 罪惡 はかう いった 科白の 無 暑から 

f  .tgl. 何等の I もない 所で、 I 矢 ，沈 f 繋、 何 か Its 考へ 込ん をして ま 科白 を 

m 黑 人から f らうと したりす る。 その 事情 を 知？ ゐ fQ から 見れ は覺 えす ふ I す やうな. こと も 

見物 は それ |らな いからして. さう いふ s んだ 芝居 かと 思 ふ。 實に惡 い 狡る いこと である。 

f ズと いふ もの は、 芝居 P 證 Q 上 g.l 種 sf  f  Q やうな ものである。 sis 所 g けし か 行 ふべ からざる 

ので ある。 例へば メ  2 アル リンク も QiT なボ たスの 多い 芝居で すら. さう  一 5 句の 間に ボ i の ある 譯の もので は 

ない。 それ を 無 gfi と 科白 I れた 穴埋めと して 使 ふので t。 麵の上 I 露と いふ も Q がな くな？ ェ。 どの、 

物の 科 白も 皆 同じす に， うな ものに なって 無表情な. 無 波 満な、 無 感激な ものになる。 靜か では あるが 生きて ゐ ない。 

ある 特殊な 芝居の 外、 演劇 は 決して そんな もので はない。 

しかるに 新劇 はすべ て かう いふ ものである。 眠い チデ ァスな もので 意と いふ 觀念を 一般の 見物に 與 へて 了った。 »| 

sg 白くない 芝居と いふと とに なって 了 ふ。 そん I 鹿な ことがある 譯 ではない ので あるが、 俳優の 不 I からして t 

いふ 狭 解 を 生じた ので ある • 
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殆ど I 字 r 句喑 誦して 置く とい ふ 行方と が ある。 i などで やる 科白の 喑誦は 多く は 前の 方で あるら しい • 1** の 方で は 

その後の 方 を 要求す る。 

こ i に 来れば、 俳優の 拔藝は I 字 一 句の 喑誦 とい ふ 極めて 器械 的な 仕事から 始まる。 この 器械 的と いふ ごとに、 演劇 もレ 

く は 俳 倭！ t 術の の 特色 も 問 超 も 含まれて ゐる。 

それ は暫 らく^と して、 科白の 暗誦の ない 芝居が どうい ふ 結果 を 生す るかと いふと 軍に 芝居の 組立,^ 阻害す るの みならす 

その 睐を 全然 變 化させて 了 ふ。 これが 最も 恐るべき ことで ある。 それ は 何故かと いふに、 人間の 言 紫と いふ もの は、 必す語 

と 語の 間、 句と 句の 間 及び I 人の 言 紫と 他人の 言 紫との 間に 極めて 微妙な 脈絡が ある。 殆ど この 脈絡 一 つで その 言 紫が 魂の 

發現を 種々 の 形に 變 化させる。 科白の 無喑誦 とい ふこと は、 この 脈絡 を 破壊し 若しくは 變 化させる ものである。 其處 に舞臺 

土の 罪惡が 潜み、 俳優の 僞 りが 潜む。  . 

卽ち 言葉 を 完全に 記憶して ゐ ないから して、 語句の 問 若しくは 相手方との 科白の 受け渡しの 間に、 それ を考へ 33 した fc- . 

後の Ml 人から 敎 へられた りする に 或る時 Si を 要する。 芝居 道で 所謂 穴が あく。 それ を 穴と して あけて 置く の は 極めて 初心な 

怩擾 であって、 少し 老巧に なれば、 その 穴 を ごまかして 塊め ようとす る。 その 爲 めに、 ある 者 は 所謂 ョタ 科. H とい ふ 無駄 *^ 

貢 .i- を揷 む。 旣に 無駄な 一 IST か 一 句で も 入れば、 どうして 微妙な 魂の 發現 たる 言葉の 役目が 勤まらう ぞ 。それ は 極めて 不 謹お 

な藝 術に なって 了 ふ。 

そこで 多少で s{ 心の ある もの は 流石に 無駄な 文句 は 入れない。 その代り その 穴 を ボ.. ズ として ごまかさう とする。 結果 

からい へば この 方が 却って 大 なる 弊害 を 舞臺の 上に 生す る。 ある 意：^ に 於て 日本の 新劇が 一 時 種々 の 誤解 を 受けた 一 大 理由 


^り 上げる までに は相應 の手數 がか、 つて ゐる a 

この 简條が 完全に 資 行され る こと は、 やがて I 方に は： 齒來の 芝居に 對 する 根本 弊害の 打破で あり >  一方に は § その も ひ 

、中に 存 する 偽り- 11 謬の 打破で あると 信す る。 その I 例と して こ X に 科 {II の 完全なる 暗誦と いふ こと を說 明して 見よう。 

舊劇乃 1SS 役者が 芝居-の 科白 を 1H 誦し 得ないで 所謂 初日 芝 55 に 後 を 付けさせ、 舞臺 上の 人物の 後に だが うづく まって 

,ゐ て" 殆ど I 字 I 句 科白 をつ けて ゐ る。 それが 中々 I 日 や 二日で はやまない。 甚だしき に 至って は、 十五 日 二十日の 芝 を 

最後まで 黑 人が 付く。 それでも 完全な 科白が いへ ないで、 好 加減な 間に合せ をい つて 置く。 これら は嚴 重に いへば 見物 を 愚 

にした もので あり、 藝 術に 對 する 憎むべき 惡 である。  . 

けれども 舊劇 にあって は、 例の 通り 古くからの 型が あったり、 見覺 えで も 急所 短所の 重要な 科白 位 は 始めから 知って ゐ 

る。 又 その 科白が よしんば 完全な 意味 をな さないでも、 殆ど 意味に 關係 なく 思想 的內 容に關 係な く、 所々 の 言葉の 暗示 若し 

く は その 句 全 體のメ  a デ ー で 一 種の 情調 を 作り上げ. る、 それで 澤 山な 場合が 多い 0 

從 つて 科白の 晴誦 とい ふやうな ことに は 璽き を 澄かないで 濟 むと いふ 理. W も ある。 しかしながら 無論 これ は 大目. に 見て や 

ると いふ 程度な ことであって、 嚴望 にいへば 藝 術の 上に 許さるべき ことで はない。 所が これが、 思想 的 內容を 示す 新劇 乃至 

新派 刺の 上にまで 及ぶ に 至って は實に くべき ごとで ある。 

この 科白の 晤誦 とい ふこと は、 た.. 表面的に 解 すれば、 覺 えて 居るべき こと を 忘れて ゐる とい ふだけ なごとの や ，> である 

が そえ か 舞臺藝 術の 上に 持ち 來 る^り 若しくは 誤謬 は 頗る 重大な もの である。 

同じ 科白の-暗誦 にも、 意味 だけ を覺 えて 置いて、 舳 かい 言 紫の 喘々 は 其 場 其場で 俳優が 勝手に 作 bi げ ると いふ 行方と • 


新 靡と 科白  . 

私の 關 係して ゐる藝 術 座で は、 この頃 その 稽古場に 『藝術 座 劇 稽古 規約』 とい ふ もの を揭げ させた。 その 主意 はかう である。 

I  、 藝術座 は本演 よりも 精せ を 重し とす。 糟 古は勞 作な り、 本演は 報酬な り、 

1 、藝術 座の 精 古は必 す先づ 科白の 完全なる 暗誦より 始む べし。  、 

一 、 藝術 座の 稽古 は 必す本 息と 本調子と を 用 ふべ し。 

一 、 藝術 座の 糟古は 科白、 動作と もに、 俳優と 監督との 協同 創作に 始まって、 一 且 精確なる 型に 達す を 期すべし。 

、 一 、要するに 藝術座 劇 は 稽古場に 於て、 旣に 完成品た るべき ものな り。 

とい ふので ある。 

かう 堅苦しい 文章に して 見れば、 眛も ソッケ もない やうで あるが、 しかし、 これ は藝術 家が 多年 實驗 し來 つた 新劇 演出 上 

の 苦心の ェ ッ センスで ある。 勿論 もっと 內面 的に 立ち入って いへば、 こんな 形式 上の こと はどうで もよ い。 要するにた 魂 

の 發現を さへ 期 すれば それで 藝術は 終る ので あるが、 大勢の 人 を 取扱 ふ 上から 生やる 概念的 形式と して、 これ だけの 箇條を 
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「生まん とする 心」、 た 「創作せ すに は 居られない 心」 の單 純な 賞徹 がむ づ かしくなる。 

今度 藝術 座で 出す 「沈 鐘」 が、 やはり 此の 問題 を 取扱った ものと も 見られ ませう。 勿論 此の 劇が 今日から 見れば も.， すでに 

古い 色 I びて ゐて、 同じ 作者の 他の 作に も 見える 如く 「作らん とする」 藝術的 理想と 一 般道德 若しくは 一 般 人情との 衝 f 

主なる 题村 としたる ものた る は 明かで あるが、 同時に 藝 術と 營利的 報酬との 距離、 藝 術と 一般 敎 化との 距離と いふ やうな 問 

題に も 齧して ゐる。 攀床攀 I 家に、 所謂 敎 化せら るべき 民 f 代表せ しめたり、 「私に とって は 鐘 そのものが 旣に報 

酬 です 幸福です」 など \ 錡師に 首 はせ たりして 此の 問題の 種々 の 方面 を 提起して ゐ ます。 そして 此 等の 問題の 中 樞に潢 はる 

もの は、 西洋 Q 批 S も 言って ゐる 如く、 「作らん とする 魂」 Q 已 みがたい 強烈な 力と * 共の I 界に 於け I 劇的 結末と で 

ある こと は 勿論です、 此の 思想 を 理解し、 此の 思想に 同情して、 始めて 此の 劇の 深い 方面が 出て 来る のでせ う。 

之れ と 紅白の 繩の やうに 絢 ひ 合せて ある ものが 山姬 との 戀と 山麓に 淺 した 妻子の 想 出との 衝突と から 来る 悲劇で、 單 なる 

齧 面と して は、 此の方が 一 f  く 一般の 露 I くに 相 管り ません。 山 f も 批評家が I 如く、 キリスト 敎 以前の 魂、 

むしろ 自然 そのもの i 權化 として 見れば、 更に 遠った 道から 前に 言った 同じ 思想に 達する 譯 になります、 其內 1^ 沈鏟」 を 

見て 下さい。 (大正 七 年 九 Ho 


パ.. f 


，作らん とする 心」 と 「沈 鐘 


8^ 11 此の S は藝術 座の 事で かなり 忙しい 目お 見ました。 今 もま だ 現に 忙しい 日 をつ ^けて ます。 「沈 鐘」 を やらせる 

I. もっとも 之 は 楠 山 君に 半分す けて 貧って 助かった が 11 研究 劇の 稽古が はじまる 最近で は * 「沈 鐘」 と 研究 劇の 「三つ ひ 


魂」 「誘惑」 「死と 其 前後」 と、 都合 四つの 劍の 稽古が ちゃん ぼんに 行 はれる。 其の 間 を 縫うて 雜務が あろと いふので 1» 力ら * 

藝術 ®j の 中は騷 ぎです。 芝居 を させて 居て つくぐ 思 ふ 事 は、 此の 事業の 立場の 困難と いふ i とです。 劇 は 今のところ 少く 

とも 一 二つの 動力に よって 動いて ゐる。 一は 一 切の 藝 術の 根本た る 「作らん とする 心」 です。 二 は 「最善の もの を廣 めんと する 

、心」、 三 は 「利益 を 得ん とする 心」 です。 之が 劇 乃至す ベての 藝 術の 第一義、 第二義、 瘦ニ義 の 動力であって、 劇 は 就中 此第 

二 i 三 義の窜 情に 累 ひせられる 事の 多い もので ありませ ，フ。 更にい ぺば、 從來 は專ら 第三 義の 事情に 累 せられて ゐた * い 

は ゆる M ハ行 者 はた ど、 劇 を營利 事業と して 取扱 はう とする。 それに 近年の 問題た る 第一 一 義卽ち 民衆的 運動が 加 はって 来た • 

此の 意味での 民衆的 運動 は、 要するに 藝 術の 薔及化 であり、 「最善の もの を廣 めんと する 心」 の發 現で ある。 文化 運動で あ. 》- 

敎養 運動で ある。 此の 要求が 强大 になれば なる 程藝 術の 社會的 立場 は 複雑に なり 困難になる。 第一義た る 「作らん とする 心」 

r 作らん とする と 「沈鐘」 
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して はならない。 法律の 力 を 借り、 政治の 力 *v 借り、 金 錢のカ を 借り、 その他 あらゆる 强龌的 威力 を 借りて、 思想 や 精神の 

上の 自. e を 制限す る こと は罪惡 であろ。 

然るに 我々 が 住んで るる この 共同生活、 社會 生活の 現在に 於け ろ 根本に は * 依然として 種々 の 物質的 牽制 力が、 必要 缺く 

ベから ざる 要素と なって ゐる。 これに 封して、 我々 の 思想 や 精神 は、 一種の 義憤 を感 する。 この 義憤 を 加算して 主義と か 思 

想と か 見做さければ ならない 時が ある。 つまり 周圍 の社會 とい ふ ものが、 I つの 威力と なって • ある 特種な 主義と なって 侗 

人の 精神 や 自由の 上に eg 壓 しょうと する 場合に、 反抗が 必耍 となって 來 るので ある。 

この 反抗的 精神が、 時として は 主義 思想の 爲 めに 直 犬な 動力と なって 來る ことがある。 この 意味に 於て、 我.^ はかの 個人 

主義の 如きが、 少く とも 日本の 社會に は當然 重大な 意；^ をと つて 唱 へらるべき ものであった こと を 信す る。 

日本の 社會的 威力 は、 最も 多く 如何なる 方面に 向って 個人の 精； tS 自. 3 を强壓 せんとして ゐ るか、 また 强歷 する こと を必 

要と 11 めて ゐ るか、 この 方面 を 最も 端的に 考 へる こと も 亦、. 主義 思想に 對 する 判斷の 場合に 必要な ことで ある。 (大正 六 年 五月) 


活に現 はれた 時で なければ、 實は まだ 思想 上の 遊戯 もしくは 研究の 時代であって、 直にそQ人のものとなっ4^王義ゃ思想で 

はない。 

個人と 云っても、 その 個人の 自己 性が 形 ちづ くられる に は、 隨分 複雜な 事情が 寄り 集って ゐる。 ある 意味に 於て 個人と か 

自己と か は、 要するに ケ ー セス卽 ち 事情の 結晶 物に 他なら ない。 從 つてよ く 云 ふ 如く、 眞に 生きた 具體 的な 主義と いふ もの 

は、 萬 人 集れば 寓種 にあるべき ものである。 自己の 生活 は、 卽ち 自己の 主義に 他なら ない ので ある。 只 その 中に、 幾 種類 か 

の 共通 點の ある もの を 名 づけて 主義と いふに 過ぎない。 であるから、 我々 の 露の 指導力 は その 全 自己の 總括點 もしくは 根本 

に潢 はる 基調に ある。 この 全 自己の 基調と いふ もの を、 常に 漠然とで もい & から 兑 出して、 捉 へて ゐ ようとす る 努力が、 r 

恭必耍 である。 これによ つて * 凡ての もの を 批判して ゆけば、 少く とも 自己に 對 して 偽りの ない 判斷 が出來 る。 

本来から S へば、 外から 受け 溶れ る 主義と か 思想と かいふ もの は、 この 全 自己 を形づ くるべき 耍素を 豐 富に する だけの も 

のであって 然るべき である。 また 近時 個人主義 とか 人道主義と かいふ 立ち入った 問題に なると、 何れが 爲 理で、 何れが 非眞 

理 であるかと いふ ことが、 容易に 判定し 得ない 場合が 多い。 然し それ も 畢竟 前に 云った 如く、 雜 多な 個人に とって、 その 個 

、人々.^ の 事情の 相 遠と いった やうな 分子が 多い の だから * これ 等 は その 何れに 赴く としても なるべく 廣く 長く 觀 照し 研究し 

て、 自己の 基調に 僞り のない もの をと り 溶れ- -ば、 それが すべての 眞實 であり、 萬 理 であると いっても よいと 思 ふ。 

た 玆に 一つの 特種な 狀 態が ある。 それ は 自己と 周 園の 社會 との 關係 である。 

凡そ 思想 上 精神 上の 自由 は、 雜對 自由で あるべき である。 若し 互に 制^し 合 ふ ものが あると すれば、 それ は 只 思想の 上に 

於ての み、 精神の 上に 於ての み 行 はるべき 牽制で あり 爭鬪 であらねば ならぬ。 その 間に 微塵たり とも 物質 上の 牽制 力 を 混合 
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自然主義 とか 個人主義 とか 人道主義と かいふ ゃラな もの は、 すべて 先づ藝 術の 中から はいって 來てゐ る。 これ は 勿論 當然 

の 事であって， 現代に於て最も深く人心を動かすカのぁるものは宗敎でもなく^^：學でもなく實に藝術でぁるからでぁる。 そ 

れと 同時に 藝 術の 人心に 對 する 威力 は、 ある 意味に 於て 暴君の 如き ものが あり、 また 殆ど 盲目的に それに 心醉 せしめる 力 t 

もつ £ とも ある。 

であるから 若し 老婆心 的に 1K へば、 藝 術の 中から はいる 主義 や 傾向に 對 して は、 それ を 受け 感. f ると 同時に、 哲舉的 方面 

卽ち 理智の 方面から も、 常に それ を考 へて、 兩 方の 道から 進んで ゆく のが、 1# 正しい わけで ある。 從 つて かやうな 方式で 

いろくな 思想 や 傾向 を 受け 容れて 行く 場合に は、 自然と そこに 時間 を 要する。 I つの 小說を 請んで、 直ぐ さま その 中の 思 

想に 感啻 するとい ふやうな こと は、 現代の 人に は 稀で ある。 つまりい ろくの もの を 35^ 聞し、 いろくに 理 昝で考 へる だけ 

の 準備 を 自然に もって 居る からで ある。  ノ 

元來 ある 思想 や 傾向に 習慣 的に 感奮したり、 天啓 的に 感得 するとい ふやうな こと は- 稀に 靑年 の 時代、 もしくは 太古 

の單 純な 時代、 もしくは 長く 煩悶し 懷 疑して 疲れ はてた 時期に のみ あり 得る ことで あるから、 一朝一夕にして 甲の 主義に な 

つたり、 乙の 主義に なったり する の は、 大抵 は 極く 輕卒な 發作的 作用に 過ぎない。 

1 寸 聞いて 一 寸 感じたり， 一 寸好 いと 思ったり すると、 それが 直ちに 自分の 主義に なるとい ふやうな 者 は、 概して 自分の 

生活に、 极抵 もなければ 手も屆 いて ゐ ない ものである。 我々 はよ しかな り 深く ある 主義 や 思想に 感動した 場合で も、 初めの 中 

は それが 只 觀照的 程度に 止ま つて 居つ て、 次ぎ の 瞬間から 直ちに それが 我 々 の 實 生活に 現 はれ、 實 生活 を 變形 し 若く は 改造す 

ると.^ ふ もので； « ない。 1 つの 思想が 生活と なって 現 はれる 迄に は • かなり 長い 時 問 を 要する もめで ある。 そして それが： 


文藝 上の 主義 を 如何に 受け 容れ るか 

(自已 の 基調の 爲 め に) 

藝術ゃ 思想が • 我々 の實際 生活と 殆ど 画 別の ない ものに 考 へられる 今日に あって は、 文藝上 思想 上の 主義と いふ やうな も 

の は、 それが 直ちに 我々 の 生活 そのものから 發し、 また 生活 そのもの を 動かして 行く ものでなくて はならない。 そして 『我 

々』 とい ふ 首 一 架の 中心になる 觀念 は、 他の 何人に も あらざる 『己』 とい ふこと であるの だから、 耍す るに 自己の 生活 を 出發點 

として また 歸 115 點 とする に 他なら ない。  、 

こ. -に 文藝上 思想 上の 一 つの 主義 を 立て、 または 傅 道す る 人々 が あると すれば、 その 人 は 勿論 その 根抵に それだけの 大ぃ 

なる 準備がなくて はならない。 而 して か >- る 人の か、 る 主義 を 受け 容れる 側の 人に 於て は、 どうで あるか。 

今日、 我が 日本に 於て、 深い 意味での 主義 や 思想が 傳汎 する 唯 一 の 道 は、 文藝の 上、 ついで は哲學 などの 方面が、 その 道筋 

となって ゐる。 例へば 政治 經濟 上の 主義の やうな もので すら 最近 は 知らないが、 少 くと も當 初にあって は、 少數の 所謂 1 

が先づ 議論 や 思想の 上から それ を 受け 容れ、 文筆 ゃ藝 術の 力 を かりて 傳唱 した ことが 知られる。 

文 s 上 や 主義 を 如何に 受け 容れ るか  六 さ 1-1 


文藝 評議  さュニ 

人なら ば" 餞り 享樂 主義に 行けば f 生を掉に振って了ふでぁら.>0 又然ぅぃふ人が度外れの勉强をしたとて僳ぃ人にな.,^.^^: 

は^らない。 

更に 日本の 舉生々 活と云 ふ もの を 見る と、 これ は 前に も 述べた 如く、 西洋に 比べる と窮 旃 すぎる。 之に 對 して は. 丄 3 い 意味 

に 於て、 靑 春の 享樂 と！； 4 ふこと を もっと 意識 させて 可い。 勿論 日本人 は 富、 文字、 年齢、 社會 組織、 家庭 組織 等に 於て、 西 

洋人程 悠暢に はして 居られ 無い 理由が あるか も 知れない が、 それでも 日本の 靑 年に 對 する 一般の 敎訓 は、 餘 りに 嚴肅 主義に 

傾き 過ぎて 居る。 もっと 寬 やかに、 自然に 、寛ん びりと 育て.. も • 決して I 派の 人の 麥 ふるが 如き 墮落 呼ばり の 弊害 は 起る も 

ので は 無い 。今の E. に撞落 者が 多.^ とすれば、 それね 却て 過度 Eg 肅 主義の „gB と 見て 可い 位の ものである。 X お 六 年 五 £ 


强ゃ 努力が 惡 いと 云 ふこと は、 情に 於ても 理窟に 於て.^ 云へ ない， 唯 それに 對 照して 生 を 樂レひ 方面に. 及ぶ 限り 自覺 魄- 

にせよ と 云 ふこと に 止まる であらう。 所が 歡樂、 享樂と 云 ふやうな もの は、 其實 質から 云って、 餘 り自覺 的で ある 事と は兩 

立し ない 場合が 多い。 一 切の 事 を 放擲して、 耽溺 的に、 無自覺 的に それに 陷 つて 終 はなければ、 眞の 一翁 は 味へ ない。 だか 

ら强 ひて 云へば、 極く 大體 の覺 悟の 上で、 吾々 の 青春期に 對 する 肉體 及び 感情の、 純 粹で强 健で ある 事 を 思 ひ、 且つ^ を 取 

つてい ろく 複雜 な周圍 境遇に 累 はされ る 苦勞の 多い こと を自覺 して、 其靑 春の 獨 りお 有し 得べき 歡樂 を、 つて 置きたい 

と 云 ふ 心地 を、 より 多く 明白に 持つ がよ いと 云 ふだけ のこと に 止まる。 

此點 から 云へば、 靑卷 期に 對 して 努力し 勉強せ よと 云 ふこと は、 殆んど 言 ふ 必要が 無くて、 寧ろ 靑舂 の享 樂を签 しくす る 

な、 と 云 ふこと が 却て 必要 かも 知れない。 西洋で は、 大擧 時代と 云 ふ ものが、 勉強 時代で あるべく して、 事實は 却て 靑 春の 

悅樂を 恣ま& にす る 時代と 暗に 解され てゐ る。 例の 『アルト • ハイデル ベル ヒ』 の 芝 £5 などが 示して 居る 如く、 現代に 於ても 

矢張り 獨逸、 佛蘭 西、 英吉利な どの 大學 生の 生活 は、 日本に 比べる とすつ と、 暢び やかで、 若 かさ 其 もの を樂 しみ 味 はう と 

云 ふ 精神が 行き 亙って ゐる。 勿論 かう. S ふ 問題 は、 槪括 的に は 云へ ない 事で、 相手に よって 如何 やうに でも 變 化する もので 

あるし、 且つ 社 會の狀 態、 富の 程度 等に よっても 遠 ふ。 又 享樂と 云っても 種々 種類 方法が あるの だから， 肉體 的に、 全然 病的 

i 壊 的な 快樂を 貪り 過ぎる と 滅亡して 了 ふ。 快 樂と& 死しても 可い と 云へば それまで だが、 それで は餘 りに 殘り 多い 人生と 

なる であらう 力 概して、 個人と して 心理的に も 生理的に も， 叉 倫理的に も 優秀な 資質 をお つ. た 人で あれば、 何を勸 めても f 

向^|}1^支はなぃ。 然ぅ いふ 人が 意識して 靑 春を樂 しんで、 餘 り勉强 など をし ないで 過した としても、 何時かの 間に 他に 優れた 

動力 を； i が 揮して 來る。 必 すし も苦勞 して、 クス ぶって 過ごす 人の みが 將來 偉ら くなる 人と は 限らない。 然し 素質の 劣った 

春 細に 於け る 向上 胶の偷 斑と 享 派の 倫理  六 ull 
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靑舂 時に 於け る 向上 派の 倫理と 享樂 派の 倫理 . 

(靑春 時の 享樂を 空しく する 4^) .  . 

此 問題に 就て 眞 先に 思 ひ 出す こと は、 昔から 東洋で も 西洋で も * 詩人が 人間の 靑赛を 讃美す る 文句が ある。 虚が其 文句の 

多く は、 所謂 r 靑年は 重ねて 来らす」 で、 人間 は 若い 時に 十分 人生 を享樂 して 置かない と、 年を取って は 最早 や 若い 時の や 

うな 樂 しみが 出来ない と 云 ふ 意味で ある。 畢竟 徂く春 を 惜しむ 心であって、 其 心持ちの 裏に は、 何時でも 老年と 云 ふこと が 

1^ んでゐ る。 云 はば 追憶の 哀愁で ある。 從て然 う 云 ふ もの は、 概して 壯年 老年の 詩人の 口から 多く 出る ものであって. 若い 

詩人の 言葉で も、 何方 かと 云へば、 さやうな 亨樂を 十分に する ことの 出来なかった、 比較的 老いた、 ませた、 蚴 ねた 心から 

來る 感じで ある。 此 意味から 見る と、 人間 は 若い 時に 十分 歡樂 を享 けて 置かない と 詰らない、 と 云 ふ 感じ は 後から は 起る も 

ので、 靑舂 自らの 時代に は 却て 然ラ いふ 自覺は 起らない 場合が 多い。 若い S1 の 心持ち を 刺戟す る もの は、 却て 努力と か勉强 

とか 云 ふ、 野心の かった 方面であって、 此方が 概して 靑 年の 頭に 自覺 的に 動いて ゐる。 享樂 的な 氣分は 事寬に 於て は大 にある 

としても、 それ は 殆んど 本能 的に、 無 自覺に 有って 居 by* 且つ 實行 して ゐる のが 多い 0 であるから. <E の 宵赛 期に 對 してお 


僕が 故に 百 圓の金 を 持って 居ろ と假定 して、 其の 百圃を 全部 或る 友人に 惠 めば， 其 友人が 必ゃ幸 禰 になる と 云 ふ 事 を 知りつ 

も * 尙ほ 且つ 僕の 生沾に 必要な、 二十 圓 なり 三十 圓 なりの 金 を 除いて、 续餘の 七十 圃を惠 むと 云った やうな 譯で、 何の 點 

まで 徹ほ 的に、 愛 他 的 精神に 服從し 得る かは^ 問題で あるが * 兎に角、 獨立 する 者 をして 獨立 せしめよ * 各の 個性 を 尊重し 

て、 己れ の 個性 を 損傷せられ ざる 限り 他 を 愛せよ と S ふ 心 持 だけ は、 享容れ る 事が 出來 る。 

我々 は 物質と 權カ とに 於て 己れ より 低い 地位に 置かれて ある I 般 民衆に 面接す る 時、 果して 何ん な 感じが する であらう。 

底の 底まで 掘ったならば、 或 ひ は 意外な 聲が發 しないと も 限らない が、 共 どん底の 叫び を 二 勝に も 一 一一 1^ にも 何物 か を 以て 押 

付けられて aw る 我々 の 現在 生活 狀 態に 於て は、 先づぐ 共 等の 者 を 不润に 思 ふ 心が 先に 立つ。 齢く とも 僕 は 僕 自身の 體驗に 

徴し て41:.様 い ふ考 へ を^?: つ て 居る9 

けれども 社會 民衆 は •  ^して 之れ を 肯定す るか。 作家 は觅に 角、 恁ラ した 傾斜 的 體験を 有つ に 機會の 勘い 思想家 教育家な 

ども、 等しく 斯 かる 體驗を 心から 享容れ るか 何う か。 又歷 に徴 してみ た戰 後の 思想界に、 個人的に は恆に 平和主義が 勃 典 

しつ i も、 國際 的に は 益々 軍國 主義が 盛んになり 行く 傾向の 存す るの は、 何う 云ふ鐸 か。 其 慮に も 亦 平和主義 * 博愛主義、 . 

襄に對 する 大きな 疑問が 接されて ある。 (大正 六 年 11 お 《ESS 


0^ ^ 韓« を， せんとす  ^-5 
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若し 假 りに 此等新 提唱の 思想が、 激しい 社會的 爭鬪に 疲れた 給果 として、 單 により 自由な、 より 平和な、 より 容易な 心 持 

で、 個人主義 的 思想の 洗 禮を享 けて 居らぬ 今日の 社會に 緩和しょう とするならば、 縱 しんば 其の 道德觀 念が 社會の 夫れ と 適 

應 する にしても、 現代の 物質と 權 力との 社會を 動かす 爲には 未だく 力が 弱い やうに 思 はれる 0 そして 此れが 今日の 人道 主 

義的 思想の 成長 を 妨げる、 可な り 大きな 點の やうに も考 へられる。 

凡そ 此の世の 中に 概念 ほど 當て にならぬ もの はない。 物の il 白 は 概念的に は 何ん なにで も 明瞭と 付ける 事が 出來 るが、 J 

度 自分が、 我 倒れる か、 他 を 倒す かと！ K つた やうな、 せつ ぱ詰 つた 體 0 に 到達す ると 云 ふと、 果して 此れまで 黑と 思って 居 

たもの が 白に 變チ るか、 或 ひ は 白と 信じて 居た ものが 黑に變 るか、 解った もので はない。 それと 同じ 事で、 我々 が 此の 新提 

唱の 人道主義 や 民衆 藝術を 云 * する にしても、 單 なる |g 念から 批評す 可き ではない。 宜しく 我々 自らの 體 験から、 厳 肅な批 

砰を 下さなければ ならない。 

共の 意味に 於て、 僕 は 今 相 馬 御風 氏の 體驗を 例に とってみ るに、 相 馬 氏 は元來 明白な 個人主義者で あつたが、 其の 間 一 家 

を 構へ 細君との 間 には子 を 設け、 又鄕 里から は 父を迎 へる と 云った 様に、 家族の 殖える に從 つて、 自分より 以外の 他の 社會 

との 交 涉と云 ふこと も考 へねば ならす、 其 爲に從 来の 自愛 主義 乃至 は利已 主義 I 方丈で 押し通す 譯 にも 行か なくなり、 色々 

• 鬪に爭 闘 を ねた！^ 银、 多少の 犠牲的 精神の 萌し 懸けた 所へ、 之 を 徹底的に 行った 所の トルストイの 想の 影響 を 受け 遂 

に 現在に 及んだ ので ある。 

僕 自身の 體 驗に微 しても 亦 同じ が 謂へ る。 我 倒れる か、 他 を 倒す か、 ニ途に 1 途 を^ばねば ならぬ と S つた 様な、 せつ 

！ £e つた 機會に 遭遇したならば、 侯 は 其 孰れ を 選ぶ 可き であらう。 恐らく 启愛 的、 利已 釣な 迢 を^ぶ かも 知れぬ〕 aj! へば <J,' 


さて 此等 新提嚼 9 王義 は， それに つて 何れ 丈 他の 社會を 動かし 得る か， 何れ 丈 其の 交渉 を 滑ら，^ になし 得る か、 此れ カ驂 

察 を 要する 第二の 點 である。 

我々 を圍繞 する 社會 は、 實に 物質と 權 力との 社會 である。 併も 個人主義 的 思想、 卽ち 自然主義 的 思想の 洗 禮を亨 けて 居ら 

ぬ社會 である。 左様い ふ 今 曰の 社會 がー 服の 毒藥 をも投 ぜられ すして、 やすくと 今日の いは ゆる 非 個人主義 的 思想、 卽ち 

人道主義 的 思想 を 素直に、 1^ 直に、 亨 け容れ るか 何う かが、 第 一 疑問で ある。 のみなら す 因襲 的の 道徳的 觀念を 破 壌した 吾 

が國の 自然主義 的 思想 は、 其の 勃與當 時に あって、 先づ第 一 に 味方 をな す 可き 害であった 低級なる 民衆 さへから.^ 嘲笑と 

侮蔑の 眼 を 以て 見られて 居た 位で あるから、 當 時の 個人的 思潮が、 今日の 政治、 法律、 敎育、 宗教と 云った 様な 比較的 我等 

に 近い 權カ 階級 を も、 何れ 丈け 強く 動かし 得た かと 云 ふこと は、 一概に 斷言 する 譯には 行かぬ。 左様した 狀 態の 下に 在る 今 

日の 社會 であるから、 其れが 改更 なしに 文壇の 要求 を 其 儘 亨容れ る 事が W 來 るか。 又 文壇から 云へば、 其 等 肚會の 何等の 壓 

迫 を も 感じす に 理想に 迄 進み 得ろ か。 其 透が 隨分心 もとな く 感じられる。 

社會 民衆の 敎化 11 恁ぅ云 ふ 事 を 文學の I 使命と するなら、 我々 と 現代 社會 との 交涉 は、 何處 かに 於て より 密接で あらね 

、ばなら ぬ。 又 それと 同時に 我. -は 民衆 を 憐れみ、 民衆 を 救 ひ 出す、 濟世 的の 心 持 乃至 は 救世主 的の 心 持に 滿 たされて 居らね 

ならぬ。 恰度 トルストイが 農民 を 相手に した 如く、 或 ひ は 昔の 鼠師が 民衆 を 相手に 大慈大悲 を 誰れ た 如く 1 0 斯く あつ 

てこ そ 初めて 人道主義 も 民衆 藝術も 意義が あるので あるが、 其の 精神が 粟して 何の^まで 徹底して 居る か、 平和 主 i ち 博 

愛 主義 も、 其の どん づ まりに 於て は、 何時も 自愛 か 他愛 か、 此の ニ途 のうち 孰れ かに 出で ない ので あるが、 新 提唱の どん づ 

まり は 菜して 其の 中の 孰れに 就く か。 これ も 疑問で ある • 

將に 1 law を S せんとす 
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て來 たか、 それが 考察の 第 一 要點 である。 

玆に 於て 暫時、 自然主義 全盛時代の 傾向 を 顧みて みるに、 文 擅に 於て は あれ 程 勢力の あった 其の 思想 も、 今にして 其れの 

文 擅 以外の 社 會に與 へた 力 を 思へば * 其 思想が 果して 何れ 丈の 浸透 力 を 以て 他の 社 會に喰 ひ 込んで 行った か、 頗る 疑問で あ 

る。 否な 寧ろ 當時 自然主義 を 標榜して 居た 多くの 作家た ち 思想家た ちが、 他の 社會と 交渉 を 保つ 上に 於て、 何程の 融和 も赢 

ち 得る 能 はす、 常に 社會の 嘲笑と 侮蔑と を 受けつ i、 爭鬪に 爭闘を 重ねた 結染、 今度 は 漸く 疲勞を えて、 共處に 初めて 緩 

やかな、 宽ぃ、 自由な 生活 を 要求す る 様になつ たので は あるまい か。 新 思想 を 標榜す る 各個 人の 考 へに は 又 刖な考 へ も あら 

うが、 今日の 非 個人主義 的 思想の 勃 典 は、 傍から 見れば 恁ぅも 觀られ る やうに 思 ふ。 

も，？  f つ は 年齢の 關係 にも 由る であらう。 今の 文 擅に 活動して 居る 人々 は、 自然主義 勃 典 時代から 見れば、 I 般に すっと 

年を取った 譯 だが， 當時は 極端な 個人的 主義 的 思想 を 以て 世と 戰 つた 人々 も、 他の 社會が 彼等の 思想の 洗 禮を亨 けぬ 以上 • 

如何に 自分 丈が 苦しみ 拔 いた 所で 何の 役に も 立たぬ。 其れより は 寧ろ 社會 民衆 を 愛する ことに 據 つて 己れ の 目的 を 貧 徹すべ 

きで あると 云 ふやうな 考へを 持つ ゃラ になった のか も 知れぬ。 夫に しても 今日の 若い 人々 の 非 個人 主 思想 は 解決 出来ぬ 

が、 尠くとも 他との 交渉に、 平和主義 的 乃至 博愛主義 的の 耍求を 持つ に 至った と 云 ふ 事 は、 斯うした 動機から 發 生して 居る 

ので は あるまい か。  . 

個人主義 や 自愛 主義に よって 培 はれた 自然主義. の 文字が、 他の 社會 との 交渉に 疲れた 結 茶、 より 寬ぃ、 より 緩やかな 心 梓 

になって、 鼓に 社會の 道德的 意識と 其の 歩調 を 共に すると 一 K つた やうな 傾向 を 生じ、 平和主義 言 ひ換 へれば 博愛主義の 下に 

其の 交涉の 上の 軋 機 をより 滑らかに しょうと したの が、 轍ち 今日の 人道主義 乃至 は 民衆 藝 術の 行き方と 觀れば K られ るが， 


に 一 轉機を 劃 せんとす 

最近 文 擅の 大勢 を統觀 してみ ると 云 ふと、 其 處には 「白樺」 一派の 人々 を 中心として 起った 人道主義の 提唱が あるかと 思へ 

ば、 又 一方に は 「早 稻 K 文學」 によって 髙 調され つ、 ある 民衆 藝 術の 提唱が あり、 更に 一歩 離れて 個人的に 觀れ ば、 相 馬 御風 

氏の身を以て宜傅せんと努めっ、ぁるトルストィズムが^*在すると同時に、 他の 一方に は 赤 木 桁 平氏の 高調し つ "ある 理想 

主義の 文字と 云 ふ 様な もの も 文 擅の I 部に は亨 れられ ると 云った 如く、 文擅新機：^の現はれ方は實にとり，^でぁる。 

名目の h から 兑 れば斯 くの 如く 千^ 萬 別で あるが、 此の 雜 然と 勃與 した 新 思想の 內容、 並に 新 機運の 玆に 到達した 過程に 

、は 何 か 知ら 极本 的の 精神と 動機と が 無ければ ならぬ 譯 である。 それ 故 僕 は 今、 此 等の 新 思想な り、 新 機運な りの 名目 論 を 避 

けて、 共 根本的の 精神と 共れ の拖 移の 跡と を 端的に 考へ て 見たい. と^ふ。 所で、 從來の 吾が 文壇 を 支配して 來た 自然主義 的 

思想、 言ひ換 へれば 個人主義の 思想 は、 自愛 主義の 思想、 惡く 云へば 利己的の 思想で ある。 之が 輙ち 最近に 及んで 人道主義 

乃至 は 民衆 © 術の 提唱と 移り 變 つたと 云 ふ 事 は、 要するに 其 根本 思想に 於て、 個人主義から 博愛主義へ、 自愛 主義から 愛 他 

主義へ、 -自已 主義から、 平和主義へ、 移った ものと 觀る 事が 出來 る。 然 らば 斯 くの 如き 非 個人主義 的 思想 は 如何にして 起つ 

將 に ISIg を SI せんとす  六 二 五 


^>  HI  Mil  ム\  J 】 MM 

ものと なる が 故に、 凡ての 近世 劇 は だれても よい もの、 催眠 的で よい もの、 それが li 的な もの、 それ 的と い，. 

のは兑 物が 俄 級な ので あると いふ 風に 言 ひ 做す もの i あるの は藝. 擅の 妄語た るに 過ぎない。 併し 此 妄語の 一 半の 責は沂 刺 

にある。 ^中の 長物 語 は 本来が 劇 術の 上に は 禁物た るべき ものである。 劇 は 飽くまで も 一 切の 事件 を現當 具體 の出來 事と し 

ようとすべき ものである。 n 目 ひか へれば 思想 的よりも 感覺 的と しょうと すべき ものである。 近世 劇の 多くに は 感覺的 要素. か 

缺 乏しす ぎて るる。 

i、 沈默の 濫用、 之 も 作者が 與 へる もの 以上に、 俳優と 舞臺 監督の 不能に よって、 せりふの 岡へ た 所、 動作の 枯 港した 

所に 夫 を ごまかさ うとして 仔細ら しい 沈默を 濫用す る 惡弊も 多いで あらう が、 近世 劇に は感 覺的耍 索の 滅少 する I 理由で., 

る. - 又 近世 劇の 他の 特色た る 散文的 長 せりふの 濫用、 拙 用 も 同一 結 菜 を 生する。 

要するに 近世 劇、 i に は 如何にして 感覺的 耍素を 多くすべき かとい ふ 事が 劇の 將 來に關 する 重大問題の 一で ある。 日本 

に 於 {. る 歌舞伎 劇の 復興の 如き も、 l:H ハ 他の もの. に此耍 紫の 缺 乏して るる j 反動で ある。 同時に 新劇 中の 感覺 的耍 素の 增 

力と いふ こと は、 新釗 と多數 民衆との 接近と いふ ことの I 解決法で ある。 新劇 乃至 令の 凡ての 藝術劇 は、 いかにして 適法に 

感覺的 耍素を 加へ 得る であらう。 (大 E 六 年 二 H0 


近世の 小 i 奪が、 髙級 になれば なる ill びて 行く のに 反して、 劇 は f 困難の 立場に 陷 つて 來た， 此に 於て 力 

禱 的な？ 羅 的な 劇と が 益々 離反して 來て、 藝術 的な 劇 は 小說に 近づき 詩に 近づかん と， して- 或者 は單 なる 請み 物の 胸 

本と なり、 或 者 は 極小 I に 於け る 極 少数者に 訴 へる 劇と なり、 劇と 大多数 民衆と は 離れん とする に 至った。 畢竟 劇が 近世 

勺髙 if な I とする 倾 向の 必然の 駕 である。 けれども 斯 やうな 劇 は、 劇と して は 到底 犬なる 發 展を 遂げる ことが 困 

難で あろ。 其 理由 は 今度 は 外 間から 生す る、 或 特殊な 場合の 外 li が f 許さない ので ある。 經濟狀態 が 夫を 存立せ し 

め 得ない ので あろ。 近世 劇の 根本に は斯 やうな 矛盾 もしくは 困難が S つて ゐる。 

俳 fl 監瞥と 劇場 支配人と 老練な 作者と は 事情 I つて t が、 多 救の 制作 者と 批評家、 殊に 若い 劇作 者と 批評家 は 

之 を 知らな 5。 若く は 知って きも それ t みる I と H 夫き 持？ ゐ ない。 曰 S 於け I 世 劇、 すな はち If と >ノ 

壇 的 新作 劇との 眞 先の 缺點 は是れ であった。 イブセン 式 若しくは 希臘 劇 式 § 響と して、 過去 を 現在に 晨み 込み、 I の 上で 

或 人物 を I として それ を f ほごして 聞かせる 方式 は、 多少 は 昔から V つれの 劇に も 無くて かな g 劇 術の 一つで あると 

しても、 近 §で最 も 喜んで 用 ひた 形式で ある。 けれども それ は麵の 上の 小 說的繁 であって、 しんみりと I 若しくは 

、聽 いて 始めて 架く 共內 想に 入り 得る ものであって、 劇と して 多數 f 前に 置いて 展開す るに I も 不利な 形式で ある。 近 骨 

f 舞臺に 上す にあたって、 穉 拙な 俳優と 穉 拙な 舞 if は、 此 物語の 部分き .is 平凡な 在り 来りの 一場の 對話 とし 

て 演出す る。 近世 劇の 籠の だれろ 恐れ は ffr から 生す る。 脚本の i 物語の 部分 を 如何にして 抽象的 想起 的な 空 

§ 了 らしめ t 具象的 實體 的な 演出 法に 化成せ しむべき かの 工夫に よって、 その 俳優 や 籠 着の 巧拙 g 分けられ るの 

である 。近世 劇に は 物 語に よる 過去の 蠢が 多い が 被に、 而 して 演出 法の 幼稚な ために それが だれ 場と なり、 催眠 的 倦怠 的な 

、  さ ーま 
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近世の 脚本に は极 本に 一つの 誤 謹 もしくは 矛盾が ある。 それ は 劇と 他の 藝術、 たと へば 小說ゃ 詩歌 や^ 畫 彫刻な どと を、 

餘 りに 多く 同 一 に 取扱 ひすぎ たとい ふ 事で ある。 藝術 鑑賞の 態度 もしくは 狀況の 上で、 小說 詩歌 等 は少數 者が 刖自に 靜に默 

寂の 中に 之 を 味 ひ 得、 また 然 ありたい 性質の ものであるが、 劇 は 其反對 に、 多數 者が 同時に 聽覺、 視覺 (或 場合に は溫 度の 

觸覺、 飲食の 味覺 まで を も 含めて) を 活動 させて 濫賞 せざるを得ない 約束 を 持って ゐる。 此 約束 は、 單に 經濟上 少數の 物 

では 費用が 足りない からと いふ だけの 理由で なく、 藝術 そのもの i 性 貧 上、 劇、 音樂、 舞踊 等、 瞬間に して 消える 藝 術の 巳む 

を 得ざる 耍求 である。 藝 術が 已れを 他に 傅へ て 他の 共鳴 を 求めん とする 耍求を 持って るる 限り、 劇 や 音 樂の 如く 演出す ろ 瞬 

間に 於て 消え 行く 藝術 は、 どうしても 成るべく 多くの 鑑 K 者 を 同時に 一堂に 架め ざる を 得ない。 

少數 カ獨自 別々 に 味 は ひ 得る こと 、多数 者が 同時 一 所に 味 はざる を 得ない こと、 は、 言 ふまで もな く藝 術の 表現 ン V- 式に fe- 

常の 差 を 生す る。 近世 藝 術の 一 特色た る 思想 的倾 向、 默想的 傾向 は 最も 多く 前者に 適して 後者に 適しない。 雜 多の 人が 染ま 

つて ゐる 中に、 斷 えす 心理 上 生理 上の 合 一 點み 作って、 其 合 1 點^ S 術 を 打ち込んで 行かう とする のね 非常の 難事で ある。 


魔の i に 盛らう がそん な こと は i でない。 私 は 寧ろ， 蒔緣の 重箱に 盛られた ものが， 更に 素燒の 皿に 盛らせて *  io^ 

民衆の 巷に 提供され る こと を 最も 意義 ある 痛快の こと、 信す る。 錦の 衣 を 着た ものと、 襤褸 を 纏 ふたものと 人 問の 惯 値に 何 

の 差別が あるか。 殊に 近時の 淺草は その 群衆の 性質が 昔し の 玉乘り 時代と は 全然 ー變 して 居る。 鬼 京に 於て 上 は 貴族から 下 

は 職工 勞働 者に 至る まで あらゆる 者が 入り込んで 平等に 取り扱 はれて ゐる 一大 平民 國 はこの 淺草 である。 私 はむしろ 將來に 

おいて この 淺 草が あらゆる 平民 連動の 發源 地と なること を豫 想し 又 希望して ゐる ものである。 (大正 六 年 二月 駭話犛 》) 
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が あったら その 時に 始めて 私の 正義と 否と を 問 はれる^ 題が おこる。 けれども 私 は I 方が 他方 を 害するな ど. t いふ こと は 事 

箕に 於ても 理窟に 於ても 全然ない ことで あると 信す る。 前に 云った 本末 轉 倒の 議論 はこの 不正 義を 私に 强 ひんと すろ もので 

ある。 而 して 一 方に 民衆 を 服 中に おく 芝居 をさせる ところに 敎化 問題が おこる ので ある。 私は經濟基礎の爲でぁるからとー！^ 

つて、 又 同じく 全然 藝 術の 分子の ない もの、 もしくは 進んで 藝術を 阻害す る もの を やった 覺ぇ はない。 少く とも 私の Js- る 

範圍 において は、 その I 夕の 芝居の 中に 必す何 かの 藝 術の 光り は线り 得る ものと 信じて それに チ かげんの 加 はった もの を演 

じさせ、 それに依ってせぃぐ多數の民衆を^：^めょぅと企て乂ゐる。 この 意味に 於て 藝術 座の これまでに 演じ 米った 民衆的 

な大 興行 は 鬼 京に 於け ると 地方に 於け ると を 問 はす、 皆 私の 豫柳 したより 以上の 効 架と 感謝と を 以て 迎 へられて ゐる こと は 

辜 |i である- 私 は尙、 この 方針 をつ ^- けて ゆく 外 はない と 思って ゐ る。 尙 序でに 一言して おくべき は藝 術- M の淺 草に おける 

齊及 興行で ある。 この 典 行が 前に 云った 經濟 問題と 直接 干 係 を 持って ゐる こと は 論を俟 たない。 それと Zi 時に た V 經濟 基礎 

をつ くるが ために はいかなる！ 1^ 似 をしても よいと は 私 は 決してい はない 0 それ は 私の 良心の 許さない ところで ある。 成る ベ 

く 多數の 民衆な 錤め ると IS 時に 成るべく 多 數の藝 術 的 分子 を も その 中に 保留して おきたい とい ふ のが 私の 第 I の 苦心で あ 

る。 であるから， もし、 淺 草に 於け る藝術 座の 芝居が 非難せられ るなら、 それ は 同じ 芝居が 帝劇に 於て 演ぜられ たる 場合に 

も藝 術很樂 部に 於て 演ぜられ たる 場合に も 同じ やうに 非難せられ なくて はならない。 た 淺 草に 於て はた 1- 他の g 場に おけ 

1 り もより 多くの 安 協 的 分子が 混入して る こと は 免れない。 けれども これ はた 1- 程度の 問題で、 いかなる 程度に 於いて 

も 私が 信じて 藝術的 刺戟と 思 ふ もの- - 全くな くな つた もの は絕對 にやら せない。 これが 今日までの 私の 立場で ある。 た 場 

所が 淺草 である ためにと いふ 非難なら、 それ は實に 愚かな 批難で ある。 興味 さへ か はらなかったら 蒔 緒の 重箱に 盛らう が 素 


に 何等かの 敎化的 意味 を 含ませた 註 9f 段が 必要に なって 來る。 か、 る 意味で 民衆的 is 11 とい ふ ものが もし ありと すれ 

ば —— が あり 得る。 

それから 多數 者の 集まる 中には 前に 云った 如く、 必す しも 藝術的 與味を 持た すして たビ笑 ひ、 た e 泣く、 全くの 娛樂物 を 

耍求 する 心持ち も 多分になる ものと しなければ ならない。 さう いふ もの を 導く ために は それらの 人 をして 或る 程度まで、 辛 

棒す る ことの 出來る やうに 彼等の 耍求 そのもの を も 併せて 與 へて やる 必要が おこる。 つまり 藝 術の 中に 藝術 にあらざる 面白 

味 を も 加へ ざる を 得ない 場合が 生じて 來る こと、 又 前に 云った 通りで ある。 

要するに、 か. -る 風に して 或 ひ は 村 料の 上に、 或 ひ は その 用語の 上に、 或 ひ は その 風情の 上に、 種々 な 手心 を 加へ て 而も 

その 中に 少く とも 一 點藝 術の 生命 を 忍ばせて 民衆に 與へ ると いふ ことが、 1 の 民衆 敎 化の 止む を 得ない 手段で あると 考へ 

る。 か、 る 意味で 一種の 中間 劇が 發 生す るの は 決して 純 粹藝術 を 限 害した もので も 何でもな いと 信す る。 私の 關 係して ゐる 

藝術 座で はもと く 1 1 つ の 道を步 くと いふ 宣言に 立って ゐろ、 出來る ことなら 一 方に 於て は敎 化と いふ 名 を 用 ひす、 相手 を 

眼中に おかす して 造り 得る 演劇 を やって 見たい と 思 ふ。 乍然、 それ は 嘗て も 云った 如く 經濟 基礎 を 離れて 不可能の ことで、 

. ^が 書 齋に 閉ぢ 籠って 書きたい もの を 書きいて ゐる、 人が 請んで 吳れ なければ 讀ん で吳れ なくなっても よいと いふ 氣 分で や 

る こと は では 事實 において は出來 ない 相談で ある。 そこで 止む を 得す 一寸に は それ を 成し遂げら る \ やうに 經濟 基礎 を 

立て ようと 思って 見物 を 眼中に 置く 芝居 を させ てゐ る。 この 見物 を 眼中に おく 芝 n!5 と 眼中に おかない 芝居との 數の 釣り合 

など は 今のところ 問題に はならない、 よしんば 私の I 生のう ちに 見物 を 服 中に おく 芝居 を 百 させて、 さう でない 芝居 を I つ 

させ V- も 私 は それ を 正しい ことで あると 信す る。 た r 見物 を 眼中に おく 芝居が、 ょり純粹な^„^l居を演.^るのを阻害する場合 

術と しての 演 S  V  六^» 


文藝 Bi 鶬  六 1 八 

それから. fs- に は その 多數 者の 敎育 及び 習慣に 依って 所謂 無智 階級 をして 接に マ" ぃ藝 術の 味 ひ を 知らし むる 方法が 必要で あ 

る。 前に も 云った 如く 藝 術の 味 ひその ものに は 二つ はない。 所在に 新しき 人生の 火花 を兒 せる。 この 點 がなければ 藝術 では 

ない。 從 つて 民衆 もしくは 無智 階級と 然ら ざる ものとの 問に この 味 ひの 高下の 區^ をつ ける こと は 不可能で ある。 もし この 

問に 高下 の lEi 別 を つ けたら それ は藝 術と 藝 術に 非ざる ものとの ^別にな つて 了 ふ。 高級 者に は藝 術を與 <. 、 低級 者に は藝術 

に 非ざる もの を與 へる とい ふの なら 始めから 問題に はならない。 であるから 藝術 上の 修養と いふ こと は、 始め か. &1! 術に 非 

ざる も のを與 へ て-たん，. 》\藝 術に 導く とい ふこ， とで はなく して、 與 へ る もの は 始めから 藝 術で なく て はならない。 藝 術に 一 一 

つ はない。 た その 藝 術の 方法 もしくは 材料の 上に 修養 も あれば 進歩 も あり 得る ので ある。 例へば 演劇に 於て は その 事件の 

組立 その 言語の！^ 擇 とい ふやうな ものが、 もし 民衆に 全然 了解の 出來 ない ものであった 場合に は その 芝居 は 了解され ない 從 

つて 面白くなくなる。 

元來 芝居 は 最も 其體 的に 吾々 の 生きく した 生活 を寫 して ゐる ものであるから、 その 村 料な り、 言語な りに 於て は 殆ど 藝 

術の 中で 最も 民衆に 親しい もので、 なくて はならぬ ない • ところが 吾々 の 生活、 殊に 近代の 生活、 就中 現狀の 日本の 社會生 

活で はこの 一 般 的なる べき 實 生活の 中に ギャップが 出來 て、 所謂 知識階級の 使 ふ 雷： 紫 は 民衆に はまろ で外國 語の やうに ひ r 

いたり、 知識階級の 考 へる こと 爲す こと は 民衆と は 別な ことの ゃラ になって 居る やうな 氣が ある。 常に かく 名 づけて S? 的 

とか哲擧的とかぃふゃぅな言薬ゃ^^^柄などの大多數は、 西洋で はこれ が 日常 茶釵 化して 穴， 一 氣ゃ 水の なかに 交って 一 般の IS に 

ある 程度まで 這 入って ゐる。 西洋に は 日本の やうな 翻譯言 M などい ふ もの はない。 また 日本で は 殊に 一 般 的なる べき 演劇に 

まで； 1^^ 釋の 必要な 揚 合が 多い、 この 困難 を 救 ふために はどうしても 芝居が たビ 書き. っぱなし 演 りっぱな しで は 不可ない。 そ C 


よく 世^で は 曰 本の 今日の i の 振 はな いのは 1® 自らが 低級な 芝居 をす るからで あると いふ • これ は 前後 を轉 倒した 

n 論で ある。 今日の 新劇が 振 はない とすれば、 その 一番 直接に して 而も 簡舉 明瞭なる 理由 は 面白くない M を 無暗に 演じた 

からで ある。 吾々 の 記憶して ゐる範 圍で必 すし も 民衆と いはす 少數 知識階級 を すら 露に 面白. S と 思って 息 もっかせ すに 見せ 

た 新劇が いくら あるか、 た e 生硬なる 直 譯文を 未熟なる 俳優が 輕 薄なる 準備の 下に 舞臺 に素讀 をす る、 それが 何で 芝居で あ 

らう か。 かやうな もの を 無暗と 見物に 强 ひて これが § であると 高唱 し^しきに 至って はかの 自然主義 勃與當 時の 小說 壇に 

おける 故智に 做って 新劇 藝術は 面白くない ものである、 面白くな いのが 當然 である。 とい ふや ラに云 ひなす もの すら 現 はれ 

て來 た。 新 剡の衰 へた 最大の 理由 はこ、 にある。 見て ゐて 眠くなる やうな 芝居 を、 吾々 は M の 名の 下に 幾度 見せられて 憤 

り を 感じた か 知れない。 從來 新劇と 呼ばれて 上場され た 大多數 の鐧譯 物の 脚本に ついて 見よ。 又 それ を 演じた 俳優の 劇的 修 

養に ついても 兑ょ。 又 これ を 兑ても 一通りの 興味 を覺た 人の の聲 にきいて 見よ。 それ はた 脚本の 原作 そのもの.^ 請み 物 

としての 蕩術的 價條を かすかに 認めて それに 満足 を 求めた に過ぎない。 他に 何物 もない。 亂發と 輕卒と 眠けと こぢ つけの 外 

にはなかった やうな その S がいかに して 永く 极祗を 保ち 得よう ぞ、 M 衰微の 最大 原因 はと & にある。 これ を 棚に 上げて 

おいて 後發 事情た る 演劇 そのもの、 低度 を 新劇 衰微の 现. S とする の は 本末 轉倒 である。 

、そこで もし、 演劇が 多數 民衆 を 相手と して 而も 多數 民衆の 興味 を熱發 せしめよ うとす るに は 熱 ひ 種々 の 非 藝術的 工夫 を 加 

へる。 こ i に 演劇の 雜^ になる 第 I 悲哀が おこる。 古 來殆ん ど I つと して この 悲哀 を 呼ばす に 舞查の 上に 生存した 芝居 は あ 

るまい。 觀客を 高く、 低く、 泣かせつ-"、 笑 はせ つして 操て ゆく うちに、 その 目的 を 達しよう とする 劇作 者、 俳 ほな どの 苦 

心 は 外から 輕々 しく 褒貶す る やうに 氣樂な ものではなかった であらう。 或る 意味に 於て、 所謂 劇 術の 第 一 步 はこの 點 にある。 
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ことに ある。 面白い と は 要するに 吾々 の 魂に 刺戟 を 與へ與 ハ へる ことで ある。 

そして この種の 典 裔を惹 きお こす 手段と して 世間の 所謂-翻 白い もの、 娛樂物 は 皆 夫々 特有の 手段 を 持って ゐる。 或 者 は 功 

利 を 離れて だんく  一 時 的の 感情 を 刺戟しょう とする。 或ろ もの は その 中に 功利 を 加へ て 功利的 奥 味に 訴 へようと する。 

劇に 於て は 軍なる 感 の 遊戯 を 目的と する もの i 外、 所謂 敎化を 目的と するとい ふ 名の 下に ある もの は 現在 道德を 讃美し、 

現在 道德に 媚びる ことに 依って 快感 を 買 はふと する。 叉 或る もの はこの 現在 道德を 嘲り 罵り、 破壊して その後に 來る もの を 

豫想 する ことに 典 味 を 求めよう とする。 興味と いへ ば 誤解 を 招く かも.^ れな いが、 さう して 吾々 の 魂に 注射す るので ある。 

この場合に 於いて 吾々 が 露の 藝術 としての， 面白味 を どこに 求める かと 云へば いふまで もな く、 感情 遊戯で もな く、 現在 道德 

の譜 美で もな く、 未だ その 新しき ものに 向 つて」 種の 憧愤 を感 する その 興奮 感で なくて はならない。 - J れは 前に も 云 つ た 通 

りで ある。 然るに か. -る演 刺の 相手 を 民衆と して 考 へる 場合に は その 民衆の 特徴から して 演劇 そのもの &純粹 目的の 上に、 

もしくは その 目的 を 達する 手段 方法の 上に、 變形を 生ぜざる を 得ない。 これが、 卽ち 表から 見た 演劇の 妥協 性のお こる 所以 

である。 それならい かにして その 妥協 性が おこる か、 第一 は 民衆 卽 ち多數 者と いふ ことから それが 生す る。 多數 者の 中には 

勢 ひ 種々 なる 程度の 人が 含まれる。 種々 な 程度の 多 數者を 集めて 之れ を 舞臺の 上に 統 一 するとい ふこと は 非常な 難事で あ 

る 0 よくい ふ 如く 芝居 は 決して 舞臺 だけで 成り立つ もので もなければ 見物 だけで 成 や 立つ もので もない。 舞 臺と兑 物 席との 

中間に 成り立つ ものである。 兑 物の 々なる 心理が ある ！ 點に統 I せられて 熱， となって 臺を襲 ふて 來る。 舞臺の 上で は 役 

者の 魂が 熱と なって 見物 を與 ふ。 この 相 方の 出會 つたと ころに 何とも 云へ ない 火花が 生す る。 これが 最も 贵 いもので ある。 

t の 舞 豪と 觀容 席と を統 I した 緊張の ない 芝居 はよ い 芝居で はない。 


於け る藝術 その も ひ &純粹 性と いふ もの は 決して M に 求むべき もので はない。 單に 演劇の みなら や • すぺて0§は^^.4 

て嚴 格な 意味で、 純粹無 坂な もので ない。 その 藝術を 作る 態度 氣 分から 云っても、 藝術家 は 決して 單 なる 所謂 天来と か祌來 

とかい ふやうな ものに 浸って ばかり ゐる もので はなく、 或る 部分 は單 なろ 文 學的勞 働で あったり、 緣 粛的勞 働であった りす 

る ものである。 尤も 小說 とか 鎗 寄と かいふ 單 獨的藝 術で あらば 比較的 純 粹性を 保 る ものであるが、 演劇に 至って は 全然 

これ は 保ちが たい ものである。 こ、 に 改めてい ふまで もな く 演劇 は、 作者と 役者と 舞 裏 監督との 刖々 の 人の 手に 成る 綜合 藝 

術で あり、 又 その 觀 客の 方から 云っても、 その 觀容の 種類 は雜 多で ある こと を豫 想し なければ ならない ものであるから、 事 

簠に 於ても 理窟に 於ても 演劇 は 綜合 藝術 であると 共に 一種の 妥協 藝 術でなくて はならない。 もし この 點を 度外視 すれば 1^ 

とい ふ 藝術は 亡びて 了 ふわけ である。 た 1-、 この 妥協の 中に 幾何の 純 粹的獨 自性を 保留し 得る かとい ふこと が 問題で ある。 

要するに 芝居と いふ もの を舞臺 裏から 見て、 正直に 吿白 すると、 その 七 分、 八 分まで は 妥協 的な 一 種の 作爲 品であって 純粹 

な藝 術の 生命 は 貧しき 町の 所々 に 殘る燈 火の やうに 數の 少ない ものである。 これが 人 問 業の 粱敢 なき 事實 である。 

それほど までにして 演劇 藝術 をつ くる 必要が あるかな いか は 自ら 別問題で ある。 さやうな 安協藝 術の 演劇 は、 始めからつ 

くらな く ともよい かも 知れない 0 或 ひ は又藝 術と して 演劇 は 成立し ないか も 知れない。 しかし それ は^ 問題と して こ、 に は 

はない。 もし 演劇 藝術を 社看敎 化の 機關 として 是非とも 存在せ しめたい と考 へる とすれば、 それ は 彼れ が 如く 雜駁 性を帶 

びた 1^ 協 的な ものである としても、 或 ひ は 叉 幸 ひに して 純粹な ものが 出来よう とも、 更に これ を 表から 兑て、 その 敎 化の 對 

象たる！^衆とぃふことから、 演劇の 上に いかなる 變形を 生す るかと いふ こと を考 へなければ ならない。 この 方面から 云って 

is は K に その 純 粹性獨 自性を 破られろ 必然の 事實が ある。 §i が 民衆と 接觸 する^ 1 の 點は廣 い 意味で 面白い とい ふ 
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所謂 生々 の为、 生む 力が 人 の 先 H< に植ゑ つけられ てね ると いふ 豫定 であって、 前に 魂と 名 づけた ものが 卽 ちそれ である • 

そして この 魂 は 決して 理想主義の 理想で はない。 養 M 以上、 美醜 以上の 絡對 自由の 力で あるが 故に 人生の あらゆる もの を そ 

こに 復歸 せしめ、 還元せ しめて、 常に 新しき 淸水を そこから 堀り 出さう とする 吾々 の 本能 的 要求、 もしくは 憧懷の 源と なる 

ので ある。 吾々 は 善と いはれ、 美と いはれ たと きに、 その 魂に 回颗 する よりも 寧ろ 惡と いはれ 醜と いはれ たと きに 淚を 以て 

こ. の 魂に 回顧す る ことが 多い。 耍 する にこの 魂と 名 づける 生の 大本 源 は 決して 现想 ではない。 善で はない。 それら I 切の 名 

目 を 超越した 八方 自在の 大發展 力、 大生々 力でなくて はならない。  , 

そこで 所謂、 富 薄く、 知識 低き 民衆が 却って 自由に 現狀の 檻に 囚 はれす して、 i 原始 狀 態に 近づき 得る とすれば、 そこへ 藝 

術が 加へ 得ろ 敎化 はこの 原始 狀態 をして 上に 述べた まことの 生々 力に かへ らしめ、 純な ろ 魂 を 呼び 醒 まさせる ことでなくて 

はならない。 現狀を 打破す る ことが、 直ちに 現狀 以下に 墮 ちて 現 狀 よりも 更に 劣った 狀 態で^ びその 魂 を 凝固せ しめて 了 ふ 

こと を 防いで やる のが 民衆に 對 する 藝 術の 敎 化でなくて はならない。 靠資、 近代の 藝術、 新しい 藝術 とい はれる もの は、 年 

龄に 於て 若い 人、 文明に 於て 若い 文明、 社會組 錢 に 於て 若い 組織の 社 會に錢 もた やすく 受け入れられろ もの も 又 同じ 眞现を 

語って ゐる もので. 新しい 芝 si^ や、 新しい 文攀 などが、 新開地、 植民地な どに 却って 多く 歡. 迎 せられ、 古い 傳襲 文物 を誇リ 

として ゐるゃ ラな社 會には 入りが たいの もこの 理 である。 

かやうな 民衆と 藝 術との 關係 問題 は 今の 私の 仕事、 藝術 座の 當事 者と しての 私の 仕事に 取って は も 痛切な 問 題で ある。 

そして 演劇 ほど 直接に 此 問題に 觸れ る藝術 はない と 思って ゐる。 この 1 藝 術の 大 多分の 特色 はこの 點 から 生じて ゐろ。 元 

來狹ぃ 意味の 藝術 神聖 論 は、 あだか も絕對 善の 神と いふ 概念 そのもの V 誤 であるが 如 <_躞 接であって、 文字 通 の 意味に 


る。 從 つて 所謂 ®T 的氣 分が それらの 人々 の 中心 特徵 となる。 現狀 維持の S3 はこの 照から 流れ いづる- 從 つても し藝 術が 

社.^ 敎 化の 目的と して 現狀 打破 を敎 へる ものである とすれば その 敎化は 所謂 民衆に あらざる この 方面に も 必要で ある。 事箕 

に微 して 見ても 近世の 藝術 は、 より 多く 敎 化の 必要 ある を 認めて、 ある 時 はこれ を 篤り、 あろ 時 はこれ を 嘲る もの は 却って 

この 非 民衆的 方面に ある。 卽ち この 方面に 向って は 轉術は 先 づ現狀 打破の 敎化を 施さん とする。 民衆 その..^ の は 却って 大膽 

に 現狀を 打破し 得る "lim を 持って ゐる。 日本に 於て よく 官憲が、 文學， 演劇 等の 藝術を 取締 まる ロ資 に、 もし 觀 客な り讀者 

なりが、 みんな 知 11 階級と か、 上歷 階級で あれ は、 危險 もないで あらう が、 下 2^ 社會、 無知の 社會 であるが ために 餘 りに 現 

在 道德と 相容れな いもの は危險 であると いふ。 ところが、 民衆 を 相手と する 芝居 經營 者な ど は、 丁度 その 反對な こと をい つ 

て ゐる。 卽ち上 展の人 11 こそ、 さう いふ ことに 馴れて ゐ ないから I 層 深く 刺戟 を 受ける が、 下 歷 の 人間 は 芝居 ゃ小說 にある 

位の こと は 殆んど 日常茶飯の 間に 經 験して ゐ るから 官憲 者 流が 机上で 想像す る ほど 强ぃ 刺戟 を 受ける こと はない と 云って ゐ 

る。 この 兩 方の 言 ひ 方 は、 無論 その ま X 結 11 とする こと は出來 ない が、 とに 角 一面の M 責 に觸れ たもので ある。 殊に その 下 

1^ 社會に 於て 然り である。 それ は 何 を 意；^ する かとい ふと、 所謂5^衆は最も多く人生の原始狀態、 自然 狀 態に 接近して ゐる 

ものであるから である。 尤も かく 云 は 5- 頑 其なる 道舉胬 1^ は、 それで は 人間より は 動物の 方が 一層 en 然に 近く、 原始に 近い 

ではない かとい ふか も 知れない が、 これ は 云 ふまで もな く 觳.. ふべき 賈 薬であって、 いかなる II 激 なる 論者と 雖も、 吾.^ 

の 未 來の建 S は、 新生の 創造 を 以て 歡 類に しようと 考 へる もの は 一人 もない ので ある。 建設 創造が、 常に 新しき もの、 未だ 嘗 

つて あらざる もの を：^ 想す る こと はいふまで もない。 

たビ5^1古的、 還元 的、 原始的、 自然 的 精神の 中樞に I つの 豫定が 横って ぬるので ある。 それ は卽ち 植物の 種子の 如き もの 
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進めて ゆけば、 問題が だんく 抽象的に なって 来る 恐れが あるが、 私 はこ- - でかり に I 藝 術の 敎化 目的 を 名 づけて 人間の 魂 

の自. G を 呼び 醒 ますこと V いふ。 又は 常に 人生の 新しき 觀 方を敎 へる とい ふ。 更に 言 ひか へれば、 すな はち 事毎に 新人 生新 

道德 の^ 設に向 ふ 刺戟 を见 出す こと、 S つても よい。 魂の 覺醒 魂の 自由、 これ を 外にして は藝 術が 生れ もしない し、 藝 術の 

終 局 點を考 へる ことが 出來 ない。 これ は 新しい 議論で も 何でもな いが、 最も 端的な、 無難な 見方で あると 思 ふ。 この 點 から 

して 藝術は 常に 未 來を豫 想す る。 未來の 開拓、 卽ち 創造 かその 生命と なる。 それに 對 して 来る もの は、 S ふまで もな く 現在 

の 反抗 現狀 打破で ある。 永久の 現狀 打破と 永久の 未 來の建 I はとは 藝 術の 襄 表でなくて はならぬ。 藝 術の 敎化 目的 も 要するに 

それを其體的に勸l^^、 敎導 する ものに 外なら ない。 而 して か-る 事業の 原動 は 何で あるかと いへば、 目 醒めた る 人の 魂の 

囚 はれ ざろ 自由な 活動に 待つべき ものである。 

先づ 以上 を 議論の 前提と して、 さて 民衆 敎 化の 驛 術と いふ こと を考 へて 見れば、 そこにい ろくの 實地 問題が 起って 来る。 

昔し から 思想 上、 實際 上の 革命と いふ やうな ものに は必す 還元と か 復古と かいふ 回 歸的氣 分が 伴 ふ。 言 ひか へれば 原始 狀態 

にかへ り、 自然 狀態 にかへ らんと する 氣分 である。 けれども 原始 そのもの、 自然 そのものが 直ちに 吾々 の未來 生活の 全部 を 

支配し 得べ きもので ない こと は 感史の 事實も f  J れを， 明して 居る し 理窟から 考 へ て も當然 の， J とで ある。 た その 現 狀を破 

る假 りの 標的と して 一恭 先に 吾々 の 頭に 浮ぶ ものが、 そ， の現狀 にあらざる 以前の もの、 卽ち极 本の ある ものと いふ 豫 想から 

して 直ちに 原始 狀態、 E 然狀 態とい ふこと を考 へて 來 るので ある。 人生の 一切の 革新 運動 はかう して 爲し 遂げられる。 この 

意味に 於て 社會の 民衆と いふ もの は 一 種の 强みを 持って ゐる。 もし 民衆と いふ 言 紫の 對 象が 货族、 富者、 少數 i とい ぷ如 

きもので あると すれば、 それらの もの- -大 多 數には 所謂 社會 風致の 維持 者 を 以て 自任 せんとす るお 蟒が 昔し から 存在して ふ 


民衆と 藝 術と いふ 問題 を考 へる と 非常に 複雜な 問題と なる。 殊に それ を I 種の 社會 運動 もしくは 敎化 運動と して 考へ ると 

そこに 民衆、 敎化、 藝 術と いふ 少 くと も 三つの 大 項目が 生じて その 一 つ， （. が大 問題でなくて はならない。 民衆と いふ 言葉 

の 中には 少 くと も多數 であると いふ こと、 富に 於て 貧弱で あると いふ こと、 知識に 於て 低級で あると いふ こと 等が 含まれて 

ゐ るに 相違ない。 それから 敎 化と いふ ことに 於ても、 或 ひ は單に 知識 を增す こと も敎 化で あれば 富を與 へ、 權 カを與 へて 生 

活狀態 を變更 せしめる こと も敎 化で ある。 又藝 術に しても 藝術 自らの 目的と いふ 場合と、 藝 術の 敎化 目的と いふ 場合と は複 

雜な 相違 及び 關 係が 生じて 來る。 

元 來藝術 は その 發 生した 直接の 事情、 もしくは それ を 作る 人の 直接 目的の 上から 茶して 敎 化の ためとい ふやうな 心持ちが 

それに 伴 ふ もので あるか 否か。 所謂 藝術論 上の 動機 論 目的論 もむ づ かしく い 

へば そこに 含まれて ゐる 0 けれども これ を 一 つの 

社會 現象と 見て、 ともかくも 藝 術と いふ ものが、 人生の 一分 科と して 生じ * そして それが さらに 何等かの 功利 を 社會に 持ち 

來 したと すれば、 そこに 藝 術の 敎化 目的と いふ ものが、 事後 認定に 依って 認められる こと は 明かで ある。 この 點 から 議論 を 
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ゃラ な、 顯 著な 建設的 藝 術になる と、 破壞の 後に 更に 新道 德の 方向、 若しくは 其の 項目まで すら 擧げて 見よ ラ とする。 而し 

て 此れが 誰に も 人道 生義に 首肯 かれる の は 言 ふ 迄 もない。 此 等の 總 てはル 3 程度の 逮 つた 人道主義であって 差 支へ ない と 僕 は 

思 ふ。 けれども 此れ は容觀 的に 観た けで は 勿論 議論が 出来ない。 主觀 的に 作者の 氣 分の 問題に、 若しくは 作者の 人格の 問 

題に 立ち入って、 初めて 露に 其 孰れで あるか を 定め 得る ものである。 人格と は 要するに 其の 人の 身から 直接に 發 する 精神 放 

射で、 其の 精神 放射の 中に、 人道主義の 氣分も 非 人道主義の 氣分 も、 見分けら る 可き ものである。 唯 だ I つの 危險は 人道 主 

義と云 ふ 事を餘 りに 客觀 的に 觀 過ぎたり、 餘 りに 概的觀 念に 過ぎたり する 結果、 狹ぃ 意味に 於ての 倫理 主義、 道學 主義に なつ 

て は 属の藝 術の 生命た る 所の 靈 魂の 自由 を 害する ものになる 事 は、 言 ふ 迄 もない。 僕 は 此れ 位な 極く 廣ぃ、 殺 や 力な 意味に 

於て、 所謂 人道主義なる もの を歡迎 する。 (大正 六 年 一 月) 


僕な どの 心 持から 言へば、 人道主義 など は 極く 廣ぃ、 綾 やかな ものに 取って 貰へば 可い と 思 ふ。 其の 廣ぃ、 緩やかな 意味 

に 於て ならば、 a; の藝術 はすべ て 人道主義 である 可き もの、 また 我々 の 生活 も谊に それから 離れて はならない ものである。 

例へば、 f 時 問題に されて 居た 遊蕩 文嶺 とか、 また 隱遁 的な 藝術 とか、 若しくは 嘲笑 的な 輕ぃ氣 分の 藝 術と か.、 若しくは 此 

等の 總 ての 色彩 を帶 びた 實 生活と いふ ものが、 其處に 等しく 近代 人の 自覺 若く は惱 みを潛 めて 居る 者で ある 限り は、 此 等が 

驄て淚 ある 遊蕩、 淚 ある 隱遁、 淚 ある 嘲笑と なって、 結局 現在 道德 現在 生活に あきたらざる 要求の § した 聲を 代表す る 所 

の ものである。 卽ち 一種の 逃避的 人道主義に 外なら ない。 僕 等 は此氣 分に 於て、 遊蕩 文 學をも 嘲笑 文 學をも 認めたい。 更に 

r 歩 を 進めて は、 所 is 破壊的 人道主義の あり 得る 中 歐南歐 等の 藝 術に 在った 現狀破 壌の 藝術、 言 ひ換 へれば、 現在 道德に 反 

杭して 之 を破壞 した 後の 悲剌、 此れが 或る 意味に 於て は 殆んど 近世 藝 術の 中堅の やうに 思 はれた 場合 もあった が、 此れと て 

も 今までの 現 人生 を破壞 した 後のより 善き より 新しき 人生 を 建設 せんとす る 人道 運動に 外なら ない。 唯 だ 破壤の 後の 建設 を 

豫期 する 程度が より 朦朧と して 居る だけで ある。 其れが 今一 歩 進んで、 トルストイ 其の 他 口 シャの 作家に 寧ろ 多ぐ 見られる 

人 班 生義と i«u 顧 Q 考察  ^0% 


定を 得る とか、 又は 年を取る とか 云 ふやうな 境 過の 變 化が 生す ると 此 個人的な 若.^ しい 藝術 おが 多少で も b るみ を 生じて * 

北ハ處 に道德 欲が 浸入して 來 る。 道德 欲が 入って 來 ると、 今迄の やうに 只 I 條に 深く 突入って 行く と 云 ふ 心 持よりも、 退いて 

淺 いところ に、 調和 銃 一 を 求める と 云 ふ 心 持が 萠 して 來る。 個人的 生活から 共同 的 生活、 社會 生活と 云 ふやうな ものに 目 を 

轉 する。 そして 其處 LM 種の 客觀 的な 實が あるかの 如く 思って 来る。 此の 氣分も 今の 文 擅に は餘程 まじって 來 たや 5 に 見 

える。 それから 今一 つ は 各個 人の 生活 經驗 が豐 富に なって、 それ を 未來の 希望と して 現 はす 點に 於て 大膽 になった りして、 

以前の やうな 窮 痛な n 然. 王義の 中に 囚 はれる 風が 少く なって 來た。 

是等 種々 の 原因で 今日の 文 擅 は 最早 自然主義の 盛んであった 當 時と は氣 分も變 つた ものに なった やうに も 見える が、 然し 

是れは 大きく 見れば 矢張り 一 つの 波であって、 云 は^ 是 等の 諸 原因、 卽ち 初期の 自然主義の 缺點、 文 擅の 疲勞と 年配、 及び 

作者の 經 驗の豐 富と 云 ふやうな 事から、 期せす して 一 つの 傾向、 卽ち 共同、 平和、 安息と 一 K つた やうな ものに 何となく 向 は 

ん とする の 波動 を 作って ゐ るので はない か。 隨 つて- 此處に 止まって しまへば、 其 結果 は 再び 不眞 面目な、 生活と 關 係の 

ぃ藝 術に 入って しまう であらう けれども、 今一度 この 休息から 拔け 出れば、 當初 自然主義が 宜した ところの H; 實の 追求と 云 

ふ 方角に 向って 更に 一 歩 を 進める 階段と なる もので あらう。 そして この 年の 加減 や 疲れ や 共 他で 休息 狀 態に 入らん として ゐ 

る 傾向 を 今 一 度 破る 力 は、 矢張り 現在の 人で なく、 次の 時代の 若き 連中で あるか も 知れな ハ。 (大正 五牢十 1 月) 


事が 》 來な いと 云 ふ 缺點を 生じて、 t の 現在 主義、 吿白 主義の 自然主義 は 同じく 不滿 足の ものと なつ.； io つまり 是れは 自然 

主義の 狹く 冷やかな ところに 現れる 缺點 であった。 

けれども 此の 狹く 自己 經驗に 肉迫す る 事と、 現在に 於て かくの 如しと 云 ふ 事 を 基礎と する 事と、 又 外形の 上に 飽く迄 自然 

に忠實 ならん とする 事と、 是 等の 點は 自然主義 以外の 文舉藝 術の 肉と なり 骨と なって、 今日 如何なる 傾向の 藝術 にも、 一 た 

ん 此の 洗禮を 受けない もの はない 位に なって ゐる。 若し， ことさらに 自然の 外形から 拔け 出ようと する 者は必 すその 拔け出 

づる 理由に 對 して、 自覺を 要する 位の 形勢と なって しまった。 けれども 鬼に 角 自然主義と 云 ふ ものが、 一種の 型に 陷 つて 其 

缺點を 暴露して 來る と共に、 所謂 眞實を 求める 聲は lii^ を 進めて、 自然主義が 憚って ゐた未 來に對 する 要求、 自已 以外、 若 

く は 自己 以上の ものに 對 する 要求 を も 同じく 篤實の 中に 加 へんと する に 至った。 こ-が 自然主義の 廻轉 して 更に 別な、 若く 

は 一歩 を 進めた 潮流に 向 ふ廻轉 期であった。 恐らく 三 四 年來の 日本の 文 擅 はさう 云 ふ 方面に 向った ので あら ラ。 

今の 如き 人々 は、 自然主義 勃興 當 時の 若き 人々 よりも、 是 等の 點に 於て ー歷 聰明に なった。 自己の 求めろ 眞實 が、 自己に 

露實 であると 同時に、 自己 以外の 凡ての もので も あり， 又 現在に a: 實 である ものが、 未來 永久に 眞責 であらん 事 を 欲する 位 

の 程度に 其の 眼界 を擴 めて 來た。 けれども 共 根本 をな して ゐる ところの 所謂 眞實 なる もの を 求めて 未だ 摑み 得ない 狀 態に 於 

て は、 十 年 以前と 少しも 變ら ない。 我々 は 十 年の 間に 於て 藝 術に 依って 眞實と 云 ふ もの \內容 をより 多く 敎 へられた と は 思 

へない。 

又 一 方に は 藝術的 衝動の 强 ければ 強いだ け、 若ければ 若いだ け、 個人的で あり、 盲進 的で あるのに 反して は、 多少で も そ 

の藝術 愁が衰 へて 來 ると 我 * の 心 は それ を 補 ふ ものと して 道德 欲、 道徳的 衝動 を 起して 來る。 作者が 生活 上に ある 程度の 安 
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» 評議  六 o 穴 

耍す るに かやうな 意味に 於て、 自然主義 は！^ 寘を 蔽ひ隱 さんと する 風潮 を 文 擅から 斥けよう とする I 種の 破壞 運動と して 

先づ 現れた。 此の 意味に 於て、 日本の 藝術 殊に 小 說界を 中心とした 文舉 は、 此の 明治 四十 年期 を 以て、 殆んど 面目 を 一新す 

る やうな 革命 を 成し遂げた。 今日に 於て、 此の 以前の 文擧と 以後の 文 學とを 比べる と、 世界 を 異にする やうな 感じが する。 

こんな 風に して、 自然主義 は先づ 破壊 方面から 出立した けれども、 凡そ 藝 術の 創作に は破壞 のみで は 成り立たない。 形式 

を 打破す ると 云へば、 あと は 無形 式で ある。 隨 つて 一 時 無形 式の 文 擧と云 ふ 事 を 云った けれど、 事箕に 於て、 無形 式の 藝術 

と 云 ふ 事 は 意味 を 成さない。 やっぱり 共 處に 何等かの 新しき 形式が 出 來て來 る。 其處で 自然主義 は先づ その 所謂 眞箕 を客觀 

的に 外形 上から いろ に 求めよう として、 遂 ひに 所謂 外形 上の 自然主義 となった、 事物の 形 を 徹底的に 自然に 描寫 しょ ラ 

と？ 3 法式で ある。 けれども これが 旣に 其の a; 赏と云 ふ 精神 上の 要求 を 取り逃して ゐる ものである 事 は 云 ふ 迄 もない。 隨っ 

て 此方 面に 走った 自然主義 は 唯 技巧の 上、 形式の 上に、 在 來の藝 術の あまりに 不自然 的な、 崎 形 的であった もの を 矯め直す 

だけの 効果 を殘 して、 文 擅の 主 勢力た る 地位 を 退かざる を 得なかった。 

又、 眞實 を主觀 的に 求める 者が 當時 到着した 一 つの 結論 は、 卽ち、 前に 1K つた 自己 經 験の 告白と 云 ふ 事であって、 要する 

に 自分が 親しく 經驗 した 心 持より 外に 眞實の 標準と 云 ふ もの はない と考 へた。 此點 からして き 然 主義の 自己 吿白 及び 現在 尊 

璽 論が 生じた。 けれども 本 來腐實 と 云 ふ 言 1 の 中には、 かくの 如く 信す と 云 ふ 意味と、 其の 信す る もの は 時 S に 於て 現在 未 

來を 超越し、 空！？ に 於て 我れ と 人と を 超越す る 絕對大 の ものでなくて はならない ものと、 此の 二つの 條件を 含んで ゐる 。つ 

まり 眞實と 云 ふ 心 持の 中には 何時でも その物が 過現未 を 通じ、 如何なる 場所 を も 通じ、 かくの 如く あるべし と 云 ふ 信仰が 礎 

ぷ なって ゐる • その 爲 めに 只. P 分 一人が 經驗 した けで ぉ狹 いと 云 ふ 缺點が 生じ、 又、 現在 迄の 經驗 では 未来の 耍 を 含む 


ゥ た機邋 となった のが， 卽ち 三. 十八 九 年から 四十 年に 艢 けての あの 自然主義 運動で ある * 

それで は その 生活 上の 問題と 藝 術との 交錯 は、 如何なる 形に 於て 現れた かと 云 ふに、 我々 の、 殊に 若い 人間の 精神 生活 ひ 

上に、 何等かの 大きな I つの 不満足が 一般に 感じられて 來て、 その 不満足に 對 する 耍 求の 聲、 その 聲を藝 術の 上に 擧げ、 若 

く は それに 對 する 答を藝 術の 上に 求めよう：^ した。 其點 から 藝 術と 生活との 交涉が 密接に なって 來 た。 それで は當 時の 人々 

が 心に 缺乏を 感じて、 それ を 補 はう として 求めた、 其 補 ひ は 如何なる もので あつたか、 言 ひ換 へれば、 當 時の 靑 年， 壯 年の 

人々 の 最も 深いと ころ を 現して ゐた 精神的 要求 は 何で あつたか、 それ は 今日に 及ぶ まで 未だに わからない。 隨分 様々 の 人々 

がそれ に 名前 を附 けようと 試み たれ ど、 十 年の 歳月 を閲 して、 振 返って 見る と、 遂 ひに 一 つも 動かない 正確な 名前と 云 ふ も 

のは附 かなかった。 恐らく 此の 要求の 名前 は 今日と 雖も、 永久に 附 くもので はない かも 知れない。 

けれども 其の 名 づけ 難い 要求に 對 して 最も 普遍的な 一 つの 名前 は 眞實と 云 ふ 一 語であった らしく 見える。 眞實と 云 ふ 言葉 

は 本来から 云へば、 事物の 內 容を說 明す る 言葉で はない。 一種の 概括 的な 假 りの 名に 過ぎない。 けれども 此の 假 りの 名前 は 

、 幸 ひに も その 精神 要求の 氣分、 心 持と 云った やうな もの を 形容す るに 最も 適當な 名前であった。 その 爲 めに 最も 好都合な 

名前と して 用 ゐられ るに 至った。 要するに 自然主義 は藝 術の 上に て眞實 と 云 ふ 我々 の 精神 要求 を 見出さう として、 隨 つて 此 

の 真資を 妨げる やうな ！ 切の 形式 や 條件を 打破しょう とする 一 つの 運動で あ. つた。 たと へば 自然主義に 於て 形式 打破と 云 ふ 

事 を 盛んに 唱へ たもので あるが、 それ は 我々 の眞實 の聲を 妨げよう とする 形式 を 打破す る聲 であった。 また 醜 惡描寫 と 云 ふ 

事 を 唱 へた。 その 醜惡と は、 眞資な 限りに 於て、 醜惡 ならば 醜惡 でも 厭 はない と 一 K ふ 心 持から 生じた 主張であった。 また、 自己 

吿 白と 云 ふ 事 を 云った。 それ は 最も 3m 實 なる もの は 自己の 經驗 であると 云 ふ 立場から 來 たもので ある 事 は 云 ふを俟 たない。 

自然主義 動の 意義 
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自然主義 運動の 意義 

曰 本に 自然 囊の 起って から 丁度 十 年 乃 fQ 以上になる。 今から 振 返って そ I 時 sgH と、 I 滑稽 I も あつ - 

た。 殊に 自然主義 卽 ち獸愁 主義で あると 云 ふやうな 世 2 般 i 解 I 礎と して、 當 時の 文 擅の 人々 が？ の 方面 i 々の 

惡 ® 苦闘した 藤史 は、 今日に なって 見る と、 . 半ば 滑稽に 請す る。 

けれども 此の 滑稽に 近い 聽の 中に も 5 の 籰. の 含まれて 居った 事 は 認めなければ ならない。 廣 4 つて、 現在 道德 に 

對 する 靈を求 める 聲、 それに 對 する i 側の 臭 防衛、 かう S 爭ひ はいかなる 時代に も藝 術と 世間 的 生活と S に i 

される 根深い 戰ひ である。 

大體に 於て 自然 主 蒙 起った 明璧 十八 九 年 前後の 文 擅が 本 當の 豪に 於て、 日本の 藝 術の 臭 的に 近 I 潮と 相接觸 し 

た はじめで ある。 つま I 術と fsl その物との 震に 外なら ない。 尤も その 以前の 曰 本の 文 f 全く I 活 と交涉 

の 無い 不眞 面目な ものとの み 見る の は云 ひ 過ぎで ある。 其 以前と 雖も、 唯 それが 作者に 取っても、 I に 取っても 明白な 自 

覺 となって、 隨 つて 潮流と 云 ふやうな 形 を 取る におず H 斬片 的な ものであった。 それが だんく  1,1 つて， 一 りの 握 


舞臺 面で あるから 演出 上 骨が折れる。 凡そ 舞臺 技巧の 上で、 群 菜 氣分を 出す、 演出 法 ほど 骨の 折れる もの は あるまい。 

多くの 芝居が 一場 位 宛 は 群錤氣 分の 場面 を 持って ゐ るが、 これが 一 つの 芝居に 二三 場 も 出る と、 演出 者は參 つて 了 ふ。 背 

景な ども 今度 は、 それに應じてJ^Hって華ゃかな色調がなくってはと云ふので、 鬼に 角大 仕掛の 芝 21," を 出来るだけ 帝劇の 舞臺 

上に W して 見やう と 計 « で ゐる。 (大正 五 年 九月) 


^  r ァゾ 44 カレ ナ JB  „  2H 


變 したと 云 ふの は 間違で ある。 今日から 彼の 作 を 通讀し 見る と、 彼の 前期の 終りに 至るべき、 萠芽 は 持って ゐる • その 筋 芽 

が發展 して 行った ものに 過ぎない。 だから この 前の 「暗の 力」 に 於ても、 常に 人間の肉に 感情の 【面と、 靈的 生活の I 面と が 

並び 描かれて、 アンナ 自ら この 矛盾の 犠牲に なって 行く 趣きが、 明かに 出て ゐる。 

要すろ に繫 肉の 爭 ひの、 歷史 たるに 於て は、 彼の すべてが 同じ 傾向で ある。 その 意味で、 特に、 トルストイの 作が 道德的 

色彩 を帶 びて ゐ るので ある。 

大體に 於て 人の 知る 如く 口 シャ の藝術 は歐洲 大陸の 他の 藝術 に比べる と、 其の 意味で 道德 的の 調子 を 多分に 含んで ゐ る。 

それが トルストイ では、 更に 調子 を 高めて ゐ るので ある。 それ を 更に フランスの 作者の 脚色に よると、 恐らく  I 般 公衆に 見 

せる 必要 上からで も あらう が、 更に 一 厣 多く 道德 的に 更に 一 歷 多く  I 般道德 との 調和 を 求めて ゐ る。 その 點に 於て 或は 原作 

より は 多少 味 ひの 調子が 遠つ でゐ るか もしれ ない が、 これでな くば、 又 恐らく 日本で も 容易く は 公演され ない と 云 ふこと に 

なった かも 知れぬ。 その 點で 安全な 脚本で ある。 つまり アンナ、 若しくは すべての 人間 は强 烈な戀 愛と 云 ふ 本能 感情の 爲め 

に 虐げられて ゐる。 勿論 虐げる 外界の 力 は それに 反對 なる 社 會道德 であって、 この 強烈な 感情と 社 會道德 との 間に 揷 まって 

へ ト/ \ になる 迄無殘 に 虐げられて 行く 人 の 哀れな 運命 を 書いた ものである。 云 ふまで もな く 在来の 日本な どの 芝居に も 

所謂 義理と 人情の しがら みと 云 ふやうな こと は、 ザラに 云って ゐ るので あるが、 自覺 的に 又 §1： 畢的 にこの 問題 を 想起せ しむ 

る やうに、 强烈の 本能 感情に 虐げられて 行く 人間と 云 ふ 旗標の 下に • 描かれた 劇と して、 此の 芝居 は 興味が あるので ある。 

舞臺 技巧と して は 例の フ ラ ン ス 流の 色々 の ものが 用 ひて あって、 殊に 上流 社會 を舞臺 とする 爲 めに 大 dd 掛な 花々 しい 芝居 

になる。. 殊に 今度の 芝居で^ 一幕が 貴族の 夜き と 云った やうな もので、 第 1 一幕が 競馬場の 氣 分で、 二つながら 所謂 群 ^^氣 分の 


居で ある，  ， 

元より フランスの 作者の 脚色で あるから， 我々 の 目から 見れば、 又 あ \ もしたい * かラ もしたい と 云 ふ 注文 もないで はな 

いが、 併し、 一般的な 興味 を 喚び 起す ものと して は、 いかにも 巧に 出 來てゐ る。 

原作 小說は 人の 知る 如く 確かに 七十 年代の 作で、 トルストイの 生涯に とって は、 寧ろ 前期に 屬 する ものであるが 從 つて 後 

期の ものと は その 結論に 於て 稍 相 遠が ある。 けれども 一 篇の 物語と して は、 「復活」 より は、 却って この 小說の 方が 面白い と 

ころが ある。 藝術 味から 云 ふと、 或は この 方が 優って ゐる かも 知れない。 

露の 悲劇よ 0 も 寧ろ 肉の 悲劇で、 理想よりも 寧ろ 現實を 描き、 それ を 得意な 女の 描寫 と、 自然の 描寫と 及び 田園 生活と 都 

禽 生活の 對 照の 描 寫 とで 彩 どって ゐる ところに 彼の 藝術 としての 強烈な 力 を 現 はした 小說 である。 小說 として は 例の 如く * 

一 方に女主人<ムァ ンナと^^王人公ヴォ 口 ンスキ ー の 戀愛論 を、 1 方に は ヰ ティと 云 ふ 女と レヴィンと 云ふ靑 年との 戀愛 を、 

この 二つ を對照 させて ゐる。 

I 方 は 寧ろ 感情的、 現實 的.^ 生活で、 も 一方 は 思想 的、 田園 的な 生活との 對照を 作った もので、 例の 通り、 トルストイが 

如何なる 作物に も 持ち出す ところの 感情 生活の 歷史と 思想 生活の 歷史と を 絢 ひ まぜた 作風で ある。 

それ故に その 思想 を 代表し て ゐるヴ インと 一 K ふ 男 なぞ は、 舞臺 では トルストイの 青年時代 の 似顔な どで 出し て も 面白が ら 

うと 云 ふ說が ある。 尤も 今度の 芝居で は、 矢張り アンナの 感情 悲劇の 方が 主にな つて、 レヴィン. の 思想 悲劇 は、 ほんのつ ま 

にし かなって ゐ ない。 これ は 筋 を 単純化す る 上から、 やむ を 得ぬ 工夫と 見える。  , .. 

全體 トルストイの 生涯が、 前期、 後期 卽ち蕩 術 家と してと、 說敎 家と してとの 二つ を 明白に 區 分せられ、 恰も 彼の 人物が 豹 
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トルストイと 云 ふ 人の 魅力 は 鳌强烈 であると 見えて、 曰 本 S 、う S 離れた 國 にも、 色 さ 方面から I し. 卷返 し C 

その 與 味が 喚 b 起されて 行く。 トルスト ィ鑾 J 冷めな S である。 最近で は 謹な どにまで、 よ ス.， ィ 研究と 云 1 

立した ものが 出て 相應 鐘れ て 行く さう だ。 西洋の 文舉 者の 誰 をと り 出して 見ても、 とても. 其の 人 一人 を 研究 S 目 こし 

I 物 や 雜誌 が、 さう 廣く 何時までも I 界 Q 與 f 鬚 いで 行かう と は 思 はれない。 矢 張..、 トルストイの 獨 まき；：、 

を牽 きつける ものと 見える。 .  ク y ネ f 奏； プ カス 

藝霊 でも、 トルストイの 大物 を 手に かける e は 今度が 三回 闺 であるが、 不思 f トルストイの 作物と いふと 人の M 、味 ど 

咬る やうで ある。 今度の アン ナ • カレ-一 ナは、 前に 「I」 零って 以後、 赝々 問題に 上って、 何時か は I こして 兑 たいと 

W ふ 相 管して 居た ので あるが、 「I」 に比べる ま 件が 蠢で t ため に、 itiia 

Ufa これ $ ひ、 松 ii が フランスで 脚色した もの t て來 て、 且つ その 環 を 持つ 

てゐ ると いふ？、 同氏に 賴ん で、 推へ 5 つた。 きろが、 祟 榮ぇ| つたよりも、 やっと g で、 i0l 


は 何時も さラ考 へて るる. - 日本の 民讅の 中で 最 .4 純に s 本の 國民性 に 列 ゥてゐ る 所の 自然な is は， 追分， 舟 噴 等に 共 逃， 

する 彼の メロ デ ー である。 あれ は 一方 恐らく 海から 來た メロ デ ー であらう が、 其 系統 を 引いた 音律 は、 吾々 日本人に 云 ふべ 

からざる 一種の 感じ を與 へる。 博 多 節 等 も 根底 は 矢 張 同じ 系統に 屬 して ゐる。 追分の！ 歷都會 化せられ、 享樂 化せられ たも 

のが 博 多 節で ある。 

其 博 条節も 今日， では 色々 粗雜な 合の手な ど を 入れて 荒ッ ぼくした のが、 一般に 歌 はれて ゐる やう だけれ ども、 本 當の博 多 

節 は 極めて デリ ケ ー トの もので、 彼の 歌、 彼の 節 丁 ソで博 多の 九州に 於け る 大都會 たる 權烕を 維持す る ことが 出來 る。 

〇 

金澤へ 行く と 例の 九 谷燒 が ある。 來藤 は何ラ であると しても、 兎に角、 今日で は 彼の 九 I の. テリ ケ， ト な 感じが 過去の 

金澤の 感じであった と 思 はれる。 今日まで 殘 つて ゐる 諸方の 城址の 中で も 金澤の 城の やうに デリ ケ. -トの 感じ を與 へる もの 

は. 少ない。 金澤 I 都に 比 ぶれば IQ 小さな 都に 過ぎない けれども 其 さっぱり. として 綺需 所 は 流石に 百万 石の 城下で あ 

つて、 iK に レフ ァ. イン メント を 持って ゐる。 それ は 丁度 白金 造りの 細身の 太刀 を帶 びた 公達の やうな 城で ある。 此の やうな 

主 地に 彼の 九 I の やうな デリ ゃト で、 華やか If が榮 えき は 如何にも 相應 はしい ことで ある。 此 Q やうな 風に 凡 

ての 美術 文舉に は、 鄉土性 ゃ都會 性が 襄 付けられて ゐる 場合が 多い。 (大正 五 年 六月)  一 


や 
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る， 其 他 凡ての 肉 體的條 件の 上に I 種の 研 かれた 味が おて 来る。 勿 I に 例外 は ある けれども、 概して 都會 人の 墓 は 2, 

かに 磨かれた 感じが ある。 所謂、 I 的の レフ アイ ンメン トが現 はれて 來る， I 般に f て 美術、 S は 常に 先 10 やう 

な 鄕土性 を 持って 來る。 而 して 此の 都會的 特長の 中に 更に 其 土地 特有の 性質が 現 はれて 来る • 

今日、 曰 本の 各地 I 行して 見る と 其 土地 特有の 美術、 豪の ありさうな 土地 は、 矢 張 昔の 所晷 下町 特に 矢張大 藩の 鍵 

下で ある。 例へば 加賀 の金澤 であると か、 東北の 仙臺 であると か、 尾 張の 名 直と か、 それから 九州で よ 博 多 等 Is¥ も特 

殊な ものであって、 其の 土地の 都 IQ 中に 色々 の 面白い 特色が 加 はる。 其 中で も 最も 際立って 目に付 I いのは、 金 揮. 

博 多 等で ある。 

博 多に は 例の 博 I も あれば、 又 博 多 人形 も ある。 然し、 博 llf としてよりも 寧ろ f 品と して. より 多く 行 は 

れ たので あるから、 今 曰 博 多 特有の 氣分を 彼 S 物の 中に 味 はう 急 ふやうな 地位に 達して ゐ ないやう である。 博 多 人形 は 

比較的 由来の 新ら しい ものら しいから、 これ も鄕土 美術と して 左様に 重き を 置く 譯には 行かない。 寧ろ、 博 多に は此 等の 美 

術 HS よりも 廣く蜃 性 もしくは I 性の 藝 術が 適して ゐる やうに 思 はれる。 大體に 於て、 筑前、 筑後 Q  i 特に 共中、 レ 

點 たる 博 多に 於て は、 土地に 一 種の 享樂 性が 發 達して ゐる ために 土地の人が 皆 所謂 演藝 人で ある。  . 

博 多の 人、 柳 川 f 人 等 を 見ても 男女 共 i 貌の 上に 一 種の 研 かれた る都會 性が 現 はれて ゐ ると 同時に、 廣く 遊藝 處ふ 

ものに 特別の 趣 f 持って t。  I、 今 曰の 博 多に 特殊 § 術が i して ゐると 5 程で はな 5 けれども、 何處 となく 遊 

？カ 土地柄で ある。 例へば 土地の 誇 を 歌って ゐる博 多 節 等で も 外の 土地で は W かれない fiQ 郷春 樂. §んでゐ る。 ^ 


i 二し ろ、 文 f しろ 凡ての 藝術品 は If それ を 作る 作者の 個人性と 云 ふ ものが 蠢を なすと 同時に， -Ml 

人が 屬 I て ゐる處 の 社會、 卽ち これ を 大きく 言へば 養 族性、 亦 これ を 小さく 言へば 其 f 性が 背景と なって 現 はれて 來 

る。 この 鄕土 性が 地方 を 旅行して ゐ ると、 其 土地の 美術品 等に 快く 適合して 現 はれて tg? ある。 斯様な 土地に 出會 

すると 非常に 快い 心 持で ある。  -  。  .E 

大 親に 於て 美術 や 豪 は 人の 能く 首 ふ 如く、 其の 土地 共 時代の 文明の 結晶 品で あろから、 其 中身 は 常に 精神的て ある.^ 

つて、 何等 |§於て読奮赢|||。 而」 iill 來た iif 

ある。 都 IK ふことの 第一の 條件は 其 町に 何等かの 精神 文明が 酸酵 し 掛けて 來 たと 云 ふ 事でなくて はならない。 レく  r 

質的に 輩な f 建て、 も、 澤 山の 金 を 積んでも、 それ 等の 物質文明の 中に 何等か 精神的な 流が 通って 來た 時で な f ば ，，，| 

g 都 會と は 雷 はれない。 同時に 斯様な 意味での 響で なければ、 美術 や 豪 は 概して 發生 しない 。而 して 此の 都會か 精 

祌 的な I が 現 はれて 來た 土地の人 間 は、 一 代 二 代と 代 を 重ねる に從 つて、 其肉據 I の 上に Ig 特長が I. せられて 來 

五 九 七 

藝 術と 想 土  、 
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として、 色の 技巧の 必要 を來 たした。 今度の 芝居の 二 幕と もに 舞 を 入れた の は、 一 つに は それから である。 序幕 は 外の 平家 

物語の 今様 及び 白拍子の 男 舞であって これ は在來 もやった。 二 幕 目に は 前述の 佛 御前の 身の上 話に かへ て ざれ 舞 を まひ ざれ 

歌 を 歌 はせ た。 これからの 歌 及び 舞の 手に も 種々 な 困難が あって、 先づ 今様から して、 a; 個の 節が 今日 正確に はわから ない 

さう である。 た 子供に 歌 はせ る 「笠 置の 山 を W でしより」 の 唱歌な どが 今様の 節を應 用した もの ださう で、 寧ろ あれ を そ 

つくりが 今様と 云っても い 、さう であるが、 あの 唱歌から 歌 はせ ると 知らない 人は唱 欲の 様 だと 聯想す るので 劇の 不調和 を 

來す。 そこで 昔樂學 校 出の 人に、 これ をもぢ つた 節 をつ けて もら ひ、 今一 つ は 鈴 木鈹村 君に すっと 催馬樂 などに 近い 古雅な 

節 を 作って もら ひ、 この 二つ を 練習 させて、 怫 御前に 歌 はせ て 見た。 初-め 大阪 では これ をち やん ぼんと したが、 どうもし つ 

くり しないので 京都で は 色々 探して、 幸に 冷泉 家へ 傅った 節 を當時 冷泉 家に 關 係した 婦人が た I 人傳 へて ゐ たので、 それ 

を 試して 見る と、 比較的 舞薆に はまる ので、. 今度 は 冷 痰 家の 節で 歌 はせ る ことにした。 極めて 古い 單 調な 歌で 唱歌 じみて ゐ 

るから、 古雅な 味 ひに 興味 を 以て 閉く ばかりで ある。 

それから 平家物語 では 今様の 後で 朗咏 をして 舞 ふので あるが、 朗 咏は經 文の 様な 節であって、 とても 現代の 舞 臺には 持ち 

切れないし、 むづ かしい ので、 省いて 舞と 鈹 でつな ぎ、 それから 段々 鼓で 攻めに 攻め 歌に 入る 傾に させて ある。 二 幕 目の 歌 

は 私が 狂言の 小 舞の 歌に 似せて 作った ので、 總て小 舞の 心 持で 行って るる。 

なほ 歌に 伴 ふ 舞の 手が 又 難物で 今様 舞が どんな 程度 かわからない ために、 或 狂言の 大家に 親んで 工夫して 貰って、 狂言と 

舞樂舞 ひの 合の 子に 型 をつ けて 見た が、 今度 は 京都の 冷泉 家の 今様 舞 ひも 兑て、 丁度 同じ 程度の ものと 解った。 そんな こと 

で 色..？ 味 をつ けて みたので ある。 (大正 S 年 111 月 R ぉ擎 s  / 


る當 時の 時代精神の I 面と、 之れ に對 すな 淸盛 自身の 立 翁からの 人生 觀と を對照 させて 見た 者で ある。 そして 私 は 平家 得謌 

の 初めて 佛 御前の 現 はれ 来る 一節 を 讀んだ 時に、 ふと あの 女の 大膽な 態度に 興味 を覺 えて、 何だか 現代 式な 所の ある 女性で 

はなから うかと 思った。 勿論 佛 御前に 限らす、 王朝 時代の 女に は あの 淸少納 言 以後 今日の 新しい 女な ど を 聯想す る 女性が ゐ 

たと 見える が、 兎に角 佛 御前が 一種の 型破りの 女性で あるのに た^ I 點 感じた ので、 それ を 本に して 佛 御前の 性格 を 作り 上 

げ、 それと 淸 盛と を I 種 現代 思想の 當 時に 現 はれて ゐたシ ン ボルと 見て、 一 方に 重 盛 ® 王な どの 上に その 反對の 思想 を對照 

させて 見たい ので ある。 卽ち 一 方 は 所謂 優勝劣敗で、 强く なれ、 力 を 求め、 美 を 求めよ ひ 人生 觀、 一 方 は 謙遜 なれ、 弱く なれ 

消極的に 兵 を 求めよ の 人生観で ある。 

それから 今 一 つ 新 史劇 は 丁度 今迄の 新社會 刺のと つて 来たと 同じ 經驗 を迎 つて 先づ第 一 に 例の 鳴 物を拔 かなけれ ばなら 

ぬ。 ところで 之を拔 くと 新社會 劇の 出 發點當 時に 我々 のな めた と 同じ や、？ な W 難 を  一！^ 多く 感す る。 又 今迄 昔樂 的の 要素で 

埋めた 空 虛を補 ふ內的 生命が 現代で ないだ けに 夫 だけ 充實し 難くなる。 この 困難 を どうと かして 段々 に 平げ 今日の 社會 劇と 

同じ 位 迄に 進まなければ、 新 史劇 は 成立し ない ことになると 思 ふ。 これ は 序 だが、 世間に は 今日の 歌舞伎 劇が 現代の 芝居に 

.對 する 要求の 大部分で あるか. の 如く 云 ふ， 人 も あるが、 少し 华計 ではなから うか。 成程 歌舞伎 劇に 愛着 を 持つ の は、 芝居と して 

ではなくて オペラと しての 耍 求からで ある。 吾々 は 知らす く オペラの 要求 を 歌舞伎 劇に 於て 滿し、 近世の 純 劇の 發 1 以後 

の 劇に 對 する 要求 は滿 されて ゐ ない。 これ はま だ 新 史劇が W 來てゐ ないた めに 混同して ゐ るので、 今に 純 劇が 藝術 として 耍 

求し 初められる 時、 この 展 別 は I 般 に自覺 されろ であらう。 

先づ とんな わけで 舞蠆 から 昔 樂を拔 いた. - めに、 この 签旒 を満す 一 法と して 無論 內容 上の 生命 を充實 する ことが 出來 ない 
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藝術 座の 『淸 盛と 佛御 前』 

今 ^ 淸 盛と 佛 御前」 を 上場す るに 就て は、 幸 ひ 上方で 皮 切 もやった から、 京都で 色々. の 調べ や 調達 物 をす る 便宜が 多 かつ 

た。 京都！： 書飽 長湯 淺 半月 氏 等 は、 わざく 平家物語の 佛 御前の 一節 を 語って M かせて 吳れ たし、 装束 司の 三 上 氏 等が 故事 

に 依つ て 衣裳 持物 類 を 製作し て 吳れ た。 

私の 作 は 平家物語の 斷節を 村 料と はした が、 例の 佛 御前が 初めて 淸 盛に 見え、 それから 祗王 御前が 「もえ いづる も」 の 歌 を 

書いて 出く 行く 様な 倘條 は、 た 序幕の 筋 立と して 使った のみであって、 寧ろ その後 方 を 私の 签 想で 展開 させて 見た のが 今 

度の 計粛 である。 これ も 矢張り 京都で M いたので あるが、 歷 史家の 方で も淸 盛の 人物 は 疑問に なって ゐて、 通例 平家物語に 

現 はれた 様な • た 我儘な、 酒色に 耽った 丈の 人で はなく * もっと 偉大な 人物で、 譬 へば 秀吉 などに 近い 様な 志 を 持った 人 

ではなかった かと 云 ふ 研究が ある さう である。 が 私の方では、 あの 平家 物； 語が 佛敎の 立場から 見て、 た 人の 識りを 顧みす 

81 る I 方の 人の 様に 書いた あの 反對の 立場から も 見られ 様と 云ふ點 から 出發 したので、 つまり あの 平家 物； 詁全體 に 流れても 


で、 以上の 點 から 観ても、 私 は 何時 迄 も獼譯 劇ば かり 演っ てゐ てはいけ ない と 思 ひます。 其處に 種々 際 問題が あり、 ま 

た 今迄 は其爲 めに 煩 はされ てゐ たとい ふ事資 はあって も、 今後 は大に それと 戦って、 それ を 外にして 創作 劇 を 上場す る やう 

に^めなければ 駄目 だと 思 ひます。  、  - 

15^ 情 は 何んで あらう と、 今迄の 新劇 阒は * 主として 飜譯剌 を 上場して、 創作 劇へ は餘り 手出し をし ませんで した。 そして 

相當 に飜譯 劇が 受けて ゐて、 MM の 出た しものと いへば、 それ は飜譯 劇に 限られて ゐる ものの やうに 思 はれて ゐ ました • 

ところが それが 此頃 になって 見る と、 飜譯 劇が Q かれ 氣味 になって、 今迄 上場 もしなければ、 また、 たまく 上場しても 餘 

り歡迎 されなかった 創作 劇が、 事實に 於て 今迄と は反對 になって 來 たとい ふこと は * 頗る 注意すべき 現象 だと 思 ひます。 そし 

て、 私に 言 はすれば、 此 現象 は、 愈々 創作 劇の 時代が 來 たこと を設據 立てる もの だと 思 5^ ます。 ですから、 新劇 圑は此 機 を 

逸せす に 活動し なければ なりません。 

此頃 新派が 衰微した とか、 凋落した とかい はれて ゐ ますが、 私 は 衰微しても、 1: 落しても、 決して 新派なる もの は此 儘に 

滅亡して しま ふやうな こと は 萬々 なから うと 信じます。 新派 は 新派で、 今後 犬に 盛 返へ し 運動 を 開始すべき であり、 また 開 

-始 して 努力 すれば、 搏び 回復す る こと は 出来ない こと もなから うと 思 ひます。 唯 それと 共に I 大啻勵 しなければ ならない の 

は 新劇 圑 です。 前に もい つた 如く、  i 圑が此 際 起って 一大 奮闘 すれば、 たまたま 新派が 衰微して ゐ ると いはれ てゐる だけ 

に、 11^ 發展 する に は 絶好の 機會 だと 思 ひます。 そして 人 はい ざ 知らす、 私達 は、 幸 ひに 去年 藝術 俱樂 部の 落成 を 見ました 

から、 今後 はやれる だけ 盛んに 創作 劇 を 選んで 上場 開演して 活動す る 積り です。 C 大正 五 年 一月 談話 筆記) 
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ラに 新康 よりも 舊 釗を歡 ぶと ころもあります が、 他の 土地の人々、 殊に 其 土地の 智識 階极の 人達 は、 一般に I を 歡迎し 

てゐ ます。 そして、 特に 注意すべき こと は、 此 等の 人達が、 飜譯 劇よりも 寧. ろ 創作 劇 を 好む ことです。 

最近 藝術 座で 上場 公演した もので、 一 番人 氣に 投じて 受けた もの はとい へば、 それ は 『復活』 でした 。『復活』 は 何 慮へ 持つ 

て 行っても 大入滿 員の 盛況でした。 共の 『復活』 に 次ぐ もの は 『サ ロメ』 でした。 それから 『クレオ パ トラ』 は、 東京で は 不評判 

でした が、 京阪神で は相當 に歡迎 されました。 けれども、 一般の 傾向から いひます と、 其 等よりも 中 村 氏の 『飯』 や 『剃刀』 が 

11^ 歡 ばれた の は事實 です。 で、 私達の I. 座が それであった やうに、 翻 譯剌は 地方の 見物に は大に 受けて ゐ ます。 けれども 

何う も 其 間に は 本當の 親しみ はない やうです。 劇中の 人物の 心 持が 解って、 それに 同情す る こと は W 來ても 、本営に 心身に な 

つて 泣く とい ふやうな 心 持 は 起らない やうです。 人物 や 建物、 つまり 居間の 様子 や 服装 等が 自分 達と 逮 つて ゐ るから とい ふ 

ことに 對 する 好奇心から 來てゐ る やうです。 そして、 此 好奇心で 見る こと も、 亦 人物に 封して 心から 同情 出来ない 點 — 同 

情 はしても、 =^、 問に 何處か 隙が あると いふ やうな こと も 無理から ぬ ことで あると 思 ひます が、 それに 比べる と 創作 g は. 少 

くと も 他家から 自家へ 歸 つて 來た 位の 相 遠が ある やうです。 先づ、 翻 譯剌が 他家の 芝居なら、 創作 劇 は 自家の 芝居 だとい ふ 

だけの 親しみが ある やうです 0 

中 村 君の 作 は、 『釵』 でも、 『冷笑』 でも、 亦 は 『剃刀』 でも 皆大評 刺でした。 で、 これ は、 作 其 物の 侵れ てゐる t から 來てゐ る 

こと は 勿論です が、 それと 同時に 今 I つ は、 之れ が 創作 劇で あろ ことが I 般 から 歡迎 された のです。 つまり、 自分の 芝居ら 

しいと いふ 親しみが、 先づ 見物 を 動かし 見物 を 感激せ しめたの です。 


此虡で 一寸 私達 藝術 座の 地方 興行の こと を 話したい と 思 ひます。 これ は 主として、 地方の 人達と、 劇との 關係 如何、 雷 を 

換へ ていへば、 地方の 人達 は 何ん な 芝居 を 好む か、 飜譯劇 を 受ける か、 將 また 創作 剌が歡 ばれる かとい ふこ-と を 知る 上から 

の 話なん です。  \ 

私達 は、 地方へ 出掛ける 時 は、 先づ 土地の人 口 表に 依って 與 行の 方針 を 立てる ことにして ゐま す。 が尙 それ 以外、 例へば 

土地が^ 名な 漁師町で あると か、 商業地で あると か、 または 縣 廳ゃ舉 校の 所在地で あれば、 更に 其 土地に は單に 人口 表に 

依る 比例 以外の 人氣 があります から、 共 場合 は 其 等 を も 標準に していた します。 で、 今 それ を 一 々土地に 就て いへば、 何ん 

といっても 束 京 以外で は 京都 大阪 です が、 其 京都 大阪に 次ぐ もの は 名 古 屋に神 戸です。 それに、 北海道と 九州が 圖拔 けて 人 

氣 があります。 九州 は 博 多が 第一 で、 熊 # ^兒 島が それに 次いで 人氣 があります。 唯 人口の 割に 好くな いのは 下の 關と門 司 

です。 それから、 北海道で 好 いのは 札蚬 に小榑 です。 東北で は 仙臺が 第一で、 北陸で は 金澤、 中國 では 岡 山で あり、 それ か 

ら、 朿 海道で は靜 岡です。 尙此等 以外に、 藝術 座に 取って 例外に 好い ところが I ケ 所あります。 それ は 信 州です。 信 州 は 松 

井の 出身地な ものです から、 到る ところ 滿員續 きの 人氣 があります。 

—次 は、 地方に 於け る與 行日數 であるが、 これ を 今人 口に 依て いひます と、 人口 四 五万內 外の 土地 は 二 曰、 七 万から、 十万 

內 外の 土地 は 三日 打てば 間遠 ひありません。 屹度 満員です。 また 見物の 種類です が、 私達 I 座の 見物 は、 階級から いひます 

と、 大多數 は 上 中流の 人士で、 職業 別にし ますと、 銀行 ゃ會 社員と いった やうな、 いは 若い 紳士 や 夫人の 智識 ある 人達で 

す。 其 等の 人達 は、 舊釗 よりも S が 好きであって、 新劇が 藝術 であると 思って ゐる 様子です。 中には、 名 古 屋ゃ博 多の や 
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て も 幾多の 解らない 點が緩 出して 來て、 容易に 通じない ところがあります。 ですから、 其 等の 點 からい へば、 厳正に 翻譯す 

ると いふ こと は 出来ない 相談で、 要は 程度の 問題に 過ぎなくなります。 で 私 は 其 等の 點 から 觀て、 我國の 飜譯劇 は、 翻譯す 

るに しても、 亦 それ を 演出す るに しても、 進んで 自由にすべき であって、 一 部の 人達の いふ やうな 厳正 飜譯に 依るべき では 

ない と 思 ひます。 そして それ は、 依るべき でない のでなくて、 依るべからざる こと だと 思 ひます。 で、 決して 今は嚴 正翻譯 

時代ではなくて、 飽迄 自由 飜譯 時代で あると いふの が 私の 意見です。 

脚本 は 自由に 飜譯 しても よい もの だとい. ふこと になる と、 それに 次で 起る 問題の I つ は、 麵譯劇 如何と いふ ことです。 そ 

れ では 翻案 劇 は 何う かとい ふ 問題が これに 次で 起って きます。 で、 ； は 絕對に 翻案 を 斥ける 者ではありません が、 しかし こ 

れは考 へ 物 だと 思 ひます。 殊に 今迄の やうな 翻案 劇 は 全然 駄目 だと 思 ひます。 

翻案 も坪內 博士の 『靈 驗』 程度に やれるなら 結構です が、 同じ 坪內 博士の 手に なった もので も、 後の 『現代 男』 の やうで は 困 

り ま i^o 此 翻案と レ ふこと も、 うまく 行けば 結構です が、 しかし、 それ も 矢 張 全然 雷 語 や 風俗 等 を 異にした もの を 我 國のも 

のに 嵌めて 行く のです.^ ら、 何う したって 其 間に 隙が 出來 てきます。 それ は、 多少 意味 は 遠っても、 厳正 飜譯が 不可能な の 

と 同じ 關 係から して、 同様に 不可能な ことで はなから うかと 思 ひます。 ですから、 やるなら 翻案で なしに、 自由 翻譯 にした 

方が 好い と 思 ひます。 首 語の 如き は、 所謂 遂字譯 よりも、 原文の 調子に 注意し、 調子に 重き を箧 いて 意譯 した 方が 好い と 思 

ひます， 
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今の 新劇 團は、 是非 此機を 劃して f 轉 化しなければ なりません。 何時 迄 も翻譯 劇ば かり 上場して、 創作 劇 を 無視して 居る 

やうな 有様で は、 新劇 圑の 意義 または 使命なる ものが、 果して 何處 にある のか それが、 不明になります。 無論 翻譁劇 を 上場 

する こと は、 今後 も 必要で あり、 同時に 意味 ある ことに 相違ありません。 けれども、 翻譯 劇は飽 迄翻譯 劇です から、 何時 迄 

も それば かりで は爲 方ありません。 それ と共にい ふよりも、 何方 かと 云へば、 今後 は 創作 劇 を 主にして、 出来る 丈け 盛大に 

上場す る やうに 努めなければ 喊 です。 そして、 翻譯劇 は、 創作 剌 上場の 刺戟と し參考 として 待つ やうに する のが 本當 だと 思 

ひます 0 

それから、 創作 劇 上場の 刺戟と して、 若く は參考 として 飜譯劇 を 上場す る 時には 是非 其 慮に 幾分の 手加減 をす る ことが 必 

耍 だと 思 ひます。 とい ふの は先づ 言語 を 初めと して、 歷史 風俗 等の 異 つて 居る 劇 を翻譯 する のです から、 幾ら 忠實 に譯 した 

ところで、 到底 原作 通りに と 云 ふ 譯には 行きません。 假 りに 風俗 や 建築の 様式 等 を 出来るだけ 深く 研究して 上場した ところ 

で、 旣に 他の 最も 主要な 言語の 調子が 違って ゐる ばかり か、 其 作に 取扱 はれて ゐる 材料に 特色が あれば ある 程、 讀み 且つ 觀 

i 鬮と 創作 劇  五八 九 


文 la 碎饞  五八 八 

それと 同時に、 職業と して 行 ふところが 直ちに 事業と して 行 ふところ を破壞 して、 左の 手と 右の 手と が 相殺し 合 ふ 事に な 

り はしない か 。之れ が 事業と 職業との 接近して ゐる 所に 生す る 恐れで ある。 けれども、 今日の 藝術座 は 此の 恐れ を 2JS 上で 

否定して ゐる。 職業と しての 演§ が 都 業と しての 演劇 を 妨害し 破壞 した 審赏は 曾てない。 耍す るに 吾々 は 斯うして せめて^ 

戴の 中に 何 かの. 程度 分量で 藝術 事業の 味 を 保留す ると 共に、 常に 職業の 毒で 自他 を 害せられない やうに、 自ら 堅持して 立 

たうと 思 ふ。 是れが 今 曰の 藝術 座の 歩み 得る I 方の 道で ある。 此の 意味に 於て 藝術座 は 經營部 を 所有す る。 經濟 基礎と 調和 

する 範圍に 於いて 最善の 藝術的 努力 をしたい と 思 ふ。 此の f 道を缺 いた 仕事 は、 事實に 於いて 總て 空で あり、 無益で ある。 

それと 共に 丼の 問 を 縫うて 他の I 道 を 開拓したい。 經濟 基礎 を 超越し 晃 物の 數を 超越した 劇 を 心 ゆく まで 吾等の 研究 劇場 

で 演じて 見たい 此の 愁 求が 充 たされなかったら、 何で 職業に 齲覼 する 必要が あらう 0 大 劇場に 行ゼ、 小 劇場に 行け、 今の 

藝 術 座 は 二 元の 道 を 歩む ものである。 (大正 BE. 十 H0 


來る譯 である。 更に 藝術を 作らう とする ものが、 報酬の ために 藝 術を寶 ると したら • 事業と 職業の 距離 は 殆ど § して 來 

る。 藝術座 は 劇 を 作る ために 劇を寶 つて ゐる ものである。 此の 點に 吾々 の 幸 幅が ある。 - 

併しながら、 此幸 幅の 中には 喜びと 恐れと が 潜んで ゐる。 吾 々は、 如何に 職業と 調和して 多數の 見物 を吸收 する 劇を演 する 

場合に も、 全然： iH^ としての fi 術 を 忘却す るに 忍びない。 從 つて、 吾々 は少 くと も 局 處局處 の 罅 隙 を 漏れて なりと も藝 術の 

自已滿 足が 味 ひたい。 由來藝 術の 中で も 演劇 は 他の 小 說繪畫 等に 比べて、 最も 多く 機械化し 職業 化し 易い ものである。 何と 

なれば 舞 Ml 術 は 之れ を 俳優の 身體に 毎日 反復して 以て 共 表現 を 持繽し 得る ものであるから である。 反復、 それが 卽ち 機械 

化すろ 唯 I の 原因で ある。 初め 幾 回 か は、 一 回 毎に 俳優の 新たな 創造力で 精氣を 加へ 行く ことが 出來 ると しても、 長い間に 

は 全然 §的 反復に 近い ものと なって 了 ふ。 そこに 藝 術の 創作 境 は 失 はれ、 事業と しての 創造の 満足 も 無くなって、 一般の 

職業的 反復と 何の 異なる 所 も 無い ものと なり 了る。 それが 初めから I 般多數 にも 喜ばれる やうな、 解體 した 部分の 混じた 劇 

であれば 尙 さら 其の 憂 ひが 多い。 其 中 を 潜って、 部分的に なりと も 回 毎に 新たな 感情の 加 はる やうに、 常に 創 新の 生 氣を失 

はないで 演じさせる ことが 出来れば、 共の 部分々々 に 於け る 吾々 の 創作 性の 満足 は、 職業の 沙漠の 中に 藝 術の オアシス を發 

見す る ことになる。 俳優の 優秀な ものと 低劣な ものとの 心がけの 差 も 主として こ i に存 する。 これが 此の 種の 職業から せめ 

て も 羸ち 得る 對自の 喜びで あると 共に * 對他 にも 吾々 が 保留し 得る 限りの 藝術味 はやが て 之れ を 享受す る ものに 傳 へて、 そ 

こに 必す 何等かの 新 見地 を多數 人の 藝術觀 の 上に 開拓す る ことが 3 來る。 是は 吾々 の 過去 一 一年に 於け る 經驗の 事實で iQ る。 

眞の藝 術 は 方式で も 分量で もない。 た 刹那々々 の 創造性の 流出で あり、 受入 である。 藝術 家の 生命の 噴 湧して は 流 傳し行 

く あは ひくが 藝 術で ある。 

此の *se; を 如何にす るか  " 07 五八 セ 


文 鷗評翁  KK 六 

自 にある？ 客觀 にあら すして、 主觀 にある。 

二 

吾々 の蟲 のい、 {t^ 一 想 性 は、 專 業と 職業と を 一にして 自己 滿 足と 報酬と を 併せ 獲 やうと する し、 短 氣な現 資性 は 此の 矛盾に 

見切り をつ け、 職業に 徹底して 自己 を 痲痺させる か、 事業に 徹底して 自己 を 餓死させる か、 何れ かの 極端に 走らう とする。 

そこへ 吾々 の 苦しい 經 驗が敎 へたり 利潑な 妥協 性が 出て 来て、 二 元の 道 を 指 ざす。 今日 職業 を營ん で、 明？ I 事業 を營 み、 左 

の 手に 報酬 を 得て 右の 手に 自己 を 展開し 創 新す る。 凡そ 現代に a: に 生きる の 道 は、 この 二 元 主義より 他に ない。 見渡した と 

ころ、 自ら 生きて 自ら 事業 を爲 さんと して ゐる もの、 誰か I 人 この 道に よらない ものが あらう ぞ。 是れは 人々 自已 の事實 で 

ある。 悲しむべき、 併し 最も 必然的な 事赏 である 。此の 事 實に對 して 多数の 人 はた 之れ を 破らん とする へ 口 イズムの 悲し 

みのみ を 有する。 必ャ 無益に 了るべき 絕望の 聲を擧 げてロ マ ンチシ ズムの 同情に 訴 へる のみで ある。 現 賞の 眼から 見れば、 

哀しい かな 此の 聲 は單 なる 空 響に 過ぎす して、 I 毫も 事箕を 左右す る 力 は 無い。 總てを 支配す る現實 の 道 は、 依然として 二 

元で ある。 誰れ か 1 一元の 道 を 否定し 得る も のぞ。 

藝術 座の 現在の 立場 はこ、 にある。 吾々 は 右手に 職業と 調和し 得る 劇 を 演じ、 左手に 職業 を 超越す る 劇 を 演じて、 自己の 

往 くべき 道 を 自己の 力で 築いて 進む ほかない。 而も 吾々 は 此の 悲しい 事 置の 中に、 尙 幸福の 存 する こと を 認めざる を 得ない。 

書物 を 作らう とする ものが、 職業の ために 車 を 挽く としたら、 職業と 事業との 距離の あまりに 隔絶して ゐる 不幸 を 悲しむ 

であらう。 けれども 喾物を 作らう とする ものが、 新聞社 や 書肆で 文 犛業を するとしたら、 事業と 職業の 距離 は餘程 接近して 


活に I 指の 影響 を も 及ぼす こと は出來 ない。 

肉 體の存 精 はすな はち 職業で ある。 職業の ない 所に は肉體 の存棱 もない。 肉髅 の存輳 しないと ころに は 事業 もない た 14 

滅亡と {45 と あろの みで ある。 此の 最後の 事實を 傍に 片寄せ て 置いて、 人生 を 論じ 事業 を 論じ 藝術を 論す る もの は 滑稽で あ 

る。 職業の 悲哀に 泣かざる もの- -談議 は 吾等に 何等の 權威 をも傳 へる もので ない。 

職業の 目的 は 報酬 を 得る にある。 報酬 を 得る ために は、 自己の 滿足 を犧牲 にして 厭 はない ものである。 例へば 富の 形で 報 

酬を 得る とき、 富 そのもの- - 蓄積に 自己の 滿足を 移して 了って、 a; の 自已內 部の 滿足を 痲痺 させた 場合が それで ある。 之に 

反して 事 紫の 目的 は 自己の 滿足 にある。 恨し 此の 場合に 自己の 滿 足と いふ もの は、 自己の 斷 えざる 新 創造の 滿足 である。 自 

分が 最上と 信す る 方向に 常に 新鮮の 心で 突進す る氣 分で ある。 如何なる 方面に 於いても、 それに 自己の 刻々 に 新たな 生命の 

流れ を 導 注し 行く 心 持で ある。 我れ は斷 えす 新たに 作りつ i ある。 之れ が 吾々 の 事業に 對 する 主觀的 にして 而 して 最後 的な 

る 判定で あり、 信仰で あり、 滿足 である。 此のた めに は 報酬 を犧牲 にして 厭 はない。 職業の 前に は 自己の 心を签 蹴に して 自 

己 を 機械化せ ねばならぬ。 事業の 前に は 報酬と 逆行して 餓 ゑて 亡びろ こと を覺 悟し なくて はならぬ。 

たビ 中^に ある 社會的 効果の 問題 は 職業に 對 しても 事業に 對 しても 重大な 客觀的 標準で ある と共に^だ 不徹底な 檫準 であ 

る。 事 集 も 職業 も、 いかに それが. E 己の 創造 欲に 滿足 を窗 らしても、 またい かに それが 豐 富な 報酬 を癱 らしても、 社 會的効 

果と 逆行す る 場合 に は 周圍が 之れ をお 緩せ しめまい とする、 從 つて 其の 事業な り、 職業な りに、 價 値の 減少と いふ やうな 漠然 

たる 陰 鼓が さす。 此 意味に 於て 重大で は あるが， 併し 之 を 最後 徹底の 目的と する こと は 事業に 取っても 職業に 取っても 第二 

義に墮 した 鈍 濁な 思想で ある。 妥協で あり、 不徹底で ある。 虚偽の 氣を帶 びて 來る。 最後の 眞理は 常に 對他 にあら すして 對 
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此の 事實を 如何にす るか 

(藝術 座の 職業と 事業)  . 

一 

吾等が I つの 勞作を すれば、 そこに は 必す勞 作者み づ からに 對 する 對內結 菜が ある。 また 外 他に 對 する 對外 結^が ある。 

また 他から 吾れ に 返 射して 来る 反射 結 架が ある。 第一 は 自己 滿 足の 問題で あり、 第二 は 社 會的効 茶の 問題で あり、 第三 は 報 

酬の 問題で ある。 此の 三つの もの、 關 係で 吾等の 勞 作が 或 時 は 事業と なり、 或 時 は 職業と なる。 私 は 玆で是 等" もの、 化合 

公式 を 作らう とする ので はない が、 此の世に 生きて 行く 勞 作の 底に、 此 等の もの i 矛盾から 生す る 悲哀が 如何に 痛切に 吾等 

を -tei する か を 想うて 惙然 たる ことが 多い。 生きん が爲に —— 肉體 を存縯 せしめん が爲 に、 あらゆる 事業 を 職業 化して 行く 生 

活 をいた くしく 思 ふ 

けれども、 此の 悲哀 を 墅に 味った もので なければ、 其 根本に 横 はる 矛盾の 現資を 3M に 承認す る资格 はない。 矛 は現賓 

である。 何< か it^BS 綸 しても 一 微塵 も增 減す る ことのない § である。 之れ をお かす の ある ものでなくて お * 吾等の^ 


五八 四 


. なり * 或 者 は 減 亡 的と な ，0 ので あるひ 

滅亡 的破壞 によっても 尙且 生活の 革新が 遂げたい とい ふ 熱烈な 耍 求が 起こった 時、 我々 は 亡びなくて はなら ないか。 此の 

存亡の 機 間から 生す る 一種の 變體 生活が 藝術 である。 共の 強い 若しくは 新ら しい 生活 を； 在せ しめん 爲 に、. 實 事件 を 避けて 

假構 事件の 上に 其の 要求 を 被らせた ものが 藝術 である。 卽ち藝 術が 一 面に於ぃて假的遊戲的臭味をュ^^^ると共に、 一 面に 於 

いて 廣ぃ 人生 要求の 上に 立って ゐ るの は 其のた めで ある。 

藝術 はこうして 尙 そこに 一 つの 煩悶 を 含んで ゐる。 それ は假構 事件から M 事件に 移らん とする 悶 である。 これが 藝 術の 

最後に 殘る •  ぉ悶 であると 共に、 また 人生の 最後に 殘る 煩悶で ある。 假構 件の 上に 移した 强鹿 i 新奇 生沾の 要求、 乃至 假 

構 事件から 受ける 强度 生活、 新奇 生活の 刺戟 は、 一定 境遇の 人に 取って はもう その 假構 とい ふことの 空菔 なる に堪 へない。 

之れ を棄 てる か然ら ざれば 直ちに 之れ を實 行の 上に 移す かの 外ばない。 それと 共に 之れ を實 行に 移せば、 其の 瞬 il、 多く は 

其の 侗體は 滅亡す る。 周闕及 過去との 妥協 を 破る が 故に 滅亡す る。 斯 くの 如くして 尙 亡びる か、 存す るか、 之れ が 人生 最後 

の 煩悶で ある。 

強大な 藝術は 人に 此の 存亡の 危機 を そそる ものでなくて はならない。 此の 意味で 術 は 初めから 危險性 を 持って ゐる。 今 

の藝 術の 弱小 を感 する の は. 此の方が 無い からで ある。 (大正 四 年 1 月) 


,s 術の as 小  "  五八 4 一一 


文藝評 翁  五八 一 1 

ぺ てのもの は 枯れる、 亡びる。 fi して 現代の 藝術は I 歷 切に 此の 事箕を 語って ゐる。 文明の 進路に 伴って、 最も 得意に 此の 

方向 を 指し示して ゐる。 個 體の生 慾の 光耀、 そして それに 妨害 を與 へる すべての 生 i 式の 呪咀、 これが 近世 藝 術の 生命 

である こと は 論 を 待たない。 

現代の 我々 は、 我れ みづ からの 個體 の內容 が複雜 になった のと、 それに 應 する 外面の 社會 生活の 形式が 凝結して 來 たのと 

で自 個の 生きて ゐる 感じ を 鈍らされて ゐる。 生活 本能の 接觸 面が 麻 して 了った。 壓 迫され て 了った。 其の 麻痺 を 破り 壓迫 

を 破らう とする 所に 現代の 煩悶が 生す る。 固より 此の 頓悶は 特に 現代に のみ 限る 譯 はない。 昔から 其 時代相 應に存 して ゐた 

に 遠 ひない。 之が やがて、 歷 史を筲 いて 流れる 人生の 煩悶で ある。 むしろ 人生 そのもの である。 而 して 最もよ く 之れ を 代表 

して ゐる もの は藝 術で ある。 藝術は 昔から 此の 煩悶 を 母と して 生まれる。 此の 意味に 於いて 眞の藝 術 は 常に 現代的で ある。 

我々 が自 個の 生活 意識に 對 する 歴迫を 解放し 若しくは 共の 接觸 面の 麻瘁 を覺醒 せんとす るに は、 生活 刺戟 を强 度に する か 

新奇に する かに 2 取 もよ い 方法で ある。 强 いもの、 新ら しい もの、 之れ が 現代 生活の 根本 要求で ある。 

けれども 現在の 生活 は、 過去と 周 園との 囹圆 から 脫 する 事が 出來 ない 限り、 さう 遽 かに 外来の 生活 刺戟 を 強烈に する こと 

も 新奇に すろ こと も 出來る もので はない。 多少の 新 意、 多少の 强度 をば 達識 宏 量の 人なら 巧みに 安 協 的に 自 個の 生活に 加味 

して 行く かも 知れない が、 それ は 要するに 極めて 微温な 程度で ある。 それすら 出来ない もの は、 た ぢれる 許りで ある。 ぢ 

れて そして 破壞に 終る もの も ある。  . 

破壞 はむしろ 其の 本来で ある。 現在の 生活 刺戟に 強度の 色 を 染め 若しくは 新奇の もの を 創造し やうと すれば？ 必す そこに 

多少の 波 壌が 洋ふ。 現在 狀態 を變 するとい ふこと は 破壞に 他なら ない。 た r 其の 程度と 方法と によって、 或る 者 は 安 協 的と 


し 今 3 ではもう そんな 時代 は 過ぎ去って ねる。 人生の 中心 は 個人で ある。 社會 生活 はた 5- 其の 方便 的 形式た るに 過ぎない。 

今以 つて 個人が 主 か 社 <ir か 主 かとい ふやうな 事を眞 面目で 考 へる 人 は、 もはや 思想 闺內の 人で はない。 勿論 今日 現存す る 生 

§ 式の 中で 最善な 妥協 的 方便と しての 社 < ^生活 は 誰れ も 否み 得ない。 けれども それ は 要するに 方便で あつ で 目的で はな 

い。 

而 して 世界の 文明 は、 十九 世紀 頃 以來、 I つの 峠に 達して ゐる やうで ある。 個體 中心の 目的 を 忘れて、 方便た る社會 生活 

の 諸 形式 を 唯 一 の 目的で あるかの 如く 崇拜 して 來た 文明が、 漸く 其の 埋 却せられ た 中心 目的に 裏切られて、 再び 赤裸々 な個體 

に歸 らうと して ゐる のが 今日の 文明の 進路で ある。 社會 生活の 或る 形式 を 峠と して、 それに 達した ものが、 登りつ めて 更に 

下り坂に 向いて 來 たので ある。 之れ を f 方から 悲觀 する 人が 退歩 呼ばり する ので ある。 けれども 之れ は 決して 退歩で はない。 

一 

もと 來た途 へ 降る のではなくて 向 ふ 側へ 降る の だから 退却で はなく 前進で ある。 .S ばかり 見て 空へ 拔け やうと する のが 人間 

の 能で はない。 けれども 斯うして 降り かけた 文明が 何處 まで 降る か， 降りつ めた 所が 最後の 目的地で あるか どうか は 分から 

ない。 我々 は 一旦 降りつ いた 村から また 更に.？ の 村へ 行くべく の： t に 登り かけなくて はならない かも 知れぬ。 恐らく さう 

であらう。 が、 それ は 先の 事で 分からない。 我々 に は 先の 事 は 分からない。 

, 昔から 比較的 最もよ く 先の 事 を 知って ゐ たの は藝術 である。 藝術は 昔から 唯 一 つの 目的に 向かって 生きて 來た。 それ は卽 

ち俩體 中心の 生活 愁を耀 かすと いふ ことで ある。 勿論 藝 術に は 各 時代 各個 人の 見解で、 種々 の 意義が 附會 された。 併し 今 か 

ら 之れ を 透徹して 振り か < り 見る と、 其の 生きて 人心に 殘る 所以の もの は 要するにた e 1 つで ある。 唯一 つ、 我々 の個體 の 

中心から 5^ き 出る 生活 慾、 それに 向って 刺戟 を與 へ、 光彩 を與 へる ものが、 千年の 後まで も 句ひ殘 るので ある。 其の 他の す 

藝 術の 弱小  五八 一 
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術の 弱小 

, (下の】 篇は 某所での 講演の I 部 を 布 i 付した ものである。 豫吿の 脚本が 間に合はなかった 代りに 之れ で JK を 塞ぐ •) 

最近 ョ ー 口 ツバから 歸られ た 高 田 早苗 先生の 談 によると、 此度 の戰爭 の シリアスな 事 は、 日本な どで 離れて 考 へて ゐ るよ 

りも遙 かに 大 だとの 亊 である。 戰爭 に從 事して ゐる もの 同志が、 殆ど 自分 等の 勝負 や 運命 を 仰ぎ 兒る こと も 振り返り 見る こ 

とも H 來 ないで、 た 默々 として 或る 偉大な 喑擔 たる 力の 下に 捻りながら 腕 押し をして ゐる やうな もの だとの 事で ある。 從 

つて 此の 戰爭 が歐洲 文明の 外形 は 勿論、 その 內容に 變化を 持ち 來 たす 程度 は 意想外に 大きから うとい ふ。 恐らく さう であら 

う。 

文明の 變化 といへば、 ロング、 ランに 於いて IJ^ 我.^ の 生活 をよ くす る 方角への 變 化なる こと は 勿論で ある。 よくなる か 

ならない かの 終極 は 分からない としても、 よくし やうと する 努力からの 變化 たる こと は 明かで ある。 そして 我.^ の 生活が よ 

くなる と は、 今日で は 我々 侗賴の 中心から 湧き出る 生活 慾の I 歷 多く 滿 足せられ る狀 態で ある こと も 首 を 待たない * 

一時 は 人が 自分 I 個の 個性 生活が 中心で あるか、 多人数の 集った 社 食生活が 中心で あるかと いふ やうな こと も考 へた。 併 


セクス ビヤの 此の 變改の 意義 を考 へる と t 非常に 與 味が ある。 凡べての人の生活を3^0のに外から見るのと* 內 から 見る 

：、 のと、 二つの 見様が ある。 生活 を 外から 兒た 時、 そこに 思想 生活 若しくは 批評 生活の 起源 を爲 し、 生活 を內 から た 時、 そ 

こに 感情 生活 若しくは 實行 生活の 起源 を爲 す。 內 から 見る 生活 をぽ觀 生活 又は 積極 生活と 云 ひ、 そこに 絕對 人格 を 見る こと 

が 出来る。 外から 見る 生活 を 消極 生活と 云 ひ、 そこに 相對 人格 を 見る 事が 出來 るので ある。 クレオ パト ラを 道徳上の 罪人と 

して 非難す る 世人 は、 彼女 を 外部から 相對 的に 觀 察して 居る ので ある。 彼女の 相對 人格 を 見て 居る ので ある。 然るに セクス 

ビヤ は 何とかして 彼女の 絕對 人格が 見たかった ので ある。 之 を 見て 之れ を 描く のが 藝術 家の 本領で あるから である。 

然るに 歷 史上に 傳 へられた る クレオ パ トラの 儘で はどうしても 絶對 人格が 見えなかった。 是に 於て か、 彼 は 彼女の 魏々 の 

性格の 中で、 最も 美しい 愛の 一 っを擴 張して 之 を 美化した ので ある。 初めは 仕方の無い 女であった けれども、 最後 は アン トー 一 

1 と眞に 相愛して 死んだ と 云 ふ 事に したので ある。 かう せねば 絡對 人格 を 見る ことが 屮1 來す、 事實の 儘に 書く に堪 へなかった 

と 云 ふ 事が、 セクス ピャ 時代の 藝術的 精神 を 表 はして 居る。 彼の 時代が 近代 生活と 遠った 點を 示して 居る ので ある。 若し 之 

が、 近代 文藝の 行き方な らば、 へダガ ブラ ー の 様に 描かれなくて はならぬ。 さう した 方が 絕對 人格が よりょく 顯 はれて 面白い 

ので ある。 人間の 最後の ほ 的 は絕對 人格で ある。 故に 事情が 許せば、 誰でも IS 對 人格に なりたい ので ある。 只 仕方なし に相對 

生活に 陷 つて 居る ので ある。 そこで 藝術家 はせ めて 其 作品の 上に なりと 絕. 對 人格 を 描かう と 努力す るので ある。 けれども、 セ 

タス ビヤ 時代に 於て は、 まだ 藝術的 精神が 發 達して 居ない 爲に、 描かれた る絕對 人格が、 大 に相對 生活の 爲に 制限 せられて 居 

るので ある。 今日に 於て は大に 時代が 進歩して 居る から、 思 ひ 切って ク レオ パト ラ の 性格 を冇り の 儘に 描き出して 完全に 絕封 

人格 を顯 はす 事が 出來 るの である。 かう 云 ふ 趣旨で、 今度 は 又 セクス ビヤの に 大變改 を 加 へ た ので ある o( 大正 111 年 十月 談話 筆 S> 
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ャの クレオ パ トラと は、 餘 程遠って 居る _> クレオ バ トラと 云 ふ 入物に 就ても， 種.々 異 つた 傳說が あるが、 セクス ビヤ は 其.！. 

の I つ を 採 5^ して それ を 脚色した ものに 相違ない。 何れにしても 世間 一般に 正確な ものと せられて 居る クレオ パ トラの 傳說 

と セクス ピャの それと は、 大分 逮 つて 居る。 歷 史上の クレオ パト ラは、 ト レミ I 王朝の 後、 羅 馬の シ ー ザ ー の 力に よりて、 ァ 

レキ サンド リアに 於て 埃 及の 王位に 就いた。 次に は ボンべ ー により、 最後に はァ ント 一一 ー の 力に よりて 埃 及の 繁榮を 計らう 

としたが、 終に 後の シ ー ザ ー と 不和 を 生じ、 戰爭に 敗け て アン ト-, 'と 二人で 自殺して 茶て たので ある。 此歷 史上の クレオ 

バ トラ は、 何處 まで も 所謂 ジブ シ ー ガ ー ル である。 ジブ シ，" と 云 ふの は、 純 感情的であって、 冷酷と 熱情との 外 何もの もな 

いとい ふ 性^で ある。 サ ロメな ども、 ジブ シ ー、 タイプの 人で ある。 I 般に 女性の 缺點 とせられて 居る 嫉妬 愛情 等の 塊り で 

ある。 さう して 此の クレオ パト ラは、 ジブ シ ー な 婦人のう ちの 最も 犬なる もので あつたの である。 此點に 於て 彼女 は、 桌操 

もなければ、 道 もない、 仕方の無い 女と して、 I 般に 非難 せられて 居る が、 就中 彼女の 殘 忍な 性格 は、 非難の 中心に なつ 

て 居る。 セクス ビヤ は、 文藝 として 之 を 描く に、 つ 此琪？ ^其 儘に 表現，： > 得なかった 0 時代が それ を 許さなかった ので ある。 

然 らば 彼 は それ を どう 作り か へたので あらう か。 

歷 史上で は、 クレオ バ トラ は 最後に シ ー ザ ー に 攻められた 時、 例の 手管に よりて、 又 彼 を 迷 はせ ょラ とした。 さう して 其 

爲にァ ント -1 1 を佯 はりて 自殺せ しめたが、 終に シ ー ザ， を擒 にす る 事が 出來 なかった ので、 絡 對結命 自分 も 自殺せ ざる を 

得ない 事と なった と 云 ふ 風に 書いて ある。 然るに セクス ビヤ は 之 を 作り 更 へて 彼女 は 最後まで アン トー 一 ー を 愛して 居た。 さ 

ラ して アン トー 一 ー が 如何程まで 自分 を 愛して 居る か を 知りたい 爲に、 俘り て 自分の 自殺 を 彼に 報ぜし めた。 然るに ァ ント -ー 

1 は それ を 信じて 直に 自殺した ので、 彼女 も 安心して 其 後 を 追うて 本 當に自 したと 云 ふ 風に したので ある。 


相對 人格と 絕對 人格 

—— 『ク レオ パト ラ』 に 就て 一 ■ 

セクス ビヤの 諸 作の 中で も、 最も 色彩が 絢熥 で、 現代 昧の附 け 易い もの は 『アン ト -1 と クレオ パ トラ』 であるから、 それ 

を躉 本に して 今度の 脚本 を 作った ので ある。 けれども 原本 は、 芝居と して 多くの 缺^ を 持って 居る し、 第 I 年代が 三百 年 も 

異 つて 居る ので あるから、 どう 云 ふ 方式で 演 する にしても、 其 儘に 現代劇と して 用 ふる 事 は出來 ない。 丁度 近 松 ものと 年代 

が 前後して 居て、 種々 の點に 於て、 彼此 相似て 居る、 事件の 取扱 ひ 方が 輕 くて、 多 辯で、 殊更な 技巧の 多い 所な ど、 どうし 

て も 相以. た 程度の ものである。 只 『クレオ パ トラ』 は、 近 松 ものと は 違って、 自然 題目が 雄大で あり、 舞 裏が 廣濶 である。 そ 

れが爲 に 稍々 もす ると 時間 や 場所の 一 致 を 破り 過ぎて、 見せ もの 式、 又は 活動 寫眞 式に なって 居る 點が 多い、 あまり 變 化が 

多すぎ， て內 部の 聯 終が 取れ かねる、 第 I もっと 組み立てが 緊縮し なければ とても 今の 芝居に 演 する ことが 出來 ない。 それで 

今度 演 るの は、 殆んど 全部 作り かへ た、 さう して 場所 も羅 馬の 方は隱 して、 ァレキ サンド リアの 一 面 だけ を 出して 置いた。 

名前 も 『アン トラ ー、 クレオ パ トラ』 とい ふの を 略して、 只 『クレオ パ トラ』 とする ことにした。 尤も、 歷 史上の 人物と セ クスビ 
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かち 生す る舞臺 方面の 波動 線の 高低が まだ 充分で ない • もっと 笑つ てよ ぃ虚 も、 充分の 笑 ひ を 呼び 起す に 至らない 點がぁ 

る。 けれども 大體に 於て、 あれ だけの 動的 舞 墓 面 をつ くるに は必 すし も 吾々 が無考 へで やって ゐ るので はなかった。 (大正 三 

年 九 H0 


HK オタ ネスの 誘惑』 は實際 そんな 芝居で あるから、 下手 をす ると、 た もう 男と 女が、 つ X 立った ま > "で 行儀 正しく 臺辟 

を 交換して ゐ ると いふ ゃラな 芝居に なり、 可笑しく もなければ 悲し くもなく、 不思議な ところが 味 ひだと でも 云って 了 はな 

くて はなら なくなる。 始めに まづ、 俳優に 脚本 を 讀んだ だけの 範 園で 動作 をつ けさして 見る と、 さすがに 棒立ちに ばかりな 

つて ゐな いが、 坐れば 唯 坐った なりに、 一 一入き ちんと 舞 蠆の tt: 中に 並んで 長い間 同じ やうな 臺詞を 取り 交して ゐる とい ふこ 

とに なった。 それ を 段々 監督者の 方で 解釋を 深めて 行って、 その 平板な、 きちんとした 線 を 動かして 舞臺の 上に 思 切り 恣な 

輪廓の 大きい 線 を 描かせる やうな 動作に し、 靜 的から 動的に 調子 を發展 させて ゆく。 一 變 その 端緒が 開ける と、 手腕の ある 

俳優 は それ を すん くと 前に 押し ひろげて ゆく。 例へば 希躐 神話の 男女の 神 や 人が， 草の 中、 林の 間、 原の 邊 りに、 寢轉ん 

だり， 踊ったり して 放逸な、 もしくは 自然の 生活と いふ もの を 林 や 島 やの 自然と 合併せ しめて、 そこに 現して 來 やうと いふ 

や 5 な 心持ちが あの 富 劇の 此 度の 演出の 基調の 一つに なって ゐる。 

た 前に 云った 如く 眞 面目な 一 面 を どの 邊 から、 如何にして 着色して ゆく かとい ふこと が 困難であって、 あの 中に イノが 

後 向に なって、 合圔 をして、 暫く 默 つて ゐ ると いふと ころが あるが、 あの 沈默の 透から 變り目 をつ け やう かとい ふの が 始め 

俳優 側の 解釋 であった が、 それ を 中 sl^ 更 して 「好な 人ね え」 とい ふ 臺^ の ある 邊 りから 代へ やう かとい ふ 解釋で やって ：n5- 

たり、 又 「種が 畑に 落ちる 様に 雷 紫が 胸に 落ちた」 とい ふ臺 辭の邊 りから 廻轉 させて 見やう かとい ふ 解釋で やったり、 又最 

後の^、 た乂 どこともなく 僞 らうと 思って は眞 面目に ならう とする だけで、 最後の 大廻轉 まで 引 張って 行って 見やう かとい 

ふやうな 解 釋をゃ つ て 見た？ 4fe 。今では 大體 の-^ M ろノ  z^. の. 最後の 解釋を 基と してや. せて ゐる 。それ か.^ 男女 俳優の 呼. 

吸の、 まだぴったり合はなぃでゐるた：^.に前にll^っぉ^ま，-^な自.^な動的なIIS表情が廿v.喰ひ合はなぃで.、 從っ て そこ 

HIS  ，作のお fr チォゲ ネスの 膀«」  £1 
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ある 弊と 同じで ある。 

この 兩端を 避けて そこに 新しい 生命 活動の 表白 を 動作の 上に 求める ことが 舞臺縣 術の 最も 重大なる 一 點 である • 酉洋 人と 

日本人との 演技 を 比べて 見る と、 大體に 於て 03 本人 は 分景： 的に 生命 活動の 範圍が 狭べ、 .殆 んど大 なる 表情の 必耍 を自覺 》:! て 

ゐ ない。 いかなる 程度に 於て か、 この 無表情の 淛限を 切り破る こと は 第一の 必耍 である。 勿論 細かい. 部分々々 について 云へ 

ば、 人 の 表情 動作 は、 凡そ 法 1^ の 定まった ものであるから * さう 新しい. もの- -出來 る. わけはない けれども、 それ を 組み合 

せて 成り立つ 連績的 表情の 上に 新生 命が 築かれなくて 过 ならない.。 そして それが 舞 豪の 上で は 極めて 鮮 かな 輪廓 を 以て 現 は 

れ なくて はならない。 その 輪廓の 鮮 かな 點に 於て、 古典的 It 術と 似た 味 ひ、 たと へば 强ぃ 意味での 型と いふ 如き ものが 現 は 

れても 差 支ない。 又 その 制限 を 破った 新しい、 自由な、 恣ま 情が 出て 來ろ ところに 露の 意味での 自然 派藝 術の 生命が 

おて 來 なくて はならない。 

自分 は 舞臺の 上の 動作 を 研究す る 上に 於て いつも ごの 標準. で 行きたい と 思って ゐる。 たと へば 今度 歌舞伎 座で 出した 醣外 

氏譯 『ヂ ォゲ ネスの 誘惑』 の 如き も、 脚本 を 素で 請む と、 輕ぃ 芝居！ s^、 重い 芝居 だか、 可笑しい 芝居 だか、 可笑しくない 

芝居 だか I 寸1^斷がっか^«ぃ0、そ、£は自ら俳優なゃ監&:！ の解釋_の餘难が存するのでぁるが、 吾々 はや はりこれ を輕 

い 可笑しい 味の 勝った ものと して 取扱った。 又 其舞臺 動作の 如き も 極めて 簡 軍な ステ ー ジ、 ヂレ クシ ヨンし かか、 げ てない。 

例へば 女 主人公： J ノが 結局 ヂォゲ えスに 引きつ けられて 了 ふその 心理的 廻轉 とか 叉 は 中の 臺辭 にある 如く、 欺 さう くと 思 

つて ゐ ながら 言 紫が 口から 出る ともう すぐ になって 了 ふとい ふやうな 異 面目な 方面の 味 ひ を、 どの に、 いかに 出して 

よい かとい ふ點は 一 に 監督者 及び 俳 侵の 解釋に 待つ 外 はない。  * 


舞臺 動作の 監督と 「ヂ ォゲ、 スの 誘惑」 

舞臺の 上の 演技 は 紙の 上の 文章と 少しも 遠った ところがない。 大體の 感じに 於て 文韋の 上に 吾々 が經驗 して 來た 經路 が、 

舞臺藝 術の 上に も その ま、 現 はれて 來る。 たと へば 自然 派 的 傾向 を帶 びた もの、 もしくは 古典的 傾向 を帶 びた もの は、 その 

や、 ももれば 平坦に 過ぎ 單 調に 過ぎ、 もしくは 餘 りに 整然としたり、 餘 りに 冷 明であった りする のと 同じ ことが M 殊に 新 

劇の 舞 臺に運 見られる。 或る もの は 脚本 を 請んで それに 特別な ステ ー ジ、 ，チレク ショ ンが 書いて ない と、 すぐ それ を 無造作 

に その ま-受け入れて、 極めて 動作の 少ない 立ち話し、 もしくは 坐り 話しが § の 本意で あるかの やうに 解釋 する。 その 結 

^は 舞臺の 上に 現 はれて、 いかに その 臺辭が 流暢で あらう とも、 要するに 單 調な、 平板な、 いぢけ た 芝居に なって 了 ふ。 極 

めて 巾の 狹ぃ 活氣 のない、 眠くなる やうな ものに なって 了 ふ。 自然 派 的 傾向 を帶 びた 文章で、 極端な 弊に 陷っ たものに も か 

i る ものが 屡々 ある。 それと 共に 又 或る 程度までの コ ン ベン シ 3 ンを覺 えて、 それ をた 定り 切った 形ち に當て 嵌めた 動作 

をす る 芝居 は、 單 なる 臺詞の 讀み合 はせ 以外に I 通リの 動作 を 伴 ふけれ ども、 それ はた きちんとして 滑つ こい ものである 

とい ふに 止って、 生命の 活動と 相 靴り 合 ふ 程な ものに はならない。 雜作 なく かたづいて 了 ふ。 古典的 傾向 を帶 びた 或る 文章に 


の を 清す る機會 が、 I の 中から 生じて 來 るからで ある。 負戰 でな いまでも、 攀を遣 るなら 其の 攀は 凝も蠢 な、 死 

ぬか 生きる かの ものでなくて はならない。 (大 fisl 年 九.. i  -  > 


0 であら ラ， 

それ 等の 意味から 云って 戰爭 i ハの物 を、 自分 自ら 遣る 遣らない と 1K ふこと は 離れて、 現代に 取って 必す しも 忌む 可き もの 

と は 思 はない。 何う せ 人生 は 十 中の 九分九厘まで は戰 ひで あると 思 ふ。 只、 其の 戰 ひの 形式が 精神的 方面に 傾く ものと、 物 

質的 方面に 傾く ものとの 別で ある。 

共 所で 今度の 歐 洲戰爭 など は、 日本が 縦し 其の 波澗の 中に 引 入れられる としても、 何となく 他人 事の やうな 感じが して、 

燥いで、 安、 レ して、 請負 戰爭 でもす る やうな 氣 持で 居る 者が 多い。 斯う 云 ふ 戰爭が 日本 國民 自らの 上に どれ 程 深刻な 結果 を 

持來 すか は 疑 はしい。 或 ひ は國の 利盆繁 榮の爲 めに は 今度の こんな 戰爭が 最も 適當な もの かも 知れない。 けれども、 それと 

共に 國內の 奮い 階級 や、 舊ぃ冈 習が 却って 我 は 顔に 勝 誇った 勢力 を 振って 來る やうに なると、 藝術 などに 取って は 却って 惡 

い 結 某 を 生やる やうな ， J とになる。 

次ぎに 外國 からの 影響 を考 へて 見る と、 之れ は歐 I 巴戰爭 如何に 依る ことで あるが、 歐羅巴 自身に 取って は、 何れの 國か 

に 國內的 革命 も 此の 戰爭の 結 某と して 起る であらう から、 其 所に 更に 新しい 文明が 醱酵 して 來る かも 知れない。 さう すれば 

其の 結 栗 は 日本に 取って は 無論 惡 からう 普 はない。 巧く 行ったら 歐 洲全體 に、 形 こそ 違へ、 十九 世紀 初めと 同じ やうな 新 文 

明が 開展 して 來 ない とも K ら ない。 さう すれば 日本が それから 受ける 利益 は 犬なる ものになる。 何れにしても 此の 戰爭 が歐 

羅 巴人に は必す 何等かの 新しい もの を與 へる に 違 ひない から、 一時 交通の 杜絕 する ぐら ゐは 我慢して、 其の 新 産物 を迎 へる 

覺 悟が 必要で ある。 勿論、. 國 として 望ま： P いでと ではない が、 能く 云 ふ 如く、 戰爭は t+ つ 負けた 方が 最も 痛切に、 深刻に 新 

しハ 生活 を. 作り出して 來 ると 言 はれて 居ろ。. これ は充. ^、- 最龛 深刻に、. 最も 眞面 ほに なって 來る と共に、 最も 大きな 舊き >^ 

扇攀と 思 ii  -w-flli 
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る 者で， ぁゐ c 私、！ 個と して 自ら 出る こと を 好む かと 言 はれ. * ば... でれ は 好ましくな. い。 他人に しても 無闇に 本人の 意志に 反 

い. て。：^ ろ-, \ な 名目の 下に 犠牲 を强 ひる やうな 遣 口 は 正義で ない と 信す る。 けれども 戰举 此ハの 物が 我々 に與 へる 剌紫 は、 

.< ^に 於て 最も 眞資 な、 最 1，， な ものである。. 之れ は充 り、 我.々 の 生活が 生きる か 死ぬ るか，； J 云 ふ 最後まで、 精神 方面 か 

ら 物質 方面へ 突拔 けて 行べ からで ある。. 我々 の 生, が 精神 方面.^ ら物 §3； 方面に 突拔 け^ 辟が、 ^やの 屠 後の 最眞劍 な 瞬間お 

ある こと は 云 ふ 迄 もない。 であるから 戰爭の 前に は 何人も 眞 面目に なって、 與裔せざる^^;-籍なぃ。，之れが戰！^の|^^す利益 

の 一 つで ある。 歐羅 巴の 十九 紀の 文明が、. 革命 時代の 後に 起った 最大 刺 雞カは 之れ であった。 日本で も 最近 日露 嶺爭 が、 

其の後の 新文藝 動に 剌雜 カを與 ベた こと は爭 はれない と 思 ふ。 接で なくと も 間接に 人 問の 精神 を 根本から 沸騰せ しめる 

力の ある もの は戰爭 である。 此の 精神 沸騰が 必す 何等かの 新 0- 物 を 後に 殘 して 行く。 其 所に 新 文藝の 生じ 得る ブ B バビ リチ 

1 が あるので ある。 

それと 今 一 つ、 戰举は 一方から 言へば 人間 を 物質. 的に したり、 武斷 的に したりす ると 云 ふけれ ども、 又 一方 か.. 言へば そ 

れが 却って 舊ぃ 階級 や、 古い R 習 を 打破す る 一 つの 破壞 力になる ので ある。 現代の 如く 精神 方面の 人々、 殊に 文 藝に携 はる 

者の 心 持が、 文 藝 其の物 ゃ賓 行せ.^,^ して、 # 所に 現 # 生活との 衝突 を經驗 し、 文藝を 擧げて 破壊力の 權 化の やうな ものに 

しょうと する 傾向の ある 時代に 於て は、 文藝 其の物が だんぐ まだ るつこく なって、 途 ひに 自 から 血 を 見たり、 劎统の 昔の 

驟 がしい 中に 強い 刺激の 滿 足を覺 えたり したく なること も あり 得る。 露 西 亞の靑 年 なぞの 間に は、 恐らく さう 云ふ氣 分が 多 

く ある だら うと 察せら るる。 さう s ふ 者に 取っても、 戰爭は 今日に 在って 歡迎 される もの i 1 つか も 知れない。 唯、 前に 云 

つた §<、 共の 戰爭が 軍なる 阈と國 との 利害 戰 たる 程度に 止まらす、 それ以上の もので あれば、 れ 等の 傾向に 合する 


歐羅 巴の 歷史の 上で、 眞に 歐洲 全體の 動搖と 認められた 戰爭 は、 矢張り 十九 世紀 初めの 歐洲 革命 時代の 戰爭 であって、 其 

の 以後の 戰爭は 概して 一部 の ものであった やうで ある。 從 つて 今度の 戰爭 が歐洲 全體の 革命 戰爭 であると すれば、 例 を 十 

九 世紀 初めの 戰爭に 求める のが 至當 である。 けれども 今度の 戳爭は 果して 十九 世紀 初めの 戰爭の 如く、 深刻な ものになる か 

何う か は、 我々 には豫 想が つかない。 

I 體 今日の 國際戰 爭と云 ふ もの は、 何と 云っても 野蠻 時代の 個人と 個人との 喧嘩の 發 達した ものに 過ぎない。 だから 此の 

戰爭が 多少で もさう 云 ふ 意味から 離れて、 或 ひ は 種族 戰 であると か、 或 ひ は 階級 戰 であると か 云 ふ ものに なれば、 其 所に 我 

, 々の 近代 生 治と I&? 密接な 意味が 生じて 來る。 けれども 唯、 阈と國 との 利害の 戰爭 であると 云 ふだけ では、 戰爭 其の物に は 

大した 深い 意味 はない。 いろく 理窟 をつ けて 飾って は 居る けれども、 要するに 熊 公 八 公の 毆り合 ひの 大規模な ものた るに 

過ぎない。 

けれども、 戰爭 其の物の 意義よりも、 其の 戰爭が 窗らす 結 菜から 見れば、 我々 は 寧ろ 戰爭を 重大な 一 つの 人生 現象と 認め 

噴警. 《  It 鱅  i 
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消極的 平和になる。 マ グダ 中の 牧師が 自分の 今迄の 生活 を 顧みて 「自分 は 自分の 錢魂を 殺して ゐた、 死の 平和に 安んじて ゐ 

-た」 とい ふ 痛切な 吿. a をした の は卽ち この 意味であります。 私共 は 若し のぞみ 得るならば 成るべく 完全な 平和が 求めたい、 

けれども それが 得られぬ 時 は その 反對の 生活で ある 處の 戰爭に 入る。 この 世の中で 平和と 呼び 得る もの は少 くも 三 通り あり 

ます、 その ^一は 前に 述べた 圓滿な 神の 平和、 第二に は宗 敎道德 等が もって 與 へる 廣ぃ 意味での 妥協 生活 消極 生活の 平和で 

あろ。 この 他に いま 一 つ 一 般に 平和と 呼んで ゐろ もの は肉體 上の 爭ひ を棄て \ 精神 上の 爭に 入った 狀態 なのです。 卽ち 普通 

にい ふ 平和 は 武器 をと つて 人と 人と が戰ふ 事の 無くなった 狀態 をい ふので あります、 然し その 場合 武器の ひはなくなる が 

精神 上に は 依然として 戰" 印が 精き ます。. 却って f 歷 はげしい 戰が 始まる。 つまり 物質 方面から 精神 方面に 戰， が 移る のです 

それ を 一般に 平和と いって ゐ るので す。 トルストイが 小 戰爭と 平和」 の 中に 描いた 平和 は 要するに 戰場を 離れて 田園 生活 

なり 家庭生活 なりに 入った 方面 を 描いた ものです、 そして その 田園 生活な り 家庭生活 なりの 中には 精祌 上の 種々 の 戰爭が 行 

はれて 居る。 斯様な 意 映で 私共の 現 生活の 中に S: の； 牛 和 は 到底 容易に 求められぬ とすれば 人間 はどうして 生きて 行く か、 永久 

の戰 ひの 時に Ifis 人の 生活 は 無い か、 この 世の 一 面 はたし かに 斯様な 倾 きを 示して ゐる。 それと 同時に 永久の 戰 ひの 間 を 縫って 

斷片的 瞬間 的に 人 問が 得て ゐる a; の 平和 は廣ぃ 意味での 愛の 生活です、 純白な K の 愛の ひらめく 時に 於ての み 僅かに 虞の 平 

和の 生活 を 味 ひ 得られる。 この 意味に 於て 古来の 宗敎 家が 愛 を 神の シ ン ボルと 見た 所以で あるので す。 (大正！ 一 一 年 八月 放 話 筆 S) 


佛繭西 巴 里に ある ナボレ オン の 寺の 堂の 中に 入る と 3 典 中邊に 於て 床より 深く 掘り 込んだ 處に柩 が 安置され て ある • 此 所の 

恣には 簿靑の ガラスが はめて あって 靑ぃ 光が 靜 かに 漂って ゐる。 その 隣の 奥の 堂に は眞 中に キリスト を 祭り、 窓に は授 色の 

ガラスが はめて ある。 之れ が 自ら 二様の 平和の 意味 を 表 はして ゐ るので す、 卽ち 前の は 死の 平和、 冷酷な { や 一虚な 平和 を 表し 

後^!<?は神の世界の平和、 ぁた\かぃ生きた圓滿な平和でぁる。 一 方 は 消極、 I 方 は 積極の 平和であります 。私共の. ij^ 活に於 

て も 平和 は 此の 二通りの 極端 を あら はして ゐ ます。 マ グダの 中で 牧師が いふ 科白の I 節に 「自分の 今迄の 平和 は 死の 平和で 

あった」 とい ふの があります。 私共が 此 世で 现想を 望み 又 想像す る眞の 平和 ひ 姿 はすべ てのものが 完全 圓滿に 統一 した 神の 

世界と いった やうな ものであって、 左様な 平和の 中にはす ベての ものが 生きて ゐて、 然も 永久に 統一 せられて ゐ るので す， 

然し私共の？|1際の生活では斯様なゃ和は仲々得られぬ0  "必中！^完全でぁる。 不調で ある。 矛质 である。 それ を 無理に 調和 さ 

せ 銃 一 させ やうと する ので、 I つ， てす ベての ものが 消極的に 傾いて 活勖 生命の 反對に 近い 狀態 とねる。 死に 近づく ので ある * 

冷 かな 平和、 若く は 生溫ぃ 平和になる のであります。 普通 道德 乃至 普通の 敎 などが 持ち出す 多くの 平和 はや、 も すれば 此 

文 SS! と 平和  五六 セ 
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として 價高 きものと した。 I 般 公衆の 眼に 觸れ しめぬ の は 惜し， いけれ ども、 6究舰として^1場の曉は、 かな^ 面白い 眛と意 

眛 とが 出せる と 信す る。 (大正 三年 七月) 


新 問題劇の 意義 

ゥエデ キントの 「死人の 踊」 に 就て は 議論の ない 譯 ではない。 之 は 作者が 最も 卑近に して 露骨な 性 愁哲舉 を 深刻に 面白く 

描寫 した もので 筋 は、 pr*;; を 正しい ものと 認めて 居る I 公爵が ある 處で 淫賣屋 を 開業して 居る とそ こ へ廢娼 同志 會 員の 一 女 

畢生が 來て その 是非 を 議論す るが、 結局 公爵 は その 女舉 生に 淫賫婦 が 客 を 訛す 現場 を 示す と 云って ひき 退く、 すると そこ へ 

淫資婦 と 客と が 出る。 淫資婦 は 自分の 稼業に 滿足 S 來す して 客と 情死す ると 云って 出て 行く。 之 を！ 3^ た 女 畢生と 公爵と は自 

S の考の 矛盾 を 覺り女 藝生は 公爵 を 愛する や i.. になり、 公 持 は 其 又淫賫 宿が 厭に なり 遂に 自殺す ると 云 ふので ある。 題 村 そ 

の もの は； i めて 卑近な 資淫 とか 性愁 とかい ふ ものであるが、 含まれた 思想 は社會 問題と して 見た 戀愛、 娼婦の 心理、 性愁と 

肉體の 快樂、 道德 問題と で寶淫 制度と 云 ふやうな もので 結局 は 一 種の 道 德觀に 落ちて 居る。 淫寶屋 の 主人た る 公爵が 自殺し 

て 死ぬ 時に 娼^ 速に 向って 「あたし はお 前 達に 鱸 を 吐いて ゐた。 肉體の 快樂は 人間の 屠殺 だ、 人 問の 苛責 だ、 立って 神 さま 

* ぉ迎 しなければ ならぬ」 と 云って 居る の も、 さう した 生活に 己れ を あきたら ャ 1 種の 信念の 破 壌を覺 り、 安らかな 夭 國に 

行きたい と 云 ふ 心持ちが 出て 居る。 とにかく 性 愁に對 する 人間の 爲、 赤裸 * の 生活と、 作者の 藝術的 態度と が この 作品 を藝術 

, 断 ££| の 意義  £六£ 


文お 1^  ii  xs 

の アウトラインの 中で、 定められた タイプ を 忘れて 演 する II まで 行く と 始めて 隙の ない 劇が S 來る。 

, それで あるから 何う しても 一種 ひ 型を與 へて、 その 中で 繰り上げて 行く 必要が あると 共に 全く 初から 之を與 へないで やつ 

て も、 駕に 練^ を 積んで 行けば 終に は それが 結晶して 始めて きっぱりした 藝 になる。 型と 云へば l^i 弊が あるが、 それが 爲め 

に 鮮明な 俵 式が 出來、 その タイプの 中から 生命が 出て 來る。 藝と云 ふ ものが 始めて 舞臺の 上に 結晶して 來 るので ある。 

若し 投^が 此の 約束に 依らす に 自分勝手に 演 する 時には 舞臺に 齟齬が 生じて 穴が あき 神經 衰弱の 芝居 を兒 てるる やうな 氣 

持になる。 それで、 此の 缺點を 補って 舞臺を 緊張せ しめる もの は タイプの 力で 有って、 それに 依って 藝を鮮 かにす る。 さう 

云 ふ タイプなら 私 は 無くて ならない もの だと 思 ふ。 同じ タイプで も、 いや 誰の タイプ だと 云 ふ 歌舞伎に 見る 様な 型 は、 無意 

味で あるが、 日本へ 來て 始めて 歌舞伎 を兒 ると 善惡の けじめな く 非常に その 型 を 讃す るが 度 m なれば 矢張り 不快な 感じ を 

呼 起す に 遠 ひない。 歌舞伎の 持って ゐる やうな 型の 多く は 生命が 無く、 價 は骨冀 品の 價値 に似て ゐる。 之れ は 先年 來たィ 

ギリスの ァ 1 チヤ ー 氏 も 頻りに 云って 居た 事で あるが、 鬼 新ら しい 劇の 演出に 1K ふ タイプと 歌舞伎の 型と は 決し， て 同じ も 

ので はない。 歌舞伎 や 能 や 舞踊に も 所謂 ボス チ ユアの 妙 は あるが、 そうでない 弊害の 型 も ある。 こ、 で スタイル を 型と 解し 

たの は、 此の ボス チ ユアな どに も 通す るからで ある。 初から 與へ ると、 後から 出て 來 ると に拘ら す、 鬼に 角舞臺 上の 藝 術に 

は 極まる 所で 極まらなくて はならない 【種の 型が 必要で ある。 私 は 之 をい ふので ある。 そして 之れ を 極端に 破逮 して 見る の 

も 一 つの 試みで は あるが、 極小さい 舞蠆 でもなくて は それ は 殆ど 無効の やうで ある。 大舞臺 になれば なるほど、 劇と いふ 一 

種 特別の 誇張 藝 術に は 型 もしくは 様式が 必要で ある。 『復活』 にも 此の 注意 はして ゐた つもりで ある。 他の 新劇の 或る ものと 

比べて 藝術 座の 劇が 善惡 何れにせよ 批評 を 受けたい I 點は 之であった ので ある。 (大 51 年 五月 講演 鎵 S) 


何回も SI じ 事 を 素で 繰 返す とい ふ藝 術で あるから， 非常に 困難に なって 来らので あ 元 * 人生の 事に は 一 ッ として 緣 返す 

と 云 ふ 事 はなく、 瞬 Si 々々に 異なる 事件が 現 はれて、 その 爲 めに 新しい 生活が ひらける ので あるが， 役者 は その 同 一 の 生活 

を毎晚 繰り返さなければ ならない ので あるから、 隨 つて それが 役者 自身に とっても 苦痛で あり、 舞臺 上に その 困難な 氣分を 

變化 なく 何回も 緩け なければ ならぬ と 云 ふ 事 そのこと に、 劇と しての 困難 も 有る ので ある。 そして 此の 氣分 を持檳 させる た 

めに は、 タイプと いふ ものが どうしてもなければ ならぬ 事になる ので ある。 此の 場合の タイプ はつ まり 結晶 形と いふ 程の 意 

味になる。 例へば 査 にしても、 役者が 只 臺詞の § だけ を 覺 えて ゐて、 その 瞬間々々 の氣 分で 演 する 時には • 演 する 度に 

その 氣 分が 遠って 來る。 『私 は』 とい ふ處を 『私が』 とい ふ 様な 些細な てにをはの 逮ひ でも、 はと 言った 時の 氣分 とがと 言つ 

た 時の 氣 分と 言 ふ もの は 非常な 違 ひ を 持って 來て、 さあ その後 は その 違った 氣 分で やって 行く から 終 ひに は 何う する 事 も 5： 

來 なくなって 了 ふ。 で、 役者の 第 一 の 勤めと 云 ふ もの は與 へられた 臺詞の 暗誦と いふ 事で ある、 作者が 與へ たもの を やる の 

でなければ 舞臺に 穴が 開く し、 査詞の 意味 だけ 取って 自分の 氣 分に 任 かせて やって ゐ ると 3^ が 割れる。 で 臺詞を ちゃんと « 

えて 了った 後 次第に 作者の 氣 分が 役者の 心に 入って、 作者と 役者と 初めて 一 致して 來る。 それ も 永い 時間で あれば 何- L て 

も 熱が 冷めて 來 るから、 或 瞬間 はた 妥協 的氣 分で 機械的に 暗誦に 臺詞を 言 ふの みとなら ざる を 得ない。 之 を 成るべく だら 

けた ものにしない 爲 にも 型が いる。 叉 タイプ は 更に 動き 方の 上に もい る。 三 足な り 四 足な りで、 丁度 舞臺の M 中で 會ふ 様な 

場合に 若し 片々 の 役者が タイプ を 忘れて、 勝手に 五 歩 も 六 歩 も 出て 來 ると 他の 役者 は與 へられて ゐる だけの 歩數を 踏まぬ 中 

に 先方が 自分の 前へ 立って 了って ゐ るので どぎ まぎして 了 ふ。 

斯 5 云 ふ 具合に 舞臺 上の 事 は 凡ての 約束で 或る タイプ を 決めて 置かなければ ならない 事で、 役者が 初め 與 へられて ゐたそ 

K 劇の 》1  五 さ =1 
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演劇の 型 

過般 帝 M 剌 場で 藝術 座が 『復活』 を 上演して 居た 折、 ちゃ- フど共 顷 東京へ 来遊し， r イツの ハ ー ゲ マン 氏が 觀剡 に^て • 

木 下 杏太郎 氏と 一 緒で 私と 十四 五分ば かり 會 見した。 共 折 ハ ー ゲ マ ン氏は 日本の 舞臺の 出入口から M えろ 道具 奥の 無意^ 不 

用意で ある こと を 注意して るた。 其 後 私. は 旅行に 出て. 旅先で I を 見る と、 ハ —ゲ マン 氏が 歌舞伎 劇と 『複ぉ J と を 較べ 

て 1 方 は スタイルが ぁリ、 一方 は スタイルがない とい ふ 批評 をした とい ふ 記 Jes. があった。 で 私 は スタイルと 云 ふの は 何う い 

ふ fi して f のかと いふ こと 寒へ て 見た が、 是れは 別 の矗 で 首へ ば善 い 意味の 『タイプ & 3J とい ふ蓦 であら 

うと 思った。 様式と 型と は 或點 に 於て 一 致す るからで ある。 そして それならば 『復活. a にも I その タイ ブは 有った。 また 

有らし めなければ ならない わけ だと 思った ので ある。 極端な 自然主義から 云へば 或る 型を與 へる とい ふこと は 非難す 可き こ 

とで あるが、 劇の 約束と 云 ふ ものが あるから、 全然 タイプ を 取 除く と 云 ふ 事 は出來 ない。 小說 とか 詩と かいふ 方面 だと • 作 

者が 描出す るまで は；^ の タイプ も 未だ 與 へられないで、 それが 紙の 上へ 描き出されて 終結され た 時には、 もう 結晶され たと 

いふ もので、 完成して 動かない ものになる。 それ を 印刷に 附 せば 同 I の 物が 幾 冊で も出來 るが、 刺になる と、 さう 行かな^ 


中に， S3 て來 るのと 同じ やうな 味で ある。 I 種の 人情劇と 言って 可い 0. そして ユリ イダが 海の 夫人と して 海 を 忘れ 得 ザ 其 海 0 

代表者た る 不思議な の 物凄 さに 囚 へられて しま ふ關 係と、 其の 爲に 夫に 對 する. 自分の 結婚が 本當 の自覺 ある 結婚で なかつ， 

たとい ふ if が氣 がっく 順序と は、 言 ふまで も 無く 「人形の 家」 の 精き として、 イブセン 得意の 婦人問題に 觸れ たもので ある。 

こ i では イブ セ ンは自 .a 意志と いふ jsif を题 目に して、 自由意志で 結婚し なかった 女の 末路 及 ひ 一 度自覺 し. て 自由意志に 這 入.. 

つた 時の 結婚 狀 態の 變化を 誓いた のであって、 言 は 「人形の 家」 の 後日 譚と兑 て も：^ い 。例の 通り この間に 眞の 結婚で あ 

るか 無い， かとい ふ 議論 かあつて、 結局 夫が H リイ ダを 解放し 自. H を與 へ る。 自由 を與 へ られた 瞬間に 其自. S 意志で 前後 を 見 

廻して 始めて 今まで 囚 へられて ゐた 不思議な 海の 人から 脫し、 もとの 溫 かな 夫 關 係に 戾クて 来る。 糰 娘との 面倒の 中 も 共 

瞬間に 融和して 芝居 は 目出度 終る ので ある。  , 

女 主人公 エリ イダの 海の やうに 變 化する ヒス テリ カルな 氣 分が 此の 芝居の 中心になる の は 曾 ふまで も 無い ことで あるが、 

二人の 娘が それ-?. 特色 を 待って、 姉が 常に 世 問 的 知識 を 慕 ふ赏際 的な 女で あり、 妹 は 01 マンス を io^ ふ 突飛な 女であって 

後の 「建築 師」 の 中の 女 主人公になる 女で ある。 それに 常識の 塊と いふべき 冢庭 敎師を 配合し * 又 若い 彫刻家に 近代的 靑 年の 

一種の エゴイズム を寓し なぞして、 全篇 を 極めて 老練に 經 めて ある。 イブセンが 六十 歳 頃の 作であって • 如何にも 世 問を廣 

く 見た 大きな； 傘で 而も 共の 中に 若い 神秘 や 夢 を 配色して 見やう とした 作で ある。 又諾 威の 夏の 自然の { 仝氣が 他と 遠って 此作 

に は 注入 せられて 居る。 

この 芝居で 極く おっとり した 人情味の 勝った 婦人問題 論の 芝居 を 3^ て、 チェ ホフの 「熊」 の賑 かな 芝居 を 見たい とい ふの が 

吾々 の 希望で ある。 (大正 111 年 I 月) 

纖《* 劇, 代  KU ハ I： 


、变霧 w 譲 

て 居る。 ~  . 

藝術座 なぞ も 此の 次の 上演に は少 くと も I つ は 日本 物 を やって 見やう と 思って、 私 自ら 「平清盛」 の 舊作を 改作して 「淸 盛と 

佛 御前」 とい ふ 新 史劇 I 幕 一 一場 を やって 見やう と 計 富 して 居る ので ある。 この 正月 興行 は イブセン の 「海の 夫人」 が 主で あ, 《 

が、 「モン ナ* ダン ナ」 と r サ a  メ」 と 1 1 つ の 史劇 を やった 後で 社 會剌に 戻って 見る と、 矢張り 社會 劇で は イブ セ ンは 大きい とい 

ふ 感じ を 禁じ 得ない。 他の 作家に も 鋭 さは あるが 小さい 感じが する。 「海の 夫人」 は イブセンの 神秘的 傾向 象徴的 傾向と いふ 

やうな 方面から は 大分 面倒に なって ゐ るが、 彼の 作 中で は 最も おっとり した 上品な 作で ある。 西洋で は イブセン 劇中で 一番 

人氣の あろと いふ 評で あるが、 一寸 小 說を讀 む やうな 感じの する もので 如何にも 落 付いて ゐる。 從っ てこの 芝居 は 下手に 演 

すろ と saK 調になる かも 知れない。 それ を舞臺 上に 波瀾 を 起させる 所に 舞臺 技巧が あると 思 ふ。 巧く 行けば イブセンの 他の 孰 

の 作に も 兑られ ない 落 付いた 味が 出て 來 る。 

首 ふまで も 無く イブセン の社會 劇中で は 唯 一 の 喜劇であって 舞 » 面が 非常に 明るい。 始めから 滑稽の 分子 も 相 應に這 入つ 

て來 る。 全體 イブセン を まるで 滑稽 味が 缺 けて 居る やうに 見る の は 間遠 ひであって、 「人形の 家」 にしろ 、「へ ッグ、 カブ ラァ」 

にしろ ちょいく と 滑稽 は 交ぜて ある or 海の 夫人」 では 其の 分子が すっと 多くな つて 來て I 體に賑 かにな つて ゐる。 例へば 

「幽 靈」 だの 「ロス メル 邸」 だのに 見える やうな 喑ぃ氣 分 は 唯 女 主人公 エリ イダが 海の 神秘 を 象徴して ゐる點 と、 共 相手た る 他 

國 人が 同じく 海の 物凄い 方面 を象徵 して ゐる だけで、 外に は 無い。 從 つて 此の 芝居 は、 觀た 後に 心の底に 胸の 痛む やうな 昧を 

接す 芝居と は 違って、 無論 內容は 遠 ふけれ ども ツル ゲ ー 不フ の小說 なぞ を 請む 後と 同じ やうな 味が 殘 る。 殊に エリ イダと い 

ふ 一 一 度 目の 妻 君と！ 一 人の 糙 娘との 間 及び これに 關聯 して 生やる 夫 ワン グルと エリ 4 ダ との 間 なぞ は、 日本 なぞの 人情 小說の 


飜譯劇 時代  ^ 

—『海 の 夫 人』 に 就 て 1  , 

今年の 新劇 國は 色々 の 意味で 變 化の 起る 時 だら う。 從 つて 期待の 與 味が だんく 鋭くな つて 來 ると 思 はれる。 一 面 俳優の 

技藝 とい ふ 方で 未だ 精練され なければ ならぬ 餘 地が 多い。 換言すれば 餘 りに 準備 無しに 舞臺へ 立つ 人が 多過ぎる やう だ。 そ 

れ とせ、 に 脚本 其 物 も 年年 來持 越しの 問題で ある 翻譯 劇と いふ ものが 如何なる も 見物で あるが、 併し 大體の 形勢に 於て 今日 覿 

譯劇 だけで 可い、 創作 劇 は 入らぬ とい ふ もの は 恐らく あるまい。 只 それ を 裏返して 創作 劇 だけ あれば 翻譯剌 は-嬰ら ぬと いふ 

もの も あるまい と 思 ふ。 少く とも 創作 劇の 出る まで は翻譯 劇の 時代たら ざる を 得ない。 そして其時代がまだ，.^綾くかも知 

れ ぬ。 これ を 小說に 見ても、 あれ だけ 創作が 盛んで あるに 拘ら す、 過去 一年に 於て 本當に 人心 を 動かした もの は 却て 翻譯の 

中に ある。 厘. < 言 ふ 如く、 飜譯と 創作との 異っ たもので あると いふ 理由が 單に 人情 風情と いふ やうな 淺 薄な 所に 置かれて は 

ならない。 人情 風情の 上で は、 今日の 文 藝界は 明白に 世界的で ある？ 外國の もの だからと言って それが 爲に與 味を惹 かない 

i い 由 は 無 い。 少く とも 稍々 髙ぃ 趣味 以上 の 人." -に對 して は 殊に さう である。 詰り 兩 方と も 存立 す る 餘地を 十分に 持 つ 


文薦 6  SI  五 五八 

では イプセンの 作 中で も 人氣の ある 芝居の I つと なって るる。 『海の 夫人』 の エリ ー ダが、 『人形の 家』 の ノラに 於け ると 同じく 

自分の 結婚の 無自覺 であった 事に 氣が ついて、 個人的 覺醒を 感じ、 解放 を 叫んで 来る。 それが ノラに 於て は 一 穩の 悲劇に 終 

る 所で 幕 を 切って あるが、 資は本 常に それが 悲劇と なる か、 それとも 目出度 喜劇に 終る やら 問題 は 未解決で ある。 それ を 『海 

の 夫人』 に 於て は I 歩 を 進め、 喜劇 的 結論に 終る 婦人 解放 を 描いた。 つまり H リ ー ダの 個人性が 解放され ると 共に H 出度い 

結 が 生じた ので ある。 それ もた しかに 人生の 一面の 見方に 相逮 ない。 かの 『ロス メ ルス ホルム』 と對 照して、 I 方 は 思 ひ 

切って 憂 SS な 芝居、 一方 は 極めて 鮮明な 色彩で 描いた 芝居、 と 云 ふ 事に なって 居る。 此の 意味から 我々 は 棟いて 『ロス メル 

ス ホルム』 を 舞臺に 上せて 見たい と考 へて 居る。 海の シム ボルと 云 ふ 事 もこの 芝居に 就て は 論じられて ゐ るが、 イブセンの 

シムボ リズム は 見やう によつ て は、 すっと 早くから ある。 『人形の 家』 の タラン テ ラ踊だ つ て あれ は 蜘姊の 煩悶の シ A ボルで 

あるから、 ー穩 の表徵 とも 見られない 事 はない 。『ロス メ ルス ホルム』 の 白い 馬 だって、 I 種の シム ボルで あるし * 『海の 夫人』 

の 異國人 も 一 種の シム ボルで ある。 が、 勿論 全體の 上に 1 種の 神秘的な 签氣 をう つす. 0, と W さう とした ものと して は、 この 

劇が 始めで あると 云っても 好い。 (大正 一 11 年 1 月 Kis) 


『海の 夫人』 に 就いて 

我々 も 今度 は 久し振りで イブセンに 戻って 見ようと 思 ふ。 ー體に 於て やはり * イブセンに は 大きい 所が あろ。 他の 作者の 

物 は 大抵 鋭い 味 はあって も 何處か 小規模な、 短篇 式な ものと 云 ふ 感じが ある。 大きな 社會 劇と して は 矢張り 何と 云っても、 

イブセン 以後に イブセン なしと 云って 好い やうで ある。 で、 今度 出す 『海の 夫人』 は イブセンが、 六十 歳ば かりの 時の 作物 

で、 老熟し 切った 時代の ものである。 それで あるに 係らす、 一方 非常に 若々 しい 空氣も 舞臺の 上に みなぎって 居る。 イブ も 

ン の 社會剡 中で、 殆んど 唯 I の 喜劇で、 非常に 明るい 芝居で ある。 イブセンが 國の 或る 海 濱に引 込んで、 暫くの 閜靜 かな ノ 

ル ェ.' の 海濱の 生活 を樂 しんだ。 每日手 を 後ろに 組んで 冥想に 耽りながら •  二 時 問で も 三時 間で も 海濱を さまよ ひ 歩いて 居 

たと 云 ふ 事で ある。 その 結^と して 海に 關 する いろくな 話を聽 いたり、 海の 氣分、 海の 不思議と 云った やうな もの を 感じ 

たりして、 それ を 舞臺の 上に 具體 させて 見やう とした 作と 云って 好い。 つまり イブセンが 海 を 描いた 芝居で ある。 他の ィ 

ブ センの 社會 劇に は 部屋の 中の 場面が 多くて、 自然 その物 を かくと 云 ふ 方面が 少ない ので あるが、 『海の 夫人』 では 思 ひ 切つ 

て I を 13^ に 取り入れた。 自然の igr か、 しかも、 明け 放った 夏の 梅の 香 を 以て 舞臺の 上に 溢れさせて 來る。 ョ ー 口 * ノパ 


*i  &諺.  ，. . 

一 .MM 力 

はなくなる。 そこで 之れ を I に 5 する 方法と して、 イプセン は此 等の 神秘 f を、 すべて 疑 化して 用 ひた。 神秘の 現 

f とい ふこと に 一路 を拓 いた ものである。 此の 點 から 言へば 此の 劇の 一派の 論者 SH やうな 農 劇で よない。 イブセン 

に 取って は？ 一 つの 現 f 描いた に過ぎない。 5 か へれば、 f を 現實の 隣り に., き 下ろして 描いた ものである。 ちゃ 

うど 千 i や、 サイ キ カル、 リすチ 派 Q 心理 研究と 同じに 神 f 引 S て 描い g である。 7a^0^^ 

M の も、 常識の 人から 見れば、 た i 人の ヒス テリ カルな 心理から 流れ出る 幻 象に 過ぎない、 イブセン は 之れ I  く 幻 象 

li いが、 詹疑扁 .，|§、  ？ とも fill:  ihH 

在る ものである。 ？ かも 知れない、 g 口で ないか も 知れない。 其の あは ひ を 描く のが イブセンの 趣意で あつ た ら； 

M 共の導 『慶 人』 に 見 はれた イブセン ii しの It  I 化され i であると I る。 で- 

此の 劇 li せられて あると 雷って よい。 此の 劇の 主なる 調子が きに ある。 (き 5 一月) 


『海の 夫人』 の 神秘の 現實化 

r 海の 夫人』 を 舞臺に 上して 見やう とい ふ 考へは 舊文藝 協會で 『マ グダ』 を 演じて ゐる 頃に 起こった ので ある。 それが 或る 事 

情 4:s まれて 其の ま、 になって ゐ たの を 今度 藝 is 興行と してやる ことにな つた。 元來 此の 劇 は、 一 の 動機 を 促ら へて 

それで 深く 人の 胸 を 貫いて 行く とい ふよりも • 或 程度までの 深さの 動機 を 幾つ も點綠 して、 それ を 一つの 薄い ロマン チプク 

I 味で 嚣し たや ラな I である。 其の 聯結 線に なって t の は、 言 ふまで もな く 女 主人公 ェ？ ダが夫 ワン グル との 結 

婚 の不滿 と、 結婚 以前に 於け る 不思議な 他國 人との 結婚 約束の 煩悶と で、 それが 主として エリ， ダの ヒス テリ カルな 心理.^ 

態から I して f 心理的 興味の 劇で き。 それと 共に、 さえ ふ 心 I 態 Q 中へ 自 I 志と 5 畲 f 他國 人から 暗示せ 

られ、 自由意志の 結婚でなくて はならない とい ふ イブセンの 得意の 婦人問題に 這 入らせる ので ある。  、 

舞臺の 上で 最も 技巧 I する の は、 此の 聯結 線た る エリ， リタの？ マシ チック I 悶が、 如何にして 他の 養 的な 部分と 統 

1 せられる かとい ふ點 である。 若し 他 國人は 海 そのもの、 象徴で あり、 エリ ー ダの 之れ に對 する 戀は海 を 慕 ひ.、 自由 を 慕 ふ 

不恩 f 神秘な 戀 であり、 H リ， ダの 見る 幻 は 人生の 超現實 約な 方面で あると すれ は、 此の 芝居 はどうしても 現代 肚 I で 

r^© 失. <j と 神秘の 現 食 化 


じて は • 決して 望ましい もので はない • - 

藝術は 概して 此の 軟 生活の 頂點に 生まれる。 彼等 は 其の 生活 を箕行 上に 徹底せ しめ 得ないで、 僅かに 藝 術の 上に 徹底せ -J 

める。 藝術 家は軟 生活の 最も 好い 代表者で ある。 或る 種の 動物が、 生殖 機能の 爲に 生れて、 共の 機能 を * すと 衰 へて 死んで 

行く やうに、 藝術家 は 其の 實 生活の 大部分 を 都って、 最後の 藝 術に 完結 を 求める。 彼等の 藝術は 已むを得ない 藝術 である。 

B 術 を 除いた 彼等の 實 生活 は 可哀相な ものである 。藹 術た る こと を 魔し 得ない 彼等 は 可哀相で ある。 (大正 三年 I 月) 


らう， けれども 何れにしても 素 裸 I 貫 直線に それに 徹底し 得る 所 は 勇者で ある • 而 して 事實 最も 多く 自己の 生活 を滿 足せし 

めて るる もの は 此の 種の 人 * である。 彼等の 生活が 精神的に 貧弱で あると いふ やうな 外部の 批評 は、 彼等に 取って 何等の 意 

味 もない のみなら す、 廣く 人生 を考 へて 見ても、 菜して 其れが 眞 の 損失で あらう か。 之れ を 損失と いふ 場合の 生活 價の 標準 

は 極めて たる ものである。 必す しも 物質的 安固 や 世俗的 稱讃 それみ づ からが 高價 であると 云 ひえない もの も、 それによ 

つて 徹底す る。 その 自己 徹底の 奥に は、 言 ふべ からざる 誇りが あるに 遠 ひない。 此の 點に 於いて 彼等 は 人生の 優者で あり 勝 

者で ある。 此の 種の 生活 は價 値の 高い 生活で ある。 硬 生活と は 之れ を 言 ふので ある。 此の 種の 生活 を營 まんが 爲には 精神の 

上に 一種の 硬度 を 要 やる からで ある。 實業家 • 法律家、 政治家な どい ふ 方面の 生活が • 生活 價に 於いて 軟 生活よりも 遙に髙 

いもので ある こと を 承認 せざるを得ない。 

軟生 1^ はい は ゆる インテリ ゼンッ の社會 にある ものである。 彼等の 生活 は、 精神の 柔軟に して セン ジ プルな 點を 特色と す 

る。 而 して 殆ど E 襲 的に それ を 人生の 最髙價 であるかの 如 ベ 自信して ゐる。 併しながら、 その 軟性から 来る 生活 は、 た 矛 ® 

であり 煩悶で あり、 不徹底で める。 金が 欲しい と 思っても、 素 裸で 金 儲の 道に 飛び込む 勇氣 もなければ、 俗世間の 稱 證が必 

耍 だと 思っても、 大膽に それに 迎合す る勇氣 もない。 

. 彼等の 誇り は、 その コ ン セ. シァス な 所に ある。 それで ゐて 心の底に は徹 慾が 燃えて ゐる。 败 等の 最も 多く 行く 道 は 消極 

的 徹底で ある。 一事 を爲す 代りに、 何事 も爲 さないで、 周圍のすべてのものを額廢せしめて1,仃く。 その頹廢の中に手を^5-ね 

て 新しい 生活の 芽ぐんで 來 るの を 待って ゐる。 一 種の 現狀 打破で あり、 I 種の^ 生活 創造で はあり 得ても， その 人み づ から 

の 積極的 努力 は それに 與 からない。 彼等の 生活 は 極めて 不安 不定な、 愚圔 した みじめな 柔軟性の ものである • 生活 憤と 

EI 家 は 可哀相な も £ である  五 tfn ュ 
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藝術家 は 可哀相な ものである 

現代の 吾等の 生活 は、 之れ を 硬 生活と 軟 生活との 二つに 別けて 見る ことが 出来る。 而 して その 生活 價は硬 生活の 方が 遙に 

髙ぃ。 硬 生活に 活き 行く 人々 は 幸" 輛 である。 彼等の 寶の 生活 は、 それみ づ からが 完結で あり、 全部で ある。 之れ に反して 軟 

生活 は、 生活 それみ づ からに 於いて は 未完 結で あり、 中途半端 である。 而 して 藝術は 實に此 未完 結 を 補 ひ、 中途半端 を充た 

さんが 爲め 生れる ものである。 藝術家 は 常に 軟 生活の 人でなくて はならない。 

吾々 が 現代の 生活に 於いて 最も 痛切に 感 する 要求と 煩悶と は均定 不徹底と いふ ことで ある。 何時まで 吾々 は 此の 不徹底な 

彌 縫の 生活 を 緩け て 行かなくて はなら ないか。 彌 縫と 安 協の 下に 精 极を洄 らして 羊の やうに 柔順に なって ゆかなくて はなら 

ないか。 未來は 何う にも あれ、 現在の 矛 质 を 突破 するとい ふた 一  つの 力に 缺 けて ゐ るの が、 今の 吾々 の 生活で ある。 吾々 が 

生活の 基礎 を 物質的 安岡と 世俗的 稱譜 との 獲得に S はいて、 眞 正面から その I 方な り 双方な りに 突進し 得る 人 々は 現 社 會に於 

て 最も 徹底した 人々 である。 共の 精神 内容に 於いて は、 或る もの は 正直に， 之れ を 己れ の 唯一 の 正道と 信じて 行く であらう * 

ま， た减る もめ は 之れ を 擴充の とお. 覺も ながら、 さう は 言 はすに 不正 iei な 心で 正直 さう に 之れ を 追つ かけて おくで あ 


引 欲いて 創作 物に 手 をつ けて 行く 方針で ある (大正 一一 一年 一月 談話 笨 S) 


今年の 劇壇と 藝術 斑の 塔雜  1- 


文藝 n;  II  so 

八 萬から 十 萬 近く 要る やうで ある。 私 は 何時が は、 必 十 これが K 現されろ こと-^ 信じて 居る。 

今 f つ は、 ^ 場附 萬の 研究所 を何處 かへ 建て \ 平常の 稽古と 共に、 廣く 劇に 關 する 研究 をして、 新しい 俳優 を も其處 

から 出して 行く やうに したいの である。 そして、 此 演劇 學校を 段々 擴 張して、 文 攀 * 1» それから、 出來 ろなら 鎗畫 彫刻 

等の 造形美術にまで 及んで、 それ を f の 文 藝大學 に 絵 合して 見たい と 云 ふ へ を も 持って ゐ るので ある。 然ぅ云 ふ 大きな 一 

つの 敎育 機關が 成立てば、 今度 は 逆に 藝術座 は其大 舉演釗 科の 附馬 劇場と 云 ふ 風に なって 來る譯 である。 組織が 此處 まで 完 

慊 して 来る に は、 時日 を 要する であら ラが、 演剌 學抆の 研究所 は、 旣に 建築 設計に 着手して 居る。 

それから、 劇團 として は、 研究 團體 として 演る 場合と、 輿 行團體 として 演る 場合と は、 多少の 手 加 滅が遠 はざる を 得ない 

今のところ 何れにしても、 私自 からが それ を 統一す る ことにな つてね るが、 藝術 上の 研究 圑體 として は • 成る たけ 種々 の 人 

* の、 種々 の 研究 を、 極く 自由な 關 係で 統 I して 行きたい と 思って ゐる。 又 それと 共に、 興行 團體 として は、 對 世間の 問題 

になる から、 矢 張 之 を 率 ゆろ 場合に は、 有力な 俳優 を 中心に 立て、 立 物 中心の 手心 を 用 ひなければ 成立たない、 今のところ 

此園 體で沄 へば • 松 井須 磨 子と 云 ふ 者が、 何う しても 中心と ならざる を 得ない。 これに 關 して 穩々 云 ふ 者 も あるが * 私の 信 

十る ところでは、 現在 私の 採って ゐる 方針が 最も 適當の ものであると 思って ゐる。 中心人物が あっても、 其 周圍に 立って ノ 

各自に 自分の 技倆 を發 揮して 行く 餘地は 十分に ある • そして 俳優 各自の 技倆な り聲價 なりが 平均した 場合に は • 自 から 關係 

も 平均して 來る譯 である。 總べ て 力量の あると ころに、 樓カも 重味 も 集らざる を 得ない のが 自然の 順序で ある。 其 等の 手加滅 

は 1 切私自 からの 方針で 統 1 して 行きたい と 思って ゐる。 そこで、 1 月に は有樂 座で イブセンの 「海の 夫人」 と、 チェ ホフの 

「態」 を 出して 見た。 又 私の 「淸 盛」 を嘗 直して、 「淸 盛と 佛 御前」 として 精 古に か- * ら せて、， 此次 あたりに 創作の 新 史劇な 出し 


元 來藝術 座 を 始めた 時には， 一方に 此經濟 基礎の 必要 を 感じた から、 剠 場經營 を」 面の 事業と し、 他面に 劇 圑經營 と 

こと を 加へ て、 兩 方から 進んで 行きたい と計畫 したので あるか、 それが 親戚の 資本家に 不幸が あったり なぞして、 まだ 思 ふ 

やうに 運ばない ので ある。 然し、 近き 將來に 於て は、 何等かの 形に 於て、 理想に 近い 小 又は 中 劇場の 經營と 云 ふこと を、 是 

非實 現したい と計靈 して ゐ るので ある。 

私の 考へ では、 其 劇場 は贊澤 でな く、 而も 極めて 新式な 心持ちの 好い 建物に して、 其 建物 自 からが 一 つの 俱樂 部の やうな 

性質 を 併せ持って ゐる やうに したいの である。 其處に は、 カフェ ー も あれば さっぱりした 食堂 も あり、 叉 時として は 、一種の 

音槃 演奏 を も 其 食堂に 催したり、 緣畫ゃ 彫刻の 極く 少数な 個人展 覧會 も、 食卓の 間々 を 縫って 開かれる やうに したいの であ 

る。 又 詩人が 其 處で詩 を 作って、 直ぐ 壁に 貼 出す と、 それ を マンドリンに 合せて 唱ふ 者が あると 云 ふやう に、 ロマンチック 

な ものに もしたい と 思って ゐ るので ある。 例へば、 文筆に 關 係した 種 々の 職業の 人 乃至 銀行 會社員 や、 宫吏ゃ 85 など も 皆 

仕事の 歸 りに 其 處へ立 寄って、 I 種の 混合 的藝 術の 签氣の 中に 頭 を 洗濯して 歸 ると 云った やうな 場所に したいの である。 そ 

して、 其 食堂の 綾き に は、 直ちに 劇場 設備が あって、 其 芝居 を 觀る者 は、 其處 から 札 を 買って 入って 行く と 云 ふやう にした 

ら、 唯商菁 的に 切符 寅 場 を 開いて ゐる のみの 劇場 經營 法よりも、 逮 つた 結果が 得られ はしない かと 思 ふので ある。 

. 其 外 其 劇場が if 想 的に 經營 せら るれば、 道具の 糾立 及び それに 當る人 々まで、 皆 根本から 新 組織で 始めて、 本當の 劇場 美 

術 研究の 一 助に したいの である。 芝居 は 年に 何回 か北ハ 劇場 附歸 の剌阐 で、 藝術 的の もの を.. g つて、 後 は 種 * の 演藝も 掛けれ 

ば、 席貨 もし、 殊に §幽 に 封して は、 成 可く 實せ で^す やうに したいの である。 それで、 相 應に十 露 IT か 取れ だら うと， 

信じて ゐ るので ある。 私 は それ を 初め 五六 萬の 资 本で 始め やうと 計粛 したの， であるが、 若し 剠場を 中剌場 位に する 時 は、 七 
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今年 の 劇壇 と 藝術座 の 事業 


今年の i 園 は、 一種の 淘汰 時代で あらう と 思 はれる。 幾つかの 阒體 が、 種々 の 理由の 下に、 或は倒れた.>=^、 或は 分離し 

た p、 合同した りして、 本當に 存立し 得る 團體が 其の 地歩 を 明に して 來る倾 きとなる であらう。 そして、 此 やうな 淘汰 は、 

種々 な 理由と 云 ふ 中に も、 一番 多く 經濟 上の 理由から 來 るに 遠 ひない。 藝 術の 现 由で も、 餘 りに 練^の 足りない もの や、 餘 

りに 未熟な もの はさび るに 逮 ひない が、 それすら 大部分 は經濟 上の 理由から、 稽古 も 不十分になる ので あるから、 經濟 上の 

根據が 主と なって、 榮 えたり 起ったり する であらう。 

經濟 上の 立場が りに、 或 水平に 達した とすれば、 其 等の 圏體の 中に、 初めて 藝 術の 優劣が 競爭の 理由と なって 来る であ 

らう。 其點 から 1K つても • 勿論 今の 新 刺圑に は、 餘 りに 舞臺藝 術と 云 ふ もの を、 簡 單に觀 過ぎて ゐて、 殆ど 何等の 修養 もな 

く、 唯 無闇に 素人から 舞臺へ 一足飛びに 出る と 云 ふ 傾 が あり 過ぎる。 其 意味から 云へば、 今年 は 又 俳優の 技藝 上の 優劣が 

ー歷 明白になる 年で あらう。 それで、 自分の 關 係して ゐる藝 術 座な ども、 今年 は 經濟的 基礎の 確立と 云 ふこと に 11^ 多くめ 

力み 用 ひたいと 思って ゐる。 


多く 必要で ある- そこに 譜張も 整頓 歸滿も 生じて 來る。 また 劇 は 多 衆 を li- に 1 堂に 集めて 傳 へる 藝 術で あ vi- ため、 そこ-^ 

らも 色彩、 形態、 昔聲、 動作の すべて を 誇張し 整頓す る 必要が 生じて 来る。 此 等が 相 寄って、 外部から 劇 を 詩に 導く 傾きが 

ある。 劇 は小說 などの、 純粹に 微細に 徐々 と、 想像に 訴べ て 行く 藝術 に比べて、 一 &S 多く 詩 を 要する 理由 を 持って ゐる。 現 

寶慨の 刺が、 餘 りに 多く 此の 要素 を舞臺 から 取り除か うとした 結果、 反對の 詩的 傾向が 强 まった ものと も 見られる。 I 且、 

舞臺を 日常 化し 平凡 化した 現代 社會剌 は、 更に 新しい 何等かの 源 を 掘って、 之れ に 強烈な 情調の 泉 を そ，^ ぐ 必要が ある。 

日本の 現狀 から 言へば、 歌舞伎 劇が 唯/ の 詩と しての 劇であって、 現實 としての 劇 はま だ 全くない と 見て よい。 大ざっぱ 

に 首って、 能が ギリシャ 劇で、 欲 舞 伎の 歷史 物と 世^物と がシ Ml タス ビアと モリ Ml ル なら、 シ Ml クス ビア、 モリ HI 

ル 以後の 演觑は 日本に なかった ので ある。 唯 I の 詩劇た る 歌舞伎 は 現代の もので はない。 此 等はシ Ml タス ビア 劇、 モリ H 

1 ル剌と 似た 運命 若しくは、 もっと はかない 運命 を 受けて 行く に 違 ひない。 では 其の後に 起って、 現實 としての 劇に 行かう 

とした 新派 はどう か。 顏勢支 ふべ からざる の現狀 ではない か。 其の後に 興りつ-ある 新劇 はどう か。 作品の 種類に 於て こ 

そ、 すでに ョ ー 口 ツバの 凡ての ものに 似た 劇が 試作 せられて ゐ るが、 質に 於いて まだ 全くの 試作 時代た る を 免れない。 僅に 

此の 缺を 補って ゐる ものが 飜譯剌 である。 日本み づ からの 創作 劇が 起らなくて ならない 事 は、 一一 K ふを俟 たない。 而 して 最も 

先に 必要な もの は、 現代 社會 劇の 長篇 である。 新 史劇 も 氣分劇 もよ いが、 吾々 はま だ 日本の イブセン にも スッ リンドべ ルヒ 

にも 慣らされて ゐ ない。 日本の 劇壇 はま づ自 國に此 等の 人々 を發 見し なくて はならない。 之れ が 目下の 急務で ある。 (大正 111 

年 一 月) 
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村 は 多く 現代の 社 舎で、 取り扱 ひ 方 は 自然と 現 實とを 襟 準に した ものである。 從 つて 其の 色彩 はむしろ 平凡な もの、 時と し 

て は 醜 汚な もの すら ある。 形式 も 無造作、 無 結構の もの を 避けない。 

以上、 詩と しての 刺と、 人生の 現 賞と しての 劇と は、 また 現代の 劇壇 を 貧く 二 大潮 流 だと. S つてよ い。 此の 二つの もの は 

作る 方で も、 觀る 方で も、 常に 相 並んで 存 する 耍 求で ある。  、 

けれども ョ ー 口 ツバで は、 イブセン、 スヅ リンドべ ルヒ 等の 全盛時代 は、 むしろ 現實 としての 劇が 中心に 立って ゐた。 そ 

れが此 等の 作者 すら、 晚 年に 於て は 夢幻の 色 を帶び 詩の 色を帶 びた もの を 作り はじめた。 而 して 彼等が 死殁 すると 共に、 メ 1 

テル リンク 乃至い は ゆる^ 古典派 等の (形式が 韻文で あると 散文で あると に拘ら す) 詩と しての 劇が 文 擅の 中央に 立たん とす 

る 形勢と なった。 併し、 此の 形勢 は、 餘り擴 犬せられ 延長せられ 得る もので はない やうで ある。 本來の 詩が！ 《 々縮小して 短 

いものに なった と 同じく、 詩と しての 劇 は 大篇に 適しない やうで ある。 また 是れ のみに いつまでも 執着して ゐる にも 適しな 

いやう である。 吾々 はやつ ばり 確乎たる 現 實に足 だまり を 持った ものに、 最も 多く 永恆の 興味 を覺 える。 現代に 於け る 刺の 

大道 は、 依然として イブセン、 スッ リンドべ ルヒ 等の 歩んだ 所に ある。 現實を 基礎と した 社 會剌、 而も 其の 社會劇 は、 沈痛 

に 現代人の 腸 を 刺す 悲 g 的の ものが、 將 來の剌 壇に 更に 舆 つて 来なくて はならない。 吾々 は 次の 時代の イブセン を發 見す る 

ことに 力めなくて はならない。 

た 5- 劇に は、 俳優の 肉髏 や、 背景の 張 物 や、 道具 類 やの 物質的な 不自由な 村 料が 多く 用 ひられ、 且つ それが 狭い 範圍で 短 

い 時間に I 度 勝負に 統 f せられて 始めて 藝術を 成す ので あるから、 どうしても そこに 無理が 生す る。 強引 的に 強い 力で 纏め 

て、 いやおうなし 見物 を 其の 中に 引き入れなくて はならない。 いは ゆる 藝の 力と いふ ものが、 劇に は 他の 藝 術に 於て よりも 


文舉の 祖先 は、 何れの 國に 於いても 常に 詩で ある。 詩から 小說も 分派し、 觑も 分派した。 小說が 詩から 分かれた の は相應 

に 古い 歷史 であるが、 劇が 詩から 分かれた の は それほど 古くない。 劇が 戯曲と 呼ばれて、 詩の 形式 を 取って ゐ たの は、 つ ひ 

近世までの 審 である。 假 りに イブセン を 以て 近世 散文 劇の 眞の元 a とすれば 僅に 三 四十 年来の 事で あるし モリエ，' ル の喜獻 

にまで 遡っても、 三百 年來の 事で ある。 

日本で は 劇の 一種た る 能 樂は言 ふに 及ばす、 歌舞伎 劇で も、 中心 形式 は 七五調の 詩で ある。 

而 して 此 等諸國 の 劇が 傅統に 於いて 詩の 韻文 的 形式 を 持つ のみなら す、 共の 內容に 於いても、 是等は 詩で ある。 こ V で 詩 

とい ふの は、 其の 感情が 誇張せられ、 {t^ 想が 濫用せられ、 形容詞が 積み重ねられ、 長 白が 綾 けられ、 H キス ッ ラグ ガントで、 

ペダンチックで、 デ モンス ッレ ー チヴ で、 而も 其の上に 精妙な 詩的 統 一 が 行き わたって ゐる。 材科は 概して 過去の 歴史 物 か 

現代で も 神秘 夢幻の 色彩 を蒂 びた も. のかで、 其の 取扱 方 は、 色彩 を 美麗に し 形式 を圓滿 にす る。 

詩から 分かれた 劇になる と、 形が 散文になる と共に、 倚統 的な 詩と いふ 意味 は 無くなる。 白 はた r の 日常 會 話に 房り、 題 
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こと を 知って、 供給す る もの を 持たない。 斯 くして 創作 方 西 は 現狀を 維持して 行く と共に、 評論 方面で 新しい 氣 運が 先づ要 

求の 聲 になって 現れて 來 ると 云 ふ 形勢になる ので はない か。 而 して その 評論 方面に 於け る耍 求の 聲は、 我々 の 生活 內容の 量 

的豐 富を耍 求す る 意味が 中心と なって 现 はれて 來 るので は あるまい か。 

それと 今 f つ は * 演劇 方面で ある。 表白の方面に於ける刺戟量の1:5^富强烈とぃふことは、 官能 藝 術と 思想 藝 術との 結合し 

て 成れる 演劇の 如きに 於て、 最 とも 其の 適當な もの を 見出す。 是 等の 意味から して、 大體に 於て 今の 藝術界 は、 演劇 を 中心 

として 居る やうに も 見える。 其の 演劇の 基礎た る 脚本の 新作と いふ ことが、 現今に 於け る 最も 痛切な 文壇 的 要求の 一 ゥ であ 

る こと、 疑を容れなぃ：^ けれども脚本のょぃのは、 それ を 演出す る 舞 臺と相 待つ のでなくて は 現 はれる もので はない。 

その 意味に 於て、 未だ 日本の 藝術界 にば、 適當 な舞臺 がない と 言っても 差 支ない。 故に、 今將 に勃舆 しつ i ある 新 運動と 

いふ ものが、 要するに 此の 舞臺を 準備す る： 連動に 外なら ない。 舞 臺の適 富な もの を 準備して、 新 脚本の 出現 を 待ち、 生活 内 

容の 量的 豐 富と いふ 我々 の 要求 を滿 たして 行かん. が爲 めの 準備運動の 初めの 階段に 外なら ない。 此の 氣 速の 結論と して， 次 

いで 必らす 新 脚本の 立派な ものが 現 はれる 端緒が これから 開けなくて はならない • 

しかし それが 直ちに 今年度で あるか どうか は豫言 が出來 ない。 (大正 三 年 1 月) 


大正 三年 文壇の 觀測  . 

(斯 の新氣 運)  一 . 

最近 文 擅の 調子が 沈んで 來 たこと は事箕 である。 殊に 創作 方面の 中心た る 小說が 此の 一 年 Si 特^に 人の 目を惹 くやうな も 

の を 出さなかった。 先 襞の 作者 は 益々 圓 熟の 境に 近づき、 後進の 作者 も 漸次 腕が 揃って 來る、 それだけの 進歩 は 無論あった 

ので あるが、 何となく スト ライ キンクで なくなった。 强ち 其の 作品 共の 物が 劣った と 云ふ譯 でな く、 作品と 讀 者との 調子が、 

平衡して 平 調に 歸 したと 云 ふ 意味で ある。 詰り 珍しく なくなつ たので ある。 斯うして 次に 來 るべき もの は 又 一寸の Si は 評論 

で、 その 方が 人の 目を惹 くや ラ になる ので はない かと 思 ふ。  . 

自然 派 文 學の與 る 前に は 在来の 創作が 沈滞して 評論が それに 代り、 其 間に 蓄稜 せられた 力が 時期 を 得て、 新しい 流れ 道 を 

見出して 來た。 それが 自然 派の 文擧 であった。 そして 自然 派の 稍々 單 調に 流れ かけた 時に 享樂 派と いふ やうな ものが 出て • 

それに 派手な 色 をつ け 、一時 を賑 はした。 それが 再び 藝 術の 根本 興味に 歸 つて、 沈痛な 人生 的 藝術を 要求す る 心 持に なった。 

然るに 其の 要求に 應 する だけの 生活 內容 と、 それ を 表白すべき 新形式と が 未だ 十分に 準備せられ ない。 人々 はた r 耍求 する 

犬 MP1 年 X 種 0霍資 


IK ふ 句に 求め 得られる であらう。 死 を 怖れる へ ロッド 王と • 毛筋 ほど も 死 を 恐れない m カナ， ン との 間に 立って サ ロメ は I 

方の 手に 死 を、 一方の 手に 愛 を 提げて 死と 愛との ダンス を 踊り、 その ダンスに 身 を 浸して ゐる ものである 0 そして、 人生 凝 

後の 運命と して 何人も 最も 恐怖に 身 を 苦しめる 死 も 遂に 愛の； g に は 風前の 燈の 如く 無勢 力と なって、 サ ロメ も-カナ ー ンも 

死の 方へ 行って 了 ふけれ ども、 愛 は 永久に 秘密と なって 殘 ると 云 ふ 愛の 神秘と、 東洋 的な 肉の 神秘と を 深く 塗り こんで、 併 

も それ を キリスト 敎の鍵 的 傾向と 封 照せ しめて 描き あげたの が この 剌 である。 こ i に 思想の 諸相が 沈められて ある。 そ t を 

深く 深く 掘って 行けば 行く 程 思想が 湧出して 來る であらう。 (大至 年 十二月) 


きがある が， 又 之れ を S 方面から 云へば 必す しも それに 思想 を II り 込んで ない のでな くして 意志な り感愤 なりに 化して- 0 み 

とも 見られる ものである かも 知れない。 そのため 稍々 もす ると、 見て ゐる時 請んで ゐる 時の み舞臺 面が 強く 吾々 を 刺激して 

讀餘 § の 後 之れ を かへ りみ て 何等 胸裡に 深く 印象す ると ころな く、 何にも 殘ら ない ので あらう。 或る 書物に ゥヰン 昔樂界 

の 現狀を 評して 「ゥ ヰンの 人に とって はサ ロメの 昔 樂も エレ クトラの 音 樂も心 を 湧きた i す 程 大きな 待ち設けと はならない 

矢 張 リシ ゥ ベルトの 美しい 華やかな メロ， ティが 彼れ 等に は懷 しいので ある。 r サ ロメ」 や 「ェ レ クトラ」 の 見せ物 式な ところ は 

彼等に 何等の 共鳴 同感 を も 呼び 起さない ので ある」 との 意が 蒈ぃ てあつた。 つまり、 稍々 も すれば 拍子が 勝ちす ぎて その 問 

々をつな ぎ 合し、 鏠ひ 合して 生きる メロ ディの 味が 缺 けて ゐ ると 云 ふ 意味 を 含んで ゐ るので あらう。 由來 r サ 口 メ」 のみでな 

く 新 古典 劇の 中に 左様な 味のと ころが 多い ので ある。 メ ー テル リンクの 作品 は 少しく 極端で あるが あれに 比べる と 「サ ロメ」 

は 思 ひ 切って ボ ー ズを ぬいて ある 劇の やう だ、 そのため 稍々 もす ると 舞臺 上の 運動な り 情調な りが ぴた りくと 呼吸 を 合せ 

快速 力 的に 押し 進みす ぎる 恐れが ある、 それが、 この 劇 をして 見て ねて 面白い と 云 ふ 感じ を 不知 不識の 間 に與 へる 所以で あ 

る。 

「サ ロメ」 一 篇に 力強い SIBtl^ を 有して ゐる キリスト 敎 生活と それと 全く 反對な 生活との 對 照から 生す る {4! 氣、 二つの 生活が 

循環 交錯して 生す る 天地と 1K ふ 如き もの は 日本人 一 般には 深い そして 強烈な 同感 及び M ハ味を 呼び 起さない だら うと 思 はれ 

る。 しかし キリスト 敎 方面の 人々 は 十分 自分の 思想な り 空想な り を 働かして 行く 餘 地が ひろがって、 1 歷 濃厚な 刺激 を 享受 

する であらう。 つまり 聖書 を 背景に 描いて ゐる のが この 劇の I の 見方で ある。 

若し 強いて この 劇 思想 を 求め やうと なら ぱ、 嘗て も 云った 如く その 結末に 近い 『戀の 秘密 は 死の 秘密よりも 大きい』 と 
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「サ ロメ」 一 面觀 

「サ 0  メ」 の 演出に ついては サ 口  メダン. スを 正式に 修得せ しめる 必要 上帝 M 劇場の 敎師 n オシ， 氏に その 指導 全都 を 依頼し 

た 形に なった。 氏の 考で はこの 劇 は 一 の音樂 劇で た に 踊りの 場面の みならす 種々 の 場面 を 用る て、 オペラ 的 要素 を 稍 * 虽 

く.^ 味 I たなら ば j 歷カ强 くこの 劇の 核心 を 生かせれ はしない かと 云 ふ 觀察を 持って るる。 丁度 日本の 歜舞伎 劇に 床 をつ け 

て豐 潤な 情味 を 生 出せし める と； S じ 心 持で やったら ばと 云 ふので ある。 

元來 r サ ロメ」 は 作 その物の 上から 見ても 之れ が 思想劇で ない こと は 云 ふまで もない。 所謂 新 古典 劇の 一 つで ある。 ワイル 

K 一  流、 若しくは 唯 美 派 作 S 1 流の 眼 も 醒める やう i しい 舞臺面、 例へば 「靑竹 色な 一 面の 檜」 を 見る が 如 I 持に 塗 

りたて & ある。 勿論 サ ロメに も 王に も 王妃に も 或る 程度までの は 描いて ある、 稍々 その 個性 も 明確 だが 大體に 於て サロ 

メに 激烈な 熱情と 意志と が 結合し、 そして 熱し 切って 後 自然に 冷めた くな つた 火の 如き 生活 を 現す と共に 豫： K 者で は 意志の 

】 面 を 現 はさせ、 王に は 情慾の 一 面 を 表 はさせ てこの 三つの 心 作用の 渦卷 くと ころに この 刺が 成立して るる。 所謂 新 古典 劇の 

作に は 之れ と 稍 々執 を E じくした 行き方の 作品が 多い。 そして 近代 生活の 中心と も 云 ふ 可き 思想の 一 面 を 殆んど 入れない 趣 


ナ アンの 聲 だけ を 聞いて、 旣に 衷心 戀.^ の 情 を 惹起し、 更に 其 容貌 を 瞥見す るに 及んで •  一  15 情火 を 燃やした の を 以て 觀て 

も 解る 事であって、 其邊は 彼の 靈的愛 を 取扱って 居る 『モン ナ*グ ンナ』 等と、 非常に 趣 を 異にして 居る 點 であり、 且つ 泰西の 作 

物 中に 在って は、 稀し い 程 東洋 的 色彩 を 含んで 居る 點 である。 故に 前の 臺詞を 多少 變更 して、 『肉の 愛の 秘密 は靈の 愛の 秘密よ 

り 大きい』 として 見る と、 此 逢の 意味が 一 歷 明瞭に なると 思 ふ。 否 其 處迄立 到らな くと も * サ ロメが ジブ シィ 的の 女性で ある 事 

を 知って 居る 人 は、 誰し も當 然共點 まで 考へ 及ぶ と 思 ふ。 併し 此處に 謂 ふ 所の 柬洋 的の 肉的 戀 愛の 中には、 更に 注意す 

べき 事が 一つ ある。 それ は此剌 全體の 色彩と 同じ様に、 强烈 では あるが、 極めて 冷靜 な、 色で 說明 するならば、 寧ろ 靑みを 

んで 銀色に でも 譬ふ 可き、 も QM 含まれて 居る 事で ある。 乃ち グンナ の 愛 は、 靈 的な、 そして 熱情 的な 愛で、 サ ロメの 愛 

は、 肉的な、 そして 冷靜な 愛と も 云へば 云 ふ 事が 出來 やう。 大體 こんな ものであるから、 其舞躉 面の 艷麗な 事と、 內 容の豐 

富な 點 とで、 觀 客を惹 付ける 事に は、 我々 も 可也の 自信 を 持って 居る 積り では あるが、 唯 だ 全體の 調和が 取れない 場合に は 

此 S は 兎角 筋が 運ぶ 爲 のみの 芝居に a し 易い 恐れが ある。 それから 東洋 的の 肉的な 愛 を 現 はす 點に 於て、 彼の 女優 松 井は最 

も 適當 すると 考 へて は 居る が， それと 同時に 當 人が 王女と しての 品性 を 保ち 得る や 否や は、 未だ 疑問の 事に 謁して 居る。 併 

し 願 はくば 吐 一 ー點 共に 全うせし めたい 考へ では あるが それ も 上場して 見ぬ 中 は 何とも 解らない。 (大 W11 年 十一月 


,  メ， 
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「サ 口  メ」 上 演に 就て 

美 舉の耍 義卽ち Asthet:ciffin を、 著者 一 流の 嗜好に 由って、 他人の 模倣 を 許さぬ 程、 ふだんに 使って 居る、 ォスカ ァ*ヮ 

ィ ルドの 『サ n  メ』 は、 初めより 終り 迄 非常 14 濃鼸な もので、 強烈な 色彩と、 妖婉な 形體、 豊麗な 言葉と で、 舞臺面 はまる で 

资玉を 鏤めた やう、 凡そ 目に 觸れ 耳に 訴 ふる 感觴の 手段な り 方法な り を、 I っ遁 さす 取 入れて あるから、 從 つて iiJ 、刺戟の 强 

さも 相^ 像す るに 難くない と 思 ふ 。『サ 口  メ』 は 時間に して 僅か 一 時間 か 1 時間 半 程の、 • 極めて 短い ものであるが、 共 中に 含ま 

れて 居る 蔡 件の 移行 は、 また 極めて 複雜 である。 卽 ちへ アヤ は 不義の 情誼 を 以てへ &デを 納れ其 守衛の 長た る 若き シリア 

人 は， 王女 サ ロメの 容色に 迷 ひ、 サ ロメ 亦豫霄 者 m カナ アンに 戀 すると 云 ふ 風に、 其 筋が 委曲 を 翳して 居る. ら、 其 間から 

我等 は 何處を 取って、 此 劇の 最髙點 と 見做す 可き かビ、 一つの 問 超で ある。 假 りに 若し 此 劇から 全體の 中心 點 たるべき 哲學 

的觀念 を 取ろ ならば * 矢張サ ロメの 有名なる 長 臺詞の 中の、 『愛の 秘密 は 死の 秘密より 大きい』 (Das  geheimni"  der  Liehe  ist 

grierals  ag  geheimais  des  Toaea) を 取る より 外に、 言葉 は あるまい。 然 らば 此サ o  メ の 愛と は 何ん な 愛 を 指した もの だら 

うか、 此點の 解 輝が 卽ち此 刺 全 照の 生命 を 左お する ものと 思 ふ。 サロ. メの愛 は^  I に 肉的で ある、 それ Is 初サ n  メが ョカ 


..1 面に は肉體 的、 現實 的、 物質的 自由に 執着して、 兩 面の 問に 生す る 深淵 を 一躍に 飛び越さう とする？ > な 民族に 中心 を 形 

づ くるので ないか。 兩面 のい k 加減な 調和に 眼前の 平穩を 貪る 妥協 的 民族 や、 一面に 偏して 他面に 萎縮す る 俗物 的 若しくは 

仙人 的 民族 やの 文藝 は、 其の 特色が 何で あらう と、 力 ある ものと はなり 得ないで 終ろ ので はない か。 たと へば 支那が" 若し 

將來 其の 民族 力 を 今一度 精神の 開發に 傾け 得る 時が 来たら、 東洋の 大文藝 が あそこに 興る こと はないで あらう か。 

日本 b 生活 も、 小なる 妥協 や 小なる 平和の 外に、 精神 肉體 二つながら 力に 於いて 行く ところまで 行かう とする 徹底的な 傾 

向が 起らなくて はならない。 特性 は 如何に 說 明せられ て も、 それが 力に 於いて、 分量に 於いて 犬なる ものでなくて は、 犬な 

る 文藝は 生じない。 (大正 二 年 十月) 


文藝 上より 鹳 たる 今 re の 民族 競爭 


文 蘇 好&  五 一 一 1 六 

是 等の 特色 はむしろ おの づ からにして 添、？ て來 るべき ものである 。必 すし も それ を 現さん と企圔 しなくて はならない 璁由ゅ 

ない。 また 之れ を觀る ものに 取って. *、 是 等の 特性 を觀る ものが あった からと言って、 それ を無與 味と し無價 値と する a.^ 

はない。 ml 口 ッパに 於いても、 或る 特殊の 時代に は、 國民的 精神の 與靖か 文藝の 動機と なって、 ことさらに 國民的 色彩の 

勝った もの を 货んだ 例 は ある。 けれども、 それすら 後に は 其の 國民的 桎桔を 解いて、 もっと 自由な 色調の 中に 生き や、 フ とす 

る。 国民的と いふよりも、 た 5- 地方 的と いふ 位の 特色の 中に、 自己の 個人性 を 強烈に 染め出さう とする。 そして それらが、. 

一方に は Is 々世界 共通の 傾向 を帶 びて 来る。 イブセン は、 初め ノル ゥ HI の 國民的 運動に 刺戟 せられて、 ノル ゥェ， の イブ 

* ン と して 現 はれた、 けれども 後に は 其 ひ 思想 感情と もに ョ ー £1 ッパ の イブセン となり 世界の イブセンと なった、 唯 僅に 北 

歐の イブセンと いふ 位な、 地方 的 色彩 を 着せる にと あまらなかった。 

元來國 民と いひお 族と いひ 範圍は 不定で ある。 今日 國民 といへば、 勿論 政治 上の 區域を 主と した 名で ある。 倂し言 語に よ 

つて それ を 分つ 原則 も ある。 血肉に よって それ を 分つ 原則 も ある、 地理に よって それ を 分つ 原則 も ある。 殊に 文藝に 取って 

は 政治の 區分 はさして 重大な 色調と はならない。 政治 上の 繁榮 が必 すし も文藝 上の 繁榮を 意味し なかったり、 政治 上の 特色 

が必 すし も 文藝の 特色 を 意；^ しな か つたり する 場合が ある。 

では 今日の 民族 競 爭に對 して、 文藝は 如何なる 地位に 立つ か。 歐 米の 政治的 民族 競爭に 於いて は 今後 最も 優越な 地に 立つ 

！國民 は アメリカ であらう が、 吾々 は アメリカ 民族の 近い 將來 に、 文 is 上の 優越 權を 期待す る こと を路禱 する。 却って 比の 

方面に 歩みの 退い ロシア 民族の 上に、 現在 及將 来の 文 藝の覇 權は與 へられん とする ので はない か。 此の 形勢 を 想 ふと、 文藝 

上 Q 民族 競 1^ は、 共の 民 埃 性が 如何なる ものである にせよ、 一面 飽くまで も 精神的、 理想的、 想 的 高遠 を 追求す ると： y 、に 


： 以の上 諸 理由で、 上代の 文藝は 多く 民族的 文藝 であった。 ホ ー マ ー は， 三千 年 以前の ギリシャ 民族 を 代表す る" 殆ど 唯 1 

の E 人で あると 共に、 この iE 人に よっても、 ギリシャ 民族の 特性 は 相應に 代表せられ 盡 したやう である。 同時に 三千 年の 

昔の事で あるから、 自然に もホ I マ ー とい ふ 一 個人の 特性な ど は 我々 の 眼に 入らなくなる。 注意 を惹 かなくなる。 上代の 人 

みづ から も、 ホ ー マ ー とい ふ 作者が 如何なる 性質で あらう が、 また 其の 性質が 如何に 作 中に 現れて ゐ やうが、 ゐ まいが、 そ 

んな 事に は 多く 心 を用ゐ なかった。 其のた めホ ー マ ー は 今日から 見て 何年 代の 人で あるか、 實 在の 個人 か 架空の 人物 かさへ 

分からない。 シ HI クス ビアの 傳 記で すら、 近 松 門左衞 門の 傳 記で すら、 判然し ない 點が ある。 要するに 上代の 文藝 は、 背 

後に た 其の 時代 を觀、 民族 を觀る 場合が 多い。 

此の 點 から 言へば 近世の 文藝 は、 割 然として 個人の 文藝 である。 同時に 世界的 文藝 である。 作る 者 も 觀る者 も、 それに S 

挨性を 求めるならば、 先づ 個人性 を 求め、 世界 性 を 求める。 個人的 傾向と 世界的 傾向との 並行す るの が 近世の 藝術 である。 

けれども、 近世の 政治 史上の 一 大事 寳 たる 國民 的發 達と いふ ことが、 文藝の 上に も 影 を 投げて ゐる こと は 明かで ある。 ボ 

ス ネット 氏の 所謂 比較 文學 は、 近世 文 藝の國 民 的 基礎 を假定 した ものである。 イギリスに は イギリス 國 民の 文藝が あり、 K 

イツに は ドイツ 阈 民の 文藝が ある。 これが 近世 文藝の 上代 文藝と 異なる 點 である。 從 つて 是 等の 文藝 には對 して は 比較 研究 

の 必要が ある。 『比較 文學』 はこ、 から 出發 する。 

岡より 近世の 文藝 でも、 ドイツに は ドイツの 特色が あり、 フランスに は フランスの 特色が ある こと は 言 ふまで もない。 更 

に. それ を擴げ ると、 北方に は 北方の 特色が あり、 南方に は 南方の 特色が ある。 西洋に は 西洋の 特色が あり、 東洋に は 東洋の 

特色が ある。 併しながら- 是等は 要するに B 來てゐ る文藝 を； i 史 研究の 材料と して 見る 時の 論で ある。 作る 上に 於い て は 

.  女藝 上. * リ in たる 今日の 民族お 爭  五一 li 
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文藝 上より 觀 たる 今日の 民族 競爭 

民族と 文藝 との 關 係に は、 をの づ から 上代と 近世との 相違が ある。 上代に あって は、 文藝 の感史 はた！ - ちに 民族の で 

あった。 文藝 はすべ て ：！！^ 族の 表現であった。 それ は必 やし も 共の 文藝の 作者が I 民族の 集合 作用であった とい ふので はない 

が、 たと ひ 作者 は 一 個人に もせよ、 =^ の I 個人が 上代に あって は 一 1^ 多く 民族性の 代表者で あり 得た からで ある。 一 つ は 民 

族 性 そのもの i 內 容が單 純で あるた め、 又 I つ は 代表者た るべき 资 格の 一 個人が 少数の E 人に 限られた >- め、 代表者 は 容易 

く 其の 民族の 全部 を 一 身に 代表し 得た ので ある。 

更に 他面に は、 長い 年月が 作 中の 個人性 を漸 消せし めて、 概括 的な 民族性と いふ やうな もの- r みが 存留 する。 古い 藝 術に 

なれば なるほど、 一個人と しての 作者の 特徵 など は 分から なくなって、 た 5- 其の 時代、 其の 民族の 特性と いふ やうな ものが 

味 ははれ る。 

次に 上代の 人 は 藜實、 作者の 個人 格に それほど 重き を 置かなかった。 また 作者み づか らも 自家の 個人性と いふ 事に さほど 

重み を 置く 自覺が 無かった。 要するに 作者 は 維れ でもよ かった、 個人性に 對 する 自覺 がま だ發 達して ゐ なかった • 


この 作 中の マルコ ー と稱 する 老人 は 半過去の 人物で 經驗 によって 立って 行く 人物で ある。 叉 ブリン チグ ルレ は 經驗、 智識 • 

を 超越した、 直 覺で蔡 物の 核 を 見る 人物で あり、 グ ンナは 又 現在から 未來に 赴かん とする 人物で、 後 へ に 常に 群集 を從 へ て 居 

るギド ー は、 又 全く 現代的の 人物に 出來て 居る。 マル n 1 は 柱の 隅に のみ 停って 居て、 時々 助言 をす る 人で 常に 夢の みみ 兌 

て 居る。 卽ち 影の 象徵 とも 見られる ので ある。 グンナ の 握る 踺も亦 何等かの 象徵 なので ある。 (大正 二 年 十月 跌話维 記) 


, ： r リザ 
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配され て 居る とい ふので ある。 シ ヨウの 所謂 「生活力」 は卽ち この 運命と 同 1 物 を 指す のであって？ この 命の 好き 顯 はれ 

の 一 つ を 「死」 とメ ー テル リンク は 見る ので ある。 人 はこの 「死」 の 力に 依って 引 づられ て 行く ので ある。 この 「死」 の 力に よ 

つて 人生 殺 後の 解決 は附 くと 彼 は 兌る ので ある。 この 思想が 最もよ く顯 はれて 居る の は 「內 部」 である。 又 「タンタ ジ 1 ルの 

死 一 「ベ レ ァ スとメ リサ ンド」 「アグラべ 1 ヌとセ 巾 セット」 -「 閱入 15?」 等 も 皆 この 運命 觀を寓 した 者で ある。 而し てこ の 「連 

命」 の 代表者で ある 「死」 の 姿 は沈默 であって、 この 沈默 は又靈 魂の 影、 聲 であると いふので ある。 故に 彼の 氣分 劇に は 多く 

の 「1〕 卽ち沈 默が揷 入して ある。 これ は 從來の 作！ „? の 用 ひない 全く 新しい 試みな ので ある。 それで あるから、. 俳優が 巧みに 

この 沈默を 表現お る 事が 出 來れぱ 「死」 の jr 「露 魂」 の IT 「運命」 の 聲を 現 はし 出す 蕃 が出來 るので ある • 

彼の 思想 は 右の通り 「死」 であった のが、 其の g 生」 に 移り 變 つて 行った。 而 して 彼 は 生 は 「愛」 によって よく 現 ばれる と考 

へたので ある。 愛が 必す しな 生の 全部で な いまでも、 華やかに 生々 とした 卽ち 生の 生た る 所以 は 愛の 內 によく 現 はれる と考 

へたので ある。 命は必 すし も 暗い 恐ろしい 物で なく、 華やかな 生 々した 物で も ある，^: «^ たので ある. * 卽ち 「明るい 哲 を 

彼 は 「暗い 哲擧」 と稱 へた 後に 說き 出した ので ある。 人生が 最後の 汐 時に 達した 時 は それが 愛であって、 その 愛の 力に よって 

運命 は 幾分 左右され ると 考， へたので ある 》*「グ ンナ」 とい ふ 婦人 はこの 愛に 依って、 新 生活に 入った ので ある。 卽ち又 この 作 

では 一 人の 死者 を 出さす 明るく 全ての 事 を 解決して 居る。 然し その 最後に は 不明の 問題が 残されて ある。 この 作 は 最後に 如 

何に なり 行く か は 何人に も 解らない。 グンナ の 握った 鍵が 如何にな るべき か は 何人に も 解らない。 この 作 は 大きな 問題 を 後 

に殘 して 幕 を 閉ぢて 居る。 又元來 史劇 は 難しい 物と されて 居る が、 この 作の 如き 新しい 史劇 を 作す る 事 は 殊に 困難な ものと 

見なければ ならない。 從來 此の 作品 は舞臺 に 上す 事が 困難と されて 居る が、 實は齊 通の 物と 同様に 上演 祖來る やうに 作られて 


メ ー テル リンクの 新史慮 、 

イブセン、 スト リンドべ ルヒ 死後の 世界の 劇 擡は白 耳 義のメ ー テル リンク、 獨 逸の ハウプトマンに 支配され て 居る と 云つ 

て も 過言で は 無から、？。  メ ー テル リンク は 實に白 耳 義の沙 翁とまで 云 はれて 居る 程に 現代 有數の 作家で ある， 

扨て 今回 『藝術 座』 第一 回 上演の 脚本と して 選んだ、 第 1 の 開幕 劇 「內 部」 はメ ー テル リンクの 作 中で も 初期に 作られた 靜劇 

或は 氣分 劇の 好個の 代表作で あり、 又 「モン ナ*グ ンナ」 の 方 は 今から 十 年 許り 前に 作られた 物で、 彼の 思想の 回 轉期を 劃す 

る ものと して 有名の 物で あり、 其れに 種々 の 特色が 含まれて 居る。 卽ち 其の 材料の 取扱 方、 內 部の 思想 等 從來の 彼の 作と は 

餘程變 つて 居る。 

「モン ナ，グ ンナ」 中の 主要な 人物 は 何れも、 架空 的 人物で ある けれども、 實 在の 人物 も 混って 居る ので、 其の 取扱 方と して 

は、 普通の 史劇と 何等 異なる 所 は 無い が、 これ を 精細に 見て 行く と 普通の 史劇と だしき 相違 を發 見す るので おる。 多くの 

評 家の 說 にある と、 此の 作の 內容は 死の 哲舉 から 生の 哲擧に 移って 行った 物で あると いふ。 凡て 近代の 文藝は 何等かの 點で 

人生に 稱れ なけれ ぱ 其の 價 値を兑 出す 事が 出來 ない ので あるが、 從來メ ー テル リンクの 考 ふる 所に よれば、 人生 は 運命に 支 

声？ サ 1-1 シ, 0 新 史劇  S  - 


文藝&  *l  io 

それで はたと へ脫 がない にしても 具合が わるから うから、 刖の 解決に 從 つて 身に 武器 をよ と はない とい ふだけ の 意味に 解し 

て、 下へ は 薄耦を 着させる 事に して 見たい。 さう すれば 自 から 場 前 も HI 先が 變 つて 來る譯 である。 さう して その 外套 は 長い 

ゆるやかなら 全身 をす つかり 縢す ものであって 色 合 は 西洋で は 黑のも あり 赤の も ある やうで あるが • 此方の は 深紅 か 何 かで 

曙 示 的な 色 をつ かって 見たい と 思 ふ。 

この 劇の 史燹は 明かで ない が、 中に 引合に 出て ゐる 人物のう ちフ イチ ー ノ一 とい ふ プラト ー 舉 者が ゐる • これ は 有名な ビ 

ザの 舉 者で、 これと マル nl 老人と は 話が 合 ふとい ふ 事に なって ゐ るから、 それで 凡そ 明確な 時代が 定められる。 卽ち十^;^ 

世紀の 末 五六 年から 十六 世紀の 始十 年ば かりに かけて、 ビザが フヰ レンチ H の爲 めに かこまれて ゐた、 その 戰爭 中の 出來事 

と 見るべき である。 フ イチ ー ノ ー と マル n 1 とが プラト ー の 話 をす る 所な ども • 皆當 時の 文藝 復興 時代 を 思 はせ る 村 料 をつ 

かって ゐる。 グンナ の 白に 、「何とい ふ 美し さで せう、 今宵 曉の覺 め 際 は」 とい ふの が ある。 これが 全篇の 作意で あると 共に 

文 藝復與 期の ョ ー a ツバ の 人生 を 言 ひ あら はした ものである。 

耍 する にこの 作 は 新 史劇と して 西洋で も 殆ど 他に 類のない 代表的な もので、 日本で も將來 新しい 史劇 を 書かう とする もの 

は、 此所 等に その 參考を 求める ことが W 來る。 藝術 座の 第 1 回 上演に はな ほこの 劇の 前に 『內 部』 がづ くので あるから、 メ ー 

テル リンクの 前期の 作と 1 の 作との 異同が はっきり わかる だら う。 『內 部』 の 前に は K に ショパ ン の 「ノ クタ— ン」 か 何 か を 

一曲つ けて、 音 樂で先 づ氣分 をつ くって そして その 慕 を 明けて 見たい と 思って ゐる。 (大正 二 年 九月 錢 括 每 K) 


精神的な それで 大自然の 一部 を 切り はなった やうな 男に 出来て ゐ る。 うまく 出来れば これ も 面白い 性格で ある。 ブリン チグ 

ルレが 夢の ある 人で あるのに 對 して、 ギド ー は 夢の ない 人で ある。 それから マルコ ー はこれ も 精神的な • そして 夢の ある 人 

むしろ 夢が ありすぎ て、 ブンナ め所櫚 夢に つ： A まれた 人で あるが、. 讲 しこの 老.^ はメ 1 アル リシ クの 他の 作 * たと へば 『內 

^』 の 老人と か、 『ベレア スと メリ サンド』 の老 主と かと 同じ タイプで、 人生 を 見つ. くし.^ 後の 夢で ある。 いは >^ 實の 夢と 

5 つても 好い や 5 な 夢の 世界の 人であって、 プンナ や ブリン チグ ルレ.. の 如く は^やかな "熱烈な 夢 を 追 ふ 人で はない。. 知識と 

經 験と を 積み重ねた 上に 生じて 來る 夢の 人で ある。 f  J んな 風に して ギド ー と ダン ナ 及び プリ ンチグ ルレ と は 全 ズ相镅 しな，.^ 

刖の 世界の 人であって、 互に 理解す る £ とすら 出来ない、 その 問に 立って マルコ ー は廣ぃ 公平な 立場から それ を 批評して ゐ. 

る。 大體に 於て この 作はメ ー テル リンクの 特色た る靜 かな * 細い、 かすかな、 神秘的な、 象徴的な 味 は 減じて、 他の 作者の 

劇と 同じ やうに はなやかな 活 潑な耍 素が 多分に なって ゐ るが、 それでも この マルコ ー を 通じて 作者の 特色が 《=B に！！ 臺の丄 J4 

流れ込んで るる。 この 外 グンナ はおとな しい 女、 ギド ー は 我の 强ぃ 男、 ブリン チブ ルレ は 熱烈な 男と ふやうな、 メ i テル 

リンク 型の 所 も 勿論 全然 消えて はゐ ない。 舞臺 面な ど 神秘的な、 憂 IS な、 不思議な 場所 を 好んで つかつ.^.^ のが、 この， 作で 

はビ， ザの 城 中 及び 城外に なって 面目.. H 變 して ねる にか i せら.^、.. ヅ ンナ， y  ノブ リンず グル レ とめ：^ き 物 -Is で， 金の 指環が 池 

に 落ちた とか ノ 大理石の 水盤の 上に それが 光って ゐる とか、 又は ブリン チグ ルレが ダン ナの手 を 取って、 その 手の指 を閉ぢ 

たり 翻. i; た" して そこに 愛の 言葉 を すら 聞く やう だとい ふ邊は • やはり 作者の 用ゐ なれた 場面で ある？ ， . に 7.,- 

.. ダ V 少 の 衣裳 は 作意 だと 第 1 1 幕 目以. H.J. 外套】 枚 を 着て 出る こ- V にな-つてみ るが、 それ は 敵將に 降服して、 自分の 國を救 ふ" 

その 身代" とい ふ 意味で 特に さう いふ 敵からの 條 仲に 基づいた もの-であ 0 て、 恐ら ズ素 裸の 上に 外套 を 着る ので あらう が，、 に 


藝術 座の 『モン ナ.， ワン ナ J 

この 劇の 主要人物 は 女 主人公の グンナ を 始めと して その 夫で ピサの 大將 たる ギド I 及び 敵將 ブリン チグ ルレ、 ギド I の 父 

マ ル コ 一、 それから フ a  レンス の 政務 宫ッ リグ ルチオで あるが、 いふまで もな く ダン ナを 中心として、 人生の 或る時 期に 起 

る？ g 命の 回轉^ とい ふやうな もの を 描いた 作で-ある 6-. グンナ をして 普通 平凡の 世^から 新し W ん^ に 入らせよう とする。 そ 

の 動機と して は ブリン- チ グ^レが、 同じく 自分の 雇 はれて ゐるフ 口 I レンスの 處 置に 憤慨して せっぱつまった 境遇 紅ら、 一 

躍レて 新しい 運命 を 開拓しょう とする その 力で ある、 そして この 一 一 人の 間に 少年の 思 ひ 出 を 連鎖と して I 種の 愛の 關係を 生 

ぜ しめ、 その 愛の 力で 二人が 新しい 世界に 第一 步を 踏み入れ やうと する 頂點の 所が 描いて ある。 

r, 私が この 芝居 を 見た の は、 作が 出來て か. ら晕 目の 一九 ow 年に ベルリンの レッシング 座で、 パウリ 1 とい ふ 女優 が rv 

ナを 勤めた 時で あるが、 最も 評判の よいの は 作者 メ ー テル リンクの 夫人た る ルブランの グンナ である。 グンナ は 始めは 極め 

て 無口な、 おとなしい 女で、 それが ブ リ ン チ グ ルレに よって 緒 口 を 切られて、 或る 程度まで I な 女に もな り 、はなや.^ 

な 女に もな つて、 第二 置び f 一幕の 終りで は、 新しい 人生 を 夢見る 花の やうな 女に なつて ゐる. ブリ？ グ ルレ if 


する。 その モ， "メン トを 取扱った ものである • 併し乍ら その 暗示が 果して ブンナ の 呼ぶ が 如く t しい 夢で 解決され て 了 ふか 

否い. H  I 種の 問 g として 殘る。 メ ー テル リンク 自ら は 栗して それ を 最後の 解決と して ゐ たか、 又 泰西 批評家が 云 ふ 如く この 

作 を 境界線と して 全然 作者の 人生 觀 がー 廻 轉 をした かそれ は 明で ない。 けれども、 や- - 大まかす ぎる 厥 ひ は あるが、 たし 力 

に 人生の f 廻轉を とらへ て、 少く とも 問 f して 新ら しい 道の 暗示 を 提出した こと は爭 へない。 た r 技巧の 方面が 思 ひ 切， つ 

て 鼓 rIB 力に なった ため a 1 マンス の 色が や i も すれば 內容 の現實 的な 鋭 さも 隱 しすぎる 氣味は ある。 

之れ を 要するに 舞臺 にかけ ると しても 演者と、 觀 客との 解釋の 程度 如何によ つて 深く も淺 くも せられる もの. C 信す る。 且表 

面 丈け 見て 居ても マンスの 面白さが あり、 內 面に 深く 入れば 入る 程 現代の 深い 人生 問 超が 而も 非常な 鋭い 角度 を 持って 

廻轉 する、 その 廻轉の 項點を 力強い 筆で 描いた ものと して 印象の 深 かる 可き 作で あると 信す るので ある。 (大正 二 年 九月) 
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少 はギド ー と プリ ン チバ ルレと が 代表す る現實 と 夢幻との 間に 揷ま つ て兩 者の 爭鬪の 間に 終に 現黉 から 夢幻 界に 走ゥて 了 

ふ。 それ を 側から 或は 批評し、 或は 取り捌いて 行く のが マルコ ゥの 役目で ある。 こんな 風に メ ー テル リンクで は メリ サンド 

と 云 ひ、 ダン ナと云 ひ、 皆現實 から 夢に 入る ので あるが、 然し メ ー テル リンクの 夢 は 云 ふ 迄 もな く 古い 口 マ ン チックの 夢で 

はない、 その 先き に 新人 生、 新道 德を 3- てゐる 夢で ある。 云 ひか へれば 現在から 未來へ 通す る 美しい 門の 如き 夢で ある。 つ 

まり メ ー テル リンクに 於て 夢に 入る の は 當然來 る 可き 未来に 入る のに 他なら ぬ。 

他で も 書いて 置いた が、 同じ 様な 超 村 を 取り扱 ふても ショウの 「武器と 人」 だと 逆様に 夢から 幻滅して 現實に 出 て來 るの 

だが、 メ ー テル リンク はもつ とその 先き をく ぐって 現實 から 未來に 出て 行く ので、 その 何れが 現代の 藝術 として 強く 吾々 に 

響く かは^ 問 超と しても、 こ \ に兩 作者の 根本的 相逮が 見られる。 全體 「モン ナ* ダン ナ」 はメ  — テル リンクの 作 中で も 他の 

早い 頃の 作、 たと へば 「タンタ ヂ ー ルの 死」 とか、 「群盲」 の 如き ものと は 類 を 異にして 技巧 上で も、 內容 上で も 定着した 劇的 

の 物で ある 事 は 云 ふ を 待た な， s。 若し 强 ひて 比 1^ を 求めれば T ベレア スと メリ サンド」 及び 「アグラべ ー ンとセ リセット」 

同じ 種類に 屬 する 物で、 「モ ンナ • ダン ナ」 は 之れ 等の 作の 續篇 とも 見られる。 卽ち 何れも 戀愛を 中心として 取扱った もので 

た 「ベレア スと メリ サンド」 では 兩方 とも 死んで その 戀の 解決が つき、 「アグラべ ー ンとセ リセット」 では セ リセット 一人が 

死んで その 解決が つく。 然るに 、「モン ナ，グ ンナ」 では 一人 も 死なないで 解決 をつ け やうと して 居る。 こ \ に 一種の 哲舉 i 

めら れる。 卽ち 「ベ レア スとメ リサ ンド」 及び 「アグラべ ー ンとセ リセット」 に 於て はメ ー テル リンク 得意の 運命の 象徵 たる 死 

と 云 ふ もの を まだ 最上級に 握って るる。 從 つて 凡ての 調子が 暗く 沈んで 居る。 だが 、「モンす グ ンナ」 に 至って 死よりも 寧ろ 

.IJi の象徵 とも 見る 可き 愛 そのもので 最後の 解決 を 暗示し やうと して 居る。 云 は 艾鞯ぃ 死から 朋 るい 生 1 歩み 踏みお さん.^ 


「モン ナ. ヴ ンナ」 の內 的硏究 

£  .  ■  , て.. -  ,  . - 

T モ ンナ *グ ンナ」 にも メ ー テ， ル リンクの 他の 或る 作、 例へば 「ベ レア スとメ 》 'サ ンド」 等に 見る が 如き、 現實と 夢幻との 奢 

： ひ、 若しく ば、 過、， 現、 未、 三相の 爭 ひが 書いて ある T ベレア スとメ リサ ンド」 に 於て はゴ ロウが 現實の 人、 物質の 人 を 代 

し、. ベレア スが 夢幻の 人、 ね ー マシスの 人 を 代表して 居る。 その 問 に 露の やうな 優しい メ リサ ンドと 云 ふ 少女 を 挿んで、 

；ぞ _ -がゴ "ロウの 現資 から ペレ ァスの 夢幻の 世界に 入って 行く ので ある。 この 現實と 夢幻 を 捌く 捌き 役が 卽ち アル ク H ル老王 

で：、 之れ が 卽ちメ ー テ ル リ ンク 得意の 境 場 だ。 人生に 於て なめさせられる 凡て の 人情と 知識 を經 驗し盡 した 人に なって、 云ぉ 

, ぼ 過去 を 代表す る 人物で ある。 そして 極めて 公平な 寛大な 心で 現實 にも 夢幻に も 又 物質に も心靈 にも 同感して 現實と 夢幻の 

ぃ爭 ひに 行司 を 取って るる。 併し乍ら 結局 この 老人 も 心靈に 味方し 夢幻に 味方す ろメ ー テル リン ク 自身の 思想 を 中心として ゐ 

, るの は事實 である。 この 同じ 型が 「モン ナ*グ ンナ」 にも 出て ゐる。 ビザの 將 軍ギド ー は 卽ちゴ ロウに 當る 人物で 現實を 代表 

a レ物貧 を 代表して ゐる。 敵將ブ リンチ バルレ は ペレ ァスと 同じく 夢幻 を 代表し 、口-マ ンスを 代表し、 心靈を 代表して 居る。 

> "ル h ゥは 丁度. マ ル ク ェ ル老王 ひ 如く 過去 一 切 を i した 人物で 「內 部」 の 老人と も. ！論 同じ 型で ある。 そして 女 主人公 ダン 

『；_1-シ，.ナ率ダ》.ナ」の內的研》 


所 は 前後の か X り 合で 說明 的に 長め る 外 はない。 例へば 軍に 『死 は』 といって 通る 場合 も あるし、 『死と いふ もの は』 と めな 

げれば どうしても 意味の 通じない 場合 も ある。 そんな 場合 は 無暗に 延びても 困る から、 一 方 を 長め ると ともに、 一方 を 縮め 

^. 時間 上の 氣分を あまりに 害 はない 様に する 必要 も ある。 また 今 言った ヒ a イズムと いふ やうな 語 も、 殆ど 日本語に し 

で 適當な もの もなければ、 まして 舞臺 上で霄 つて 直 もに 通す る 言葉 もない.. それ かとい つて、 こんな 芝居に へ 口 イズムと い 

ふ英語を，^-のま、使はせるのも可笑しぃ、ドィッならへルデンム，トとすぐ言ってぁるし、原文はゃはりへ a イズムら しいの 

だから、 耍す るに 何 か 日本語に くだいて それだけで 意味 を 出す 工夫 をし なくて はならない。 初めは 『英雄主義 J として 見た が 

どうも はまらない、 今尙ほ 工夫 中で ある。 (大正 二 年 九 Bo 


ンナ J ではむ しろ その 反對 に， ちゃう どサ， ，チア スと IIF じ 地位に 立つ ギ， ト ー は 却て ブンナ のへ 口 イズム を 篤り * 『お前 Q そ ひ 

へ ロイ ズ A の 夢から 覺め るまで 穴牢の 中へ 入れて 置く、』 とい ふ 風な 查詞を 言って 居る。 ギド ー に はへ ロイ ズ A よりも、 むし 

ろ 極く 平凡な、 現實 的な、 所謂 夢の ない、 我の 強い 人 問が 描かれて 居 Kf*- 女 主人公 グンナ こそ 却て、 ビザ を 救 ふために 自分 

の 身 を 敵將に 委ねようと いふ 英雄な 行動 をと つて 居る。 そのへ 0 イズムが 据 される と共に 彼女 は 却って、 今迄の ギ， ト ー に對 

する 現實 的な 人生、 グンナ の 口から 言 は せれば、 尋常な、 しっかりした 靜 かな、 爲實 な、 確かな 『愛』 から a3 て、 敵將 ブリン 

チヴ ルレに 對 する、 夢の 人生、 口，' マ ンスの 人生に 入らう とする、 併しながら その 夢と いひ、 口 ー マン スと いふの は、 彼等に 

とって は 只の 空想 や、 た 1- の 遊び事で はない のであって、 その 夢の さきに、 從來 よりも もっと 深い、 もっと 眞實な 新人 生 を 

發 見しょう とする 第 一 歩な ので ある。 言 ひか へれば、 『武器と 人』 では、 夢から 現實 にも どり、 『モン ナ *ブ ンナ』 では、 更に 現 

在の 事實 から 夢の 世界 を 通って、 新しい 未來の 現實に 行かう とする、 その 合間が 描いて ある。 

, £ んな 風な 內容で 此の 芝居 を舞臺 にかけ たら、 現赏と D 1 マ ン ス との 卽 いたり 離れたり する 合間が 面白から うと 思 ふ。 內 

容は 深い 現代の 人生 問題で あると 共に、 外形 は a マ ン チックな 史劇の 要素 を澤 山に 持って 居る。 同じ 一 つの 臺詞の 中で も， 

現資に 人ったり、 夢幻に 入ったり しなくて は 旨くい かない やうで ある。 それが 爲 めに 私の 翻譯も 所謂 日本 文學に 在り 来りな C 

,  ン チックな 句 を 挿んで、 周 園との 調和 を 取る と共に、 原文と は 語を換 へて 見た所な ども ある。 その上 西洋で は， あれ だけ 

を 一 一時間 半ば かりに 演じて 了 ふに 拘ら す、 日本語で 譯 すると、 どうしても 三時 間 以上 四時 間 くなる。 これ は 私の 譯 のま づぃ 

故 かも 知れない が、 大體に 於て はどうしても 延びる もの 、様で ある。 所に よって は 到底 吾々 が雜 誌の 文章な どで 使 ひつけて 

展も 様な 直譯 的な、 そして 簡潔ない 上 W 葉 はま だ 耳に のみ 訴 へる 1$ 臺 上の 用語と して は 用 ひられない 場合が ある 4 さう いふ 

7> ツナ • プンナ J と S 器と 人」  S 二 S 
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はれ なくなって、， 在来の 所謂 戯曲 髖を 取って来た。 只 だ 幸に 額 文でなかった^ けが、 好都合 位の ものであって、 大 SB の 詩的 

な 表白 や 長いく 臺詞の 受け渡し、 Isiw の 誇張 等 は、 どラ しても セ ー キス ビアに 歸ら なくて は當て はまる ものがない。 それ 

と共に 全體の 事件の 組立 も、 n マ ン チックに 出来て 居て、 時として はメ  n ドラマチック とさへ 評される 位で ある。 卽ち 表面 は 

殆ど セ ー キス ピア 物 を 連想す る やうな、 ロマンチックな、 華やかな、 面白い ものであって、 只 だ それだけ 見て も、 -1 般的 

に歡迎 される 性質 を 有って 居る。 それで 居て、 その 取扱って 居る 內容は 現代的で ある。 すな はち 人生の 回轉 期、 新人 生の 黎 

明と. いふ やうな 所 を、 現代の 精神^ 闘の 材料で 描いた ものである。 そんな 風に して ！ 個人と しても、 女 主人公 ヅンナ 及び 敵 

將 プリン チヅ ルレの 上に 深い 現代の 煩悶と 回轉を 取扱って 居る と共に 全 雔 の签氣 として は、 それと 相 Jtl^ る點の ある、 欺洲 

文明の 煩悶 期、 回 轉期卽 ち 十五 六 世紀の 文 藝復與 期 を 背景と した ものである。 

この 作 も 他に 比較して 見ようと すれば、 例の ショ ー の 『武器と 人』 が ある 點に 於て 似て 居る。 どちらも 所謂へ P イズムの 幻 

f 取扱った もの だと、 西洋の 批評家 は 富って 居る が、 併し その 取扱 方は異 つて 居る。 、そこに 兩 作者の まるで 異 つた 行方が 

うか^ はれる。 ショ ー の 方 は 文字 通の 喜劇であって • 結末が 二 夫婦 めでたしく といった 様な 西洋 喜劇の 共通の 型まで ちゃ 

んと取 入れて ある。 のみなら す 全體に 於て 簡單 明瞭に • 徹底的に、 へ a イズム を 幻滅 させて 見せる 上に、 それに 對 すろ 皮肉 

も， 骨 糟も澤 山 交って、 全 體が輕 快で あると 共に、 動と もす ると 淺 いものになる 。どっしりと 落ちついて 深く 喑ぃ 所まで つき 

入って 行く とい ふ 味が 缺 けて 居る。 のみなら すへ a イズムの 破り 方 も 違って 居て、 『武器と 人』 では 軍人の サ ー ヂァス が 自ら 

へ a イズムの 崇拜 者で あると 共に、 女 主人公の ライ ー ナが 始めは そのへ a イズム を崇拜 して 居て、 後に 摘 西からの 雇 軍人の 

滑 なまで 平凡な、 現責 な、 自然な 所に 心 を 動かされ、 今迄め へ a イズムめ 夢から 先め ると いふので あるが 、『モン ナ*ダ 
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『モン ナ.ヴ ンナ』 と 『武器と 人 J 

rT モン チ *グ ンナ』 は 首 ふまで もな く、  メ ー テル リンクの 作で は 全く 風變 りの ものであって、 千 九 百 二 年の 作と いふから， 寧 

ろ 年代の 上で も、 後期に 屬 する ものであるが、 たドに 年代の 上 のみでな く、 作風の 上で もお のづ から 在来の 作と か はつ 1^ 居 

： ると いふ こと は j 般の 批評家の 認める 所で ある。 か はって 居る と 首っても、 通例 メ ー テル リンク 式と 首 はれる 在來の 作が 却つ 

て簪 通の 劇と 風變 りなので あって、 それが 『モン ナ，グ ンナ』 に 至って、 むしろ 4^常 の 劇の 風格に 近いた とい ふ 意味で 變 つて 

居る ので ある。 其の 他の 諸 作 は r 內部』 にしろ、 『闖入者』 にしろ、 みんない つの 時代、 いかなる 場所と いふ こと は 分らない • 

や 、多く 劇的に なって 居る 『ぺ レア ストと メリ サンド』、 『ァグ ラベ I ンとセ リセ ッ ト』 などで すら、 所 は 勿論 分らない し、 時代 

；も 極めて 茫漠と li て 居る、 『 內部』 の 如き は 現代に 近いと 解せられ るが、 『ぺ レア スと メリ サンド』 の 如き は、 キリスト 敎 亂 

の 世界と も 見られる。 耍す るに 時と 所と を 超越した 作風であった。 それが 『モ ン ナ*グ ンナ』 に 及丄で 明白に 十五 世紀の まめ 

ビザと： いふ t も を揭げ 出して 来たので ある。 こんな 風に して 明かな 史劇になる と共に、 -V の谰^ 形式 も、 却って. 時と， 所と： >^ 

.拔 いて あれば、 、それが 直ぐ 現在に て 結びつけられる けれども * 生中それが.定まづ，て居.るだ；&^乂 全くの 親實 の. 形で. f;!^.^ ま 

;f_t->.M ダ y ナ』 と 『武 «fc 入』  ヌー J.1 


ト 1 ひ アル タエ ル 『モ ンナ .グ ン ナ』 の マル n 1 等が それで、 人生の あらゆる： も. のお：^ 驗 して、 あら ゆ る ものに 同情し、 あら ゆ 

な もの を 理性の 服で 見る、 言 は 人生の 說明 者、 運命の 先導者で ある。 その マルコ I 老人 すら、 『モン ナ， ダン ナ』 に 於いて 

はつ. 旣に 1 步 あとに 取り 接された 氣 味が あるひ ダン ナはー 歩 を 踏み出して ゐ る。 マルコ ー はた ビグ、 ンナを 讃美して 「§ は. 

やつば り 生きる こと だ」 とい ふ。. 新道 德を 生の 方角に 求め やうと する ものと 雷って よい。 併し 我 今み づ からの 問 超 はま だ 其； 

のさき に殘 つて ゐる。 (大正 二 年 九月)  -,, ゝ 


メ丄 アル リンク は 知識の 逞しい 作家で ある。 其の 論文 集 『貧賤 者の 箕』 (1 八 九 六 年) から 『知慧 と 運命 Jin 八 九 八 年) に 行く 

に 及んで、 暗黑な 憂愁の 運命 觀 から 一歩 を轉 する やうな 氣 合を兒 せた。 運命 は必 すし も 神秘な 象徵 としての み 取扱 ふべき も 

のでない、 人間の 靈智 によって 見る ことが 出来る。 斯う なれば 其の 力 は 最早 速 命と いふ こと すら 出来ない ものになる。 不運 

は 之れ を 避け、 幸 齲 は 之れ を 引き寄せる こと も W 來る。 光明 的に なって 來た。 

之れ と相應 じて * 作の 上に 新しい 光明 を 示した のが 三 幕 史劇 『モ ンナ *グ ンナ 』( 一 九 〇 一 一年) である。 此の 作 は 『ベ レア スと 

メ リサ ンド』 『アグラ ヴ HI ンとセ リセット』 と 同じ 道 を、 更に 一 歩 先に 進む と共に、 死の 晴ぃ 運命から 同 避して、 新に 生の 光 

明と 喜悅 とに 達せん とする： t に 立つ ものである。 遙 かの 向 ふに、 曉の第 I 光 を 望んで ゐる。 女 主人公 ダン ナは、 愛の 手に よ 

つて 新人 生の 門 を 開かう として ゐる。 

併しながら、 其の 開き 得た 新人 生の 門の 奥に は、 ^たして 安らかな 人生の 大路 や 殿堂が あるか K« か は 分らない。 光明と 喜 

悅と はた 噔 示に 止まって ねる。 新人 生の 大道が * たして 愛に あるか は、 問題と して 殘 つて ゐる けれども 前 來の諸 作の やう 

に 翻 望 的で なくなった、 死の 運命に よって 影 をつ けられる ことが、 無くなった。 少く とも. 暗示と して、 問黯 として、 光明 的に 

なって 來た。 共の 以上 は， 更に 之 を 光明と 解す る も、 暗黑と 解す る も、 觀る 者の 自. S である。 メ ー テル リンク 自身 すら、 此 

の 作 以後 明白に 人生 觀を 一 變 して ゐ るか 否か は 分からない。 

メ ，テル リンクが、 何れの 作に も 殆ど 自分の 身代りの やうに して 用 ひる 老人が ある。 『內 部』 の 老人 『ベレア スとメ サン 

^  yl テル， ンタ SI  rl* 


丈蕩 K; き 

彼れ の 思想が おの づ から 前後の 二期に 分かれる • 愛と 死と 接稱 して 相 爭ふ姿 を 書いだ もの は 『七 王女』 であろ が、 併し こ- T で 

は、 王女 ウルシュラ は、 久しく 待ち こが れゐた 1^ 子の はる.^ 自分 を 尋ねて 歸 つて 来た， その 一 膝 間 前に 死の 手に 摑 まれて 

了 ふ。 簡單に 死の 勝利と 愛の 敗北と が 描かれて ゐる。 1^ にかけ たら、 運命の 重さ は 死の 方に ある。 愛 はま だ 運命と いふ 程の 

權威を すら 持って ねない。 けれども 『ベ レア スと メリ サンド』 乃至 同じく 五 幕 劇 『アグラ ヴェ ー ンとセ リセット. K 1 八 九 六 年) 

に 至って、 愛が 重大の 地歩 を 占めて 來る。 言 ひか へれば、 愛が 運命と して 人間に 歩み寄って 來る狀 態 を 書いて ゐる。 例へば 

ベレア スと メリ サンドと が 殆ど 自ら 知らす して、 一目 相 見た 瞬間から、 一生 を 支配す る やうな 不思議な 愛に 陷 つたの は、 運 

命の 力の 發 現であって、 同時に それが 人生 最上の 結論 を象徵 する ものである。 人生が 愛 を 中心に して 廻轉 する。 

けれども、 こ-では、 まだ メ ー テル リンクの 道德に 重き をな して ゐ るの は 死で ある。 愛が そんなに して 運命の 力 を 持つ に 

拘ら す、 共の 愛の 先に は 更に 他の 結論が 豫 想せられ て. ゐた、 それ は卽ち 死で ある。 知らす 識らす 愛の 運命に 引き すられた 我 

等 は、 それによ つてた 一 sis 高い 死と いふ 運命の 本 座に 導かれる に 過ぎなかった。 從 つて 喜悅と 光明と に充 ちて 居るべき 愛 

も、 其の 色調 は 依然として 悲哀であった。 メリ サンドが 「私 は幸黼 です …… けれど 悲しい」 といへば、 ベレア スは 「人 は赚 

を するとよ く 悲しくな ります」 とい ふ。 そして 結局 二人 は 死なざる を 得なかった。 アグラ ヴ H> 'ンと メレ アン デルの 愛 も • 

セ リセットの 死と 其の 前後の 澳惱 悲哀で 憂 sa の 色に 塗られて ゐる。 要するに 眞の 痛切な 愛の 終局に は 死が 横た はつても る • 

此の 點 から 見れば、 最後の 運命の 姿 は、 やはり 死で ある。 

死 は 果たして 我等の 生の 最高 運命で あらう か？ 


では、 死 は 如何にして 人生の 最後の 解決になる であらう？ 「死 卽 運命」 の 思想に 從 へば， 我等の 生活 は 死によ つて 指 

導 せら.^ てね なくて はならない。 生 は 直ち. に 死 を 最高の 結論と して 營 まれなくて はならない。 死なん が爲に 生きる ので ある。 

まめ 種の 思想 も 固より 今日に 始まった ことで はない。 】 方から 言へば、 死 はたし かに /切の 事 を 解決す る。 人間の 生活が 複 

，に、 深奥に、 i 的に、 なれば なるほど 矛盾と 举鬪 とが 增レ て來 る。 樂天 家の 理想に 從 へば、 それらの. 矛盾 爭鬪 が增 すと 

共に 之れ を賴 I し調攝 する 途も發 達する 譯 であるが、 事實 はさう でない。 文明の 進歩が 生活の 複雜を 意味す る， に、 精神 

.H の 矛盾、 爭鬪 は、 調和 力に 對 して 遙 に增大 せちれ、 遂に 調和 そのもの を 破毀して 了 はねば 止まない、 そこに 近代 生活の 不 

安が 生す る。 而 して 此 矛盾 爭闘を 深刻に 徹底せ しめ やうと すれば、 生 そのもの を絕滅 する 外はなくなる。 死に 入って 始， めて 

1. 切の 矛盾が 解ける。 人生の 約束 は 初めから 悲劇で あ ftv、 死で ある。 古來の 壓世哲 舉が歸 着して ゐ るの はこ i である。 

併し メ ー テル U ンクに は 之れ と 反對の 一 面 もあった。 人 問 は 死と 共に 生と いふ u を も 所有して ゐる。 運命 死せ よ」 と 

命す る 時に、 我等 は 「生きん と 欲す」 と 答へ る。 生の 力 も 亦た 死の 力に 劣らない 程の 強さで、 我等 を 引きつけ る。 而 して 此の 

方 は、 メ ー テル リンクに 於いて、 愛と いふ 事で 象徴 せられる。 死と 同じく 不可避 的に、 平等に、 我々 の 上に 迫って 來る もの 

は 愛で ある。 愛 は、 生 そのもの-躍動し 充實 せられる 姿で あるから、 共の 色調 は喜悅 であり、 光明で ある T 愛卽 運命」 の 思 

想 もまた メ， テル リンクに 認める ことが 出來 る。  ，. 

V 斯 やうに して、 メ ー テル リン クに は、 死と 愛と、 1 1 つ の 矛盾した 運命の 象徴が ある。 而 して 此の 二つの もの i 關係 により r- . 

メ 1 テル リンク 揄  セ， 
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である。 又 一 酒 『內 部』 ( 一 八 九 四 年) の 老人が、 悲しみの 通る 道 は 知れない もの だとい ひ、 人 問 はたに 操り人形の やうに、 何も 

自知 しないで 生きて 行く とい ふの がそれ である。 運命 はた 事 赏に現 はれて 終結した 時で なければ 我々 に 分かる もので ない 

とい ふ 意味の 言葉が、 メ， 'テル リンクの 作に は 幾度と なく 繰り返される、 耍す るに 人生の 最後の 眞理 であり、 正義で あり、 

道き であると ころの 力 は、 閽 不可知であって、 之に 對 するとき 恐怖と 畏敬との 感を 起こす、 す. な はち 神秘と 感 する 所以で 

ある、. 之れ を 名 づけて 命と いふに 他なら ない。 而 して 此の 速 命 は、 ^^ちらかと言へば、 恐ろしい だけに 悲しい 色調 を 多く 

持って ゐる。 幸 ：„i?i とい ふよりも、 むしろ 不運の 運命で ある。 人生の 最高 支配力 は、 斯うして 暗い 影の ついた ものになる。 こ 

れ.^ 昔からの *| 命 論が、 概して 持って ゐる 色調で ある。 ェ ヂ. ホ ス の 上に 落ちて 來た ギリ シ ァ の 宿命 も 『內 部』 1 家の. 上に 落ち 

て 來たメ ー テル リンクの 運命 も、 其の 悲哀で ある 點 では 同じで ある。 

けれども メ ー テル リンク は是れ から 先へ.、 更に 一歩 を 進め、 二 歩 を 進めた。 彼れ^ 稍々 明に 運命の 歩む 途を 見やう とした 

そして 夜 明の 薄 あかりの 中に、 朧げに 二 筋の 途を 見、 二通りの 足音 を 聞いた。 一 つ は 死で あり、 I つ は 愛で ある。 メ ー テル 

リンクの 作に、 早くから、 或は 別 かれ、 或は 合して 存 して ゐ るの は、 此の 二つの 思想で ある。 

メ ー テル リンクに 取って は、 死と いふ 事が 運命の 象徵 であった。 何時、 何處 から ともなく、 併しながら 不可 抗 的に、 平等 

に 我々 に 迫って 來る もの は 死で ある。 若し、 述 命の 姿を兒 やうと するなら、 死の 人間 を 襲 ふ 有様に 最もよ くそれ が 見られる。 

この 死の 姿、 死の 歩み、 死の 力 を まざく と 描いた ものが 一幕 劇 『閬入 者』 (一八 九 〇 年) 同じく 『七 王女』 (1 八 九 1 年) 五 幕 劇 

『タンタ ジ ー ルの 死』 (一八 九 四 年) 等で ある。 死の 足音 は 極めて ひそ やかで ある。 けれども 其の 手が 1 度 か、 つたら 決して 放 

1y& い。 死の 神秘と 之れ に. 對 する 恐怖と は、 啻に 此の 三 作の みで <hf く、 殆どす ベての 彼れ が 作に 現 はれて ゐる • 


しながら • 古 往令來 * 何人 かよく 真に 此の先の 給 論 を與へ 得た であらう か * 

それに 拘ら す、 事資に 於いて 我々 は 生きて ゐる、 實 行し つ、 進んで 行く。 舞の 結論な くして、 た 眞の實 行の みが ある。 

Ja; の道德 なくして、 の 人生の みが あるので ある。 言 ひか へれば、 結論 は 知る ベから す、 道德は 知る ベから すして、 た e 資 

行が あり、 人生が あるので ある。 我々 は 此の 知るべからざる 道德 によって 支配 せられて 行く。 道が 見えないで、 た あるいて 

ゐ たので ある。 斯ラ 思ひ來 たると、 人生の 眞理 は閽黑 である。 人生の 支配力 は 不可知で ある。 而 して、 闍黑 にして 知る ベ か 

ら ざる 力の 前に は、 常に 恐怖が ぁタ、 畏敬が ある。 人生の 最後の 道德 は、 此の 長 敬、 恐怖、 藺黑、 不可知の 源から 發 する も 

のでなくて はならない。  、 

二 

こ  まで 來て、 私はメ ー テル リンクに 出會 ふこと が 出来る。 メ I テル w ンク の道德 もこ- "から 出發 する。 簡黑 にして 恐ろ 

しい 力 を 彼れ は 運命と 呼んだ、 運命の 神秘と 呼んだ。 人 問 はい やおうな し、 此の 力に 引き すられて 行く。 こ V まで は 昔から 

ある 運命 觀、 神秘 觀と 同じで ある。 取り わけ、 其の 運命と いふ ものが、 我々 に說 明す る ことの 出來 ない 力で ある 點に 於いて 

太古から <? マ 日に 傳 はって ゐる 行詰りの 人生観で ある。 其の 五 幕 劇 『ペレ ァスと メリ サンド』 (一八. 九 二 年) の 中の 少年 ィ -I  a 

ルドが、 夕 暮に羊 飼に 連れられる 歸る 羊の 群 を 見て 「 一 所 懸命に 走って ゐる。 …… 一 生 懸命に 宠 つて ゐる ；… 大きな 四 辻へ 來 

た、 あ .1! あ-! どの 路へ 行って い-か 知らないんだ …； もう 鳴きた くな つた …； 待って ゐる …… 右へ 行か、 プ としてね 

るの が ある …… みんな 右へ 行かう とする …… 行つ ちゃい けない の だ ： ： 羊 飼が 土 を 投げて ゐる」 とい ふの が、 やがて 人生の 姿 

メ  ，テル リンク 五1£ 
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けれども また、 道 德は實 行の 道で あろ、 而 して 賢 行 は 常に 断案から 生じ 結論から 生す る。 今日の 我々 が懷く swi 上の 爭鷗 

に、 現代の 何人 かよく 斷案を 下し、 結 41 を 着け 得る 者が あらう？ 眞の權 威 を 以て 「我れ 汝に道 德を敎 ふべ し」 と廣言 し 得る 

もの は 一人 も 無い 害で ある。 我々 は、 すべて 謙 通な 哀れな、 自己 研究者た るに 過ぎない。 自己の 精神^ 闘に 苦しみ、 疲れて 

血 を ふり 絞る 聲で 天の 一方に 結論 を 求めて ゐる ものた るに 過ぎない。 而 して 此の 聲を 傅へ もる のが 現代の 藝術 である。 これ 

だけの 意味で、 現代の 大 なる 藝術 はすべ て道德 であり、 之れ が 作者 はすべ て 道 § である。  . 

而 して、 斯うした 藝 術に 接する とき * 我々 が 最後に かち 得る もの は、 嘆息と 寬 やかな 同情の 心と である。 啻に 藝術 のみで 

なぐ、 直ちに 人生 そのものが 我. に敎 へ. ると ころ は 此の 如くで ある。 甲 も 乙 も 丙 も 丁 も、 爭 闘し 矛盾す るすべ ての 精祌は • 

深い 人生の 立場から 見れば、 一様に 奠理 であ .5、 正義で ある。 人生に はた だ I つの 武理が あると 共に、 すべての 存在が 武理 

であり 得る。 すべて を 容れて 一 つに する もので なければ、 我. V の 生活 を 統一す る 力 は 無い、 結論と なる 力 は 無い • 而 して 斯 

やうな 結論が 得られない ところに、 嘆息と 寬大 自由の 心と が 生す る。 嘆息 憂愁の 色調 を帶 びない 人間 は、 概して 淺簿な 人 問 

である。 寬大 自由の 心を缺 いて、 直ちに S- の 存在の 上から 乙の 存在 を 非難し 得る ともがら は、 共の 自己の 奥に 荒 凉無慚 な i41 

虚 の 横た はる こと を 感じて、 耻 かしく は <s ^いで あらう か。 

哀れな、 謙 適な、 K 摯な 人生 研究者が 到達す ると ころ は 之れ を 以て I 段落と する。 けれども、 嘆息と 寬大 自由と は * 耍す 

るに 人生の 消極的 結論であって、 まだ それみ づ からが 積極的 結論に はならない。 人生 は 要するに 實 行であって、 實 行に は 積 

極 的な 結論が 入用で ある * 嘆息と 寛大 自由と は、 た 眞に 生きん とする もの i 爲に 背景 を與 へ氛圍 氣を與 へる に過ぎない、 

さう した 氣 分の 中に 行 はれる 實 行が 最も 眞實 であ タ、 正當 であると いふに 止まる。 我々 は 更に 此の先の 結論 を 要求す る。 併 
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英國の I 評論家 は、 大陸の 作家 中メ ー テル リンクと トルストイと イプセンの 三人 を、 最も 多く イギリスの 譏 者に 喜ばれる 

ものと して 擧げ てゐ る。 そして 此 等の 作家 はみ な であるが ために イギリス 人に 喜ばれる ので あると 說 明して ゐる。 此 

等の 作家 はたし かに 道 f である。 道 1 家で ある。 共の 貴い 所以 も そこに ある。 イブセン、 トルストイ、 メ ー テル リンク 等 

の 如くであって こそ、 始めて 露の 意味の 道 i であり、 道德 家で ある。 私が こ \ で 言 はう とする の も、 此の 道學 者た るメ 1 

テル リンクの 一 面で ある。 

, 道畢 者と は 人生 を說く 人と いふ ことでなくて はならない 。近世の 藝術 は、 藝術 その ま- -が 人生で ある、 人生の 中で も、 特 

に 精神 爭鬪の 一面が 結晶して 現代の 大 なる 藝術を 成す ので ある。 現代の 人の 複雜を 極めた 精神 は、 それに 自覺の 起こる とこ 

ろ、 必ゃ 矛盾 を 感じ 爭鬪を 伴 ふ。 この 精神 爭鬪の 評價と 結論と を考 へる ものが 眞の道 f である。 眞の 道德も それに 生きる 

痛切に 之れ に觸れ ない 道德 は、 要するに 死道德 たお、 無 自覺道 德たリ 、極樂 とんぼの 道德 たるに 過ぎない。  , 


* 薷碑 灣"  ？1 

其 11 に戰 ひが ある。 若し 私の 行く 道 を 妨害す る ものが あれば、 戰 はざる を 得ない 。愛の 路は 破れる。 戰ひを 避ければ 妥協の 

外 はない、 妥協 は. 愛でない。 であるから 出來 得るなら、 初めから 此 矛盾 も 可成 無い ようにしたい。 其爲に は、 自分が 獨立獨 

行して 差 支への ないような 地位に 可成 立ちたい。 精神 上の 我と 他人との 爭ひ は、 或 程度で 相關 せす の 形で 立って 行かれる？ 

けれども 其れに 物質 上の 問題が 加 はると、 そう 行かなくなる。 だから 可成 物質 上に 獨 立したい、 首ひ換 ふれば、 人の 世話で 

生きて 行く とい ふ 煩 ひ を 可成 少 くして 置いて、 自分の 心の 行く ま >t に、 積極的な、 そして 單 一な 生活が したい。 比の 爲 にも 

物質 上の 簡易 生活 は 結構な ことで ある。 要するに 私の 望む 簡易 生活 は、 豐 富の 上に 立つ 軍 一 であって、 これ はやが て 最も 力 

強い、 充 資した 精 極 生活でなくて はなちぬ。 OKE 二 年 八月) 


§ な 困難な 路に 入らないで、 貧弱で もよ いから、 在來 hs の平穩 無事な 路を克 命に 歩いて 居れば、 其の 方が 平和な 人生 かも 

知れぬ。 只 我々 現代人に とって は、 其れに 滿足 出来ぬ 止む に 止まれない 要求から して、 不安な 路に 入って 行く。 そして 其 中 

に 何時か は統 一 を 見出さう と悶搔 く。 

私が 今の 考へ では、 世の中 は 要するに 愛か戰 ひか、 の 二つの 道し かない。 其の 中の 愛が、 我々 の 生活 を單 純化して くれる 

最後の 解決で はない かと 思 ふ。 愛と いへば 廣 いが、 要するに 如何なる 意味に 於ても、 愛する とい ふ 根本の 心 は 1 つで ある。 

我と 他人との 問の 障壁が 取り除かれて、 一種の 嬉しい 心 持で 相 方 相 ひ 合する ことの 出来る 瞬間が 凡て 愛で ある。 男女に 於て 

も、 親子に 於ても、 友人に 於ても、 此の 心の底から 自然と 湧いて 來る 愛の 經驗 のみが、 最も 正しい ものである。 例へば、 犧 

牲と いふ 様な もので も、 それが 道德ゃ 法律の 規則 づ くめで 遣る 犧牲 では、 何等の 意味 もない。 愛の 經驗と 連って 起る 犠牲で 

あって、 初めて 價 値が あろ。 佛 者が 大 慈悲と いった やうな 此經驗 は、 確かに 如何なる 凡人に も ある。 如何なる 困難の 事件で 

も、 共れ を 法律 は 勿論、 道德で すら、 其 原則に 合せて 判 斷し處 分した 場合に は、 我々 の 眞の心 は、 決して 最後の 滿足を 得る 

もので はない。 之に 反して、 其 困難 を 愛の 心で 處 分した 場合に は、 縱し 其の 虑 分が 道 德には 外れ、 法律に は 背いて 居ても * 

我々 の 心の底に、 いふ 可から ざる 濶 やかな 滿 足を覺 へる。 要するに 人生 は 愛に よって 裁かれた 時が 最も 正しい 時で ある。 愛 

の 心を缺 いた 裁判 は道德 であらう が、 法律で あらう が、 我々 に は 最後の 正義と は 思 はれない。 若し 私の 今の 精神 生活に 統 一 を 

求めん とする 要求が あると すれば、 其方 面 は此處 にある。 愛に よって、 我 精神 生活 を單 純化 せんとす る ものと W つてよ い。 願 

くば 此卷 風の やうな 緩 かな 心で、 世の中の 有る こと を、 出來る 丈け 多くの 自由 を 以て 行 はれさせたい。 

けれども 旣に 私が 此 丈け でも 自分の 人生 觀を 作れば I 方に は それと 矛盾す る ものが 出 來て來 る。 共れ に對 して は、 矢 張. OS 
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精神 生活と 物質 生活と は、 本來 全く 區 別して 考 へられる もので はない。 物質 上の 生活が 黌富 になれば、 精神 上の 生活 も豐 

富になる べきで ある。 其れが 並行し ないで、 只 物質 生活の みに 溺れて、 精神 上の. E 覺が 少しも 伴 はない 種類の 生活 は、 我々 

の 眼から 見て は眞の 生活で はない。 物質 上の 生活が、 I 々精神 生活に 響き を傳 へる。 其れが 要するに 所謂 鴛肉 共鳴の 全き 生 

活 である。 これ は I 面に 於て は、 我々 の 生活の 內 容を發 達せし むる 理想で あるが、 他の 一 面に 於て、 そんな 風に 漸く 複雜 豐 

富に なって いく 生活 を、 精神 上で 統一す る 必要が ある。 其の 精祌統 一 の 上に、 我々 の 安心と いふ ものが 常に 宿って 居る。 此 

の 銃 マの ない 生活 は、 常に 不安で ある。 現代人の 生活の 不安と いふ こと は、 主として 此統 一 のない 所から 來る。 我々 の 精神 

生活 は、 種々 の 方面に 於て 矛 眉した 欲望の 寄り 集りで ある。 心の中に は、 絡え す戰 ひが ある。 其 戰 ひの 多くて 強い ほど、 其 

丈け 其 人の 生活の 內容は 豊富な 譯 である。 一 方から いへば、 進んだ 人の 頭腦 は、 常に 此戰 ひに 充 ちて 居る といって よい。 ル 

ソ. I にしろ、 トルストイ にしろ、 皆 I 面に 於て は、 此 精神 上の 煩悶 苦闘 を 深刻に 味った 人々 である。 只 其 煩悶 苦鬪 丈け で 終 

つて 居る 間 は、 安心が 生じない。 平和な 穩 かな 所謂 君子 聖人と いふ 風の 人格 は 成り立たない。 けれども 共れ と 同時に、 初め 

から 斯様な 精神 上の 煩悶 を担絕 して、 消極的な、 貧弱な 生活の 上に、 簡單に 成り立つ 統一で 滿足 するとい ふ、 小 圓滿の 姑息 

統 一 の 聖人 君子 は 現代の 人々 には堪 へられない 生活で ある。 そんな 生活に 入る やうなら、 寧ろ I 生 を 不安の 中へ 送っても、 統 

I のない 複雜な 豊富な 生活 をして 死ぬ る處に 意味が ある。 併し 願く は、 此 不安. の 上に 大統 I を 成り立た せたい。 此大統 I を 

成り立た せる 方法と しての 簡易 生活、 言 ひ換 ふれば 精神 上に 統 1 を 工夫す る 丈け の 餘裕を 作る 爲の 簡易 生活が， 得られる も 

のなら ば 望ましい。 勿論 此 様な 複雜な 現代 生活の 上に、 眞の 統一 を 作る とい ふこと は、 容易な ことで はない。 其が 出来れば 

一個の 達人で ある。 我々 ね 一 生 其れ を 追 ひ 求めて、 しかも 其れに 達し^ないで 終る のか も 知れない。 そう 考 へれば 初め かも 
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積極的な 簡易 生活 

- 少く とも 物質 上で は、 私自 からが 旣に 簡易 生活 を 或 程度 迄實 行し、 又 此後も 可成 簡易な 生活に 入りたい と 望んで 居る 一 人 

である。 けれども 自分が 物質 上の 簡易 生活 を 求める 心 持 は何處 にある かとい へば、 要するに 其れが 精神 上の 生活 を 煩さない 

やうに とい ふ 要求から 來て 居る。 畢竟 成る 可く 物質 上の 負 擄を少 くして、 精神 生活の 自由が 得たい、 精神 上に 自分の 望み 通 

りの 生活 を爲 すに は、 物質 上の 壓 迫が 有って はならない。 併し 一 面から 言へば、 簡易 生活と いふ 事 は、 其れ 自 からに 問題が 

あり 得る。 若し 之 を 消極的に 解して、 其れに 依って 我々 の 生活の 分量 を 限 少し やうと するならば、 我々 は必 すし も贊 同し 得 

ない。 昔の 禪儈の やうな 枯れた 生活 を爲 ると いふ 事が、 必す しも 現代人の 幸福で はない。 物質的に も 寧ろ 我々 の 生活 は豐富 

にして 行かなくて はならぬ。 只其豐 富と いふ 事が、 資質 上の 豐富 でなくて、 其實は 自分に 却って 苦痛 を 持ち 來し、 空虚 を 持 

ち來す 所謂 虚榮 の豐 富が、 世の中に は 幾ら も ある。 そんな 形式的な 豐富 生活 は、 憎むべき ものである。 積極的に 實 質の 上 か 

ら、 我々 の 生活 を滿 足せし めて 行く とい ふ 意味で、 我々 は 寧ろ 豐 富な 生活 を 要求す る。 其 豐富を 得ん が爲の 手段と して、 今 

言った 様な 虛榮. の 響： 富 若く は繁褥 生活 を 退ける。 此れ 丈の 意味で 我 々は 簡易 生活と V ふこと に贊 成す る。 

まお 的な 筒 易 生活  so* 
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ある。 最も 早く 此の 道に 確乎たる 脚 I てた も Q が？ の 勝利者で ある。 請 以後の 劇界 は 多事で あらう が、 併しながら 何 g 

際立 つた 事が 出來 るか は 分らな い 。 

1 方、 此 度の 國哀 が、 明治の 御代 If と共に 大正の 新しい 時代に 入る の だとい ふ、 I 代謝の 暗示 は、 廣く 何人の ヒ 

にも. 及んだら うと 思 ふ。 殊 I ズさ 上に S 感 I 切で あつたと 零る。 あらゆる 方面で、 活動 勢力の 中心が 靑壯 年の 

上に 移りで ある は、 明かな is である。 都會に 於いても、 田舍に 於いても、 さラ である。 老いた る もの を 尊敬す ると 共に、，， 

老いた る もの をして 喜んで 若き ものに 代らし めよ、 政治 も 道德も そこにお のづ から 新生面 が開 けて 来る。 時が 移った の だ、 

若い もの 4 が來 たの だ。 斯ん なやうな 暗示が 國哀 と共に I 般に 行き わたった 事 は 否めない。 諒闇の 明けた 後に、 最も 注意 

して 見るべき 肚會 P の變化 は、 こ- -に あると 信す る。 (大正 二 年 八 


t 永久に 現在 を 彼って、 未 來に拔 け T とする からで ある •  I は 永久の 動搖 であり、 不安で t 、流轉 である。 大 なり 

小な り何虡 かで 前進し やうと 動いて ねる のが 文藝 界の實 情で ある。 偷 安と 雷っても、 其の あ ひだに 何 か は 言って ゐる、 爲て 

t. 此の 點に 於いて i、 文讀 ほど 常に 前方 を兑 5 冒 i 立って ゐ fs 無い。 けれども 其の わりに 大 なる 新 現 

象 は 生じない、 あぐんで ゐる、 とい ふの が 我が 文藝の 現象で ある。 

t. か 昨年来の 國哀 によって 如何ば かりの 直接 刺戟 を 受け たかは 疑問で f  ？間雙 は 消極的に、 多少の 刺戟と なつ 

たこと は 否まれな" I 時に 起こった 社 II 張が、 § 中に 混在す る si の 拿に よって、 却て 逆に 文藝 Q 根源た 

る 個人 我の 覺醒 を强 めた やうな 事 はあり 得ろ。 深い 疑問、 深い 矛盾 を  一 I く 心の奥に 感ぜし める やうな 事 は、 あつたか も 

知れない、 諒 S 明けた とい ふ 事が、 人心に 光明 I 人して、 社會 我の 上に 5 自由 寛大の f 加 ふるやう になったら、 此等 

の 刺戟が 何等かの 形で 文藝 の 上に 迸 出す るか、 それ は 今後の 觀 ものである。 最も 多く 公衆 藝 術の 性 I びた 演刺 では、 見物 

0 上に 國哀 諒闇 GI が 多少 あつたに 違 ひない。 就中 演劇 興行 f 上得意た る上歷 I が、 遠慮して 劇場に 出入し なかった 

とい ふ 事 はあり 得る。 それが 諒閣の 解除と 共に 舊に復 したら、 こんから も 多少の 活氣 はっくで. あらう。 所謂 芝居の 景氣 がよ 

く なれば、 藝術を 作る もの. -上 にも 間接 其の 効果 は 及ぶ ので ある。 けれども、 劇 そのもの i 上から 言へば、 現在の 劇 境 こそ 

餌に 文藝の 中心 與味 である。 歌舞伎 劇と 新派 劇と は 最早 や 問 超で なくなりつ、 ある。 i 劇の 前途 は、 現在の ま、 では 暗黑 

. である。 歌舞伎 劇の 前途に は、 國寶 保存の 範圍 での 光明が ある。 是れで 殆ど 此の方 面の 問 踵 は 答へ 盡 くされて ねる。 而 して 

1 方、 之れ に 代るべき i は、 混沌 を 極めて ゐろ。 た. - 其の 中に 默々 として 移りつ、 ある 大勢が、 一 日. C 々と i に 近づい 

て來る こと は爭 はれない。 今後の 劇 擅が、 藝 術に 於ても 營 業に 於ても、 此方 面に 中央の 道 を 造る こと は 最早 疑 ひない i で 


文藝靜 翁  五 0 六 

かの 噔示を 得る とすれば、 我等 は そこに 侗 人我の 順調な 活動が、 I 歷 新鮮 を 加へ て 出現 せんこと を 望む と共に、 最も 先づ文 

藝を 之に 連接せ しめて 考 へる。 けれども 大正の 文藝 とい ふ ものに、 如何なる 新 希望が あり 得る か。 

メ  i 

個人 我が 社 食 我の 下に 立つ ところに、 道德も 政治 も 行 はれる。 少く とも 兩 我の 調和し 妥協す ると ころに 此 等の ものが 行 は 

れる。 た 併し 政治 すら、 道德 すら、 I 定の 時機に 達すれば 共の 主眼と すると ころの 現在と いふ ものに 服從 する に堪 へな く 

なって、 未 來に眼 を 向け 伸ばす？  r に 所^ 革新の 機運が 生じて 現狀 から 飛躍し 進轉 すろ。 文明 は 斯うして 進歩して 行く。 而 

して 此の 飛躍 進轉の 機運 は 直に 社會 我と 個人 我との 調和 妥協の 破れた 時、 若しくは 個人 我が 社會 我の 上に 立った 時で ある。 流 

動の 氣の 勝った 時で ある。 此の 時に 於いて、 政治. も 道 德も與 奮の 調子 を帶 び、 人心の 內 部から 發射 する I 戴の 光彩に 染んで 

來ろ。 換言すれば 政治 や 道德が 文藝の 色を帶 びて 來 るので ある。 文藝は 本來に 於いて 人 を 興奮 さする と 4^、 に、 其の 與 紫の 熱 を 

傳染 さする 力 を 持って ゐる。 夢中に 面白く 思 はせ る 力 を 持って ゐる。 之れ が 一 面に 於いて 文 i: 一 を 遊戯 三昧に 混ぜし める 理由 

である。 共の 同じ 理由から、 政治 ゃ道德 が動搖 革新の 機に 達して、 興裔 的傳染 的の 色彩 を帶 びる と、 所謂 彌. 馬の 傍 觀者を 

して 面白い とさへ 思 はしめ に 至る。 昨秋 以来の 形勢 を觀 るに、 道德は 姑く 措き、 政治に はたし かに 此の 文藝的 色彩 を 認める 

ことが 出来る。 i ほ 闇 中の 日本に 於て、 多少たり とも 人心 を 新たに して、 睡 眼に 淸水を 注ぐ の 活氣を 示した もの は 政治 界 であ 

る。 文藝の 世界 は、 少く とも 文舉の 上で 旣に數 年 前 I 度 根本的 革新の 波 を 潜て 來た。 從 つて 近來の 文藝 はむしろ 偷 安の 狀を 

呈 して ゐる。 霄 ふまで もな く 文藝は 常に 個人 我が 社き 我の 上に 立ち、 若しくは 社會 我と 矛盾す ると ころに 其の §を 託して 


ひ 狭^と 擬古との 外に， 何等かの 新しい 道 德を豫 想す る 光 を そこに 見 m だし 得ないで あらう か • 事實， 曰 本 0 今 曰に 於け る 生 

活が、 表面の 提唱す る道德 と、 內 面に ®^ に 行って ゐ る道德 との 距離の 莫大な 事 を 思へば、 此の 眞、 の內面 生活が 何時 如何なる 

形式で か 表面 道 德に壓 力 を 及ぼし、 之れ が 變形を 要求して 來る こと は 否むべからざる 成 行で ある。 いつの 代に も ある 末世 澆 

季の嘆 は、 畢竟 蔡道德 が 形 を 崩して 新しき 要素 を 加 へんと する、 道德 § 期の 名 殘の聲 に 他なら ない。 我等 は 今日 切に 新しい 

道德を 求めて ゐる、 內外兩 面の 生活 を ぴったりと I つに して 吳れる やうな 道德を 求めて ゐる。 ^閽の 明けが た をして、 新に 

此の 要求 を 暗示せ しめよ。 歐洲の 中 世紀 は、 文明 史上の 諒闇であった。 其 解除 期の はじめ、 文藝 復興 時代の 夜明けに は、 到 

ると ころに さう いふ 要求が あった。 日本 はま だ道德 上に 文藝 復興 期の 洗禮を 受けて ゐ ない。 まだ シグ リイの 夢が 醒めて ゐな 

,ぃ， ちゃう ど 今 私が 譯 して ゐ るマァ テル リンクの 劇中に、 

• 私 は 自分 等と 他の すべての ものと を 隔てる 壁が 透明に なった やうに 感じました。 さながら 兩手 を滚々 として 流れる 水に 突 

き 入れて、 そして 引き上げ ると 光明に 燦 めいて ゐる、 賴 みと 誠に 照り 榮 えて ゐる。 人間と いふ ものが I 變し たかと 思 はれ 

ました。 是れ まで 考 へて ゐた事 は 間遠 ひだと 思 はれました。 何よりも、 私 は 私自身が ー變 したと 感じました。 とうく 永 

ぃ囚 はれから 脫 出しました。 門 は 開き か \ つて ゐる。 無數の 花と 靑 葉が 横木に 絡んで ゐる。 雪 は遙の 地平線に 溶けて 行く 

朝の 爽 かな { や； 氣が 私の 魂に 這 入って、 私の 愛に 息をする。 

とい ふ 一 節が ある。 文藝 復興 期の 人が 望んで ゐる 新しい 人生 は 斯うであった らう。 更に 廣く 言っても 社會 我の 緊張が、 其の 對 

象た る僴 人我の 活動 を 束縛し 萎縮せ しめて はならない。 多くの場合、 人生 はた だ 個人 我の 活動に よっての み 費 富に せられる 

社 會我は 之 を 調整して 行けば よい。 而 して 個人 我の 最も 自由な 活動 は 文學藝 術の 上に 見る ことが 出来る。 諒闇の 解除に 何等 

驗 簡め <«  SOS 
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- 諒闇の 後 

，上 

諒闇が 明ける とい ふ、 其の 曰數に 特殊の 意味が あらう と は 信じない。 我々 が 此の世の 事に 日 を 限り 時 を 限る の は、 我々 の 

生命の 流れに 假の 目標 を 刻む に過ぎない。 生命の 流れ は 永久 不斷 である。 

併しながら、 諒闇 そのものに は 種々 の 暗示が ある、 從 つて 之が 解除に も嗜 示が ある。 

諒闇の 暗示 は 言 ふまで もな く 先帝の 崩御と いふ 事箕に 基く、 之れ を 1 目 ひか へれば、 我等が 共同生活、 すな はち 社會 我の 最 

高 象徴の 死と いふ 事に よって、 一面 今 さらの やうに 世^ 多數 の社會 我に 厳肅 なる 覺醒 を與 へた 事で ある。 それと 共に、 他面 

に は 之れ で 時代の 推转を 暗示す る ものと も 見られた。 

社會 我の 嚴肅 なる 覺醒は 道德的 緊張 を 意味す る。 諒閤は 道德の 時代で ある。 我等 は 之に よって 日本の 道 德界と 敎育界 とが 

直接 間接に 嚴肅 の氣を 加へ たこと を 疑 はない。 けれども 道德 心の 嚴肅 は、 他面に 於いて 其の 道德 を、 愈純粹 にせん が 爲に愈 

狹 にし、 愈 樋 威 あらし めんが 爲に愈 擬古に する。 併し 諒圑の 去る と共に、 我等が 現在の 道徳の 上に 靜な 加へ たら、 仳 


r0 かう 云 ふ 場合に は、 其の 1^ 斷を 下す 1 個人の 後に、 其の 事寶 判斷 0 公平お 保た しめる 丈け の 知識と 地位の ある 團髖 をで 

も 加へ てなら、 切め てより 善き 狀 態になる であらう。 叉 その 小說 なり 劇な りが， 秩序 紊亂 であると か、 日本 E 有の 道徳と 矛 

盾す ると か 云 ふ 場合に は、 事 實判斷 よりも 寧ろ 其の 思想 が^して さう 云 ふ 性質の もので あるか 否かと 云 ふ * 思想 上の 詳しい 

研究 を 持った ものでなくて は輕々 しく 斷 言し 得ない 譯 である。 思想 上の 事 は 最も 大審 だと 思 ふ。 斯う 云 ふ 場合に 其の 判斷を 

下す 一個人の 後に は、 まるで 其 様な 思想 問 超な ど は 理解して ゐ さう にもない 經歷 とか 地位と か 云 ふ 階級の 人の みが 居て、 甚 

しきに 至って は、 其 處に卽 ち 閥族 的 國家觀 とい ふやうな、 更に 偏頗な ものが 取りまい て 居る。 その 签氣の 中から 國 家と 云 ふ 

槺カを 背負った I 個人が 立 現れて、 無法に も 他の I 個人の 意思 を 危險だ 有害 だと 斷言 して， 其れ を 法の 力、 劍と鈇 との 力で 

打ち 鰭して 畢 はう とする。 其處に 不平が 起らざる を 得ない 譯 である。 . 

，  折 合 ふべき 標準 

これ 等の 場合に も 何等かの 方法で、 切め て 其 一個人の 背景に 世間 を 納得せ しめる 丈の 準備 ある^ 體が 加って、 その 判斷の 

公平 を^す る やうに しなくて はならぬ と 信す る。 f 歸 人間業で あるから、 幾ら 精選した 圑體が 成立っても 其れが 圓滿 な判斷 

を必す 下す ものと は 誰も 云 ひ 得ない けれども、 國 家が 旣 に圑體 である 限り は、 其の 國家 生活、 社會 生活 を 維持す ると 云 ふ 丈 

の範圍 で、 切め て 出： 米る 丈の 最善な 團體の 1： 斷は、 I 個人の 思想の 自由 を も 捧げる と 云 ふ 虚で折 合 ふ 外 は 仕方がない。 吾々 

とても 其處迄 来れば 諦められる 事と 思 ふ。 (大正 二 年 七 =o 

，ト  14 想政植 ©Kst  :, , ふ- な：：". 「  wos 
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.«J<\ 感じた こと は、 やれ 危險 思想で あると か、 秩序 紊亂 であると か 云 ふや、？^ こと は、 其れが 國 家の 1 とか、 政治の 形 

式と か 1K ふ もので 發 表せられ ると 如何にも 堂- としてね る や、 プ だが、 其の 實は當 局^ 一  個人の 頭の 具合 一 つで 殆ど 總 てが 決 

定 する 位の ものである。 成る 程國 家が 其の 【個人の 意志 を 其れ程の 地位に 任用して ゐる 限り は、 其の I 侗 人の 意志が 國家を 

代表しても 仕方がな いと 云へば 其れ 迄 だが、 其れ は 唯 形式に 拘泥した 議論で、 M に 吾.^ の 本心に 振り返って 見たら 共れ は 如 

何に 不安心 且つ 不條理 な もので あらう。 仕方がな いから 其 儘に はして 置く もの i、 出来るならば 唯 一 偶人の 意志で E に國家 

と 云 ふ 集合 圑體の 意志が 自由に 代表せられ ると 云 ふこと はなくなら ねばならない。 之れ は 唯 便宜上、 因襲 上の 形式た るに .i" 

まって、 吾々 の 本心 を滿 足せし むる もの. ではない。 若し 當局者 I 個人の 意志が 重要なら ば、 其れと 少しも 劣らない、 寧ろ そ 

れ 以上 だと 信す る 限 bv 吾 *r  I 個人の 意志 も 亦 同じ 程度に 重耍 である。 決して 彼の 爲 めに 之れ が壓 迫せられ てよ ぃ譯 はない。 

此處 まで 來れば 議論 は 社 會組錢 の 根本 問題に 入る から 其れ は 止めて 置く としても、 鬼に 角 これ だけの 根本 問題の ある. む を 

得ざる 政治 形式で あると S ふこと を i 者が 忘れて はならない。 其れ を 忘れない 所に 宽大な 謙 通な 心が 生じ 得る 譯 である。 

閥族 的 國家觀  ♦ 

例へば、 愛に 一つの 小說が 出た とする、 其の 中の 記事が 風俗 壤亂 であると すれば、 風俗 壞亂 であると 云 ふ 內容に 封して は 

今日 誰も 其れが 善い と 云 ふ もの はない， 唯 其の 場合の 問題 は、 其の 作が 果して 風俗 壤亂 であ もや 否やと 云 ふ 事 實判斷 に歸す 

るので ある。 然るに 今までの 當局 者の 遺り 口 は、 此の 判斷を 下す に當を 得て ゐ ない 場合が 遂 * ある。 或は 讃 者の 類 を？^ り 

或は 其の 一都が 作者の 全 瑕と 何う 云 ふ關係 をな して 相殺す るかと 云 ふやうな • 霾 々複雜 な 準備 を 有する ¥斷 が 下されて わな 


乍然、 それで は 何時でも 吾々 の 方が 肷 けて 居なくて はならぬ かと 云 ふと、 さラは 行かない。 進歩と 云 ふこと を 否定し ない 

限り、 社會は 何時でも 一 歩 一 一歩の さき を 忘れて 立つ ことの 出来ない ものである。 其の 一 歩 一 j 歩の さき を 忘れさせ ないや. 7 に 

常に 刺戟 を與 へる もの は文藝 であり、 思想で ある。 若し 此の 刺戟 者が 全く 滅びたならば 社會は 前途 を 照す 提灯 を閤 夜に 消し 

たやうな ものになる。 どうしても 之れ 等の ものに 對 して は 政府 は 或 程度 迄 は 寛大なる 心 を 常に 失 はないで ゐ なければ 文明が 

片輪になる。 

今の 日本と 歐洲と を 絞べ る 時に 本當の 意味で 日本が 西洋と 對 等に 見られ 得ない 理由 は何處 にある かと 云へば • 決して 贫乏 

なからで もなければ、 軍艟ゃ 陸軍の 數が 少ない からで もない。 唯 偏に 精神 文明が 足りない 爲め である。 それ は 少しく 西洋の 

社會狀 態に 通じた 人 は 否む ことの 3 來 ない 事 莨で ある。 鬼に 角 吾人の 立場から は、 如何なる 政府と 雖も、 藝術舉 問 等の 精砷 

事業に 對 して は、 極端な 迄の 寛大な 態度 をと るの が 最も 今の 日本に 必要な ことで あると 信. f る" 

寛大に して 謙遜 を耍す 

けれども、 其の 問に いろく 不純 粹な ものが 混って 居る 事 も あるから、 其れ を 見分けて 取 除く と s ふ 態度に は 非難すべき 

理由 はない。 其虚 で、 僕 等の 要求と して は 此の 識別 方法に 要求が あるので ある。 文藝 などが 常に 蒙って ゐる壓 迫に も、 一 つ 

は、 其の 作品が 本 當に有 寄な 思想 を 含んで ねる か 否かと 云 ふ事實 問題の 上で、 政府が 往々 にして 間遠った こと をす る點 であ • 

る， 他の 一 つ は、 其の 思想 共の ものが、 果して 有害で あるか 否かと 云 ふ 思想 問題の 上で も、 政府の 判斷が 頗る 怪しい ことの， 

多い 點 である。， 僕 は 嘗て マ グダの 禁止 問題で 當 時の 警保 局長 ゃ內務 次官と 云 ふやうな 人 * に會 つた ことがあろ。， その： 時に つ.. 
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思想と 政 權の壓 迫  •• 

^ 立脚地の 差異 

僕の 現在の 立場 は 文藝に 於ても 想 想に 於ても 新しい もの & 身方で ある。 而 して 今の 日本の 社會で 最も 多く 政治の 上から 壓 

迫 を 蒙る もの は 此の 新 文藝新 思想で ある。 壓迫を 蒙り 乍ら 其れ を 如何と もす る ことが W 來 ない、 赤子の 手で 捩れる 如く &へ 

つけられた 儘に 泣寢 入と なる 外 はない。 此の 點 から 云へば 最も 弱く 最も 哀れな もの は 日本の 新 文藝新 思想で ある。 で 僕な ど 

は 殆ど 如何なる 內 閣に對 しても 之れ 迄 此の 點で滿 足 を 表し 得る 者はなかった。 一 方から 云へば それ は 止む を 得ない 狀態 かも 

知れない。 何 處の國 でも 似寄った. のか も 知れない。 政府 は 常に 國民 文明の 水平 程度 を 標準と する、 文藝ゃ 思想の 世界よ 之 

れ， に反して 何時でも 水平から 二 歩 三 歩 時として は數十 歩の さき を豫 想して 立つ、 この 水平線と 水平線 以上との 爭 ひが 吾々 と 

政府との 爭ひ である。 かラ考 へて 來 ると、 政府の 壓 迫と 云 ふこと が 彼等に 取って は當然 のこと であって、 畢竟 立場が 逮ふ Q 

だから 仕方がない。 

精神 文明の 劣る 所以  . 


て戰は耍す^^に最後の生を欲する心と矛盾するき 

此の 時 遠くに 望む もの は 愛で ある。 而 して 愛 は 相互の 無條件 的ん 口 體を豫 想す る。 人と 人と が對 等の 理解と 感情と を 以て * 

而" も 全 存在 を 擧げて 想 互の 犠牲と なる。 自覺 ある 全 存在 的 犠牲の 交換で ある。 此れに 似た もの は 道德の 世界に も少 くない 

併しながら 此の 愛 Q 解決 I くる 所な く 人 I 置す る も Q は、 獨 I 性 SQ 愛で ある、 眞 I 尋 I。 男と 女と して 

の 對人關 係 は、 他の 何ものより も眞の 愛に 到達す る蔡 によって 意義 を 生す る。 ノラ は 奇蹐と 呼んだ、 マ ー テ ルゾン クは 之れ 

に 運命の 神 fl した。 要するに fi は 人生 B に 入って 愛の 哲 fs せんとす る もので はない か。 i 二 年 七月) 
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ひ Ksf 糊塗し S いた 爲に 薦に陷 つた。 H? ダは 身を資 つた やう I 婚 から 脫 出して、 全身の 自由 を與 へられた 

る 驟間眞 の 愛に 歸 つた。  . 

愛の 哲學 

『海の 夫人』 が 暗示す る 概念に よれば、 の 結婚 は眞の 愛の 上に 成り立ち、 眞の愛 は 男女が 全く 無條 件的對 等の 地に 立った 

時に 生す る。 斯う 言へば 問題 は 簡単に 片づ いて 了 ふ。 併し 眞の 問題 は 其の 先に あるので ある。 男と 女と が 先づ對 等り^ 人に 

なった。 普通の 婦人 問 超 は そこで 一段落 々告げて よい。 けれども 女が j 且 男と 對 等の 個人と して 立ち 現 はれれば、 男女の 

は 人と 人との I? 蹬 になる。 人生の I 面た る社會 我の 問題になる。 對人 問題になる 。婦人 問 题が是 から 先 は 人生 問 超に 變 する 0 

では 男と 女と いふ 獨 立した ニ侗 人が 相對 した 時、. きに 如何なる 意義が あるか。 曰 はく. 营必然 約束 は 愛で ある。 男女の 

對照 は、 造化が 之れ によって 人生の 解決の I 面 若しくは 全面た る 愛の 原^ を象徵 したので ある。 

戰 爭と戀 愛と はすべ ての 事物 を E 化する とい ふ 諺 は、 晤に 人生の 解決の 兩極を 示し f のでない か。 愛と 戦と は 人生の 二 

大 原則で ある。 假 りに 現在の 社 書 生活が 人と 人との 戰に初 まった ものと すれば， 今の 道 德的關 係 は 共 休戰狀 態で ある。 1 

狀態 である 。道德 は 戰の變 形に 過ぎない。 いつ 其の 交際 妥協が 破れる かも 知れない。 現に 吾々 の道德 生活 は 日に く あらゆる 

方面から 威嚇 せられて ゐ る。 戰 々競々、 細心 鞠躬、 以て 僅に 其の 破綜を 免れて ゐる。 而 して 此の 道德 生活が J たび 破れ.， ば 

接く もの は、 あらゆる 意味に 於いて 戰ひ である。 而 して 戰 ひは祉 服を豫 想し、 征服 は自已 の獨存 唯一 を豫 想す る。 自己の 獨 

存唯 1 を豫 想した とき， 洞 然として 吾々 の 心の奥に 《^ はれる もの は 孤獨の 寂し さで ある、 生に 嘰 へざる 苦痛で ある。 斯うし 


.  --ー 

近文學 代と 新しい 女 

文 舉に現 はれた 婦人問題 では、 • 性の 自覺を 取リ 扱った ものが 主で ある。 而 して 是れ と附隨 して 結婚の 問題が 多く 取り扱 

はれて ゐる。 古 來のョ la ッ パ文舉 に、 強烈な 女 は ギリシャの ク nN テム ネス トラ、 H レクト ラ等を 初と して 屢々 描かれて ゐ 

るが、 侗 性の 自覺 以後の 女、 所謂 解放 せられた 女 は 全く 描かれて ゐ なかった。 それが 十九 世紀の 中 ごろ 劇に イブセン。 小說に 

メレ デヰス 等の 作が 出て、 初めて A ハの 消息 を傳 へる こと.^ なった。 メレ デヰス の 小 說には 結婚 問題が 多く 出て ゐる。 例へば 

其 ひ 『十字路の ダイ アナ』 では、 有名な 才女 力 n リ ー ン、 ノ ー トン を モデルに して、 不幸な 結婚の 後の 戀 愛が 解放 せられた 

女の 上に 持ち 來 たす 運命 を 描いた。 併し 餘り 深く. 婦人 問 隠に 觸れ たものと は 言へ ない 。ただ 比較的 新しい 女が 描かれて ゐる 

とい ふ 程度で ある。 新しい 女 を I 歷 徹底的に 描いた イギリスの 文擧 では、 近く ショ ー の 劇が ある。 其の 『ゥォ ー レン 夫人の 

職業』 に 出て 來る ヸヸ， 'とい ふ 娘 は、 明に 作者が 見た 個性の 解放 後の 女で あるが、 之れ は專ら 其の 信す る 所に 直進す る 女、， 

理の 前に は 親子の 關係を も 認めな いやうな 女に なって ゐる。 侗 性の 獨立を 堅持して ゐる 女と いふ 方面から 描かれた もので 

ある。  . 

近代の 文擧で 最も S く 婦人 問蹈を 取扱った の は、 言 ふまで もな く イブセン である。 彼れ の 劇に は、 解放 そのもの を 描いた 

『人形の 家』 の ノラ、 解放 前の 思想と 解放 後の 思想との 戰 つて ゐる やうな 『幽 靆』 の アル ヴヰ ング 夫人、 解放 後の 婦人に 解決 を 

つけた やうな 『海の 失ん』 の H リ， "タ 等が ある。 而 して 此 等の すべて を 通じて 結婚 問題が 配合して ある。 ノラ は 個性の 解放の 

必要 を自覺 すると 共に、 今まで の 屈從的 結婚の 無意義で ある こと を 主張した。 ァ ル ヴヰ ン グ 夫人 は 愛. の 亡びた 頹麼 した 夫婦 

lis 人 Eg も 近代 文藝  S 九 4- 


1  新しい 女と 舊ぃ 女の 定義 

. 婦人 問 超の 根本 は、 女 も 亦 一 個の 人^で あると いふ 個人 格の 自覺 である。 眞に 此の 售覺を 身に 感じた 以後の 女が 所謂 新し 

い 女でなくて はならぬ。 女 は 常に よりも 劣等の 地に 立つ もの- V しか 思 ひ 得ない あ ひだ ひ 女が 奮い 女で ある。 女の §は批 

の 一 點で區 劃せられ る。 此の 自覺の 有る と 無い とが 婦人 問 超の すべて^ ある。 言 ふまで もな く、 個性の 獨立 を目覺 した 女が 

必す しも 驕 俘な 粗 硬な 女で あると は 限らない。 たま. （- さう した 例の あるの は、 其れが 畢竟 個性の 解放 を 得よ， rs とする 手段 

に 他なら ない 場合が 多い。 新鮮な 大自然の 中から 生れ 出る 女 は、 男と 對 等な 個性の 獨 立の 上に 立って、 而 かも 尙 11^ 美しい 

女性で あるか も 知れない。 むしろ さう あるべき を豫 想して 一 切の 婦人 問 超 は 成り立って ゐる。 其の 豫 期が 無かったら、 吾々 

の 婦人運動. に對 する 熱情 は 消滅して 了 ふ。. 吾々 の 求める ところ は、 女 を 男に しょうと いふので なく、 男と 對 等の 女に したい 

といぶ ので ある、 自然の 女に したいと いふので ある。 では、 それ は 何の 爲か。 對 等の 女が」 胜 美しい からで ある、 自然の 女 

が I 身 美しい からで ある、 言 ひか へれば I 勝 多く 眞實の 愛に 適して ゐ るからで ある。 劣等の 女、 作 爲の女 を 求める 心 は、 自 

分より 弱い. もの 自分に 便利な もの を饮 する 心に 過ぎない、 功利の 心で ある、 功利の 心、 の變 形した 愛に 他なら ない。 吾々 は眞 

の 愛 を 求めん が爲 めに 對 等の 女、 自然の 女 を 生れ 出で させたい と 思 ふ。 婦人問題 は此處 から 出發 しなくて はならない。 けれ 

ども 齊 通の 婦人問題 は、 女子の 侗 性の 獨 立と いふ 事 を 以て 段落と する、 參政權 問題 も、 職業 問題 も、 法律 問 超 も、 要するに 

個人 格の 獨立を 確認せ しめんと する 過程た るに 他なら ない。 首 ひか へ れば、 獨 立した 個人. V して の 生 權を實 行しょう とす 

る ものに 他&ら ない。 


國に萠 し， フラン ス 革命の 結果、 フラ ン ス に女權 請願 運動が 勢 を 得て 來た。 それと 共に 根本的な 婦人 自覺の 問題 も 此の 動搐の 

問から 叫び W された。 共の 第 I の 聲を擧 げたの が、 メ ー リ ー、 ゥォ ー ルスト ー ン クラフト である。 千 七 百 九十 二 年に 出た 其の 

著 『女 權の 擁護』 が 之れ を 代表す る、 ョ ー 口 ツバに 於け る眞の 婦人問題 は 之れ によって 初めて 標榜せられ たと 言って よい。 

メ ー リ ー、 ゥォ ー ルスト ー ン クラフト は 美しい 女で 數奇の 、揮-命と 光榮 ある 傅 記と を 持った 婦人で ある。 後年 同じく 文人で 

擧 者であった ゴッド ゥ キンに 嫁し、 メ ー リ ！•、 ゥォ ー ルスト ー ン クラフト、 ゴ ッ トウ ヰンと なって、 1 女 を 生む と 間もなく 死 

んだ。 其の 娘 は 夫の 詩人 シ H リ ー の 二度目の 妻君 として 有名な 女で ある。 さて 彼 ひ 女の 主張に よると， 女子の 罪過の 源 は 其 

の 心の 狹隘 なのに ある。 女の 個性 を獨 立せ しめて、 之れ を廣大 にす る やうに 敎育 しなく はならない。 婦人 も 女で ある 前先づ 

第 【に 人間でなくて はならない。 いつも 自分 は 女で ありたい と 思 ふ 心が 女を墮 落させる。 女の 義務 は 第一に 自分に 對 して 理 

性 ある 動物と なること であると。 要するに 彼の 女の 發聲で ま-きを なす 點は 婦人の 個性の 獨立 である、 婦人の 自己に 對 する 義 

務 である。 婦人 も 人な りと.？ ふ自覺 である。 こ&に 到って 婦人 問 超が 其の 根本的 精神的 立脚地に 達する。 其の 以後の 婦人 問 

題 は、 みな 此の 一 問題から 分派した 實行 方面の 運動で ある。 政治的 動搖に 連なった 參政權 運動、 經 濟的變 動に 連なった 職業 

運動 等が すな はち それに 他なら ない。 

メ ー リ—、 ゥォ ー ルスト ー ン クラフト 以後、 根本的 婦人問題に 重き を 置いた 論 著で は、 十九 世紀の 中 ごろ を 代表す るジ 3 

1 ン、 スチ ユア ー ト、 ミルの 『婦人の 屈 £  、また 十九 世紀末 を 代表す る もので は エレン、 ケィの 諸 著 等が ある。 ミル は 婦女 

の 平等と いふ ことに m, きを 置き、 一方が 他方よ. ON も 下位に 立つ とい ふこと は罪惡 であると した。 エレン、 ケィは 結婚と 戀愛 

との 問題に 重き を 置き、 すべての 解決 を 眞の戀 愛の 上に 求めん としてる る。 

緑 人 SS と 近代 文 s  .  «*E 


十八 世紀 も 大體に 於て 淑と貞 (デリカ、 ン と チヤ スチチ ，.〕 と が女のすぺて^-ぁったo 此の 世紀が 近世の 婦人運動の はじ 

めて 眞に 自覺に 入る 時代であった こと は 1^ まれない。 此の 世紀の 初め ごろから、 イギリス ァヂ ソン ゃスチ —ル 等の 文人が 

雜誌 『テ トラ 丄 其の 他で 女子 敎育論 を はじめた。 十七 世紀 文人の 跡 を 追うた 意味 も あらう が、 一 つ は 寶際當 時の 人の 無 

淺 劣に 苦しんだ 結果と 察せられる。 スチ ー ルが 書いた ものに 「多くの 女性が 斯うして 人類 社會 から 失 はれて、 勞乍 よりも 遙 

にな さけない 怠惰の 中に 時 を 過ごし 行く ので 見る と 憤りに 堪 へない」 と 言って ゐ る。 此 等が 刺戟と なって 女子の 學問 修養と 

いふ 事が また 勃與 して 來た。 其の 結 楽が 所謂 イギリスの 靑踏者 流 (ブル ー、 ストッキング ス) である。 

£ の 起り は 千 七 百 五十 年頃 文 藝舉術 を 愛する 男女が 打ち まじって 一 つの 會をロ ン ドンで 開いた。 其の 會員 中に ベ ンヂャ 

ミン、 スチ リング フリ ー ト 君と いふ 人 氣 者が ゐ ていつ も靑ぃ 靴下 を はいて ゐた。 それから 其の 會員 殊に 女流 文 f 連 を靑韆 

直と 掉 名す るに 至った の だと 傳 へられる o 此の 前後から 有名な 女流の 舉者、 女流の 文人が 糗 々黧 出す るに 至った 0 併し 彼 

等の 婦人 問 超すな はち 對 男子、 對社 會の關 係に 於け る自覺 はま だ 十分でなかった。 彼等 は 依然として 家庭に 引き 鏟 つて 柔和 

に 夫の 慰藉 者と なって ゐ るの を 女の 理想と して ゐた。 彼等の 擧問ゃ 文 藝は耍 する に 彼等が 家庭の 隅で 獨り 心を樂 しませ、 ま 

た 子女 を 黧陶し 交際 を 美しく する 道具た るに 他なら なかった。 少く とも それによ つて 男女の 對等檑 を 爭ふ氣 は 起らなかった 0 

けれども. 一度 斯うして 心性が 開發 せられる と共に、 何時か は必す 女子の 心に 根本的 自覺が 起らざる を 得ない。 少なく と 

も 騎士道 以後、 女子の 舉 問の 一 消 一長す る 底に 潜んで ゐ たもの は 女子の 自覺 である。 而 して 此の 潛ん だ自覺 の^ 火線と なり 

之れ に 爆 發を與 へたの は 十八 世紀末 ョ ー 口 ツバ 社 會の大 動亂、 大 革命で ある。 男性に ル I ソ ー が 出で、 女流に マダム、 ド、 シ 

ュテー ルが 5 で、 アメリカ 獨立 戰爭が あり、 フランス 革命が ある。 アメリカ 貌玄驕 爭の結 架、 初めて 婦人 參政横 運動が 此ぬ 


る 乎 段と いふ 程度の もので つたと しても、 鬼 も 角 も 之れ が 女子の 教育的 解放の 第一歩た こと は爭 はれない * 而 して 一度 

敎育 上の 解放が 初 まって、 女子の 心性 啓發の 端緒が 開けた 以上、 女子の 自覺 がそ こに 遠い 源 を 汲む の は 當然の 事で ある。 . 

け ども 其の 間に は 曲折が あった。 修養 ゃ畢問 だけで 必す しも 男の 愛 は 得られない。 その 反動と して 十六 七 世紀に 及ぶ 頃の 

女子 はまた 元の 無學に 房ったら しい。 (『女の 歷史』 11 アレクサ ンダ ー) それと 共に、 I 方に は 騎士道 それみ づ からが、 首 ひ 

傳 へられて ゐる程 美しい もの 許でなかった。 中世の 騎士の 多數は 無頼の徒であった。 女 を 崇拜し 戀愛を 讃美 するとい ふ 事 は 

處女を 弄んだり、 お 互 同志の 妻 を 姦したり する ことであった。 强姦、 追剝は 彼等の 仕事であった。 それと 今 I つ、 - 中世の キ 

リスト 敎の憎 徒が 獨 身で 徒食 $で あった 結果、 到る ところに 淫行 を逞 うした やうで ある o( 『婦人と ソ ー シァ リズム』 I. ァ 

ゥグ スト、 ぺ ー ベ ル) 斯うして 女子の 貞操 觀の 破れる^ 緖 もこ i にあった らしく、 宫廷 等に 於け る 男女の 放縱な 生活が 反動 

を 呼 起して、 女子 をして 却って 消極的に 家庭に 引 籠らせる 風 を も 生じた。 

此 等の 風潮 中に 立って、 十七 世紀の 初めに あたり、 女子の 心性 開 殺の 必要 を 喝破した 最初 は、 イギリスに 於け る 女流で メ 

1 リ ー、 アステル、 又 男で かの 『a ビンソン、 クル ー ソ ー』 の 著書 デフ ォ ー の 論文 等であった。 女 をして 男の 伴侶た るに 適 

せしめた るに は 彼等 を敎 育す る 必要が ある、 とい ふの が デフ ォ ー の 主張であった。 

併し まだ 大勢 は 近世の 婦人問題に 遠かった。 十七 世紀の ョ， -a ツバの 女 は r 柔 かな 性」 「美しい 性」 「優しい 性」 であった。 

身體も 精神 も 財産 も、 結婚と 共に、 擧げて 男子に 捧げる ものであった。 其の 酬いと して 男子 は 女子に 食物 を 給し、 責任 を 食 

镥 してやる。 此の頃の 娘に 對 する 親の 教訓 は 嫁して は 夫に 從順 であれ、 夫に 不行儀が あっても - 我慢して それ を 治めて 行く 

のが 婦 ill である、 とい ふに 歸 して ゐた。 (『英 國 婦人の 解放』 I. ライオン 、プリ 1 ズ) 
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_ぁら ゆる 意味に 於て 男女の 平等 的 待遇 を 課する ことで ある 。而 して 此の 平等 的 待遇 を 要求す る 運動が 婦人問題に 外なら. 

婦.： <  問題の 變邋 はやが て 女子が 有史以来の 囚 はれから 脫 しょうと する 運動の 變遷 である。 

： ： .  婦人問題の 變遷 

歐羅 巴の 婦人 問题 が自覺 的に 起って 來る 以前から、 之れ に 向 ふべき 準備 現象 は 生じて ゐた。 婦人の 地位に 關 して 最も 早く 

動搖の 端緒 を與 へたの は 中世の 騎士道で ある。 十字軍の 頃から 起った 騎士道が、 世の 泰平と なると 共に 共の jl^ 者 修業の 目的 

を 鍵 じて、 弱き者 を 助け、 美なる もの を崇拜 するとい ふ、 俠と 文と を 合した やうな ものに なった。 而 して 弱い者と は 女の 事 

であり、 美しい ものと は 女の 事で ある f になった。 騎士が 目的と する もの は 女に 外なら ない 事と なつ, たので ある。 旣に女 

子が 崇拜の 目的と なる 以上、 そこに 戀 愛の 飾りが 附 かざる を 得ない。 騎士道の 女子 崇拜 はまた 戀 愛崇拜 となり、 こ V に戀愛 

に 仕へ る 事卽ち ミン ネ、 デ ヰ一 ン スト、 戀愛を 歌 ふ もの 卽 ち、、、 ン ネ、 ジ ン ゲルが 中世の 傳奇に 離るべからざる 色調と なった。 

騎士 は 女と 戀愛 とに 奉仕し、 歌 を 作り 樂器を 取って 此 等の もの を 讃美す る。 此の 風が 傳 はって、 中世から 近世への 移り 目、 

文藝 興 期の 初めに 出た ボッカ チォ、 ペトラルカ 等の 文舉に 其の 餘香 を殘 した。 近世の ロマンチシストの 文舉 にも、 村 を 中 

古 取った ものに は， 皆 此の 消息が 傳 へられる。 ヮグナ ー が 歌劇の 中な どに も 共の 例が 多い 0 

女お 人間 a 上の もので、 戀愛 は天國 にも 代へ がたい ものと いふ 風に 女が 尊ばれた 結 架、 女み づか らも 自尊の 心が 生ぜる を 

得ない。 其の上 男子の 愛 を 得る 方便と しても 女 は 修養が 必耍 だと 思 はれ は來 た。 こ乂に 初めて 女子の 舉問 とい ふことの 種子 

が播 力れ て、 ラテン語 や ギリシャ 龉 や 哲畢ゃ を 修める 女が 生じた。 まだ 完全な 自覺 から 起った 修養で なく、 た 男の 愛 を 得 


周 園の 事情に 適する と 適しない とで， 偶然 優劣の 結果 を 生じた ので ある 0 し 

但し、 斯う 見る 說は反 對論を も 生じ 得る。 初めから 女 は 男よりも 肉體 精神 二つながら 劣等であった 自然の 結 架、 その 社會 

的 地位 も 劣等と なった のでない か。 優劣の 無い のが 本來 なら、 たと へ 一時 は 周 園の 事情の 爲に 女子が 劣等 者と 成りつ r 妙て 

も • 長い 年月の 間に 再び 其の 正當の 地に 歸り 得ない 譯 はない。 歷史 あって 二 千年 三千 年の あ ひだ、 劣等 狀態を 緩け て 來た女 

子 は 、本来からの 劣等 者な ので はない か。 

此の 反對論 もこれ だけと して は、 一方の 說と 同等の 根據を 持ち 得る。 併し之れが少くとも同等の根據を^？^^得るが故に、 

尙 さら 結論 は 女子に 利益 あり、 婦人問題に 利益 ある ものと ならざる を 得ない。 何と なれば、 男女が 果たして 無 優劣の 資格 を 

有し 得る か 否か を 確かめる ために は、 今日の 惰性 狀態 たる 婦人の 劣等 的 地位 を 破り、 無理に も 彼等 をして 男子と 同じ 水平の 

上に 立- §1 ら せて 見る ほかない からで ある。 出來 得る 限り、 あらゆる 因襲 を 忘れ、 あらゆる 私情 を捨 ^乂、 女子と 男子と を 

赤裸々 な 原始的 自然の 平等に 還らし め、 假 すに 年月 を 以てして、 女子の 傷 はれざる 自然 性を發 揮せ しめて 見なくて はなら な 

い。 之れ が 男女の別 を 撒した 人 としての 公正な 心で ある。 若し 女が 偶然の 行きが、 りから 劣等 者た る 三千 年の 歷史に 四へ 

られ たもので あったら、 其の 三千 年の 囚 はれから 救 ひ sffl してやる のが 吾々 の 任務お と 言って よい。 萬 I いくら 救 ひ « さ. うと 

しても、 結局 根本に 於て 度すべからざる 劣等 者で あると 證據だ てられたら、 その 時 はじめて 女子の 現お の 地位が 正しい もの 

となる。 けれども それが 的確に 證據 立てられ るの は 容易の 事と 思へ ない。 むしろ どちらと も斷 言せられ ない 試驗狀 態が 長く 

つ 15* くで あらう。 それなら それで、 尙 以て 其の 誠驗狀 態に 早く 入らせる のが 正しい もの \務 めでなくて はならない。 而 して 

試驗 f 態に 入らせる と は、 郎ち 女子 を 舊來の 劣等 的 屈從的 SS から 離れた 獼立自 由 の 人と して 取.？ > 扱って 51^ る ことで ある。 
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社 會狀態 はどラ であった かとい ふと、 ギリシャ、 HI- マ 以後 は 言 ふに 及ば や、 それ 以前の 太. KI 民族で も、 例外の 場合の 外 • 

概して 女 は に對 して 奴隸 的、 從屬 的の 關係を 保って ゐた。 (『女の 歷史』 11 ゥヰリ ャム、 アレクサ ンダ ー) 社會的 地位に 於 

て、 女 は 非常に よりも 劣って ゐた。 そして 同じ 狀 態が、 ニ昂 I 落の に 多少の 進 善 をば 兄ながら、 近世にまで 傳 はった の 

である。 

では 斯ゃラ に 男尊女卑の 狀 態とな つた 原因 は何虑 にある かとい ふと、 それ は H リス 氏が 言 ふ 如く、 到底 今日の 文明の 狀態 

のみで 說 明す る譯に 行かない ので あるが、 主として 周 園の 力 及び 遣傳の 力が 本で あらう とい ふ。 (『sf- と 女』 11 ハヴ a ック、 ェ 

リス) それと 共に 少く とも 男女の 肉體的 組織の 上に 種類の 相逮 があって、 は 甲の ものに 適し、 女 は 乙の ものに 適する とい 

ふやうな 一!!^ はあった。 それが 原始 生活に 於いて、 男の 方が 周 園の 事情に ー歷 多く 適切であった 爲 めに 遂に 優勝者と なり 了 

せた ので ある。 種 域の 相 遠 か 優劣の 相 達に なった ので ある。 

では 男女の 種類の 相逮 とい ふの は どんな ia! か。 之れ に關 して 諸 研究者の 說く ところ は 大略 下の $ に 歸 する。 曰 はく、 男 

は 女よりも 速に 精力 を 消耗し、 女 は 男よりも 多く 保持 的で ある。 男 は 力の 發 射に 適し 女 は 之 を 確守し 忍耐す るに 適す。 女 は 

長く 幼稚の 妝 態に 留まり、 £ 力 は 早く 老熟の 狀 態に 近づく。 (『兩 性と 社會』 11 ゥヰリ アム、 アイ、 ト ー マス) 又 曰く、 男 は 創造 

し、 女 は 保守す る。 男 は 製作し、 女 は解釋 する。 男は總 括し 女は殊 別す る。 3^ は感 する よりも 多く 考へ、 女は考 へる よりも 多 

く感 する o( 『近代 社會に 於け る 婦人』 1 ：ァ ー ル、 バ ー ン ス) 斯 やうに して 男と 女と は 互に 相補 ふ 本性 を 持って ゐ ると いふので 

ある。 けれども 之 は 1K 然 自然に さう あると いふ 研究で あるから、 は必 やさう あらざる ベから すと いふので は 勿論ない。 之 

れに 外れた 女が 出ても それが 非難の 现 山に はならない。 それと 共に 男女 g の 以上の 相違が 侵 劣の 相 遠で もない。 た それが 


お 爲め、 他 書の 引杪で 僅に 其の 一斑 を 窺った やうな もの も ある。 隨 つて 研究 もま だ 不完全で あるが， こ \ に は. 其の 中から 更 

に 必要な そして 面白さうな 箇條 のみ を簡單 に拔き 出す ことにする。 

• 男女 優 • 劣 問題の 初め . 

： 婦人 問 超の 始めは、 女が 男に 對 して 同等の 社 會的歩 地 を 求める 聲で、 其の 聲の 生じた の は 畢竟 女. の 社 食 的 地位が 勇よりも 

劣って ゐ たからで ある。. 卽ち 婦人問題の 前に は先づ 女子の 劣等 狀 態とい ふ 事 賞が 横 はって ゐた。 之が 女の 歷史の 始まりで あ 

る。 

女の 歷史 は、 それみ づ からが 興味 ある I の 研究で ある。 之 を. f つと 神話 時代にまで 溯らせて、 原始 民族の 女性に 對 すろ 觀 

念 を 見れば そこに 早く 男尊女卑の 思想の 萠芽 を 認める ことが 出来る、 例へば ギリシャの 神話で、 此の世の 第 j の女パ ンド， ラ 

はジュ ゥ ス 神が 人間 を 罰せん が爲 めに 送った 罪 禍の瑰 である。 女人 fl: の 東洋 思想と 同じと 見て よい。 キリスト 敎傳說 で 

も、 ィ 地位 デ ン の 花園で 始めて 蛇に 誘惑^られ る もの は アダムではなくて、 ィ ー ヴ である。 こ -^では女は 一 般 能力の 劣等と か 

ノの 劣等と かいふよりも むしろ 道德的 劣等の ものに なって ゐる。 また 舊約 書に 神が 男 をば 土塊で 造り、 女 をば 其の 男の 叻 骨で 

. 造った ことにな つて ゐ るの は、 材料の 上で はむしろ 女の 方が 尊い やうで あるが、 順序から いふと、 やはり 男が 先で ある だけに 

尊い、 他の 同じ ヒブ リウ 傳說に は、 神が 男に ついて ゐた 尻尾 を 醜い と 言って 切り取つ たが、 棄 てるの は 惜しい とい ふので 其 

の 尻 から 女 を 造った とい ふの が ある。 之な ど は 益々 明かに 女 を 劣った ものに てゐる 。勿論 キリスト 敎 では 一方に 男女 を 

平等と 見て、 みな 一様に 天國に 行き 得る. のとす る。 けれども 其の K 對の 思想 も 矛盾した ま \ に存 して ゐる。 そして 實 際の 

に  ipr;<iK 題と 近代 文 蕩  西 八 九 . 


文 藝 評 A  S 八 や 

"法 # 上、 職業 上、 敎育 上の 赏行的 婦人 解放 論に 反對 せんとす る 時 最後に 衝 突す る 根本 問題が 「女 は 男よりも 劣って ゐ るか」 

と 5. ふ，. t 點に歸 する こと は 上に 述べた。 この 男女 侵 劣 論 は、 表面から 見れば 所謂 性的 關 係に 基く 婦人問題 つて、 常に 異、 

フ ，ル マ I クス 

性すな はち ai^ を對 象に 立てた 婦人運動で ある。 ぞれ と共に 之 を 裏面から 見れば、 此の 場合 男と いふの は 人間の 滿 點を 代表 

した ものであるから、 男より 劣 てゐ るかと いふ こと は、 直ちに 滿點の 人 問 卽ち 一人前の 人間に なって るない かとい ふこと 

である。 丄侗獨 立の 價値 ある 人 Si であるか 何う かとい ふ 疑 ひで ある。 人間と しての 個人性の 問題で あろ。 婦人問題の 根本 は 

亦た、 斯うして. S 八 g 問題、 個人性 問題に も述續 して 來る。 要するに 根本的 婦人問題に は兩性 論と 個人 論と srij 面が 結合して.， 

るるので ある。 而 して 婦人問題の 藤 史は兩 性 論に 始まって、 個人 論に 歸 結して ゐも趙 が *Q る？ けれども 更に 其の 先を考 へれ 

ば、 再び 兩性 論に 入って 愛の 學に 落ち 清く もので ないかと 思 はれる。 こ- -で 愛の 哲舉 とい ふに は 勿論 特別の 意味が ある。 

それ を 述べる に 先だって、 婦人問題の 變 1 を I 瞥 P て 置く 必要が ある。  ：、 - . ：: 

私が 此の 題目 を 調べた の は、 イブセンの 『人形の 家』 を譯 する に當 つて、 此の 刺が 取り扱って ゐる 婦人問題の. S 來を說 明し 

て 置かう と 思った のが 始まりで ある。 けれども それ は 都合が あって 譯 書の 緖 首の 中べ は 加へ なかった。 其の ラち靑 踏 社で 講 

演會を はじめる から、 婦人と 文 藝に關 した 講座 を 持って 吳れと 首って 來た。 

そこで 幸 ひ 婦人問題の 變： f に關 する ものなら、 村 料 も 多少 あるから とい ふので、 それ を 何回に かわた つて 述べて 見る こと 

に 約束した。 結論 は いづれ としても、 此の際 此の 問題の 根 牴に關 して は、 男女に 限らす 成るべく 正確な 知識 を 持って 置く の 

がお 互 ひの 爲め にい- -と 思った からで ある。 然るに 靑踏 社の 講演 會は 外部からの 壓迫 とかで 成立た なくなつ たと 斷 つて 来た。 

-. 此の 問題に S する 書物で、 私の 見た の は 二十 種ば かり. であるが， 中には 最も S 耍 なる 典 據的 著窨 で、 私の 手に入らな か， つ 


女 は 男よりも 劣って ゐ るか 

, 31 a ツバに 於け る 赏行的 婦人問題の はじめは、 今から ざっと 百年 餘り 前で あるが、 的 婦人問題 は遙に 古い 感史を 

つちか 

持って ゐる。 それが 源と なって 赏行的 婦人運動 を IT つたと も 見られる。 そして 百餘年 前から は、 • おの づ から 兩 側の 流れと な 

つて 像はづ たと 言っても よい。 私が こいで 興味 を 持つ の は專ら 其の 精神的 方面で ある、 そして また、 本た うに 考察の 目的と 

する に 足る の も 此の方 面の 問題で ある。  ；  .. 

寶行 方面の 問！^ は、 それみ づ からと して 道理の 上から は、 殆ど 爭ふ餘 地の 無い ものが 多い。 多く はま だ 早い とか 遍ぃ とか 

いふ 時期の 問題に 歸 したり、 條 件の 問題に 歸 したりし てし まふ。 婦人に 選 擧權を 許す か 許さない かとい ふこと も、 西洋で は 

^はや if 論 上の 爭 でない やうで ある。 旣に 女子が 獨 立して 財 魔 を處理 し、 大舉敎 育 を 受け 得る ことまで 承認す る 以上、 之に 

選 擧權を 許す の は 論理の 當然の 結 报 である。 それが 爲 めに 家庭が 荒廢 しはすまい かと か、 女子の 優雅 性 を 失 ひ はすまい かと 

が、 さながら 家庭 や 優雅 は 女子の 自 S に 禁壓を 加へ る ことによって 僅に 維持 せられる 不自然な もので あるかの 如く 論す る、 

in 家 i の淺 薄な 論據の ほか、 殆ど 何等の 正常な 理由 も 立って ゐ ない。 それと 今一 つ は、 雷 はす 語らす の 間に 存 すろ 政權分 

配 上の 男子の 便 { 且、 これ も 恐らく 非論理的に して 而も 有力な I 反對 理由と なって ゐ るに 逮 ひない。 其の 他 細かい 種々 の 1^ 對 

现 由の 如き は、 男子と 女子との 能力の 異 と 優劣と を 勝手に 混 M したり^ 別む たりした 不徹底の 論 か、 さう でなければ 何等 

け ん. b やう 

省察の ない E 鼸觀念 を^ 礎に した 牽强 附會 か、 さう でなければ、. 結局 選 擧權を 許す のが 正當 であっても、 今日 まだ 其— 準備 

が 整- gi て， るない の だとい ふくら ゐ に歸 して 了 ふ, ： ：；v.  ■::，」， ；，ゃ，1./ニ^； 

解 人 問 S と i 文 1K  MAX 


文錢評 n  四 .3 

第三 は國法 上すな はち 對國 家の 方面で、 民法 上に すべての 槽利 義務 を 行 ふ 能力 を 認められ • 刑法 上に 男女 同一 の 取扱 を受 

け、 公法 上に 婦人 參政櫬 を 得ん とする、 これ は 法律 的 解放の 要求で ある。 

坑四は 社會的 方面で、 婦人の 家庭的 社 會的審 戴が 子の 他の 事業と 價 値に 於いて 同等で ある こと を 認められ、 女子 を 加へ 

ない 男子の 諸活 跡が 不完全な ものである こと を 認められん とする、 社 食 的 解放の 耍求 である。 

而 して H お 等 諸方 面の 婦人. 5^ 動の 中で も、 目下の ョ ー n ッパは イギリス を 中心に して 第三 項の 一 たる^ 人 參政權 運動に 熱中 

して ゐる。 啻に 今日 のみでな く、 百餘年 前、 はじめて 歐 米に Ji 人 運動の 實行的 方面が あら はれた 當 時から、 北ハ 運動に は 政治 

的 色彩が 伴って ゐた。 この 方面から 言へば 歐 米の 婦人問題 は 參政權 運動に はじまる と 言っても よい。 けれども 是れは 文字 通 

りに 實行的 婦人運動と 呼ぶべき 方面で ある。 敎 育に 於て、 職業に 於て、 法律に 於て、 社會に 於て、 みな ちに 赏 行すべき ャぉ 

目 を 擧げ、 之れ を 促す 方法に 於ても * 或は 演說 により、 或は 會合 により、 或は 請願に よりして、 斷行 を當事 者に 迫 まると い 

ふ 遣り方であった 0 耍するに是等は^！人問题の實行的方面で、 直接 荷 効の 運動で あると 共に、 その 背後に は 經濟的 政治的の 

要素が 複雜に 結合して るる。 

併しながら- 婦人問題に は 更に 他の 一 面が ある C 實行的 婦人運動と いふのに 對 して、 精神的 又は 极本的 人 運動と 呼んで 

もよ いものが ある。 現在の 事實 から 考 へても、 また 過去の 歷史 から 觀 察しても * 此の方 面が 婦人 問 题の發 源 地で ある。 伍し 

こ i で I 方 を 根本的と いひ、 一 方 を それから 流れ出た ものと しても、 決して それが 運動の 價 値の 高下に はならない。 要する 

にどち らも 重要な 婦人問題の 一 一 方面で ある • 


では まだ 此の 問題が 問 题みづ からと しても 充分 Q 發聲を 得て みない • 之に 對 する 反 對も贊 成 も 多く 研究され た 上 cs.-* ひで な 

い。 つまり まだ 問題が 適當の 地に 据 ゑら れてゐ ない ので ある。 そのうちに 早く も 誤解 や 曲解で 例の 通りの 危險 思想 呼 はりが 

それに 附着して 來 さう になった。 今のう ちに 問題 を適當 の 地に 立た せて 置かなければ、 婦人問題と いふ 事が 發賫 禁止と 同じ 

意^に 解せられ る やうな 奇 現象が 起る かも 知れない。 

日本で 婦人問題 を 書いた もので は、 吉田熊 治、 上 杉 愼吉、 安部 礎 雄 諸君の 著書が、 それぞれの 特色 を 持って ゐて、 私の 見 

た範圍 では 最も 參考 となる もの V やうで ある。 併し 結論 は あま リに敎 育 的に なったり、 方便 的に なったり する ものが 多い。 

新聞 雜誌 にも 近來は 此の 題 を 取り扱つ たもの を 多く 見る やうに なった。 中で も 『婦人 評論』 の 記者な どが 立ち入った 研究^ 

議論 をす る 點で群 を 離れて ゐる。 けれ 共 これ また 結論に 於いて、 今の 社會に 直に 實 行し 得る 程度と いふ 制限が あるた めか、 

問題の 根本に 對 して 理解 も 同情 も あるに 拘ら す、 結局 は穩健 無事と いふ 所に 還って 來 るの を 急ぐ 氣 味が ある。 今！ 歩 立ち入 

つて 貰 ひたいと 思 ふ 點が殘 る。 

今日の 婦人問題 は、 言 ふまで もな く複雜 になって ゐる。 ドイツの /著書 (『近時 婦人運動』 11 ケ ーテ* シル マツへ ル) では 

之 を 四方 面に 總 括して ゐる。 

第一 は敎育 方面で、 女子 も 男子と 同じ 敎育を 受けなくて はならない とい ふ 主張。 すな はち 重に 高等 敎 育の 上で 男と 女と に 

別 をつ け や、 大舉敎 育まで 全く 男子と 同じ 取扱 を 受け やうと いふので ある。 所謂 女子の 教育 解放 を 求める ものである。 

第二 は 作業の 方面で、 女子 も 男子と 同じく あらゆる 職業に 就く こと を 得 • 且つ 同じ 職業で ある 以上 は 同じ 率の 報酬 を 得な 

くて はならない とい ふ、 職業的 解放の 耍求 である。 

—  街 人 問超と 近代 文 K  H 八ミ 
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婦人問題と 近代 文 


所謂 録人 問題 を 婦人問題 として 取扱 ひた 文擧 は、 概して 淺 薄な ものである。 女子の 參政櫬 運動の ために 書いた 小說 や、 0 

婚 制度 變更 のために 書いた 小 說に純 粹な大 文舉は 無い。 此 等の 問題が 這 入った ところで、 其の 作が 文舉 として 髙ぃ價 俯 を 有 

する 場合、 作品の 燒點は 他に 存 して ゐる。 少く とも 共の 問題から 一歩 を 進めた 所に 存 して ゐる 0 問題 その も" はた 其の 村 

料と なり 入口と なって 輕ぃ 地位に 立つ に過ぎない。 言 は，. 婦人問題が 深化 せられて、 はじめて 大文擧 をな すので ある。 人生 

の 全景に 響く だけの 震動 を 有する に 至って はじめて 藝術 となる ので ある。 

さらば 如何なる^で、 如何にして 婦人問題が 文藝の 中に 深化 せられて ゐ るか • 

實行的 婦人問題と 精神的 婦ん 問題 

婦人問題の 一般的 li 說は、 旣に 出す ぎる 程 出て ゐ るが 併し 此 問題の 與昧 は、 本た うは 是れ から 先に あるので ある。 我が 邦 


人生の 哲畢化 を 滑 か.^ 行 はんとす る 機 關が藝 術で ある。 

以上 は 只 だ 結論 を擧 げたに 過ぎない が、 要するに it 術と 實 生活と は. N を最 遠距離の 逆行 論に 置く か、 之 を 最近 距離の 藝術 

無 i に f か、 否ら すん ば變 I 行 論 か、 調節 的實行 論 か、 此の 四つの 立場の 何れ かに 立つ 外 はない と 思 ふ。 而 して 今の 

人 は その 境遇、 年齢、 知識、 趣味 等の 種々 の 相 遠から して、 此の 四つの 何れ かに 嵐して 居る 様で ある。 私 はた.^ 此 所に 問題 

分析 者 だるの 役 をつ とめた ので ある。 (大正 二 年 六月) 


« 讀 0 入  置 一 


交藝 w  n  nAO 

なく 與 へて くれる 所に 藝 術の 特權 * か ある。 昔は藝 術が 永久の もの を M ハへ、 絡對の もの を與 へる といった。 けれども 永久 や 絡 

對 は事資 如何なる 手段に よっても、 吾々 の 手に 握り 得る もので はない。 また の 永久と 絕對 とに 這 入れば、 そこにす でに 時 

間と 察 間と に 問題が なくなって 了 ふので ある。 永久と 絕對と を與へ 得る とい ふこと は、 やがて 時 問の ない もの { や； 間の ない も 

のを與 へる とい ふこと に 外なら ない。 藝術 はむしろ 時 問 を 與へ穴 を與 へる、 一 侗の實 行に も 全 體に廣 がる 周 圍を與 へ、 背 

景を與 へ、 ！ 瞬 問の 實行 にも、 永久に 廣 がる 前後の 連 續を與 へる。 そして その 周 圍ゃ連 續は必 しも 藝 術の 中の 筋の 運び ノ場 

面の §1 取り、 など- - いふ 意味で なく、 その 作る 人、 見る 人の 頭の 中に 自然と 浮んで 來る その 人の 人生、 その 人の 經 験の 全景 

である。 昔礬でぁ.^?。 それが 次第に 廣く、 次第に 深く、 廣 がって、 遂に 神秘な アン ノ ー ンの 中に 消えて 了 ふ。 大體 こんな 様 

な氣持 を經驗 した 瞬 問で なければ、 その 作品が 藝術 であると いふ 感じ は、 私に は 起らない。 私 は 此の 意味に 於て、 なほ 藝術 

の 特殊な 地位 を 捨て 得ない ものである。 ； ども 今迄の 私の 思想の 徑路を 顧みる と、 段々 藝 術と 箕 生活との 界を狹 ばめ て來 

て 居る の は事赏 であるから、 今後 或は この 藝術ひ 特殊 境 を检て 得る 時が 來る かも 知れない。 又は 来ない かも 知れない。 現在 

に 於て は 私の 藝術 觀は尙 こ、 を 中心の 立場と して 居る。 

併し さう した 藝 術の 世界 は寘 人生に 何の 交渉が あるかと いふ 問題 は考 ベなくて はならない。 私 はこれ によって 吾々 の 生活 

が 調節せられ るの だと 思 ふ。 道德は 努力して 吾々 の 生活 を 調節 せんとして 居る。 藝術は 知らす 識ら すの 間に、 この 調節 を 行 

つて 行く、 眞の藝 術 を 味 ひ 得る 人の 人生 觀は、 必 すそれ によって 善く 變 形せられ て 居なくて はならない。 人生 觀の變 形 は 直 

に赏 行の 變形 である。 道德の 末節 論 は 別と して、 人生の 根本 觀に必 す 藝 術の 調節 力が 加 はって 居る。 さう いふ 人と さう でな 

い 人と は 明かに js: 別せられ ると 思 ふ。 これ だけの 意味に 於て 生活で あり 實行 である。 實 行の 方式が 遠 ふので ある。 謂 は 


用と 斷言 する ものが、 右に 言った 論者で ある • 私は實 際の 感じと して 此の 說に 同意す る ことが 出来ない。 藝術 はや はり 有用 

であろ。 藝 術に は 特殊な 立齊か ある。 もし 上に 言った 接近 論の 一 本道から 言へば、 私の この 見方 はま だ 煮え切らない 中間 說 

であるか も 知れない が、 而も そこに 實 際の 權 威が 樹立 せられて 居る 様に 今の 私に は 感ぜられ るので あるから 仕方がない。 私 

はこの 中間の 立場 を 二つに 見る。 一 つ は 右の 藝術 無用 論から 一 歩 を 退った 變態實 行 論であって、. 出来る ことなら、 手の 實行 

肉 體の實 行にまで 行きたい。 けれども 或る もの は 手が 不具で ある、 肉體が 不自由で あろ、 また ある もの は 周圍の 事情が その 

手 ゃ體の 活動 を 束縛，^ て 許さない。 また ある もの は、 自分 一 人の 手 ゃ體で やりきれない、 衆人の 加勢 を 求める 必要が ある。 

すべて これらの 場合に 己む を 得すして I 種 中間の 實行 形式 を 取る。 それが 卽ち藝 術で ある。 藝術は 謂 は^ 實 行の 內攻 である。 

實 行の 宣布で ある。 實 行の 逃避で ある。 この 考方 によれば 藝 術と 實 行と は、 全然 無 間隔に 隣接して 居る、 何時でも 藝 術から 

隣の 實 行へ 移り 得る、 また 移らなければ 完結し ない。 藝術は 思想と 實 行との 中間の 宿驛 である。 これが 一 つの 藝術 對實 生活 

論で ある。 實を 言へば 此の 說も、 結局 は藝術 無用 論に 歸す るので あるが、 變 態として 特殊の 地位 を與 へて 見る。 相 馬 君な ど 

は 略々 此邊 まで つきつめて 居る らしく も 見えた。 すっと 若い 人々 にも この 邊に 居る のが 多から うと 思 ふ。 私 自ら も 時として 

此虑等 を 彷徨 ふ ことがある。 けれども 私に は 更に 他の 半面が あって、 多くの場合 まだ そこに 引き戻される。 

私に とって は藝術 は、 實 行の 內攻 であっても、 宣布で あっても、 逃避で あっても 厭 はない が、 た^それ のみと いふ ことが 

不滿 足で ある。 それら は 寧ろ 藝術 をな す 動機で あり、 材料で ある。 恐らく 唯一 最善の 動機で あり、 材料で ある。 けれども そ 

れが藝 術 を 完成した 瞬間、 私に 最も 有意義に 感ぜられる もの は その外に ある、 それ は藝 術に あら はれた 寶 行が、 科 學の色 を 

帶び すして 哲^の 色を帶 びる とい ふこと である。 吾々 が實 生活に 於て 道德 のために 苦め られて 居る 時間と 空間と を、 わけ も 
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生活と を接觸 せしめた 考方 は、 藝術 卽實行 論で ある。 更に 言ひ換 へれば 藝術 無用 論で ある。 唯實行 論で ある。 この 思想に 對 

して は 私 は 敬意 を拂ふ 痛快 だと も 思 ふ。 ある 瞬間に 於て は 私 自ら も藝 術な どと いふ 首 薬が すでに 煩 さいと 思 ふ。 唯實 行の み 

で 人生 は澤山 だと 思 ふこと も ある。 けれども それで は 私の 辭 書から 藝 術と いふ 語 を 削り 去って 了 ふかと いふと そに に 未練が 

ある。 元來藝 術と 資 生活と を、 その 遠距離 說 から 脫 せし むる とい ふこと は、 それ 自身が すでに 藝 術と 實 生活との 接近と いふ 

こと を 第一歩に 於て 豫定 する ので あるから、 その 當然の 論理的 結 架 は、 兩 者が 全くの 無 間隔と なり、 更に 一 歩 を 進んで 全く 

の 一致と ならなくて はならない。 I 致と なった 時 は 人生 唯實行 あるの みで、 藝術 など- - いふ 言 薬 は 無 S に歸 する、 この 點か 

ら言 へば 最 遠距離 說を 退けた 私 は 必然 この 藝術 無用 論にまで 行かなくて はすまない 譯 である。 知識に 於て は 斯うい ふ 說を是 

認す るし、 感情に 於ても 之に 同感し 得る.。 又、 將來 或は さう いふ 立場に 行き 得る かも 知れない。 けれども 現在に 於て は 私 は 

まだ そこまで 行って 居ない。 その 點が 先達ての 鴻の巢 での 會の 論戦で、 私の 舆味を ひいた ので ある。 

I 派の 人々 はさす がに 人生の 科 學化を 極端に 實行 せんとして 居る だけあって、 明かに 藝術 無用 論を考 へて 居る 人が あった 

様で ある。 本來廣 くいへ は藝術 ももと より 實 生活の 一 部で ある。 た 手で 行 ふ もの を 口で 行 ひ、 筆で 行 ふに 過ぎない、 どち 

らも 實行 である。 けれども 問題 はこの 手で 行 ふと 口で 行 ふとの 關 係に あるので ある。 もし 目的が 同 I なら、 何故に ま. たるつ 

こしい 口の 實行を やめて、 手で 直に それ を 行 はない か、 これが いつでも 藝 術と寶 生活との 合 I を 論す る 人に 對 する 反問で あ 

る。 この場合 入 生の 資生活 はすべ て その 終極 を、 物質的 功果に 求むべき ものである とする 極端な 科舉 主義者 は、 躊 M なく 口 

の 資行を 迂遠な 變熊資 行と して 斥け 得る であらう。 の實行 はた だ肉體 から 肉 體に傳 へる 物質的 功^に のみ あると する であ 

もう。 都ち そこに は 思想と いひ 精神と いひ、 藝 術と いふ 榇な もの は、 手段と しての 外必耍 のない こと なる。 で 藝術無 


； 14 は 人間が 永久 を考 へる ところに 人生の 哲學 化が 生じ、 そして そこに 道徳が 生す ると 言った。 平たく 言へ は、 人間が さき 

のこと を考 へ、 周圍 のこと を考 へる ところに 道 德が生 するとい ふので ある。 而 して 道德は 常に 苦しみで ある。 經 験の 複雜に 

なると.^ ふこと は、 老 ゆると いふ ことで ある。 人 問の 老 ゆる 所に 道徳が 生やる。 道德に 疲れくて 死ぬ るの が 現在の 人生で 

ある。 この 意味から 道德は 決して 望ましい-, i> ので はない 。■ 出来る ことなら 端的に 道德 のない 世界へ 突入して 了 ひたい。 極端 

な 科學的 人生に 入って 了 ひたい。 けれども 事實 がそれ を 許さない。 そこで 吾々 は 一 面に 死ぬ まで 道 德のゎ づらひ を脫し 得な 

い。 けれども 他の I 面に 救の 道が ある。 それが 卽ち藝 術で あるので はない か。 た 斯う 言った だけで は、 何だか 昔の 人も霄 

つて 居さうな 空漠た る 抽象論に 過ぎない やう だが、 考 へて 見る とそ こに 違った 意味が ある。 一 

藝 術と 赏 生活、 この 二つの 對照 は、 藝術 論の 中心 問題で ある。 あらゆる 藝術 上の 研究 はこの 問題に ふれなければ 意味 をな さ 

ない。 隨 つて 只 だ こ、 に 結論の み を 首った 所で 仕方のない 議論で は あるが、 でも 簡單 に耍點 だけ は 言へ る。 私 はこの 問題に 

對 する 吾々 の考方 は、 四 通し か あり 得ない と 思 ふ。 つまり、 藝 術と 實 人生との 距離の 比較 問題で ある。 これ を f 番遠 いもの 

と 見る 見方から 始めて、 一恭 近い ものと 見る 見方まで を、 四 段に 分けた のに 過ぎない。 その 一番 遠 いのは、 言 ふまで もな ぐ 

二つの 者 を 全く 無關 係と 兒る 思想で ある。 無關 係と いふよりも、 逆行す る ものと 見る 思想で ある。 實 人生 は 苦勞 を內容 とす 

る、 その 反對狀 態に 如何なる 方法 かで 人 を 導く ものが 藝術 である。 この 思想が 昔から 今に 傅って、 一部の 人々 のな ほ 信じて 

る 所で あるが、 吾，"？ に はすで に餘 りに 權戚 がない。 近世の 藝術 的事實 が、 こんな 考方を 許さない。 また f 番 近く 藝 術と 實 
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理の爲 めの 科舉 になって、 所謂 知識の ため 0 知識、 健 理の爲 めの a: 理と いふ、 露 西 目ら しくて 不露 面目な 舊ぃ 態度に 流れ 

ん とする もの、 多い の を 指摘す るの がその 趣意であった。 科擧 も？^ た 人生の 功利と いふと ころに その 出 發點と 歸？！ ^點と を 置 

いて 立たなくて はならない とい ふの が、 その 立場であった らしい。 これ もまた あらゆる 社會 現象 を 生活と いふ I 點に 歸趨せ 

しめて 解 障 しょうと すろ、 近代 思想の f 特色た る こと は 言 ふまで もない。 

併し、 私に は それよりも 更に 人生の 哲學 化と いふ 題目に、 研究 的與 味が ある。 かりに： < 生の 科 舉化 とい ふこと が、 人生 か 

ら 時間と 签 S1 と を 取り除く ことで あると すれば、 その 人生 は 確かに 吾々 の天國 かも 知れない 人生の 苦しみ は 確かに 大部分 時 

間 と 空間と あるが ためで ある。 f 切の 物 は 刹那で あると 共に 永久で あり、 一個で あると 共に 全體 であると すれば、 人生に こ 

れ ほど M 滿な 生活 はない わけで ある。 たと ひそれ ほどまでの 極 所に 至らな いまでも、 それに 進まん とする 道 は 愉快な 道で あ 

る。 けれども 事實は 此の a; 现を 許さない。 . 人生が 複雜 になれば なる だけ、 また 經 験が 多く なれば なろ だけ 吾々 の 心 持 はや- - 

も すれば それ は 反對の 方面に 走る。 未來を 慮る に 於ても、 なるたけ その 時間の 長く して 永久に 近 からん こと を 欲し、 周 圍を顧 

みるに しても、 なるたけ その 範圍 の廣 くして 絡 對に近 からん こと を 欲する。 永久 愁と絕 對愁と は、 經 験の 複雜 と共に 益々 發 

展 して 行く。 そこに 人生の 道德が あり、 學が ある。 これが 現在の 事賃 である。 私 は 『人生 を科舉 化する よりも 先づ 人生 を 

哲舉 化せよ』 とい ふ 意味の 論戰 として そこに 研究の 輿 味を覺 える。 これ は 勿論 相 馬 君の 趣意と は逮ふ 1 私が 研究の 便 直 上假 

定 した 論題で ある。 そして 私 は 更に この 論題 を變 じて 『入 生の 科 舉化は 幸福で あるが 希望で ある。 人生の 哲舉化 は 不幸で あ 

るが 事實 である。』 とする。 そして また 『人生の^ 舉化を 如何にすべき』 とい ふところに 複雜な 題を提 佻し 得る。 私 はこれ 

を i 論の 一 面に 限って 少し 説明して 見よう， 


川 君の 題目 は、 それ 自身が 簡單 明瞭に 現代 思想の 傾向の 一面 を 語って 居る。 私の 解す る 所に よれば， 人生の 科攀 化と は必す 

しも、 科舉を 人生に 應 用し、 科舉的 文明で 吾々 の 生活 を充 して 行く とい ふだけ の 意味で はない。 そこに はもつ と 深い 意味が 

あり 得る。 卽ち 人生の 哲舉 化に 對 する 人生の 科擧 化で ある。 哲^ は 時 問を豫 想して 立ち、 未 來を豫 想して 立ち • 永久 を豫想 

して 立つ、 よし その 永久 は 到底 思議す ベから す、 また 到達すべからざる もので あろに もせよ、 少 くと も豫定 として、 要求と 

して、 永久の 時間 を 根抵に 立て、 あらゆる 事物 を 之に 篏 めて 考 へる 時に 哲擧が 成り立つ、 あらゆる 事物 を 永久 化し • 絡 封 化 

せんとす るの が哲舉 である。 此の 永久 化 絕對化 を迁遠 だとして、 もっと 端的に、 もっと 直接に、 その 事物の 結論 を 見ようと 

する 謂 は ゆる 時間 をなる たけ 短く して、 出來る^Jとなら時間なしに事物を運んで行かぅとする。 この 氣短 かな 傾向が 卽ち人 

生の 科學 化で ある。 さきの 事なん か考 へる 必要 はない 。今日 をして 今日 をな さしめ、 この 瞬間 をして この 瞬間 をな さし めれ 

ば それで 人生 は 立って 行く、 また 最も 充實し 緊張した 人生 はた そこに ある。 極端に 首へば、 明日の 計 をな すの もす でに 愚 

である。 前後左右 を 慮る もす でに 卑怯で ある。 奥底 や 根本 を考 へる の も、 すでに 迂濶 である。 直接な 大膽な 痛快な 人生 觀 が- 

人生の 科學 化で ある。 この 傾向 は必 しも 今 言った 様な 極端な 形で 實 現して 來な いまでも、 大體に 於て 種々 の 方面に あら はれ ， 

て 来る 現代 思想の 一 特色で ある。 私 は 長 谷川 君の 所謂 人生の 科舉化 を、 此 意味まで 含んで 居る ものと 解したい。 

これに 對 する 相 馬 君の、 科摹の 人生 化と いふ こと は 基 脚の 廣ぃ立 雷で ある。 一方 は 長 谷川 君の 人生の 科舉 化に 對 して、 寧 

ろ 人生の 哲擧 化を說 かんとす る ものと も 解せられ る。 また I 方に は、 科 擧の遊 戲化を 斥けて 之が 人生 化と 功利 化を說 かんと 

すろ ものと 兒 られ る。 私自身 はむしろ その 前者、 卽ち 人生の 哲舉 化と いふ ことに 興味 を もって 居た。 所が だんく 論 戰の進 

んで 行く 様子 を 見て 居る と、 相 馬 君の 趣味 はむしろ 後者に あった 様で ある。 科舉が 動 々も すれば、 科 舉の爲 めの 科舉 になり 
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ク  上 

メ ー ゾン鴻 の 某へ はつい 先日 始めて 行づ た、 而も それ も 某雜誌 社の 小集會 に^かれて 行った の だが、 なるほど あの 水に 面 

した 夜の 座敷なん ぞ はい-心 持の 所で ある。 イギリスで n 1 ジィ *コ ー ナ ー とい ふこと をよ く 首 ふが、 座敷の 中の 片寄った 窓 

の 傍、 庭 や 公園の 人足の 遠い 木蔭の ベ ンチ、 と. S ふ 風に、 鴻の巢 など は 飲食 場の 東京の コ ー ジィ • コー ナ ー とい ふ 心 持で あ 

る。 あそこら で ilH い 伊太利 料理で も 食って、 うまい 葡萄酒で も 飲んで、 詩 を 論じ、 哲舉を 論 するとい ふの が當 世の 風流な の 

であらう。 が 先頃の 會 なぞ は そこへ 行く と 大分 風流 氣を 離れて、 活 澄な ものであった。 徹頭徹尾 論戰と 駄洒落で 終始す る 所 

など は、 頗る 振った 近頃 面白い 會 であった と 思った。 その 時の 論題が 却 * 與味 ある 重要な もので あろと 共に、 私に 色々 の 村 

料を與 へて 吳れた 。話 はたし か 長 谷川 天溪 君が 讀賫に 書いた 人生の 科舉 化と いふ 論文と、 それに 對 する 相 馬 御風 君の 同紙 上 

に 於け る 科舉の 人生 化と いふ 論文と を もとにして 相 馬 君と 他の 來會 者との 間に 盛な 論戰が 開かれた ので ある。 

私 は 丁度 此の 二つの 論文 を み 落した ので あるが、 題 だけ 聞いても 大 想の 趣意 は 想像 はついた。 人生の 科舉 化と いふ 長 谷 


を も.. c- て！^ ない * 作老は 確かに そんな 得 を もね らゥ たやう であるが、 不幸に して それが 大事な 作 中の 情熱 と^れ f- にな づ 

た。 I" 其 所に 此の 作の 致命傷が あると 思 ふ。 待-通の 感情 遊戯の 藝術 になった 氣味 である。 此の 事 はもう 外で も 述べた から 此處 

で 繰： 返す 必要 は あるまい。  - 

. 以上、 秋 君の 論 點と文 藝協龠 長の 宜言 との 間に は 行 違 ひが 多分に 含まれて 居る。 それで 重要な 論 點は丄 に 取 出した 一  二 

點に歸 すると 思 ふ。 而も 是れ等 は 皆 重大な、 根抵 的な 事で あるから.. 何人も 研究して 見る 價條が 十分に ああ こと、 - 思ふズ 太 
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目は必 やし も それ 以上に 居る 物 を 積み 戴ね る 事に よって 乘り 越えられ たる ものと はき まらない。 むしろ 始めから それ以上の 

物 を あてが はれる 事に よって^ 發 して 行く ので はない か。 是 等の 理由で、 趣味の 向上の みの 爲 めなら 必す しも 始めから 先づ 

劣った 藝 術を與 へて、 一 歩 二 歩と 導いて 行く と 云 ふ 必要 はない やうで ある。 つまらない けれども 相 應の價 他 は あるから 是れ 

も藝 術の 一. 種と して 兒 せて 置く と 云 ふの なら 差 支へ ない が、 つまらな いと 知った からして 手引の 爲 めに それ を 見せる と 云 ふ 

の は 何う かと 思 ふ。 それよりも 文 藝協會 が 低級と 知りながら 出した 芝居に は、 或は 經濟 上の 理由と か 興行 政策と か 云 ふやう 

な ものが 混って 居て、 それと 今 言った 如く 鬼 も 角 も是れ だって I 種の 藝術 である からと 云 ふ 理由と で やった ものと すれば 差 

支べ はな か.：？？。 經濟 上の 理由から 營業 部の 仕事と してやつ たの だと 云へば、 それで 立派に 理由 は 立つ と 思 ふ。 が、 併し こ 

んな事 は 微妙な 問題 だから 矢張り 低い 物. からだん， （-與 へて 行く 方が 有効で あるか も 知れない。 然 うでない かも 知れない。 

坪內 氏と 秋 田 君と 二つ 遠った 立場で ある ものと して、 結^ は 事箕の 上に 見て 行く 外 はない。 

それから 今 一 つの 問題 は、 『ァ ル ト* ハ イデ ル ベ ：ル ヒ』 が 菜して 中間 藝術 として 低級 藝 術から 高級藝 術 へ 移る 橋渡しと なる だ 

けの 力 を 有って 居る か 否かと 云 ふ 事 實問题 であるが、 是れは 最早 世間 多數の 評論 者が 認めた 如く、 それ 程の 力の ない 劇で あ 

る。 少く とも 演出 せられた 結 菜に よると、 それ 程の 効 鬼 は與へ 得なかった と 云 ふに 歸 して 居る けれども、 それ は 本 來然ぅ 云 

ふ 結^ を 望む のが 遠 ひで あるか、 或は 此の 劇が 特に 惡ぃ爲 めで あるか、 それとも 然ラ 云って 居る うちに 案外 然ぅ云 ふ 結 * 

を與 へて 居る やら I 寸分らない 問題で ある。 矢張り 此 劇の 價 値！： 斷 をす るの は 純 粹な藝 術 的 立場から 見る より 外 はない。 其 

の點 から 云って、 趣味の 向上と 云 ふやうな 問題 を 離れて 『アルト 义ィ， テルべ ルヒ』 が 前言った 藝 術になる とならない 境目 を 

趑 えて 居る か 居ない かと 云 ふと、 何う もま だ それ を 十分 乘り 越えて 居ない。 我. ><  の 人生 觀的 思想な り 感情な りに 觸れ た內容 


ふ 態度と は 何う して も^な ものにして 、別 看板に してやらざる を 得なくなる であらう。 藝術 上の 問題でなくなる。 今の 文藝條 

會は 果して 其處 まで 行って 居る のか 何う か、 秋 田 君は然 うでない と 見た ので ある。 卽 ちた^ 藝術 趣味の 上から 高級 藝 術に 移 

ら せる 方法と して 文 藝協會 は先づ より 劣った 藝術を 先に 味 はせ、 漸々 階段 的に 高い 所へ 進ませ やうと して 居る ものと 解した 

ので ある。 然 うすれば 艰 して 左様な 事が 出來る もの か 否か、 藝 術の 上で 高い 物と 低い 物と は 常に 相互 破 壌であって、 道德的 

に 低い 物から だんだん 調和 的 趨歩を もって 進み 得る もので ない と考 へる 人 も あらう。 藝術を 向上せ しめる 道 はた 最上と 信 

する もの を 始めから 與 へて 行く 事であって、 中間の 物を與 へる 事で はない。 然 うすれば 純 粹に藝 術 趣味 を 向上せ しめ やうと 

する だけの 目的なら、 努めて 最上の 物を與 へなくて はならない。 然るに 今 文 藝協會 は 中間の 物 を 提供して、 調和 的に 趣味 を 

髙 上せし むる と 云 ふ、 是れは 要するに 純 粹な藝 術 的な 動機の 外に、 違った 動機が 知らす 識ら すの に 混じて をる ので あると 

云 ふの が 秋 田 君の 主意で あらう。 是 れに對 して 坪內 氏は藝 術の 高 上 關係を 相互 破 壌と 見ないで、 調和 的 進行と 見られる もの 

と 解して よい • 

私の 見る 所では、 何と 云って .Al 術に 種々 の 階段の ある 事 は 否めない と 思 ふから、 明白に 是れは f 等で あり、 是れは 二等 

であると 云 ふやうな iHi 刖 はっかない としても、 その 微妙な 優劣 は 是認して 置いて、 種々 な 階級の 藝術を 味 はって 見る と 云 ふ 

事 は 好い 事 だと 思 ふ。 實際 自分で は イブ セ ン より ビネ a の 物が 劣って 居る と 思っても、 その ビネ 口の 物 も イブ セ ン の 物と 並 

ベて 味って 見る のが 好い と 信す る。 けれども 其の 場合に、 先づ ビネ a のが 劣って 居る 故に 是れを 最初に 與 へて それから イブ 

セ ン の 物を與 へる のが * まるで イブセン を 解し 得なかった ものに 取って 必然な 順路で あるか 否かと 云 ふ 事 は 疑問で あると 思 

ふ。 それと 今 一 つ、 少く とも 私自身に は 今まで 述べた 如く 藝術 品に なって 居る と 居ない との 間に 境目が あると 思 ふ。 此の 境 
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藝術も 皆 修養の I 要素で. is る。 なるべく 廣 くいろ くな 物 を 見せて 置く が 好い と 云 ふ 事に 歸 する。 其の 中で も 好い もの はな 

るた けより 多く 感化 力が ある やうに 見せて 置く と 云 ふ 位の 事に 歸 する。 例へば 前に 述べた 問題の I つたる 古典 劇の 價 と 云 

ふやうな 事で も、 今の 私等には 要するに 古典 劇 は 死んだ 物、 若く は 感觸の 極めて 鈍い もので あ つて 生きた 藝 術と は 云へ な 

c。  々の 生きた 思想 生きた 感情と は 何等の 深い 交涉 もない。 『ファウスト』 にしても、 『ハ ム レット』 にしても 近代劇 を 味 ふ 

と 同じ 心で 是れを 眛ふ事 は 到底 出来ない。 是等 ニーの 作に はさす がに 今日 尙ほ 了解し 得る 內容が 含まれて 居ないで もない が 

而も 尙ほ M、Q 內容は 時代の 移った 爲 めに 鋭敏な 感覺 方面 を だんく 失って 行って、 殆ど 概念の やうな ものに なって しま ひ 極 

めて 微弱な 刺戟 を殘 すに 過ぎない。 それ も 更に 年代が 經る と共に だんく 細って 行って、 遂に は 概念的な 內容 しか 殘ら なく 

なって しま ふ。 た それに 入り 混って 筋の 面白さと か 遠った 風俗の 面白さと か 云 ふ 位の ものが 通俗的の 娛樂 物と して 却て 淺 

つて 行く。 つまり 見せ物に 變す るので ある。 だんく 然う云 ふ 形勢に なって 来て をる。 であるか，.？ 典 劇 は、 要するに 生き 

り I 藝術 として 是れを 取扱 ふべき もので はない。 過去 は 過去と して P むらしめ て 少しも 差 支へ ない。 では、 一 切 古典 劇なん ぞ 

は演 する 必耍 はない かと 云 ふば、 其 所に 修養の 意味が ある。 丁度 國寶 展覧と 同じ 意味に 於て 古典 劇 を 見せる の は 人格 修養の 

助けで ある。 其の 人の 見聞 を廣 くす る 所以で ある。 だから、 然ぅ云 ふ 望の ない 人 は 見なくても 好い。 藝術 として 內 からつ き 

動かされる 要求 を 以て 古典 劇に 對 すれば 失望す る。 其の 外 如何に 低級な 藝術 でも それが 現在の 人格 を破壞 する ほどの もので 

ない 限り は皆經 驗を豐 富に する 助けで ある。 場合によって は 有害 だと 思 はれる もの さへ 見て 置く 必要が あろ かも 知れない。 

趣味の 向上と 云 ふ 事 を 最も 廣く解 すれば 斯う 一 K ふ 事になる だら うと 思 ふ。 又是れ なら 秋 田 君 始め 誰も 異存の ない 事に 逮ひ 

ない。 文 藝協會 だって 或は 是れに 似た やうな 態度 を 取る 時が 來る かも 知れない。 けれども 然 うなれば 一方の 純 粹藝術 を 取扱 


て來る こと、 それが むしろ 藝 術の 純粹な 意味で ある。 であるから、 此の 意味で 其、 Q 作者の 藝術は 直ちに 又 その 作者の 思想の 

宣傳 であると 言っても 差 支 へない。 秋 田 君の 斥くべからざる ものと した もの は 此の 態度の 事で あらう。 然 うすれば 此點も 坪 

內氏 はま だ 採否 何れと も 言 表して 居られない。 要するに 藝 術が 純 粹藝 術と して， 取扱 はれる 場合， 及び その 純粹藝 術と は 作者 

の 深い 思想の 宜傳 である 場合に、 然ぅ 云ふ藝 術を然 ぅ云 ふ 意味で 取扱 ふか 否か、 も ッと簡 軍に 言へば 劇 を 純 粹な藝 術 的 立脚 

地から 取扱 ふ 態 俊 を 採る か 採らない か、 問題 は 其 所に つ ^まるので. ある。 是れを 無論 取扱 ふ ものであると 答 へ たら 秋 田 君 Q 

不滿足 は 消え るに 遠 ひない。 i 藝ー 協會と て も 苟も 藝術 の 卅： 界に 立た うと する 限り は 、 此ま張 を K« む ことの 出来な い の は 殆ど 

自明な 事と 思 ふ。 然るに その 點の宣 明が 十分でなかった と共に、 la に その 裘に 趣味の 向上と 一： ムふ蔡 で 藝術的 立脚地 を揭 げら 

れた爲 に 問題が 複雜 になって 來 たので ある。 だから 本 當の論 點は藝 術 を 修養の 立場から 取扱 ひ 得る か 否かと 云 ふ ！ 點に存 す 

る。 趣味の 向上と S ふ is^ は 云 ふまで もな く 道德的 意義 を 含んだ ものである。 廣ぃ 複雜な 意；^ を 含んだ 言葉で ある。 これ を 秋 

田 君が 解した 如く 專ら藝 術の 上から 使 級の 藝術を 捨て 高級の 藝 術に 移らし める 者と 解しても、 共の 方法の 中に いろくな 道 

が 混じて 來る。 例へば 趣味と 云 ふやうな 者 は、 直接に それ を 狙って 上げたり下げたり する 事の 出来ない ものであるから、 是 

德 問題れ を 向上 せしめ やうと する に は 11 接に 先づ 共の 人格 を 修養せ しめる より 外にない。 人格の 修養が 直ち に 趣味の 向上で 

あると 言 ひ 得る。 而 して 人格の 修養. は道德 上の 問題に 外なら ない。 例へば 英語で アタコ ンブ リツ シ ュ メ ントと 云 ふ 位な 廣ぃ意 

味に しても、 矢張り 道徳的 色彩 を帶 びた 問題で ある。 あらゆる 知識、 あらゆる 感情お 經 験し、 修得し、 それ 等の もの \ 上に 統 I 

した 人格 を 作る。 1K は ビ圆滿 な 修養 を もった 人と 云 ふの が^の 意^で ある。 此の 意味から 云へば、 趣味の 向上の 爲 めに は 我 

.<c の 修養と して 何ん な 芝居で も、 何ん な藝 術で も兒て SS- く 必要が ある。 高級な 藝術 も、 低級な 藝術 も、 生きた 藝術 も、 死んだ 
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する 立場 を 斥ける 點に 於て は浮內 氏と 秋 田 君と 少しも 遠 ひ はないで あら、？ と 思 ふ。， 秋 田 君 はた 藝 術の 1^ めの 藝 術と 云 ふ 事 

が 純 粹な藝 術と 云ふ泰 に. して 欲しい と 云 ふので ある。 そして 坪 內氏は 純 粹の藝 術 を 文 藝協會 が 探る か 採らない かと 云 ふ 事 は 

まだ 言 ij^ して IH5 られ ない ので ある。 では 北 ハ純粹 蘇 術と は 何ん な 意味 だと 云 ふと、 自 から 秋 田 君の 次の 論點 たる 主義宣 傳 論に- 

移る。 坪 内 氏が 主義 宣傳の 藝術を 文 藝協會 に 採らない と 云 ふ 意；^ は、 所謂 ブ a パガ ンダ としての 藝術を 採らない と 云 ふので 

ある。 是れ は文藝 協會の 今の 立場 其 他 種々 の關 係から して 斯 5 言 はざる を 得ない 事で あらう と 信す る。 ま 一ち に 今の 日本の 國 

家道德 その他の ものに 動 搖を與 へる やうな 思想 を宣傳 すると 云 ふ 事 は、 如何なる 團體 としても 少 くも 公言す る こと を 不便と 

する 條 項に 相 遠ない。 のみなら す藝 術と しても 一派の 極端な 實行 派の 外 は、 凡ての 藝術を 直ちに 社き 經營の 主義の 宣傳 方法 

i4 して、 その 藝 術の 廣 がる 攀は やがて 自分の 社 會經膂 策の， 廣. がる こと、 首 ひ換 へれば 今日 その 藝 術が 出て、 明日 それに 感化 

された 人が 直ちに その 主義 を實 行す る やうに したいと は 首 はないで あらう。 狹ぃ 意味での 倾向藝 術 問題 藝術 を、 而も その 問 

題な り 傾向な りに 同意して その 實 行の 爲に 世に <5 けにす ると 云 ふので ある 限り は、 藝 術が 必す然 ラー K ふ ものでなくて はなら 

いと 云 ふ、 理. a はない と 思 ふ。 勿論 然ぅ云 ふ藝術 もあって 差 支へ はない けれども、 場合によって は然ぅ 11=1 ふ 藝術を 不便と 

する 人 も あらう。 又よ しんば その 蘇 術 を 採用しても、 それ はた 藝 術の 一種と して 他械 類の 藝 術と 平等に 並べて見ると 一 K ふ 

態度 を 取る 人 も あらう。 文 藝協會 の 今の 態度 • の 如き は それで あると 思 ふ。 坪內 氏の 言 はれた の は 其の 事と 察せられる。 そし 

て 秋 田 君 も 此の 態" ぼに. 異議 はな ぃ審と 信す る。 た ビ 此の 場合に もも ッと い、 もッ と 深い 意味で 思想 宜傳 の藝 術と 云 ふ 事 を 

雷 ひ 得る。 直ちに^ 行 を 意；^ f する 社會 問題 經營 想で なく、 もッ と哲舉 的な 意味に 於ての 人生 觀 問題と 藝術 的に 相連續 する 

^^なり憫题チタ ：^^め.^に含まれて，居る、..-と、」11111ひ換へれば作者の人格が思想となり11:题となって藝術的に其の中へ現れ 


此 0 吸 ひ統 1 を 4ロ せて 行かなくて はならない 0 である *  , 

最後に、 秋 田 君の 演藝薆 報に 出た 議論 は坪內 氏の 劇に 對 する 立場 を 論じた ものであるが、 秋 田界の あの 論に 見えた 態度 に 

關 して は 或は 誤解す る 人 も あるか も 知れない が、 私 は 立派な ものであると 信す る。 思想の 上で、 秋 田 君が 自分の 師 たり 長者 

たる 坪內 氏の 立場 を 批評した からと言って、 それに 何等の 非難の あるべき 害の な いのは 言 ふまで もない が、 殊に 新 文 擧が起 

つて 以來 所謂 新 文人 新 思想家の 氣 風の 上から 寧ろ 舊來の 人情 的 譲 抑 主義 を 捨て- - わざく 然ぅ 云ふ溫 かみの ない 寂しい 天地 

に 立って、 其處に 赤裸々 の眞 理の爲 めの 戰ひ をしょう と 云 ふ 傾向が 一般に 漲って 來た。 從來の 見地から 云へば 是欢 t は 荒凉た 

る 人生に 突入して 行く 新人の 寂しい 道で ある。 彼等 は 自分の 求む る もの i 爲 めに は 師弟 を も 捨て 朋友 を も 捨て、 行かう とす 

る、 是が 一 方から は 同情せられ、 一方から は 誤解 せられる 理由で ある。 それに 比べれば 秋 田 君の 立場な ど はま だ 誤解 せらる 

べき 理由の 少 いもので ある。 情誼 を盡 し、 誠意 を 傾けた 態度で ある。 坪 內氏自 から は 無論 あれに 對 して 何等の 隔意 を も 抱か 

れ ない 事と 信す る。 藝術 思想 上の 事 は 淮 の 間で も 齒に衣 着せす 言って、 それで 願く は 私 交に 傷つかな いやうな 風が も ッと我 

が國に 起らなければ ならない と 思 ふ。 で、 ；？^ は 以上の 誤解 を 斥ける 爲 めに 稍々 くわしく 秋 田 君の あの 論 を 批評して 見よう。 

秋 田 君の あの 論文に は 二つの 問題が 淺ろ。 第 一 は 『アルト •< イデ ルベル ヒ』 その物が 如何なる 程度 若く は 種類の 藝術 であ 

るかと 云 ふ事實 問題、 第二に は 純粹藝 術と 修養 藝 術との 關係 問題で ある。 そして 其の 他 は 凡て 枝葉の 論で あると 思 ふ • 

. 純粹藝 術と 修養 藝 術の 關係 は、 つまり 藝術を 修養と 云 ふ 立場から 何う 見られる かと 云 ふ 事に 歸す るので あるが、 純 粹藝術 

と 云 ふ 事に は 議論 はない 普で ある。 例へば 坪內氏 は道樂 としての 藝 術の 爲 めの 藝術 主義 を 文 藝協會 は 採らない と 言 はれる。 

それ を 秋 田 君 は廣ぃ 意味での 藝 術の 爲 めの 藝術は 採るべき ものであると 言 ふ。 此處 に旣に 意味の 相逮が ある。 藝術を 道樂と 
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が 弊害の 理： e になる。 一 體 斯う 云 ふ 作風の ごく 淡白な 氣分 をね らふ 劇に は、 その 淡白な 氣を 刺戟の ある ものにする 唯 1 の 

方法が、 今 言った^ 舉 的な 深さで 味 ひつける と 云 ふ 事になる ので あらう と 思 ふ。 此の 狙 ひが 今の 氣分 劇の 多數に は、 はっき 

りして 居ない やうに 思 ふ。 此 所が 最も 舞臺の 上で 決して 賞 ひたい 點 である。 

然ラ すると 今度 は 演出 法の 問題に うつる。 あ 云 ふ 種類の 芝居 は 何う 演出したら 好い か、 氣分劇 は 實の所 まだ 飜譯 物です 

ら 十分 舞臺に 演ぜられて 居ない と は 思 ふが、 マ ー テル リンクの 或る 物にした 所で、 演出 法の 上に 餘 程の 問題が あろ。 舞臺裝 

置と 相 待って、 役者の、 動作、 白、 殊に 白の 抑揚 及び 受渡しに 最も 工夫が 耍 ると 思 はれる。 人の 知って 居る 如く マ ー テ ルリ 

ンクの 脚本 は 白の 中に も 終りに も點々 で 埋めた ボ ー ズの 印が ざら に 使って ある。 そして 是れが 彼の 劇に 取って は 非常に ffil 大 

な ものである。 彼の 劇に は 幕切れな ど は 殆ど 全く 在 來のコ ンべ ンショ ンに從 つた 幕切れ を 無視して、 故と 幕の 切れない やう 

にした ものが 多い。 此の 幕の 切れて 居ない 所で 幕 を 切る こと、 卽ち 在來の 芝居で は 非常に 問の 拔け たものに なる 所に 彼の 新 

しい 芝居が 出發 する ので ある。 けれども 氣分劇 は 凡て マ ー テル リンク 式 だと も 言へ ない。 白の 意味 を 悉く 中へ 吸 ひ 込んで 表 

情 を皆內 的に してし まふ。 その 極端 は沈默 となり 無 動作と なる。 假に其 所に マ I テル リンク 劇の 演出 法の 極端が あると して 

も、 それ をもう 一歩 進めれば 劇 その物が 存在し なくなる。 是れも 確かに 參用 せらるべき 演出 法に は相逮 ない が、 併し乍ら 刺 

は 矢張り 思想 感情 を：^ へ 流し 出す 外的 表情の 分子 を 加へ なければ 維持して 行かれない。 それ かと iK つて 通俗 俳優の 多くが や 

る やうに 何もかも 皆 どんく と 外へ 流し 出して しまって 皆 外的 表情に してし まっても 淺 薄な ものに なって しま ふ。 要するに 

問題 は その 內的 表情と 外的 表情との 統 I 具合が 其の 劇の 性質と ぴったりと 何 處で合 ふかと IK ふ 事 に^するの である。 だから 

是れは 殆ど 概括 的に は 言へ ないで あら.？。 甲の 芝居と 乙の 芝居と 同 一 作者の 物で すら、 一 つ に 其の 劇の 解釋 に基づいて 


:;^J; 結 * だと 思 ふ。. 勿論 舞臺 にかけ なくても 好い 芝居 はあり 得る が、 劇 全體の 水平線 を 高める 點 から は 矢張り 正式な 舞臺的 

脚本 を 標準に して か i らな ければ ならない。. 日本の 創作 劇 を 進歩せ しめる 唯 I の 手段 は、 是れを 完全に 舞躉に 上せて 見る と 

JK ぶ 事に あるの は 明白で ある。 今まで 出た 多數の 創作 劇 は 殊に 短い もので、 所 IS 氣分 劇に 属した ものに 好い ものが ある けれ 

. ども、 それ を 誠んだ 後乂 先だっての 創作 試演 會の 程度で すら 舞臺に 上せられた 結 架から 察する と、 其の 短 かい 氣分剡 の 多く 

は 翁なら ば ごく 軍 純な 水 彩 窗、 若く は 船 摩で 描いた スケッチ 位の 味 ひし か 得られない。 氣分 そのもの にしても、 餘り にあつ 

さり. L すぎて ゐる。 濃密の 度が 足りない。 勿論 寫實 的に 若く は 口 マン チックに た- -み 上げて 行く 大 仕掛の 劇で 見出す やうな 

感情の 濃密と 云 ふやうな もの は、 始めから 此の 種の 氣分 劇が 目的と して ゐる Q でない ので あるが、 それにしても 签氣 が. 餘り 

, ^稀薄す ぎる と共に、 今 I つ 私な どに とっての 不満足 は、 その 空氣 なり 氣分 なりの 中に 哲孽 的の 深さが 足りない ことで ある.。 

これ は 感情の 濃密と 云 ふ 審とは 遠った である。 ^舉 的の 深さと 云っても 现腐を 要求す ると 云 ふ 辜. でない _s ^は 云、 ふまで もな 

y . 殆ど 思想 だか 感情 だか 分らない けれども * 優れた 藝 術に は 哲舉者 も 口 をつ ぐむ 程の 深さが ある。 つまり 其の 氣分を 通し 

て 見る 人生が しっかり とその 奥底まで こたへ て 居ない。 た 淡白な 氣 分の. 一 色で 色 光線 を かけた やうな 現實の 光景と か、 若 

く は 特に 恐怖と か 悲哀と か 云 ふやうな 或る 種， の 情緒 を^ 厚に 塗り立て & 見ようと 一 K ふ 情緒 遊戯の 一 種に すぎない やうな 物が 

多い。 =5< の點 が不滿 足で あろ。 -氣分 劇で も 矢張り その 氣 分に 人生観の 深さが 添 はなければ 新藝 術の 價 値がない と 思 ふ。 是^ 

は 要するに 作者 0 らは 蕩 術に 理解の ある 新しい 人々 なの だから、 自分で はねら つた 所 は あるのに 逮ひ はない。 又 作 を 請ん 

だ i けの 上で は、 却て 靜 かに ーハ 想して 然ぅ云 ふ氣分 を 微かに 味 ひ 得る 場合が ある けれども、 舞臺に 上せて それが 活 現し i;- 來 

る 程度まで 行って 居る か 居ない か 共 所に i が あると 思 ふ。 だか も是れ も 矢張り 元は 舞臺に 上せて 見る 機會 のない. と 云.^ 蓽 
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物 を 多く 見せて 貰 ひさへ すれば 私な どは滿 足す る。 それと 今 f っ孀譯 劇の 歡迎 せられる 根本に は、 今の 日本の あらゆる 方而 

に 於け る 思潮 狀 態と 云ふ攀 が あるで あらう、 卽ち 日本の 文明に は、 藝術を 始めと して まだ 尙ほ 盛んに 西洋化 せんとす る耍求 

が 漲って 居る。 これ は 必然の 勢 ひであって、 其の 要求の 飽滿 せられる まで は 止め やうと 思っても 止められる もので はない。 

此の 點 から 矢張り 飜譯 劇に 自 から 我々 の 好みが 向 ふので ある。 要するに 鋼譯 劇と 創作 剡と 何方も 合せて 演 つて 行く と 云 ふ、 

平凡な 結論より 外に 正しい もの は あるまい と 思 ふ。 

それで は酮譯 劇と 並べて やって 行く 創作 劇が 今の 日本に あるかと 云 ふ 事になる と、 叉 違った 論になる。 實 際の 所 今までに- 

出て 居る 多數 の 藝術的 價値を 有 つ た 創作 劇 は 、 西洋 劇と 對抗 して 行かれる 程の ものであるかない か 分らない と 云 ふ の が眞相 

である。 それ は 其の 勞 であって、 殆ど まだ 本當に 演ぜられて 居ない。 演ぜられない 脚本 は 劇と して は 何う しても 未 il^ 成の も 

のた る を 免れない。 幾ら 作っても 最後に 至って 未完成の ものに なって 行かなくて はならない。 本當の 意味で 自分 も 見る 事が 

S 來 ないし、 他人に も 見て 貰 ふ 事が 出来ない。 ど すれば 作 る^に 取って 張 合の な いのは 勿論、 其の 作風が 進歩して 行かない 

の は 當然の 事で ある。 現在の 作 は 或は 是 等の 理由から まだ 幼稚な ものである かも 知れない。 けれども 一 度 是等を 徹底的に 舞臺 

にかけ て、 其の 眞慣を 調べて 見る 端緒が 開けさへ すれば すん くと 進んで 行く かも 知れない。 小說の 場合と 同じく、 必す しも 

西洋の 作品と 優劣の ない 物が 折々 出て 來る ことになる かも 知れない。 小說の 方で は 西洋の 一 二 を爭ふ 傑作と 日本の 平凡の 作 

と を 比べられて こそ 西洋 はえら いと 思 ふけれ ども、 少く とも 水平線に 達した 程度の 作で 東西 を 比べて 見て は、 然ぅ 優劣 はな i 

と 思 はれる。 卽ち 非常に 勝れた もの は 日本に まだない としても 西洋の 水平線 以上に 拔け 出た もの は旣に 日本に も あると 云 は 

なくて はならない。 が、 芝居の 方で は 或は まだ 共處 まで 行って 居ない かと 思 はれる。 こ， れは 確かに 舞臺 にかけ て 見る 機會の 


藝 術の 立場の みならす ベ トリオ チズ ムの 立場から 云っても 望ましい 事で ある。 外國 でも 其の 國民 的藝 術の 遝動は 常に 他面に 

政お 上社會 上の 愛 國的遝 動と 伴って 起って 居る。 過去の ドイツに 於て、 叉 現在の アイルランドに 於て、 或は 政治 上の 獨立、 

或は 言語 上の 獨 立と 云 ふやうな 運動と 並んで 藝 術の 獨立 運動が 起る けれども、 然ラ云 ふ 外部 的な 理由の 外 藝術的 以内で 考へ 

て も、 日本人が 日本の 社會を 材料に した 物に は何處 となく 心 易い 親しみと 云 ふやうな ものが 多い。 是は必 すし も 衣服 動作の 

相 遠と 云 ふやうな 表面的の 意味で はない。 日本人と外國人との衣服動作の相違と云ふゃぅな15^-は、 少く とも 私等には 今日で 

は それ 程の 邪魔に ならない。 叉 思想 感情が 日本人と 西 ft 人と 何 所 か 遠って 居る と 云 ふやうな 事 も、 社會 的に なって 居ろ 我々 

に は 大して 邪魔に はならない。 是 等の 1£1： 別 はもう 殆ど 忘れて 人と 人と 相對 して 居る 心 持が する。 是 等の 意味 以外に 於て、 其 

の藝術 全體の 上に 日本の 作品 は 何 所 か ー曆心 易い 親しみが あると 云 ふだけ の 感じで ある。 是れは 小說に 就て 見る とよく 解る 

例であって、 曰 本の 作品 は 優劣の 問題で なく 親しみの 程度に 於て 何となく 我々 に 近い。 芝居に も是れ だけの 事は必 すなくて 

はならない けれ^も 不幸に して 今日で はま だ 日本の § と 云 ふ もの は 殆ど 本當の 意味で 舞臺に 上って 居ない。 だから 我々 は 

此の 心 易 さ 親し さと 云 ふ 事 を すら 經驗し 得ない。 これが 早く 經驗 して 見たい。 そんな 意味で 日本の 創作 も 早く 劇 擅へ 榮 えさ 

せたいと 思 ふ。 此の 心 易 さ 親し さと 云 ふの は 恐らく 自分が 自分 を 直接に 兑 たい、 日本人が 日本人 を 直接に 見たい と 云 ふ 欲望 

の充 される 所に 伴 ふ 一 種の 感じな ので あらう。 自分 を！ ：！！^ た 心 易 さ 親し さの 氣持 なので あらう 。如何なる 藝術 にも 自分 を 見る の 

が 近代 藝 術の 一 特色で ある 事 は 言 ふまで もない が、 外國藝 術で あると その 中に 發見 する 自分 若く は 日本人の 周 園に まだ 多く 

のス トレ ンヂャ ー スが 混り すぎて ゐ ると 云ふ感 がする。 それ を 早く 取 除いて くれる のが 日本の 新作 劇で あるので あらう。 此 

の 意味 を 除いて 鐧 譯 劇と 創作 刺と 要するに はない。 問題 はた 作物 其 物の 優劣に あるので ある。 何方でも 好い から 好い 
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き 劇壇の 論？ 一 


此の 春の 『ァ ル ト* ハ イデ ルベル ヒ』、 それから 『ファ ゥ ス ト』 創作 試演、 『野 鴨』 と 云 ふ 風に 此の 三 四 ヶ月の 問に 新劇 運動が 種 

々の 村 料 を 提供す ると 共に、 それ 等に 關 する 根本 論が 大分 方々 で 取 交された。 一寸 記憶して ゐた 所で も、 秋 闭雨雀 君の 『ァ 

ルト • ハイデルべ ルヒ』 に對 する 說、 岩 野 泡 鳴 君の 『ファウスト』 に關 する 說、 長 谷川 天溪 君の 飜譯 劇に 關 する 說 * それに 對 する 

楠 山 正 雄 君の 論 K、 それから まだ 發 表せられて 1H5 ない けれども 創作 試演 會 席上での 相 愿 御風 IJf^ の氣分 劇に 對 する 說、 やまと 

新聞に 見えた 水 谷 竹 紫 君 對川村 花菱 君の 氣分剠 演出 法に 關 する 議論 等が ある。 鐧譯 劇 の價値 論、 古典 劇の 價俯 論， 今の 新作 剌 

の價俯 論、 氣分 劇の 演出 法論、 修養と しての 剡と藝 術と して の^との 立場の 論な どが 共の 題目であって、 是 等の 多く は 一 方で 

どし く lEi 行して 見る 事 さへ 出来れば 解決の 付く ものであるが、 芝居 は 脇 却な 藝術 である 爲 めに 然う 手輕に 行して 兑る譯 

に 行かない。 其の もどかし さからして 自然い ろくな 議論が 生す る譯 である。 

飜 譯 劇の 價 値と 云 ふ 事 は旣に 幾度 か 論ぜられた 寧で あるが、 結論 は ほに 定 つて 居る 事と 思 ふ。 永久に 日本の 劇 擅が 讕譯剿 

をのみ 崇拜 して 居て はならない。 日本人 自らの S が 起って それと 對抗 し、 若く ば それ を 艇 倒しなくて は ^21 だ 。これ は單に 


ト…！^^んなにか私はぁなたの困難， あなたの、 ひ 配 を， 唯 I 滴で も 分けて 欲しい と 思った でせ う！ けれども 私が それ を 雷.^ 

と、 あなた はた 笑って おのけな さる。 軾を 人形の やうに 装 はせ て、 ちゃう ど あなたが 子供と お遊びに なさる やうに 私と お 遊 

びな すった。 あ、 私 は どんなに か、 あなたの 負擔を 分けて 貰 ひたいと あせった でせ う！ どんなに か 熱心に、 人生の 廣ぃ、 

高い、 盛んな 方面に 望 を かけて ゐ たでせ う！ …… 」 とい ふの が卽 ちそれ である。 批評家 ブランデスが 指摘して、 別の 大作 を 

成す に 足る 思想 だと 雷った と 傅 へられる の は卽ち 此の 一 節で ある。 イブセン もた しかに 是れ から 出發 したに 違 ひない。 (大 I 
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やる ぢ やなし * 情の ある 言 紫 一 つかけ るぢ やなし、 私 を 救って 下さる 考が 糸す ぢほ ども ある ぢ やなし。 た 叱りつ けて I- 

父まで 引合に 出して 嘲弄して 11 け ちく さくび くくし て 11 たより 無 い 者 を 殘 酷に 篤り 立 て乂ゐ らっしゃる」 と 言 は せ て 

ある。 此の 句と 前の 句と は、 深さから 雷っても、 品位から 雷っても、 比較に ならない ほどの 相逮 である。 斯うして イブ セ ン 

の 思想 は 劇 を 作る と共に 段々 練れて 行った ので ある。 

啻に 思想 のみでな く、 『人形の 家』 を舞襄 の 上に 活かす 劇的 技巧 も、 第 r 第一 一 幕に 於いて 草稿と 完成 本と は 著しく 違って 

ゐる。 例へば 第 一 幕の 初め、 ノラが パ ン 菓子 を隱 して 食ったり、 ラ ンクゃ クリスチナの 口に 頰 ばらせて やったり する 邊は • 

ノラの 性格の I 面を說 明す ると 共に、 舞臺の 上に 豊富 快適な 調子 を 加へ る 効 茶が あるが、 草稿で は パン 菓子な ど は 全く 用 ひ 

られ てるない。 また 第一 一 慕の 終りから 第三 幕に 互って、 此の 劇の 舞臺的 色彩の 中心と なる もの は タラン テラ 踊で あるが、 之 

れが 草稿で はま だ 全く 出て ゐ ない。 で、 难 僅に 『ベ ー ル、 ギュ ント』 の 中の 歌 を 歌 ひ ピアノ を彈 する 位の 事が あるば かり。 若 

し 『人形の 家』 から タラ ン テラ 踊 及び 之れ に附隨 する 衣裳 や 音 樂ゃ揷 話 や を 省いたら、 如何に 落萁 たる もので あらう。 是等は 

みな 推敲の あ ひだに 發展 して 行った 作劇術で ある。 其の 他人 名の 變更ゃ 小さい 仕草の 增 減等 は 煩 を 厭うて 玆 に擧げ ない。 

最後に 『人形の. 家』 全篇に 通じた 落 想で ある 所の 「私 は あなたの 人形 妻に なりました 0 ちゃう ど 父の 家で 人形 子に なって ゐた 

のと 同じ ことです」 とい ふ 思想 は、 この 作の 草稿の 出來 るよりも 十 年 ほど 前の 『靑年 同盟』 の 中に 早く も 芽 ざして ゐた。 其の 

第三 幕で ゼル マ ンが夫 及び 勇に 對 してい ふ 言^に 「あ-.、 なんて 殘 酷な 目に 私 を 遭 はした のでせ う ー 恥と も 思 はないで —— 

あなたが みんなで！ いつも 貰 ふの は 私の 役目で、 與 へる とい ふこと はつい ぞ なくて、 私 はまる で、 あなたがたの 間に まじ 

つた 貧民の やう、 つい ぞ 私の 所へ 來て 權牲を 出せと おっしゃった 事がない、 私 は 何 をす る 力 もない ものに なって ゐ ました。 


掭人對 男子の 問題 も 窺 ふこと が 出来る。 たに それが 後の 完成した 作 ほどに 充實し 展開して るない だけで あ る0 

此の 緒言の あとに 『人形の 家』 三 幕の 場面と 仕 紐み と を 略記し、 そして 本文 三 幕 全部の 草稿 をつ けて ある。 其の 草稿と、 完 

本と して 公に せられた 劇と を 比較して 兒 ると、 第一、 第一 j 幕すな はち 自覺 以前の ノラが 雲雀の 如く 粟 鼠の 如く 跳ね 廻って ゐ 

る 所から、 僞署 して こしら へた 借金に 苦しめられながら、 尙 夫に 對 する 愛の 爲 にした 事 だから、 夫 も 身 を 捨て- - 自分 を 救 ふ 

と 言 ふで あらう、 そこが 美しい 人情と 人情との 奇蹑 である、 と 信じて ゐ るまでの 所 は、 草稿と 完成 本との 間に 非常の 相 遠. か 

ある。 た^ 第三 幕、 ノラが {3 覺 して 以後の 對決、 すな はち 全篇の 眼目と いふべき 思想の 所 は、 多少の 字句の 相違の 外 殆ど 全 

く 草稿の ま、 である。 思 ふに 『人形の 家』 は、 此の 第三 幕 を 目的に して イブセンの 胸中に 先づ こ- - だけが 明確に 出來 上って か 

ら 書かれた もの か、 それでなければ、 書き/ \ し て玆に 達して、 殆ど I 字 も 動かすべからざる 結論が 彼れ の 婦人 哲學の 上に 

生じた のかで ある。 

其の 中で 唯 一 ケ所 此の 劇の 最 重大の 句と して 有名な ノラの 言葉が 草稿に はま だ 出て 来ないで、 刊行 本に はじめて 現 はれて 

ゐ る。 卽ち 夫れ へ ル マ一が 「 11 けれども 幾ら 愛する 者の 爲 だって、 男が 名譽を 犠牲に は 供し ない」 とい ふのに 對 して ノラ 

が 「それ を 何百 萬と いふ 女 は 犧牲に 供して ゐ ます」 とい ふので ある。 古來 何百 萬の 女の 男に 對 する 不平 を 此の 一句で 言 ひ 現 

はした ものと 評せられる。 その 句が 草稿 を 書く ときには まだ イブセンの 頭に 浮ばなかった。 共の 代りに 極めて 露骨な 喧嘩 口 

飼で 「私 は 死なう と覺 悟して ゐ たのです」 とい ふ 自分の 前の 113 葉 をつ いで 「そして どうな つた かとい ふと、 鱧 を I つお つし 
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「 凡そ 精祌 上の 法則に 二種 類 ある、 一 一種の 良心で ある、 一 は 男子に、 而 して 他の 全然 異 つた 一 は 女子に。 彼等 は 互に 相 理解 

しないで、 實際 生活で は 女子 は 男子の 法則に よって 判定 せらる、 さながら 女でなくて であるかの 如く。 

劇中の 妻 は 如何なる ものが 正で 如何なる ものが 邪 かとい ふことの 觀念を 得すして 終る。 一 方に は 0 然の 感情、 一 方に は權 

威と いふ 信念が あって、 全然 彼の 女 を 方向に 惑 はしめ る。 

現在の 社會 では、 女子 は 女子 自らで ある ことが 出來 ない。 現在の 社會は 全然 男性の 社會 であって、 共の 法律 は 男子に よつ 

て 編まれ、 共の 裁判 は 男性の 見地から 女性の 行爲を 判定す る。 

をつ と 

彼の 女 は僞署 をした、 そして それ を 誇り. にして ゐ る。 夫に 對 する 愛で、 夫の 命 を 救 ふために した isT たからで ある。 然るに 

此の夫は名譽とぃふ平凡な主義から法律の方に^}!:かたをし、 男性の 眼で その 問題 を 取扱 ふ。 

精神的 葛藤、 權诚 とい ふ 信念に 壓 せられ 惑 はされ て、 彼の 女 は 自分の 子ども を 育てる 道德 上の 權 利と 能力との 自信 を 失つ 

て 了 ふ。 苦悶。 近世の 社 會の母 は； 或 種の 昆蟲の やうな ものである。 種の 繁殖の 義務 を 架た しさへ すれば 去って 死んで 了 ふ。 

生の 愛， -冢 庭の 愛、 夫子 供 及 家族の 愛。 所々 に 女らしい 思想の 破綻、 心配と 恐怖の 突然の 回歸。 すべて を 彼の 女 一人で 堪へ 

なくて はならない。 破裂 は 必然 不可避 的に 近いて 來る。 絡 望、 葛藤、 破壊。 (ク a グスタ 不名^の 行 ひで 裕 になった が 

今や その 富 も 助けに ならな いで、 名譽を 回復す る ことが 出来な い)」 

以上が イブセンみ づ から 作った 思想の 筋 書で ある。 之れ によって 彼れ の 婦人 哲學も 想像す る ことが 出來 るし、 婦人 對社會 


形紧』 - でみ この 點 から 言へば， 此の 作 こそ 純粹な 婦人 題の^と して， 啻に イブセン ひ 諸 作 ひみなら す、 近世の すべ 

ての 剌 中に^ 格の 地位 を 占むべき ものである。 • 

もっとも イブ セ ンみづ から は、 此の 作を單 なる 婦人 問題劇と 呼ぶ こと を 好まない であらう 。また 藝術 上から も、 問題劇と. 

いへば 數^ の 課題の やうな ものと 誤解せられ るの はなさけ ない 事で ある。 眞の藝 術が 問題 を 提出す るの は、 そんな 淺 薄な 意 

味で はない、 むしろ 深い 藝術 はすべ て 問題 を 提起す ると 言っても よい。 人生の 結論 は 到底 分かる 害が 無い、 しかも 我々 は 知 

ら すくの あ ひだ 永久に 之れ を 探し 求めて ゐる。 この 求めに 觸れ ると ころに 問題が 生す る。 其の 觸れ る途の 婦人問題 である 

と、 宗敎 問題で あると、 戀愛 問題で あると は 問 ふところでない。 であるから イブセンみ づか らも、 千 八 百 九十 八 年 五月 ハ ル 

ゥェ， '女權 同盟 會の 席上に 於け る 演說に 「私 は 此の 女權 運動と いふ ものが 實際 如何なる ものである かとい ふこと すら、 十分 

明白に 承知して ゐな いのであります。 私に は それが 一般人 間の 問題で あると 考 へられる のです。 私の 著作 をよ くお 讀み 下す 

つたら、 其の 事 はお 分りに ならう と 思 ひます。 勿論 女權 問題 も 他の すべての 問題と 共に 解決 せられる こと は 望ましい ので あ 

ります が、 それが 問題の 全部で ない のであります。 私の 仕事 は 人 問の 描寫 にあった ので ございます。」 と 言って ゐる。 「人間の 

描寫」 、これが あらゆる 意味に 於いて、 就中 現 實的藝 術の 最高 題言で ある。 

では イブセン は 全く 問題と いひ、 哲舉 とい ひ、 思想と. いふ やうな 事 を 離れて 『人形の 冢』 を 書いた かとい ふと、 決して さう 

でない こと は 明かで ある。 彼れ が 此の 作の 素描と して 書いた 「近代 悲劇のお ぼえ」 と 題す る もの を 見る とそれ がよく 分かる 

(この 文 は 嘗て ill 村民 藏 君が 1 1 一年 前 他の 雜 誌に 獨譯 から 譯 出した ことがあ るが、 玆に は英譯 から 譯出 する) 其の 緒言と 見る 

べき も ひに、 當時 作者の 考 へて るた 思想の 骨 組が 次の 如く 書いて ある。 
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； のよ 「3 ろ を 書く 作家 も ある、 經驗 以上 を 書く 作 {,5^ も ある。 イブセン はむしろ 經 0 以上 を 書いた 0. 併し； の 「以上」 は な 思 ひ 

力？ の 「以上で は」 ない、 練りに 練って 造り上げた 哲舉 であろ。 こ- -に 彼れ の 力と 特色と が存 して ゐた 0 其の 楝 りに 練って 行 

くと ころに 彼れ の 作の 發展が あるので ある。 

I 方から 言へば、 現實の 外形 はすん く變 化して 行く。 作 中に 捉 へた 現實 味が 此の方 面に 於いて すん くと 舊く なり 鈍べ 

なづて 行く こと も 忘れて はならない。 いかに 現實 的な 作者の もので も、 年代 を經れ ば、 少しく 鋭敏な 觀察 者の 眼に は 鈍み を 

い 持って 來 るの ズが兑 える。 トルストイの 小說 でも イブセンの 剡 でも 此の 運命 は 免れない。 また 作者が 人 問で ある. 限り、 到底 造 

化と 同じ やうな 無 縫の 天衣 を 仕立てる こと は出來 ない。 どこかに 手細工の 繼： nr か兒 える。 イブセンに 於いても、 スト リンド 

ベ. ルヒに 於いても、 ショ ー に 於いても、 この 破綻 は ある。 此 等の 理. H が 相 寄って、 イブセンの 作の 外 § 現實に 鈍み を 持た 

せ 1 延 いて 共の 內部 生命た る 作の 根本 動機にまで 非 現 寅の 影 を 投げ かける ので ある。 

要するに イブセン は 以上の 意味で 現實と 理想との 奇なる 結合の 上に 其の 殿堂 を 築いた ものと 言って よい。 

f  五 

「婦人問題 は イブセンが 社會^ の 初期の 中心 題 M であると 共に、 之れ を擴げ て戀愛 問題と すれば、 それが 個人. の 上、 家の 上 

-社會 の 上に 及ぼす 遠 命 は： 殆ど 全部の 彼れ の 作 を 支配す る 題目で ある。 更に 之れ を擴 げて翠 なる 愛の 問題と すれば、. それが 

直に 彼れ の 舉の 全部で ある。 人生の すべての 紛糾 は、 愛に よって 解決 せられた 時が 最も 正しい 解決で ある。， 

r  . 婦人問題 を 戀 愛と いふ 廣 いものに 遣さない 前の 特殊 現象、 たと へば 結婚と か II 人の 1 乂 とかい ふ 問題 を 主にした 第 一 が 人 『 


の 作の 草稿から 兑て 行く と *  ！肝 明かに 其の 徑路が 認め. As- る。 

大體に 於て イブセンの 社會 劇が 現實に 立脚して ゐる こと は 否みが たいが、 それと 共に 其の 現實 味に は 後の 或 作家な どに 比 

して、 どこか 大まかな 鈍み を 持った 所が ある。 是れが 彼れ の 現實的 作品と しての 弱みで も あり 強みで も ある。 蓋し 彼れ は 其 

の 劇の 場面 や 出来事 や 人物の 言動 を、 部分々々 に は 現實に 見聞し 經驗 した 範 園から 取り 桀 めて 来る。 けれども それ 等 を I つ 

に陶 合する 藥劑の 中には 多 i の 哲學と 詩と が 這 入って ゐる。 空想と は 言 はない が、 現實 以上の ものが 交じって ゐる。 彼れ の 

作の 根本 動機が 單 なろ i 仝 想ゃ卽 興で あったら、 固より 近代 藝術 として 何等の 價値 もない ものになる。 イブセンが 其の 劇の 動 

機と して 摘んで ゐる所 は、 彼れ みづ からの 生活 若しくは 之と 最も 密接の 利害 を 有する 社會 から 感得して 來 たものに 相違ない 

た 1- 彼れ は 之 を 自分の 詩 若しくは 哲學、 就中 哲舉の 液に 浸して 保存して 置く。 從 つて W び 之れ を 取り出して 使用す る 場合に 

は旣に 多量の 哲舉の 臭 ひを帶 びて ゐる。 イブセンみ づ からの ものに なって ゐる。 是れが 彼れ の 作 中の 現實味 をしても、 他の 

一^ 鋭角 的な 現實的 作家に 比して 鈍角 的なら しめる 所以で ある。 それと 共に、 彼れ の 作の 強火な 深奥な 壓カ はこの 鈍角 的な 

所から 發 して 來る。 稍 大まかな 併しながら 決して 架空で ない 所の 底力 を感 する のが イブセンの 作の 特色であって、 此の 點が 

やがて スト リンドべ ルヒ とも 遠 ひ、 ショ ー とも 遠 ふ 所以で ある。 此 等の 作 冢には 現 實的鋭 は あるが、 針の 先で つ i かれた 

やうな 感味 である。 棒で なぐられ たやうな 感觸は イブ セ ン にある と 思 ふ。 彼れ が 『社會 の 柱』 で 書き 『鴨』 で 書いた やうな 男子 

の 煩悶、 たと へば 表面 生活と 裏面 生活との 不 I 致から 來る 破綻の 悲劇の やうな もの は、 多數の 近代 人が みな 色々 の 形で 經驗 

して ゐる 所で ある。 イプセン も 亦た 必す 其の 影 を 自分の 生活に 持って ゐた であらう。 けれども それが 果たして 『社會 の 柱』 や 

r 鴨』 にある 程度までの 經驗 であった か 否か は 疑 はしい。 世に は 自分の 經験 以下の もの を 書く 作家， も ある、 經驗と 一 ぱいく 
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じて 好意的、 理想的、 純粹 的であった こと も 信じられる。 た I 人 『ヘッダ、 ガ ブレル』 の ヘッダ を 除けば、 .VK センが 描い 

た 女性 はすべ て 女性の 美しい 方面が 主にな つて ゐる 0『a スメル ホルム』 のレべ ッ 力の やうな、 物凄い ところの ある 女で すら 

全體の 上から は 美しい 方面が 主にな つて ゐる。 まして 共の 他の 女 は、 すべて 善良な 純粹な 女性で ある。 ノラ も、 アル ヴヰン 

グ 夫人 も、 エリ ー ダも、 ギ一ナ も、 ヒルダ も、 ィレ ー ネ もみな さう である。 

而し てこの イブセンの 美しい 女性に は、 常 は 二種の タイプが 混合したり、 別々 の人になったりして^^してゐる。 一 は 思想 

の 女、 若しくは 思慮 分別の 女で、 I は 感情の 女、 若しくは 優しい 溫 情の 女で ある。 この 兩型 は、 ひょっとすると、 I 方が 新し 

い 女で I 方が 舊い 女と いふ 風に も 見える が、 必す しも さう は 限らない。 同じ 思慮 分別の 女で も 『人形の 家』 の リンデン 夫人 は 

新しい 女と は 言へ ない が、 『幽 靈』 の アル ヴ ネング 夫人 や 『海の 夫人』 の エリ ー ダは、 其の 寛 行して ゐる 事柄 こそ 葡く とも、 精 

神に 於いてた しかに 自覺 以後の 新しい 女で ある。 彼等の 抱いて ゐる 煩悶 は 新しい 女の 煩悶で ある。 之に 反して、 『ヘッダ、 ガ 

プレル』 のテャ 『鴨』 のギ ー ナ等は 優しい 溫 情の 4„t として 同時に 奮い 女た る を こと を 免れない。 花 S くして 美しい 女で ある。 

四 

イブセンの 女性の 兩型を I づ にして、 而も 之 を 前後 半生 づ-. に 明白に 對 照せ しめたの は、 11  一一 3, ふまで もな く 『人形の 家』 のノ 

ラ である。 それと 共に、 『人形の 家』 はまた イブセンが 社會 劇に 於いて 女性 を.^ 心に 取り扱った 最初の ものであるから， 霄は 

之が 彼れ の 女性 觀を 築き上げた 第  一 ^！^でぁる。 彼れ の 女性 觀の手 習 を 此の 作でした ものと 見て よい。 イブセンが 1；| 人 問題 


^o. イブセン はまた 愼み 深く 威 嚴を失 はない 範圍で * 幸！ 1 をし み，^ と 身に 受けた。 イブセンが 或る 若い ノル ゥェ ー の文擧 

1? にこの 時の 車 を 話した 賈 葉に 〔お i、 君、 愛する こと はいつ でも 出來 るが、 私 は 愛せられ たの だから、 仕 合せ もの、 中の 

仕 合せ ものお」 と 言った さう である。 餘程 たって 後、 彼れ の 力 も 段，々 衰へ かけて 七十の 誕生のと き、 バルダ ハ孃へ 送った 手 

紙， に は 「ゴッ センサ ッスの あの S は、 私の 全生涯の 中で 最も 美しく、 最も 調和した 部分でした。 私 は 殆ど あの 時の * を考べ 

ないやう にして ゐ ろが、 それでも 他の は 何も 考 へません。 あ、！ 永久に！」 と 書いた。 彼の 女の 面影が I 行々々 の 文 宇 

の^に 香 ひの 如くつ きま とづて ゐる。 『建 1( 師』 をば、 さすがに イブセン も 送って やる こと を 躊躇した が、 女が 寫眞を 送って 

來 たのに 『オラ ンジァ の 主 女』 と 自ら 署名して 作 中の 少女 ヒルダ は 自分の 事で あると 大膽 にもき めて 了って ゐ るの を 見て、 感 

觸 を^した とい ふこと である。 も 少し 氣 がきいて ゐ たら、 そんな 事 は 避くべき ものであると 思った からで ある。 疑 ひもな く 

バ ルダ ハ鎮は 今では 專ら 自分の 疏榮に 媚びる ことに 氣を 取られて ゐる に反して、 イブセン は尙ほ 全然 愛に 囚 へられ 魅せられ 

てるた、 女に 取って は 面白半分 である ことが、 彼れ に は 生死の 問題であった。 

三 

鲁 

晚 年の イブセン も、 戀 愛に かけて は 新もう に 若く、 斯ゃラ に 初心で ある。 是れは I 面に は 彼れ が 比較的 多く 女 を 知らな か 

つた ためとも 見られる し、 一 面に は 老いて 道 德的氣 分に 支配せられ かけて ゐる好 老爺が、 孫よりも 若い 少女と 戀 をす るので 

あるから、 自然 あんな 風に 純粹な 初心 狀 態に 還った ので あると も 見られる。 

併し どちらに しても、 此のと き イブセンの、. 女に 對 した 感情 は 極 ：9. て 純粹な ものである 。而 して 彼れ の 女性 觀が I 代 を 通 . 
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ひに より、 イブセンの 發 見者と もい ふべき 批評家 ブランデスが 公け にした 手 鍵に よって、 この 秘密が 世に 知れた ので ある。 

ゴッス 氏が 趣味 ある 筆で 、 J の 間の 事 を 叙し てゐ るから、 下に 先づ之 を！！ 出して 見る。 

千 八 百 八十 九 年の シ ー ズ ンに、 ゴッ センサ ッス にゐた 避暑客の うちに、 十八になる ヴヰン の 少女で H ミリ. ！• バ ルダ 《嬢 

とい ふの があった。 よく 公園の 隅の きまった 共同 椅子に 腰 を かけて ゐ たが • 或 時 かねて 崇拜 して ゐる イブセンが そこ を 通る 

と、 大膽に IS 笑を呈 して 見せた。 すると 不思議に も その 微笑 は酬 いられて、 イブセン はいつ か 彼の 女の 傍に 腰 を かけて ゐた 

女の {1£ 所 もす ぐ 知れ、 其の 宿の 人た ちに もす ぐ 紹介 せられる やうに， なった。 共の 家の 貪 堂に は、 窓 腰掛が あって 香 ひの 髙ぃ 

花の 殺が こん もりと 蔭 を 投げて ゐる、 そこで 果てしない 會 話が 交 へられた。 此の 挿話 は 不思議な ことで ある。 共の 情 は本當 . 

とも 思へ ない ほど 譯の 分からない、 深く く 自然な 眞實な ものであった。 九 年の 末に 二人が 別れた まで、 恐らく この 老人と 

小娘と は、 二人の 關係 がお 互の 上に 何ん な 意味 を 持って ゐ たかを 知らなかった であらう。 けれども 若さ は 遂に 復緣 して 勝利 

を 得た、 バルダ ハ嬢は 間もなく ヴヰン から 手紙 をよ こして • もうす つと 靜 平にな りました、 すっと 獨 立して、 とう. （-幸 幅 

な氣 持にまで なれました、 と 書き送った。 之に 反して イプセン は斷 腸の 思 ひで、 嬉しかった 時の こと を 思へば 身 も 顧へ るば 

かり 喜びと 絡 望と に 心 を 搔き亂 されて ゐ た。 

彼れ が 自分の 「王女」 と 呼んで ゐた バルタ 《孃の あれまで にこの 老 詩人 を 魅して 了った の は 謎で ある。 彼の 女 は 決して 媚を 

賓る歸 人ではなかった らしい が、 其の 危險な 魅力 を 彼れ の 足元に 投げつ け、 其の！^^の突を解き放って彼れの上に注ぎかせ 


『人形の 家』 と イブセンの 作劇術 

I と 詩、 籰と 夢と は 人間に 離れない 二つの 讀 である。 二つながら 美し 3 靈魂 となって 生涯 を 彩って 行く。 そ 

こに 藝 術が あり、 そこに 生命が ある。 

藝術は 常に 若き 心に 生まれ、 道德は 常に 老いた る 心に 生まれる。 二つ は 永久の 不調和で ある。 

イブセン は 一 生涯 老^ やうで ま 人で きた。 彼れ QI はく すんで ゐた。 併しながら 彼れ の 生命 は 常 if 奮と な 

つて 若 やいで ゐた。 や、 とも すれば 人 を 老いし めんと する I と籰 とが 彼れ の壯年 i 術 I 調と なって ねる と共に、 i 

年期の 藝術は 却って 詩に 還り 夢に 還った 節奏 を 多く 有して ゐ る。 而 して 其の 『 へ ツダ、 ガブ レル』( 一 年お くれて はゐ るが 作風 

は 前期の も 2 と 『建築 師』 と、 I と 詩との 養 S 期に はか 3 ッ？ ず ス II 件が 挿 まって ゐる。 六十 二 歳の ィ 

プ センと 十八 歳の ヴヰン の 小娘との 戀が、 この 老 詩人の 上に 不思議 I 命 I らして 漸く 老いん とした 彼れ の 心に、 華や 力 

な 夢の 世 f よみが へらせた 。『議 師』 以後の 作 I れるも Q は此 It 界 である。 彼れ の 死んだ 年に、 相手の 婦人の 請 

f 人形の 家』 と イブ *  y  C 作劇 街 


^  ！  f  «  so 

て ゐた幻 を 滅ぼして 見せる の だから、 そこに は 笑 ひよりも 寧ろ 同情の 淚が 滲む。 人生の 弱 點に對 する 淚 である。 冷やかに 見 

れば 可笑しい かも 知れない が. 同感して 見れば 哀しむべき 人間の 運命で ある。 ショ I 氏の 喜劇 は 此の 淚を 生命と する 0 殊に 

氏の 作の 多く は 男女 間の 戀愛 問題に 此の 觀方を 適用す る 0 其の 解決に よれば、 戀愛は 最も 口 マ ン チックに 取扱 はやな もので 

あるが、 本體を 押しつ めて 見れば 人生の 根本た る 『51 の 7 力』 の發 現に 他なら ない、 みんな 人 問の 生 を 欲する 力が させる 業 だ、 

戀愛 問題 は 此の 立場から 解決し なくて はならない、 とい ふやうな 結論に 落ちつく。 氏の 大作と 言 はれる 『人と 超人』 は 最も 明 

白に、 最も 長々 と 此の 見解 を 議論した やうな 劇で ある。 また 『武器と 人』 でも 『キャン デ ヰダ』 でも 『何とも 言へ る もの ぢゃご 

ざいません』 でも 其の 他の 作で も、 直接 間接に 此の 問題に 觸 れてゐ ない もの は 少ない。 た 1- 此 等の 作の 何れが 果して 能く 作 

者の 目的 通り 見物の 淚を 贏ち 得る か、 何れが 滑稽 劇に 墮 せんとし、 何れが 滑稽に も眞 面目な 喜劇に もな り 得ない ものに なつ 

たかは、 作の 批評で あるから 自ら 別問題に 属する。 が、 少く とも 上に 擧 げた 諸 作 は 種々 の 方面から 定評 ある 代表作の 中で あ 

る こと は 一 1_. 曰 ふまで も *^ぃ 0 

現代の 喜劇 は ざっと 以上の 如き 道 を 歩んで 來てゐ る。 而 して 吾々 は 於に ショ. -以 後の 喜劇の 如何なる ものであるべ きか を 

も豫想 せんとし てるる 0  ( 大正 二 年 1B0 


げ、 人情劇 社會 劇の 方面に ドイツの ハウ プットマン を擧 げたなら、 それに 對 して 喜劇に ショ ー を擧げ るの は 當然の 順序で あ 

ら 5a 

ショ ー 氏 は 共の 『倫 快 劇き の 序文で、 自分 は 見物が 自分の 劇 を 笑って 見て 吳れる こと を 望む もので ない、 見物 を 笑 はすこと 

は 阿呆で も 能くす る。 自分 は 幾ば くの 見物が 淚を 以て 之れ を 見て 1  犬れ るか を 知りたい ので あろ、 と宜 言して ゐる。 淚を 以て 

見る 喜劇、 これが シ ョ1 氏の 主張で ある。 但し ショ I 氏 は 一 方に 於て 人 を 笑 はす f も 心得て るる。 其の 作に は 巧に 上品に 

滑轄 劇の 耍素 も盥 梅され てるる。 氏 は 滑稽 劇の 生命た る を かしい 機會を 手に 應 じて 隨 所に 作って 行く 技倆 を 持って るる。 富 

葉の 遣り取り、 動作の 關 係の 問に、 いっとな く荅 のめぐ み 花の 唤 くやうな 可 笑み を 出させて 来る 才能 を 以て ゐる。 だから 氏 

みづ からまた 其の 『劇論 集』 で 斯うい ふ 方面の 喜劇 は 國土を かへ て 移す ことの 雞 いもの だとい ふこと を 論 やる 中に、 喜劇 は 

「i 一が i スの |£ 廻し と 動作 習慣」 にある と 言って ゐる。 

斯 やうに して ショ， -氏は 人 を 笑 はす 上に も拔 目がない と共に、 それ はた.^ 阿呆で もな し 得る おまけの 藝 たるに 止まって、 

喜劇の 本意 は淚 にある とい ふ。 では 氏 は 如何にして 其の 淚を 求める か。 氏に 從 へば、 喜劇 は 幻滅の 藝術 である。 人 問 は 動 もす 

れば 其の 本性に 氣づ かすして 色々 の 矛盾 や 誤謬 を 演じて ゐる。 幻 を土臺 にして 仕事 をして ゐ るので ある。 其の 弱 點を觀 破し 

て、 今まで 氣づ かなかった 本性に 心づ かせ、 幻影 を 消滅 させて 本 態 を 曝露して 兒 せる。 すな はち 幻滅の 藝術 である。 えらい 

と 思って ねた 人物が lii 鹿で あったり、 圓 いと 見て ゐ たもの が 三角であった りする。 要するに 幻の 皮 をむ いて、 段々 に 人生の 

本 態 を a- せて 行く のが 18 である 。人生 は 幻に 腰 を かて ゐる といつ 顚倒 する かも 知れない 。間違 ひの ない 本 態にまで 到達して 

それに 腰を据 ゑれば、 幻 ほど 華やかで はなく とも、 顚 倒す る惠が ない。 そして 人間の 憫れ むべき 弱點を 穿ち、 其の 大事に し 
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それが 描かれる ので ある。 從 つて 之 を 嘲笑す るよりも 先づ 同情して、 人間の 運命の 奇なるに 嘆息せ しめる のが 其の 主眼で あ 

る。 また 旣に 己み 難く 避け 難い 人生の 缺陷ゃ 矛盾で ある 以上、 其の 主人公が 死滅す るに 非 ざれば， それらの 葛藤 は 到底 解除 

せられない 害で あるから、 當然の 結末 は 悲劇と なら ざろ を 得ない。 悲劇と は 主人公の 死によ つて 僅かに 斯様な 矛盾 葛藤が 4- 

絡す る 悲壯な 結末の 劇 を 謂 ふこと 勿論で ある。 それが 何等かの 事情で 主人公の 死ない 儘に 解除せられ 又は 中止 せられる 場合 

に 喜劇と なる。 されば 前に 幸福な 結末と 云った の は、 玆 ではた ド王人 公が 死ないで 濟 むと いふ だけの 意味になる ので ある 。斯 

うい ふ 結末 は 人 を 喜び 浮かれし める よりも、 寧ろ 依然として 殘る ところの 人生の 缺陷に 回顧せ しめる- a; 面目な、 時として 

は 悲しい 心 持に 這 人る。 此に 於て か、 喜劇と は 云 ひながら， 所謂 泣く 甚剌、 哀しい 喜劇、 鷹 面目な 喜劇が 起って 來る。 近世 

喜劇の 特徵 はこ-にある。 嘲笑が 同情に. なり、 幸輻な 結末が た 5- 主人公が 死ない とい ふこと だけにな り • 以て 滑稽 喜劇が 眞 

面 目な 喜劇に なった ので ある。 近世 喜劇 は. その 极蒂に 於て 眞 面目でなくて はならない。 

舊 喜劇の 最頂點 でも あり、 近世 喜劇の 出發點 でも あろ 過去の 最大 作家 は、 かの フランスの モリエ ー ル である。 彼れ の 作に 

は 可笑しくて めでたい 失策 喜劇の I 部に 属すべき もので 而も 他の 作家と 違って 幾分の 深み も あり 氣品も ある 立派な ものが あ 

ると 共に、 一 方 殆ど 全篇に 笑 ひの 無い やうな、 笑って い i か 泣いて い、 か 分らない やうな 面目な ^ が ある。 近世 喜劇 は 

こ-から 出發 したと いってよ い。 

而 して 現代に 於け る此倾 向の 頂點は イギリス のショ ，氏で ある。 勿論 シ ョ， 氏が 1 に モリ ェ ー ルの 影響 を 受けて. 0 るの 

ではない が、 近世 甚劇は モリエ- ルに 明白な 端緒 を 見せて、 ショ ー 氏に 其の 現代 作家の 頂點を 示して るるとい ふ意眛 である。 

イブ セ ンも 死に、 スト リンド ベル t も 死んだ 今日、 假 りに 歐洲 劇植で 神秘 劇氣分 劇の 方面に ベル ギ ー の マ一テル リンク を 瞬 


、それと 共に i の 方面で も 同じく ギリシアの アリス ト * 'トル 前後 か ぁ旣に I 種の 定義が S 來てゐ て、 愚 小な 人物 行 爲に對 

する 嘲笑と いふ ことが 喜劇の 中心と 見られた。 それから 今一 つの 耍素は 事件の 結末が 目出度く 牧 まると いふ 事であった。 古 

來 いづれ の國 でも 普通の 喜劇 は みなこの 二 要素 を 主にして 成り立って ゐる。 侏儒が 出た リ、 道化方が 出たり して、 馬鹿げた 

K 似 ゃ智禁 の 足りない 失策 をす る 所に を かしみ が ある。 それ を憫 笑し 嘲笑す る 快 さが 喜劇の 與味 である。 それと =H ハに其 事柄 

が めでたし くに 終る 所から 時として は輕ぃ 喜びの 笑 ひも 伴 ふ、 少く とも 悲劇的な 重く るし さや 悲哀が まじらない。 こんな 

風に して 人生 を 可笑しく めでたく 笑って 通る のが 喜劇であった。 

それが 近世の 喜劇に なって 一 變 する。 此の 點が 重要な ので ある。 凡そ 近世に 於け る 思想 文藝の 特殊な 傾向の f は、 人道的 

とい ふこと である 。人道的と は 人間の 露 情 を 基本と し、 同情の 眼 を 以て 人生 を 見る と 云 ふこと である。 喜劇の 變化 もまた こ 

の 潮流に 導かれて 起った ものに 外なら ない。 卽ち愚 小な もの を 嘲笑し、 幸 幅な 事柄に 喜び 浮か れゐと いふ こと は、 近世の 文 

藝 には餘 りに 吞氣 すぎる やうに 思 はれて 來た。 愚 小な ものに 對 して は 嘲笑す るよりも 先づ 同情して 之れ を愁む 心が 起る 。幸福 

と 見える 事柄に 對 しても 必す しも 喜び 浮かれて ゐられ ない f 面が ある。 此 等の 點に想 ひ 到って こそ 初めて 深く 人道に 徹する 

ので ある。 斯う 云 ふ 心 持で 作られる 喜劇が 近世 喜劇で ある。 昔の 喜劇、 乃至 普通の 笑劇、 滑稽 劇、 道化 芝居の 類 は、 笑 ひふ 

ざけ る 目的で それに 都合の よい やうに 愚 小な 人物 事件 を 見る から、 其の 愚 小は淺 薄で 偶然 的な 失策、 矛盾 等と なって 現 はれ 

る。 所謂 失策 喜劇、 道化 喜劇で ある。 從 つて 結末に 至れば それらの ものが ころり 解除 せられて、 めでたしに くなる。 始め か 

ら 終りまで 深入り をし ないで、 人生の 表面 を 滑って 通る。 之に 反して 近世 喜劇 は 一 歩 を 其の 奥に 踏み入れる。 同じく 失策 矛 

盾 を 描いても、 單に淺 ぃ偶發 的な もので はなく 已み 難い 人間の 本性 や、 避け 難い 人生の 境遇から 必然に 生じ 来る ものと して 
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大阪に は 昔から 大阪 俄が あり、 近年 それが 進歩して 曾 我の 屋喜 劇と な hs、 遂に 東京の 劇壇にまで 侵略して 來た。 iJt 近 や- - 

思 はしくな いとい ふ 罅 も あるが， 兎に角つ い 先頃までの 瞥 我の 屋 喜劇が 東京 を 風靡した 勢 ひ は 凄まじかった。 あれに は必す 

相當の 理由が あつたに 相違ない。 た まぐれ 當りゃ 物珍し さの みで あ- -行 くもので はない。 それに 因んで 鼓に は 西洋に 於け 

る 現代 喜劇の 解釋を ざっと 述べて 見る。 それが やがて 日本の 事に も あてはま るので ある。 

西洋の 喜劇 は 言 ふまで もな く 起源 を ギリシアに 發 して ゐる こと、 其の 兄弟分た る 悲劇と 同じで ある。 ギリシアに 於け る悲 

劇と 喜劇との 關係 は、 ちゃう ど 日本に 於け る 能と 狂言との 關 係の やうな もので あ， つた。 た ^- 輕快 なを かしい 歌で 賑やかす と 

云 ふ 意味であった。 それが 段々 と發 達して、 ギリシア 劇 全盛時代に なると、 夫の アリス トフ ァ ー ネスな どと いふ 大喜 劇作家 

を 生す るに 至った。 完全に 今 日に 傳 はって ゐるョ ー a ツバ 喜劇の 最古の もの は、 此の 今から 凡そ 一 一千一 二 四 百 年 前の アリス ト 

ファ ー ネスの 作で あるが、 其中には翻案してぉ伽劇にで.もなりさぅな寓意劇ゃ、.隨分人の惡か諷刺嘲11^^-劇ゃがぁって、 

獨 立した 立派な ものである。 


せらる 可き 必要が ある けれども、 洗谏し 過ぎて 滑脫 老練に 成り 過ぎた 物 は、 更に 又 生硬 未熟に 引戾す 必要が あると 言 クて. 

可い。 鬼に 角 新 舊藝術 Q 交代と いふ 事に 就いては、 我々 は 深く 覺悟を 極めなくて はならない。 (大正 元年 十 一 月 接 話 筆 S) 


無限に 新し かるべき 四 Bin 


^  0  0  0  i  BBS  / 

時代に 取续 されて 行く 者で あ .<>•  一  え 

先頃 日本へ 來た 英吉利の 劇評 家ァ ー チヤ ァ 氏が、 倫お の 1 に發 表して るる 說の 中に 日本の 芝居 を論 じた ものが ある • 夫 

などに、 日本人の 趣；^ 藝 術の 內容 たる 精神の 充實 し、 發 露して 來 るの を 喜ぶ よりも、 そんな 物を兒 せないで、 如何にも 型 

らしい 形を兑 せる を 得意に して ゐゐ。 夫が 藝 術の 極地 か 何 かで ある やうに 考 へて ゐる點 を それとなく 非難して ゐる。 例へば 

日本の 芝居の 多くの 動作に は， ァク a バ チックな、 輕業 的な 輕妙 さが 喜ばれたり、 鬪 ひの 場合な どに、 豫め 定めた 型に 依 

つて 滑 かに、 無難に、 輕 妙に 相 闘 ふ 立 廻りの 類が 尊ばれた りして、 實際 的な 精神が 其 中に 出て 來 るの をば 却て 避け やうと す 

る、 と 言って ゐる。 要するに 形許り を 無暗と 練りに 練って 長い間 か& つて • 純 形式の 藝 術に 持へ 上げて 仕舞って、 5§ かに輕 

業 手品と 同じ 精神まで 到達して、 夫が 藝の 極地で あると か 何とか 稱 へて、 藝 術の 大耍素 か 何ぞの やうに 取扱 はう とする。 

之 は 確かに 蔡藝 術の 弊害の 一面で ある。 

勿論 藝術は 或る 程度 迄 技巧の 熟練 を 要する。 けれ 共 夫 は 唯 だ 內容の 發現を ならしめ ると いふ 意に 限る ものであって、 

夫 以上に は 何物 も 無い 箸で ある。 之 は 今更 繰り 廻して 1K ふ 迄 もな く、 この 意味 を 了解し ない 者に は 近 *1 の 藝術は 無意義な も 

の、 箬 である。 熟練と か 老練と か、 滑 かと かいふ 事 は、 一 歩行き 過ぎれば 內容 精神に 立 入らないで、 上面 をヒ つて 行く とい ふ 

事に なって 仕舞 ふ。 現代の 或る 種の 蘇 術 は 反動的に 餘 りに 滑らか さ を缺き 過ぎて、 生硬に 陷 つて ゐ るか も 知れない が、 夫 は 

纏て內容の底へ入らぅとする努カの結果とも23^^れる>  質の 新藝術 は 此方 面から 出る に 遠 ひない。 この 意味から 言へば 滑 か 

な、 老練な ものと、 生硬 未練の ものとの 1S1 別 は、 又 古い ものと 新しい ものとの 1S1 別に もなる。 生硬 未熟 は 夫 自身^ ほ、 洗煉 


かで ある • 

是等 藝術界 の、 新 を 主と する 方面に して、 更に 舊格を 慕 ふ 精神の 可成り 强く 流れて ゐる 風潮 は、 劇な どの 方面に よく 見ら 

れる。 歌舞伎 剡、 舊 舞踊劇な どに 殘 つて ゐる型 、若しくは 形式的 誇張の 面白さと いふ 如き もの は、 取 離して 其 事 自らに 傳襲的 

な 美が 有る と考 へて、 それ を 重大な 藝術か 何 かの やうに 思ふ氣 風が 一方に 有る。 それ は 型と か 形式と かいふ ものに、 夫自か 

らに 一種の 美の 有る こと は 論 を 俊たない。 また 然ぅ いふ 種類の 美が、 唯 丈夫 を 暇に あかせて 靜 かに 弄んで ゐれ ば、 相 應な眛 を 

我々 に與 へる こと は 否まない。 靜 かな 休止 的な、 骨 蕾 的な 味、 例へば 老人が 熟く 眠れないで、 靜 かに i の 湯の 沸る 音に 松 

風の 音 を 連想して、 火鉢の 傍に 坐って それ を樂ん でる る やうな 味 は、 すべて 形式の 美から 生す る。 然し 要するに、 夫 等 は 所 

謂 技巧の 美、 形式の 美であって、 內容の 貧弱な。 低級の 美た る こと を 免れない。 現在の 我. が 要求す る もの は 決して そん を 呑 

氣な もので はない。 然るに 歌舞伎 刺ゃ舊 舞踊劇の 多分 は、 結局 この 形式 技巧 を 尊ぶ の 極端に なった ものである。 殆ど 內容 たる 

精神 は拔き 捨て \了 つて、 形式 夫 自らの 生命と か 精神と か を 別に 作り出して 嵌め込んだ やうな ものに なって ゐる。 我々 日本 

人 は それに 慣れて ゐ るから 左様い ふ 美が、 何 か 特殊な 意味 を 有って ゐ ると 考 へて 尊重す る、 勿論 さう いふ 物 を 古物と して 保 

存 する 上に 異議 はない が、 それが 現代に 重き を 爲す藝 術の 一面で あると 考 へて はならない。 丁度、 日本の 活 花や 作った 庭木 

. が、 あれ 丈の 形式の 美 は 有って みても、. 之 を 大自然の 樹木の 趣きに 較べて 到底 それ を 凌ぎ 得る もので はない 事 を覺ら なくて 

はならない ものと 同じ 理窟で ある。 趣味の 古い 人間 は 何時 迄 も、 あの 不自然な 形式的の 枝振りの 方が、 自然の 枝振^よ リ も 

尊い、： 美しい も： ので 「あると しが 思へ ないだら うが、 其 慮が 卽ち 新舊 趣味の 岐れる 所以で、 此處 から I 歩 を 踏 出 し 得ない 者 は 
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て 新機軸の. が 出， て來 るか も 知れない けれ 共、 凡人の 情と して、 初めから さう いふ 境遇 を 望む 譯には 行かない • 矢張り 一 ふ. 

面に は H 夫し 努力す る 心 持を脫 する 事 は 能き ない。 その 心 持に 對 して は、 卽ち 無限な 新の 追求と いふ ことが 第一 の 必要 條件 

である。. 

. 今日 我々 が 詩な り小說 なり を 批評す る 場合に、 一, 希 先き に考 へる の は 其 作が 如何なる 點忙 於いて 夫 自らの 新機軸 を 有って _ 

ゐ るかと いふ 事で ある。 殆ど やの I 點で其 作の 價 値が 定まる。 ところが、 その 新し さとい ふ ものが、 或る 場合に は 作 全體の 

感じ、 氣分、 リズムと いふ ものに 無くして 其 材料に 有る やうな 場合が 多い。 殊に 詩な どに 於いて この 倾向を 見る。 競って 新し 

い 植物 や 器な ど を 取 入れて 來る、 その 新しい 名前が、 或る 程度 迄 は 勿論 夫に 附屬 した、 新しい 感じ を 加へ て 來てゐ る けれど 

も、 夫 等に 依って 組立 てられた 全體の 調子 は.、. 必す しも 新しい もので なく、 且 猶在來 りの 氣分、 感じに 過ぎない やうな もの 

が往々 ある。 恐らく 之 等 は 全體を 新しく せんとす る 努力 か、 工夫の 方面の 現 はれた もので あらう から、 從 つて 此道を 進んで 

行って 极本 的に 新しい ものが 出て 來 るの かも 知れない。 が 兎に角、 現在に 於て は鎗 多分に 其 他の 不滿 足が あろ。 

小說の 方になる と、 村 料 を： in 新しく するとい ふ 辜が 餘程 困難になる。 又 村 料ば かり 新しくしても 元來が 長い 大きな もので 

あるから" そ ひ 全 體の氣 分、 感じの 上に 力強い 新し さ を 加へ る ことが 困難で ある。 一 寸 一時 人目 を 迷 はしても、 直ぐに 正體 

が 現 はれて 來る矢 張 全體の 感じ 方、 觀 方から して 新しくして 懸からなければ ならない。 その 點 から I 口へば、 小 說は大 體に於 

て 動き 難い。 詩 は 比較的 動き 易い。 又 事實に 於いて、 鬼 も 角 もさ ま，. 5\ に 動いて ゐ るの は 詩壇で ある やうに 思 ふ。 た 根本的 

に 新しい リズム、 新しい 氣分を 有って 新しい 材料な. =y、 古. $ 材料な り を 取扱った と 見られる 詩が、 まだ 多く 化ない こと は 麓 
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藝術 は本來 永久に 新し かるべき ものである 0  ！ 時代に 於ても、 又 一 箇 人の 上に 於ても I つ 一 つに 新しくなくて はなおない 

藝術 は卽ち オリ ヂナリ ティであって、 オリ ヂナリ ティと は 他の 何物の 後 を も 追 はないで、 夫 自ら 新しい とい ふ 事に 外なら な 

い。 之 を 一人の 上に 就いて 云っても、 昨 曰 作った ものより 今 曰 作った もの は 更に 新しくなくて はならない。 その 意哝 から 言 

へば. - I つの 作の 出る 毎に 無限に 新しい のが 藝 術の 本 來 である。 よく 世^で は 新 を 追 ひ 過ぎる とか 何とか 云 ふけれ 共、 藝術 

は 斯うい ふ 意味で 本來 ハ 物で あろので ある。 

殊に、 今日の やうな 曰 本の 藝術 にあって は、 まだ 新 を 追 ふ 事が 足らない くら ゐ である。 た义、 淺念な ことに は その 新と 

いふ もの を、 西洋に 先づ 出た もの を 曰 本人が 迫 ひ 求める ので あるから * 其の 意味から 言へば 眞に新 を 追 ふとい ふ處へ 達して 

居ない。 けれ 共、 比較的に 云へば、 世界の 最も 新しい S 來 事に 自分の 行く 道 を 求める 事 は、 やがて 何時か は 夫 以上に 自分 自 

^の 新しみ を發 揮す る 準備に 外なら ないから、 夫 も 結構で ある。 

. 藝 術の 本當の 境に 入れば、 新と か舊 とか、 追 ふと か 求め， ると かいふ 事 も旣に 無くなって、 自然が 物 を 産す る 如く 自らに， し 

無 新し かるべき 藝街  - |_ 
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詞の 西洋で あると 日本で あると は、 殆ど 問 はな. S 迄に コスモ .ホリ タンな のが 今日の 吾々 の 趣味で はない か、 勿論 愛國的 J£;t 

から 言へば 日本の ものであって 欲しい、 曰 本に ぃ& ものが 產 したい、 併しながら 實 際の 趣味の 上から 西洋 物で は堪 へられな 

い、 日本 物でなくて は 補 はれない とい ふ 程の 强ぃ耍 求 を 日 木 物に 對 して 持って ゐ るので あらう か。 此の 種の 耍求は 却って 多數 

側の 人々. で、 西洋の 同 布 名詞 や 衣裳の 邪魔になる 方面に！^々 起って 來る やうで ある。 上の 方で は、 むしろ 趣^と いふよりも 

愛國的 若しくは 作者 獎勵 的の 意味に 基く のが 多い、 僕 も 其 意味で 一 日 も 早く iH; に藝術 的な 日本 物の 上場 を .5: 土む と共に、 翻鐸 

劇が 尙 しばらく は 日本の 劇壇 を 支配す る ことの 已むを 得ざる 形勢で ある 事 を も 承認 せざるを得ない。 そして 可な り滿 足して 

それらの 飜譯劇 を 鑑賞し 得る ものである こと をも自 期せ さる を 得ない。 

0〇 兄 足下、 これで 當 座の 資を 塞ぎます。 其う ち 一 夕の 歡談を 期して あとの 凛 も 申し上げます。 (大 K 元年 十】 "0 


# 側の 念頭に 往来す る 1 問題で ある • 

西洋 物で 旣に 彼の地で 定評の ある ものなら、 之 を 十分に さへ ブ a デュ ー ス すれば 必す 相當ひ 効果 を收め 得る， 且つ 俳 使で 

さう いふ §の 手心 を おぼえる に は、 西洋 物が 便利で ある。 だから 新しい 俳優が 社會 劇の 腕 を 練る に は、 先づ 西洋の すぐれ 

た社會 劇から 始める がよ い、 氣分劇 もさう である、 新 史劇 もさう である。 今は耍 する に飜譯 劇に よって 俳優が 腕 を 練るべき 

時で ある。 

文 藝協會 などで 言 ふと、 ま づ社會 劇の 上に 經驗を 重ねて 來 たの だから、 此の 次 日本 劇に か、 るなら 社會 劇から 始める べきで 

ある 。併し 社會 劇と して 今す ぐに 演す るに は 何の 作が よい かと 言 はれる と、 結局 もとの 經濟 問題 浪費 問題と 衝突して 來る。 社 

會劇 方面で は 殊に 其 候補者が 乏しい、 氣分 劇の 方に 却って 監督者の 見込 I つで やって 見やう とい ふ 作が あるか も 知れない。 

併し それに は 俳優の 方が 不安で ある。 やはり 少く とも 初め I 度 や 二度 はたし かな 定評の ある もの を やって、 自分の 腕で 其 作 

の 定評まで 屆くか 否か をた めした 上でなくて は、 困難で ある。 されば 此の 點 では 文 藝協會 など も そろく 演じ 難い 氣分 劇に 

其の 指 を染て 行く 必要が ある。 新 史劇に 於ても 同様で ある。 日本の 新 史劇で 今の 程度の もの を やる より は、 虞に 新しい 形式 

精神で 西洋の 新 史劇 をまづ やって 見る のが 得策で ある。 そして それから 日本の 露の 新 史劇 を 探し、 それに 這 入る のが 順序で 

ある。 日本の 舊 史劇から すべり 出た 程度の 新 史劇で は、 作と しても 優 技と しても 大した も. のになら ない。 

哳 やうに して 鑭譯劇 は 今のところ 優 技 を 練る ものと して 最も 適當 だと 信す るが、 觀る 者の 側から 言ったら 何う であら、 フ。 

よく 人 は 西洋 物で は 味が 十分で ないから 日本 物が ほしいと いふが、 僕 は 此の 說に疑 を 挿む ものである。 充分に 演じ こなされ 

た 西洋 物と 日本 物，^ の 問に、 吾々 はさう 大した 味の 厚薄 を感 する であらう か 。作と 演出 法 さへ よければ、 衣裳、 動作、 固有 名 

.  Sg 释劇 Q 事  0^ 
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〇〇 兄 足下、 此の 前お 別れした の は帝國 座の マ グダの 舞臺裘 であった と 記憶し ます。 其の後 かれこれ 半年 近くの 今日、 僕 

は 頭の 保養の ため w び 此の 邊へ 出て 來て、 奈 良の 對山樓 の 西日の さす！ 窒 から 此 f 文を呈 します。 早稻 田文舉 への 御 寄稿が 

延々 になって ゐ るのと 同じく、 僕の 寄稿 も 今日まで 延びく になり ました。 

東京の 文藝擅 も 御 紫の 如く あまり 變 つた 事が ありません。 劇に ついて 言って 見ても、 もう そろ. （- 飜譯釗 ばかりで も ある 

まい、 日本 ものが 見たい、 とい ふ 耍求は 方々 にある やう だが、 併し 日本 もの は 容易に 出さう にない。 I 幕 物で 新しい 人々 の 

作る 氣分 劇に はちら くと 影の さす やうな のが 無いでも ない が、 あの 種の 劇 を 舞臺に 上す に は、 やはり 先づマ ー テル リンク 

物で も 仕 こなして 見た 上で なければ、 俳優が 堪へ 得まい と 思 ふ。 一 方から 言へば 脚本 はや はり 舞臺に 上らなければ 作る に 張 

合が 無い。 謓 むだけ では 讀 者の 方が 身 を 入れて 吳れ ない、 だから 出來 るなら 此 等の 新 脚本 も 成る たけ 多く 舞臺 にかけ て 見る 機 

關が ほしい。 之 は 劇 そのものよ リも、 作家 を獎勵 し提醒 する に 必要で ある。 けれども また 一方に、 舞畺は 浪費 的な 藝術 機關 

である • 其のた めに 右の 目的 は 容易に 達せ ない 0 何とかして 此の 中間 を 行く 方策 はなから うか。 是れが 今の 演劇 擅の 識 


らゐ かも 知れぬ。 何も彼も 忘れて 大いに 馬鹿にな つて， 馬鹿 笑 ひ をしたい のが、 却って 近代 人の 心理の 1 而 だら ラ ひ けれど 

も、 さう 云 ふ 要求に 應 じた 芝居が、 藝術 かと 1K ふと 問題に なって 來る。 我々 の藝術 要求 は それと は 全く 無關 係の もので あ 

る。 近代の 藝術は 矢張り 笑 ひ 本位で はない。 淚 本位で ある。 ショ ー の 如き 喜劇 作者す らも、 自分の 作 を 笑 ひで なく 寧ろ 淚で 

見て くれと 云って る。 それ は 少し 無理な 注文で あらう けれども、 而も 作者 自ら は それ 程な 意義 込み を 持って 居る。 此の 意 

味から 霄 へば、 現代の 劇 は 矢張り 悲劇 本位であって、 可笑しく、 面白い 意味での 甚剡の 時代で は：^ して 無い。 昔の 人 は、 只 

可笑しく 面白い 笑 制 式の 笑 ひと、 M 面目な 悲劇との 中 問 に、 一種の 上品な、 意味の 深い 不思議な 笑 ひが 一 つあって， それが 

喜劇の 藝術的 意義で あると 1K ふやう に考 へ たけれ ども 現代の 人に はさう 云 ふ 笑 ひ はなくな つた やうで ある。 之れ は 或る 程度 

まで、 英國 人の 而も 十九 世紀 前半 以前の、 大様な 時代に のみ 意味の あった もの かも 知れない。 近代の 人 は 馬鹿 笑 ひに 笑 ふか 

それでなければ 泣く がせい- 5\ で、 鼻の 先の 冷笑の 外 を 許さない 程、 迫った 生活 をして 居る。 昔の 人が 夢想した やうな、 微 

溫 的な、 覺っ たやうな、 中 問の 笑 ひ を 持つ 餘裕が なくなった。 縱 しあっても 極めて 瞬 Si 的であって、 芝居に したら 辛つ と 一 

場々々 のつな ぎ、 若しくは せい で I 幕 物 程度 以上に は、 績き 得ない 心理 狀態 である。 此の 意味から 1K つても 我々 は § 

的、 肉體 的、 どちらに しても 悲劇 以外に、 笑って 面白い 藝術 的な 喜劇と 云 ふ ものが、 現代に 成立つ か、 否か を 疑 ふ もので あ 

る。 徒らに 面白い 芝居と 云 ふ 聲に惑 はされ て はならない。 (大正 元年 十 00 
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クと廣 く、 意識的に 11 言ひ換 へれば 卽ち剌 的に なって 來 なくて は 駄目で ある。 衝突 矛盾の ない ところに は、 自免 意識 は ® 

^ない。 我々 の 生活 は餘 りに 衝突と 矛盾と を 避け 過ぎて 居る。 物質 生活と • 精神 生活と が 離れ 過ぎて 居る。 感情 生活と、 理 

性生活と が 離れ 過ぎて 居る。 宗教家、 道 德家は 別と して、 廣ぃ 意味での 擧者、 乃至 文學藝 術の 人々 まで も 引つ くるめて、 此 

の 方面の 日本の 生活 は 西洋の 生活に 比べれば、 全で 禪 坊主の 生活 ほどに 貧弱な ものである 0 此の 社會狀 態が 何ん とかなら なけ 

れば 到底 大きな 文學、 强ぃ文 舉と云 ふやうな もの は 出て 來 ないだら ラ。 我々 は 文舉論 や、 藝術論 をす る 前に、 先づ 如何にし 

て 我々 の 生活 を豐 富に し、 深ぐ 大きな ものにす 可き かと 云 ふこと を、 考 へなくて はならぬ。 今更ら の やうで あるが、 いろく 

に 行き 迷って 歸 つて 來 ると ころ は、 何時でも 此の 一 點 である。 

此の頃 面白い 芝居と 1K ふこと が處々 見える。 そして/其の 面白い と 云 ふの は、 英語の 謂 ゆる アミ ュ— ジン グな、 笑って、 

氣輕に 見られる 芝居と 云 ふ 要求の やうで あるが、： 之れ は 元より I 般多數 の 見物に は 何時でも ある 耍 求で、 不 思 5 まない。 け 

れ ども 其の 意味での 面白い 芝居が、 藝術 上の 耍 求に 直ちに 持って 來られ るか 否かと 云 ふこと は、 依然として 問題で ある。 欲 

羅 巴の 芝居の 趣く ところ を 見ても 分る こと だ。 共の 意味での 面白い 芝居 は ャんく 下の 方へ 發展 して 行く。 假 りに 今日まで 

む 行き詰まり を 滑 稍 歌劇と すれば、 面白い 芝居と IK ふやつ は 彼處へ 行かなければ 滿：： 化出来ない 0 日本 なれば 從來の 笑劇 式な 

もの、 乃至 曾 我の 家 式の もの、 又は 今日 西洋の 滑稽 歌劇 を眞 似た もの も 出て 來る だら う。 さう 發 達して さへ 行けば、 それで 

好い ものである。 幾ら 近代 人に だって 笑 ひ は必耍 である。 却って 一 方に 深い 苦痛が ある だけ、 それだけ 笑 ひの 要求の 多い と 

名. が あらう。 共の 場合に 近代 人 を 笑 はす もの は、 矢張り 機り で 結構で ある？ 普通人よりも 却って 一 sissgs 機 力が • 必要な，^ 


生活の 影響 を 蒙って 複雜 になって！ llg なけれ ども， 到底 あ Q 豐 かな V  力 を！ E れ 0  f 藤に た. 6< とも 一 1^ す ことが 39 來 ないひ ^ 

々の 過去と 周 園が 與 へて くれる 理性 生活と、 我々 の 本能が 與 へて くれる 感情 生活と、 此の 二つの もの.. 對 照と まふ ことから 

見ても、 今の 日本の 生活 は、 二つの ものが 餘 りに 岐れ 過ぎて 居る。 感情 生活に 行く 者 は、 殆ん^；自由自在にそ^^のみに行っ 

て • 他の 總 ゆる 理性 生活 を 平氣で 無視し 得る 社會が I 面に 厳然として 立って 居る。 實業 家で あら ラが、 政治家で あらう が、 

乃至 それ 以下の 社 舎で あらう が、 比較的 物質 生活に 傾いた 方面の 日本の 社會 は、 感情 生活 を恣 にす る 上に、 一. £：： 何等の 不便 

も、 何等の 矛盾 を も 感じない。 極端に 言へば、 社會 がそれ を 公許して 居る。 凡そ 世界に 於いて 之れ 程 自由な、 都合の 好い 生 

活狀 態は少 いで あらう。 ， 

さう かと 思 ふと I 方の 比較的 精神 生活に 傾いて 居る 人々 になる と、 前の 社會 と反對 に、 感情 生活 を 否定して、 平氣で 遣つ 

て 行く、 少 くと もさう ある 可く 訓練せられ、 習慣 付けられて、 おとなしく それに 服從 して 遣って 行く。 乾から びた、 貧弱な 

机の 上の 論 を、 後世 大事に 守って 行く。 恰 かも 社會の 半面 は 感情 生活 中心と 云 ふ 特權を 持って 居り、 他の 半面 は 絕對に 之 

れを 禁止され て 居る やうな、 片輪の 生活に 出来 上って 居る。 此ニ面 生活が 衝突して • 大波 瀾を卷 き 上げる やうな 生活 は、 極 

めて 小範圍 にし か 現 はれない。 一 方から 言へば 餘 りに ル ー ズ な社會 であるし • 一 方から 言へば 餘 りに 窮！！ ^な 社會 であろ 。少 

くと も 精神 生活に 携 はる 方面の 社會 は、 もつ くと 大膽 に、 豊富な 感情 生活 を 取り入れて， 理性の 櫬威、 過去と 周 園との 壓 

翻に 肉迫す るまで な 生活 を 到る ところで 行 ふ 程な 色彩の 多い 社會 になって、 初めて 深い、 大きな 生活の 意義と 云 ふ もの V 隱 

れた 偶々 まで、 自覺が 及んで 來 るので ある。 パ アナ ー ド、 ショ ー が 芝居 を 定義して、 「人生 を 意識 生活に する 方法 だ。」 と 云つ 

た それ は、 必す しも 芝居に は 限らない。 又、 芝居の 上での み 成し 得べき 仕事で はなく して、 寧ろ 我々 の 生活 其の物から， も 

轰 近の 小 R 界と劇 搜の間 題  an 一  一 五 
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最近の 小 說界ビ 劇壇の 問題 

最近 小說 なり 剌 なりの 文舉 が、 何んだ か 又 前 程に 人の 注意 を惹 かなくな りかけ たや ラな氣 がする。 小さく 輕ぐ なって、 ^ 

いもの、 大きい ものと 云 ふやうな 希&, が少く なって 物足りない。 今に 何 か 大きな ものが 出る だら うと 云 ふ 希望 だけで も あ f> 

て くれる やうな 形勢 だと 心强 いが、 何う も 最近の 雲行き は、 何んだ か 絡 望 的な や 5 で、 心 元ない。 又 行き詰ま るので はない 

か。 それ 等の こと を 思 ふに つけても、 矢張り 根抵は 我々 の 生活 其の物の 上に、 もっと 深い、 もっと 大きな 革新が. I. 仃 はれな け 

れば、 何時まで 行っても、 こんな 範圍に 彷徨って 居る ことになるの ではない か。 今更ながら * 我々 日本人の 生活と 云 ふ もの 

が、 賽に 哀れむべき もの だと 思 ふ。 

それ は 如何にも 貧弱で、 無自覺 である。 自覺 なぞと 云 ふこと は、 相懸に 口にせられる けれども， それ は 唯 其の 言葉 を 知つ 

て 居る だけであって、 事實 深刻な 自覺が 我々 の 生活の 上に 及んで 居る 程度 は、 極めて 狹 いもので ある。 矢張り 同じ 日本の 生 *c 

でも， 元綠 あたりの 生 5iS は、 勿論 今日と は 種類 は 遠っても、 其の 豐 富で、 從 つて 複雜 であった 程度 は、 遙 かに 今日よりも 偉 

大 だと 思 ふ。 一 兀綠文 擧 にあれ だけの 情調が 出た。 それに 比べて 明治の 文 舉 が總/ 髙に 於て 有して 居る 情調 は、 種類 こそ 外國 


さ， h 多 si ケ 得る もので ない ので はない か 、上せた 所で 近代 人の 笑 は 極めて 髙價な 笑で おつて、 只 だ 冷 かに フ、 ンと 苦笑す 

,s の 程度に： か 上らない のが 必然の 勢で はない か。 それで は 近代の 社 會は笑 を 奪 はれた 社會 かとい ふに、 I 般 から 言へば 

尊ろ 其の 反對 であって、 安^な 笑はハ 々盛に 要求 せられて 來る。 忙しい 無 自覺な 世界に 働く 人々 は、 其 疲勞を 慰める 爲 めに 

思 ひ， 切って 無 自覺な 高 笑を耍 求す る。 rtn 覺の 世界に 住んで 居る 人で も、 其 自覺の 苦しみに 堪 へられす して、 I 般 俗衆と 交つ 

て 自覺を 忘れる 程の 笑 を 味 ひたいと いふ 愁望を 起す、 無 自覺の 俗衆 を 羨む 心が ある。 これらの 要求が 合して 作り出す ものが 

卽ち 近代の 舞蕩に 成功す る 喜劇で ある。 藝術 ではない、 併しな がち 手放して 吾々 に 笑を與 へて 吳れ る、 かう いふ 道へ 行けば 

益々 榮 えるべき 運命 を もつ H 來る。 つ まり 昔の 人が 考 へた 悲劇と 喜劇 卽ち 露 面目に 人生，.！^ 取扱 ふ氣 分の 劇と 人生 を 誇張して 

くすぐお. でもよ いから 思 ひ 切り ふ ざ 付て 道化て m 扱ふ氣 分の 劇と これが 自ら 近世の 舞 蹇に現 はれる ニ大 種類に なって、 一は 

錄 下降. して 俗衆の 媒樂 機關 となる。 此顷 笑劇と い ん言 葉が 流行す る。. 之 はファ ー ス の 譯語か 知らぬ がノ とにかく 笑劇 又は 滑 

精 劇と、 純正：！ もしくは 嚴肅 劇との 二つで、 今日の 劇 は 蔽ひ衋 す ことが 出來 るので ある。 (大正 元年 八月 談話 肇 . 
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ち, 顆 めて 漠然たる ものに なって 了 ふ。 その 立場から 言 ふと 矢 張 現代劇 は、 重い もの、 熱烈 性の 勝った ものが 中心に なら ざ 

る を 得ない ので はない か。 よく 喜劇 を 要求 するとい ふけれ ども、 果して さう いふ 意味での 喜劇が 犬なる 釗 として 成り立つ 

か 否か、 此の 點に 疑が ある。 たと へば 小說 であると か、 剌に 於ても 極 短い 一 慕 程度の ものな どに は、 さう いふ 意味で 人生 

を輕く 取扱 ひ 若しくは 冷 かに 取扱うた ものが あり 得よう けれど、 少し 大きな ものに なると、 到底 さ 5 いふ 態度 氣 分で 舞査上 

の 與味を 結束し 得る こと は出來 なく はない か。 その 輕ぃ氣 分 態度と いふの も、 寶は 幾多の 問題 を 含んで 居る 說 であって、 極 

く輕ぃ 淡い、 もしくは 冷 かな 氣 分で 人生 を 見て 居ろ 時に、 所謂 達人が 天地 を I 戯 場と 見た とか 言 ふ 如き、 會 心の 微笑 を 一一 コ 

"と拽 らした とい ふ 如き は 感じ は， 菜して 藝術を 作る もの. > -氣 分と なり 得る であらう か 0 さう いふ に は 唯 f 人お となし 

天地 を靜觀 して 居る こと は あるか も 知れぬ^、 藝 術の インス ビレ ー シ ヨン は 起ら なく はない か、 大體に 於て どうしても 哲 

舉的 聖人 的で ある。 藝術 的な 天地と は隔 つて は 居ない か。 よし 斯様な 氣 分で 藝術を 作り 得た としても * 劇と いふ 形式の もの 

お ほが S 

もしくは すべての 大量な 藝 術に は 到底 入らない もので はない か、 その 場合の 積極的な 力、 卽ち吾 をして 何物 を か 作らし めね 

ぜ 牛まない 力 を 得ようと すれば、 その 輕ぃ冷 かな 心の底に、 矢 張 一種の 積極 力で ある 所の 諷刺と か、 嘲 篤と か、 冷笑 皮肉と 

か 言 ふ 如き 主張 を 加へ て、 微温な 態度よりも むしろ 寒冷 極まって I 種の 熱烈に 移る 様な、 逆し まな 力が そこに 出て 來 るので 

はない か。 さラ すれば 社會 人生に 對 する 作者の 諷刺 嘲謔 は、 必 しも 輕 快な もので なくなって 來ろ。 イブセンの 諸： ifi: も 一面 か 

ら見れ ば、 多く 當 時の 諾威其 他に 對 する 諷刺 嘲謔の 意味 を 含んで 居る。 

斯 くの 如く 見て 來 ると、 近代に 於け ろ 悲劇 喜劇と いふ こと は、 殆 んど展 別な きものであって、 殊に 所謂 喜劇と いふ 言葉で 

人タの 想像して 居る 輕ぃ 肩の 張らない 心よ い、 そして 笑の 伴った、 笑 を 必耍條 件と する 劇と いふ もの は、 元來に 於て 舞 墓に 


如き 簡蹂な 分類で は 意味 をな さなくな つて 來て 居る。 

早い話が イブセンの 「人形の 家」 の 結末 は 悲劇 か 喜剌か • 夫婦^も するとい ふこと は、 それ 自らが 一種の 家庭 悲剌 である 

けれども 主人公の 死と いふが 如き こと は 最初より 必要がない。 更に 舞臺 以後に 殘 つた 問題 を考 へて 見る に、 いっか は 完全な 

結婚が ノラと へ ル マ ー との に 成立つ かも 知れない。 一 種の 喜劇と も豫 想せられ る。 又は 永久に 1 1 人 は 再び 合すべからざる 

ものと いふ 意味での 家庭 悲劇、 もしくは 男女 は 永久に 同等の 結婚 は出來 ない ものと いふ 様な 兩性 悲劇と も豫 想せられ る。 要 

する に豫想 はさま.， ^ であって 、劇 そのもの X 結末 は 喜劇と も 悲劇と も 名 けられな いのが 本來 である。 又ズ ー ダ I マ ンの 「故 

鄉」 の 結末 はどう であるか、 父が 死ぬ る ととに よって 劇 は 結末 を 告げて 居て、 所謂 悲劇の 條 件に 合して 居る 榇 であれ ど、 必 

しも さ.？ でない 。あの 場合 は 死なな くと も 差 支 はない 。父と 娘と は 到底 行く 道が 違 ふとい ふ 親子 喧嘩で 物別れと なっても、 あ 

の剌 としての 生命 は 少しも 變ら ない。 さう いふ 場合に それ を 喜劇と 名け て、 果して 適當 であらう か、 實 は喜剌 とも 悲剷 とも 

名 けられない ものである。 恰も ショウの 「ウォレン 夫人の 職業」 の 結末が、 母と 娘と 行く 途が 逮ふ爲 めに 物別れと なろ のと 

大差 はない。 その 點 から 言へば 單に 主人公の 死なない とい ふ现. H であの 劇 を 喜劇 だと は 言 ひ 難い。 一 方から 言へば 立派な 精 

神 上の 喜劇で ある。 

斯う 考 へて 來 ると、 悲剌瀋 劇と いふ 如き 展別 は、 材料 や 事件の 上に あるので なく、 寧ろ 作者の それ を 取扱 ふ 態度、 氣分、 

從 つて それが 作品の 上に 漲って 來る 作の 氣 分の 上に なりたつ ものである。 從っ てまた 悲劇と は 主人公の 死で 解決され る もの 

甚 劇と は然ら ざる ものと いふ 様な 定義 は あてはまら なくなって 來る 0 假 りに 之れ だけの 意味で、 喜劇 悲劇の 現狀 とい ふこと 

を 見て 行く と、 一 は氣 分の 重苦しく、 熱烈 性を帶 びた もの、 I は輕 快で 、微温 若しくは 寒冷な ものと いふ 位な 一 別で あるか 
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現代劇の 種類 

詩が 滅びよう とも、 小説が 滅びよう とも 思 ひ はしない が、 劇が 現代に 於け る 社會の 文學の 興味の 中心と なりつ- - ある こと 

は 明で ある。 さう であるに 拘らす * 其の 劇が 近來、 作者の 上で も 作風 性質の 上で も 切れ- <\ に 分裂して • どんな 刺が 最も 中 

心 勢力と なって 居る とか、 又 何人が 中央に 立って 居る とか 言 ふ 様な、 興味の 焦點を 見出し 得ない。 樣々 な 方面 樣々 な 試みの 

上に 氣迷 をして 居ろ とい ふ感が ある。 それと 共に 古風な、 劇の 大づ かみの 分類法な ど は、 最早 今日の 作物に あてはまら なく 

なった。 例へば 悲剌 喜劇と いふ 言葉な ども 今日 尙ほ 用ゐて 居れ ど、 嚴 格に は當て 嵌まらない 場合が 多く、 當て 嵌めても 無意 

味で ある。 バ， ナ. 《ド* ショウ は 其 作の 集に、 愉快 劇、 不愉快 劇と いふ 様な 名 を 用 ひて 居る が、 それ は 鬼 も 角と して、 昔の 

定義に 從 ふと、 悲 刺と は 事件の 葛藤が 主人公の 死によ つて 解釋 する、 又 喜劇と は、 その 葛藤が 主人公の 死 を 要せす して 解決 

する ものであると いふ 風に 言って 居た。 これ は 專ら其 劇の 事件、 村 料の 上から 區 別した ものであるが • 併し 近代の 刺で はさ 

うい ふ 分け 方 は 無用で ある。 そ もく 共の jc? 藤と いふ ことが 問題で ある。 舞臺の 上に さう いふ 意味で 解決 はなくても 剌は成 

や 立つ、 たと ひ舞臺 以後に はるかに 解決 を豫 想す る ものである としても、 その 解決 は必 しも 主人公の 死ぬ か 生きる かと.^ ふ 


しく 後れて 依田 裂 海 氏 等の 感 史劇が 現 はれた。 是 等が 各方 面に 於け & 所謂 阱治文 擧め芽 生で ある * 凝 之 等の 初期に 當 つて li 

記 諸家の 他 或は 小說に 或は 飜譯に 或は 文章に 功勞 あった 人々 は 長 谷川 二葉 亭、 尾 崎 紅葉、 幸 田 露 伴、 山 田 美妙 齋、 森 田 思 軒 

其 他で あろ。 

今斯樣 にして 初 まった 明治 文擧の 變遷を 一瞥して 見る と、 要するに 文舉を 戯けた 面白半分の 遊 事と 見做し、 從 つて 當 時の 

周圍に 於け る 文明 若く は 思想の 程度より 遙 かに 舊ぃ 物で も 一 向 差 支へ の 無い ものにして 居た 狀 態から 脫 出して、 面目.^ も 

の、 卽ち 目的と して、 何等か 吾々 の 現在の 生活と 別つ ベから ざろ 關係 ある ものと なり、 又 材料 も餘り 馬鹿々々 しくない もの 

を 文藝の 中に 求め やうと したに 他なら ぬ。 普通に 明治 文擧の 第一 聲と稱 する 坪內 氏の 小 說神髓 の S 張た る寫實 とい ふこと で 

も、 結局 荒廒 無稽の 陳腐 愚劣な 材料と 戯作者 的 間 的な 態度 目的 等 を 捨て やうと 云 ふに 歸著 する。 卽ち之 等 を 捨て i 現在の 

吾々 の 生活 を 根柢と もし、 又 其れに 何等かの 意味 を 深く 訴 ふる 所の 『或 物を與 へよ』 と 云 ふ叫聲 であった ので ある • 

明治 文 舉は此 聲を趁 ふて 或は 硯友社 時代 及び 前後の 外形的 寫實 となり、 或は 其績き 遂げ 得べき 觀 念小說 時代と なり、 或は 

更に 根本に 歸 らんと する-一.. 'ッ チェ 主義、 宗敎 主義の 人生 觀論 時代と なり、 夫より 明治 最後の 四 五 年を掩 ふた ナチ. ユラ リズ 

ムの 時代に 入り、 初めて 第一 の呼聲 であった H: 面目な 人生 的藝 術と しての 文 攀に第 I 歩 を 踏み入れた 趣が ある。 此 時代 以後 

初めて 眞に 吾々 の 生活と 痛切な 關係を 有する 奠 面目な 藝術、 文學が 種々 なる 方面に 於て 生れ やうと して 明治 は 逝いた ので あ 

る。 卽ち 明治 文舉は 根本的に 新時代 を 創らん とする 一 步 にして 終結し、 今後 其 新ら しき 芽を錢 した ものと 云って 宜しい。 (大 

正 元年 八月 班 es)  . 
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新時代 を 準備せ る 明治の 文學 . 

明治時代 Q 豪と 云へば 僅かに 半世紀 S では あるが、 他の 文物と 同様， if 受けて 變 化し i した 奪 あるから 

之れ を 詳しく述べる 事 は 鳥渡 困難で ある.、 極く 大筋 をお 話しす る。 

明治の 文舉 も小說 * 評論、 剌、 詩 等の 各方 面に 涉り發 達した る は 勿論なる が、 其 中に も 別して 重要な ものに なった の は 卜 

說と 評論の 二つで ある。 詩 は 今以て 文 擅のお 客 力と 云 ふ 如な 地位 を 保って 居る に 過ぎぬ。 然るに 劇が 最近に 至って 小說 より 

却て 人 Q 管 を惹 かんとす るに 至った Q は I の 風潮に 應 じて 來 たもので ある、。 假に今 Q 問題なる 明治 四十 f と 云 ふ もの 

を 一時期と すれば 劇が 將に 文壇の 中心に 立たん として 凡百 準備中に 此 時機が 了った と 言って 宜しい。 

明治の 文舉と 云っても 人の 知る 通り 明治 十五 六 年 以前 は德 川文蔡 の頹廢 した 餘命を 僅かに 保って 居った に過ぎない。 夫が 

明治 十五 六&. 乃至 十八 九 年の 頃から 初めて 眞の 明治 文 舉が頭 を 擡げ かけて 來 た。 之 を 詩に して は 明治 十五 六 年に 外 山 正 一、 

井上 I 郞氏 等の 新 il 出で、 小說 にして は 明治 十八 年に saf の小說 神髓、 童氣 S& で、 f  K にして は 

明治 廿年 頃から 替 蘇蜂、 石 重 月、 內田 不知 庵、 議外寶 の社界 批評、 il が 出初め、 それ を剌 にして は 更に 少 


てし まふ 恐れが あろ。 この 點 から 言へば 劇の 舞臺 監督 は 原作者が 是れ をす るの を 以て 最上と すろ。 それと 共に 舞臺 監督と 云 ふ 

意義が 舊來 のと は變 じて 來る卽 ち？ * に 細かい。 部分の 世話 を やいたり 形を附 けたり する 以外に、 作の 全體に 渡った 生命 を標 

準と して これ を統 一 する、 その 統一 者が 武に舞 毫監赞 者で ある。 而し てこれ をな すに は、 部分 部分の 技藝は 寧ろ 個々 の 俳優 

そのもの. -解釋 なり、 生命な り を 尊 S して、 先 づ是等 をして；^ 分の 腕 を 振 はせ、 自ら 工夫 を 積ませて、 さて それ を 寄せ集め 

たと ころで、 統 I 的氣 分の 上から 批評 を 加へ、 修正 を 求めて 初めて 一 つの 劇に まとめ 上げる。 初めから 手を耿 つて 型 を附け 

たり、 事務的に 是れ を整现 する の 方面 は、 寧ろ 舞蠆 監督の 補助と 云 ふこと になつ * て 好い。 耍す るに その 劇の 物になる と、 なら 

ない と は、 部分の 技巧の 如何に あらす して、  <. -體 の； 浙 分の 統， I 如何に ある 事で ある。 而し てこれ を 最も 正當に 指圖し 得る も 

の は 原作者の 外にない 箸で ある。 或は 作者 必す しも 舞臺の 上の 表現に 通じ ゐな いとい ふ 批難 も あるか 知れない が、 その 作者 

が 武に劇 を 書き 得る だけの 藝術 家なら、 決して それ を 見て ゐて、 舞臺的 表現の 當否を 判斷し 得ぬ ほどの 感覺の 鈍い もので は 

ない。 寧ろ 却って その 方が 囚 へられざる 新鮮な 技藝を 見出し 得る もので あろ。 その 人が 自ら 進んで 舞臺の 上に それ を 演じ 得 

るか 否かと 云 ふ 如き 事 は 元より 問題で はない。 正當 に、 微細に 感得し、 批判し 得る もので さへ あれば それで 充分で ある。 そ 

の 方が 却って 俳優 個々 の自 性を發 揮せ しむる 上から 好都合な くら ゐ である。 舞臺 監督と 云 ふ 意義 も かやう に解釋 して 來れば 

是. e と 俳 g と の關 係も自 から 解決 せられる 譯 である。 (明治 四十 五 年 八月 錢話肇 K) 
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は 決して 作者の 恥辱で はない と 信す る。 一 氣に 書き 附 ける 種類の 藝術 だと • その 第 一 策が 動かすべからざる ものであって * 

後からの 修正 彫琢 は 却って その 作 を 害する ことになる 場合 も あるが、 長い 時間 を かけて 作る 藝術は 部分 々に然 うした 辛 刺 

的な 所 はあって も、 全體 として は 後から 修正 補則して 始めて 完成す るので あるから、 作者が 是認す る 限り、 脚本の 文句 を 他 

人の 意見で 變更 しても 差 支へ ない 譯 である。 一度 書き上げた 作品 は 他人の 意見 や 批評で、 一字一句 も 動かすべからざる もの 

であるかの 如く 首 ひ 做した の は 古い 誇張で ある。 唯 だ 飽く迄も それが 全 體の氣 分 を 助ける か 否かと 云 ふ 事 は 微妙な 限界で あ 

るから、 作者 自ら 何物に も 煩 はさ. すして これ を判斷 する ことが 最も 必要で ある。 

かやう にして 作者 封 俳優の 問题 は^せられ ると 思 ふが、 これ を 舞 臺にブ ri デュ ー ス する に當 つて、 所謂 舞臺 監督と 俳優と 

の 問题に 移る と、 此處 では 一勝 多く 俳優の 欉 利が 擴 まって 来ざる を 得ない。 

舞 裹監螫 と 云っても、 日本で は 事寶了 M の 最も 有力な 悱 優が これに 近い 役目 を 勤め、 西洋で もァ クタ 1* マネ ー ジャ， と 

して^？；カな徘優自らが他の俳優を壓するだけの權カを振ってゐる例が少くはなぃ。 かやう に 俳優 自ら、 舞臺 監督と なる 事と 

全く 別な 人が 監督す る泰 と、 今一 つ 作者 自らが 監督す る こと-.、 この 三つの 場合 を 見て 兑 ると、 全く^な 舞臺 監督 だと、 ゃ& 

も すれば 俳優 を 服せ しめる だけの 權 威が 足りないで、 一種の 事務員に 近い ものに 墮 ちる。 又 俳優 自らの 監蝥 だと、 その 俳侄 

が 有力で あろ 限め は 他を隸 服せ しむる 力 はあって も、 その 遣り口が や、 も すれば 細かい 部分的な 枝藝の 末に 走った 監督に な 

つて、 作の 根本 生命 を 離れて しま ふ。 それ は 監督者 自らが 俳優で ある だけに 技巧の 末にの み 目が 附 くので ある。 この種の 舞 

躉 監督 は 或ろ 場 八：：、 例へば 極く 初心な 俳優の 手 を 取って 敎 へる 所謂 振附 け型附 けの 程度に 於て は、 必要で ある けれども、 ^ 

輕 そめ 俳 接が 耀 なる 以上 1^、 原作 を 作者と 同程度に 解釋し 得る 廣義 の藝術 家た る资 格を備 へて 居なくて は、 原お を壞し 


を馘活 すべき. ので あると 云 ふ解釋 と、 二通りみ つて、 若し 俳優が 脾 本の 半面に 自分の 生命 解釋を 加へ 得る ものと すれば * . 

脚本 は必 すし も その 儘で 完成した もので はない 譯 になる 。輪廓 だけの ものになる。 これ を 極端に すれば、 中の 文句 も 俳優の 方 

で 全然！？ 減變更 して 好い ことに 成る。 又審實 に 於ても それに 類した 事が、 進歩した 部面に 於ても 幾ら も 行 はれて ゐる。 私の 

考 へで はこれ は 差 支へ ない 限り 許しても 好い こと だと 思 ふ。 併し 其 處に超 ゆべ からざる 一 つの 微妙な 限界の ある こと を 忘れ 

て はならない。 俳優 は 脚本の 前に は 奴隸の 如くなる べしと 云ふ說 でも、 必す しも 機械の やうに 唯與 へられた 文句 だけ を 暗誦 

すれば 決して 好い と 云 ふので はなく して、 その 白に 抑揚 を附 けたり、 斷 縯を附 けたり する 處に卽 ち 俳優と しての 脚本に 加へ る 

生命がなくて はならない 。この 意味から 云へば、 俳優 は 脚本の 半面に 補 ふと 云 ふ說も 同じ 事に 歸 する。 この 說に從 つても 實は 

俳優が 脚本に 旣に現 はれた 文句 を 妄りに 變； 史增 減す ると 云 ふ 事 は 許されて ゐ ない。 內容の 解 釋には 俳優 個人々 々 の 自由が 與 

へられてぁ^^けれども、 それが j 旦 外形に 現 はして ある 限り は、 それが 卽ち 輪廓と なって ゐ るので あるから、 それ をまで 變 

更 すると 云 ふ 事 は 直ちに 作 その物の 變 更になる 。本来 は ある まじき 事で ある。 而も 尙ほ 事實に 於て は、 徘 優の 耍 求で 文句の 蠻 

更を する 必要が ある。 その場合には 要するに 俳優が 俳優と して e はない。 暫く 作者と なり、 若しくは 批評家と なって、 原作 

者に 封し 忠告 若しくは 相談 をす るのに 外なら ない。 卽ち 作者の 友人の 意見と して 提出す る ものであって、 是れが 取 拾の 權利 

は. 飽く迄 原作者に まかせて 措かなくて はならない。 何故 なれば 此の 場合 最も 必要な もの は、 それ 等の 部分的 表現に 對 する 全 

體の 統一的 氣 分と 1K ふ ものが、 その 作の 生命であって、 これ を 傷け るか 否かと 云 ふ 事で その 取 拾 は 決せられ るので あり、 而 

して かやうな 統 一 的氣分 は、 原作者が 唯 一人 自分の 創作した 1K 地と して 保有し、 判斷し 得る ものであるから である。 竞り作 

者が その 作の 統 一 的氣 分、 生命に 必要と認めた 範圍に 於て、 俳優 その他 何人の 意見 を も 加へ て、 原作の 文句 を 變更增 減す るの 
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作家、 俳優、 舞臺 監督 

最近 舞臺 監督と 云 ふこと がョォ Cl ツバで も I つの 注意 問題に なって 來て、 それに 關 する 書物な ど を 讀んで 見る と、 今更の 

やうに 舞臺 監督が その 釗に關 する 全 支配 權を 有たなくて. はならない と 云 ふ 事を頻 りと 說 いて ゐる。 つまり 昔風の 俳優 本位 か 

ら 有力な 俳優が 無暗と 我 俊 を 言った その 弊害に 對 する 反動で ある 0 尤も 昔の 舞 S 監督と 云 ふ もの は 一 種の 事務 員 に過ぎない 

やうな もので、 それと 俳優と は 初めから 同じ 水平に 於て 論すべき ものではなかった かも 知れない 0 俳優 對舞臺 監督と 云 ふこと 

はてんで 問題に ならなかった ので ある。 寧ろ 俳優 對 作者、 若しく ば 俳優 對 作品と 云 ふこと が 問題で、 俳優 は 如何なる 程度に ま 

で その S 本 を 支配す る 權利を 有って ゐ るか、 脚本の 前に は 俳優 は 全然 扠隸の 如くなら なくて はなら ないか、 と 云 ふこと が 問 

題であった。 是れも 日本で は 始めから 俳優 全盛で あるから お 者 なぞ は 物の 數 にも 道 入らなかった。 

併しながら 近年に 及んで、 西洋と 同じく この 關 係が だんく 彌 i4 しくな つて 來た。 今でも 多數の 新派 舊派剌 では 依然と し 

で 俳優 本位で ある けれども、 多少で も 進歩した 部面から は、 作者 及び 作品に 對 する 關 係が 正當に 研究 せられて ゐる。 これに 

も 5!,!^ は 全く 脚本の 上に 口 を さしはさむべき 横 利がない ものと 見る 解釋 と、 或る 3^ 度まで 俳 俊が 自分の 解 降を附 加して それ 


vf 何故か」 と 聞く と 「女と いふ も ひ は總て 人の 爲 めに 仪隸 的に 何でも させられる..^ のです t 貴 郎は佛 繭西國 のために 戰爭を 

し寻 ない 弱い 女 ひ 様な 英雄 だ」 嘲り 負かして 了 ふと 云 ふやうな 味が 一 面に 出て ゐる。 此等の點からして世の中の種.*-なる|3^^" 

が 連想 せられて 面白い。 先づ此 等が 平淡な I 幕 劇の 例と 云って よい。 

之 を 要するに 演劇の 平淡 的なる と、 焦點 的なる との IsM 別 は 纏て 剿の 長短に よって 兩 立し 得る 說 であると 思 ふ。 (明治 四十 五 年 

4<»fes 餘瘃 記). 
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ある • 理窟 は 兎に角 事實 そんな 長い 芝居に * 平淡な 日常 平凡な 事の み 見せて は トチモ 芝居が 成り立たない *- それ を 成り立た 

すの が H< 才 だと 云 ふか も 知れぬ が、 從來 の經驗 によれば 其 は 無理な 注文で、 斯様な 芝居に は 是非とも 人生の 或ろ 顶點に 達し 

た 出来事 を揷 まなければ 困難で ある。 頂點 の出來 事と 云っても 昔のお 芝居の ゃラ に、 唯 誇張 的な 刺激的な 事件が 目 ま 苦しい 

やうに 起って 來 るので は 勿論ない。 何 かその 中には 極めて 微妙な 精神 作用が、 シック リと裹 付けられて 居なくて は.？ ない 

t と は 言 ふ 迄 もない が、 鬼に 角 此焦點 說も此 意味で 眞理 である。 

之れ に反して 短い 芝居 • 一幕物な ど 云 ふ ものに なると、 寧ろ 平淡 說の 方が！ Hy 多く  K 賞に なって 来る。 短い なかへ そん 

な焦點 とか、 頂上と か 云 ふ 大事 件をハ メ 込めば， トウしても 上つ 皮な ものに なり 易い。 寧ろ 平凡な 事柄の 中に 微妙な 精神の 變 

化 を 見せる 方が、 一 Bla 高い 藝術 になって ゐる。 ツイ 先日 文 藝協會 が 東京で 試演した 愛 繭の 作家 バ ー ナ If  、 ショウ 氏の 「蓮 

命の 人」 とい ふ ナボレ ォ； S 關 すろ 芝居な どが、 此 平淡 說の 一例であって、 全體に 殆ど 大事 件と いふ 程の もの はない。 ナボレ 

ォ t*€ 太禾の 或る 陣營で 怪しい 貴婦人に 出會ゥ て、 其 貴婦人が ナボレ オンの 麾下の 仕官 を 欺して 秘密 nfl を 盗んだ の を 看 

破し それ を 取り 還へ さ. プ とする • やるまい とする * 唯 其れ だけの 事に 過ぎない。 從. つて 普通の 兒物は 一 體何を 仕組んだ 芝居 

力、 一向に ォチ がないで はない かと 考へ るが、 夫れ に 拘らす 何だか 面白い 得體の 知れない ものと 云 ふ 感じ を與 へたら しい。 

こォに 詰ね ナボレ オンと 云 ふ 一英 雄に も 凡人と 同様に 平凡な I 面の ある 所 を 見せた もので、 云 は 1- 裹 口から 观 いた ナボレ. r 

ンと云 ふ 所に 一 つの 興味が ある。 又 その 間口に 揷ん である 奇警な 皮肉な 科白 及 貴婦人と ナボレ オン，? の 翻弄 較べ、 智慧 校べ と 

1}^ふ£^が興昧がぁるのでぁる。 例せば ナボレ オンが 自分 は 古 英雄の 跡 を 追 ふて 佛繭西 國の爲 めに 戰 ふので あると、 ゥッ カリ 

云って 了 ふ。 すると 责 婦人 はすぐ 皮肉の 裏から 觀 察して、 「では 貴郞は 女の 様な 英雄 だ」 と 云 ふ。 ナボレ オン は 度 膽を拔 かれ 


.. 近世 演劇 上の ニ說 • 、 

第 I 流の 劇評 家 ウィリアム、 ァ ー チヤ ー 氏が 先頃 東京に 見えて 早稻田 大舉で I 場の 講演 をした。 其 中に 『芝居 は 劇場 

とい ふ もめ 其 自身が 大 仕掛な 社 會機關 であるから、 若し 同じ 文藝 でも 小說 とか 鎗暨 とか 云 ふ 風に 小 仕掛で やれる ものと 同じ 

の 様な もの を 態々 そんな 大仕揭 の 金の か 、る 芝居と いふ ものにして 見せる 必要 はない。 芝居に する 以上 は必す 芝居で なく 

て は 見られな いもので なくち や 駄目で ある。 然るに 近頃 歐羅 巴で も 世の中の 極く 平淡な 日常生活の 一片 を 見せる のが 眞實 の 

芝居であって、 其 問に 深い 意味が あると S ふ說 がー 部で 行 はれて ねる。 が 然し 夫 は維畫 でも 小說 でも 得られろ。 否 寧ろ 其方， 

が 適して ゐる。 それ を 態々 大 仕掛な 艺居 にして 見せる 必要がない。 芝居 は 寧ろ 世 問の 急激な 焦點に 達した 事柄 を 見せる。 恰 

度 小 線の 焦點を 見せる 様な ものでなくて はならない。 世の中の 種々 の 出 來事を I つの 強い 焦點に 持って 來る事 は、 芝居と ll< 

ふ 如き 大 仕掛な 文藝が 最も 適して 居る。』 とい ふ 意味の 講義 をした。  . .  . ： 、り 

や 此の ァ ー チ， ャ ー 氏の 說と 他の I 方 卽ち白 耳義の 劇： S マ i アル リンク 氏な どの 說と は、 確かに 現今の 社. 會の 演劇に 關すも 

1」ゥ の異 つた 大きな 說 である。 思 ふに これ は 長い 芝居 卽ち 11 一幕 ノ四 幕と 絞く 芝居に は 確かに ァ ー チヤ ー 氏の 云 ふ 所が 本當ず 
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の 調子が つく  。其の 調子 を 動もすれば 昔の 白 じみる と 雷って 批難 をされ る 。併しながら 舊ぃ 新ら しいに 拘 はらす 此の 調子 を 全 

然 捨て i は 熱烈 は 無くなる。 其處の あは ひ を 巧みに 縫って 行く のが 藝で 無くて はならない。 此等は 最も 苦心して ゐる所 だら 

うと 察する。  . 

今 I つ 此の 芝居に は Bajf- 入れが 大變に 多い。 原文 を 開けて 見ても 分る 如く、 ダッシュ ゃ默 線が 非常に 多く 用 ひて ある。 又 

甲の 人と 乙の 人との に 白が 略されて 心理 上の 變化 のみで 赛 件の 進行して 行く やうな 所が 多い。 此等は 一 方から 雷へば 作の 

缺點 かも 知れない が、 鬼に 角 さう 出來 上って ゐろ 以上 は 其れ を 俳優の 方で 埋めて 行かなければ ならぬ。 例へば 終りの 幕で、 牧 

師が 犠牲的 精神の 白 を 述べる と、 結局 マ グダが 其の 赤心に 傲 かされて、 牧師の 首 ふ 事に は 如何にで も 疑 はう とい ふ。 あの マ 

グダの. G に 移る までの 心理 は餘程 長い もので 無くて はならぬ」 それ を 唯 思 ひ 入れ だけで 出さう とすろ の は餘程 骨が折れる。 

又 其の 言葉 を M いて 牧師が 有難うと いふ。 其の 牧師の 心理 も 大分 長い もので 無くて はならぬ、 普通なら 總 ベて 此 等の 白の Si 

-に 未だ 細かい 白が 幾つ も揷 まって 始めて 其の 間隙が 埋まる 害で ある。 これ を 唯 表情 だけで 埋めて 行く の だから 苦しい。 かう 

HB  口 ふ 例が 此の 芝居に は 外に 數ケ所 ある。 此 等は總 ベて 必す しも 資演と は 限らない が、 脚本 を 讀んだ だけで は氣が 付かす に 看過 

ごす 點 であると 思 ふ。 (明 35 四十 五 年 六月) 


が w こえて * マ グダが 覺 えす 驚き 立つ * み Qlsio 昧， 卽ちマ グダ 自ら あれ だけ 0 強烈な 思想 を 主張しながら， 直ぐ、 4- の » 

に は それ を 恐れる サイコ a ジ ー が 潜んで 居る。 あれ 等 は實演 の舞臺 面に 上 ぼせ て總 ての 設備 を 整へ て 見なければ 殆ど 氣の付 

かない 味で ある。 前の 白の 意味から 來る與 味 は 誰に も 分る が、 其の 驚きの 興味 は 一 寸氣の 付かない 所で あらう と 思 はれる 0 

又 或 意味から 言 ふと、 白 を 述べる 場合より 無言で 其れ を 受ける 場合の 方が I 歷むづ かしい と 言 ふ 事 は 昔から 一一 目 ふ 事で ある 

が、 こんな 科目 剌 殊に 或 場合 は 殆ど 述べ 過ぎる と 思 ふまでに 長い 大白の ある 芝居で は、 それ を 受ける 人 は餘程 苦しい。 例へ 

ば 第 四 幕の 終りまで マ グダの 一 1 大白が 殆ど 糢 いて 居る。 それ をシ ュヮル チェが、 すっと 椅子に 腰掛けた 儘で 受ける。 勿論 所々 

に 驚き や 不安の 表情 はする けれども、 大體に 於いて あの 長い間 殆ど 無表情の 表情 をす る。 それで 舞 S に 穴 を 明けない と 言 ふ 

所は演 する 人の 苦心の 存 する 點 であらう と 5^ ふ。 丁度 此の 前の 「人形の 家」 で、 最後に ゾラが 無言で 立った ま- - ヘル マ ー の 

長 白 を 受けて、 そして 其の 間に 自覺の サイコ ロジ ー を 出して 行かう とした 苦心と 似た もので あらう。 

マ グダの 白に は、 今 言った 終りの 1 一大 白の 外に、 牧師に 對 して 世界 を 自分の 歌で 征服して 行く と 言 ふ 意味の 蔡を 述べる 所 

が ある。 あれな ど は 最もむ つかしい 白で ある。 演 する ものが 最.^ 苦心して 居る 點 であらう と 思 ふ。 總 じて 今度の マ グダの 白 

は 所謂 イン テ ン シティ ー の 味で あるから、 此 前の ノラが 或 場合 は輕く 平淡 俗話の 味に なり • さう で 無い 場合 は 寧ろ 冷靜な 

知識 的の 味になる、 此の ) 一大 變化を 主と したのに 對 して 演 する 人の 骨析は 一 歷多 いので ある。 今度 は 共の 熱烈 的、 感情的と 

曾 ふ 事 を 中心に して 傍らに 冷笑的、 諷嘲 的な 調子 を對立 させて 行く。 然るに 熱烈と か 嘲笑と か 言 ふ islf は 寧ろ 人間の 非常時の 

心理 狀態 である。 動もすれば 不自然に なり 易い。 それ を 自然な 活き たものと して 行かう とする に は 却て 骨が折れる。 殊に ィ 

ン テン シ ティ ー の 調子に なると、 其の イン テ ン シ ティ ー 共の 物が 旣に 詩の 本領で あるから * 表情な り 白な りに 自づ から 一 種 
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. 「故 鄕」 實演 後の 所感 

一 つ 芝居 を 資演し 終る までに は、 吾々 關係者 は 殆ど 數 十回 同じ 物 を 繰返して 見る 譯 であろ が、 稽古の 時 は 暫く 措いて、 0 

々本當 の舞臺 にかけ た 以後で も 幕間に は 舞臺裝 置の 注意 及び 扮裝の 世話な どで 殆ど 暇が無い し、 幕が 開く と 舞 臺の橫 手 若し 

く は 見物 席へ 迥 はって 殆ど オペ ラグ ラス を 手から 放さない 位に して ゐ る。 それが 毎日の事 だから 終 ひに は 飽きる かと 首 ふに 

事實は 其の 反對 であって、 殊に 芝居が 善い ものせ あり、 叉 同じ 芝居の 中で も 特に 善い 場に なれば なろ 程、 五 回 七 回 を 重ねて 

見る に從 つて 殆ど 狂的に 注意が 集まって 來る。 終 ひに 殆ど i.b 一音、 色彩の I つくまで が 頭に 浮んで 來る、 さラ なると 缺 

點の ある 個所 は 段々 其の 缺點 が强く 感じられて 來て、 それ を 直し 切.^ まで は氣 にか i つて 仕方が無い。 丁度 自分の 作った 文 

章 を、 自分が 或 侗所は 己 惚れて 暗誦したり、 或 個所 は 胸の 痛む 程に 氣 になって 修正し なければ 居られない。 あの 心 持と 同じ 

である。 それと 同時に 赏演 となると、 どうしても 糟 古の 時よりも 人々 の 力の 人れ 方 も 違って 來 るし • 且つ 衣裳、 背景と いふ 

重大な 要求が 具備して 來 るから、 今までに 氣の 付かなかった 缺點ゃ 美 點が現 はれて 來る 場合が よく ある。 例へば あの 「故 鄉」 

の 中で 第一 一幕 ► グダの！ 師に對 して 例の 罪惡 以上に 大きく なれと 言 ふ 白 を 雷 ふ。 それ を 牧師が 受けて 答へ る 刹那に 奥で 足音 


めて おいてる の だら うと 思 ふ。 本 來ズ！ ダ， マ ンと いふ 作者が 思想 問題の 上で は あまり 大 なる 人で はない。 若し 我々 が 思想 

を 主張す る 目的なら、 最 つと 違った 作者 を 選ぶ 可き である。 從 つて 此の 釗案 でも、 思想 問題 は 或る 程度 y.; 附 けたり して 何う 

にで も拔き 差しの 出来る 傾が ある。 此 等の 點 から 云っても、 「故 鄕」 の 今度の 演じ 方が 未だ 當局 者の 忌避に 觸れ ると すれば、 

變更 して 然も 舞臺 上の 與味を 減じない やうに する 事が 出来る 。そこが 藝術 として は稍締 のない 點 であると 共に、 融通が 利く 

ので ある。 我々 とても 皆 f 方に 敎育 上の 責任 を 持って 居る ものであるから 決して 無責任な 事 はしない。 今度の 劇 も 我々 の解釋 

が 寧ろ あ、 いふ 程度での 舊 思想 あ- "いふ 程度での 新 思想 は あの 儘で は 到底 存立 を ゆるさない。 女 主人公の マ グダに 見ても 心 

の 底に は 絶えす 矛盾が ある。 此の 新 思想 は兩 方と も 何等かの 形で、 最 つと 研究され、 精練せられ なければ 到底 社命の 某 礎 

と はなり 得ない。 卽ち、 か、 る 新；^ 想 を 如何にしたら 悲劇に 終らないで、 幸福な 社會が 作られる かとい ふ 所 迄 行った 時に 

1 方に は マ グダ、 一 方に は 牧師、 中央に は 中佐と いふ 三 様の 世界が 途方に くれて 幕が 下りる とい ふ 風に 解釋 した 精り である 

が、 不幸に して 當局 者の 諒 とすると ころと ならない とすれば、 此の上 演じ やうと 思 ふと すれば、 更に 多少の 變更を 加へ る 外 

ない。 變更を 加 へても 尙 あの 劇 を 此の儘 棄て 度くない とい ふの が 我々 の 希望で ある。 C 明殆 四十 五 年 五月 談話 肇記) 
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持って 面白く 且つ 藝術 上の 高い m 彼 も 成るべく 多く 保って 居る とい ふ 様な 作が 演じたい。 それに は 丁度 ズ ー ダ ー マンと いふ 

作者が 元 來舞臺 上の 技巧に 熟達した 人で 寧ろ その 點を以 つて 彼の 生命と して 居る やうな 作者 だから、 此の 人の 代表作 を 演じ 

やう 卽、 舞臺の 上で 技巧の 點 から 面白い 芝居 を 選ばう とい ふの がー つの 趣意であった。 それから 最後に どうせ 近世の 藝 術で 

あるから、 何等かの 形で 思想 問題と 接觸 する 舉は 巳む を 得ない。 然 うなれば なるべく 日本 現代の 思想と 連績 したやうな 物が 

面白から うとい ふ 如き 趣意で 結局 「故 鄉」 を演る 事に 決めた ので ある" 所が その 最後の 趣意 は 思想 問題で 遂に 當局 者の 方針に 

合しない とい ふ 車に なった とすれば、 今更 致し方がない。 恐らく 舞臺に 上す 迄 は 局外者に も 明白に 解らなかった であらう が 

其れ は 局外者と して は當 然の亊 である。 鬼に 角 無事に 演じ 終 はる 丈け の 寛大の 所 置 を 採って 貰った ので あるから 此の上 萬 止 

む を 得なければ 右の 最後の 现. S たる 思想 題の 點丈 は與味 外に 棄て X も あの 芝居 は 助けたい と 思 ふ。 協會の 方に も 種々 都合 

の ある 事 だから、 單に 俳優の 技藝及 作者の 舞臺 上の 技巧から 来る 面白味 丈と しても 今の 日本の 藝術界 に は 類の 少ない 物に な 

る だら うと 思 ふから、 それ 丈と しても あの 儘 葬り去らないで 大阪 公演に 持って行き 度い と 思 ふ。 卽ち、 協 會が資 任 を 持って 

あの 作に 變； 史を 加へ やうと つて ゐる〕 これ は 原作者に 對 して は、 濟 まない 事で あるが 事情 已を 得ない 場合で ある。 それに 

就いては、 元来 あの 劇の 思想 問題の 何 所が 中、.？ かとい ふと、 所謂 舊 想と 新 思想と 何う も剌 であるから 或 程度 迄藝術 的に 誇 

張され て 力強く 衝突す る點 である。 然し それ は 只 現在の 事實を 有の 儘に 村 料と した 丈で あるから 成程 斯 いふ 時世に はこん な 

風な 舊ぃ 世界 も 新しい 世界 も 亂雜に 存在して 居る 所に 衝突して 居る の だとい ふ 丈の 感 しか 與 へない。 雖然 それで は 結局 新舊 

兩 思想が 衝突して 悲劇に なった 結 衆、 劇の 趣意から 云 へ ば 何れ を^ 利 者と し 何れ を 敗北 者と する かと 云 ふに 解釋 次第で 何う 

にも 驊 せられる。 此の 點が 一 方 問題劇た る 所以であって、 ズ ー ダ ー マン 自ら も 恐らく 双方 尤もな 所が あると いふ 位な 所で 止 


「マ グダ」 の 禁止 問題 ， 

「故 鄉」 Q 上場 禁止と いふ 事は 未だ 正式 i し I けた 理 ではなお、 今後 謹ず 方針ま^ 內？ S 丁度 外から 聞い 

たと ころで ある。 兎に角 此れ は 文藝協 會の爲 めに も 種々 な點で 重大な 事件で あり、 殊に 丁度 追 かけて 大阪へ 持って行か うと 

考へ て 居た 矢先で あるから、 若し 此 I が尋 あると すれば 何と sll てなくて はなる まと 考 へて 居た 所で ある。 

元來 あの 劇 を 今度の 公演に 上す に 至った の は 私の 原案に 基いた ものであって、 勿論 協會の 決議で 決め. g では ある けれど 

も、 定 案の 責任 は 主として 私に ある。 世間で は 丁度 此 前に 「人形の 家」 を 出した の だから、 今度 も專ら 思想 問題の 上から 何 か 

世間に 對 して 戰鬪を でも 挑む 爲に 主義 主張の 道具と して こんな 芝居 を 綾々 演 する のかと 誤解して 居る もの も あるか も 知れな 

いが、 これ は 全く 事實 でな 5。 自分 等が 「故鄕」 を 選んだ の は 、第一に は マ グダ を 演じた 女優 11 子の 籠の 前途が 管 

すべき ものであると 思った からして 專 ばら 此の 女優 をして き 乎 腕 II しむる に 都合の 好い やうな 女 主人公 中心の 芝居 

を 演じ やうと いふ 趣意で ある。 

次に は 文 藝協會 は 公演と 私演 との 二種の 興行 法 を 採って 居る から、 公演で は 經濟上 其の 他の 意味から 成る丈け 廣く與 味 を 

ダ」 の 禁止 SR  四 1 五 
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たものと して 複雜 した 味 ひに 勝れ、 最も 多く 作者の 氣に 入った とい ふ疵 評で ある。 兎に角 マ グダと いふ 人物 はョ la ツバの 

近代劇 中で、 最も 多く 解 釋し榮 へのす る 女 主人公であって、 その 點ー つで も、 この 作 を 近代劇 中の、 畫大 なる 位置に 置く 價値 

が あると いはれ てゐ る。 イギリスの カム ベルが マ グダ を 演じた ときには、 最後の 慕 切に、 マ グダが むしろ 自ら 悔ひ 悲しむ や 

うな 心持ち を 出さう とした。 この 點 から 言へば 彼女の マ グダ は 新世界から f 步を 譲らう とする 精神 を 出して をって、 とかく 

道德 的に 傾く 一般 世間の 眼に 訴 へる ものと して は、 かう した 方が 無難で は あるが、 どうも これで は 作者の 現 はさ ラ とした 新 

世界の 意味が 餘 りに 弱くな りすぎ る。 これに 對 して サラ、 ベ ルナ， ルのマ グダ はた e 一人と なる まで も、 肅 然として 立って を 

る。 決して 頭 を 曲げない、 寂しいながら も 己れ の 世界 を 譲歩す る こと は S 來な いとい ふ 感じ を 出した もので あらう。 高す ぎ 

ると いふ 非難 は あるか も 知れぬ が、 解釋ば その 方が 面白い。 卽ち舊 世界が 一歩 を讓ら ない とともに、 新ら しい 世界 も 一歩 を 

譲る ことが S 來ぬ とい ふところに 萬の 問題 はか、 つてく る。 ある 批評家 はズ ウダ ァ マ ンは 決して この 作で 主張 を 立てた ので 

はない といって ゐる けれど、 新 « 世界の 相 下.. 9^ して 立って ゐる とい ふところに 問題 を续 したと 見る やうな 哲舉的 興味 は、 

この 作 全體の 上に かなら す 保留して 置かねば ならね もので あらう と 思 ふ。 (明治 十五 年 五 H0 


in 覺が 伴って ゐて、 自分で 弱くな つたから 自分で これ を 防ぎ 止めよう として ゐ る。 これが 到頭 最後まで 曳き すられて、 大披 

裂の 後、 渐 やく 强く獨 立した 自己が マ グダに 戾 つてく る。 そして 悲劇が 完全になる。 その 心理の 起伏の 工合が 面白く 書かれ 

て ゐる。 

この 前の 『人形の 家』 では、 婦人問題と は 言 ひ 乍ら、 日本の 婦人に は あ- - いふ 思想 はま だ 机の 上で 味 ふ ものと して は 了解が 

出來 るが、 身に つまされる 實地 問題と して はさ ほど 反響がなかった。 まして 男子の 方に は それまで にも 行かなかった と 思 は 

れる。 然るに この 『故 鄉』 の 方で は マ グダが 代表して ゐる藝 術 家の 世界、 及び 【般 道徳の 上からの 新しい 世界と いふ ものが、 

前に もい つた 如く 斷片 乍ら 今の 新 代の 人の 胸に は 往来して ゐる實 地 問題で、 或る もの は 久しく 經驗 しつ 、ある 身の上の 問題 

なので ある。 また 一方、 シュ ワルツ H が 代表して ゐる舊 い 世界 もはやり、 口 本 現代の 葡 時代の 人 及び それと 傾向 を 同じう し 

て ある 一般 道徳の 世界に は I 々胸に 響く 問題 を もって ゐる。 た 中間の 牧師の 世界の みが、 歐洲の 批評家の いふ 通り 空想的 

と 言へば 言 はれる ほど 餘 りに 醇化され、 書物の 上に のみな し 得る 理想的 人物に なって 居る。 けれども、 これ は必ら すし もこ 

の 劇の 瑕疵に はならぬ。 マ グダの 世界と 父の 世界と、 新舊 思想の 接 觸點が この 劇の 興味の 中心で ある。 

四 

この 劇はョ 10 ツバ でも、 殆んど あらゆる 國々 の 第 一 流の 名優に 演ぜられた ものであって、 中に も フランスの サラ、 ペル 

ナ ー ル、 イタ リャの ェ レオ ノラ、 デゥゼ 、イギリスの カムべ ル 夫人な どが その 最も 代表的な ものである。 そして その 中に もサ 

ラ、 ベ ルナ， ルの マ グダ は餘 りに マ グダが 高く 大きくな りすぎ たとい ふ 批評が あり、 デゥゼ の マ グダが 最も 多方面から 解釋し 
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も 今日の 世界に 現存して ゐ るので ある o 卽ちマ グダの 白 全體を 通じて 散らばって ゐる 思想が それであって、 例へば 家と いふ 

ものが 餘 りに 多くの 負撸を その 家の 中の 個人に 背負 はせ すぎる • 謂 は ゆる 家族 的の 道 德の狹 ます ギる こと、 此の 問に 在って 

行く 道 はた 巳れ を 強く する こと、 强ぃ自 已のカ 人格に 存す るので あって、 結局 は 自分が 負ける か、 人 を 負かす か、 それよ 

り 外に 最後の 行く 道 はない と 言 ふ 思想 • 人間と して 大きくなる ために は、 罪惡を すら 超越し なければ ならない と 言 ふ 一種の 

超人の 思想、 例へば 厕の 勇士 は 始めから 無疵の もので は 駄目であって、 身に 散々 の 手 疵を負 ふて はじめて 眞の 勇士が 出來上 

る。 始めから 窒の 中で 育てられた 人^ は 一寸 一 ところ 怪我 を すれば、 その 身心 は 崩れて しま ふとい ふやうな 考へ方 や、 女 は 

まづ 自分に 職業 を も つ て 自立した 上 で 自由 獨 立に 自分の 世界 を 開拓して 行けと い ふ やうな 考、 自分 は 自分で あつ て 他の 何物 

を も 加 へる こと は出來 ない とい ふ イブ セ ン 式な 首 ひ 現 はし 方 や、 就中 藝術 家と して I Bra な廣ぃ 感情 思想の 世界 を 渡り歩 

く、 血の 熱した 女流 藝術 家と して、 まるで 普通の 色の 越せた 生活と は逮 つた {tg^ を 呼吸して ゐる 女の 住んで ゐる^ 世界の や 

ラな 感じな どが、 鋭く. 3 ぃ傳 習の 世界と 封 照せ もめて 現 はされ て ゐる。 この 强ぃ 自己 を 中心に した 新ら しい 世界と、 シ ュヮ 

ルツ H の 家の 葡ぃ 世界と 調和 させよう とする 牧師へ フタ アデ インク ドの 世界 は、 また 献身 犠牲の 宗敎的 精神であって、 全く 

純 一 な、 生 まじめな、 自己 を 亡くした 世界で ある。 彼 は その 氣を 前の 矛盾した この 世界の 空 氣とを 調和 させよう としたの 

であるが、 それ も 結局 無益に 終る、 その 問の マ グダの 心理の 變化 などが 十分 立ち入って 書いて ある。 殊に この 牧師に 觸れた 

瞬間から マ グダの 心に 一種の 陰驟 がさして、 何 力/ H ぬるい、 弱い、 優しい 血が 動いて くる、 段々 今まで そ \ り 立って ゐた自 

分が 何だか 小さく 弱い ものに なった やうな 感じ；： ^する。 自分 を抂げ るか、 人 を 破す かと 言って ゐた 彼女 は、 いづか 自分 を枉 

げて、 家の ために 犠牲に なって しま はう とまで 決心した 0 この g 絶えす、 彼女の 心の底に は 已れを 亡ぼされ ると いふ 不安の 


れ のこと が 父に 知れて、 悲劇 は 段 々複雑に なって 行き、 到頭 父 は、 その 男が 今 ifi にす ると 首畲蒙 聞いて、 そ 

れで 自分の 家の 不名 譽、 父子の 身の 破 f 防ぎぎ ようとす る。 しかし 男の 心で は、 故な く マ グダ を 妻に する こと は 好まぬ。 

二人の S 私生兒 はこの， S し S いて、 自分の 功名心 を まづ蹵 させる 方法が 立たなければ、 そんな 約束 は 出 來なレ 

と 雷 ふ。 子供 を 11 して をく とい ふ i を 聞いて、 今まで も 父の ため、、 家の ために 自分と いふ もの を 全く 篇 § ようとして 

わた マ グダ は、 敢然 元の 巳れ- k つてく る。 そして その 男を 罵り、 追 ひ 出して しま ひ， 父が なほ 執拗く それ を强 ゆろ の を 刎 

ね 除け て、 最後に、 募 は そ e 男 一 人が f 任せた 男で はまと 父の 前で S 切る。 それ を 聞いて 今まで、 純 f 女と 思つ. 

た 匿な 父の g 一時に 發 して、 傍に 在った ビス トル まり T 巳れ 丄 と si 立ち上らう として 持病の 卒中で 倒れる。 

かやう にして マ グダの 新ら しい 世界と、 父 の舊 い 世界と は 永久 s?t て S れて しま ふと 5 のが、 こ S 居の 駕で 

あるが、 その 間に 一貫して、 かの 牧師へ フタ アデ イング トと いふ 人物 を m 入せ しめ、 これ を 以て 新ら し. い 世界と 舊ぃ 世界と 

の 調和 者に しようと 試みて 見る が、 畢竟 それ も 無益に 終る ので ある。 

残らば マ グダの 新しい 世界と は どんな もので あろ かと 首 ふと、 つまり ユイ チェの 哲舉、 イブセンの 哲學、 ケャ ケゴォ ルド 

の S とい ふやうな もの を 織り 交ぜた  一 i 世界であって、 一 方から 見れば、 全然 容易に 實現 せられようと は 思 はれない S 

• 想 的、 若く し I 想 的な 世界で あるが、 一方 ドイツ 及び ョ la ツバ 諸國 乃義翠 日の 齒界に さまざまの 形で 斷片 的に 發 

生し つ. つ ある i の疆的 革命 S 精祌 がその 中に 含まれて、 必ら t も 匿の みで はない。 事實、 さう いふ 要求 は斷片 乍ら 
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この 作の 筋 は 要するに、 ドイツの ある 小 都 食 (ケェ 一一 ヒス ベルグと 想像 せられる) に 於け る 退職 陸軍 中佐の 家庭に 起った 悲 

g であって、 其 中シュ ワルツ ェと いふ 老人が、 ドイツの 軍人 氣質、 舊道德 11 とい ふよりも 何の 國 にも 行れて ゐる 現在 普 

通の 道德 11 乃至 舊 信仰、 家長 的 精神、 名眷 など- -雷ふ 如き もの を、 一身に 集めた 奮い 世界の 代表者と して 出て 来る。 この 

老 軍人が 職を罷 めら れた後 は宗敎 上の 事業に 携 さは リ、 謂 は ゆる 「玉座の ため か、 聖壇の ため か」 と 言 ふた £1 つの 道 をし か 

歩まぬ 人と して、 自分の 姉 娘の マ グダ を、 自分が 世話になった 牧師のへ フタ アデ イング トに娶 せようと する。 それ を 娘が 嫌 

つて、 家出 をした 果、 遂に オペラの 女優に なって しま ふ。 勘當 された 娘 は その後 十二 年の 間、 諸國を 流浪し 歩いて、 途にィ 

タ リアで 有名な ォ ベラの 歌手と して 成功す る。 そして 再び 故鄕の 音樂 祭に 招かれて、 それとなく 歸 つてく る。 それから 到頭 

否應 なしに 自分の. 家に 連れ 歸られ て、 父^ 蠘母、 妹な どと 對面 をす る。 しかし この 家に 歸 つた 第 I の 瞬間から、 娘の マ グダ 

がそれ まで 歩んで 來た 世界と まるで 違った 古風な 家庭の 世界との 懾突 矛盾が 始まって くる。 これが この 悲劇の モ チイ フ であ 

つて、 謂 は ゆる 舊ぃ 世界と 新ら しい 世界との 衝突と いふ、 イブセン 以来の 題目に 觸れる 所以で ある。 父 はま づ 親の 權 力で 娘 

を 自分の 意思に 從 はせ やうと する。 娘の 過去 は 潔い ものであった とい ふこと を證據 立て やうと する けれども、 マ グダに とつ 

て は 十二 年 一人で 世界 を 征服して 築き上げた 自分と いふ もの & 生活 は 何もの よりも 貴い。 その 自分 を假令 父に でも、 む ざ 

と は 踏み 躏られ たく はない。 まして 自分の 過去の 生活が 潔い とい ふこと は、 た 5- 自分 を僞 はらなかった とい ふこと 以外に は 

言へ ない ので ある。 何故 なれば、 父の もつ 道德の 標準と、 自分の それと は 根本が ちが ふからで ある。 その上 マ グダに は 家出 

した 當座、 ； 5^ 通して 子供が 出来た フォ ン、 チラ ァと い ふ輕 薄な 野心家の EfT か ある。 この 男が マ グダ を棄 てて 國へ歸 つて 行つ 

た 0 それに も久 * で 逢 ふ。 そして その 男 を 散 々嘲弄して 自分の^て 棄 てられた 無念が 一 特に 彼女 を 熱し させて 了 ふ。 それ こ 


を 持って をり *  GJ^ 性的の もの は强く 荒く 外に 發 iS: するとい ふ 特色 を 持つ。 從 つて 一方 は 詩人 的、 天才 的に 見 ゆると 共に、 I 

方 は 技術的、 夭 才 的に 見 ゆると いふ 比較 も そこから 牛； じて くる。 舞臺の 上の 一般的な 効果から 言へば、 自然 ズ ウダ アマンの 

方が 花やかな カを發 揮す る けれども * 深く 味って 行く と 何 かま-た 物 足らぬ やうな 感じ をの こす 場合が あり 得る 0 こ &が卽 ち 

ズ ウダ アマン. V ハウプトマンと、 ひゐ きぐで 選 擇の岐 れる點 であらう が、 一 方 ハウプトマンの 代表作と 見られる 『寂し わ 

だ VI が 昨秋す でに 自由 劇場で 試演せられ たので あるから、 その 對照 とも 見るべき ズ ウダ アマ ンの代表作『故鄕』をも舞：ー^-に 

上 ぼせ て 見る の は、 軍に 研究と いふ 意味から 言っても 必ら す無签 では あるまい と 思 ふ。 また この 故鄕 なら、 たしかに 舞臺に 

かけても 立派な ものになる であらう と 信じて ゐ る。 勿論、 俳優が これ を演 する 上の 技倆の 問題 は 自ら 別な 話で ある。 

二 

ズ ウダ ァ マ ンの 作で は、 通例 デ？ ね IJi  ( 一  八 八 九 年初 興行 } と 『主の 代榮 えよ』 ( 一 九 01 一年 初 興行) と、 及び その 中間に 挾 

まる 『故 鄕』 (一八 九 三 年初 興行) とが、 最も 著る しい ものと せられて をる。 中で も 『故 鄕』 が 舞臺に 於いて 最も 成功し、 作品と 

して 最も 優れた ものである こと は 明らかで ある。 一 方から 言 ふと 『故 鄕』 だけ は殆ん どズゥ ダン マ ンが ゃ&も すれば、 技巧的 

舞臺 的に 流れす ぎる 弊を脫 出し 得た 作 だと 思 ふ。 卽ち言 を强 めて 言へば、 殆ん どこの 作 一 つが ズゥ. ダァ マ ンの作 中、 詩人 兼 

哲 たる 地位 を 保た しめる 作と 見られる。 彼 は哲學 者で あり、 技巧 家であって 詩人で はない と 言 ふ 非難 もこの 作 だけ は 免 

かれて 居る やうに 思 はれる。 その 點 はこの 作が 一 八 九 一 一年 —— 今より 一 一十 一 年 前の 産物で、 しかもな ほ 彼の 何れの 作よりも 

よ hv 多くの 生命 を もって ゐ るのに 徵 しても 明らかで ある。 

ズ ウダ ァ の 『故 翁』 に 描かれ fc る 思想 問題  WOA 


文 
藝 

m 


g 

A 


ズ ウダ ァ マ ン の 『故 鄕』 に 描かれた る 思想 問題 

問題 § と 言 ふ 曾 葉に は 今では 不純 粹な 聯想 を 伴 ふ 嫌 ひが ある。 この度 文 藝協會 で 演ぜられる ズ ウダ ァ マ ンの 『故 鄉』 にして 

も、 また この 前に 演ぜられた イブセンの 『人形の 家』 にしても、 一般に は 問題劇と 呼び 習 はされ てゐ るが、 イブセン 自らに f 

は せれば、 必ら すし も 『人形の 家』 が 謂 は ゆる 問題劇で は あるまい。 强 ひて 問題 剌と言 ふなら、 社會 問題と 言 ふよりも ひろく 

人間 問題の 刺であって、 要するに 人 II 劇で あると いふの が 作者の 主張で あらう。 イブセン のこの 作と 對 すれば 此 度の ズ ウダ 

ァ マ ンの 作な ど はより 多く^ 題 劇の 性質 を もって ゐ るので ある けれども、 併し これ また 軍に 社會 問題と いふよりも ひろい 意 

味 だと ほぬ. >1。 言 ふまで もな くズ ウダ ァ マ ンと ハウプト マ ンとは ドイツ 近代の I 一大 釗 作家と して、 最近 は 鬼 も； « も、 過去！ 一十 

年に 於いて は、 た^に ドイツの みならす、 ョ ー 口 ツバの 劇界の 中心に 立ち、 イブセン 以後の 【時代 を 形づくった 人であって 

この 二 作家の 比較に 就いては、 すでにさま，^の評論家がさま.^:\の1:斷を加へ てゐる。 大體に 於いて 二 家の 特色 をい へば 

ハウプトマン がより 多く 女性的で あり、 ズ ウダ アマンが 男性的で ある。 それと-. もに 女性 旳のも Q は柔く く、  入る 力 


人の 耳を聲 てし める。 又 マ グダと いふ 役 として は • 複雜な 性格 感情 を 巧に 統一して 行かなくて はな.^ ないやう に^ 來て 

て、 畢竟 抜 倆が 要る と共に 旨く 演れば 非常に 引 立つ、 S 來 損へば まるで 味の 無い ものに なると 云 ふ 風に 出來て 居る。 例へば 

昔 已れを 弄んだ 男に 對 する 憤り、 その 男との 問に 出 來た私 生 兒に對 する 愛、 自分 を 迫害した 舊道德 の 世 問に 對 する 輕蔑、 嘲 

弄、 憎み、 父 や 妹に 對 する 愛情、 大藝術 家と しての 威厳、 熱烈な 血の 燃えて ゐる 女、 故 鄕に歸 つて 自分が 小さく 家庭 化され 

て 了 ひ はしない かと 云 ふ 不安、 など 云 ふ もの をば 强ぃ 力で 統 I して、 それ を 場合に 應 じて 自由自在に 出して 行かなくて はな 

ら ない。 隨っ てこの 役 を 完全に 近く 演じ 了せ る 女優 は、 ョ ー 口 ツバに 於ても 餘り 多く はない。 イタリアの デュ ー ゼ などが 先 

づ 最も それに 近い もの だと 言 はれて ゐる くら ゐの ものである。 文 藝協會 では、 この 前 ノラ を 演じた 松 井須 磨 子 氏が 演る こと 

になって 居る が、 なかく の 大役で あるから 當 人の 腕 一 杯に 演じて 退けさへ すれば、 それで 滿 足して 措く 外 はない。 どんな 

風に 演出され るか は、 今のところ 言 ふ 車が 出來 ない 。要するに 俳優の 技藝 も、 かの 文 i 術と 问じ 所へ おちて 行く もので あ 

つて、 その 人の 全人格 を 打ち込ん でさへ やれば、 その 範圍 での；^ は必す 出て 來る ものと 信す るので ある 0( 明 35 四十 五 年 五月 欽 

話 錄記〕 
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この 獨 立した る 大藝術 家、 自由な 新しい 女と して 立って 居る 娘と、 蔡 時代 を 代表す る 父との 調和 を はかる。 けれども、 こ Q 

新舊 時代 を强 ひて 調和 せんとした 結果 は、 却て 悲剌 となり、 父 は 死んで、 娘 は 永久に 再び 家 を 出 でんと すると 云 ふ 結 菜に を 

はるので ある。 筋 は簡單 明瞭で あるが、 その 間に、 役者の 働く 餘地は 非常に 多い 芝居で ある。 この 作意の 根本の 批難の 一 と 

して は、 マ グダの 生活に 對 する 父の 考へ 方が 餘 りに 狹 すぎる。 少く とも それ 程 凝り固まった 軍人 氣質、 頑固 氣 質で、 まるで 藝 

術な どの 價値を 認めない やうな 人 は、 今の ョ la ツバに は、 何 所に も 居る と は 限らない と 云ふ點 であって、 彼の ゥヰリ アム、 

ァ ー チヤ，' など も 其 事 を 論じて 居る が、 併し それが 幸 ひに も、 日本の 社會狀 態に 持って 來 ると ぴったり 當て 嵌まる。 娘が 女 

優になる と 云へば、 それ を 罪惡の やうに 怖れたり 卑しんだり、 又 軍人 さへ 居れば 國 i 致の 元氣は 維持され て 行く、 藝術 など 云 

ふ もの は 無用の長物に 過ぎない、 と 云 ふやうな 考へは 西洋で、 この 敎育 ある 社 會に然 う 頑固に 主張して 居る もの も あるまい 

が、 日本で は 寧ろ その 方が 大多數 である 。それが 卽ち 日本の 寧ろ 敎育 ある 社 會の考 へ 方の 調子で ある。 だから、 丁度 日本に 

當て 嵌まる 材料で ある。 恐らく 日本 も是れ から 一 1 十年經 ち、 三十 年經っ 中には、 最 うそれ 程 偏從な 思想 を 抱いて 居る 者 は滅っ 

て 行って、 何う も餘り 在り さうな 事で もない と 云 ふやうな 批評が 出て 來る かも 知れない が、 現？^ の狀 態で はま だ 其 所まで 行つ 

て 居ない。 丁度 あの 作ぐ らゐな 程度に あるので ある。 その 點 から 云へば、 こんな 風に 或る 特殊な 時代、 或る 特殊な 土地に のみ 痛 

切に 當て 嵌まる 材料 を 取扱って 居る 藝術 は、 比較的に 生命の 短い ものになる かも 知れない が、 それ は 自ら 別問題で ある。 こ 

の 劇の 中に 嵌め込ん である 思想 は雜 多であって、 所々 に それ を 攫み 出した 銳 い^が 織 込んで あるが、 就中 マ グダが 獨 立した 

自由な 女と して、 自分で 開いて 來た道 を 自分で 歩む、 その 權 威の 前に は 父 も： M も |cj は 嫁 を 入れる 權利 はない と 云 ふやうな 主 

張 や、 本當に 大きい 人に ならう と 思へば、 罪 惡を通 越して 罪惡 以上の 人に ならなくて は 駄目 だ、 と 云 ふやうな 哲學が 最も 


文 藝 協 會 の 「故 鄕」 

この 五月に 文 藝協會 で 公演す るズ ー ダ ー マンの 「故 鄕」 は、 坪內 氏な どの 元から、 《ゥ ブト マンの 「寂しき 人々」 と 相 並べて 

舞 憂に かけたら 面白から うと 言って 居られた 芝居であって、 言 ふまで もな く、 マ グダと 云 ふ 女 主人公 を 中心に した 劇で ある 

から、 それ を演 する 女優が 最も 活動し なくて はならない 芝居で、 その 點 はこの 前の 「人形の 家」 と 同じで ある。 是れ は、 一 つ 

は 丁度 今の 日本に 女優 問題の 勃與し かけて 居る 際で あるから、 その 研究に もな り、 又 人の 注意 を も惹き 易から うと 云 ふ 理由 

から、 繽 けて 斯う 1K ふ 性質の 劇 を 選んだ ので ある。 他に 寧ろ 男優 を 中心に して 活動させる 劇 も、 交へ て 上場す る 必要が あろ 

けれども、 何に せよ • 文 藝協會 が 公演と 云 ふこと を 始めてから まだ 二三 回に しかな つて 居ない 爲 めに、 幸 ひ 女優 中心の 劇で 

注目 を惹 いた 精き 合 ひから、 この 一 二回 は その 道 を 追うて 進んで、 SI の 基礎 を I 般 公衆に 對 しても 確立す ると 云 ふ當局 者 

の 方針な ので あらう と 思 ふ。 

「故 鄕」 は耍 する に昔氣 質、 軍人 氣質、 舊 道德氣 質の 父から、 結婚 問題の 爲 めに 勘 當 せられた 娘 マ グダが、 オペラの 女優と 

して 有名な 大藝術 家と なり、 ±1 年 Ml 振. = ^で 故 鄕へ歸 つて 來て、 父の 家へ 呼び 迎 へらる-。 そして 牧師の 献身的な 精神で、. 

文 接 協會の 「故 鄉」  EOW 
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第三の 途に 行って 見たら と 言 ふ 話が あるが、 併し こんな 微妙な 事 は實際 舞臺に 上せた 上で なければ 出來 るか S 來 ぬか 斷ー百 さ 

れる もので 無い。 又 それ を演 する 人の 方で も 色々 な 氣分を 試みて ゐ るので あらう から 之れ は 總て實 演の日 を 待って 兒て賀 ふ 

外 は 無い。 (明^ 四十 五 年 四月 談話 箪 so 


或 書物に 據 ると カム ベル 夫人 は 「故 鄕」 の 最後の 幕 切で 舞臺に 坐って 「私 はま ァ 何とい ふ 惠 をした の だら う」 と 首って しほ 

れ たと 言ぶ 事で あろが、 此は勿 41 脚 木に は 現 はし t 無い S 後の 解決.^ 俳優が 與へ たものと して 見れば 面白い。 あの 「故 鄕」 の 

最後 は 现窟を 言へば 凡そ 三 通の 解決が あり 得る。 

第 一 は マ グダの 新しい 人生と シ ュ ヮルチ H の藝ぃ 人生と が銜 突した 結 * マ グダの 世界が 我を折って 自分が 惡 かった とい ふ 

心 持を藝 の 上に 現 はせば それ は 卯ち 新人の 敗北と なる ので ある。 恐らく 齊通 I 般の 人に は 此方が 良心的 滿 足を與 へる かも 知 

れ ない。 §な大膽不敵な1£^^ぃふ女は最後に於て其を悔ゅる様な心持を何處かに兒せるのがょり安全でぁる。 カムべ ル 夫人 

の 解釋は 之に 近い ものと 見て 好い。 

第二 は 其 反對に 新しき ものが 舊 きものに 勝った 氣分を 主と する。 卽 ちシュ ヮルチ H は 死ぬ。 マ グダ は 昂然と して 舞 臺の中 

央に 突立つ。 新しき 世界の 威厳と いふ もの を そこに 保って 幕 を 切る。 2 も 確に I の 解 釋に遠 ひない。 評に よると サラ、 ベル 

ナ ー ルの幕 切 は 此方に 近かった ものと 思 はれる。 併し 見ない 事 だから 其 ははつ きりと は 首へ ない。 が 鬼に 角 かう いふ 幕 切に 

する の も 面白い 一 方法で ある。 

第三 は舊 きもの 新しき もの 共に 存立した 儘で、 要するに 此 二つの 世界 は 客 易に 調和し ない。 之 だけの 悲劇が 起っても 結局 

舊 いもの は蕩 いもの、 新しい もの は 新しい ものである。 父の 死 は 氣の毒 だが、 それ かと： 一一：：： つて マ グダの 世界 も棄 てる 譯には 

行かない とい ふ 一種の 寂しい 併しながら 自分 を 失 はない マ グダの 心 持と いふ ものが あり 得る。 今度の 芝居で は出來 るなら 此 

I. 敌鄕」 の 上場に 就いて  四 0111 


文藝評 翁  soli 

そして 或 日数が 經 つて I 通り 脚本の 表面と 平行し 得る 位な 程度に 達した 時に 始めて 共 以上に とか 又は 共內 部と か 言 ふやうな 

餘裕が 生じて 來る。 脚本が 本當に 活かされる とか ィム ブル ー ヴ される とか 一一 一一 II ふ 審は其 以後の 事に あろ 様に 見える。 詰り 其 後 

の藝 になって 始めて 縫った 味 ひが 出始めて 來る 様で ある。 が 鬼に 角ズ ー ダ I マ ンに 於いて は 俳優の 此の 努力の 方が イブセン 

の 場合よりも 一 暦 多く 必要の やうに 思 はれる。 

此 「故 鄉」 とい ふ 芝居 は 言 ふ 迄 もな く歐羅 巴の 近世 劇の 中で も 評判の 高い 又 最も 々演ぜられた もの V 一であって、 殊に 

女 主人公 マ グダの 役 は 歐洲の あらゆる 名 女優が 苦心 をして ゐる 役柄で あるが * 其 等の 評に 就て は 私の 讀ん だ範圍 では 今度 日 

本へ 來 ると いふ ウィリアム、 ァ ー チヤ I と 今 一 人 ショウの 評と が 最も 面白い。 1 1 人 共 前後 一 二 年の 問に 倫教で 演ぜられた 最 

も 代表的な 「故 鄉」 を兒 ての 批評で ある。 始めに 怫爾 西の サラ • ベ ルナ ー ル が やり、 核いて 伊國 の， テュ ー ゼが やり、 共 翌年 英 

吉 利の カムべ ル 夫人が 遺った ので、 ァ ー チヤ ー は 北 ハサ ラ 。ベ ルナ ー ル のと， テュ ー ゼ のとの 比較 評 をして ゐ るし、 シ ヨウ は更 

に 其 等に 比べ ての カム ベル の 評 をして ねる、 卽ち 最も 代表的な 英の 一 一文 豪が 此 三人 を 自ら 一 贯 させ て 評した 所に 面白味が あ 

る。 其內容 はこ. -で マ々 首 ふ赛 は出來 ない が、 要するに 二人共 デュ ー ゼのマ グダ を 第一と し、 サラ • ベ ルナ I ル が 其に 次ぐ 

ものと 見て ゐる。 ショウ は 殊に カムべ ル 夫人が 嫌 ひで ある 所 爲か錄 を 極めて 其 マ グダ を 篤って ゐる。 寧ろ 英吉利で 本 當に始 

めて 「人形の， ！}^」 の ノラ. を f かじた ァ， チヤ ー か、 又は 其 一 座で リ ン， テ ン 夫人な 演じた n ビ ンス とい ふ 様な 新 女優が 缺點は あつ 

て も I 1^ マ グダに 不適 當 だと 首って ねる。 併し 今の所 英吉利で 先づズ ー グ ~ マシ 乃至 ビネ a 物に 最も 適した 女優 は カムべ ル 

夫人が 隨 I たる 事 は 首 ふまで もない。 カム ベル 夫人む マ グダが 特に 不出来であった のか 其で なければ ショウが 元來此 女優の 

is を 好まない からで あらう。 


「故 鄕」 の 上場に 就いて 

今度 文 藝協會 で演る 「故 鄕」 と此 前の 「人形の 家」 と を 稽古の 上で 比べて 見る と、 そこに ズ ー ダ ー マンと イブセンと いふ 

作者の 相 遠が 明かに 分って 來る。 殊に イブ セ ンに 於て は 初めは 殆ど 芝居 をな さない 位に あっさりして ゐる點 が 多い。 けれど 

も 共 を 或 程度 迄 稽古し 込んで 行く と 脚本の 底から 限り無き 味 ひが 出て 來る。 詰り 脚本に 從 つて 磨いて さへ 行けば 自ら 光が 出 

て來 る。 然るに ズ ー ダ ー マ ン になる と 初め 一寸 手 を 付けた 時から して 相應に 芝居に なって ゐる。 然 ども 唯 脚本の 跡 ほ を忠實 

に逍 つて 稽古 を辏 けて 行く とい ふので は 段々 物足りなく 感じて 來る點 が ある、 俳 侵の 方で 自分の 活 きた 血で 脚本 を 補って 行 

くと いふ 努力が 餘 計に 入って 來る。 詰り 脚本 其 物の 中から 味 ひ を ひ 出す とい ふよりも 俳優の 方から 其 を 活かして 行く とい 

ふ 努力が 餘 計に 入る ので ある。 勿論 どんな 芝居で も 或 程度 迄 は 俳優が 脚本 を 補って 行く とい ふ 努力が 餘 計に 入る ので ある。 

勿論 どんな 芝居で も 或 程 1 迄 は 俳優が 脚本 を 活かし 又 場合に 依って は 脚本 をィ -r フル ー ヴ して 行く 必要が あるの だ。 それ は 

稽古 をして 行く に當 つて は、 先づ 初めに 脚本の 表面に 現 はれた 極上 面の 芝居にまで 形 を 固めて 行く のが 相應の 骨折で ある。 

「故 »」0上« に 就いて  KOI 


丈 醻 It ま  woo 

り 光明な り を 私し、 もしくは 遮り 止めて 居る 中間の 階級、 首ひ換 へれば 上皇 室と、 下 一般人 民と、 ■ た 此の 二つ だけ 日本の 國 

家に？ すれば それで 充分で あるに 拘ら す、 其 中間に 不都合な 階級が 生じて、 最上 唯 I の 者と 平等 衆多の 者 * 所謂 og と 

3?ny との 直接 調和 を 妨害す る 其の 階級に 對 する 反感 は、 ハヰ と共に 多數 民衆の 中に 增 して 行く の は都竄 である。 此の 中間 階 

級に 對する 反感 を 直ちに 最上 唯 一 の ものに 對 する 反感で でも あるかの 如く 誤解す ると ころから、 種々 面倒な 問題が 起って 來 

る。 今 » の 支那 革命の 如きが、 如何に 日本人 を 刺戟しても * もとく 種子の ない 所へ 漫然と 遠った 感情 を植 ゑつけ る こと は 

容. 3^ にあり 得ない ことと 信す る。 卽ち 日本 臣民 は 其 皇室に 對 する 感情 は 極めて 溫 かな 好意的な ものであって、 其の 氣分唯 

だ 一 つが 所謂 日本 M 體の 支那 北ハ 他の 圃體 と異る 根本と 信す る。 歷史 であると か 過去で あると か 言 ふ 如き は、 闽 體 論の 重要な 

部分で も 何でもない。 そんな もの は 何時 變 化する かも 知れない。 國體 論の もっとも 生命 ある 部分 は、 此の 生きた 理由、 卽ち 

感情 氣 分の 相異と いふ ー點に 集らなくて はならぬ。 この 生命 ある 理由の 上に 皇窒對 人民の 關 係が 成り立って 居る 限り は、 

いくら 支那の 共和 革命 を 31^ せつ けられても、 其. 點に 一毫の 不安 を も揷し 挾む 必要 はない。 また あれ を兑 せつ けられて 居る の 

は 所謂 中間 階級で ある。 彼等 こそ 上 は、 皇窒 をます く 人民から 遠が つた 人間以上の もの か 何 かの 様に 擔ぎ 上げて、 むしろ 

敬遠 的な 無禮 なと と を 皇室に 對 して 働き、 下に 對 して は 已 等の 皇室の 有せら る、 恩寵と 光明と を 私せん とする。 此ー阁 が 今 

回の 琪 件で、 如何に 中心に 狼识し 警戒した か 其の 點は實 に 痛快で ある。 我々 一 般の 日本 臣民と して は、 今回の 支那 革命 は、 

之 等の 階級が 支配して 居る 日本の 社 會に對 する 一 大 反語ず あると して、 之 を歡迎 する 情に 堪 へない。 

要するに 今回の 事件 は、 日本の 社會に 好影響 を こそ 及ぼせ、 決して I 派の 阈體 論者が 首 ふ 如き 危險な 影 簪 を 及ぼす もので 

ない と 信す る。 (明： e 四十 五 年 gL 月 


支那 革命と 我國 思想界 

支那 革命の 始まった 頃に、 早稻 田の 文科に 居た 一人の 支那 畢生が、 歸國 するとい ふので 暇 乞に 來た。 いろくと 其 人と 話 

して 先方の 事情な ど を 聞いて 見る と、 彼等 は 日本に 對 して 一 種の 遠慮 を 持って 居る 様であった。 初めの 問 は あまり 明瞭に 革 

命に 對 する 強い 意兑 など を 言 ふこと を 憚って 居た が、 だん， （^話して 行く うちに、 共の 擧 生の 云 ふに は、 支那が あんな 騷動 

を sa しとに ついては、 定めて 日本の 方々 は 迷惑して 居られる だら う。 革命と か 共和政 體 とか 言 ふこと は 日本 政體の 最も 嫌 ふ 

所で あるから、 とい ふ 意味の こと を 申譯の 樣に頗 りに 陳謝して 居た。 そこで 私 は 其の 申譯ゃ 遠慮の 無用で ある こと をい ろい 

ろ 話し *M かせ、 むしろ 支那の 今回の 事件の 我々 にと つても ず； II ぶべき 現象で ある こと を 述べて 聞かせた。  - 

つま わ 之 は 支那の 共和 革命が、 日本の 君主 政 體に禍 を 及ぼし はしない かとい ふ 心配であって 世間に も 現に さう いふ 議論 

をして 居る 者 も ある 様で あるが、 之 は 日本人の 本 ("5 の 心得と いふ もの を 了解して 居ない 說 に過ぎない。 少く とも 現在に 於て 

は、 吾. <c 日本 民族が 其の 首領と して 戴く、 皇室と いふ ものに 對 する 木 當の氣 持 は 決して 敵對 感情で はない。 皇室 其 物に 對 

して 反感 を 抱くな ど i 首ふ氣 分が 微塵 も 疑らない のが 起 ふべ からざる 事實 である。 だ r 此の 皇窒を 取り 捲いて、 其の 恩寵な 

革命と 我阈 思想界  ミカ.？ 
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の 「へ ッへ ッへッ へッ」 に 限りない 味が ある 力が ある。 それ 英譯 になる と T 現代 思想、 馬鹿な、 あんな もの、 現代 思想」 と 

いふ 様な 意味に 譯 して ある。 かうな ると どラ しても 正面から むきになって 罵る とい ふ 態度に なって、 r へ ッへッ へッへ ッ」 と 

いふ 下品な、 惡意を 含んだ 嘲り、 卽ち 人間の 卑しい 本性の 一 面が 覺 えす 知らす 出て 來 ると いふ 味 はなくな つて、 上品な もの 

になって 了 ふ。 こ- -らに 面白い 獨 英兩國 民の 對 照が あると 思 ふ。 

その外 脚本 を譯 する 時に 當 つて 一番 困る の は 間投詞であって、 只 I 音 か 二 音で 非常な 複雜な 感情 を 表 はす、 それが どうも 

.3 まく 外國 語から 日本語に 嵌って 來 ない、 例へば 獨 逸人が 最も 好んで 使 ふ アツ 《とい ふ 間投詞 は、 も- 語で もうまく 譯せ 

ない。 ォ ー とか ァ ー とかに 變 つて 了 ふ。 それと 共に 極く 微妙な 感じが 變る。 日本語に なると アツ ハは 勿論、 ォ —でも ァ-で 

も ふだんに は 用 ひない。 用 ひても I 寸 した ァクセ ントの 具合で 外國 語と は 違った 意味の 場合が 多い。 日本で. 最もよ く 使 ふ 間 

投詞 はァラ とか マァ とか オヤと かいふ 程度の ものである。 これら は 旣に音 そのものが 示して 居る 如く、 妙に 小さく 可愛らし 

く 響く 言葉であって、 どちら かとい へば 女性的： である。 ォ ー、 ァ ー などと いふ 大きな 深い 所の ある 間投詞 はふ だんの 日本語 

に は あまり 用 ひない。 それが ために 下手に 日本の 間投詞 を當 てると、 まるで 調子が 小さく 深くな つて 了 ふ 場合が 多い. • 間投 

詞 はもと もと 人間 自然の 發音 から^て 來 たもので あるから、 よくよく 味って 行けば、 東西 共通に 用 ひ 得る ものが 多い。 只少 

しの 云 ひ 廻し で どうに もなる。 その 意味で 今度 なぞ は 止む を 得ない 所 は 原文の 投詞を その ま &當て 嵌めて、 それで 舞臺の 

上で ァクセ ントの 活殺に よってう まく 適合せ しめて 見たい とい ふやうな 試み もやって 見た、 しかし 要するに こんな 細かい 事 

せ、 自ら 翻譯を やる 人 同士の 間の 興味であって、 一 般讃 者に は 殆ど 氣づ かれす に 濟んで 行く 事柄で ある。 (明^ 四十 五 年ミ月 


今 課して 居る ズ ー ダ ー マンの 「故 鄕」 を 原文と ゥ H ンス BI とい ふ 人の 英譯と 引き 較べて 見る と、 やはり 獨 逸と 英吉利の 遠 

ひとい ふやうな ものが 能く 眼に 附く。 さすがに 外國人 だげ あって 1 はあって も 誤譯と 見える もの は 殆どない。 二 ケ所か 111 

ケ所 さう いふ 疑が あるば かりで まづ 立派な 飜譯 であるが、 獨逸式 を英國 に 引き直し たと 思 はれる 點 はかなり 澤山 ある。 例 

へば 獨 逸人 はふ だんでも ャ ー とか ナインと かいふ 言葉 は 三つ も 四つ も 重ねてい ふ 癖が ある。 ナインと いふ 言葉で も 四つ 位 は 

ある。 重ねて 早口に ナインく ナインく といって 頭 を 振って 見せる。 そこに 何となく 强 い 表情、 稍 や 下品な しかしながら 

飾らない 表情と いふ やうな ものが 見られる。 所が 英國 人になる とィ H スゃノ ー を さう 澤山 重ねて 早口に いふ 場合が 少ない。 

よほどせ き 込んだ 場合 か、 よほど 激した 場合で なければ、 見られない 事で ある。 さう いふ 場合. に 文で 否と ぃふ肯 葉が 四つ 

重ねてい つて あるのに 英譯 する に は、 それ を 高々 二つ 位に 縮めて 了 ふ。 そのため 調子が 大變 上品に あっさり として、 獨逸語 

の 執 固い 特色が 薄くなる。 舞臺の 上の 白な どに はかう いふ 些細な 事が 重大な 結果 を 持ち 來 たす、 曰 本 語に しても どちら かとい 

へば 英語 式に あっさりした 方で あるから、 いえと かい やと かいふ 首 紫 は 二つまで は 重ねられる けれども、 三つ 以上 はよ ほど 

調子の 具合 を H 風 しないと 用 ひられない。 

又 例へば 此 「故 鄕」 の 中で 舊 思想 を 代表して 居ろ 老人に 對 して、 若い 男が お 世辭に 「あなたの 御意 見 は 立派な もので 到底 

今 B の 安値な 現代 思想な どの 比で はない」 とい ふ 意味の こと をい ふと、 その 老人 は 半ば 得意に なり 半ば 現代 思想に 對 する 憎 

しみと 冷笑と を つきまぜて 鋭 どい 白 をい ふ。 其 文句の 冒頭 は 「現代 思想、 へ ッへッ へッへ ッ、 現代 思想」 とい ふので あるが 此 
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飜譯の 事. 

1 方から いふと 飜譯は 創作よりも 苦しい。 勿論 此處 では 文擧 上の 飜譯 をい ふので あるが、 作 をす るよりも 不自. a である だ . 

けに 苦しくて、 頭の 勞カは 殆ど 創作と 同じ もの を耍 する。. 

恰度 今 も 例の 文 藝協會 の 脚本 を譯 して 居る ので あるが、 脚本に なると 殊に 言語の 調子 を譯 する 事が 必要であって 却て むづ 

かしい、 どうも 翻譯 とい ふ もの は 一 つ は その 翻譯 せられる 國語 及び 國民 性の 相違で 原文と 調子が 變 るし、 一 つ は 飜譯者 その 

人の 風格で 調子が 變 つて 來 る。 

舊 いもので いって 見ても、 例へば ゲ ー テの 「神曲」 をケ ー リ ー と 口 ングフ ェ 口 ー と を 較べて 見る と、 どちらが 鬼して ダンテ 

の 本當の 調子 だか わからぬ 位に 遠 つて ゐる。 ゲ ー テの 「ファ ウス ト」 の 英譯に 就いて も、 スワン ゥ エックの 譯とテ ー ラ ー の譯 

と は 大分 調子が 遠 ふ。 スワン ゥ エックの 方が 好い と 一般にい はれて 居る がそれ すら もゲ ー テの 原文と 引き 蛟 ベて 見る と、 開 

卷第 一 の あたり からして 到底 獨逸 語の 原文の クラフト フ オルな 調子 は 英譯に は Es されない。 ■ 


『徴』 はこ Q 1 暴 物に なって t 初めて 讀ん だが、 章の 作家 中 最も 傑れた あ . 1 つたる こと は 明で ある。 藤 村 氏の 『家』 

白鳥 氏の 『微光』 『泥 人形』 等と 共に 小 謹の 第一 位を 占むべき もの だと 思 ふ。 殊に I 氏が あの じみな 作風で、 新しい 道 M 

迪 つて 来て、 一 の頂 點に 達した のでない かと 雷 ふ 意味で 管すべき 作で ある。 叉 あんな 筆つ きで あんな 菅を 取扱 ふ 一般 作 

風の 頂點 でない かとい ふ 意味で も 注目すべき 作で ある。 

作者の 管 は 時の I、 事件の 排列に i の 癖が あって、 話が 前後し、 现 解に 手 f 要する 嫌 は あるが、 讀 込んで 行く と 

底の 方から 味が 溶み 出て 來る。 

. つまらない 生活に 悶えながら もつ まらな く 引 づられ て 行く。 よく あれで 男 も 女 も 生きて 行かれる。 あれで も 生きて 行か ざ 

る を 若しくは 行かん とする 人生と i こと t ふき、 たまらなく 慘ま しくなる。 それだけ Q 力が S 作に ある 

「ー體 あの 時お 前と いふ ものが 己のと ころへ 飛込んで 来なければ こんな 事に はなら なかつ たんだ」 「 ：：： 嫌な もんで 1 わ」 と 

いふ 所まで 読んで 搶 然として 暫く 卷き 伏せた。 (明^ W 十五 年 1 月)  . 
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の ある 作品 は 之れ から 生れて 來 なくて はならない。 之れ までの H クゾ チシズ A は、 た 其の 準備た るに 過ぎぬ • 

次ぎに 今 一 つの 解釋 は、 其の 外 國的倾 向が、 必す しも 一 歷大 なる 現代 日本的の 劇 を 生む 滋養物と 云 ふ 意味で な く、 もつ 

と廣ぃ 意味で， 言 は^ 世界 共通な 傾向 を 其 所に 認め 得る と も 言 は れ る。 彼の ブンダ マ シ ュ ウス lif か 一 一十 世紀 剌 擅の 傾向と 

して、 コ ス モ ボリ ター 1 ズム (世界主義) と 云 ふこと を 擧げて 居る。 あれが 確に I 面に 於て は眞理 であらう。 此の 人に 言 はせ る 

と、 たと へば イブ セ ンの 『人形の 家』、 ズ ー, テル マ ンの 『マ グダ』、 ビネ a の 『後の タ ン カレイ 夫人』 と、 假 りに 自 ぼしい 作を數 

へ 舉げて 見る と、 一 面に 於て は 『人形の 家』 は 明らかに ス カン ヂナ ビヤ 的で あり、 『マ グダ』 は獨逸 的で あり、 『後の タン カレイ 

夫人』 は英國 的で ある。 國民的 色彩 は 明白に 現 はれて 居る と共に、 一 面に 於て は それ 等の ものが 全歐羅 巴の 到る ところに 於 

て 演ぜられて、 且つ 了解せられ、 歡迎 せらる \ と 云 ふの は、 之れ は 明らかに 藝 術の. H の 世界的 傾向で ある。 趣味が だんく 

國 域を脫 して、 世界 域に ひろがり 行く 傾きで ある。 と * 云 ふやうな 立場から、 剌 擅の ことに 論じ 及んで 居る。 此の 意味に 

於いて 我阈 にも、 歐羅巴の劇が舞毫の^：にも、 翻譯の 上に も、 飜譯 創作の 上に も、 だん/^ い 影 を 投げて 來る。 而も それ 

が隨 分と 先の 方まで 馳 つて 行って 居る、 之れ が 一 面に 於て、 知らす 識らす 世界 共通の 傾向に * 我々 を いて 居る ものと 觀察 

する ことが 出来る。 

斯様に して 我々 は 一面に 外國 趣味 を 取り入れて、 犬なる 現代 日本 劇 を 作る の 希望 を 持って 居る と共に、 I 面に は 其の 同じ 

道に 依って、 道ち に 世界主義と 云 ふ 一 般 共通の 要求 をも滿 さんと しつ-, ある もので はなから うか。 (明治 四十 五 年 一月 SS 箪 S 


劇壇に 於け る コスモポリタニズム 

近頃の 剌壇、 殊に 脚本 界で 最も 著る しい 現象の 一 つ は、 H クゾチ シズム 、若しくは 歐羅巴 主義と も 云 ふべき 傾きの、 だんだ 

ん 著る しくな つたこと である。 殊に 若い 人々 の 作品 I -1 幕 物な どに 其の 傾向が 著る しい、 た に 其の 作品の 味 ひと か、 感 

じ 方と か、 空氣 とか、 形式と か 云 ふ ものが、 外國 的で あるの みならす、 材料 其の物まで を 外國に 取った ものが 可な り ある。 

斯様な 風！： を 誘 ひ 起した 原因 は、 勿論 幾つ も あるで あらう が、 其の 結 栗から 言へば、 之れ は單 なる 好奇心と か、 新しい もの々 追 

ふと か 云 ふだけ のこと ではなく して、 底に 自ら I 歷 深い 意味が あり 得る。 それ を假 りに 二つに 分けて 見たら ば 何う であらう。 

1 つ は 一 K ふまで もな く 我が 劇 文舉の 內容を 新たに し， 躞 富に せんが 爲 めに、 & 然の耍 求と して 先づ 西洋の ものに 其の 營 養分 

を 求める、 言 は^ 之れ に 依って 我が 劇界の 內 容を豐 富に して、 他日の 大作 を 生まん とする 準備と 云 ふ 意味が 含まれて 居る に 

相 遠ない。 其の 點 から 言へば、 過去 I  二 年 は 全く 準備 時代であって、 殆んど I つむ 純粹な 日本 現代の 生活に 肉迫した 犬なる 

刺 は 生じなかった と 云って 可い。 史劇の 形に 於ても • 社會 劇の 形に 於ても、 强く • 深く、 我々 の 現代 生活 を 動かす だけの 作 

品 は殆ん どなかった。 史劇と して さう 云 ふ 意味での 新 史剌、 又、 社會剌 としても 短 かい I 幕 物 以上に、. 大規模な • そして 力 

S 植に 於け る n ス》>%  ，タ. I ズ. * 
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50 その 中で も 殊に、 何でもい. - から 鬼 も 角 もま づ歌 ひたいと 云 ふ 心の 現れた 民讅 的な 傾向 は 大分 廣く ゆき 瓦ら たやう であ 

る。 卽 ちとり つき 易い 傾向で あつたと 同 時に 手取り 早い もの は從 つて 變じ 易く、 來年 になったら、 あれで も あるまい と 云 ふ 

樣な倾 向が 起って 來る であらう と 察せられる。 (明治 四十 四 年 十一 1 月" 


觀 的な 作品 は 愈 われく として 今迄 氣 のっかなかった 現在 生活の 赤裸々 たる sa^ 戕を 始めて 見さして 吳れる ものであって 欲 レ.， 

い、 と共に、 より 多く 主觀 的な 作品 は その 內面的 眞實が 吾人 をして 現在 生活に 對 する 革命 を 思 はせ て くれる ほど 眞實、 楠 威， 

力 を もった ものに ならなければ 吾人 を滿 足さす 事 は出來 ぬと 云 ふので ある。  . 

今年の 作品と して は 相應に 新しい 顇も 見え か、 つて 來て、 皆相應 にある 程度 迄 は创作 iwl の 水平線に 達し、 若く は それ 以上 

に 出 でんと する 倾を 示して ゐた。 それと 共に 又 二三 年 前に 出た 新作 者で 種々 の 理由から 案外に 活動し なか つ た 人が 大部 あ 

る。 之 等の 人々 が 一 つし よに なって W 年 壇： の 小 說植の 中心 活動 を 形成す る 様になれば 面白いで あらう。 作品の 中で は 藤 村 花 

袋よりも 矢 張 白鳥の 方に 注目すべき ものが 多かった 様で ある。 秋聲の 新聞に 連載した 長篇も 大分 評判な 様で あるが まだ 通 請 

する 機會 がなかった から、 どんな もの か 知らない。 その他 個人々々 に 就ての 12$ は 他日の 機 會に讓 る。 

詩 擅に 就て は 要するに 『夜の 舞^』 と 『思 ひ 出』 で 代表され た 1 1 つの 傾向 I— 勿論 傾向と 云っても その 中には 作者々 々 に 依 

つて 細かい 相違 は あらう けれども、 大體に 於て 此！ 一 つ に 依て 代表され る ものと 見て よから う。 卽ち 吾人の 感情が 直接に 要求 

して ゐる、 一面、 卽ち 吾人が 歌 はんとす る 心、 知らす く 節の ついて 來る氣 分と 云 ふ 様な 方面が * 遂に /種の 民 謠に歸 つた 

やうな あの 『思 ひ 出』 の 調子お 依て 兎も角も 一 時の 滿足を 得た。 又 一 方に 於て は 寧ろ 吾々 の智 性の 多分に 加 はった 深い 複雜な 

要求、 それが ス ウイ ー トな 単純な メロ ディ 以上の ある もの を耍 求して 却って 本來の 詩の 調子、 節 を 破って ゆかう として ゐる、 

中味の 思想な り感覺 なり 事柄な り をなる ベく 赤裸々 に 打明け やうと する 『夜の 舞踏』 に 表れた 倾 向と である。 その他  一二の 新 

しい 詩人、 又は 短歌の 作者 等に 依って 試みられた 始んど 全くた だ 事の 様な 或る 調子 も、 矢張此 M: じ 源から 分れ 出で たものと 

見て よく はない か b 耍 する にまづ 『歌 を 求む る 心』 と 『生活 を 求む る 心』 と、 此 二つの 道 を 去年の 詩 擅 は 歩いて ゐ たので あら 

,gt 十四 年の i  111 九 1 
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. c  *h.^6 1 てお i、 そ 1、 ある 點に 於て、 之と 聯想 せられる 二三の 新作 者が 漸 I 作風 I めら れか 

. ^らも 漸次に 其 味 を 認められて 15^ た 事. その や ま？  si. 方 

、つて 來 た事 などが 矢 張 主觀 的、 內面 的な 現 實に對 する 小 I の 一 傾向 を 示して ゐる ものと チ 

nTI. 容觀的 方面から と、 主觀 的 方面から と、 並び 進む の は 勿論、 有瑟暂 奪あって、 われく は其 作 力 

Hr0ll  III 客觀 的 描寫 が 寧ろ 平凡 

HUM 此 Mi にわれ くの 忘るべからざる 新 i ひそんで ゐる。 われく iii にもの 足ら 

U!^r4;u が あれば これ は 学 この 平凡 II の 反 對性、 非凡な II 求す る もの だと 思 ひ 誤って は/ ら 

ぬ rlpl; くまで 平凡な ものである。 唯其現實 が 深い I 性 を 失って 死んだ I、 外形ば かりの I になった 時に 始 

不； r である。 言 ひ換 ふれば 生きた 痛切な、 然も 平凡 If 要求 する、 ilij^t 

U 滿 MIf  ITil の 人 il ので t。 斯 tiili 向 は 1 1 く 一 

t 實な SS 蒙と 1M 霞に 於て P み是管 れ P  gl から 逸して しま 

决： るて 比の 方面に あまり 意味 をつ け 過ぎる と 今度 は 昔の^ 緒 のさ、 t ス Z lit 

^H^lln 霞 藝霄置 f  si で、 

""""i ！。 篇、 われく lii のみ lil! と共に、 內面的描寫が ほ 

の 重！ IKii! 急て し s、  iii 緖、 ^^^^ 

の u;:r ふ きもの、 言 ひ換 へれば われく の 11 の 生活と 何等 S に 於ても 11 たぬ 様な。 i 

Hht  ！ III 衰へ 去った I は I 目の前に 横って ゐ る。 主 


四十 四 年の 藝 

小說と 詩に 就て 

U 來の小 us 究 も出來 上って 浸ので あるが.、 大 f 於て 花 i 村  た 

春り i 囊 ifii ん とま ii られ る。 嘗の f 」 て は、 ITi^^^^y 

.si ぱ あまり 穩 かにな りすぎ て 感じが 鈍くなる。  ぺ i 

共場^ にもつと 圭 角の ある- 直接に 胸に 應 へる 刺戟 を 欲して 來る。 i 求 は 卽ち小 I の 內面的 傾向，， 依って、 i 

n は 足されん とし？ ある。 例へ.  一 iil 冷やか な內面 的 中" T 

吾人 I かす。 f 淡々 として 水の 様な 墓に 長 じて ゐ S 外の 作で すら、 その 淡い 事、 ih^h,^ 

ふ 作者の 內憂露へ||  5をな した I ふ 力 II である。 I 向の、 ouu^ 

現れた ものと して は、 過去 一年の 5?、  ft.%,,o.?,、.？5,5 ミ  - fr"^  ^ 明ら 力に t の 方面に 

？ g. の 慕 r  ；  f 作 そのものに 於ても 段々 內面的 養に 肉迫して 來る と共に .1 

一一 一 八. S 


,文 藝 評 s< 八 

, る。 これ は 性格 解 釋と云 ふ. 程の もので はない か 知れない が、 夫の へ ル マ ー との 對決 になって 後、 少く とも 一 一通の 遣 口が ある • 

. 1 ッは思 ひ 切り 强く 演じて、 所謂 新しき 女の 威厳 もしくは、 長い間の 壓 迫に 對 して 男性に 反抗す る 力と 云 ふ 如き もの を集& 

て、 殆ど 犯す 可らざる 威力 を 持った 强く 烈しい ノラに して 見せる と、 今一 ッは 最後まで 女性の 弱さ を粲 てぬ、 ，は ビ 精； a. も 

悲劇の 犠牲に なって 居る 女、 それが 而も 弱く メソ くと 泣く 女で はなく して、 どこまでも覺めたる新しき女の强さを女性c^ 

情 合の 底に 包んで 表 はすと 云 ふやうな 心 持で 見せる と、 此の ニッ のど ちらに 行く かとい ふ 事が、 面白い 間 題で ある。 で、 ，n 

頃の 私演 では 研究の 結 ST 結局 其 者卽ち 女と 云 ふ 形容詞 を 失 はぬ 範圍內 に 於ての 自覺 として 解釋を 定めて、 a 、方の 型 を 行つ 

て 見た 。これが もし 米國 でで も 演じるなら、 もっと 思 ひ 切り 強く 殆ど 男女の 厘 刖を沒 した 位の 性格 解釋に 行く のが 面白い" も 

知れぬ が、 どうも 日本人の 今の 心に て はめる に は あの方が 面白から うと 思って さう した。 あすこ を 3 わ ひ 切り 强く 展す 1 

. ば 、其の 變と云 ふ 上での 舞 臺面は 非常に 引つ 立つ けれども、 同時に 極々 少數の 人 を 除いて 殆ど 總 ての 人 は レ バルシ ー 

プ： _y 感を ノラに 對 して 懐いて 來る。 あすこで ソ ラに對 する 反感が 起れば、 あの 劇の 全體 としての 効 菜 は 破られて しま ふ。 安 

. 値な 同感 は 要しな いまでも、 必す あの 所で 反感が 起って はならない。 處 であれ 位溫 和な 程度と して すら、 現在 多数の 見物 中 

は 反感 を 起して 居た ものが あった やう だ。 あの 點が 最も 困難な 點 である。 (明治 SI 十四 年 十一月 談話 维， S) 


ひ氣が 少しも 漲って 來 ない。 少ぐ とも 第一 慕 第二 慕に 於け る ノラば、 それ を 活ける 人 S? として 具體 させる に は * 郅底ァ zll^ 

面に 現 はれた 通りの 無 邪氣な 若い 女と する 外 は 解釋を 許さない。 第 一 餘 り世帶 じみた 女に すれば、 多くの 點に 於いて それと 

對 照して 出て 來る リンデン 夫人と 重複して しま ふ。 沈爵な 女と しても 同じ 翁 果に陷 る。 イブセン は 決して そんな 愚な 性格 排 

列 はやらなかった らうと 信す る。 或る 西洋人が あの 私： 河を兒 物す る 前に、 文 藝協會 へ 手紙 をよ こした 中に 「ノラの 性格が 我 

やの 眼前に 於て 驚くべき 發展を 遂げる の を、 如何に 演じ 出す か、 一日 も 早く 見物した いと 樂み にして 待って 居る」 と 云 ふや 

うな ことが 書いて あった。 此の 眼前に 於け る 驚くべき 發展と 云 ふこと は、 勿論 西洋の 批評家 等 も 云って 居 K? のであって * や 

ブ ヤンの 作意 も 性格の 根本に 於て、 一 大發展 が 舞臺の 上で まざく と 行 はれる と 云 ふ點を 興味の 中心として IH5 たもので あ.^ 

うと 察 しられる。 此點 から 考 へて 見ても、 序幕の ノラに 餘 り自覺 後の ノラの 影 を聯相 させて 置く の は 本意で はない や ケに思 

はれる。 性格 を統 一 させる 點 から 云へば、 勿 就 それだけの 準備 を 明白に 序幕と 二 幕の ノラの 性格 中に 加へ て 置く のが 便利で 

05 容易に は 遠 ひない が、 それ は 要するに 凡手の 遣り方た る を 免れない と 思 ふ。 我々 の 作 をす るに も、 性格 鑄 造の 上 苦心 は最 

も 多く 其の 點に存 して 居る ので ある。 中には イブセンの 書いた ノラ は あんな 輕卒な 動作 をしたり 言葉 を 使ったり する 女で は 

ない と 云 ふ 風に 考 へる 人 も ある やう だが、 それ は 要するに 外國語 を 本 統に讀 みほ ごす 力の ない 人 乃至 西洋の 女 を 本統に 知ら 

ない 人の 評であって、 外國 語で 書いて あれば 何でも 鹿爪らしい 言葉で 書いて あると 思 ふ 範阖を 離れぬ 批評と しか 思 はれぬ。 

ノラの 始めの 邊の白 を 重 くるしく 鹿爪らしく 云 ふ ものなら それ こそ I 大 滑稽で ある。 耍す るに 最初の ノラ は 時々 飛び離れ. U. 

{ 仝 想に 入る。 乃至 は氣 分が 極端から 極端へ 動く、 あすこに 深さ を 求め 得る ので ある。 もし 後の ゾラの 準備が 要する とすれば 

あの 程度に 於け る 準備で 滿足 する 外 はない。 そこで ノラの 性裕の 遠った 解釋を 入れ 得る 場合 は 寧ろ 自覺 以後のと ころに 4. 

メラの 解释に 就いて  - 一八 4^ 
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ノラの 解釋に 就いて 

先 3^ の 文 藝協會 の私演 で、 ノラの 性格の 解釋に 就いて 思 ひ 得た 點が  一二 ある 0 云 ふまで もな く、 『人形の 家』 で 一番 重大な の 

は ノラの 自覺 以前の 性格と 自覺 以後の 性格と を， 如何なる 風に 聯絡させる かと 云 ふこと であるが、 私 は 始めは 目覺 以前の ノ 

ラの 性格が イブセンの 書いた 脚本の 儘で、 二通り 又は 三 通りに 解釋 され 得る と つて 居た。 例へば 極 無邪氣 な、 子供ら しく 

殆ど 一 二人の 子供の 母親ら しく 思ぬ までに 可憐な 女と して 見る のが 了ゾ。 それから 三人の 子供 を 搀 ち。 且つ 長年の 間贫 苦と 鬪 

つた 世帶 じみた 世話女房 として 見る のが 一 ツ。 今 I ッは 寧ろ 沈 縛な 思想の 勝った 女。 それが 强 ひて 快活に しょ ラと 力め 居. 

と 云 ふ 見方が 一 ッ。 少 くと も是 等の 11 一通りに 解釋 される 0 隨 つて 其 いづれ を 採って 舞臺に 上らせたら 面白から うと 漫然 考へ 

て 居た の だが、 實際形 を 極めて 見る と 云 ふと、 勿論 イブセンの 脚本 を變更 して、 あの 中の ある 白 を變更 したり、 增減 をした 

りすれば 別の 話で あるが、 イブセンの 脚本に 書かれた ま i の、 始めの 頃の ノラ は斷 じて f ッ の解釋 しか 許さない と m 心 ふ。 卽 

ち 沈 群な 女に しても、 或は 世帶 じみた ませた 女に しても、 それが あの 栗鼠 又は. 富 雀と 呼ばれて 居て、 それで あんな イブセン 

の 書いた やうな 白 を 本 統に云 ひ、 又 あの やうな 動作 をすな 女と して は、 到底 醜惡 になって 見て 居られない。 舞臺の 上に IhnJ^ 


ふ 言葉 を 使ったら、 11^ 折れ合 ふか も 知れない が、 同時に 不思議と いふのと 奇镇 とい ふのと は、 之 を 味 ひ 分け 得る 人に とつ 

て は 聯想な り 背景な りが よほど 違 ふ。 矢張り 奇蹟と いふ 言葉が、 あの 場合の 外國 的の 意味 及び 感じ を、 よりょく 傳 へる もの 

として 用ゐ ざる を 得なかった。 之に 反して 例へば 英語で Empty とい ふ 語 を舞臺 上に 叫べば、 非常に 强ぃ 感じ を 起し 得る 場 

ム 口にで も、 それ を 日本語で どうしても 「{：^ 虛」 だと は舞臺 上で は 言 ひたくない。 文字 を； 請む 場合に それで 十分で あると しても、 

臺詞 では 「誰も 居ない」 とで も譯 さねば、 用 ひ 難い 場合 も屢々 ある。 つまり 空虚と いふ 語 は、 多くの場合 讀 むべ くして 叫ぶ ベ か 

ら ざる 語で あるので ある。 それ を强 ひて R41 虚」 と 口で 叫ばし める と 其 瞬間、 其 人物 は 嫌に 氣 取った、 不奠實 な 人間に 見えな 

^^、 さもなくば若ぃ書生か何かとしか思はれなぃ人物になって了ふとぃふ樣な困難が其虚にぁるのでぁる。 - 

以上 要するに たいした 事新しい tt: 理 ではない が、 實際 にやって 見て 愈々 痛切に これらの 困難 を 感じ * 且つ 研究 問題と レで 

斯め 道の 人に 興味 ある こと だと 思った から I 言 述べて 箧く。  & ^治 四十 S 年ナ 一 月 談話 挚ぉ) -  . ... 

_  C  .«  * 一，， え，  ^ 
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な 聯絡が あって、 其 聯絡 一 つてし つくりと 自分の 胸に 接近す る ものと もなる し、 まるで かけ 離れた 他人 事 を 見せられて 居る 

樣な 感じに もなる。 つまり 舞臺の 上に M 味が ついて 來 ると 来ない との ^別が そこに ある。 

斯様に 種々 の 點を考 へ 合せて 來 ると、 外 國的氣 分を棄 てないで、 而もび つたり と 日本人の 精神 生活に 密接した 飜譯 を舞臺 

の. 上に 演じ 出さう とする に は、 餘 程の 工夫 を 要する。 さう かと 言って まるで 日本化して 了って は 翻案と 異ならない ことにな 

つて 了 ふ。 翻案なら 飜 案で また 別の 話で ある。 外國 的の 調子 を 保存しながら、 而も 日本に しっくりと はまる 様に とい ふ 其 呼 

吸が 問題な ので ある。 あまり 日本に はめ 過ぎる と 原作の 力が 消えて 了 ふ。 所謂 翻案 剌の 多くに 見出す 弊 は其點 である。 つま 

り讀 物と しての 飜譯は 其 外國的 臭味 を 利用して、 却って 原作 以上の 力 を I 貝 ひ 被らせる ことがあ るし、 翻案 物 は 外國的 臭味 を 

消さう として 却って 原作 以下に 其 力 を 殺す ことが 多い。 眞の翻 譯剌は 其 中間に 立たなくて はならない。 たと へば 「人形の 家」 

の 場合な どで も， 第一 動作の 上に、 帽を どう 被る とか、 椅子に どうかけ ると かいふ 位な 外形的な こと は、 いくら も外國 的に 

出來 るが、 少し 強き 表情な どの 場合に なると、 外國 的に 胸 を 動かせば 手 を 振りし ぼる と共に、 何處か I 點 日本人の 心 持む 交 

つて 來る。 殆ど 何 所と 明白に 說明は 出来ない けれど、 外國的 動作と 日本的 動作と 行き 合って 調和した 樣な 或る 瞬間が ある。 そ 

こへ はまる と 吾々 はい、 氣 持に 落ち 付いて 來る。 さう いふ 瞬間 を 捕へ ようとい ふ 様な 工夫 は 幾らかして 見た ので ある • けれ 

ども 案外 それが 他の 人に は、 或は どちらつ かすに 見えて 不快であった かも. 3 ぬ。 がそれ は 趣味の 相違で 止む を 得ない 0 吾 

はさう いふ 瞬 Si に 或る 落ちついた 藝 術が あり 得る と 信じて やった ので ある。 

叉 言葉に しても、 例へば あの 第三 幕に 出て 來る 「奇 缓」 とい ふ 言葉が、 まだ 日本で は I 般の 人々 に は、 耳で 聞いて 直に 其 意 

味なり 聯想な り 背景な り を、 ふだけ に はなって 居ない。 單 にある 不思義 な こと、 いふの ならば、 むしろ 「不思議」 とで もい 


翻 和が すぐ 眼に ついて 邪魔に なって くる。 それ かと 言って 舞 臺の全 事物 を外國 的に する 事 は 到底 不可能であって、 抑 * 外國 

語 を 日本語に ひきな ほす. ことが 不調和な ので あるから、 全然 全部 を外國 的に する こと は 出来ぬ 相談で ある。 さうな つて 来 あ 

と 令まで 讀物 として は外國 的の 臭が 所々 に はさんで ある 爲 めに 力強く 感じた もの も、 舞臺の 上で 見る と 不調和に なって、 其 

結 ^滑稽 或は 飜惡 の感を 誘うて 來る。 此の 點か ら言 つても、 舞蠆上 の飜！ t に は 外 國臭昧 の 助 を 借り る 自由が 少 くなる 譯 で あ 

る 0 

最後に 今； つ 重要な 相異は 生理 上の 問題で ある。 右に 言った 如く 自由に 心の 上の みで 想像す る 藝 術なら ば、 少々 形のば し 

の 方が 違って 居よう 共、 大體に 於て 自. 2 に外國 人の 動作 を も 表情 を も、 頭の 中に 組み立て X 見る ことが 出来る けれども、 度 

際 吾 が 肉體で 以て それ を 現さう とする 場合に は、 まるで 違った 事になる。 何とい つても 長い間の 習慣で、 動作 表情 はすべ 

て 西洋人と は 遠って 居る。 それお 一 々西洋人の SeS; 似 をしょう とした 所で 到底 完全な 眞似は 出来る もので はない。 のみなら や 

1 兀來 生理的に 身體の 構造が 異 つて 居る。 足が 短くて 胴が長い。 顔の 筋肉が 動かない。 聲の 出し 方が 違 ふとい ふ 様な 譯で、 

何に 骨折った ところが 日本人が 眞似 をす る純粹 な外國 人の 動作 は、 結局 似て 非なる 物 E 似と いふ 程度 を 超え 得ない。 一 方が 

旣に然 りと すれば 夫に 鹿す る？^ 詞 文句 も 如何なる 程度まで 外國 的に すれば よい か、 前に 言った と 同じ 現 山で、 言葉 だけ 外國 

的に なって 動作が 日本的で あったら 不調^ を感 する であらう。 それ かと 言って、 一 擧 I 動 西洋人の 物眞似 をした ので は醜惡 

で 見る に 忍びない 場合が いくら も ある。 つまり 言葉の 方 はま だ 比較的 自由に 外 國の臭 もっけ 得る が、 肉體上 生理 上の こと は 

さう 自由に 勝手に 外阈 化する ことが 出來 ない。 一方 は 比較的 柔か であるが、 I 方 は 比較的 硬い。 この 兩方を 調和させる 爲 めに 

は餘 程の 工夫が 要る。 事 箕 また あ. OS くと 舞臺 上に 見せられる 藝術 として は、 動作と 言 Si との 間に 言 ふに 言 はれぬ 1 種 微妙 

r 人形 0 家 J と 職 SS  Hi 八 U1 


ねばならぬ。 解ら な， いもの は 解らない ま、 に 過ぎ去って 行く。 之れ が 第一に 讀む藝 術と 舞臺の 上の それとの 異る 所で、 餘程 

練お の 後に ならねば、 如何なる 聰明な 人で も、 第 I 瞥見で 其 中の 外阈 的な、 新奇な 言語 や 動作 を 了解す る ことが 困難なる 場 

合が 多い。 よし 了解しても それ をし つくりと 心の 味に 溶かす こと は 困難で ある。 此點 から 言って、 舞簦 上の 藝術 としての ト 

國 g 翻 譯の場 各に は、 外阈的 臭味と いふ 有力な 助 を W ゐる範 園が 狹く なって 來る。 

次に は續む 物で あると、 いくら 鮮 かな 想像力に 訴 へても、 吾々 の 心理 上の 作用に は 限りが あるから、 極く 鮮明に JJSb く 

と 眼前に 浮んで 来ろ 事物 は、 其の 全體の 光景 中の 極 一 小 部分に 過ぎない。 たと へば 美しい といへば 眼 だけが 一番 明瞭と 想 象 

に 浮び、 自餘の 口 I は 比較的 ぼんやり とする。 汽笛が 鳴る といへば、 其 耳 を 刺す 昔の みが 想像に 浮び、 共 昔 I する 鬵 

なり 汽 筒な あ f れき僦 へて 居る 周圍の も T 光 i 段.？ すれて 來る。 であるから 斯様 I み 物と して §術 は、 或 一 

方に 强く 深く 2 利 f ると 共に、 全 f  ，と 味 ふ 程度が 動もすれば 足りなくなる。 8 上の 藝術卽 llf 具へ た 

ものになる 直ラ で. 《 い。 勿論す ベての 藝術は -1 又藝 術の みならす 元 來 すべての f の 心象 は、 焦點 的、 印象的に 鐘の 

ある f 點を 中心として、 次第に 端に 行く ほど 薄くなる は事實 であるが、 その 中に も 文字の 助 を かりて 純 想像に 訴 へる 藝 術と 

形 を かりて 直接に 五官 を剌 戟 する 藝術 との 間に は、 その I 的 墨の 鮮明の 度合： S ふ。 其結栗 讀む 物で あると、 或 一部分 

々々に 外阈 的な 新奇な もの を 禅 入しても、 其 部分 は 部分 だけと して 味 はれ、 從 つて 周圍 との 關 係が 比較的 自由で あるから、 全 

體の 調和 釣合と いふ こと は それほど 面倒で ない。 謂 は.. 所々 に はさんだ 不調和な 外阈 的な 言葉 でも 動作で も、 それが より 多 

く 寬大に 看過され る。 霊に のみ 羅 され 得る けれども、 麵 上の 有形舊 になる とそれ が 出来ぬ。 隅から隅まで、 まざく 

と 根の 前 14 資景 となって f れて f めだから、 S 中め 5 が とびはなれて 色 合 SH 外 まで 食 も、 # との 不 


キ, チ シズム とい ことの 助 を 借りて • 其 作品の ガケ强 くし 棒る のでみ る。 これが 讀物 としての 翻譯ひ 8» に は 比較的 自由 

こ 行 はれ at る。 時として は 其 作物が 本來 所有し 居る よりもより 以上の 力 を すら それが 爲 めに 生す る ことがある。 西洋人 自身 

が 自國の ものと して 夫れ 程までに カ强く 感じない もの を も、 日本人 は 非常に 力の 强 いものと して 之を感 する。 よく 言へ ば 1 段 

深き 味 ひ 方で あるし、 惡く 言へば 買 ひ 被りで ある。 それ は必 すし も 日本の 翻譯 のみなら す、 西洋人が 日本な どの 物 を翻譯 す 

る 場合に も 同じ 現象が 起る。 これが 惡く行 けば、 日本に はく だらない ものが、 西洋に は 意味 ゃ勿體 をつ けて 持て 離される。 

又よ く 行けば 從來 日本人 自ら 氣の つかなかった ものが、 西洋人の ために 發 せられて、 更に 日本に 一 倍大なる 勢力と して 反 

響し 來る とい ふこと も 有り得る。 

以上 は 專ら讀 物と しての 飜譯の 場合に 起り 易い 現象で あるが、 舞臺に 上す 劇と いふ もの X 如き 場合に は、 I 寸異 つた 事情 

が 生す る。 劇 は 昔から 人の 言 ふ 如く 一種の 公衆 藝術 であるから、 書物の 如く 比較的 少數の 人に よりて、 而も それが 靜 かに 幾 

度 も 繰返して、 腑に 落ちる まで 謓み 返す とい ふ譯に はいかない。 種々 の 階級の 人々 を 1 所に 集め、 而も 只 一度 限り それ を 見 

せ、 そして それらの 人々 の 理解な り賞翫 なりに 訴 へる ものであるから、 讀物 としての 場合と は 事情が 遠 ふ。 けれども 之れ は 

必 すし も讀む 物と 觀る 物との 重大なる 相違に はならない とも 言 ひ 得る。 何故 なれば、 近代の 劇 は 自ら 通俗的と 藝術 的と に 分 

れて來 て、 共藝術 的の もの は 極く 少數 の、 限られた 者に のみ 鑑赏 され i ば、 それでも よいと いふ 傾向 を帶 びて 居る からで あ 

る。 それよりも 眞の 困難 は 虹の 性質 その物に ある。 今 言った j 度 限り 見せて、 其の 場で 消え去る もの、 換言 すれ は 机の 上に 

手輕に 幾度 もくり 返し、 又 勝手に 中途に 卷を掩 うて 靜 かに E ノ 想し 熟慮して 眛ひ 行く とい ふこと は、 書物の 上で は出來 るが 演 

剌 として は 到底 出來 ない。 臺詞は n で 言 ふ 。動作 は 舞臺に 上に 演す る。 其 間 觀客は 否で も廣 でも、 其 劇の 進行と 共に 走り 行か 

r 人形の 家」 と 餓驛劇  S 八， 


「人形の 家」 と 飜譯劇 

(「人形の 家」 の舞臺 監督に つ い ての 感想 ) 

「人形の 家」 を演 する について 第一に 感じた こと は 魏譯の 問題で ある。 殊に 舞 基の 上に 演 する ものと しての 譯と、 軍に 

上の 讀物 としての 翻譯 との 間に、 其 手心に 加滅の ある こと を 切に 感じた。 一 體吾々 が 外 國の物 を翻譯 する 場合に、 共 人物の 

動作 だの、 周圍の 事物 だのが、 日本のと 全然 其 調子が 異 つて 居る。 それが 文 檀に謂 ふ 所の エキゾチックな 味、 卽ち何 所と な 

く外國 的で あると いふ 感を 伴. rs て 来る。 これ はもと より 不思議の ない 事で あるが • それと 同時に 首 葉 その物の 用 ひ 方 及び 並 

ベ 方で、 同じ 日本語で ありながら、 どこかに 外國 的な 所謂 飜譯 臭味 を 伴うて 來 る。 これが また 少 からす 其 飜譯物 をして 外^ 勺 

な 調子 を 保た しむる 力と なる。 そして 此 等の ものが 相 寄って 生す る 外 國的氣 分と いふ もの は 自然 日本人の 眼に、 善ぃ^^味に 

も惡ぃ 意味に も强ぃ 注意 を惹き 起す。 つまり 氣を とめて それ を 見る とい ふだけ の 興昧を 喚び 起す ので ある、 注意力 を 多分に 

ひきつけ るので ある。 其の 結果と して、 吾々 は 只 輕く讓 みなが して は氣 のっかなかった 細い 點に迄 立 入って. 其 作物の 力と か 

昧 とか！ Sn ふ もの を 感じ 得る。 か i る 意味で 吾 々は 日本 物よ も外國 物に 却って 强きカ を f る。 つまり 外國の 臭昧、 卽ち, 4 


ともよい とい ふ議を 主人公に させて ねる。 併し 之れ はおの づ から 別の 題で あるから 玆には 省く。 要するに r 人形の 家』 S 據入 

問題 は、 出發點 であって、 歸着點 では 無い ので ある。 (明殆 3： 十四 年 九月) 
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ゐる。 一. はむしろ 男性に 訴 〈靑 年に 訴へ、 一 は 女性に 訴へ. 中年者に 訴 へる。 從 つて 其の 問題 を 痛切に 感 する 者の 種類 は逮ふ 

かも 知れん • 

『人形の 家』 は イブセンの 社會 劇の 初期に 馬す る だけ、 I  ニケ所 まだ 舊 式な 所 も あるが、 全 賴 に 於いて 作者の 剌的 手腕の R 

も 見事に 現 はれた 一 つで ある。 一 部 * 々の 現 實を失 はないで、 而も 心理の 變化 自在 を 極めて 居る。 凡そ ョ la ツバの 近代 剌 

中、 此の 作の 女 主人公 ほど 演じば えの する もの は 無から ラ。 最後の 幕、 ノラの 覺醒 以後 は、 一 方觀 念の 露骨に なり 過ぎる 恐 

れは あるが * 1 方 其の 智識 的 情熱と でも 言 ふべき ものに 引き すられ 行く 力 は 凄い 程で ある。 ゴッス 氏が 言 ふ 如く 人生の 內的 

露 莨の 凑慘 強烈な 力が 吾々 を 動かす ので ある。 西洋で 此の 作が 婦人問題に I 紀元 を 作った 如く、 我が 邦に も、 十分に 演ぜら 

れ、 十分 忙理 解せられ. -ば、 婦人問題 は此 所から 又 新に 出發 する 蒈 である • 

霄 ふまで もな く 此の 作の 提供す る 問題 は、 個人と しての 女子と いふ 解放までの 論で ある。 一旦 解放せられ.； i 個人が 自ら 動 

いて 何れの 万 面に 行くべき かとい ふ 解答 は 此の 作に 含まれて 居ない。 幕切れに 下から M えて 來る 大戶の 響き は、 やがて 解放 

せられた 婦人の 前途に 對 する 謎で ある。 

西洋の I 評 家 は 最近 イブセン を 評して 社會の 啄木鳥 だと 言った。 つまり 腐朽した 所 を 見つけて は それ をつ i き 出す とい. ふ 

意味で ある。 是れは 近代の 作者に は 皆 幾分 かづ- 存 する 特質で ある。 此の 『人形の 家』 では、 イブセン は 社 會の現 制度の 腐朽 

した 點を啄 き 出す と共に、 其の 腐朽 させられた 婦人と いふ ものに 同情し、 全世界の 婦人に 代って、 萬 丈の 氣焰 を擧 げた 形ち 

である。 例の 有名な 臺辭 「男が 名譽を 犠牲に は 供し ない」 「それ を 何百 萬と いふ 女 は 镜牲に 供して ゐ ます」 とい ふ 痛烈な 句な 

どが 其の 頂 貼に 達した 1 つで あるから、 之れ に對 して 夫の 婦人 搛 ひの スト リンドべ ルヒ は*„© 本の 中で， 婦人に 名 # お 無 V 


『人形の 家』 雜 感 

イブセンが 日本へ 轺 介せられ たの は 可な り 早い事で ある。 其の 飜譯 のまと まった もの は、 高 安月 郊 君の 『人形の 家』 の譯 が 

早稻 田の 出版部から 出た の を 最先驅 と 見ねば なるまい。 あの 時代 を假 りに 我が 邦に 於け る イブセン 研究の 前期と すれば、 後 

期 は イブセンの 死んだ 時 『早稻 田 文學』 で イブセン 號を 出し、 其の後 龍 土 會の文 S? 連中で イブセン 研究 を やった、 あれ 等が 

發 端と 見て よい。 其の後 イブセンに 關 する 評論 も 翻 譯も糗 々出た が、 私み づ からの 關 係して ゐる 方面で は、 早 稻田大 畢の文 

科で イブセン 研究 を 初め 坏內 氏が 受持 たれ、 次いで 中 村吉藏 氏が 受 持って 今日に 及んで 居る。 また 同大 舉の 出版部から、 シ 

ェ ー クス ビヤ 傑作 集、 近 松 傑作 集と 並べて イブセン 傑作 集 を 出す ことにな つて、 それ は 私が 引受けて ゐる。 

舞蔡に 上った イブセン として は、 通俗的 翻案 は 別と して、 やはり 自由 劇場の 『ボルクマン』 が 第一 である。 其の W 來榮の 如 

何 は 別と して、 あれ はたし かに 我が 劇界に 於け る 記念 的 事件であった。 そして 今度 文 藝協會 で 『人形の 家』 を やる のが 其の 第 

二で ある。 

『ボルク マ ン』 は 思想に 於いて 老年 靑 年の 生と いふ 問題 を 中心とし、 『人形の 家』 は 女子の 自覺 開放と いふ 問題 を 中心とし V/ 


I  さセ六 

iLII 同時に、 それが 凡て 明に 新と いふ 形容詞 を f るに r もの rir の urjr 

ば lis しく 分化 S にあき で t  。更に g 更に 深く  I の 奥に 分： ruui^ur に こ. 

二 晕來の I といへ ども、 すぐれた もの は 固より I 蠢の 外に 出で ない と共に、 0nflf 

な rpi に f 人逢攀 るに 11 で til い。 it し irp^ 

I  ilpuur れ ない。 な此 iif す 様式が 分化し i。  illlli 

：：た 氣：： rr 風 ri は、 IIII  liliii る。 藤 

村、 花 袋 は 此の 不滿 な囊 Gf 忠實な II 描 I である。  i それが 後 こ は 同じく 現實の 中で 

も需. 新 lillil やうと する 傾 I はした。.； 感 f つ.：.；： u^il と 群 

はれて 來た。 中には わざく 現實を破 つて 而も 現 f 離れまい とする t な 好み もあった 而 して SCUMU;^:^,. 

pis. 皆 それぐ に 此の 何れ かに 向って 精進して ゐる。 f にして si ぐに 分化： 此 L 

凡 じて お が眞の生活 に徵す る深さ がー 一一 I 幾何 を 加へ たかは 疑問で ある。 II  S  J 

此 等の 凡て を 通して Mt- 力 さお f  き ド。 fc^.-, 沂ノ  がな つて 其の 自由 を 試 

味で 更に 新しい I 的 彥が秦 の 諸家から も 未來 の 霞から も 生ぜん こと 墓む 殊に 新しい 夭 才力 立って 其の 

ひべき 道と 機き と はこ \ にある と 思 ふ。  - U  y 

i 譲 張の 初に あたり、 霉は 先. |壇に對し£上の ill り 返して 置く。  11 


我が 文揸は 再び 薪し いもの-自由に 崛 起し 得べき 秋と なり かけて ゐる。 自然 派の 與 つて 以来、 舊權に 封す る 新樓ひ 自由 は 

全く 確立した。 そして 藝 術が 眞に 現實の 人生と 接稱 すべき 大道 も、 地なら しだけ は出來 た。 文 擅の 新人が 手に 唾して 立った 

の は 其の 時で ある。 それから 三 四 年が あ ひだ、 當初 全くの 亂 世であった のが、 漸く 自然 派に よって 統 一 せられ、 秩序 を 回復 

して 来る と共に、 文 擅の 顔ぶれが 極まり 過ぎて 來た。 鼓に 於て 再び 天下 は 漸く 變を思 ふやう になった。 

斯く して 最近の 現象 は、 再び 此の 固定し かけた、 狀勢を 打開し やうと する 努力と 希望と を 示して ねる。 新人の 自由が 再び 

試みられ 得る 機會に 近づいて 來た。 花 袋、 藤 村、 白鳥、 秋 聲* 荷 風 等と 覇權 を爭ふ ものが、 もっと 奮起し なくて はならない。 

た e 今回の 波 欄 は 前回のと 程度 を 異にして ゐる。 四 五 fe. 前の 變革 は、 もっと 极本 的であった。 今度の は 同じ 風路の 上に 起 

伏す る 波瀾で ある。 現實 とい ふ 一語 を 自然 派の a 調と すれば、 幾た び 盛り返しても、 此の 某 調 を 離れない 所に のみ 腐の 價値 

を感 する。 凡て 此の 某 調 以内の 波瀾で ある。 けれ 共 波 潤 は 途に來 た..？ る を 得ないで 

： されば 新 自然主義 もよ い、 薪現實 主義 も..^ い、 乃至 新！！ マ ？-チ シズム 、も 新 印象主義と、 新 神秘主義 も、 皆 脚 を現資 に着抄 

1S£H 義の 分化と 新 及 保  ,  34* ま 


• 丈 藝 《t  w  ま 七 

れ ども、 耍す るに 近 松の 世話物 は 何れ を譌ん でん 心， 劇で あるが * 讀んだ 後と で 人間 ひ 本能の 力が 實に 恐し い 強い. ひで 4§ 

ると S ふ 感じ を 起す よりも、 寧ろ 遠った 氣持を 吾々 に與 へる。 近 松を讀 むと、 酸 5 も 甘い も P 分けた 年を取った 人の 人生 觀 

其 結果と して 全體の 釣合が 取れて、 決して 本能 一 途の 力に 書いて ない、 また 道德 一途の 力に も 書いて ない、 全 艦の 調子が 兩 

方の 釣合が 取れて 組合せて ある。 而 して 最後の 括りに、 何時でも 道徳の 勝利と 云 ふこと を 3^ はしめ る やうに 書いて あ t^。 西 

洋のは 木 能 勝利の 聲 であり、 近 松の は道德 勝利の 聲 である。 『波の 鈹』 で すら、 後半 は 明に 道德 最上 權と いふ 感想が 歌って あ 

るの だから、 他の ものに なると 尙 さう まふ 調子が 餘 計に 出る。 『女の 腹切』 で.^ 『曾 根 崎 心中』 でも、 本能が 極端に 發 現して 其 

結 築 悲劇に なった と 云 ふよりも、 所謂 義理と 人情との 衝突、 併しながら s: 義理 は 人情よりも 高貴な ものと いふ 全體の 調子- 

たろ こと は爭 はれない。 結局 死ぬ るまで 道德が I 貫せられ てゐ て、 讀ん でし まった 後と で道德 勝利と いふ 感じが 起る。 尙此 

點 では 西 鶴 を も 比較した いと 思 ひました が 略してお きます が、 要するに 西 鶴 は 近 松と 遠つ てむ しろ 本能 勝利の 聲の 方で あ 

る。 恐らく 是 等の 事 寛 は元祿 の社會 では 本能 的に 行 はれて ゐ たの を、 西 鶴は寫 a; に 撮って 《^ せて 吳れ た。 た 彼れ にあって 

は 近代の 歐 洲の藝 術の やうに 本能 勝利の 聲と云 ふ ほど 强く 自覺 した 感想でなかった。 

之 を 要するに、 ダヌン チヨ ー にあって は、 本能 勝利の 聲、 それから 惹き 起す 人生 問 題、 現在 道德の 改造と いぶ やうな 感を 

超 こさせる し、 近 松に あって は 根本に 於て 皆 普通の 道 德に從 つて 居る。 『曾 根 崎 心中』 でも、 『波の 鼓』 でも、 『おさん 茂 兵衞』 

でも、 『lk の 網 島』 でも、 今更に 本能 力の 强大 なのに 驚き 之 を 押へ つけろ に 極って ゐた、 現在の 道德の 上に 考へ 及んで 來た深 

い 問題に 入る とい ふ 感じ は 少ない。 是が兩 方の 作の 與 へる 听の 印象で ある。 (明^ 四十 四 年 八月 講演 筆 K) 


四 近 松との 比較 

. そこで 以上の 封 照と して 近 松 を 持って来たら どうか- 近 松の 作 二十 幾篇の 心中 劇 を謓ん で、 前に 言った やうな 意味で 本能 

の 熱い 息 を 呼吸して ゐる もの は 何 •  であるかと まふと、 案外 少 いので ある。 其 所が 卽ち兩 者の 遠 ふ 所以で あるつ 私が ちょつ 

と 思 出す 範圍 では 『堀川 波の 鈹』 が I 番 比較的に 本能 的な ものである。 大體の 筋 はお 種と いふ 女の 夫の 留守に、 鈹の 師匠が 來 

て、 女 は それに 酒を飮 して 居ながら、 自分 もなかく 大酒 飮み である。 到頭 其 晚に鈹 の 師匠 は 泊った。 所がお 種に 横戀 慕し 

-て 居る 或る 士が來 てお 種に 無 體を言 ひかけ る、 女 は 途方に 暮れて 騙して 歸す 積り で、 明日 は 其 意に 從 ふから 今夜 は歸 つて 吳 

れ とい ふ。 別室に 居た 師匠が 聞 兼ねて、 本當と 思った のでせ ふ。 取敢 へす 女郎花 か 何 かの 讅 の 文句 を 口す さんで、 暗に 人が 

知ったら どうす るかと 諷する。 是れを 聞いて お 種 は 驚いて、 今の は 騙す ための 嘘 だと 云 ふけれ ども、 斯う 云 ふ 所に 居る の は 

汚れ だとい つて 師匠 は歸 らうと する。 お 種 は 今の は 冗談 だが、 さう 云 ふこと を 聞かれた 以上 は 私の 恥で あるから、 是非 人に 

肯 つて 吳れ るな と 云 ふと、 男 は、 私 は 言 ふまい が 外から 知れたら どうす ると 云 ふ • つい ふらく となって 男 を 引 寄せ n 止め 

の 積り で 身 を 汚す。 それが 原因に なって 二人の 不義の 戀 愛が 結ばれる ので ある • 

. 斯う 云 ふ 風な I 種の 錯誤 を 使った 芝居 は渾山 ある。 おさん 茂 兵衞、 共 他 も 皆 I 種の 行 遠 ひから 肉體 上の 關 係が 出 來て、 切 

もに 切られな いとと になって 身な 亡して 居る。 『波の 鈹 J もさう だけれ ど. f、 鬼に 角 女の 方から 意識して 男に 身 を 許す、 前 か 

ら 夫が 留守で 5^ しい 女の 氣持 などが 曾 はせ て ある、 本能の 息が 利かせて あって、 終に 「ほどけば 解く る 人 ご i ろ 、酒と 色と 

ぉ氣も 亂れ、 誠 Q 戀と はなり にけ り」 とい ふ 句に 道德を 切り捨てた 意が 見えて ゐる • 是 などが 最も 本能 的な 戀愛 である • か 

s 松と 束 西.^ 中 劇の 比較  HI 七 S 


意味して 居る かと 云 ふと、 疑 もな く、 是は 人間の 本能が 罌を 奏した 聲 である。 今 迄は 色々 な 事情が あってな かく 男女の 

關 係が 其 所 I 行く も Q でな 5、  I 苦し 5 世の中であった が. J 切 I つて 二人が 最後の 接吻 をした 其嚣に はもう 何 

もない。 其 瞬 問に は フランチ ュス 力の 心に は、 其^^に燃ぇて居る本能がー切を支配する。 今迄 持って 居った 有らゆる 苦痛 悶 

え は、 フランチ H スカ S から 奇麗に 拭 去られる。 本能 勝利の 聲が 聞え る。 全體の 調子から 言っても • 暖國の 強い 日光、 澄 

んだ， 靑 い 海、 若い 人生 • 血、 暴、 有らゆる Is 中から 溢れて 來ろ 香 ひ、 氣持は 何で あるかと f と、 耍す るに 高い 

本能の 息で ある。 バオ C は 無論の こと 申 分の ない 勇士で ある、 フランチ H スカも 同じ I、 戰 場で 敵 を 仆す男 士は私 を 愛す 

る けれども、 閤 討に 人 を 殺す 人間 は 嫌 ひで あると 云って 弟 を 戒めて 居る、 極めて 立派な 婦人に 出來て 居る。 何等 道 f とに 決 

點 のない 女で ある。 パ才 U が 接吻 をし 力 時に も、 否、 パオロと 言 ひながら 後ろに たぢ くと なって 氣 絶した， 此 立派な 婦人 

でありながら. 一面に は 矢張り 肉に 縛られて 居る。 本能の 肉に 紫ら れて、 熱い 息 を 以て. 熱い カを以 つて 周圍の 切 破 

らうと 藻が く、 それが 最後に 至って 始めて 有らゆる 周 圍の制 f 切拂 つてし まった。 切拂 ふと 同時に I は 亡びなければ な 

らぬ、 自然の 運命に 從 つて 行った。 斯様な 風に して 人生の 本能の 力と 云 ふ もの は 抵抗す ベから ざる 一大 勢力で ある ことが 解 

力る。 我等 は此ま 如何に 蠢 すべき か。 § 確に ダヌン チヨ 12S して 書いた 問題で ある。 人生の 肉の 力、 本能の 力 を 

書いた ので あるから、 此 事が 善い か惡 いか、 道徳上 どう 云 ふ 値 打 を 持って 居る かと 云 ふこと は 批判の 外にして、 それ ま 慕、 

の 見方、 人生の 見方で 解釋が 付く のであります から、 私は此 所で 本能の 勝利が 直ちに 人生の 議 であると 謹す るので ない 

私 はた |實に 作が 傳へ If ま で， ます。 而 して 作者み づか らも 決して 是れが 人生 I 後 S 釋で あると して 

は 描いて 居ない。 ダヌ ンチ ー は 寧ろ § を提 W して ゐ るので ある。 


Ism 此 想- 又は ii は 何 s つて 居る かと 云 ふこき 見ようと する に 

は、 ， i、  二 幕、 i と 讀んで 行って 感じて 来た 事 巧 管？ なって 明白に 說 明せられ る、 郎ち前 I つた 兩人置 

を 語る 文句の 中で、 二人とも 感極まって 淚を 派しながら 女が、 

 Yon  liave  awakened  me  from  ip.  I 

Freed  me  from  every  auy さ ish. 

It  is  not  irniug  yet, 

Jhe  stars  Imve  not  gone  down  into  tne  s? 

Jhe  Bgpmer  Is  not  over,  and  you  p^o  mine, 

A。d  i  i  am  all  yonrB. 

And  this  is  perfect  Joy. 

The  passion  of  the  azdsr  of  our  life. 

卽ち 「御身 は 我れ I りより 醒 まし 給へ り、 我れ を 凡ての 愛より 切り放ち 給へ り、 朝に は尙 程遠し、 § 未だ 海に 沈み 行 

かす、 S は尙 逝かで あり、 而 して 御身 は 我が ものと なり， 我れ は 身 を 擧げて 御身に 捧げぬ、 限り無き 喜び、 我 一 生の あこが 

れの情 は 是れ なり」 とい ふので ある。 

無論 藝術 品であります から * 一  つの 言葉 を 採って 是が 作品の 思想 だと 云 ふこと は 言へ ない 譯 であります。 た.^、 讀 んで此 

句に 至って、 始めて 今迄 物 かに 壓 せられて 居る と 思った のが 是 であった なと 合點が m 来る のであります。 どう 云 ふこと を 

ケ i  :..  •  ゆ， の ^  ト！. 一.；：..；—：  ，；.  .  . 


文蓊 1&  *l  so 

た。 バオ ti が l^: を 離す と， 女 は 今更 0 やうに 驚き 立ち上って、 後ろに たぢ くと なり 氣絡 せんとしながら No.  rjlo! とい ふ、 

それが 三 幕の 終りで ある。  • 

第 四 幕で は、 マラ テス 家の 三番 目の 弟 マラ テス チノ ー が、 戰爭で 以て f 方の 目 を 傷け たの をフラ ン チェスカが 親切に 介抱 

してやる。 それが 仇に なって 其 弟 も 嫂に 思 を 仕掛け. 頻りに 挑む けれども フラン チェスカ はきつ ばり 撥 付けて 應 じない。 そ 

れを 恨みに 思って 此 所で パォ B と フラン チェ ス 力と^ しいと 云 ふこと を 兄に 告げ口 をす る。 そこで フラ  > 'チ M ス 力の 夫た る 

ジォ， ワン 一一 ー は 今夜 餘 所に 行く と 云って 出て 行き • そっと 歸 つて 様子 を 見て、 若し 腐 糞で あったら 成敗し ようと 二人 相談 を 

して 出かける。  . 

第五 幕 は、 前の 緣 きで 破烈の 幕で あ 夜 フランチ H ス 力が 頻りに 夢に K はれて 居る。 腰元 共 は 心配して 傍に 來て 起して 

居る。 渐く 目が 覺 めても ぅ宜 いからと 云って 女 共 を 退かす。 其 前に バオ 口が 忍んで 來て 窓の 外に 立って 居る こと を 知った の 

で、 膝元 を 退かした 後 • 戶を 開けて 男 を 入れる 。さう して 相 擁して 前の 戀の續 きを 語る。 此 所で 以て 此 芝居の 一 篇の落 想と 

思 はれろ 所に 打 突かる ので ある。 それ は 後に 言 ひます。 そして 二人が 戀愛を 語りつ i ある 所へ 夫が 周章た しく 戶を 叩いて 

飛込む、 隱れ ようとす る 男の 欝を引 寄せる、 女 は 周章て i 中に 入る と、 剌 されて 倒れん として 「バオ a」 と 男の 名 を 呼ぶ のが 

最後で ある。 倒れん とする の をパォ a が 抱いて 熱烈な 接吻 をす る、 之 を 兄て 夫が 愈々 怒って 第二の 刀 を パオロの 横腹に 刺す 

と •  二人 抱き合った 傣 倒れる。 ジ才 ダン-一. 'は 刀 を 敷き 折って 其 上に 屈む • とい ふの が 最後の 段取りに なって 居る。 

三 本 篇の落 想 


ャ チックの 靑ぃ 光った 海が 見えて 居る。 春の 彌生祭 をしょう と 云 ふ 時で あるから. 南國の 暖かい 光線が 家の 中に 一杯に なつ 

てゐ る。 極めて 華 かで、 前 幕の 鐵 砲の 音 や 矢 叫の 音の 凄 さと 打って 變 つて、 - 人の 心 を そ、 る やうな 光景の 中で、 膝元 共が 色 

；歡 樂に滿 ちたこと を I て 居る。 其 中に フラン チェスカが 出て 來て I に 纏頭な ど を やる。 矍は 喜んで 座敷に 入る。 フ 

ラン チェスカが 自分 一入と なった 所へ パォ" が來 て、 此 所で 以て 芝居の 中心た る 二人の 戀 愛が 全く 成立す ろので ある。 其 1^ 

. にパォ 。は、 前の 年の 暮フ レンスに 大使と なって 行った が 春 早々 歸 つて 來 て久. -で 物語 をして 居る ので ある。 軍の 時の 

/ 凄かった 話な ど 色 t て、 ，二人の 話が 熱する と、 女の 傍の 机の 上に 本- I いて ある。 それ は 先き に 申した 『ランスロ ッ 

. ト物語』 の 本で、 フラン チェスカが 先 f でも I つて 居た ので ある。 其 所に パオロ I いて、 共に 其 本 I んで、 遂に 其 

の戀 愛が 本物に なって 了 ふので あるが、 元來夫 ある 女との 關係 であるから、 さう 云 ふ戀愛 は容. ^に は 成立 させられない。 さ 

う 云 ふ 場合に は 何時でも 作者が 道具 を 使 ふ。 併し $f では 勿論 昔からの 傳說 の事資 がさうな つて ゐ る。 近 松の 『波の 鈹』 を. 

ると i と 鼓の 師匠と sils 人が 挾って、 是れと 酒と が 道具に なって 天に 不義 をな さしめ る。 何等.^ 道具 を 使って 接近 

し 難い 二人の 仲 を 接近させる、 是 は藝 術 上の 一 つの ァ 1 トと 云って 宜ぃ。 フラン チェスカ 物 I 劇に. した もので は、 近代で 

は 今一つ イギリスの ス T プン、 フヰ リツ ブスの が あるが、 是れ では 此 場を たしか 花園の 中と してあった。 

さて パォ n と フランチ H ス 力と は、 二人で 椅子 を 並べ 額 I し 寄せて、 ランス 5 トが T サ 1 王の 妃に戀 を 仕掛ける く 

だ if で 居る。 段 i 文句と 共に 情が 熱して 來て、 彼れ I 句 此れ 一句、 I は髙 まり、 色 I り、 聲 I れて、 終に 其 

. 後の 句 「斯くて 女 は 男の 頭に？ かけ 引き 寄 I、 靜に其 口に 接吻せ り」 と 5 所まで 來て、 男 は讀 みながら 其 文 S りに 

女 を 引 寄せて 口に 接吻す る、 是が 二人の 戀 愛に スタンプ を 張られた 瞬 問で ある。 是れで 二人の 不義の 戀が 完成して しまつ 

近 松と 東西 $ 劇の 比軟 
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チヱ ス 力の 匹 偶の 人になる、 實に 能く 似合った 夫婦で あると 云ふ嗥 をして 居る。 フラ ン チェスカ は 其 所に いて ゐる 赤い 蓄 

俊 を 一枚 取って バオ a に 捧げる と 云 ふやうな ことが 書いて ある。  . 

第二 幕になる と、 フランチ H ス 力が 結婚 をした 後で ある。 自分が 結婚した いと 思った パオロと は結娇 が出來 すして、 兄ジ 

オゾン a 1 と 結婚 をして、 パォ a に は 嫂と なって しまって 居る。 折し も 町の 中に 絶えす 血 腿い 騒ぎが あって、 ゲル フ黨 とギべ 

リン 黨と軍 をして、 鐵 砲の 音が する、 矢の 飛んで 来る 音が する、 火が 其 所 等に 燃え上がる。 極めて 騷 がしい、 人の 心 を絕ぇ 

す與 奮させる やうな 背景、 非常に 埶ー烈 な 感じ を懷 かす やうな 有らゆる 背景が 使って ある。 フランチ H ス 力の 家に 槽 があって 

此 所から 軍 を 見る と 云 ふ 場面で 頗る 凄い 光景で ある。 フラン チェスカが そこから 軍 を て 居る と、 其 所に パオロが やって 

來て、 共に軍を見ながら色々な話か，：？^て昔しの思出語りをして、 さう して 切なる 心中 を 打明けて、 フランチ ュス 力に 自分 

の 懸愛を 語らう とすると、 フランチ H スカは 精神 を 汚す 前に 死んだ 方が 宜 からう と 云って 更に 精祌を 打明ける こと を 許さな 

い。 そこで パオロ は此 思が 叶はないなら 死んでも よいと いふので 打 死 をしょう とする。 此 櫓に は 窓が あって、 窓 を 開けて 敵 

を 目掛けて 矢 を 射出す やうに なって 居る。 フランチ M ス 力が 紐 を 引 張って 窓 を 開ける と、 バオ B が 兜 を 被らないで 敵 を 射つ 

て奢戰 する。 そして 敵の 大將を 見事に 射て 落す。 大變 喜ぶ と共に フラン チェスカが、 それで は 愈々 あなたの 運命 を 試め すと 

1K つて 窓 を 開けて 居る と、 ^して 矢が 飛んで 來て バオ a の 髮の毛 を 掠める。 女 は 今； 史の やうに 驚いて 男の 頭 を 抱く。 之が 二 

人の 戀 愛の 第二 歩で ある。 左様に して 段. T  二人の 仲の 接近して 行く のが 第二 幕。 

それから 第三 幕 は、 フランチ H ス 力の 部屋 中で、 是が 最も 有名な 幕であります。 例の 通り 極めて 美しく 華やかな 背景で、 壁 

整が 強い 色で 一 杯に 描いて ある。 其蠻題 は卽ち 前に 言った トリスタンと イソ ルデの 物語で、 さう して 窓 を 開けば 例の アド y 


校の みで はない 古い、 時代と 新しい 時代との 比 f  2 ことに もな？、 大分 比較の S が複雜 になります。 東西 i とい 

ふよりも 寧ろ 古今 心中 劇の 比較と いった 方が 一 曆 適切 かも 知れない。 

パオロと フラン チェスカの 心 ゆ 物語の 大 f 先づ 言って 見る と、 當 時の 伊太利 は 小 I、 小 戰爭の絡 えす ある 所で、 中に 

も 例の ゲル フとギ ベリンと 云 ふ 二つの 黨派 が此リ 、、、二 地方で 結えす 政治 上の 爭鬪を やって ゐた。 其 一方の ゲル フ黨 中の 讓 

の 娘で、 土地 第 一 の 美人と lis れた 5 ンチ H ス 力と 5， 婦人 を、 マ ラ テ ス §,n ンブ ン-ー -. が 細君に 賞 

ふ。 此 男よ 跛と 渾名 せられた 不具の 醜男で ある。 其 弟の パォ P は 叉 兄と 打って 變 つて 養子と 歌 はれて 居った。 斯う 云ふ 關 

係で あるから、 まな 俾說 はあり ますが、 結局 嫂と 弟と が戀 をして、 それ を 兄 S 付けて 遂ち 一人 を 刺殺して しま ふ。 極簡 

f 筋で ある。 材料 は 何れにしても 似た ものでありまして、 曰 本の 近 松の 心中 物で あっても、 囊を 調べて 見れ f 似た や 

うな 事柄が 行 はれて 居た に逮 ひない が、 之 を 豪 者が 取扱 ふ ときには、 其の 文 I の 人物 や、 知識 や、 人生 觀ゃ、 また 其 時 

代の 傾向 やで、 それ， <\ -逮 つた 文舉 になる、 此 所が 猛の 比較して みょうと 云 ふ 中心の 耍點 である 0 

一一 ダヌ ン チヨ I のパ ォ 口と フランチ M スカ 

極 ざっと 話 をして みると、 此 ダヌン チヨ 1Q 芝居 は 五 幕から 成立って 、第一 幕 はま. た フラン チラ 力が 自分の 親の 家に 居 

て 初めて パォ n 貪る ことが 書いて ある。 さして 伊太利の ことで あるから 美しい 背景で、 壯大 I の 明るい 廣ぃ 窓から は、 

南に 靑ぃ海 を 見下し、 腰元 共が 音樂を 奏して ゐ るの も 聞え る。 光線の 極め て强 く 晴れぐ した、 氣 候の 暖かい、 蠻靑く 澄 

渡って 居る、 色彩の 極めて 豐 富な 暖國の I。 其 中で フラン チェスカが 初めて パオロ を 見る。 腰元が、 あの人が 今に フラン 

置松 と 東 中 劇 ©=SSK 


文 《 評 癆  三 六 六 

ふ 話 を 叔父に する。 それで は 嫁 (叔父 自身の) に 貧 ひたいと 云 ふこと になって， トリスタン は又迎 への 使者と して 行って ィゾ 

ルデを 本國に 連れ 歸る。 叔父の 命令で ある けれども 初めは 互に 愛した 仲で あるから • 女 は 男の 無情 を怨ん で、 復 II に 男 を 殺 

し， 自分 も 死な ラと 思って、 歸途の 船中で 毒藥を 男に 飲ませよう とする。 所が 腰元が 此 所で 主人 を 殺して はならぬ と 云 ふの 

で、 態と 毒 藥と戀 愛の 藥と變 へて 飲ませる。 二人 は 忽ち 死ぬ 代りに 非常に 熱烈な 戀 愛が 更に 燃 上って、 本 國に歸 つてから も 

1 一人 は 不義の 戀愛を 緩け て 居った i め， 終に 叔父に 見出されて 殺されん とし、 ... 1 旦は赦 された が 結局 兩人 一 處に 死ぬ ことに 

£ が V* ぎ f ち 

なる。 一種の 妻 敵 討の ゃラな 仕組で ある。 

是は 專らヮ グナ， がォ ベラに 仕組んだ 筋 を 主として 示した ので ある。 又 序に 今一 っ附加 へれば、 是れは 前の 三つ 程に 多く 

文 藝の村 料に されて 有名で はない が、 併し 同じ 『ァ ー サ， 王物 語』 の 中に あって 有名な 心中の 小說 で、 是れも フランチ エス 

力の 心中 談に は必す 出て 來 るので あるが、 ランス a ット とい ふ 勇士が ァ— サ ー 王の 妃に戀 を するとい ふ 筋で ある。 

さて バオ！！ と フランチ H ス 力の 事件 は、 凡そ 十 一 二 世紀 頃に 伊太利に 起った 事實 であって、 初めて 此 事柄 を 文字に 現 はした 

の は、 例の 有名な ィ タリ ー 十四 世紀の 大 詩人 ダンテの 神曲、 地獄の 卷の 中に あろ。 極 簡單に 十 行ば かりで あるが、 併しな が 

ら 非常に カ强く 後世に 傳 へたので す。 ダンテが 地獄 廻り をして フランチ H ス 力の 亡魂に 出合 ふと、 フランチ H スカ は、 まあ 

聞いて 下さいと 一; ム つて 自分の 物語 をす る。 其 文句が 有名な 文句で、 ダンテの 神曲の 中で も 有數の 文字で ある。 後世の 數 限り 

ない フランチ H ス カ文藝 は、 皆此 ダンテの 句 を 色々 に解釋 したり 潤色した りして 使って 居る のであります。 今 話す ダヌ ンチ 

ml- の 物 も それの j つで ある。 

元来 今日の 作者た る ダヌン チヨ ー の 作と、 二百 年 前の 而も 日本の 近 松の 作と を 比較し ょラ とい ふので あるから、 束？ I の 比 


、む. 6.^ の 最も 好い 例で あるき 

それから 今 I づは 『パォ II、 エンド、 フランチ M ス 力』、 是も 男と 名と 女の 名 を 甘した もので ありま 今日 取 a して M に 

引いて みょうと 思 ふの は、 此 最後の 例であります、 卽ち是 はすつ と 思 切った 新しい 近代の 作であります。 ィ タリ ー の 現代の 

作家 ダヌ ン チヨ ー の 書いた 『フラ ンチ H スカ、 ダ、 リ クミ |-』 と 題す る 芝居 を 例に 取って、 稍 詳しく 言って みょうと 思 ふので あ 

ります。 

兎に角 『0  メォ *」H ンド、 ヂュ リエ ット 』、 『ト リス ダン、 ゥ ント、 イゾルデ』、 『パオロ、 ェ ンド、 フラ ンチ M スカ』 。此三 

つの ものが 先づ 西洋の 文藝 中で は 最も 有名な 心中 物の 材料で、 鎗 にも 害 かれ、 歌に も 作られ、 物語に も 持 へられて ゐる。 此 

中の 『a  メォ、 エンド、 ヂ ユリ エツ ト』 の 事 は 省いて 置きます。 『トリスタン、 ゥ ント、 イソ ルデ』 に 付て I 言 申す と、 古い 

傳說 でありまして、 色々 說 があります が、 『ァ ー サ ー 王物 語』 と 云 ふ 有名な 千年 も 昔の イギリスの 傳說 があります • あの 中に 

あるの が 本で あると 云 ふ說が 一番 普通の やうであります。 暫く それに 從 つてみ ますと、 此 物語 は 『ァ ー サ ー 王物 語』 の 中で 

も 非常に 有名な I 節でありまして、 丁度 私が 例に 引かう と 思 ふ フラン チェ ス 力の 芝居に も 中に 引いて ある 一 つの 出来事で あ 

ります が、 何でも ァ ー サ r 王の 矢張り 武 土であった 所の トリスタンと 云 ふ 男、 是は 英吉利の コ ー ンゥ オルと 云 ふ 所の 王様の 

甥で あるが、 或 時に アイルランドの 或 勇士と 決闘して 共 勇士 を 殺して しまった。 所が 勇士の 愛して ゐる 女に イソ ルデと 云 ふ 

美人が あって、 トリスタンが 其 勇士 を 殺して 自分の 疵を 水邊で 洗って 居る 所へ 其 女が 來て、 それと 知らす に 介抱す る。 結局 

自分の 愛人 を 殺した 男で あると 云 ふこと を 知って、 怒って 復饕 をしょう としたけれ ども、 其 男に 對 しての 戀 愛に 捕 はれ 

てし まって、 自分の 愛 入 を 殺した 男で ある けれども それに 愛 を 寄せる。 共 中に 男 は 本 國に歸 つて イン ル ギ の 美人で あると 云 

お 松と 東西 心中 鲷 Q 比較  U1 六 £. 


力/ \ 多く、 且つ 重要な ものに なって 居る ので あねます •  . 

所が 日本に 於て 近 松の 晚年 になって 書いた 所謂 世話 淨 瑠璃の 方、 あれが 始ど 二十 幾篇 凡て 心中 劇と 云つ i いので ありま 

す 。西洋の 方で も 心中 卽ち 情死 處ふ 現象 は、 無賺術 の 中に 入って 來る。 最近 藝 術の 中には、 、い 中と いかぬ まで も、 少 

くと も 心中に 近い やうな 條 件の 具つ た藝 術が 澤 山あります。 た，. 古い 所では それが 比較的 少 いやう に 私 は 思 ふので あろ。 

は 色々 な 理由が ぁリ ませう 0  マ さ J> 

西洋で は 第 I  in. 着 敎以來 神意に 逆って 自分の fs 一  の 籠と なって、 餘り 自由に 行 はれない と 云 

ふ^が ある。 自ら 死ぬ ことが 少く なれば、 從 つて 心中と is ことが 妻 さう 起らない 譯 であります。 X0U 

內 i 事に して、 變に傳 へない f  く。 從 つて 自然 さう 云 t のが 材料と なった 霧 も あまり 作られぬ 黧 となった； か 

も 知れない。 けれども 其 中に 於て 尙 且つ 無い こと はない、 隨 分相應 にある、 それが 皆 重耍 な ものであるから 面白い。 私が 今 

鼓に 取 出す の は 寧ろ 近代の 方で あるが、 近代に は 却って 盛んにあります。 殊に 獨逸、 佛蘭西 あたりに は隨分 f ます。 

力ら 一 例 を ffi^ り 出す 前に 先づ 古い 材料の 方 を 一 言し ます。 

鼓に 人口に 5 した 西洋の 情死の 誓と 云 ふ ものが、 少く とも 一二つ 擧 げられ る。 卽ち第 5 シ T タス ビアの 作で 人の 知 

つて 居る 『ロメオ、 H ンド、 、チュリエ ット』 、是は 非常に 有名な もので、 妻 も 確に あつたの であ I して、 それ を 外の 豪 

者が ま樣々 に 文 蒙 村 料と して ゐた、 せバ 中から 沙翁は 材料 を得て喾 いたのでありまして、 『。メ ォ、 ェ ンド、 デ ユリ 5 

は 日本で 15 たらお 種 i とか、 梅 川忠兵 f お ふやう に、 男の 名と 女の 名と 組合せた ものである。 

次に は ヮグナ 1 の オペラに なった 『トリスタン、 ゥント 、イソ ルデ』 、是も 前と 伺 じ やうに 男の 名と 女の 名と 對 したので、 
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近 松と 東西 心中 劇の 比較 

1 心中、 物の 槪觀 

私の 題 は 近 松と8 心中 劇の 比較と いふので あります が、 是は 大きな 題目であります から 、，西洋の 或る 一つの 作な 中 

心に して それと 日本の 近 松 を對照 さして 比較して 見る と 云 ふ 丈に 止めて 置きます。 

元來、 レ中卽 ち 情死 は 言 ふまで もな く 男女 關 係が 中心に なって、 雲と 云 ふ ものが 我々 の 生存の 條 件と どうしても 一 致しな 

い 場合 こ 何方 か 止 i ければ なら 5、 戀 § 止す か 生 f 歩か、 f  5 ふ 場合に 何 形 i 分の 生 f 亡して しま ひ 

て 霊の 初 I 念 I す のが 心中の I である。 而 して 斯 Q 如 I 象 は 通た る 妻と して 5 新聞紙に も 見れ て來 る。 斯樣 

な 事實が 人生に 於て 少く とも 樊 事件の 一 つで ある こと は 申す 迄 もない。 戀愛は 人間の 感情中最| 大の もで 一 つで あり 

又 一 方の 春と 云 t とも 非常に 重大な 妻で ある こと 是 また 申す 迄 もない。 此 二つが 衝突して 何方 か 亡びなければ ならぬ 

と 云 ふ Q であるから、 凡そ 人生で ill 易なら ぬ 事件 はな いであります。 從 つて 斯様な 大事 S 際に は、 人間の 本 

性と か I とか 云 ふ ものが f 能く 現 はれて 來る。 それで 自然古來斯樣 な 心中 物、 情死 物 I くこと を 趣意に. し た藝 術が.. 

tils 
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又 所謂 憧憬の 藝術は 唯 共感 情に 一時の 中 休 を 求めて ねる と 言 ふ 以上、 吾 々に 何等の 深い 感じ を與 へない。 從 つて それ を 人 

生に 移せば、 唯 古い 歡樂に 耽溺して 滿足 するとい ふ H ビキ ユリア 一一 ズム 以上に 人生 無限の 靑ぃ {ST 赤い 火 を 僮 m すると 言 ふ 

やうな 深い 滿足 を與 へない。  . 

之 を 要するに 此 等の 傾向の 何れで も 宜しい から、 其の 底に もっと 全 知識、 全 存在 を根抵 から 動かす 程な 深い もの を 1 點た 

りと も 加へ て 欲しい。 之 は I 言で はなく 寧ろ 希望で ある 0  ( 明治 四十 四 年 八 ほ 談話 箏 K) 


る- 詰り 此の 一 境の 潜んで ねる となない とで、 同じ 感情が 藝 術と 然ら ざる ものとの 區^ を帶 びて 来る • 

斯様の 意味から して 藝 術に 感情の 必要な 事 は 寧ろ 言 ふ を 要しない 條 件であって、 言 ふを耍 する 條件は 却って 藝 術の.^ 識的 

意義 を 忘れろ なと 言 ふ 事で はない か。  .  - 

然 らば どんな 形で 新しい 智的藝 術が 必要で あるかと 言 ふと、 例へば 比較的 淺ぃ 意味で は 所謂 問題 藝術 などが、 西洋の 歷史 

などから 見て 如何しても 今日 迄に I 度 痛切に 社會 と接觸 して ゐ なくて はならぬ。 然るに B 本の 文 擅で は 之に 對 する 理解 は 無 

論あった し、 叉た 强 ひて 之 を 作らん とする 努力 もあった けれど、 事實に 於いて 社 會の實 情と 相應 じて 起り、 從 つて 社 會を之 

によって 動かした とい ふ もの は 未だ I つも 無い と 言へ る。 藝 術が 實 生活 を 動かす 事の 比較的に 薄い と稱 せられる 英國で すら 

古く は ディツゲン ス 以來、 又た 現代れ 新しい 作家に 至る まで、 此の方 面で 社會の 制度 文明 を 動かし 若しくは 問題 を 提出した 

ものが 運々 ある。 大陸に 於て は 勿論 共の 例が ある。 日本 も必す 一度 は 此の 意味で 藝 術と 實社會 とが 接觸 する 階段 を 通過し な 

くて はなるまい。 之 は 言 ふ i5l も 無く 藝術其 者の 社 會に對 する 地位と いふ 問題に も關 係して 居る。 鬼に 角 之が 未來を 持った 一 

の藝 術的倾 向と 見られる。 

今一 つ は、 同じ 知識 的 傾向と 言っても、 それが 常 I 曰の 解釋を 超越して 而も 否むべからざる 人生の 眞理 であると 言 ふやうな 

程度に 達した 知識、 これ は 感情と 合して 直ちに 所謂 眞の 神秘 を 形作る もので、 如何しても 藝 術が 宗教の 入口に 績 くべき もの 

である 事 を _說 する やうな 倾向 である。 少く とも 私 自ら は 斯様な 藝 術を耍 求す る。 今 在る 多数の 神秘 は 概して {41 なる 弄び の 神 

秘 である。 小 ぼけな 思 付きで i 種の 神秘 臭い 感情 を 起させる と 言った やうな 程度 以上に、 存在の 根本 を搖り 動かす 程な 大神 

秘が捉 へられて ゐ ない。 畢竟す るに 藝 術の 根 抵が淺 いからで ある。 

• ま 0 交,  111 六 1 
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生の 觀方 次第で ある。 藝術 でもって 人生 觀を 限らう とする の は 無理な ことで ある。 

けれども 玆に 唯一つ、 今の やうな 感情の みの 勝った 藝 術に 耽ける 人が あると すれば、 さう いふ 人に 對 して 知識の 勝った 藝 

術に 耽りたい 耍求を 持った 人の あり 得る 事 を 許さなくて はならぬ と共に、 同一人の 上で も、 或 時 は 知識の 藝術を 喜び、 或 時 

は感 if^ の 藝術を 喜び、 此の 兩 面が リズ ムを なして 交替す る。 詰り I 方に 飽きれば I 方に 行く とい ふ 流行 的な 傾 を 持って ねろ 

事 を 承認し なければ ならぬ。 而し てこれ は 又た 一 個人の みならす、 f 世の 趣味 傾向と いふ 如き ものに も 行 はれて ゐる 現象で 

あろ。 此點 から 見て 前に 一 11ー1！ つた 愤憬、 神秘の 感情に 重き を 置く 藝 術に 對 して、 更に 又より 多くの 知識 的 要素 を藝 術の 中に 耍 

求す る 傾向 も豫 想せられ 得る。 更に これまでの 自然主義 的 傾向が 知識 的で あつたと 假定 して、 共の 點 から 言へば、 あれ 等 は 

未だ 頗る 不十分な 深さに 於ての 知 II 的 傾向で あつたと 言つ で 差 支へ なから う。 卽ち 吾々 は 未だ 今までに 通過した e けの 知識 

的藝 術で は滿 足し 得ない。 此の 點 から 言って 少く とも 今！ 度 あ、 首 ふ 傾向 をば 繰 返す 必要が ある。 唯 慾 を 首へば、 左様な 知 

識 的の 深さと 共に 感情の 豐さを 十分に 含ませて、 兩 方の 滿足を 得る 様な ものと 言 ふ 意味で、 新しい 自然主義 なり 現 資 主義な 

り 知識 主義な りが 今 一 度 繰 返される 必要が あるので はない か。 

昔から 藝 術と 言 ふ もの- - 最後の 一 點を 研究した ものに 常に 二つの 遠った 觀 方が ある。 I は 感情 本位で、 他の 1 は 知識 本位 

である。 卒然として 上面 だけ 見れば、 何れも 本當の 様に 思 はれる。 が 結局 は 表面が 感情であって、 其の 底に 智識が 潜んで ゐ 

ると 言 ふやうな 平凡な 事に 落着く ので は 無い か。 併し 此の 平凡 は實は 人の 見 遮し 易い 平凡で あり、 動もすれば 誤解し 易い 平 

凡であって 吾 * が 藝術を 味 ふ 微妙な 最後の 感じの 中には、 必す 一 種の 特殊な 認識 作用 卽ち 何等かの 費い 眞理を こ-に 認めた 

いとい ふ 智識 的 意義が、 例へば 無類と か、 髙贵 とか 言 ふ 様な 感情の 調子に なって、 普通 悲喜 哀歡の 感情の 奥に 横 はって 居 


更に 深き ー點を 加へ よ 

當來 の文藝 とい ふやうな 豫言 めいた 意味の 事 は 到底 言へ ない が、 現在に 於て 所謂 自然主義が 行 詰った、 其の 爲 めに 何等か 

の 違った 色 合を耍 求して 来たと いふ 事 は 半面の 事實 であらう。 首 ひ換 へれば 結局 知識の 勝った 藝 術に 倦んで 感情の 勝った 藝 

術に 行きたい、 とい ふの が少 くと も 重大な I つの 意味で ある。 

そこで 現在に 現 はれつ、 ある 傾向 は 如何 かと 首 ふに、 或 者 は 其の 據り所 を 過去の 甘い 感情に 求め、 或 者 は { や： 想の 物凄い 影 

に 其の 據り所 を 求める。 之れ を 大きく 言へば、 所謂 憧 僚の 文 藝と、 神秘の 文藝と 言へ る だら う。 I 方 は 赤い 色に 憧れる 心 持 

一方， は 灰色な 暗い もの を 想うて、 其の 不可 § に 胸 を 18 ら せる 心 持で ある。 二つながら 現實を 基礎と して 寧ろ 知的な 觀照を 

主と した 自然主義 的な 藝 術に 對 して、 自. H な 感情の 世界に 入らう とする 傾向と 見て 可い。 私は此 等の 何れに も 尤もな 理由が 

あると 思 ふ。 人生 は 決して 灰色との み 一方 づけた 解 釋で掩 ふ 事 も 出来なければ、 赤い とのみ 樂觀 した 解釋で 掩ふ譯 にも 行か 

ない。 觀る 人の 心に よって あらゆる 色彩 を 持って 居る ので あろ かち 神秘に 行かう が、 愤憬に 行かう が、 要するに 其の 人の 人 

@ 来の 文 霱  lilsA 
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が、 やがて 世 S ？】 般の 風潮で あると と は 論 を 待つまい。 此の 勢で 行 妙ば、 差し あたり 此の 缺を 補ふ途 として は漢 宇の 回復よ 

り も、 假名の 利用 法 を確實 V するめが 敎育上 最も 當然の 施設で ある。 例へば 假名 文の 句讀の 切り かた 書き かたな ど. 'いふ こ 

,g が 最も 手近な 研究 事項で ある。 吾- が 假名で 充分の 所まで 漢字 を 使 ふの は、 一 つ は 句讀の 不便な 爲 である。 其の 他 斯うい 

ふ 事項 は 多いで あらう。 斯うして、 先づ 假名に 移って それから a 1 マ 字に 行くな お、 新 宇に 行くな り、 假名に 止まろ なり 決 

するとい ふ、 十 年 前の 漸進 論が 今 曰の 箕勢 である やうに 見える。 

私 は 依然として 幾多の 漢字 を 使用 せざるを得ない、 又學 生に も 依然 必 な 限り 漢字 の 知識 を 精確に せ よと 敎へざ る を 得な 

い" IE も 私み づ から 漢字 を 忘れて 行く、 また 複論 としてぬ jsi* 亡の 大 I？ 認めざる を， 得ない 矛盾で ある。 (明： lsa.HS. 八き 


漢字 を敎へ 漢字 を擧 ぶに 右の やうな 心持ちが 起り 得 やう。 それ は 到底 無益で ある 今日 Q 吾 * が 漢字に 對 する Q は， 單に 一 

種の 道具と して e ある。 而も 眼前 は 將來の 音字と いふ やうな I 歷 便利な 道具 を 眺めて ゐ るので あるから、 漢字 はほんの I 時 

の 道具、 當 座の 方便と いふ 以上に 何等の 價値を も 感じ 得ない。 此 心で 敎 へたり 擧ん だり する 漢字が 昔と 同じ 効 菜 を 生じ 得な 

い Q は異 しむに 足らない。 勿論 漢字 を說く 人の 中には、 心から 昔ながら の 尊敬 を 說く者 も あらう。 併し それ は 今の 吾々 の 眼 

中には 置いて ない。 要するに 吾々 は、 漢字 を I 生 懸命で 敎 へたり 習ったり する 氣 持が 無くなつ たので ある。 此の 根本の 氣持 

が 動かされない 限り、 幾ら 敎育 制度 を更 へても 教科書 を 改めても、 漢字 漸 亡の 大勢 は 如何と もすべからざる ものである。 舉生 

の 漢字 知識 は 日 一 2! と衰へ 荒んで 行く に 違 ひない。 た それに 代るべき ものが 基礎 を 定めない。 從 つて 亡びる もの i 亡びた 

跡の 不便 は 夥しい。 此 所に 於いて か 或る 者 は 無智な 漢字 を强 いて 用ゐ やうと する 爲 めに 滑稽な 結 粟に 陷 つたり、 或る 者は强 

いても 亡び 行かん とする 漢字 を 引き留めて、 舊き 力の 袂に すがらう とする。 所謂 過渡期の 弊害と 混亂と は是れ から 生す る。 

近來 世間の 敎育 上の 論者が、 唯 眼前の 必要から、 異口同音に、 如何にして 擧 生の 漢字 智識 を 回復すべき かとい ふ 事 をのみ 

論じて、 其の 积 本に 漢字 は 果して 回復すべき ものな り やとい ふ 問題の 横 はって ゐ るの を 閑却した やうに 見える 中で、 『時事』 

の 社說が ひとり 此の 根本 問題に 溯り 同紙 一 流の 立場から、 痛快に 之れ を 否定し 去った の は 注目に 價 すると 思 ふ。 「幾ら 畢生の 

漢字 知識が 減退し やうが 騷 ぐに は 足らぬ。 拗 つて 置け、 それが 大勢で ある。 決して 惡 いことの 無い 大勢で ある。」 斯う 言 ひ 去 

るの は 別に 何等の 奇も 無い が、 而も 幾多の 準備 を 要する 結論で ある。 

： 元來 私み づ からが、 漢字 を 多く 使 ふ 方で ある。 又 漢字に 伴 ふ 漢語の 趣味 を も 捨てない 方で ある。 而も 自分ながら 近年 益々 

漢字 を 忘れる ことの 多い に 驚く。 そして 其の 缺陷は 假名で 補 はれて ゐる。 文字に 緣の 多い 吾々 で すら さう であるから、 是れ 

. a 字の 前途  u£* 
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斯 やうな 諸 現象の 中で、 過 1 の 弊害の 一面の み を 最も 明に 露出して ゐ るの は、 國字 問題で ある。 漢字 問題、 假名 問 si, 

マ 字 問題に わたって * 實は 現下の 最も 緊切な 事件で ありながら、 宋- 外に 平穩 無事で 弊害の ま-" に 引き. f- つ て 行って ゐ 

る。 では、 今の ま、 で、 もう 一 段落ち ついた 積り で滿 足して ゐる ものが あるで あらう かと 言 ふと、 それ は 決して 無い。 ffi 益 

の 上から 言っても、 趣味の 上から いっても、 現在の 日本 文の 字面 を 結構 だと 言 ひ 得る もの は 天下に 一人 も あるまい。 た 5- 姑 

息に 馴れて 半 無自覺 にやって ゐる に過ぎない。 

併し、 姑息な 平穏無事の 問に、 おの づ から、 自然の 大潮が 傾き 流れて 行く 方向 は 極めて 明白で ある。 何もの を以 つてして 

も抗 する ことの 出来ない 大勢 は、 徐々 として 其の 歩 を 進めて ゐ る。 其れ は 言 ふまで ななく 漢字が 段々 に棄 てられて ゆく とい 

ふこと である。 何が 最後の 文字になる かとい ふこと はま だ 分らない。 併し 漢字が 次第に 減退して、 差しぁたり假名が^*の^.: 

虛を 埋めつ- - あると いふ 察 は、 何人も 否む ことの 出來 ない 事寶 である。 此の 事實の 前に 立って、 |!S 々たる 爭ひ をす るの は ® 

の 話で ある。 

此頃敎 育界で 屢 々耳に する の は、 舉 生の 漢字 知識の 減じた とい ふ 事で ある。 私な ども その 事實を 常に 目擎 する。 そして 現 

在に 處 する 途 として は、 それが 其の 舉 生に 極めて 不利で ある こと も 認めて ゐ るから、 他の 當事 者と：！： じ やうに、 何とかして 

出 米る だけ 其の 缺を 補って 置いて やりたい と 苦心す る。 けれ 共 その 効果 は 甚だ 微弱な のが 常で ある。 是れは 畢竟 吾々 はじめ 

鷹に 活 きた 心で 敎 へる 側の 方に、 根本に 於いて 旣に漢 宇と いふ ものに 對 する 憒 値と 尊重との 心が 失せて 居る からで ある。 昔 

は 文字 そのもの を 神符と 同 じ やうに 見て、 足に かけるな、 不 淨に棄 てるな とまで 敎 へた。 共の 心 を 推し ひろめて 畢ぶ 漢字で 

あるから、 單に宇 を Si 憶す るに 便利な のみなら す、 種々 精神 上の 功德 も附隨 して 來た。 併し 今日の 知識 程度の 人で 何う 》 ^て 


今日の 文明が 新舊の 過！ だと は、 何に つけても 人の 謂 ふ 所で ある。 勿論 其の 通りに 相違ない。 それと 同時に 過渡 S は 

過渡期と して 一 種の 面目 を 有して ゐる ものが 多い。 過渡期と いふ 語が、 直ちに 醜惡、 不便と いふ 語と 问 意味 だと は必 すし も 

言 ひ 難い 場合が 多い。 衣食住の 事に しろ、 趣味 好尙の 問題に しろ 後年 全く 過渡の 狀態を し 得た 時から 振り返って 見たら， 

能く も あんな 有様に 滿 足して 生きて 來 たと 驚く 程 かも 知れない が、 少く とも 現在に 於い 5 其 § 渡 的 狀態 に 一 諮 滿足 も 

あれば 趣味 も ある ものが 多い。 更に 一歩 を 進めて 言へば、 人生 は 長へ に 過渡期に あるべき ものと も 見られる。 舊 きを 棄て新 

らしき に 就かう とする 努力の 裏面 は、 永久に 新舊 過渡の 不安定 不滿 足で ある。 必す しも 今日の みが 新舊の 過渡期で あるので 

はない。 唯 耍點は 程度問題 にある。 其の 點 から 見て 今日は 特に、 過渡的 狀 態が 激しい。 それと 共に 過渡 そのもの \ 便利な 點 * 

面白い 點も 際立って 認められる 害で ある。 人の よく 言 ふ 如く、 西洋の 帽子 を 冠って、 日本の 浴衣 を 引っかけ るの は、 成る ほ 

ど 過渡^の 醜態と も 見られる が、 同時に、 過渡期の 恩惠も 其の 中に ある。 此の 理は 思想 上の 題に 於いて 殊に 直大な 結^ を 

生す ると 思 ふが、 今 こ- -で言 はう とする の は 其の 事で はない。 

爾 宇の 前^ 
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もの だと 信す る。 一歩 を 進めて 言へば、 文學は 凡ての 藝 術に 灌水す る 水源地の や 5 な ものである。 もっと 廣く 言へば、 凡て 

の 人間に 灌水す るの が文舉 である。 文 舉は卽 ち精祌 修養の 基礎で ある。 あらゆる 學 問の 地盤 は文畢 だとい ふ 昔の 定義に は 一 

面の 爲 理が ある。 

斯 やうに 廣ぃ 修養と しての 文舉、 又は 狹く藝 術の 一 種と しての 文學、 何れで もよ いから、. 他の 藝術家 は 文 舉を现 解す る こと 

が、 殊に 今 曰の 我が 藝術界 に は、 必要で ある。 見渡した 所、 前に 言った 靑年 洋畫家 等の 外、 彫刻界、 建築 界、 昔樂界 などに 

も、 此の 道に 修養と 理解との ある 極 少數の 若い 人々 は ある やう だが、 他 は 概して 全く 文舉 と緣の 無い 人々 である。 日本 寮 家 

中 幾人 か 文 舉を談 する 修養の ある 人が あらう。 俳優 中 幾人 か 筆 を 執って 自分の 感想 を 述べ 得る 人が あらう。 音樂 家に しても 

洋畫 家に しても、 文擧 の領會 される 人 はほんの I 部で はない か。 是れ が實業 家と か法雜 家と かいふの なら、 學 問が 違 ふ、 畑 

が 別 だと 言っても 理窟が 立つ。 併し 藝術 家と して は文舉 との 交涉の 無い 者 は 今後 極めて 憫れな ものた る を 免れない。 もう 年 

を 取り 株の 固まった 人 は 仕方 もない、 若い 此 等の 人々 は、 此 處が發 心の しど ころで ある。 我を折って 舉 問から して か、 るの 

が 必す將 來の爲 である。 此の 必要の ある 人が 隨分少 くない やうで ある。 (明 aewl 十四 年 八 H0 


うだ。 併し 婦人の 立場から 考 へれば、 イブセンの 方が 根本的で ある。 まづ 此の方が H: に 感ぜられて、 個人と しての 婦人の 基 

礎が 明白に なれば、 おの づ から 男女 は 競 爭の關 係で あるか 相補の 關係 であるか も 分かって 來 やう。 先づ 女子の 侗 人性 を 解放 

して 見る とい ふ イブセンの 提案 は歐洲 今日の 事實 であって、 我が 邦で は是れ から 後の 問題で ある。 (明治 3 十四 年 八 H0 

修養と しての 文學  . 

近時の 文壇で 注目すべき 現象の 一 は、 若い 美術家、 殊に 洋麋 家中に、 きら 筆 を 執って 感想 を發 表し 得ろ 人の 殖えた とい ふ 

事で ある。 しかも 其の 中の 或 者に 至って は、 立派な 文擧の 域に 入って ゐる。 それら 特有の 微細な 鋭敏な、 感覺を 筆に 移， して， 

文壇の 若々 しい 色彩 を 助けて ゐる。 體 * 一方から 言へば、 近時の 文壇 は 感^の 文壇で ある。 其の 作品の 部分々々 に 見 はれ 

た 感覺の 如何に 新鮮で、 如何に 鋭敏な か^、 殆ど 唯 I の價 慨判斷 である。 それによ つて 其の 作品の 階 等 も 分かれる。 此の 點 

から 言へば、 近時の 文學、 殊に 其の 短い 物 は、 一般に 檎畫 的で ある。 一方 新しい 畫 家から 文舉が 出で、 I 方 新ら しい 文舉が 

畫的 になれば、 玆に兩 者 は 行 違ふ譯 である。 今の 若い 文 擅に はたし かに 斯-フ した 事 實が兒 える。 おもしろい 事で はない か。 

文學 にしろ、 繪畫 にしろ、 先に 進む ために は、 I 度 斯うして 感覺に 還元して 了 ふ。 そして 其の 成分の 新鮮で あるか 否かと い. 

ふ 事から 吟味して か i る。 其れ は 兎も角も として、 若い 洋畫 家が 手づ から 文舉に 親しみ £ ^つと いふ こと は、 それらの 人の 

手に ある 洋齄の 前途に 取って、 極めて 與味 ある ことで ある。 固より 眼高手低と いふ 通り、 文筆の ある 畫 家が 必す しも 凡て 输 

畫の 手腕 を 有して ゐ ると は 限らない。 併し 逆に、 手腕の ある 螯. ：！^ であれ 程の 文擧を 持って 居れば、 其の 頭から 流れ出る 靈は 

特異の 光輝 を藏し 得る 譯 である。 文壇が 畫 家の 感 覺で豐 富に され 得る 如く、 畫擅 は文舉 との 交錯に よって 新生 命 を 養 ひ 得る 
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てゐ るで は 無い か。 聞けば 婦人の みから 成り立つ 文學雜 誌が 出る とい ふ。 それが た 1- 男の やる 所 を 女の手で やった とい ふだ 

けなら、 別に 變 つた 事 も あるまい が、 其の 文學 とい ふの が 直ちに 彼等の 痛切な 人生で あり、 自覺 であり、 玆に 本當の 婦人の 

徵を擧 げた 婦人の 雜 誌が 出る とい ふの なら、 注目に 値する。 男の 仕事の M 似で はつ まらない。 又 輕はづ みに 飛び離れた 事 を 

するとい ふだけ でもつ まらない。 

, イブセン は 『人形の 家』 で 

(ヘル マ ー) 幾ら 愛する 者の 爲 だって 男が 名譽を 犠牲に は 供し ない。 

(ノラ) それ を 何百 萬と いふ 女 は 犠牲に 供して ゐ ます。 

と 富 つて、 人の 爲に 氣燄を 吐いて ゐる .0 之れ に對 して、 スト リンド ペ^ヒ は 『父』 の 中で 

(大尉) そんなに して 私 は 名 春 を 亡され た。 もう^きて は 居られない。 

男 は 名 春が 無ければ 生きて 行かれな いもの だ。 ： 

(a ゥラ) けれども 女 は？ 

(大尉) 生きて 行かれる。 何ぜ なれば、 女は兒 供と いふ もの を 持って ゐる。 の 持たない もの を 持って ねる からだ， 

と 言って 婦人 攻擎を やって ゐる。 併し 結局 スト リンドべ ルヒの 此の 作 も、 勝利 は 婦人に 歸 して ゐる。 男と 女と は鬪 つて I... 

外 はない。 そして 勝った 方が 優者で ある。 負けた 方 を 劣 § 征服者と して 取扱へば よい。 此の 作で は 女が 勝った から、 女が 

支配者で ある。  • 

II 人 問題の 研究と して は、 イブセン のよりも スト リンドべ ルヒの 方が 一歩 立 入って ゐる。 むしろ 男性の 方に 同感 者が 多 さ 


向って 之を强 ふるので あるから、 何と 言 ひ 前しても 無禮 であり、 淺忍 である こと は 免れない。 或は 其の 方が 結句 當の 個人の 

爲に 幸福の 途 だとい ふか も 知れぬ が、 決して そんな 事の 斷言 される もので はない。 そんな 論者 は、 個人の 幸騸 とい ふ 事 を 

言す る 前に、 先づ 其の 幸 願の 內容と 分量と を 測定す る 術 を 示さなくて はならぬ。 尙 此の 事に 關 して は 八月の 『縱 横』 とい ふ雜 

誌に f 言して 置いた。  ： ...：.：  . . ， ， 

此の 高等 遊民 論と 同じ 事が、 今の 婦人問題 にも 伴って ゐる。 元來 日本の 婦人問題 とい. ふやつ は、 浮つ いて ゐる。 英國に 女 

櫳 問題が 持ち 上った と 言って は、 共の 影で もさし かけた やうに 此方で も騷ぎ 出す。 併し ちょっと 立つ と、 もう 忘れた やうに 

靜 つて 了 ふ。 女舉 生の 風紀 is® だの、 女優？ 1; 題 だのと、 何 か 事が あれば、 それが 女子 敎宵 論な ど を 盛り 立て- -來 る。 が 何等 

の 根本的 刺戟 をも殘 さないで 消えて 了 ふ。 要するに 日本に はま だ眞の 婦人問題 は 樹立され て 居ない と 言って よい。 是 れは畢 

竟、 本人た る 婦人 自身が、 まだ 多く 此の 問題 を體感 して ゐ ないから である。 和解して ゐる. もの は 可な り あるか も 知れない が 

惑 じて ゐる もの は 少ない。 感じ かけて ゐる もの は 段々 殖えた であらう。 併し その 感じ を自覺 して 眞の 問題と する の は、 中年 

以上、 中流 以上の 社會的 地位に 立った 適任者に 待つ 外 はない。 それが まだ 乏しい ので ある。 

, 婦人 界の髙 等 遊民 論 はすな はち 此の 隙に 乘 じて 起って 來る。 婦人に 高等 敎育は 無用 だとい ふ、 あの 論が 卽 ちそれ である。 

是れは 色々 の 前提が ある こと は、 I 般の髙 等 遊民 防止 論と 似て ゐ るが、 北ハの 根本に、 ； t 人 を 心性 上の 劣者と して 置かう とい 

ふ觀 念が 横 はって ゐる 程度 は、 むしろ 彼れ よりも 强 いと 信す る。 男子が 白晝 公然と 婦人の 前に 立ちはだか. つて， 「汝等 は 個人 

として 心性との 劣者 たるべし、 汝等は 高等 敎育は 有害無益 なり」 と聲 言す る。 婦人に 取って 是 ほどの 侮辱が あらう か。 しか 

も 日本の 婦人 は默 つて 此の 侮辱に 甘ん する の を 美德の やうに 敎へ 込まれて ゐ. る。 ちゃう ど 高等 避 民間 題の. 一. 面と 同じ 所， に來. 
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剌植の 七月 は 鬼 も 角 も 新 富 座の 河 合武男 君が 中心で あつたと いふ。 併し 自分 は 見なかった から 評の 限りで ない。 此の 人の 

藝風 は、 4 をして いつも 河 村淸雄 君の 油 繪を想 ひ 起させる。 人と して はまる で 違って ゐる かも 知れぬ が • 藝 術の 上に は 何故 

か 一 種の 聯想が ある。 

有 田. 四 郞君は 海 島に あこがれ、 色彩に あこがれて ゐる 靑年遨 家の 一人 だとい ふ。 そして 今度 熱帶 地方に 渡って 其の 自然の 

色 を硏究 せられる とい ふ。 此等は 今までに 屢 試みら るべき 企で、 而も あまり 例 を 聞かなかった やうに 思 ふ。 其の 斑ら し i§ る 

色彩が 必す 特異の もので あらう と. 信す る。 同じく 熱帶の 色に あこがれて ゐる 人で は 正宗 得三郞 君が ある。 然し 君の これまで 

の 色彩に は、 何 所 かに 寒帶 的の 手觸 りが ある。 或は 熟帶 地方の 蔭の 色と いふ やうな 味 かも 知れな。 熱帶の 植物園な どで、 暗 

い 日蔭の 色彩に は 一 種 深刻な 調子の ある ものである。 君の 騫 風の 將來 も、 ^に は 興味 ある 問題で ある。 君に 比べれば 齋藤與 

里 君の 色彩 は溫帶 的と いふ 感じ を與 へる。 明るい 優しい 所に 忘れ 難い 味が ある。 (明治 a 十四 年 八 《0 

婦人問題に 於け る イブ センと スト リンドべ ルヒ 

此の頃 世 問で やかましく 言 ふ 高等 遊民 防止 論の 中には、 職業、 敎育、 經濟 問題、 共の 他 種々 の 複雜な 前提が 含まれて ゐる 

の は 言 ふまで もない。 けれども 共れ と共に、 防止 論が 若し 消極的に 高等 敎育 を^ 止し やうと いふ 案 を 含んで ゐる 限り、 そこ 

に は、 個人の 心性 開 發を或 度に 4- めて、 I 歷 多く 奴隸的 若く は 機械的 狀 態に 抑留し、 以て 他の 目的に 使役す るに 便し やうと 

いふ 観念が 基礎の 一 つに なって ゐる こと も 明白で ある。 茶， 礎の I つど ころ ぢ やない、 最も 重要な 根柢と なって ゐ ると 見て よ 

.^。 從 つて 此觀 念から 生す る 不都合 不條理 は どこ 迄も此 論に 附て廻 はる。 しかも 個人み づ からでな く、 上に 立つ ものが 下 i4 


七月の 文 藝壤は 正宗 白鳥 君の 小說 『泥 人形』 を總締 高と 見て よい。 啻に 七月の 文 藝を蔽 ふに 足る 作で あるの みならす * 近頃 

出た 小說 中での 白眉で ある。 男性的 類廢 ともい ふべき、 いらくした、 行きつ まった *  i 種の 心理と、 それから 生す る 現代 

生活の 破れ目と を 前景に して、 に は、 全體に I 種の するどい 感 味が 漲って ゐる。 切れ味の 險 しい 一 刀 を 服 先に さしつけ 

られ たとい ふ 心 持で ある。 

同時に 此の 作に は 裏面が 二つ ある。 或る 通俗の 讀者 は、 主人公の 心理に 對 する 自分の 反感 を與 味の 中心として 此の 作を讀 

んだ。 そして 不快 だ、 冷酷 だとい ふ。 そして その 反感 を 作者にまで 及ぼして 居る。 又 他の 通俗 讀者は 相手方なる 女 主人公に 

同情して、 彼の 女が かわい さう だとい ふ 事を與 味の 中心として 居る。 二つながら 所謂 同情 文 舉の讀 •  者 である。 I 方 は 背 人情 

を以 つて 作者 を 責め、 卷を拗 つて 人性の 美 を 論す る 側の 讀者 であるし、 I 方 は ハンケ チを 出して 廿 い 淚を拭 はなければ 小說 

も 芝居 も 兒た氣 がしない 讀者 で^る。 

『泥 人形』 は斯 やうな 二様の 見方 を 容す點 で藝術 鑑賞の 事實を 研究す る 者に 研究 的 興味 を與 へる。 此 所で 煩琪な 分解 をす る 

ので はない が、 吾々 とても I 方に は 女 主人公が かわい さう だと も， 男 主人公が 憎い とも 思 ふ。 此 等の 同感 反感が 作の 情緒 的 

内容の 一部 を 形作る こと は 明かで ある。 けれども、 問題 は 此の先き にある ので ある。 單に此 等の 同感 反感 だけに 止まる 鑑賞 

と" 其の上に 更に 一 心境 を 展開し 來る 鑑賞と、 そこに 藝術 心理の 上の 大 問題が 横 はって ゐる。 併し 此 所で 理論の 講釋 をし や 

うとい ふ もので はない。 
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やうと いふ 矢先に、 動 t すれば 無意義と 見られき 遣 族 扶助な どもして、 きに 金 I す i はれても 困る し、 I 

^壽界 でも敎育界で もま f やって 言 i るの は、 それら の思は くも 如何で あらう」 とい は"；；"" U 

ば 『|の方面でさ へ謹助などはゃ つて 浸に、 I 文藝 が、 ihNh 

uia とい ふ 批難で ある。 此等は 固より 謹すべき f もので はない。 ffh 

ば 行ったら よから うと 言へば それまで,， ある。 胖し f .  fi  ,ィ る^ 1§! ^力 あれ 

I する き？、 .  併し I 者と して 他との 釣合 ひ 上 乃至 無益と 誤解 せられる I 上、 世間/ 

H それ S いてと II 來 まい。 情 合の 問題で ある。 a 

H  nrr 文人 il して ill 。た f の場合そ れ|" 最 "お 

HI 必 しも 遣 族 扶助な どい ふ 固定した もので はない。 i で 折れ合 ふ 事が 祟れば、 最も 專 的な 

.Hir. 文讀 I が 言 I 檀に爲 すべ 臭 4 好の もの 丄 だと？ る。 靈會 其の ものに 取って 

HHnnH,  iiill ある。 簾 厘 和 llhii 

p^n  II  一  iin. それと 劣らない 程度に 於 や、 今 Q 曰 本の I は た 文 

ur。trlfif。  I 肩 I るた i、 舊 直接た I 接た Ifut.^ 

UH^Mii 言の 曰 本文 g 特殊 I 態から 見 I、 

Hy^.  r 四： r:l して ゐる。 |った文 人の 功 i し、 画香業げて警白す るの 


事で ある。 ほ 値の 色 合 は 遠 ふが、 兩 者の 問に 高低 先 後 の^は 立てられぬ。 國 家が 文藝を 保護 するとい ふ、 其の 事の 利害 及び 

可能 不可能 は 別問題で ある。 けれども 其の 利ハ 分： 能 不能 は.' 國 家に 急なる と 不急なる との 理. H からで はない。 文藝 そのもの- - 

性質 を理 とする 問題で ある。 或は 大 なる 文藝は 今の 日本に 最も 緊急で あると 考 へながら、 而も 之れ に對 する 官府の 保護 獎勵 

は 有害 也 不能 也と 斷 する ものが あるか も 知れぬ。 此の 種の 論に 對 して は、 私 は 半面の 眞理を 認める。 けれども 絡對 的に 有害 

不能と 言 ひ 去る の は 明に 言 ひ 過ぎで ある。 . —— 

之れ に反して、 國 家に 不急なる が爲に 文藝の 保護 獎勵は 遠慮す べしと いふ 論が あれば、 私 は 甚だ 遺憾 だと 思 ふ。 さやうな. 

論者 ある 限り、 今の 日本 は 依然として 文 藝獨り を 日蔭 者視 する 心の 臭味 を脫し 得ない ものである。 

『日々』 の 論旨 は、 文字に 見 はれて ゐる 限り、 決して 文藝 の獎勵 全部 を 否認す る もので 無い。 た 其の 中の I 手段た る 遣 族 

抉 助と いふ 項目に 對 して、 文藝 其の ものが 本來 比較的 不急の 事業なる が爲 にと いふ 全稱的 理由の 下に 之れ を 否認 せんとす る. 

ものである 。從 つて 理の 上から 言へば、 此の 論法 は 單に遣 旅 扶助に のみ 蒙らすべき もので なく、 保護 獎勵 とい ふ 全部の 事業に. 

適用すべき ものである。 けれども 論者の 意 は、 さう では 無い。 或は 文 藝の急 不急と いふ 前提 を f 擲 して、 單に 如何なる 事業 に- 

も 遺族扶助と いふが 如き 迂遠の 保護 獎勵 は國家 其の 任に 堪へ  すと いふ 論と すれば、  それだけで 徹底す る。 併し 論者の 言辭 か-. 

ら 察しても、 決して さう いふ 說 ではない。 のみなら や 若し 假り にさう いふ 說だ とすれば、 それに 對 して 吾々 はまた おの づか 

ら刖 の說が ある。 此 所に 至って、 私 は 論者 i?^ 特に 文 藝は比 絞 的 閑 事業なる が爲に 遺族扶助 は 不可な りと いふ 論の 理路 を 解す 

るに 苦しむ。 

但し 理窟 を 離れて 情の 上から 見れば、 此の 論の 心 持 はよ く 分かる。 之れ を內 から 言へば 、「折角 後れ馳せながら 政府が 保護" 
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と 直接 獎勵 とい ふやうな 事 は、 さラ 截然と 15£^ せられる もので ない。 文 翳 保護、 文 藝獎勵 とい ふ 如き 事 は、 解釋 次第で は 本 

來 むしろ 間接的な のが 常理 かも 知れない。 少く とも 我現狀 では、 其方が 行 ひ 易く 且つ 有効で あり、 必要で も ある。 

遣 族 扶助の 問題に 反對 する 意見 は、 私の 見た 範圍 では 『東京 日々』 の 社說に 出た のが 一番 精し かった。 其の 要旨 は、 比較的 

閑 事業で ある 所の 文 藝の士 の 遣 族に 扶助 金を與 へるなら、 もっと 緊切な 事業で 遣 族 扶助の 必要な のが ある、 とい ふに 歸 する。 

但し 之れ は 私の 頭から 取り出した ものであるから • 用語 其の 他に 論者の 意と 逮ふ 所が あったら、 正誤す る。 . 

私の 考 へる 所では、 此の 論は國 家が 文藝 を獎勵 するとい ふ、 其の 全 i に對 して 言 ふべき もので ないか。 今の 日本の 社會 

狀 態に 取って、 文 藝が报 たして 比較的 閑 事業で あるか 否かと いふ 事 はおの づ から^ 論で あ. るが、 是れ とても、 必す しも 記者 

の 言 ふ 通りで は 無い。 今日の 日本の 程度から 言へば * 少なくとも 其の 對 外的 利幅の 途 として は、 物質的 施設の 完成から 得る 

効果と、 精神的 施設の 完成から 得る 効 菜と 輕々 しく 軒輕 する を 許さない。 切言 すれば 今の 日本 は、 軍艦の 數と、 富の 箅 額と 

で 買 ひ 得る 世界の 尊敬よりも、 學術文 藝の產 物に よって 買 ひ 得る 尊敬の 方が 遙に 必要で あると も 言. ひ 得ろ。 少なくとも 兩者 

は 平等に 取扱 はれ て 然る ベ きで ある。 

世に はまた、 舉 術と 文藝 との 間に 緩急 を 分かた うとす る ものが ある。 併し 是れ とても 極 卑近な 程度に 於いて こそ 學術は 直 

接に 物質的 幸 幅に 影響す るから 緊急 だと も 言 ひ 得 やうが、 今日の 文明の 程度で は學 術は必 すし も 其虚 まで 行かない 所に 精神 

的 立脚地 を 有し 得る こと、 恰も 文藝の 如き ものである。 文 藝と實 行との 關係は 直ちに 學 術と 實 行との 關係 である。 最近 木 村 

理舉 博士が 科學 上の 發見 をした とい ふ、 其の 發 見が 必す しも 直ちに 明日からの 吾々 の 物質的 幸； i に變 化を與 へる もので はな 

や。. 或は 永久に 亙って 然 やうな 直接の， 功^ は 期し 得 iSjf いか も.^ れぬ。 而も 其 貢献の 價値は 之が 爲に滅 損しな .$。 文 藝も同 i4 


# 生」 に 之く *  ,M 來 るなら 此の 兩 方な I ゥ 胸に 併せて 保-博したい *  • 

終. P に、 『おも ひで』 の感覺 の、 何と はなしに 地上 的な のに 對 して 一 夜の 舞路」 の 感覺は T 銀 ひ 針金の 如き も 0 一  すぢ かす.^ 

に、 かすかに 漏れ 來る うす 光り、 靜 なる 空より」 とい ふ 風で ある。 一 は 明 笛の 感 高き 鋭 さ、 一は 尺八の 細い 感じと いふ やう 

な 印象 を 面白く 受けた。 (明治 四十 四 年 七月) 

•  國 家が 捧げる 香奠 

文士 遣 族 扶助と いふ 事が 先頃の 文藝委 會の 議題と なった。 そして 文士の みが 他の 舉者 宗敎 家と 違って 特に 遣 族の 扶助 を 

受けろ の は 破格す ぎる とい ふ 異議が あって、 提出者 側から は、 必 すし も遗族 扶助と いふ 固定した 項目に する 趣意で ない とい 

ふ 辯 明が あった。 要するに 最近 物故した 文人で 貢献 著大と 認められる ニー 人に 對 して、 墓前に 赏を 贈る。 たビ 特殊の 條 件と 

して、 其の 嗣子な どが 兑 るに 忍びない 窮境に 居る 場合 だけで よいと いふ 事に する。 さラ すれば 結果 はおの づ から I 時の 遣 族 

扶助になる。 此の 意味で 委員 會は 別に 異論な く 此の 案 を 通過 させた と 記憶す る。 

それと 同時に 今一 つの 困難 は、 文部 雀の 獎勵 金が * たして さう いふ 問 接 獎勵の 費途に 充てられ るか 如何と いふ 法律上の 問 

題であった さう だ，^ 之れ は 文部-おが 議會へ 要求した 費 n、 乃至 其の 說 明の 如何に よるとい ふので、 其の 事から 先づ 調べる た 

めに、 建議 實 行と いふ 最後の 決 {ル は 延期になった。 

延期 中 文部省が 取調べた 所に よると、 結局 是れは 支出し 得ざる ものと いふ 事に 極った さう である。 最近の 委員 會 で、 右の 

報吿 と共に、 此の 問題 は  一 n: 一 消滅して 了った。 併し 私 はま だ 其 處に解 釋の餘 地が 殘 つて ゐ るので は 無い かと 思 ふ。 間接 獎勵 
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ある、 ひたすら 婉采 である。 一方が 銀 線なら • 一方 は 組 糸で ある。 而 して 此の 緒 糸 的に 柔 かく 細く 遣る瀬ない 想 ひ は • やが 

て 過去の 日本が 有して ゐた唯 I の 鋭敏な 情調で ある。 吾々 が 時々 として 古俗 讅に 還り 近 松 西 鶴の 情死 文舉に 遠り、 或 種 

の 1 二 味 線樂に 還る の は 此の 理由に 外ならぬ。 此の 韻律 を さへ 叩けば、 吾々 は 何時でも I 種の 飽滿と § とを感 する。 何 かの 中 

核に 打ち 當て たとい ふ 感じ を覺 える。 『おも ひで』 などに 此の 響が ある。  一 

併し 此の 柔 かさ、 細、 遣る 瀨無 さは、 I 面 吾々 が 心の底の 國民 性的 情調に なって ねる と共に、 【面に は 近世の 個人 思想、 

人生 哲攀の 未だ 這 入って 來 ない 以前の 情調と いふ 性質 を 持って ゐる。 吾々 は 此の 情調 を 忘れ かねて、 時々 之れ に 中 休 を 求め 

ると 共に、 今日の 現 置の 心の中 は 此の 弱く 便りない 情調の 外に、 もっと 根強く 深い 情調 を： 娑 求して ゐる。 此の方に 向って 挹 

え 十 焦燥して ゐる。 『おも ひで』 には著^<?も斷ってゐる如く、 此の方 面に 筆 を 著け た 章が ある。 併し 全卷の 光彩と なって ゐる 

もの は 矢張り 著者が みづ から、 早い 頃の； is 風 だと 言って ゐる 方に ある 若しくは それに 近い、 より 多く 俗謠 粗に 接した 作に あ 

r^。 殊に 最後の 『柳 河 風俗 詩』 中の 諸 編に は、 たしかに 近年の 詩 擅の 絡 唱と謂 ふべき ものが ある。 

r おも ひで』 の 著者が 現箕を 歌った とい ふ 諸 編から、 眼 を 『夜の 舞踏』 に 移す と * 玆に はまた 相 通じた 刖の心 持が ある。 そ 

れは、 求めて 未だ 得ざる 不確 的と いふ 感じで ある。 前に 言った 方で は 鬼 も 角 も 確 的に 我が 胸と 相 こたへ るが、 此方で は、 ま 

だ 其 問に 何等かの 空虚が ある。 畢竟 著者 等が 個人 思想、 人生 哲學 の自覺 あって 以後の 調 を 敬 はんとして、 未だ 之に 吻合す 

る 昔 樂を發 見し 得ない からで ある。 

併しながら 吾々 は、 虚 ありと 知りつ、 も、 此の 不確 的な 韻律の 中に 何物 かの 新しき を 拾 ひ當ん とする 心 を 捨て 得ない。 

被め 三昧：^ 樂を想 ひ、 俗謠を 想； i ？、 近 松 S: 鶴 を 想 ふ 甘 さに 對 して、 まるで 違った： # の 情調 を 求める 心 S 夜め 舞路』 や 『生め 


-吾々 はま だ本當 に 吾々. の 胸と ぴったり 合 ふや. ふうな 脊樂を 詩の 中に 所有して なない 之れを得んとして樣々の方湾^^探し 

てゐ る。 藤 村^ 以來、 泣堇君 以來、 詩人 等が 此の 音樂 にあ こがれて、 逃って 來た途 は 、隨 分と 曲折 を 極めて ゐる。 『おも ひ 

で』 と 『夜の 舞踏』 とも、 恐らく 同じ 道程の 一曲 折た るに 過ぎない。 前途の 曲折 を^ 示して ゐる ものた るに 過ぎない。 併し 

此 等の 著者が、 聲の 限り を 張り上げて、 此の 一 物に 向つ て 絡 叫して ゐる志 は 嬉しい ものである。 

或 者 は 叫び 叫んで、 中 休と も 見るべき 一 つの、 音樂に 到達した。 吾々 が 心の底の 渴 きの 一 面た る、 我が 古俗 諮の 韻律、 七 

五 調の 響き、 三 咏線樂 の 心 持、 凡て 此 等の 古い もの、 蔭に 顧へ る 一 種の 音樂 を、 新 代人の 鋭い 感覺に 吸 ひ 込ませた やうな 詩 

風が 時々 に 出て 來る。 過去に 於け る 一 i 村 君、 現 時に 於なる 『おもび で』 の 著者の 如きが それで ある。 『若菜 集』 などの 藤 村 君 は 

言 ふまで もな く、 十數年 前の 詩植を 代表す る ものであるから、 其の 詩に はま だ 今日 ほどの 感覺の 新鋭 も充實 もな く、 また 今 

日 ほど 雜 多の 韻律 を 經て來 た 後に おまつた 韻律 もない。 言 は 1- 只 其の 時代に 應 じて 新しい 柔 かな センチ メント を、 在来の 韻 

律で 歌った とい ふに 過ぎなかった。 『おも ひで』 に は 「四十 年代の 感髙な 若い 感覺 が充 ちて ゐる。 言葉 はすつ と變 つて、 寧ろ 童 

讅の 復活 を 想 はせ てゐ る。 而も それが 极 本に 於いて 若菜 集」 など 、相 通じて、 遙に ひそ やかな 一 つの 音 樂を傳 へて ゐる。 外面 

はむしろ 西洋 的で ありながら 謠に俗 遙を想 ひ 三味線 樂を想 ふ、 二の 心 持 は 何で あらう か。  • 

近頃 江戸 趣味の 回想と いふ やうな 事が 人の 心に 上る。 戶川殘 花 君 は江戶 の 史蹟 を 踏査せられ、 柴田 流星 君 は 江戸の 廢淺を 

描かん と 力めて ゐる。 永 井 荷 風 君 は 江戸 文明 を 追憶 するとい ふ。 『おも ひで』 が傳 へて ゐる 調子 も、 恐らく 一面に 於いて は、 

漠然と 此の I 群に 連なり 得る もので あらう。 併し 此等 は實 は， 江戸と いふ 味よりも むしろ 上方の 味で ないか。 江戶 特有の 三味 

線 樂には 同じ 遣る瀬ない 情死 的な 細い 感じの 中に も 直線 的に 突っ張った 感が 貫いて ゐる。 之れ に對 して 上方 趣味 は 曲線 的で 

文藝 時事  HHH 


文 is  1^ 翁  ni 四 二 

ふ 事が ある。 若い 讀者觀 者 等に 是れが 多い， 併しながら、 兩者 何れに よって 看過せられ ろに 拘ら す、 此の 不滿 足が 事資 であ 

り • 且藝術 そのもの. - -缺點 である こと は爭 はれまい。 それと 同^に、 之れ を 救 ふの 途も たしかに 藝 術に 存 する。 調和 不調和 

は 要するに 趣味の 問題で あるから、 藝術 上の ェ 風と 用意と によって 之 を 不調和と 感ぜし めぬ やうに 緩和し 得さへ すれば、 此 

の 缺點は 免れる。 た 同時に また 大膽な 用語が 持ち 来たすべき 峻烈な 味の 鈍る 恐が ある。 此困雞 を 如何にすべき か 5- 卽ち苦 

心の 宿る 所で あらう。 

語尾の 變化 くら ゐ ならば、 言語 上の 過去 時代 を 現代に 引き直す の は 容易で ある。 けれども 其の 以上に 現代の 背景 を 有する 

言葉 を 混す る こと は 難事で ある。 それ を簡單 にやって のければ、 現代の 心 は 出る が 過去の 心が 出なくなる。 過去の 心が 出な 

い 位なら、 人名 ゃ舞臺 ばかり を 過去に 借りて、 心と 形との 不調和 を敢 てす る 必要 は 固より 無い。 されば と 言って、 旣に 現代 

の 心 を 以て 過去の 心 を 諒解す る 所に 其の 作の 生命 を 托し やうと すろ 以上、 現代の 心 を 現 はすに 適した 言葉が 全然 用 ひられな 

くて、 报 たして それ 程の 深 意義が 出 得 やう か。 苦心 は 玆に存 する。 此の 苦心の 足 hs ない と 見える 作の 多い のが 吾々 の 不滿足 

である。 (明： e 四十 四 年 七月) 

詩の 味  . 

此の ごろ 讚んだ 詩集が 二つ ある。 人 見 東 明君の 『夜の 舞踏』 と 北 原 白 秋 君の 『おも ひで』 である。 雜誌 などで、 ちらく と 眼 

に 解れる 詩 は、 其の 時の 心 もちで 狭み 去って 了 ふが、 あれ だけの 詩 を ー處に 集めて 見る と、 さすがに 我が 詩 植の趨 くと ころ 

と 謂 ふ 如き ものが 想 はれる • 


の 方 は餘り 問題に ならない ゃラ である。 S に 立派な 熟した. 語が あるに 拘 はらす， わざく 新奇 を 街 ふために 異例な la 紫 を W 

ひたと すれば そこに 批難 せらるべき 现由も あらう が、 それ は耍 する に 程度 事情の 問題で ある。 或は 思想の 上から 或は 氣 分の 

上から、 露に 從來に 無かった 表白 法 を 要する と 言へば、 それまでの 事で ある。 その 異 $e で ェグゾ チックに 感 する 所が やがて 

作者の 战ひ 所で あると 言へば、 仕方 はない。 而 して 斯 やうな H グゾチ シズム は、 今の 文壇に 可な り 多くあって、 且つ 

を窗す 上に 益 をな して ゐる。 當 初外國 的な 不調和の 感 のした もの も、 漸次 他 を 之れ に 化して、 土着 的な、 折れ合つ たものに 

感ぜられて 來る。 心的、 美的な どい ふ 語が 舉界に 未熟で なく 感ぜられて 来たの も 最近 十 年来の 事で ある。 叉 場合によって は 

態と 好んで H グゾ チックな 空氣を 作らう とする こと も あらう。  - 

獨り アナクロ  -ー  ズムは 之れ を 特殊の 趣と して 保護す ろ ことの 出来ない ものである。 一 文章の 辭 句の に 時代 逮と いふ 感が 

賓入 すれば、 藝術 としての 文章の 全 姿勢 は 破れて 了 ふ。 就中 此の^ 題 は史剌 などに 重大な 關係を 有する。 德川 期の 町人が 「生 

の 充實」 を 口にしたり、 「歡樂 の あこがれ」 を 口にしたり * 世話女房が 出て 來て も、 濱逾の 魚師が 出て 来ても、 みな 一様に 哲 

蓽書 生の やうな 物の 言 ひやう をす る 等 は、 廣ぃ 意味で 文章 上の 時代 違で.？^ る。 斯うい ふ 文章に 接す，？；、 讀 むだけ で 旣に藝 

術の 完成 味が 傷 けられ、 非 とい ふ感が 起こる。 更に 之れ を 舞&の 上に まざく と現實 化して 聞かされ ると、 I 歷此 矛盾 

が 明白に なり、 終に 滑稽み 感す るに 至る。 思 ふに 魯啦 氏の 論 も、 動機 は 此の 漆から 發し たもので はない か。 

斯うした 不調和 は、 新しい 人々 の 脚本に 厘々 兒 受ける。 而 して 之に 對 してた しかに 不滿 足を感 する。 而も 吾々 は 他面に 棄 

て 難い 淸 新の 味 を 認めて、 寛大な 心 を 以て 一方の 不滿足 を 看過し やうと する 事が ある。 又 或 者 は、 現 貰の 外形に 關 する 感納 

が 微細で ないた めに、 右の やうな 不調和 不滿足 を 感ャる ことなく、 外形 を 忘れて 直ぐ さま 一足飛びに 意味の 方へ 這 入って 了 < 
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文藝 時事、 

ズ  H グ. ゾ チシ ズムと アナクロ  ニズム 

先日 內田魯 庵 氏が 今の 新作 者の 新語に 紫せられ てゐる こと を諷規 した 談話 を讀ん だ。 辭法は 例によって 婉曲 を 極て めゐる 

が、 趣意に はたし かに ポイントが ある。 吾々 も、 少なくとも 氏が 此の 論の 出 發點に 所有して ゐる le^ 實に 同意せ ざる を 得な 

な 今の 或 種の 作、 殊に 劇に は、 如何にしても f4 調和な 新語が 濫用せられ 過ぎて ねる 0 之れ が 爲に藝 術の イリ ュ ー ジョンの 

傷 けられろ 場合が 多い。 

併し 此の 問題に は 少なくとも 二つの 意味が 混合して ゐる。 文章 上の むと imp の 混合 から 成り立って ねる。 i 

の說 はた だ 大體の 論であった 爲、 此 等の 點|別 して 無かった と il が、 論の 動機 はむしろ 此の 中の アナ ク r 一 ズムに 

對 する 不滿 から 發し たものと 見られる。 吾 t 其の 意味に 於いて 同意で ある。 少なくとも i な 問題と して 常に 念頭 を 去ら 

な いのは 此の 所以で ある。 

現代の 人が 無囿に 新語 をつ かふ。 是れも I 時 は 批難せられ たもので あり、 又 今でも 一 派の 人 は 之れ を 嫌 ふ 0 けれ 共實 は^ 


ゥて來 れば此 ひ 遺 導 は 必然 破れ 去る もので ないか。 是れは 未決の 疑問で. ^る。 私に は必 すし もさ， フ でない やうに 思 はれる * 

併し 假 りに 若し 破れ 去るべき ものである とすれば、 吾々 は是 れを棄 て、 新しい もの を 求める に躊蹐 しない。 此の 點に 未練 は 

ない と 思 ふ。 

た.. 新しい 內容、 新しい 情調の ために 口語 を棄 てと は 吾々 の堪 へない 所で ある。 無論 口語と 言っても、 詩の 措辭と 散文の 

措辭 とに は 差違が ある。 動詞が 省け やうが、 語の 順序が 嚣 しゃう がそん な 事 は 問題で はない。 日本 現在の 豪 界に稀 有な 

文章 搭と 口語 體 との 論で ある。 此の 意味に 於いて、 依然 文章 體 によらなければ 情調が 出ない とい ふ 事なら、 吾々 はそんな 情 

調 は 必す僞 物で あると 信す る。 文章 體 そのもの i お蔭で 始めて 出る 情調 は 一時の まやかし ものでなくて はならぬ。 文章 體で 

は 勿論 出ない が 口語 體 でも 出ない ものが あると 言 ふの なら、 それ はまた あり 得る 事で ある。 否、 むしろ 今日の 多數は 此の 狀 

態に 行惱 んでゐ るので あらう。 暴竟 口語が まだ 詩と なる に 充分な までに 馴らされ も洗鍊 され もして ゐ ない。 それ をす るの が 

今日の 詩壇の 事業で ある。 けれども 今-日 は 最早 決して、 口語よりも 文章 體の 方が 新 情調に 接近して ゐ ると いふ 如き 專を言 ひ 

得る 時代で な い。 是れを 言 ひ 得る と 思 ふの は、 散文の 上で 十 年 前の 古い 夢 を、 詩 擅の 上に 今以て 繰り返して ゐる に過ぎない。 

もっとも 散文の 上で すら、 今 だに 口語より は 文章 體の 方が ぃ&と 信じて ゐる 亡靈も 居る の は事實 である。 (明治 四十 四 年 七) 
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詩と 口語 

私が 現今の I に對 して 漠然 抱いて ゐる耍 求と いふの は 、二つに 言 ひつ，. める ことが 出來 る。 一は 現在の S の 使用 t 

つと く 霞 させて 見た いとい ふ 事で I、  二 は 屢の？ を 何等かの 形で 新しい 詩の 中に 聞きたい とい ふ 事で I。  5。 

の徹 fIG 響き、 之れ が 漠然たる、 併しながら 根強い 二つの 耍求 である。  . 

けれども 此の ニ耍 求に は、 今一つ 別の 根柢が ある。 それ は內 容と言っ てよ いか、 村 料と 言って よい か、 情調と 言って よい 

力 分からぬ が、 是角 其の 詩の 結局 Q 齧 方面から 新しく 活 きた ものでなくて はならぬ とい ふ 事で ある。 g の 散 f いつ 

T それが 詩で ない 唯の 俗言に なって は 勿論い けない し、 I と 言っても、 それが 昔の 俗墮 i と 同じ 世 f 同じ 解， 

じ 情味 同じ 感覺 で欹 ふので はつ まらない。 情味、 感覺、 解釋、 境地と もに 靈 として 新しく 深い ものでなくて はならぬ。 ^ 

の I 要求 は 目的の ものと して 豫 おした 上の 一 I 耍 求が 前述の通り である。 

或は 此の 粮柢耍 求 は、 gi とい ふ 要求と は 相 容れぬ も？ ないか。 ，が 漠然 慕って ゐる屢 S とい ふ もの 其れみ 

づ からが 旣に 情味、 鐾、 解釋 等の 內容の 流れ出た もので、 f に 內容と I 義を 有して ゐ るので はない か。 別な 內 容を 持 


I あって、 作者み づ から sil かせながら 書いたら うと 想 はれる 程の 妙が ある。 果然、 彼れ は 胃 I ん 

條 てあつて 作者み \ 力 唾  ，，，， 旺、 ハ。 & くして.！^ け朗 末から 直接 傳 襲した ものが 亡びて 行く 固より 食 

而 して 後、 文壇 また 食咪を 描いて 彼れ に 及ぶ もの か 無い 斯くして！^期！^^カ L.,.^g 

i  .cl、  ..xg 二 折 ものと して 生す る こと あろ は 論 を 待たぬ としても それ 

味の 官能、 性の 官能、 滑 狩 諷刺、 敎 P みな 更に^ 代の ものと L て 

。もので あろ。 (明抬 四十 四 年 七月) 


明 文舉 と德川 文學の 交替 
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； y 戶 民族が 音樂に 於いて 特殊の 發達 をした と は 見られな. s であらう。 官能主義 をな すまでに は 至って ゐ ない。 

ひとり、 口に 於け る 官能 は江戶 趣味の 立派な 特色と して 格外に 發 達した やうで ある。 一方から 言へば、 江 戶兒は 喰 ひ 意地 

の 張った 民族で あ *^。 彼等の 食 味識は 非常に 精妙であって、 舌の 感覺は 二六時中、 彼等の 官能の 中心として 最も 鋭敏に 働い 

て ゐた。  • 

今 一 つの {R 能 は 性欲 方面に あった。 之れ は 勿論 强 ちに 江戶 特有の 趣味と いふべき でな からう が、 之れ を 前に 言った 通人 氣 

質 や 皮肉 滑稽と 連絡せ しめて、 此の 種の 官能に 伴 ふ羞耻 隠蔽の 情 を 消して 了 ひ、 首 はに 齙 消しの、， さびた、 ^い、 露骨な 官 

能に した 所が 其の 特色と なった。 ォ ー デ， -シ ァス、 セン ジ ユア タズム とい ふべき 味の ものにして 了った。 

一 九の 『膝 栗毛』 を 兌る と、 如上の 意味での 性欲、 食 味の 官能主義と 茶番的な 洒落 趣味との 結合 は 最も 明に 讀 まれる。 半產 

で 死んだ 婦人 を 誤って 倒さまに お 桶 を 入れた 滑稽 や、 先づ食 勝の 椀の 身、 平の 中を詮 鑿す る 趣味が 得意に 描かれて ゐる。 

以上の 如き 狀 態で、 馬 琴 等に 代表 せられる 敎訓的 傾向と、 I 九、 三 馬 等に 代表 せられる 洒落 趣味 及 能. 王義 は、 德川 期末 

の 文 舉の髙 下 二 面を總 括す るに るコ ー特徵 であると 信す るが * それが 明治 初期の 文 舉に遣 響 を 傅へ て 漸次に 消え 行かう とす 

る。 馬 琴に 見えた 敎訓 的氣分 は縱ひ 其の 形は換 へても 之 を 明治 文 舉の開 組た る 春の 舍 おぼろの 諸 作に 或 度まで 求められる。 

而 して 後 漸次 亡び 去って、 今日の 新 文攀に 此の 氣分は 殆ど 全く 求められ なくなった。 洒落の 趣味 は 饗庭签 村の 『むら 竹』 諸篇 

に 之れ を 遣して 消え 行かん としつ- - ある。 

江戸の 官能主義 は、 共の 露骨 滑稽な 性欲 趣味に 於いて は • 流石に 今日の 時勢が 其の 存在 を 許さない。 た 食^の 方面に 於 

いて 其の 衣鉢 を 傅へ たもの は 故人 紅葉で ある。 彼れ の 作に 於いて、 また 日記 錄に 於いて 是も沾 きて 精彩 を 放つ 部分 は 食物の 


讚 本の 曲 亭馬琴 は卽ち 此の 氣の 毒な 文擧の 代表で ある。 

馬 琴の 作に 敎訓的 空氣 の充滿 して ゐる事 は 言 ふ を： 付つまい。 爲. 氷 春 水 は 夫の 淫 書と 言 はる 、『梅暦』 の 作者で あるが、 自ら 

狂訓 亭と號 すろ 如く、 其の 劣情 挑發の 目的 を僞善 的な 敎訓 の假 面で 糊塗し やうと した ものである、 斯 やうな 順序で、 鬼 も 角 

も敎訓 的と いふ ことが 德川 期末の 文學の 一 特色と なった。 

而 して 此 等の 德川 期末 文擧 は、 初期と 違 ひ、 主として 江 戶に發 達した。 共の 結桀 所謂 江戸 趣味の 要素と も 見るべき ものが 

更に 之れ と 並んで 他の 特色 をな すに 至った、 其の 一 つ は 洒落の 趣味で、 一 つ は 宵 能 主義で ある。 江戸 趣味の 洒落 は 複雜な もの 

であるが、 少 くと も輕ぃ 皮肉と、 滑稽 又は 茶番 氣と いふ やうな ものと、 それに 例の 通人 氣質 とが 色々 の 度で 結合した ものと 

見て よい。 初期の 德 川文擧 にも、 近 松の 滑稽、 西 鶴の 皮肉 はあった が 江戸に 完成した 洒落の 趣味と は 手 障り を 異にして ゐる。 

所 請 洒落 本 を 經て三 馬 一 九に 極まった のが、 後者の 趣味で ある。 而 して 又 此の 洒落の 趣味 は、 他面に 江戶の 官能 趣味と 密に 

結合して 存 する。 

江戸 趣味の 官能主義 は、 勿論 lilfcl 年の 文明に 培 はれた の だから 五官 何れの 方面に も 相應の 鋭敏な 發達を 遂げて ゐ るが、 其 

の 眼、 すな はち 色彩の 上で は 衣裳に 元祿の 派手な 色模様 を 遣た ま \， 段々 跪く 細かく \ すんで 来た 事と、 錦繪 に、 强 くて そ 

して 明るい と 見れば 明るく： 沈麝と 見れば 沈 霹 な 色調 を 見 はした 事との 外、 江戸の 色彩 趣味と いふ ものにさ したる 特色 を認 

め 得ない。 昔の 江戶の 市街と いふ もの を 想像して 見ても、 また 芝居の 中 を 想像して 見ても、 江戶 民族の 色彩 趣味が 特に 强く 

動いて ゐた事 實は少 いと 思 ふ。 又 其の、 耳すな はち 音樂の 上に 於いても、 成程 上方の 淨瑶璃 以外、 長 ra^、 常 磐津、 淸元、 新 

內 乃至 一 朦 凝った ものが 發 達した に は 相違ない が、 之れ を 以て 直に 戶 趣味が 特に 耳に 於いて 發 達して ゐ ると は 言 ひ 得ない 

. 明： 文 學と德 川 文 學の交 ttt  ミー lis 
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力と は 大體に 於いて 宗敎 上の 敎權 か國家 上の 政權 かで ある。 ョ la ツバ. 5 世の 文藝 は、 殆どす ベて 敎權の 影響から 生す る敎 

訓的空 氣を漂 はせ てゐ た。 日本に 於いても、 足 利 期の 代表 文舉 たる 謠 曲の 如き は、 佛敎々 欉の 力から 發 する 此の 香氣を 中心 

として ゐる。 

併し 此 等の 場合に 存在す る 教訓的 氣分 は、 霄は 內發 的で ある。 畢竟す る 14 文 藝みづ から 種々 の 理由に よって 先づ 其の 外 

在 勢力に 沒 入して 了 ひ、 之れ と同體 一心にな つて、 今 は 却って 之れ を熱發 向上の 生命に して ゐ ると いふ 有様に 入り、 而 して 

後 そこから 自然に それと 相應 する 敎訓的 香 氣を發 して 来る。 故に 內發 的と 名 づけて よい。 

之れ に反して、 外 發の途 を 經て來 る 敎訓的 傾向 は 外在 勢力の 壓 迫から 生す る。 從 つて 多く は 中心に 於いて 藝 術の 生命と 結 

合した ものに はなり 得ない。 或る もの は文藝 をた 假 りに 教訓の 蔭に 隱さ うとす るし、 或る もの は 之れ によって 全く 藝術的 

生命 を 捨て、 了 ふ。 假面 的になる か 非藝術 的になる かで 以て、 僅に 其の 敎訓の 空氣を 保留す る氣の 毒な 文藝 である。 

例へば 之れ を 政權の 場合に 見る、 就中 其の 政權が 道德權 にまで 立ち入って 居る I 合に 於て、 此の 事例 はしば く 起こる。 

我が 德川 期の 文舉 は、 初期から して 此の 種の 敎訓の 色を帶 びて ゐた。 切に 言へば 德川 政府 又は 儒教の 教訓の 聲を傳 へて ゐた 

ので ある。 彼の 最も 奔放 自由なる べき 元祿 期の 近 松、 西 鶴の 文學で すら 此の 空氣を 持って ゐた。 けれども 彼等に 於いて は、 ま 

ださまで 外からの 腿 迫の 烈しから す、 且つ 自家の 大手 腕で 巧に 此の 教訓的 氣 分を假 面に 用 ひ、 其の 背後に 廣大 自由な 藝 術の 

天 地 を 開拓す る ことが 出来た。 

憫 むべき は德川 期末の 文擧 である。 彼等の 時代に 及んで は、 最早 敎訓の 蔭に 眞の藝 術の 花 は^か なくなった。 假 面の s« 

に潛む もの は、 卑しい 動機に 本づ いた 性慾の 挑發 か、 然ら すん ば 銜畢浮 誇の ^談か 14 なって 了つ. u。 人情本の 爲永春 水 


明治 文 學と德 川 文學の 交替 

此の頃 出版 せられた 『紅葉 遺稿』 を 讀んで • 久しぶりに、 あの 重 くるしい 文章の 中に 詰め込まれた 江 戶文學 の 遺 響 を 味 ふと 

共に 胃 を 病んで 瘦せ ざら ばった 著者が、 一 歩々々 に 五體の 亡び 行く 心細 さの 情 を * 讀ん でゐて 胸苦しくな るまでに 強く 感ぜ 

させられた。 終りの 方に は 下らな いのも 載って ゐ るが、 日記 類の 中には 矢張り 活 きた 紅葉が として ゐる、 或る 意味に 於い 

て は 却って 彼れ の 他の 著作よりも 此の 木地の ま& の眞實 に、 色々 の 意味で 1&5 多くの 味が ある。 

江戶文 舉の遗 響と いふ 事から、 遡って 德川 期末の 文 舉を想 ひ、 是れが 明治 初期の 文 擧に遣 響を傳 へて 段々 に 消え 行く 跡 を 

考 へて 見た。 德川 期末の 文學、 殊に 小說 は、 明治 初期の 小 說に三 筋 か 四 筋の 際だった 影を曳 きながら 消えて 行った と 思 ふ。 

文擧 史を兑 ると、 何れの 國に 於いても、 或る時 代の 文 舉には 著しい 敎訓 的の 色を帶 びた もの、 生す る ことがある。 小說に 

せよ 劇に せよ、 其の 中に 訓誡 又は 啓蒙の {4! 氣の 多分に 漂って ゐる 時代が ある。. 而 して 此の 教訓的な 空 氣の發 生す るに はおの 

づ から 一 つの 源と 二つの 途が ある。 二つの 途と は、 內發 と外發 である。 • 一 つの 源と は 其の 文藝の 外に 存在す る 社 曾 的 勢力で 

ある。 此 力が 如何なる 場合に 於いても 文 藝に影 を 投げ かける 時、 敎訓 的の 空氣 となって 見 はれる。 而 して 其の 所謂 社 會的勢 

. ill 特文舉 と 德川文 暴の 交 整  0S 
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ッブ リシに 依て 其が 完成され たとい ふ譯 でも 無い が、 兎も角も 彼 は 帝！： 主義 を 鼓吹した ろ文學 者と して 考 へられて 居る、 

それ！. 1 も自づ から 现 由の ある ことで、 彼の 作物 は 前に も 述べて 通り、 英本闽 から 派遣され て來る 兵隊が 中心と なって 居る， 

其 他 备國に 富 を 求： S 命 を 求めて 遙々 彼の 東洋 熱 帶の地 而も 赤 逝； g 下の 國に 渡航つ て^る i の 漂泊者 放浪者 等が、 雨に つ 

け阌 につけ 思 ひ 出す は 祖國の 事より 外に 無い、 其の 祖國を 思慕す る 遣 瀬 無い 而も 強烈な 憧撩の 情が、 いろくの 形で 殖民 地 

に 在る 人間の ^5 に 5^- 現して 來る、 この 心 持 を キップリング は 小說ゃ 詩の 中に 取 入れて 55 る、 つまり 殖民 地から して 速く 本^ 

を戀慕 ふとい、 ふ 共 闽的 精神が 變 形して、 一 種の 帝國 主義と なった ものと 兒て よから うと 思 ふ >  この 意味から 言へば、 キッ 

プリ ングに 依って 資された 新ら しい 調子の 文^ は、 つまり 印度 殖民 地の is^ 氣が產 んだ大 なる 産物と いふ 結論に 到達す る譯で 

ある、 これ 等 は 殖民 地文 舉と しての 最，^ 意昧 ある I 例で は あるまい かと 思 はれる。 (明； 35 四十 四 年 六月) 


持が ガサ ッに粗 っぽくな つて 行く の は 免れない 傾向で あらう、 殊に キップリングが 好んで 描いた の は 印度の 守備兵 C ことで 

卽 ち本國 から 殖民 地へ 来て、 せ ハ處に 土人 を 相手に 絕 えす 銑 を擔ぎ 廻って 南船北馬に 日 を 幕す 人間の、 放浪 的な わるく 言へば 

無頼漢 式な、 何時も 血に 渴き喧 啼 を 好み 鐵 砲に 慣れ 切った 人間の 心 持、 これが 少 からす 彼の 文舉に 影響して 居る、 だから キ 

ッ プリングの 新調と いふ もの は、 恰度 銑に 裝彈 をす る 音 を 聯想させる 様な 趣が ある、 叉 彼の 詩集に は バラック、 ル， ム、 バラ 

ッズ、 卽ち 營舍の 歌と いった 様な ものが 多い、 これ 等 は 最もよ く 此の 詩人の 特色 を發 揮した もので、 自 から § いふ 調子に 

由て 來る處 も 解る ので ある、 キップリングの 詩 は、 或る人々 から は餘り 調子が 急で 野卑に 過ぎて、 殆んど 軍歌に 近いとまで 

評 はれて 居る、 又 彼の 詩 風に 慊らぬ 大陸の 詩人 達が、 彼の こと を 卿叭手 だの 大鈹叩 だのと 散々 に惡ロ をい ふの も、 畢竟 彼の 

詩を讃 むと 喇叭の 音ゃ鐵 砲の 響 を 聯想させる 箇處が 多い からで あらう、 然し これ は 結局 殖民 地と いふ もの i 粗い 調子 を 其 儘 

に W したので、 よく 見れば 卽ち 殖民 地文 寧の 特色と なる 所以で ある、 殖民 地と 言 はぬ 迄 も， 例へば 平原に 住む 民族に は、 自 

ら大 平原の 漂渺 とした 調子が 彼等の 唱ふ 歌な り 詩な りに 出て 來る、 又 荒い 海岸に 住む 民族に は、 日夜 其の 荒ひ濤 風の 音 を 耳 

にしつ 小舟 一 つに 掛替の 無い 生命 を 載せて 絶えす 生死の 間に 出入す る 生活の 粗つ ぼい 調子が、 知らす くの 間に 彼等の 

歌讅を 彩色って 居る、 我々 が 北 日本の 海岸な どに 行って 見る と、 彼の 岸 を 洗 ふ濤の 音. や 風の 音 や、 乃至 斯うい ふ 自然の 力に 

揉まれながら、 平 氣で沖 稼 をす る 漁師 等の 荒々 しい 心 持、 斯うい ふ空氣 のよ く 現 はれた 歌が 殆ど 到る 處で 聞かれる、 これと 

同じ 理窟で 殖民 地から 生れ 出で た文擧 は、 何う しても 新開地の 生々 しい 句が 失せない、 = ^れが やがて 其の 文舉の 特長で ある。 

今 I つ 印度 殖民 地文 學の 特色と 見るべき は、 同じく キップリングの 作の 內容 として 一時 世間に 傳 へられた 例の 帝國 主義の 

思想で ある、 無論 帝國 主義が 文學の 間にまで 入って 來て八 釜し く說 かれる に 至った の はいろ くの 理由に 基く ことで、 何も 
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で 歐洲大 ii を も 凌駕し っ& あるに 反して、 精神的の 方面、 就中 文學藝 術と いふが 如き 文明の 最も 微妙な 方面の 發 現に 至って 

は、 何う も 未だ ガサ ッで而 して 卑俗な 處が ある、 或る 意味から いへば、 文藝 とい ふ もの は 一 個人の 上で も 精神 全 體の總 / 髙 

の 上に 生す る 一種の バ P メ ー タ ー の やうな ものであって、 極めて 微妙で は あるが、 叉 極めて 明らかに 其 人の 精神 狀 態の 程度 

を 示す ものである、 此默 からい へば、 殖民 地と しての IS! 米 利 加と いふ もの は、 歐洲 各國の 文明に 比べて 熟した 程度が まだ ま 

だ 足りない、 隨て 其の 文藝の 上に も 何處か 幼稚で あると いふ 結 粟 を 生じて 居る。 

此 等の 顺民 地文 擧の 中で 強いて 取 出して いへば 印度が 今日の 處 一 寸 注目に 値して 居る、 勿論 印度 本 固の 古い 文舉は 特殊な 

地位 を 保つ きもので、 之 は 全く 別物で あるが、 印度が 英國の 殖民 地と して 近年 彼の 詩人に して 小說冢 たる キップリング を 

出した、 あれが 殖民 地文 學の 一 異彩と して 光 を 放って 居る やうで ある、 尤も 最近 數 年の 形勢で は、 其の キップリング も 遊 だ 

振 はない やうで あろが、 彼 は 鬼に 角 一 時代 を 造り かけた 人であって、 彼が 印度に 人と 爲 つて 後年 作り出した 新 文 學の結 架 は 

如何であった かとい ふと、 詩の 上で は 從來テ 一一 人 ンゃス ヰンバ ー ン などに 依て 代表され て 居った 極く 上品な 美麗な 言 は 神 

士 淑女 的な 調子の 詩 をー變 して、 男性的な 活 澄な、 急激に して 粗つ ぼい 調子の ものに 替 へた。 

勿論 今日と 雖も、 キップリング 等の 此 新調が 英國の 詩 擅 を 支配して 了った と は 言へ ない が、 鬼 角 も 詩 擅の 半面に 新空氣 を 

注入した こと は爭 はれない 事實 である、 この 様な 新調 は、 一つ は 無論 キップリング 其 人の 性格から 發 露した ものに は 相逮ぁ 

るまい が、 一 つ は 印度と いふ 殖民 地の 事情が これ を 生んだ ものと 見て 差 支が あるまい、 殖民 地 は 或る 意味に 於け る M 地で 

ある、 種々 の 事情の 下に 種々 の 希 室 を もって 遙々 新開地に 渡航って 行く 程の 人々 は、 何れ 遺傳 的に 一 種の 強烈な 粗つ ぼい 性 

質 を 持って 居る 上に、 常に 自分より 劣等な 人種に とり 圍 かれ、 結えす 彼等 を 支配して 行かねば ならぬ 必要 か. 然 日常の 氣 
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= 英國 殖民 文舉家 キップリング を 論す 《" 

£0 本で も 臺灣、 樺 太が 取れ、 朝鮮が 併合され て 以来、 殖民 文攀 とい ふこと が 興味 を 以て 考 へられる やうに なって 來た、 1 

體舰民 地の文 攀 なる もの は • 西洋の 例に 依って 兒 ると、 實は餘 り 立派で ない ものが 多い、 歐洲 各國の 中で も饅も 多くの 殖民 

地 を 持って 居る 英國に 就いて 兒 るに、 漆洲、 印^、 其 他： 弗 利 加邊の 土地な ど を 通じて 見る も、 殖民 地なる が 故に 其 處に特 

殊の 文藝が 生れ 出で たとい ふ歷史 は、 今日に 至る まで 認める ことが S 來 ない、 文藝の 源泉 は 矢張り 本 阈に發 する こと は * ど 

5 も爭 はれない 形勢で ある。 

只 だ： „31 米 利 加 合衆國 めみ は、 本 來英國 其 他の 歐洲 各國の 殖民 地た おしに も 拘らす • 今日までに 多少 世界的の 文士と 文舉と 

を 出して 居る、 然し 其 とても 殖民 地 時代に 特殊な 文舉を 鹿んだ とい ふ譁 では 無い、 現に 同じ 亞米利 加の 中で も 加奈陀 は 此方 

面に 於て 旣に獨 立した 合衆國 に比べ て遙 かに 劣る のみなら す、 合衆國 自身と 雖も 今日で は歷 然とした 獨立國 でありながら、 

之れ を歐洲 各.！ と比べて 見る と、 其の 文藝の 趣味 はま だく 整った ものと は 言へ ない、 何しろ 物質文明の 方 は あの 通りの 勢 
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迷夢 を さまし 得ない ものが 多い。 此の 種の 人々 に は 日本 趣味の 過去、 日本 趣味の 制限と いふ 文字が、 直ちに 快の 國民 

性と いふ 文字に 讀め るので ある。 藝 術の. 國民性 はそんな もので はない。 (明 35 四十 四 年 五月) 


應 する ものである。 全く  In: じ题： IM を 描いた 齋が二 枚あって もよ い。 f は B 本人が 畫き * 一は フランス 人が 塞いた， 而 して 二 

者 は 各々 其の 屬 する 所の 國民 性を發 揮して ゐる。 藝術 上の 國民性 は 斯う ありたい。 

併しながら 此の 意味での 國民性 は • 前 二者の 場合と 逮 つて 發 現の 手 繽を 異にして ゐる。 作家の 風格の 上に さしかけた 國民 

自然の 影で ある。 作家が 意識して 或は 之を顯 はし 或は 之を隱 すと いふ 事の 出來 ない ものである。 從 つて 之 を 作 冢に耍 求した 

所で 無益に 終る か然ら すん ば 要求し なくと も 出る 時には 必然に 出て 來 ざる を 得ない。 藝 術に 對 する 國民 性の 要求 は 此の 意味 

に 於いて 無意味で ある。 

作家の 心理から 見ても ことさらに 意識して 國民 的に 其の 題材 を觀 照し 感納し やうと いふ 如き 氣分は 製作の 過程の 中に 入る 

得る もので ない。 縱し 入れ 得ても 醇正に 藝 術の 力 を增す 作用と なる もので はない。 古來 の大藝 術中、 何れが よく 初から 作家 

が 之れ を ことさらに 國民的 氣分を 取り扱 はう と 努力した 爲に國 民 的と なった ものが あらう。 作家の 心理 はむしろ 其の 反對で 

ある。 明白に 意識し な いまでも、 漠然と 世界的に しゃう、 統 I 的 綜合 的に しゃう とい ふ 努力 は 常に 製作の 氣 分の 中に 出沒し 

て 居る。 日本に ありて ョ i ッパを も、 アメリカ を も、 支那 を も、 絡した ものが 作りたい。 眼中から 一 切の 國民的 制限 を撤 

したい。 斯う 望む のが 寧ろ 藝術 製作の 三昧で ある。 同時に 他面に は 己れ 獨自の ものが 作りたい、 一個 特 絡の ものが 作りたい 

とい ふ 意識 も 潜在す る。 此の 兩面は 3 ^實 である。 併し 中間に 立って 國民 的に したいと いふ やうな 努力 は、 眞藝 の 上から は 

謬妄 たる を 免れぬ。 阈民 自然の 影 は、 た V 是れ をして 無意識の 中から 放射せ しめよ。 意識して 覘ふ 方角 は 却って 世界 性に あ 

つて こそ 藝 術の 進化 は 行 はるべき である。 

以上の 論 は、 文事の 上に は 今日 流石に 之れ を 繰り返す 必要 はない と 思 ふが、 鎗霱 昔樂の 上で は、 依然として 似而非 國粹 の. 
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ノル ゥェ ー とい ふ國民 性が あると すれば、 其の 國民 文攀を 標榜した 初期の 作 『海 豪』 が、 自國傳 說を村 料と したの よりも、 却 

つて 後年の 諸 作が 名 を 自國の 現代 生活に 假 りながら 實は歐 洲全體 の道德 問題 を 材料と した 所に 合せて 北歐 の北歐 たる 國民性 

を 示して ゐる。 ゲ ー テの 『ファ ウス ト』 も 其の 詩 村が 北ド ィ ッ の傳說 であるた めに ド ィ ッ的 だと い ふ 意味 は、 今日から 見れば 

價 値の 微 薄な ものである。 若し あれに ドイツの 國民 性が 見 はれて ゐ るなら、 それ はもつ と 遠った 意味でなくて はならぬ。 

そこで 第三の 場合が 生す る。 藝術 上の 國民性 はたに 其の 藝 術の 香 ひとして 眞に現 はれて 來る。 歷史ゃ 風土 や 境遇 やの 自然 

的 勢力が まづ 其の 作者 を 作る。 斯 くして 作られた 作者の 風格が おの づ からにして 藝 術の 句 ひとなる。 されば 國民 性が 藝 術の 

上に 現 はれる の は、 其の 國の 自然の 影が 藝 術の 上に さすので ある。 ちゃう ど樹の 影が 路の 上に 落ちる と 其の 中に 這 入る もの 

は 男 も 女 も 皆 一様に 其の 影 を 被らざる を 得ない のと 似て ゐる。 北 歐の文 藝には 沈爵、 暗擔、 憧憬、 强固 とい ふやうな 色 合が 

漲る し、 南 歐の文 藝には 熱烈 芳醇、 豐富、 髙 調と. いふ やうな 色 合が 漲る。 此等 はみ な 作者の 風格であって、 同時に 國民 性の 

影で ある。 つまり 藝 術の 手段と なり 村 料と なる もの >- 議論で なく 作家が それ 等を藝 術に 完成す る 時の 觀方、 感じ 方、 解釋の 

仕方に 爭 はれない 阈民性 を 露呈し 来たる ものである。 藝 術に 於いて は、 手段 村 料の 上の 國民性 は 言 ふに 足らない。 ffi^ の觀 

方、 感じ 方の 上の 國民 性に 至って 始めて 生命が ある。 

藝 術と 國民 性との 間の 關係を 以上の 如く 解す ると すれば、 藝術 製作の 上に も 影響が ある。 少く とも 外 間から 作家に 對 して 

國民的 藝術を 要求す る 場合に 影響を及ぼす。 なぜならば、 第 I 第二の 意味の 國民性 は 成程そうと 注文 せられて 意識的に これ 

を 成就す る こと も 出来 やう、 出來 やう どころではない、 比較的 容易の 事業 かも 知れぬ。 併し 其の 藝術 的價値 は必ら すし も是 

れ によって 增 損しない。 却って 反對の 結果 を來 たす 事例が あり 得る。 され ぱ&^ 第三の 場合が、 a; の 藝 術 的國民 性の 要求に 


固 民 性を發 揮し やうと したり、 ドイツ の 詩人 等が 自國の ザ ー ゲに材 科 を 求め <國 民 文學の 基本 を 明に しゃう としたの など 皆 

此の 意味で ある。 日本の 文舉も 日本の 傳說 なり 歷史 なり、 現代 生活な り を 材料と する 限り、 日本と いふ 國民性 はおの づ から 

その 中に あら はれる。 從っ てまた それらの 國民的 題材に は、 自然と 其の 國 民の 思想 道德が 具現して 來 る。 中古 フランスの 所 

謂 シャンソン、 ド、 ゼ ストの 時代の 詩 村 は、 勇敢、 愛國 などい ふ 思想 道 德で國 民 性 を 表現し 緣 いて 現 はれた 中古の ドイツ 民 

族の 詩材は 空想、 熱愛、 冒險 などい ふ 思想 道 德で國 民 性 を 表現した。 英國 民に 英國 特有の 堅實な 道德的 傾向が あり 、アメリカ 

に は アメリカ 特有の 實際的 傾向が あり、 日本人に は 日本 特有の 宗敎も 道德も ある。 此 等の 何れ を 取って 林 料と しても 其の 國 

民 性 は 現 はれる 箬 である。 世間の 人 は往々 是が 直に 國民 文擧の 本領 だとい ふ。 併し 少しく 深く 省察して 見れば、 此 等.， 9: かた 

文藝の 中核に は逮 してね ない 外 邊の條 件た ろに 止まる こと を認 むる に 難く あるまい。 藝 術の 生きて 動いて 居る ところに 指さ 

すが 障る までに はま だ 幾 皮 も 隔たりが ある。 其の 國の 道德ゃ 政治 を 材料に する のが 其の 國の國 民 性を發 揮す る文藝 なら， 國 

尺 文藝も 亦た 容易なる かなで ある。 IS 術の 國民 性と いふに はもつ と 遠った 意味が あり 得る。 

由來 右に 數 へた 國民的 言語、 風俗、 土地、 事件、 人物、 思想と いふ やうな もの を、 國 民的藝 術の 唯 一 の條 件と して ゐ る 時 

代 は、 歷 史上に あっても 或る 特殊な 場合で ある。 自分の 國が他 國に亡 されん として ゐる とか、 今まで 衰 へて 居た 國が 新に 建 

國の基 確 を 築かう とすると か、 凡て 建！： 的 革命の 時代、 從 つて、 祖 阈的觀 念の 特に 與齊 した 時代に 現 はれる 現象で ある。 政 

治 上社會 上の 愛國 熱と 相伴って 生す る 特殊の 文藝 である。 之れ を 以て 直ちに 國民 性に 必要なる 藝 術的發 現と 見る こと は 出来 

ない。 言語、 風俗、 道德 等の 村 料 や 手段に は 何等の 國民的 制限 を附 せす とも、 日本人が 西洋人の 言語 風俗 を寫 さう が、 將た 

支那 人 印度人の 道德宗 敎を寫 さう が 而も 共れ が 日 "本 的國民 的た る を 妨げない I 境の 別に 存 する ものが ある • イブセンに 若し 
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定 する ことが 出来る。 藝 術の 國民性 とい ふこと にも、 此の 意味で 無限の 個人 化と 無限の 世界 化と を豫 想し ない もの は 空 斑で 

ある。 

されば 如上の 意味で 藝 術の 國民性 を 肯定 するとして、 問題 は 其の さきに ある。 文明 上の 他の 諸 現象 は 姑く 措いて、 文藝の 

上に 現 はれろ 國民 性と は 本來、 如何なる もので あるか。 國民的 文舉の 特徵は 專ら何 5 いふ 所に 存す るか。 

之れ に對 すろ 答 は 幾ら も あり 得 やう。 第 一 は 文藝の 最も 外形的な 方面、 例. へば 描かれた る 言語 風俗 土地 等の 相違が 直ちに 

國氏的 Isi 刖 とも 見られる。 十八 世紀の ドイツ人 は、 自國の 言語が 卑 めら れて、 フランス語が ひとり 文明 語で あるかの やうに 

思 はれた の を 憤って、 レッシング、 ヘル デル 其の 他の 面々 が國 民文學 建設の 運動に は、 自國語 を S ひろと、 いふ ことが 一 つの 

重大な 條件 となった。 今の アイルランドの 國 民文舉 運動と いふ ものに も、 起源から して 英語に 對 する 自國 語の 復活と いふ 事 

が 重大 事と なって 居る。 イブセン、 ビョ ルシソ ン 等が 初期の ノル ゥ HI 阈 民文學 運動に もデン マルク 語に 對 する 自國 語の 興 

隆と いふ 意味が 多分に 含まれて 居た。 又 西洋人 札 東洋の 綺書、 文學、 演劇 等に 對し、 東洋人が 西洋の 其 等に 對 する 時の 國民 

的 印象の 中には、 少なくとも 其の 重要な 一 成分と して 阖 中の 奇異なる 風俗、 山水 等が 觀者讀 を 刺戟して ねる こと は爭 はれ 

ない。 けれ 共斯 やうな 言語 風俗 土地 等が 藝 術の 上に 現 はす 國民性 は、 固より 其の 藝 術の 內部 生命に 取って、 さした る 重要の 

もので ない。 言語 を換 へ、 風俗 山水 を變 へても 尙ほ 亡びない ものがなくて は藝 術の 力 は 成り立たぬ。 - 

第二に は其國 固有の 人物 事件、 從 つて それに 具體 して ゐる國 民 思想、 國民 道德の 特色と いふ ごとき ものが 文 藝の國 民 性 を 

形づくる。 鼓に 具體 して 國民 思想と いひ ま 民 道徳と いふの は 村 料と して 話題と して、 其の 國の歷 史傳說 や 現 生活 を 選ぶ とい 

ふ 意味で ある。 前記 ルル ゥェ. "の 詩人 等が 十 九 世紀 の 初にあって、 ことさらに 自已の 傳說 たる 『 ェ ッ ダ』 や サ ガ 14 村 料 を 取 つ て 


る ひ 反感が 生じて 來 るか 此ひ 境に 殆ど 理非 はない 人情 S 自然で ある。 而.^ も 此の 氣分 一 つが 既に 萬 事で ぁゥて * 非 歐化ぁ 

義は 直ちに 非 世界主義 となり、 國粹 主義と 相 合して 文明 進轉の 上に 種々 の 波満を 生じて 来る。 併しながら 世界 化 は 決して 文 

字 通りの 歐化 ではない。 歐洲卽 ち 全世界と 見た 彼等 歐 人の 夢 は、 いにしへ 羅 の 人の 夢に ついで 早く 破れ 去った 普で ある， 

近年の 學 術に 比 絞 研究と いふ. 事が 唱 へられて 以来、 文學藝 術に も 此の方 面の 觀 察が 加 へられた。 而 して 其の 結果 はおの づ 

から 二 個の 結論 を 生じた 趣が ある。 一は 所謂 國民 文藝の 肯定で、 間 的に 虚を 異にする 國 民に は、 おの づ から 其國民 域に 應 

じた 文藝 域が あって、 他と 混すべからざる 特色 を 有して 居る。 場合によって は 全然 違った 標準 を すら 有して &る やうに 見え 

る。 斯 くして 文 藝の阈 民 性と いふ ことの 肯定に カを與 へたの が 比較 研究の 一 つの 結 菜で ある。 

併し 同時に 此の 同じ 原理が 縱に 時間 的に も 作用す る こと を 否み 得なかった。 其の 結果 國民性 そのもの も 亦た 時代 年月の 上 

で」 定 する こと を 許され なくなった。 處 と共に 變 する もの は、 また 時と 共に 變 する。 文藝の 特色、 趣味の 標準と 云 ふが 如き 

もの は斯 くして 時 處に從 ひ 縦横に 變 化する こと を豫 想し なくて は 成り立た なくなった。 

更らに 之れ を 他面から 言へば、 文明の 變化は 凡て 此等 比較 研究者が 背景と して 持って 居る 進化論の 暗示に 從 つて、 一面に 

無限の 分化 を豫 想す ると 共に 他面に は 無限の 統 一 を豫想 せざるを得ない。 I 面に 國民 的と いふが 如き 統 f 性 を すら 旣に脫 W 

して 限り無く 各個 者獨 有の 特有の 特色に 分化し 行かん とすろ と共に、 他面 は 一切の 各個 者 をして 世界的たら しめなければ 己 

まない。 ちゃう ど I 切の 生物が 無限に 個 的 進化 を 遂げる と共に、 それら 一 切の 生物が 何時か は 一 様に 人間 又は それ以上の 理 

想 的 生存 物に 化 到す るの 日を豫 想せ ざる を 得ない のと 同じで ある。 最後の 統 I と 最後の 差別と I よし それが 如何なる 狀態 

で 何時 出現す る もので あるか は 全然 思量の 外で あると しても II 此の 兩極 を豫 想して、 めて 其の 中間 狀 態に、 H 民 性 を肯 

in 術と 國民性  - 一二  M 
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世界 性と 國 民 性との 對照、 之れ は あらゆる 意；^ に 於て 今の 我が 邦に 最も 緊切な I 問題で ある。 I 般 文明の 施設に 於いても 

畢問藝 術の 方面に 於いても、 此の 對照 がさ まぐ の 形で 問題になる。 建築物 を 一 つ 造る にも、 橋 一 つ 架ける にも、 乃至 文學 

の 上、 宗敎の 上、 道德の 上に も、 事毎に 此の 對照は 現 はれて 来る。 一時 は^ 化主議 か國粹 主義 かと 言った。 又 一時 は 束 西 文 

明の 關 係と いふ 風に も 見た。 古い 問題と いへば 古い 問題で あるが、 常に 新しく 附 きまとう て來る 問題で ある。 

文明の 世界 性 及 乃至 世界的 倾 向と いふ 事 を、 直ちに 歐化 又は 西 化と 觀て、 之れ を 歐洲の 名 譽に献 じて 了った の は、 無理の 

ない 事で ある、 今日の 所 如何に 最負 目に 見ても、 若し 世界の 文明に 些かたり とも 一 般的^ 合 的な 倾 向が あると すれば、 其れ 

が Ill5 明白に 現 はれて ゐ るの は 歐洲の 文明で ある。 歐洲の 文明 を 以て、 之れ が 標準に 近い ものと する のに 何人も 異存の あら 

う 害 は 無い。 世界 化 はすな はち 歐洲化 • 斯う 言 ひなされ 見なされて 來 たの は當然 である" * 

けれども 細かく 考へ ると、 斯 やうに 歐化卽 ち 世界 化と 述斷 せられた 爲に、 頑迷 者 流の 惑を惹 いた こと も 亦た 少なくない。 

歐 化と 言へば 阈粹を 菜て k 歐洲に 降る ことで ある。 新う 思 ひ 做す 所に 一種 不快の 感が伴 ふ。 自尊 を 傷 けられ、 自性を 亡され 


の 要求 を 持った 人が 存在して ゐ るのに 不思議 は 無い が、 文 擅 全體の 殊に 新しく 進み W でんと する 人々 の藝 術に 對 する 氣分傾 

向と いふが 如き もの は、 何等かの 動機に より 何等かの 刺戟に 因って 更に 新しい 嚴肅 なむし ろ 眉宇に は I 種 凄 慘な氣 を 漲らし 

た 位の 努力 的の 覺悟 でか-る 新藝 術の 途に向 はせ 度い と 思 ふ。 (E; 治 四十 四 年 四月)  - 


新しき 現 實  mill 
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な だらけた 氣 分で なく、 もっと 引き締った 鷹面 目な むしろ 或る 程度 迄 は 凄慘な 色を帶 びた 氣分 でない と は 嘘 だ 1 ふ。 現下 

の 文 擅は餘 りに 吞氣 に、 天下 泰平 的に 和樂 的に なりす ぎて ゐ ると 思 ふ。 

而 して 斯う-いふ 形勢 は 今の 處 何と 云っても 一番 進歩して ゐる 小説 方面に 於て 尤も 多く 現 はれて ゐ るので あって、 これと 相 

並ぶ 可き 他の 一面た る 劇の 如き は小說 擅に 較べる と 著しく 後れて ゐる 様に 思 はれる 0 劇全體 として 爾ぅ であるの は 云 ふ 迄 も 

無く 單に 脚本の みに 就いて 云って 見ても、 小說は 鬼に 角 一時期の 完成 藝 術と いふ 趣にまで 進み 得た のに 對 して は、 まだ 未完 

成の 藝 術と いふ 趣 を 多分に 存 して ゐ る。 斯うした 際で あるから、 作家 は 事情の 許す 限 hs、 その 小說 擅に 致した 丈の 新 現實の 

發 見と 創作と を 脚本の 上に 移し 植 ゑる 工夫 をしたら ば、 讀む者 も 觀る者 も、 局面が 逮ふ 丈に 新しい 興味 を 刺戟され て 來るだ 

らう。 最近 種々 な 翻譯ゃ 創作の 脚 木の 舞臺に 上る の を 見て いつも 感 する 事 は、 其の 讀んだ 時の 脚本と 舞臺で 見た 時の 脚本と 

は 大分 意味の 違 ふので あると 云. ふ 事 だ。 あれ 等の 事 か I へて 見ても、 今の 小說が 所有して ゐる 丈の 內容を 其 儘 脚本の 上に 

移して 見る 事が 出来たら 刺戟 は 却って 小說 以上で は 無い かと 思 ふ。 が、 しかし 是は、 小說と 脚本と に は 種々 の 約束のお 違 も 

あり、 且つ 其 作者の 天才の 向不 向に もよ る 事故、 さう 機械的に 小說 作者 をす ぐ 脚本 作者に する わけに は 行かぬ 事情 も 無論 あ 

るで あらう。 だから 强 ひて さう すべし と 論ぜられる 譯の もので は 無い。 夫 は 唯 私 一箇の 感じで ある。 鬼に 角 私 は、 新 脚本の 

上に こそ 未だ 休息 的な 藝 術よりも、 小 說が兩 三年 步ん で來た 彼の 眞 面目な、 現實 的の 努力 的な 藝 術が * 之から 大に現 はれて 

來 なくて はならぬ と 思 ふ。 

文 檀全體 としても 之 を 要するに 今 云った 様な 休息の 耍 求と 更に 新しい 現 實の耍 求と 云 ひか へれば 遊戯的と 努力 的との 此ニ 

つの 氣 分が、 現下の 樣な狀 態で 餘 長く 糗 かせ 度く 無い。 無論 社 食の I 部に はいかなる 時代に 於ても、 遊戯的 藝術ゃ 其 他 t々 


である 事 を 失 はない ので ある • 

然るに、 最近の 日本 文 擅、 殊に 小說界 など を 中心として 考 へて 見る と、 此の 新しい 現 實を發 見 若しくは 創作ず る 水脈と い 

つた 様な ものが、 彼の 自然主義 問題の 勃興と 同時に 一 時 開けて 來て 恰も 百 千の 新 水脈が I 時に 流れ出す やうな 氣持を へた 

ので あつたが、 夫が 兩 三年 經っ 中に、 最早 新しい 水脈で は 無くなって、 何となく 更にく 刖な 水脈に ほりあて、 夫から 新レ 

き 現 實の棗 を 汲まなければ なら なくなった。 同じ 様な もの を 幾度 も 繰返して 居れば、 いくら 夫が 强ぃ 立派な もので あっても 

結 ilS は舉 調に なり 眾調 はやが て 疲勞と 倦怠と を持來 す。 近頃の 文壇 は卽 ちその 疲勞と 倦怠と を 感じて 來 たので あらう。 だか 

ら、 玆 におの づ から 别な 新しい 水脈 を 何う かして 掘り 中て たいと 云 ふ 希望と 同時に、 しばらく 休息した いとい ふ 欲望と が 文 

壇に 動いて ねる やうで ある。 

評論 も讀み 度く 無い. 小 說も諫 み 度く 無い、 詩 もよ み 度くない。 若し 强 ひて 讀 まなくて はならぬ のなら ば 成る丈 骨の 折れ 

ない ものが い 、o 云 は 閱の 煙草で あるから 遊び事が い \ 手品で もい i 、おもちゃ でもい- -、 何でも 好い から 唯 面白く 遊ば 

して 吳れる ものが 欲しい。 かう いった 様な 要求 も 又 起って 来ない わけに は 行かなくなる。 其 結^と して 下らない、 感情の 遊 

戯とぃった様なものが^12^ぁりげに喋.*- せられたり、 過去の 文明 狀 態の 異 つた 時代に 成立した 趣味が 唯 夫 を 受け 容れる 上に 

骨の 折れない 一-種 コ ンべ ンショ ナルの 味が ある 爲に、 及び 暫 らく 忘れて ゐて 珍ら しくな つた 爲に、 W び 事 々しい 意味 をつ け 

て櫃糗 せられる と 云 ふ 様な 現象 を も 生じた の は 要するに 皆 文 擅が 疲勞し 倦怠して、 休息 を 要求し 餘與を 要求して ゐる 結果に 

外ならぬと 私 は解鞾 する。 

であるから、 本當に 新しい 現實の 發兑ゃ 創作に 向ふ氣 分が 1 の 休息の 後に、 更に 復活して 来る とすれば 夫 は 必らす こん 

新しき， 實  ，九 
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新しき 現實 

最近の I は どことなく、 倦んだ i ^にいの 無くなった も？ 様な 感じ を與 へる。 1 を 兑ても 創作 を 見ても 皆 下らない 蹄 

りの 無い ものば かりの 様に 思 はれる。 云 は. i 擡が復 たしば らく 疲れて 休息 を 欲して 来たと いふ 様な 調子が 見える。 

大體に 於て 豪が 「新しき 變」 とい ま を 中心の 生命と する f ば 堅く 信じて ゐ るので あるが、 g 同じ 新し I 賞で 

も それ を S しょうと する 卽ち發 見 的 態度で か.， る 作者と、 夫 を 創作しょう とする、 卽ち 創作的 蓮で か、 る 作者と は、 

i の寶 によって 自ら 別の 方面に 別れて ゆく も？ 様に 見える。 で、 i 作 的 簾の 人 は 動もすれば、 根本 命題で あき. 

の現實 とい ふ f 逸し 去って、 餘 りに 囊の裡 に はいり 過ぎて、 我 さ IBSif 事 sf いうす ク 。へらな t 

ちゃの 様 I 術に 匿して 了 ふの が 古來の 通弊で ある。 又 i 見 的慶の 作者 は、 餘 りに I とい ふ f 囊に考 へ 過ぎて 

唯の I 的 蜃に陷 り、 I 命の 藝 fl して 了 ふの が 多くの場合 である。 此兩 II いたら、 af 

な 分子 をより 多 4 つ 作品で も、 i 見 的震と いふ 分子が i 多く 勝った 作品で も. 要するに 新し If いふ i の呆 

f 我々 に 持 来す もので さへ あれば、 然して 言 ふ 迄 もな く 夫が if して 生きた 具體 した ものである， は、 i な 作 口 a 


si 生活 - 延いては 全 § 生活に 獗漫 した 感情の 耍 求に 外ならぬ か 

此の 意識に 到達して、 我等 は單 なる 絶 的 感情の 要求が、 一般 其の 奥の 意義に 自覺し 及んだ ものと i ふ。 殊に 藝術 境の 反省 

に 於いて 此の 意味が 重要で あろ。  ， 

併しながら 此れ を藝 術の 主眼と する もの も、 之れ に 限られたら、 結果 は淺薄 平板の ものになる であらう。 彼の 朝三暮四の 

日常生活に は、 此の 要求 を滿 たす 場合が 幾ら も ある。 併し 我等 は 朝三暮四の 營み によって 我等の 藝術 愁を充 たす こと は出來 

ない。 藝術 はたし かに 此の 以上の 何物 か を 要求す る。 此の 全 的 感情の 要求が 藝 術の 道程と して 有 かなこと は、 强的 感情の 要求 

と 聊か も 異ならな いが、 同時に 更に 其の 奥に 嘰み しめて 出る 醍剛 味がなければ r 藝術 得たり」 とい ふ 滿足は 何う しても 起こ 

ら ない。 

玆に 於いて 我等 は 之れ を假 りに 深 的 感情の 要求と いふ。 藝術 境が 知識 か、 感情 か、 知 情 いづれ であって 而も 何れで もない 

ものである とい ふやうな 事 は、 古来の 美擧 者が 澤 山に 論じて くれた。 而も 此の 深 的 感情の 要求と いふ 事 實に對 して、 適切な 

解釋と 見られる もの は I つも 無い といっても よい。 是れが 藝術反 雀の 上の 最後の エック ス である。 我等 はむしろ 此れに 對す 

る 答 を 知の 方面に 近い ものであると 考へ るので あるが、 解答の 是非 は 姑く 別と して、 此の 深 的 耍求を 基礎と して 立つ 藝 術の 

墮落者 も、 明かに 知的 方面から 出て 來る。 淺薄 露骨な 觀 念の 藝 術に 了る もの は卽ち 此の 要求が 邪道に 馳せ たので ある。 それに 

も拘ら す、 我等 は H; に 努力に 値する 事業と しての 藝 術の 道 を、 獨り 此の方 面に 尋ねての み 無限に 前進し 得る と 信す る もので 

ある。 疑 ふ もの は 此の 道に 於いて 疑 ふ 甲斐が あ 信 する もの も 此の 道に 於いて 信す る 甲斐が ある。 (明殆 四十 四年ョ 月) 

感情の ®,.4rs  一一 ニセ 


文藝 評論  nil 六 

此の 强的 感情と いふ 耍 求が、 藝 術の 中で 適當に 取り扱 はれ-ば、 それが 其の 藝 術の 光彩に なること は 論 を 待たぬ。 けれど 

も 世間に は、 是れ のみ を 唯一 の 目的と する 一派の 藝 術が ある。 それ も 結局の 是非 は 出來榮 如何の 問題であって、 よし 此の 道 

から 進む もので も、 進んで 行った 行き 止り に 其れ 以上の 或る ものが 出て 來れ ば、 其の 藝術は 成功した 作になる。 同時に、 そ 

れが もし 此の 目的 に^られて、 それ 以上に 何物 を も 羸ち 得なかった 場合に は、 そこから 此の 派の 藝 術の 隨 落が 始まる。 藝術 

は單 なる 感情の 紐み 合 はせ ではない。 感情の 翫 具が 感情の 幻に 魅せられて 滿足 すると 思 ふ 人の 藝術 境と、 我等の 藝術 境と は 

明かに 相距 つて ゐる。 我等 は 此の 感情の 中に 更に 嚼み しめて 出る 味を耍 求す る。 た r の 感情の 遊戯 おやない。 少く とも 此の 

情に 永久性の 根 據を豫 想す る やうな 氣 分が 中心に 立つ。 更に 精し く 言へば、 單 なる 永久性の 根據 とい ふ 以上の 或る 智的要 

求が そこに 横 はって ゐる。 今の 强的 感情 を 主と する 作品 は、 此の 背景まで 行かなかった 昔の 情緖藝 術と 何等 實 質の 相違の な 

い、 くだらぬ ものが 多い。 新 天地に 達し やうと する 眞 面目な 努力の 過程と いふ だけなら よい。 それ以上の 承認 を、 此の 種の 

作品に 與 へる こと は 出来ぬ。 二度 想 ひかへ せば 馬鹿々々 しくなる ものが 多いで はない か。 新ら しい 人は此 處で醉 はせられ て 

はならない。 やがて 覚 むべき 此の 夢の 跡に も 先に も、 嚴 然として 横 はって ゐる もの は、 現當の 人生であって、 唯 之れ のみが 

我等の 眞の 努力に 値する こと は 忘れて はならぬ。 

感情の 强的 要求と 共に、 感情の 全 的 要求 も藝 術及實 生活 を 貫いた 人生の I 大 a: 資 である。 感情の 全的狀 態と は 語 をな さぬ 

様で も あるが， 少 くと も藝術 現象に 於いて は、 此の 語に 意義が ある。 生活の 發表、 就中 藝術 的氣 分の 中で、 最も 直接に 我と 

摘發 する もの は、 感情で ある。 而も 其の 感情が 細かく 言へば 感情の みに 非ざる 部面が 常に 支配 感情の 底に 出沒 して、 感情と 

の 平衡 を 要求す る。 之れ を 表面から 意識 すれば 感情が みづ から 智識 を も 意志 をも統 I し 包括 せんとす る氣 持に 外ならぬ。 全 


感情の 强、 全、 深 

近頃の 文 W に は 感情のお もちや の様な產 物が 多い。 よくも あんな もの を 若い 人が 僵 目な 努力に して ゐて、 そ の價 値に 對 

する 根 本義が 起らぬ こと だと 思 ふ。 

けれども 是れ は、 一 歩 立 入って 解釋 して 見れば、 彼等の 心理に 漠然た ろ！ 種の 要求が あって、 それが 之れ によって 滿 足さ 

せられる やうに 感じて ゐ るの だ。 勿論 中に そんな 自 覺的氣 分な どに 頓着な く、 た.^ あらゆる 意味で 飽滿し 自足した 境遇の 人 

が、 何 か 面白い 翫具 をと いふ 位の 氣 分で 作る もの も尠 なくない であらう。 併 し兹 では、 此の方 面 は 初めから 問 i 外に 置い 

て 行く。 

それで 彼等の 漠然たる 一種の 要求と は 何かとい ふと、 感情の 强的狀 態とい ふこと である。 表白に 於いても、 受納に 於いて 

も、 た. 漠然と 強烈な 感情 を 要求す る。 或は 特殊 條 件の 下に 於いての 外、 あらゆる 場合に、 人間 は 其の 感情 をなる ベく 強烈 

に 表白し. 强烈に 受納した いとい ふ 要求 を 持って ゐる。 此れが 藝 術的氣 分の 中に も、 常に 慮 要な 一 現象と して 作用して ゐる。 

それに は 種々 理由 や 解 釋が加 へられ 得る。 けれども 玆 では 现 由より 先づ 此の 事實を 認めれば よい 0 

感情の 理、 全、 傑  ar 


文 鴨 IS!  •  s-« 

した Hii.^ 魔が 祌 の^を 横^せん が爲に 神の 子た る 人 問を墮 落させ ゃラ として 乃ち 蛇に 成って アダム、 イヴ を 誘惑して 樂 園から 

^ひ 出で しめ 玆に 始めて 人^に 罪 惡の種 を 植付た とい ふ ものである。 けれ 共此 ミルトンの 解決で もま だ 根本た る 天使の 神に 

對 する 謀叛と いふ 一 事 資の理 .5 が說 明せられ てない。 何故に その 様な 謀叛の 心な ど を 神が^ 在せ しめて 置いた のか 解らない • 

斯う 云 ふ 順序で 此の Si; 題 は 勿論 此の方 面から 見る 限り は今以 つて 解くべからざる ものであるが、 後になる と 段々 下へ 下り 

て 來て人 問 を 主にして 考 へる 様になった。 以前の 様に 只 高い 所の 神と か、 ，罪惡 の 根源と かいふ 者を考 へて iH5 たので は、 今の 

人閱 とは餘 りに 緣 遠くな つて 來た。 そこで 上の 方 は そっとして 措いて、 下の 方で 見る とい ふと 鬼に 角 人間の 腹の 中に 初から 罪 

悪の t は植ゑ 付ら れて ある。 惡魔は 唯 だ 之 を 誘惑して 育て上げれば それで 人 5?. を 堕落せ しめる 目的 は 達する。 換言すれば、 人 

問 その 者に 惡 魔へ 行きたがる 欲 sliT か 潛んで 居る。 惡魔は 寧ろ 此の 潜んだ 性質の 影で あると いふ 風に 兑られ る。 ゲ. I テの 『ファ 

ゥ スト』 の 中の 惡 魔の 如き は、 其の 序曲に 於て こそ 神の 許 を 得て 人 を 誘惑し に 下りて 來る ものであるが、 本文 及び 其 材料と な 

つた 傳說 では ファウスト 自らが 先づ惡 魔に 心 を 寄 もる。 從 つて 此の 芝居 は 舞 裏に 上った 所な ど を 兒ても 明白に 惡魔は 我の 情 

慾 罪 念の 影で あると. S ふ 感じ を 人に 與 へる。 

此考 方が 卽ち トルストイの 作に も 用 ひられて 居る のであって、 結お 惡魔は 其 酒の 中へ 罪惡の 藥を沒 れて飮 ましたの でもな 

く、 其 百 姓が 一杯々々 に 働いて おろ 問 は 誘惑の 入る 餘地 はない が餘裕 が出來 ると 快樂を 求めて 来る。 然 うする と 人間の 心の底 

に 潜ん て 居る 罪惡の 動機が 隙 を 窺て 現 はれ 掛て來 る。 其 現 はれ 掛 たもの を 成長させる 爲に惡 魔 は 唯 酒を钦 ましたの であると 

いふ 結論に なって 居る。 卽ち罪惡の极源を人1?自，^^めて之を戒めゃぅとするもので^^って罪惡根源說若しくは惡魔の思想 

め S ブ Si などに ある 者と 趣を異 して 居る のを譌 める。 つまり 一 元 的 神 的 見解と 一 一元的 人 問 釣 us とで ある。 (明 152 十 s; 年 三 月) 


する 思想で ある。 平たく 言へば 神が 此の世 を逍り 且つ 司 配して 居る と 云ふ考 へと 其の 世界に； t の 好まざる 惡 魔と いふ ものが 

存在 するとい ふ 事 資とは 如何しても 調和し ない。 そこで 此の 一 つの 矛盾 を 調和 させ やうと いふ 考 へからい ろくの 問題 も 生 

じて 來 るので あるが、 前に上げた1^代の文學の例を取って見ろと此の問題に關して大體一 一通りの 考 へが 見えて 居る。 . 

其の I つ は 舊約全 #1 の ヨブ 記の 夫れ であって 一元的 絡對的 信仰的と でもい ふべ く 罪 惡は總 ベての 神の 人に 對 する 試みで あ 

ると 云 ふ 風に 解釋 せられる。 ヨブと いふ 完全な 義人が 何等の 理由 もな く惡 魔の 手に サイ ナ マ レて 殆ど H< 道 是乎非 乎と 叫ばん 

としたけれ 共、 結局 神の愛 を 信じて、 夫に 對 して 結對 的に 信賴し 少しも 疑を揷 まない。 玆に 至って 始めて 世の 人 は 救 はれる と 

いふ 考 である。 

此 ヨブ 記の 莊嚴な 意義と か 味と かいふ 者 は 此の 絡對 信仰の 思想から 發 して 居る。 虚がモ 一歩 立 入って 行く とい ふと 第一 神 

が 夫 程 人間 を 試め さなければ ならない 必要が なぜ あるか。 又 その 試め しの 手段になる 所の 惡 魔と いふ もの は 誰が 造った ので 

あるか 解から なくなる。 ツマ リ惡 とい ふ 一 つの 者の 中に 人間の 罪 "惡、 不幸 等の 總 ベて を 《s ますと すれば、 此の 惡 魔の 根源が 解 

ら ない。 祌卽 善と 惡魔 卽惡と 一 一 原理の 對 立した ものと すれば 一 元 論で はなく して 二元論になる。 卽 ち罪惡 根源 說の 起る 所以で 

ある。 此は 啻に 罪惡 論の みならす、 哲學 上の 一 元 論、 一 一元論の 關 係に は 常に 付て 廻る 困難で ある。 怫敎の 方で 眞如を 絡對の ！ 元 

とすれば 夫れ に 差別 相 を 起す 所の 業 風 は 何から 起る か、 又佛敎 乃至 ショべ ン ハウ H ル から 脈 を 引いた 近世の ハルトマンの 無 

意識 哲舉で 云 へ ば、 意志が 謀叛 を 起して 發動 すろ 原因 は 何で あるかと い ふ 様な 問題と 同じで ある。 文學の 方で は 此點に 於て 或 

る 程度まで ヨブ 記 以上の 解釋を 加へ た 者が ミルトンの 『失樂 園』 であって、 之に 依る と惡 魔の 首領 卽ちセ ー タン は、 初めは 善い 

普通の 天使であった。 それが 神に 對 して 謀叛 を 起し、 徒黨の 天使と 謀って 地獄に 城 を 構へ るに 至った ので ある。 而 して 此墮落 

ト ルス トイの 敎 g 劇と £^ 魔  H  -  0 


力せ-て 更に 大 なる 惡 魔文學 が f つ 殖えた とい ふ 順序で ある。 その他 比較的 少さ いものと して はま だ 他に 幾ら も あろ。 や、 風 

の變 つた 者で は、 オペラに ヴ HI ベルの 『フライ シュ ッッ』 とい ふの が ある。 此も 「通に 魂 を f」 とい ふ 歐羅巴 中世に 有り 

ぶれた 傳 料と して 作られた ものである。 此の 他斯 うい ふ 種類の 傳 說文舉 であると か、 囊 豪で あると かいふ 者に ま 

幾 等 も 出て 居る。 鼓に 述べ やうと 忍ふ トルストイ Q 作 は 勿 I の 『ファウスト』 や 『失 i』 に較 ぶるべき もので はなく して 極 

めて 片、々 なるお 伽文學 に過ぎない。 但し 其の 內容 の說明 上に 面白い所が あろから 此 所に それ を 述べて 見る。 

それ は 『最初の 蓮』 とい ふ 題の 簾い 六 場のお f 居であって 露 望の 伽話から 村 料 を 取った ものである。 其の 筋 は？ 

s へば、 或る 正直き 姓が 汗水 垂らして 畑 I して 居る と、 i が 出て 來て、 それ を I 仕 f する。 初めは 营 姓の 畺 

の辨當 I して 大いに？ 恨み してやら うと 試みた ので あるが、 此の 百姓 i 人で あるから 腹の 飢 I 奴が 持って行つ 

たのな 鲁 人の 爲め になる の だから 結搆 だとい つて 少しも 怒らなかった。 そこで i はこん I 段 I へて 其の i の手傳 

に變 化て 百姓の 家に 住み込ん でさう して 魔法の 力で もって 其の 百姓の I を 非常に 殖やす やうに 敎 へて やった。， すると 

忽ち 其の 百姓 は 今まで 一 パイ 一 パイであった 身代が 仲？ 食った 上に I の 麥が餘 る 様になった。 きで 百， 此の ¥5 

に 仕 やう かと 思って f と 還が また それ を m して 酒に 持へ る こと を敎 へた。 それが 卽ち 此の 百姓の 匿の 始まりであって 

村中の人ャか寄って,^^かってその酒を吹ん.では醉ぱらってぃろく惡ぃことをする様になった。 卽 I 魔の 人 f 墮落 させ 

やうと した 目的が 達した の で あって、 酒と い -ふも？ 此の世に 始めて 祟た 理由で ある。 とい ふ猶 芝居 である。 1 話 

だけで は g お 伽芝居た る に過ぎないが、 此の 疆の歸 I く 探って 行けば 潭の i と い ふ 者 t 想と I して 人生 

ト： 宗敎 上の 一 大 i に 到達する。 それ は卽ち rs 囊 如何」 とい ふ 篇 で 倉。 I 上 si と い ふ 面倒 I 題と 相 開 


成った とい ふ 様な 考は 早くから ぁク たものと：！： ル えて • 英文 舉で はいふまで ..i* なく ミルトンの 『失 樂^』 に 於て 吼 白に 此の 說 

用 ひて るの みならす、 モット 以前の ダンテの 『祌 曲』 でも 惡ぃ 一群の 天 使と いふ やうな 思想が 現 はれて 居る。 此の 思想と 前 

に 云った 上古からの 惡魔 又は 魔法 の 思想と が • ^結し ていろ くの 面白い 林 料 を文舉 の 上に 與 へて 来た。  . 

總 じて 惡 魔の 文 學に現 はれて 來た 最も 大 なる 例の 始めは、 ダンテ の 『神曲』 であらう が、 併し 悪魔 文學 とい ふ もの を 研究す 

るに は、 いま 一つ 古に 溯って 彼の 葡約 書の ヨブ 記 を その 始めに 置くべき である は 言 ふ を たない。 而 して ダンテ， ミルトン 

の 次ぎに は郎ち 近世の 惡魔 文擧の 最も 犬なる 者と 謂 おれて 居る ゲ ー テ のファ ウス トが あるが 元來こ の 『ファウスト』 傳說は 十 

六 世紀の 北獨 逸の 傳說 であって、 始めて 此傳說 を 一纏めの 記錄 にした シュビ I スの 原本 を 旣にー つの 文學と 見て よいで あら 

う。 が 併し 之 は 其の 當 時の 傳說を 纏めた と 謂 ふに 過ぎない。 文擧 として は 矢 張 此の 原本に 基いて 作られた 所の 芝居で 英吉利. 

の マ la 1 の 『ト クタ ー、 フゥ ウス タス』 とい ふの が 第一 である。 此は 十六 世紀に 於いて 傳說の 纏まる と 問 もな く 出来た 文 

學 であるが、 當時 にあって は 歐羅巴 を 通じて 魔法と か惡 魔と か 云 ふ ものに 對 する M ハ昧の 最も 感んな 時代であった から、 同じ 

英吉利に 於て、 ^^^ど同時にぃま ！ つ、 有名な 魔法に 關 した 芝居が 出來 てお る。 其 は 矢 張 同時代の 劇作 者グリ ー ンの 『儈べ In 

ンと 偷ボ， * ケ ー』 とい ふ 题の芝 25 である 。要するに 此等は 今日の 化 學卽ち ケミストリ ー がま だ アル ケミ ー 卽ち鍊 金 術と 呼ばれ 

今日の 星舉 卽ちァ スト" ノ ミ ー が ^塁 術 卽ちァ スト n  口 ジ ー と稱 ばれて ほた 時代であって 總て の 今日の 科舉的 研究が 世間の 

人に は 魔法 か 何 かの 様に 晃 えた 時代で ある。 從 つて 夫 等の 人が 魔法な ど、 いふ ものに 半信半疑で 興味 を 有った の は 當然の 事 

である。 

十七 世紀の ミルトン の 『失樂 11』 は卽 ち^ 後の 以の魔 惡文舉 なる 例で ある。 それから 十九 世紀の 初め ゲ .1 テの 『ファウスト』 

. . fc 'ルス トイの 敎訓 まと 11^. お  一一 1 1 一 
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トルストイの 敎訓劇 ビ惡魔 

先頃 トルストイが 死んだ 際に、 必耍 上、 彼の 作の 或 物 を 繰り返して 居る 中 種. - なる 題目 を 思 ひ 浮んだ ので あるが， 玆に述 

ベ やうと 思 ふの も 其の 一 つで ある。 固より まだ 深い 研究 をした 譯 ではない が、 先頃、 外で ゲ ー テの 『ファウスト』 の 中の 悪魔 

のこと を 一 寸 調べて 見た のと 述 想して ト. ルス トイの 文學の 中の 惡魔 とい ふこと を 述べて 見様と 思 ふ。 

悪魔 又は 魔法と いふ 觀念は 西洋で も 極めて 古くから ある 思想であって、 希懺 時代の 祌々 又は 擧 者の 中に も旣に 之と 關 係し 

た 性 寅の 事が 認められ、 此 等の 語源 も希臘 から 發 して 居る のみなら す、 羅馬 時代に なって は、 彼の 有名な 魔法 使の 話な ども 傅 

つて 居る。 所謂 『シ モン マ ガス』 とい ふ 名高い 魔法 使 ひの 話が それで ある。 それが 中世に 及んで 基 蟹敎の 盛んになる と共に、 

其 ！ 部の W 心 想と 結合して 谷： 行 はれ、 i„ ^蟹敎 の 迷信 的 方面の I としてい ろくの 結 鬼 を 社會に 及ぼして る。 中世の 所 iljg お 

B ジ I 

畢の說 とい ふ もの はャカ マ、 シィ ものである さう だが、 兎に角 最高の 神と 下界の 人 問の 間が 段々 隔 つて 來 ろに つれて、 * の 空 

虛を 域め る爲 めに 一 種の 存在 物 を假定 せざる を 得 なくなって 來る。 乃で 所謂 天 使と いふ 様な 者が、 いろくと 現 はれて 來た 

ので あるが、 併し 其 天使の 中で も 本來は 善い 方面 卽ち 神の 方へ. 從展 すべきの が 種々 の 事情から して SI 落し 遂に 惡の司 配 者と 


ら に自覺 したる もので なければ ならぬ。 此の 點に關 して は， トルストイの 「復活」 に 於ても 同樣に 上に 述べた 如く..^ 說 的で 僻 

然の 分子 を 含んで ゐる。 

是に 於て か、 吾人 は賴 罪の 文字 は 持って ゐ るが、 是を 以て 直ちに 現代の 若い者に 當て 嵌める 事 は 不可能で ある。 卽ち 現代 

は、 噴 罪の 宗敎を 持たない ので ある。 吾人 は 多くの 人から 多くの 修養 談を 聞く、 けれども 其れが 賵 罪の 敎へ となる 様に も 思 

は-^ ない。 今後の 宗 敎道德 は、 是非とも 若い者の 罪 • 若い者の 宗敎を 如何にす るかと いふ 事 を 念頭に 篋 かぬ 様で は 少しも 役 

こ 立 たねもの となる であらう。 〔明殆 四十 四 年 二月 講演 每記) 
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寄 せ來 る 怒 管 K で 土 f  I、  00iMaf. 水 Q カゃ識 Q ま、 白 分 Q 力で 防いで 他人 

の 爲に盡 f 、 幸 ひ 土地 も與 へられた からと て 漸次 着手し やうと した。 しかし • く 成る とい ふこと は. 漸 i 魔と 遠 かり 行 

く譯 であるから、 惡魔は fsl 惑して 自分の 方 P 引き §5 と 試みた が、 彼 は If それ を 却け ると ころで 幕く に.. - 

つて ゐる 0 

最後の 幕になる と、 心配の 相で あろ 妖婆が a て、 来て 彼に 息 を 吹き かける と、 彼 は 忽ち 盲目に なって しま ふが、 80s. 

は 永へ に 開いて ゐ ると 言って、 遂 ひに 自然の fs いて 死んだ ので ある。 其の 慮へ 天使が 現 はれて、 f に 愛した 了 ガレ 

ット や、 ヘレンな どが、 共に 姿を 變 へて 集って 居美國 へ ファウスト I れて 行ず とした， 惡魔は f に 彼 $ ひ 去らう と 

したが、 天 使 は 彼を携 へて 天 の 1 方 指して 昇った。 

此の 大體の 纏に 於て 其の 結構 を 見る に、 g 贖 II もの は 自然の 扉で ある。、 ファウスト 自ら は、 如何にして f し 

たかと 意識して ゐ ない。 唯、 年齢と いふ ことが I に闢 して 意義 ある 様に 思 はしめ る。 若年の 頃 は、 したい 三昧 をす、 惡 

魔に 依りて 様々 I の經 f して 美に f まら 博愛に 趣い sn 然の噴 罪で ある 0 年 ど 重ね、 藝を 接む に從 つて 喷 罪を 

/成した ので ある。  一 

此の 賴 以前、 5 ハ十年 まで は •  I があった であらう。 今 曰で は 研究と して 豪と して は 塞が あるで あら 

うけれ ども • 是れが 直ちに 簾の 敎と はならない。 フウス トの 簾は自 5 あると 言 ふ 者 も ある けれども. それと は 豪 を 

異にして ゐる。 今 私の 言 ふの は、 自分自身の 意識の 中から 自分の 救濟の 道が 來 ると 5 こと を敎 へなければ、 floi^ 

へに はならぬ と 云ふ ので ある。 此の 意味に 於て ファウストの 履 罪涯 何の 價値 もな" 贖 f 覆 ある 所以？  ^<^| 


が， 尙ほ， 中世に あって は 魔法 ひ 覯念を 含んだ 撃 St であった 0 である * 斯ひ 基督 敎 がー 方に 盛んで あつたに 關は. ャ， プア 

ゥ スト 風の 思想 も 大分 行 はれ、 科舉者は魔法使ひでぁると23^^れてゐる。 ベ In ンの 如き も、 是 れが爲 めに 十 年間 も 獄舍に 

苦しんだ ので ある。 

さて 前述の 如く、 第一 部に 於て は、 悪魔 メ フィス トフ エレ スは、 彼 を 何 處へか 連れて行 つたが、 第二 部に 至って は 舞臺が 

I 變 して、 先づ 初めに ファウスト はメ フィス ト フエ レスの 力に よって 帝窒の 賓客た る 身分と なり、 あら ゆろ 歡樂の 裏に 日 を 

送って ゐ たが、 渐次、 其の 様な 生活に も物褒 くな つて 來た。 斯 程までの 榮華を 極めた 生活に も、 なほ 滿 足が出 來 ない 様にな 

つて 来た 彼 は、 當 時の ト. r  a 戰爭 11 ヘレ ンと いふ 美人が 敵の 1 勇士の ために 奪， はれた 事に 發端を 起して ゐる II に參 じて 

途 にへ レン を 取り返へ し、 純潔な 意味での 夫婦に なり、 ュ —フ オリオンと 云 ふ 子まで 舉 げた。 是れを れば 宮廷の 榮華 にあ 

つても W ほ 彼れ は 要求が あつたの だ。 彼 は 更に 美に 對 しての 憧憬、 卽ち 「的な き戀」 をな した Q である。 之れ がへ レンと 夫婦に 

なり、 子まで まう けた 時代で ある、 然るに、 其の 子ュ ー フォ リオ ンは、 火中に 投じて 死し、 妻 ヘレ ンも、 君と は 早 ゃ是れ 迄な 

りと 霣 ふて、 此の 時まで 笑に 僮 がれ しめたへ レン も、 夢の やうに 消えて 何 處へか 去った。 思うて 見れば 美 も 之れ を 得て しま 

へば * 如何にも ^政ない ものである。 何等： t 體 なき 幻影で あると 云 ふ 感じが 起った であら、 フ。 

第三、 gl^ 目で は、 フウス トは 年を取り、 稍 一 變化 をな して ゐ る。 「的な き戀」 の 求むべき 道 は • 美で もなかった。 他に 或 

る 物が 殘 つて ゐた。 卽ち 世の中で 柯か 事業 をして 見や ラと云 ふ考を 起した ので ある。 そして 山の頂き から 人生 さま- J\ の寞 

;K 會を 見下す ところで 幕に なって ゐる。 

鄱 

第五 慕 目で は ファウスト は 或る 戰爭に 偉勳を 立て、 海岸の 地を賀 ふこと が出來 て、 其 處で豫 ねての ia!- 葬 然を滿 さう と 欲して 

y  ， 尹 と 惡 K  >  so 七 


たのみで なく、 喷 罪の 思想の ある ことに 氣 付かし むる ので ある * 

然 らば、 如何にして 贖ぽ 方法 を說 いたか、 如何にして 嚣の 方法 を敎 へた か、 又、 如何にして 扉の 道行 I 書いた か， 

に 就いて i すれば。 前に も f た 如く、 ファウスト は 前後 一 一 部に なって ゐて、 その 前半に は 罪の 歷史、 後半に は贖ぽ 有様が 

描かれて ある、 文舉 上の 價笛 ついては 種々 議論 も ある ことで あるが、 前半 は文舉 として 確かに 興味が ある。 グノ， の オペラ 

に 作って ゐ るの も 前半で ある。 或は、 文舉上 S 値 は 極めて 微少で あろと S ふ？， あるが、 鬼に 角、 精神 上の 舆昧 として 之 を 見 

る 時 は 確かに 第一 一部の 方面に ある。 今、 此處 では 藝術的 方面 は 姑ら く l、m§ 1 部に 就 5 罪の f 話して 見やう と 思 ふ- 

ファウスト は 自分 I れ まで 8、 法律、 I、 神 毒 を 修めた ので あるが、 數 多き 不幸に 際會 した 今 曰に 及んで は 一 も 

学る もの はない。 世 S 問 知識 •  I 宗敎、 何物 も f 敎へて 吳れる も？ はない。 f 滿 たして 吳れる も？ はない. 

凡べ て SEI は、 i まで t、  S 今から 魔法， りて、 g 不幸 不 f 充 さんと す さで あると 5 うて、 あらゆる 

人生 教化の 蠢 g つて 大 f .if 與へ、 惡 魔と 結 托して、 自然の 農 臭げ て 思 ひの，^ の 炎 li さで ょヒ 

まぬ と 決心した。 斯 くして i と 約束して 種 さ 行 ひ をな し. あらゆる 快樂に 耽った ので ある。 了 ガレットと いふ 可憐の 

少女に 戀 慕し、 思 ひの 儘の 快 管 f したが、 マ， ガレット も 終に は 罪に 咨 はれ £ 舍に 死んで しま ふ。 これで 普通の 「フ 

ァゥ スト」 は 終る ので あるが、 ゲ 1 テの は、 ファウストが 了 ガレットの 死 を 見た 後、 悪魔、 メ フィス ト I レスに 導か，， 

て I ともなく 立ち去る と 2 ところで、 第一 部が 終って ゐる。 惡 魔の 最は. 佛敎 にも I 敎 にも、 其の 他 孰れの 宗教に 

も 含まれて ゐ るので あるが、 殊に、 ゲ 1 テ 以後の 鍵に は Is? 現 はれて ゐる。 十三 世紀に 於け る r ジャ アベ，' コンの 思 

fi に聯關 して ゐる。 占 蠢ゃ鐾 きどに 於ても、 占 i は SQil し、 着 S 科 si となった ので ある 


此の 題 を 見ても 略 想像され る。 十八 世紀末 は大 3i れの 時代と 云 はれ、 あらゆる 放埒に 身 を 持ち崩さん とする 靑 年の 一 圑をも 

生す る 機に なって 来た 時であって、 是が 纏て 十九 世紀の 文明の 端葙を 開いた ので ある。 是の 如き 時代の 人々 が ファウスト 文 

舉に E を 付けた とい ふこと は. 當然 のこと であって、 悪魔主義の 人に は 一様に 面 S ぃ文舉 として 歡迎 された ので ある。 故に 

此の 文^ は • 常時の 人々 によって 最も 多く 著されて ゐる。 叉、 當 時の 人力の 眼から 之れ を 見た 時には、 古来の 傳說 其の儘で 

ファウスト は 一 つの 勇者 を 見られた であらう。 ドン ジュ アン は バイ ロンの 作に も 登せられ て あるが、 全く 快樂を 生命と して 

「的な き戀」 をな し * 快樂を 求む ると 言 ふの がその 歷史 であって、 實に當 時 • ドン ジュ アン， ファウスト を歡迎 したの は當 

然 であった ので ある。 

ゲ ー テは 斯様な 傳說を 取扱って ゐ るが、 是は バイ ンが ドン デュア ンを 取扱 ひ、 若しくは 他の 人々 が ファウスト を 取扱つ 

た 態度と は 頗る 異 つて ゐ るので、 卽ちゲ ー テの 「ファウスト」 は、 贖罪の 文蓽 となって ゐ るので ある。 ゲ， テ其 人の 個人と し 

ての 一代 は、 頗る 意味 教訓の ある ものであって、 彼れ 八十 歳の 生涯に 於て、 二十 四 五歲を 中心として 自ら 前半生と 後半生と は 

分れて 居る。 その 前半生に 於て は. 彼 自ら も 罪の 時代と 云って ゐる。 金 はあり、 容貌 は-鰓し く、 品格 は 立派で あり、 隨分思 

ふ りの 審 が出來 たので あるが、 中年 以後に は 全く 堅氣の 人と なって、 科舉 者、 哲 I、 倫理 舉 者の 生涯 を 送った ので あ 

る 0 此の 點に關 して は トルストイ 伯 も M: じく 五十 錢 前後に 一 變化を 米た し、 前 生涯 は 罪の 時代で あ b.、 後 生涯に 至って は 全 

くそれ が 1© して ゐる。 ゲ ー テに 於て は 早くから 變 化して 遂 ひに M 熟せる 老 紳士と して 死んだ のであって、 彼れ 一氏の 歷史 

は 全く 精神の 據史 である。 斯 くの 如き ゲ ー テが、 ファウスト を 取扱って 噴 罪の 文舉 としたと いふ 事 は爭ふ 可から ざる ことで 

ある。 換言すれば、 大 暴れ 時代の 結論が ゲ ー テの 「ファウスト」 である。 彼の 「ファウスト」 を讀 むと き、 單に 罪の 時代 を 描い 
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際 人生で は 極めて 稀な 事で ある 0 故に 吾人が 此の 小說に 傚って 賵 罪に 這 入る こと は出來 難い。 此の 小說に 於け る 轤罪觀 は、 

偶然の 隨罪 である。 人 は 何等かの 事情の 下に 贖罪に 入らねば ならぬ こと は 露 はれて ゐ るが、 如何にして 入るべき かと ねる 

とき は、 偶然の 贖罪と いふより 外 はない。 

「ファウスト」 に 至って は、 自然の 贖 を說 いて ゐる。 ゲ ー テの 「ファウスト」 と 云へば 獨 逸の 誇と して 居る 大文舉 である。 

近く は、 新戶邊 博士の 筋 書 も 出て ゐる。 其の 「ファウスト」 は、 前後 1 1 部に 分れて ゐて、 贖罪の 問題 は 共の 後半に 取扱 はれて 

ゐる。 「ファウスト」 ほ、 ニー 目に して 云へば、 本 來獨逸 中世の 傳說を 村 料に した も. 0 であって、 之 を 取扱って ゐる文 舉は十 種 

以上に 及んで ゐ るが、 その 中で もゲ ー テの 作が 最も 有名で ある。 セ キス ビ ー ァふ 同時 氏の マ Inl の 「ブレジ ャ ー、 ォブ、 

ファウスト」、 更に 近頃で は、 佛國の オペ 1 フ 作家 グノ ー の、 ファウストの オペラ 等が 此の 文學 として は 有名で ある。 此獨 逸の 

傳說 では、 その 當時、 ファウストと 云ふ畢 者が、 若し 余の 手下に 在って 二十 四 年間 働いて 晃 れ.， ば、 其の後 余 は汝に 身を捧 

げ ると 惡 魔に 約束して、 惡魔メ フィス トフ H レス を從 へて 歐洲に 於て 種々 の 事 をな し、 二十 四 年の 後に は 肉體も 精神 も惡魔 

に 捧げる と 云 ふ 筋で ある。 實際、 斯様な 人が 存在して ゐ たか どうかに 就て は、 歐羅 巴で は 盛に 論じられて わるので あるが、 

鬼に 角 も歐洲 全體に 行き 亙った 問題で あつたので ある。 魔法 を 使って あらゆる 仕度い 三昧の 事 をして、 終 ひに 惡 魔に 身 を 任 

せた。 唯 それだけの 記載なら ば、 道德 問題、 宗敎 問題 は餘り 含まれて 居らぬ ので ある 0 然るに ゲ ー テは、 それによ つて、 道 

德的、 宗敎 的、 竹舉 的の 意味 を帶 びた 文舉を 作った ので ある。 依って ゲ I テに 於て は、 ファウスト 文擧を 以て 喷 罪に 關 する 

問題 を 取扱 はう と 意識して 居た とい ふ 事 は、 當然言 ひ 得る ので ある。 而 して 此の 文 舉の現 はれた 動機 は 決して 遇然 ではない. * 

當 時は實 に 罪の 時代であった ので ある。 クラ ー ベルの 「ドン デュア ン、 エンド、 ファウスト」 とい ふ ファウスト 文學が あるが、 


嫿罪を 取扱った 大文 攀は少 くと も 二つ ある。 その 一は、 今から百年前に出たゲー.,テの「スカゥヌ*.^ の剌 詩で あり、 他の 

1 は、 現今に， 於け る トルストイの 「復活」 である。 此の ニ文舉 は、. 少く とも 比較的 犬なる 贈 罪の 文舉 である。. 然して 之 等の 文 

舉が 生す るに は、 自ら 深い 故が ある 事で、 全く 共の 時代の 文明に よって 生ぜられ たと 言 はねば ならない。 卽ち 十八 世紀の 

末葉に 於て は、 歐羅巴 共通の 時代 及 文明なる ものが 爛熟して， テカ タンと なり、 所謂、 罪の 時代 をな してね たので ある。 罪の 

時代 を經 過す る 時、 履 罪の 文 寧が 自ら 餌 はれて 來る。 「ファウスト」 は、 十八 世紀末の 額廢 時代、 デカ タン 時代の 結 架と して 

顯 はれ、 トルストイの 「復活」 も 亦、 同様にして 顯 はれた ので ある。 

是に 問題が あろ。 それ は、 贖罪 を 文擧が 取扱 ふに 到った の は、 罪の 文 擧が蔓 つた 當然の 結 架と して 現 はるべき であるが， 

其の 瞜 罪の 方法が 問題で ある。 トルストイの は原吿 でも、 近く は 內田魯 庵 氏の 譯書書 も 御覧に なれば わかる が 如く、 原始 基 

督敎 主義 を說 かんとす るので ある。 

玆に、 ネフ リュ ー ドスと いふ ー靑年 士官が、 惡 魔の 誘惑に 勝ち得 やして、 田舍の 伯母なる 人の 家に 滞って ゐる 頃、 マ 

ス ti ッと いふ 小間使 を 姦した。 此れが ため、 彼女 は遂 ひに 淫寶婦 とまで 墮 落し、 某て は 毒殺の 嫌疑 を 受けて 縛に就く 身と な 

つた， 此の 時計ら す も、 昔！ 夜の 契 を 籠め た 青年 士官 は、 合議 裁判官の 一人で あつたので ある。 彼れ は 良心の 呵資に 耐へ難 

く、 マ a 1 ス ri ッを救 はう と 百方 苦心した が、 到底 救 ひの 路が 無かった ので、 終 ひに 彼女の 踵 を 追 ふて 西 比 利亞の 野に 苦樂 

を 共に した。 と 云 ふの が 大體の 筋で ある。 今、 此の 小 說の喷 罪の 動機 は何處 にある かとい ふに、 靑年 士官 は 偶然、 法廷に 於 

て、 八 i 裁判官と して 昔姦 せし 女に 遞 返した 事が 贖罪の 大 動機と なって ゐ るので ある。 若し 此の 機 會が與 へられ 無かった な 

らば、 賴罪 なくして 終った かも 知れぬ。 是れは 面白い 事で は あるが、 又、 小説 的な 點 であって、 斯 かる 機會を 得る 事 は、 責 
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れに對 して、 社會は 如何に 解決 を與 へ" 如何に 取扱 ふべき であるか。 宗敎 上に も倫现 上に も、 日常 行 爲に關 係 を 及ぼす 問題と 

して 解決 を 要する。 其の 解決に は 色々 あるで あらう。 中には 自" 暴 自棄、 * タイア リズムと なり、 a が 情念の、 自然の 發露を 求 

め、 事ら 物質的な 快樂を 追求して 其の 方へ 追 行く ので ある。 此の 心情 を 詩人 は 「的な き戀」 と 謳って ゐる。 II- る 年頃になる 

と、 誰と 定まった 的 はない が、 一 種の 戀を覺 える やうに なって 来て、 色々 の 方面に それの 發 1^ を 求める。 世 を茶敢 なんで 尼 

寺に 逋れる 女、 僭 院に隱 れる男 は、 この 悶え を 漏さん がた めに 佛と いふ 戀人を 見出した ので ある。 けれども、 大多數 の 者の 

S ふべき 道 は快樂 である。 何 か 或る 物が 胸奥から 突き出で、 或る 物に 接し 度い とい ふ 様な 切なる 心情 を、 快樂の 方に 向けろ 

ので ある。 それに は 其の 根底に 深い 或る 理由が 存在す るので あるから、 それ をば 是 II して、 行ける 處 まで 行って 見やう とい 

ふ 主義が 快樂 主義、 ダイ ァ リズムで ある。 卽ち 胸中に 悶えつ i ある 此の 情念の 焰で 以て、 世界の あらゆる すべて を 燒き盡 さ 

ねば 欺まぬ とい ふので ある。 是れは 寧ろ、 從來 の歷史 では 稀な もので て 容易に 人が 承認し ない。 社會の 大多数の 人が 採って 

来た 道 は、 此の 情念の 愁望 は、 其 を惡魔 主義と して 信す るよりも、 更に 何等かの 方法で 之 を 放逐し やう、 此の 主義の 下に あ 

る もの は 之 を 瞋ひ淸 めて やりたい と 云 ふので ある。 卽ち、 噴 罪して K 道に 入れて やりたい と 言 ふ 心になる のが 多數 である。 

現代 日本の 社 會は賴 罪の 必要に 迫って ゐる、 單に 日本の みならす、 世界 共通の 文明 思潮の 上に 必耍 となって ゐ るので ある。 

，テ ケ，' デ ンス、 デカダン 等 は、 世界に 共通せ る 思想で ある。 蔡 文明に 對 する 不滿の 反抗と して、 情熱の 欲する 儘に 從は うと 

する 近代 思想で ある。 現今、 斯様な 問題に 頭を悩ます 靑 年が 非常に 增 して 來てゐ るし、 時代 も 亦 其 様な 風潮に なって ゐる。 

此の 時に 當 つて、 宗敎 道德が 如何にせば 若い者 を濟 度す るかと 云 ふ 事 は 大きな 問題で ある。 今、 文舉 上の 例 を 擧げて 其の 終 

局 陳 ベて 見や ラ。 


ら * 從來の 基督 敎は 若い 人に 向 ふこと が が * 之に 反して 佛敎 は、 若い 人と は 離れて"  一 老人 ひも ひとな ゥ てね. <* 

である。 基督 敎の 方で も、 今迄 信じた 人 も、 漸次 四十 五十に なると、 將 來の靑 年と は 離れて 了 はない か、 怫敎の 現 狀は斯 く 

なって ゐる樣 に 思 ふ。 しかも、 吾人の 要求 は 勿論、 宗敎 道德の 中には 若い者 を 眼中に 置く、 「若い者の 宗敎」 を 云 何に すべき 

かの 問題 ま、 極めて 重大な ことで あらう と 思 ふ。 今日の 話 は 結局、 それに 絡める 問題と 思 ふが、 時間が 切迫して ゐ るから、 

委しい 御 話 は出來 ますまい 。「ゲ ー テと惡 魔」 と 題した の は 側面から 名け たのであります。 

英語の Redemption とい ふ 語 は、 頗る 意味の ある 言葉であって、 宗教の 上に は 付き ものに なって ゐ る。 此の 思想 は 勿論 佛 

敎の 方に も あると 思 ふ。 彼の 迷信の 罪業 消滅と 云 ふ 様な こと、 基督が 人類の 罪 を 贖った と 云 ふ 様な こと 等の 様に、 己れ の 罪 

を瓚 つて S 神になる とい ふ 信念の 中に 含まるべき 思想で ある。 是れを 人 一 代の 運命の、 前途の 上から 平易に 云へ は、 アダム、 

イヴお、 蛇の 木の 實を食 ふて より、 罪 を 犯す に 至った 人類の 罪 を、 基督が 履った かも 知れぬ。 これ は 餘程廣 き 人 I 代の 歷史 

に 於け る 人生 贖罪の 意味で あろ。 此の 事 は 個人の 歴史の 上に も 付き 廻る ことであって、 人生 全體に 亙っての 頃 罪 は 宗教の 上 

である、 個人の 歷史に 於ての 賴 罪に は、 倫理の 方面 (俗 識？) が 付き 廻る ので ある。 

此 贖罪 觀は、 或る 特殊の 文明、 特殊の 年齢に 最も 切實に 起って 來る。 其の 代表的の 場合 は、 人 一 代に 就いて 云へば 若い 年 

齢の 時で ある。 アダム、 イヴが 蛇に 欺かれて 木の 實を食 ふた 時が、 卽ち人 一代で は 若い 時、 罪に 這 入る 靑年 時代で ある。 文 

明の 上で は、 古き 文明が 爛熟して 人の 自由と 活動 をば 縛り 縛って ゆく が爲 めに、 人の 自由 を 欲する 心の中に 悶え 生をぜ しめ、 

這麼 にかして、 それ を 取り出し たいとい ふ 欲念が 起って 來 る。. そして 其れに 對 して 强ぃ 情念の 發露を 求めて 止まない。 これ 

が 罪に 入る 時代で ある。 11 罪と いふ 言葉が 適當 であるか どうか はわから ぬが、 使 ひ 慣らされて ゐ るから 用 ひて 置く — 之 
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近 來我闞 の 社會狀 態、 就中 思想 方面、 卽 ち宗敎 道徳の 方面で 著しい 事 は、 年寄りと 若い者と が 別れ^れ になって ねる こと 

であると 思 ふ。 或 場合に は^れ 別れに なり 易い ので あろが、 宗 敎道德 等と いふ 社會を 維持す る 根本と なろ ものが、 ん なに 

別々 になろ 事 は、 甚だ 不便 利 を 生す る ことで あり はせ ぬか、 現に、 日本で も 此の 如き 端緒が 現 はれて 居り はせ ぬか。 吾人に 

取っても 一 問題で ある。 當時 此の 問題に ついて 切に 感じて ゐ るから、 今日 も 此の 問題 を 提出す るので ある • 

老人と 若い者と が 別れ別れになる こと は、 道德、 殊に 宗敎の 方面に 餘程 重大な 間 題で あらう と竊 かに 憂って ゐる。 現 時の 

日本に 於け る 宗敎狀 態 を 窺って 見る に、 宗敎 は、 渐次 老人の 物と なりつ、 あり はせ ぬか、 ほ 面目から 敎を說 き、 行 ひ、 信じ 

て ゐる者 は 老人に 多くして、 若い者 は 案外に、 稍 も すれば 宗敎 道徳から 離れん とする 傾向が ある。 よしんば、 道德は それで 

もよ いとして、 宗教 は廣く 社會の 機關を 掌って ゐる ものであるから、 萬 一、 宗教が、 社會の 大多数の 若い者と 離間す る 様で 

は、 宗敎の 根底が 心配に なり はせ ぬかと 氣遣 はれる ので ある。 此の 現象 は、 日本ば かりで なく、 西洋で も 稍 も すれば 年寄の 

物と なり 易い 傾向が ある。 殊に 現代の 日本で は AJ れが 甚だしい。 基督 敎は 傳來の 日は淺 いが、 畢 問の 機 會を靑 年に 與へ たか 


文學 のニ大 効用 

こ V にニ大 効用と いふ その 一 つ は、 全く 敎 とも 名 づ くべき もので、 殊に 感史 とか， 社會の 現象 を 記 錄し たものと かいふ 上で、 

並 = 通の 書物 や 記事で あると、 大抵 その 中の 必要 ある 方面の 事柄の み を 記して 傳 ふるのが 目的で ある * 然るに それが a; の 意^ 

で敎訓 とな ゥて人 を 感動せ しむる に は、 か i る必耍 事件の みの 記錄 では 力が 極めて 乏しい。 必 すそれ が活 きた 一 つの 人間な 

り 社 食な りに なって 現 はれて 來 なければ 眞に人 を 動かす 力 はない、 而 してす ベての 現象が 一 俯 Q 活きた 物と して 現 はれ 來る 

に は、 必す半 像で なく 全豹 を傳 ふるとい ふこと が 最も 必耍 である。 文舉は 結局 社會 の記錄 として は、 この 方面の 役 廻を爲 る^ 

のであって、 かの 有名な 英吉利の ク a ン エルが 自己の 肖像 を 描く 畫 家に 向って、 私の 全 體の姿 を 描け、 醜き 所 を 省く やうな 

こと を爲 るな、 額の 痣まで も 有りの 儘に 描け と 言った あの 言葉の 通り、 本當 のク a ン エルの 顔 は、 善い 所 も 醜い 所 も 描かな 

ければ 活 きて 来ない、 つまり 全を傳 ふるに 於いて 始めて 活き るので ある。 成程 これ は 持へ 物で ない とい ふ 感情 を 人に 與へ、 

作り物で ない と 思って 熟-^ とその 爲す ところな り、 言 ふところ なり を 見聞す るに 及んで、 始めて 吾. <C は眞 面目に そ- *i に對し 

て考 へて 來 るので ある。 感化 はこの 瞬間で なければ 生じない。 文 攀は本 來記錄 この 全 を傳へ 全の 敎を 布く とい ふところに、 
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社會的 効用が 有るべき 害で ある。 この 事 はな ほ 種々 の 例 も あるが、 旣に 他に 述べた からこ、 に は 省く • 

今 I つの 効用 は靜 思の 工夫と いふ ことで ある。 言 ふまで もな く、 吾人 は 日常の 生活に 於て は、 それ/ 異 つた 方面に， 

隨 分と 忙しい 生活 を爲 して 居る。 けれども、 吾々 の 心の底の 耍求 なり 又 人格の 修養と いふ 如き 必要から して、 一面に は 時 * 

その 忙しい 日. の營 みか-. れて、 例へば たビ 松風と 谷川の 木の 音の み 聞 ゆる やうな 處で、 S 來 るなら 月の 照り 澄める 露 夜 

中に、 唯 一 人 沈思 瞑想に 耽ったならば 如何で あらう とい ふやうな 要求 を 有って ゐ るので ある。 これ を 或は 宗敎， iM に 言 はしむ る 

ならば、 神に 接する 要求と か 神 を 見る 要求と か 言 ふで あらう し、 また 道 $? に 言 はしたならば、 道 を 悟る 要求と か 腐 理を感 

する 要求と か 言 ふので あらう が、 この 最後の 一 境 は哲畢 にも、 宗教に も、 道德 にも 共通し 居る 所の ものであって、 決して 

宗敎 ばかりが 有する もので はない。 また 哲舉 ばかりが 有する もので もない。 寧ろ これ 等の すべて、 所謂 精神 生活との 最 根本 

の 世界で あらう と 思 ふ。 無論 人 問 は 忙しく あはた しく 日々 の營 みを爲 さなければ、 生く る ことが 出来ない ものである かふ 

これ を 捨て- - 昔の 一種の 人. <C が 望んだ やうな 氣を吸 ひ 霞 を 喰って、 との 世から 離れて 存在 するとい ふこと は 問 違 ひで あらう 

が、 この 世の中に 生きて ゐて、 繁昌す ると 同時に、 時々 この 沈思 喫 想と いふ 世界に 這 入って 見、 靜 思と いはう か、 無念無想 

とい はう か、 兎に角 暫く 眼 を 瞑って 何等かの、 或 深いく 事物に 思 を 寄せて 見る こと は、 人格 修養 上に 缺 くべ からざる こ-^ 

と 思 ふ。 .2 耳義の 有名な 戯曲 家で ある マ ー テル リンクと いふ 人 は、 自ら 文藝 上に 神秘主義と いふ やうな もの をと つて 居る 人 

であるが、 人生の 結局 はこの 知るべからざる I 種 神秘な 世界の 聲を、 直接に 聞かん とする 所に あると いふ やうな こと を la つ 

て 居る。 又 この 主義で 芝居な ども 書いて ゐ るので あるが、 これ は必 すし も 神秘主義に 限らぬ。 すべての ま SHU いふ もの は、 

結局との j つの 意義 を 失って は. 文藝！ 《i ならぬ。 た y 二. -に 到る 直接お 行かん とする ものと 種 め 1 を 講じて 行 


かんとす る ものが 1^ るので ある *  ^ち I 足 飛びに 行かう とする ものと * 梯子 を 掛けて 行かう とする も ひとの 相 遠 は あるが、 

究竟す る 所 は、 皆 この 一 つの 世界に 愦憬 れゐる ので ある。 尙 これ を 平たく 言へば、 先方に ある 神秘の 世界と いふより は • 寧 

ろ 我 自らの 底に 横 はれる 所の 靈の聲 若く は 所謂 內 我の 聲、 眞 吾の 聲と云 ふ 様な もの を M かう と 思って 耳を倾 ける。 本來 これ 

等の もの は 平生は 日 々 の 生活の 忙し さに 蔽れて 居る ので ある。 詩人の 言 ふ 如く 靈の聲 は、 漣の 岸 を 打つ 聲 よりも、 木の 紫の か. 

すかに 搖れる 昔よりも なほ 幽かで ある。 これ を 聞き 得る の は 唯 日常生活の 騷 しい 萬 籟が靜 まった 瞬間で なければ ならぬ， 而 

して 我等が 何 かの 方法で 時々 この 機會を 作って、 自分の 胸底に ある この 幽かな 內 靈の攝 きを 聞き取ら うと 耳 を 傾ける。 この 

瞬 問が 卽ち 人間の 靜 思の 瞬間であって、 この 時 ほど 精神的に 貴き 膝 間 はない ので ある。 文 舉は人 をして この 瞬間に 出入す る 

傾向 を 生ぜし め、 又は 機 會を與 へんと して ゐ るので、 文擧の 最後の 生命 は、 要するに か- -る靜 思の 天 地を傳 へやう とする も 

ので ある。 書いて 居る 事柄 は、 霄 ふまで もな く 日常 平凡の 忙しい 世で あっても、 それが 本當の 文學. ^這 入る に は必. f 詩人の 

頭の 中で I 度 この 靜 思の 瞬間 を 通過して 來る もので なければ ならぬ。 文舉 者が 一度 頭 を 垂れて ジット 瞑想した その 味が. 加 は 

ら なければ、 文藝 にならぬ。 か、 る 意味で 文畢は 一面に 於て 靜 思の 敎を 人間に 傳 ふるものと 思 ふので ある。 (明治 四十 四 年 一. 

月 狭餘筆 3〕 
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文藝評 A  .  二  六 

て 居る し、 本當の 女優がない ので 困った ことな どの 因 難が 付き纏 ふから， 藝の 力で 其 困難 を 忘れる と は 云へ， 燹は やはり 一 

種の 方面から 忘れられす * 特別に 藝術觀 の 鋭敏なる 人に は 目に付き • 何處 やら かにい やな 氣ゃ滑 楕の感 が 生じる。 此 理由 か 

らして、 純粹 なる 翻 譁刺 は 根本に 於て 不拔の 困難が ある。 それで は 世界 を 日本に 組み 直した 翻案 g はどう かと 雷 ふと • 此方 

面 は 或る 種類の もの は、 處も 人物 も 西洋で も 日本で もよ いのが あって、 日本に 引 直して やれば * 翻 譯剌の 場合に 於け る 困難 

は 免れ 得る が、 これ とても 鋭敏な 藝術感 から 云へば、 一 っ缺 けた 處が ある。 卽ち根 に 於て 何 か現實 の 微妙な I 線が 切れて 

居て、 何 か 表面 は 成程 日本に ありさうな ことの やう だが、 どうも 何處に 非現實 だと 云 ふ 感が隱 し 切れない。 又 根の 一番 底の 

一本が 缺 けて 居る 感 がする。 鑭譯 劇で は此現 實感は 比較的よ く 保留され るが、 前に も 述べた 通りの 困難が ある。 要するに 兩 

者 いづれ を 行く にしても 困難と 缺點と は 免る、 事が 出 來ぬヂ レンマに か、 つて 居る が • これ を 他に 比すれば • 何と 云っても 

兩耷 共に 脚本 界の 演じ 得られる 中心と 云って： .6 い。 併し 此 困難 あるが 故に 將來 これの みで もやれ まいから • 何とか 新 方面に 

動かねば なるまい が、 代るべき 新 脚本 は 注文通りの ものが オイ ソレと 出來る わけで もない。 新 史劇 か 新^ 會 S か、 長い もの 

か、 短い もの かと 云 ふと * 今の 程度で は、 俳 侵な り 作者な りの 手なら しとして は、 短い もの を 間 に 挿んで 演じて 見る とい ふ 

程度で 行って、 それから 長い ものに 取り か- - るより 外 は あるまい が、 何時 迄 も 短い もの を 作ったり 演 つたり して 居て は * 到 

底 大物 は 出来まい。 今から 大に 試みよう となら、 長篇で 而も それが 現代の 社會剷 である もの を 誰か 書いて、 それで 成功した 

脚本の 前途 は 見えて 来る だら うと 思 ふ。 史剌は 兎に角、 社會 刺に 至って は、 殆ど 三幕物 或は I 幕 物ば かりで • 長篇の 書かれ 

-t- こと はない と 云 ふやうな 有樣、 天才 ある 人 は {?1 しく こ、 から 切って 出て 見たい と 思 ふ。 (明治 四十 四 年 1 月 談話 筆 ffi) 


しも 藝 術が どラ とま ふ ひで はなく  * 頭 P が 駄目 だ。 其 頭 膦とは 何も 今更 攀問 がどう かと 云 ふので はない， 藝術的 良心と 

でも 云 ふか、 或は 藝 術に 對 する 向上心と でも 1K ふか • 兎に角 そんな ものが 全く 無知 覺 になって しまったり • 又は 感違 ひし 切 

つて 居て は駄 H である。 序 だから 雷 ふが. 先 顷本鄕 座の 「高 野の 義人」 を兑 物して、 隨分 長い 時 Si 色々 な 制を兑 せられた が、 

あの 時な ども 大體 前に 述べた 様な 感を 禁じ 得なかった。 そ， の 時の 印象で 今日まで 殘 つて 居る の は 唯一 つで ある。 それ は 何 幕 

目で あつたか 一寸 忘れた が、 河 合の 芳 野の 藝 であった。 - ァノ點 だけで 矢 張 河 合 は 巧い と 感じた。 卽ち 一 ^野が S 分の 戀 人の 良 

春 を 毒殺す る 所から • 幕切れの 良 春の 死骸 を、 丁度 猫が 咬へ て 來た鼠 を 玩弄物に する やうに、 榣 ぶつ. U り 擦ったり して、 茫 

然として 幕 を 引かせる までの 問が， I 日中での 藝 術であった と 感じた。 先づ 要するに 今 新 兩 派の 俳優 中から， 若い 人で 特 

^な 條件を 具へ、 將來 劇壇に 一頭 地 を 拔き得 .る 者が 全く 出ない と は 限らぬ 云 ふ 希望が、 現在 多數の 俳優に 絡 望す ると 同時に 

此頃 いくらか 感じられて 來た。 それと 他の 一 方 は 無論 今後に 其 目的 を mi いて 居る。 門外から養成されて行くE?^^優中から• 

幾人 かの 成功者が 出て 來る望 は 確かに ある。 是 等の 兩 面からの 俳優が 中心と なって 舞臺 上に 活動し 得る 時代が 將 來の展 Si す 

る 一時期 だと 思 ふ。 

其 次 は 脚本の 方面 だが、 これ は 世人 も 多く 云って 居る が * 要するに 古い もの を謠曲 式に 古藝 術と して 見る は 別と して、 新 

物で は 今の所 中心と なる の は 西洋 物で あるが • 此 西洋 物 は今ヂ レンマに 引か- "つて 居る。 何と 云っても 根本から 西洋の 社會 

事情 を货景 として、 西洋人の 言語と 表情で やる やうに なって 居る のて、 其 傣に譯 すれば、 何と 辯 解しても 結局 渾然たる 藝術 

の 一部 を缺き • 歐米を 背景の 社會 事情が 我國の 事情と 合 はす • 何だか 隔てが ある やうに 思 はれたり * 又は 藝の 上に 日本. 人が 

生理的 條 件の 相 遠 を 以て 西洋人の 眞似 をす るので， 殊に 女に 於て、 重要なる 女に 於て. 物眞 似が 不 似合の 感 を何處 かに 帶び 


文舊 好ま  -~s 


將來の 日本 


將來の 日本 劇壇 はどうなる であらう か、 此 問題 は 甚だ 漠然とした ものであるが、 自分 は先づ 俳優と 脚本との 二方 面から 觀 

察して 見よう。  • 

先づ俳 使の 方面から だが、 現今-の 狀態 では、 舊派 中から 若い 人で 舉校敎 育 もしくは 共 他の 敎育 によって ある 程度まで 頭腦 

も あり、 且 境遇な ど if 術の 練習 を 積んだ やうな 好都合の 條件を 其 儲す る 連中が 將來 幾人が 出て 來 ない とも 限らぬ、 舊 派の 

猿 之 助、 菊 五郞： Hffi の 若手 速 中から， 堕^さへ せねば、 次の 時代の 俳優が 出ぬ とも 限らない。 

新派の 方で はどう か、 自分 は兑な かづた が、 今度の 井上 正 夫の 演じた やうな ものに は、 巧く 進んだら 次の 時代が ありさう 

な氣 がする、 此方 面 を 開く 頭腦の 修養と 藝の 修養と が 相 並んで 行けば、 其 他に も 次の 時代の 俳優が S ない と は斷言 されぬ。 

併し • 是等は どちら かと 霄 へば、 動もすれば 某敢 ない 希望に なり 易い のが 事 賢 上 大多數 で、 今日の 新派 俳優 は 次の 時代の 藝 

術に 參與 する 權利 はない、 殊に 是で十 年 前まで は 或 程度まで 前途に 望 を囑 して 居た 新派 も 全然 駄目 だと 近來 はっくぐ 思つ 

て 居る。 此頃 一 つ 二つ 新派 劇を兑 物して、 其 右左すべからざる 狀態 にある こと を 氣の毒 だと 感じた。 此 様子で は未來 の發展 

は 思 ひも よらぬ。 よし 將來を 作らう と沄 ふなら *  I 種の 新 通俗 劇 を 工夫して • 共 俳 使と しての 道 を 開く が 最良 法で あらう • 


この場合， 唯 f つ 特^ 手段に 依って 人を醉 はせ る もの は音樂 あるの みで ある • であるから 藝 術の 醉的 方面 を恣 まにし やう 

と 思 ふ 者 は • 何う しても 昔樂に 就いて 之 を 求む るより 外い 方法 はない ので ある。 音樂 以外の 藝術は 殆どす ベて 醉的氣 分と 醒 

的氣 分との 11 め 合 はされ 統 一 された 一種の 不思議な 境遇 を 作って、 之に 人 を 誘 ふより 外 はない、 例へば シムボ リズム、 ミス 

チ シズム など、 いふ もの は * 皆 要するに 此の 醒醉ニ 面の 矛盾が • 不思議に 統一され た 瞬 g を 作らう として ゐる ものに 外なら 

ない ので ある * 今の ナチュラリズムな ども， その 行き過ぎ たと AJ ろ を； 冉び； t 術の 上に 引き 屍す 唯 I の 道 は、 矢張り 此點 にあ 

るので あらう •  . 

又 ナチュラリズムの 爇術 といへ ども それが 藝術 である 限り は、 此の 一 境を豫 想し なければ 存在 しないと いふ こと を、 今以 

て 承知し ない 人が ある けれども、 吾々 は 決して さう は 思 はぬ。 要するに 音樂 以外の 藝 術が， 音 樂の眞 似 をして 淡い 短い 音樂 

の 移り香 程度の もの を 作って 喜んでね るの は、 如何にも 心 ぼ そい ことで ある。 事實に 於て 詩が 人を醉 はせ、 又は 小 說が人 を 

醉 はせ ると 言っても、 その 中の 醒的氣 分の 評惯を 捨て- -、 その後に 殘る醉 的評價 だけで 行った 日に は、 之 等 は 如何にも 小さ 

いもの 哀れな ものであって • 到底 如何 ほど 之に 辯 護しても 音樂の 足元に すら 寄り付け ない のが 事實 であらう と 思 ふ。 尙 それ 

ばかりでなく 昔樂 そのものす らも • 一方に 此の 醒的耍 素 を 加へ て 其の 根據を 堅く しゃう とする 努力が あるので ある。 だから 

して 單に醉 的 境遇の み を 目的と する 藝 術ば、 大體に 於て 如何にも 侵ない 心 ぼ そい 藝術 であると 思 ふ。 故に 大藝 術と も稱 すべ 

きもの は 何う しても、 結局 醒めて ゐて 夫で その 儘、 總 Z 高に 於て 醉 つて ゐ ると か、 又は 醒め 切った 窮極に 於て、 自ら 醉 ふと 

かいふ やうな f 種の 不可思議 境 を 作る ものであると 信す るので ある。 四十 四 年 一月) 

0 街雜 想  一 1 九 《- 


今の 私な どの 嗜好から 言って 見れば、 矢 張、 劇と して 動的な 方面 を 求め やうと する に は， 前に 言った 性格 剌 諷刺 剌 などの 方 

に 行く のが 確かで は あるまい かと 思 ふ。 

そして 一 W 樂を使 はない 夢幻 は、 現代に 於て は 殆んど 無意義で ある やうに 考 へられる。 

すべて 藝 術と いふ もの \ 中に 醉的瞬 11 と 醒的瞬 g とが 密接に 結合して 存在して ゐる とい ふこと は、 今更 一一 目 ふまで もない こ 

とだが、 近代の 人心の 止むべからざる 傾向と いふ もの は • 卽ち 此の 中の 醒的氣 分が 何としても 拔き 去り 難くな つて 來て、 何 

等 かの 方法で 之に 對 する 準備がなければ •  I 方の 醉的 1 も 成立す る こと の S 来ない 狀 態に な つ て來 たこと で あらう と 

思 ふ。 

そこで 近頃、 いろくな 藝術 上の 傾向 も 生じた ので あるが、 一 方に は 又、 ある 智 的な 傾向が 餘 りに 行きす ぎて しまった 結 

果、 勢 ひ 在 來の藝 術 を 破壊し 冷却し 盡 して、 更に 何等かの 熱な 求め、 醉的狀 態 を 求む る 耍素を 感じて 來 た氣； r か ある やうに 

思 はれる ので ある ミ 

藝術境 を 破壊し 冷却した 結 凝に 於て 求められる 醉的戕 態とい ふ もの は， 何ら かの 方法で 以て I 方の 醒的狀 態と、 その 歩調 

を 合 はせ る もので なければ 到底 長く 辕き 得る もので はない ので ある。 極、 淡い ない 醉的氣 分 を 仄めかす 位の ことなら • 幾 

ら でも あり 得る ことで あらう けれども、 昔の やうに 物 我 を 忘れて まで も醉ひ 得る とい ふやうな 味 は 到底 與へ 得られない/ g-.w 

であらう と 思 ふ • 


過去 一年の 間に 於け る 新しい 芝居と いふ もの を 振り返って 見る と •  I 方に 中 村 君 を 中心に した 思想の 勝った 劇と • 一方に 

秋 田、 吉井 などい ふ 人々 を 中心に した 氣分 情緒の 勝った 劇と この 二い ろの ものが 比較的 目に 着く やうで あるが、 その 中で 後 

の 氣分剌 の 方 は、 今のところ 舞 1^ に 上る と 動もすれば 靜的 になり すぎて • 活人窬 に 終る やうな 氣^ が ある。 卽ち單 に I のボ 

ェ トリ ー として 護んで 丈け おくべき もので、 之 を 舞臺に 上せる に は 一 歷 の 工夫が 耍る やうに 思 はれる。 . 

. 思想劇の 方 は、 今少し 突き 込んで 我！ I 現 社會の 現實と • 其 根抵に 於て 接觸 する 度合が 密 にならなくて はなる まいと 思 ふ。 

そして 尙、 その外に、 現代の ュ ー モア を 中心に した もの、 それから 現代の 諷刺 冷笑 を 主にした ものな ども 起って 來 なければ な 

るまい と 思 ふ、 又 現時代と いふ ものに 係 はらす、 卽ち 現代劇と 史劇た ると を 問 はす、 凡て その 時代 を 描く とか、 性格 を 描く 

とかい ふ 行き方の もの も 出て 來 なくて はなるまい、 で 私達 はまお 是 等の 諸方 面 を 描き出した 脚本 を 今の 新しい 脚本 界に 見出 

す ことが 出來 ない。 中に も 諷刺 劇 性格 釗 などい ふやうな もの は 何よりも 先き に 見たい と 思 ふところの ものである。 此頃は 又 

氣分 刺の 靜的 なのに 對 して、 その 中に 動的な 調子 を 求め やうと して、 夢幻 的な ことに 與味を 持つ もの も ある や、 プ であるが • 
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方 を 取って 居る らしい し • その外 楠 山 正 雄、 木 下 茶 太郞、 松 本 苦味な どの 人々 の 物に は * 或は 現世 相 的、 或は 古典的と 云 ふ 

風に、 何等かの 變っ たもの を 出さう として 居る 形跡が 能く 見えて 居る。 之れ 等の 中で は 勿論 恭雨 氏の 物が 舞？^ に 接近して 居 

るが， 現實と 思想 觀念 との 距離が 十分に 埋り 切らない のが 缺點 である。 

要するに 以上の 様に 混沌た る * 然し 乍ら 何 かの 芽生えで ありさう に 思 はれる 様な ごたくの 事件の 中から、 來き 可き 蚓擅 

の 活動 を豫 一； 小して 25 るので はない か。 此 意味で 來ギの 釗擅は 注目に 價 ひする。 

劇の 方 は それと して^いて、 詩 は餘り 多く 見なかった が、 其讀ん だ 範圍で 云 ふと、 さした る^ 件 もなかった やうに 思 はれ 

る。 八/、 1^ に淺 つて 居る 全體の 印象 を 云って 見る と、 前年 來の 一 極の 怠る い 、屏息して 居る やうな 情調 を 描く の を 主として 

街た 詩植 が、 例へば 一方に 於て 感覺 だけ を 取め 出して、 その 感覺 を慘 めに 痛々 しげに 慄 はして 見やう とする やうな、 多少の 

勳 きが 兒 える。 他の I 方に は單に 甘い の 痛まし さ を 歌 ふと 云 ふやうな、 感傷的な 一種の 動き を 示して 居た • と 云 ふぐら 

ゐな ことで ある。 (明治 四 十三 年 十二月) 


面に於ける急剌な進歩の^^られなぃ原因でぁらぅか* 鬼に 角、 舞臺の 方が もっとす つと 新藝 術の 方に 歩んで 来なければ なら 

ぬ こと は 明白で ある。 

それと 1: 時に 脚本の 上で も * 今後 腐に 舞臺の 上に すべき もの は、 必す 今よりも I 段 その 方面の 工夫の 加 はった もので なく 

て はならぬ。 現在のところ では、 どうせ 作った ところで その 脚本が 直ちに 舞臺に 上る 便 {且 もない、 又、 一 つ は 思 ひ 切って 舊 

るい 型 を 彼る 時代で あるから、 新しい 作者が 舞 臺をも 何物 を も 顧慮し ないで、 大膽 な、 自由な もの を 書いて 見る の も 好い こ 

とで ある。 此の 意味から 我々 は 今の 新 脚本に 同意 を 表して 居る ものであるが、 前に 1K つた ゃラな 立場から 評すれば、 之れ 等 

の 脚本 は 譏む 可き 詩、 若しくは 小説であって、 演 すべき 脚本と しての 條 件を缺 いて 居る ものが 確かに 多い。 例へば、 極めて 

閉 寂な 氣 持ちで あると か、 極めて 怠る い、 萎えた、 疲れた 氣 持ちで も 描かう と 云った 様な 新 脚本で あると、 それに 伴 ふ周圜 

の 風物 を も 之れ と 調和せ しめて、 木の葉 一枚 落ちる 音 を も 聞かせる。 水 桶の 水の 滴る 音 を、 數 へさせる と 云 ふぐら ゐな • デ 

リケ ー ト. ところまで 行って 居る * 極めて 鋭敏な 感覺を 使って 居る。 讀む 物と して は 如何にも 面白い， けれども 木の葉 一 枚 

の 落ちる 音、 水の 靜 かに 滴 落す る 昔と 云 ふやうな もの は * 舞 臺に現 はす ものと 云ふ條 件と は， 到底 一致し ない 事で ある。 現 

はさう と 1K つたって 到底 現 はれない,^ である。 之 は 一例で あるが、 斯う 云 ふ 調子で 舞臺を 全く 顧 念し ない 作品が 多い。 之れ 

等 は 恐らく 作^が 老練に なって 行けば、 自ら 變 つて 行く もので あらう が、 鬼に 角 脚本と して は缺點 である。 

外形 はこん な ものである として- その 中味の 行き方から 見る と、 新作 者の 中で も、 いろくな 傾向が あるの は、 云 ふまで 

もない。 例へば 、二方に 中 村 春雨 君な どが 行って 居る 道 は * 思想と か、 觀念 とか 云 ふ 方面から、 飽くまで も 降って 來 ようと 

する イブセン 式の 行き方で あるし。 秋 田 雨 雀 君、 吉井勇 君な ど は、 所謂 氣分 とか 感情と か 云 ふ もの を 重に 出さう とする 行き 
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藝部 であると か、 自由 剌 壇の 運動で あると か 云 ふ ものと 相俟って、 劇場に 何等かの 新生面 を 開かん とする 前兆 は、 大分 明ら 

かにな つて 来た やうに 思 はれる。 た i -、 それ 等の もの-多く は前驅 者と 云 ふ 形で あるから、 將來 此の方 面に 於け る $s の覇 

者 は何處 から 出る か は、 今後の 與昧 ある 見物で あらう。 

又、 同じ 實演の 方面で も舊 歌舞伎の 方に 於て、 例へば 伊原 靑々 園 氏の 「出 雲お 固」 であると か、 坪內^ 遙 氏の 「桐 I 葉」 であ 

ると か 云 ふが 如き、 今の 歌舞 仗の 藝に 調和し 得る 範圍 での 遠った 色彩が、 舞臺. の 上に 現 はれて 來た。 之れ 等の もの を： i じて 

見ても、 「出 雲お 國」 に 於け る 梅 幸の 淀 君 や 、「桐一葉」 に 於け る 菊 五郎の 銀之丞 などの 上に、 確かに 一脈の 新生 氣が 通って 來 

か、 つて 居る こと を 思 はせ る。 之に 自由， 劇場 出勤の 舊 俳優が 遣る 藝、 又は 新 社 會劇團 などで 工夫して 居る 藝 など を踪 合して 

見る と、 將來の 8i 風と 云 ふ ものに 行く 道 も、 朧氣 ながらに 察せられる やうな 氣 がする。 

脚本の 上に 於いても、 ス バル、 劇と 詩、 歌舞伎な どに 立て籠って 居る 若い 作者の 物に、 稍々 面白い ものが 出か. * つて 居る。 

元來 今の 脚本 界全體 に 就いて 見る と 云 ふと、 一 番 初めに 目の 付く 問題 は、 それ 等の 新 脚本 11 殊に 若い 人々 の 作る 脚本と、 

舞臺の 上の 實演と IK ふこと- -の 距離で ある。 一方 直ちに 今の 旣に形 を 成して 居る 舞臺 にか ふるもの、 乃至 之れ から 後に 起ら 

ん としつ X ある 舞 棗に 上らせる ことの S 來さ. フな 脚本 は、 概して 內容が I  ：！^-後に退.^、 內容が 思 ひ 切って 進歩して 居る もの 

は、 舞 基 上の 實演 と甚 しい 距離が ある。 之れ は 舞臺の 方が 悪い のか、 又は 詞 本の 方が 惡ぃ のか、 どちらから 歩み寄って 行く 

べき もの か、 I 寸分らない 問題で あるが、 私 自ら は その 中 Si にある と 思 ふ。 今の 藝良、 今後の 藝 風が 餘 程大膽 に： 翁來 の舞甚 

を 捨て- -、 新藝 術の 方面に 飛躍 をし なければ ならぬ と 云 ふこと は 論を俟 たぬ こと だが、 た V 、然ぅ 云 ふ 舞 J» の 後ろに は 何時で 

も兒 物と 云 ふ 控繩を 持って 居る の だから、 I 騎 打ちで もって 舞甚が 直ちに 新藝 術に んで來 ると と を 許されない 。之が 此の 卞 


藝術界 の 明治 四十 三年 

(來る 可き 劇壇の 活動 を豫 示せる か) 

今年の II 非に 拘 I 細かい 粜事| 外に 多かった。 例へば、 文 管 fif 靈が 今迄に 例 どに 露 . 

骨に 現 よれた こと &か、 t の 古書の 翻刻が 卒然として 流行して 來 たこと、 か、 その外々 形 的な ことに も善惡 ともに いろ 

くな 事柄が あった やうで ある。 文 奮ら が發 した 波瀾の 中で は、 小說、 評論、 劇、 詩と 云 ふ 上に 數 へて 見る と、 鷥 後世 

に f  sft 物ラ 高から 云へば、 何と 云っても 未だ 小說が 第一位であって、 た I の 小說が i に 於 て種 々の 方面に 變化 . 

If れて 居た と 云 ふことの 外 は、 依然た る羣 の？ でず、 又、 評論に 於ても I 部 I 化. ISQ 外 は、 擎 の續 

きで あつたと 5 に 過ぎなかった と f  。が、 尙ほ此 S は 外へ も 話した から 省いて 置いて、 同じ 細かお 來 S 上で も、 

細い ながらに 一番 多く 我々 の 印象に 錢 つたと 思 はれる の は 劇で ある。 前に も 云った 如く、 産物 その物の 上か鲁 へば 勿論" 

說に 及ばない けれども、 單 にら 活 いた 動き かけた と 云ふ點 から 興味 を惹 くの は 劇の 方が 一 段 上であった。 

？實演 の 方面から 55 て も、 新 I 劇 f 初めと して、 最近に 及ぶ までい ろくな 新晷が 起った。 中には I 根 

本の 不確かな もの も あらう けれども、 si 角 似た やうな il 方面に 勃興し かけて、 前から あつたと こき 文藝協 會の演 

お 術界 の明殆 四十 W 年 


^1" き a  一、  、  -^、 

るから、 何れと 何れと が ナチュラリズム だと 云 ふやうな 名前 を 腿って それ を 主張す るに も當ら ない。 人生 觀の 問題 は 密接に 己 

の實 行と 伴 はなければ 何の 役に も 立たぬ。 それで ほな 。乙な りの囊 に 同意して、 此の 次から 直ぐ や？ 見やう と 云った 

所で そんな 事の 出來る もので はない。 結局 人 生觀 上の、 i 論と 藝術 上の. i 論と は 一 一元に して 論じなければ ならない もので 

ある。 それ まじて 只 人 §i と 云ふ| 的な 痛切 さうな I が 欲し さに、 これ を 誤用して 人生 上の 傾向 卽藝 術 上の 傾，.. 

と I 概に云 ひ 去った その 誤り を、 今年に 於て 亭 K の 上から 段々 證據 立て.， 来たと 一 てよ い。 

終に 今年 Qis 大事 S  ！ つ は卽ち 官府 S 鍵 策處 ふき I る。 所 i 直義と 2 如き も Q と、 I 上 藝術 

上の ナチュラリズムと を大 S 折って 同じ 項目の 中へ 括って 仕舞って、 社會囊 に對 する S の 反 f ば ナチ ユラ リズ A の 

上に 分 嫁せ しめ、 同じ 網の 中へ 入れ やうと したの は？ より 見れば ills リシ ィ に過ぎない。 isl 策で 

ある。 

耍す るに 思想 上 藝術 上の 問題に、 政權の I 力 I 用す ると 云 ふこと は、 歷 史上の 最も i なる 事例で ある。 113 

01. それで i 去 十 年の i が 何う 變 化した か處 ふに、 通俗 Q 方 g 於て は？ S 何時で I 大權 gl 所に 最大 

傾向が 赴く のは黨 であって、 それが 爲に相 應の變 化 はあった らうが、 高い 文 擅に 於て は 只 不自由 を 感じ、 沈默| してお 

んで 居た 杏 ふ 位な I 以上に は、 何等の 根本的 I 化 I たした とも 思へ ない。 文 f 思潮の 根柢 は 之に よ？ 直ちに 變 

ィ すべき 苦の もので はない。 吾人 は 寧ろ 之 を 現 內閣の 悪政の 一として 記錄 する ものである。 (明 十 H 年 十二月) 


が * 是等は 議論よりも！^ その も ひに よって 解釋 せらるべき 問題で ある * 只玆に I ゥ 注意して 置くべき は、 彼の ナチ ュ, リ 

ズムと 同時に 起った 藝 術と 實 人生との 關係 問題で ある。 これ は 議論と して IK ふよりも 寧ろ 事實 として、 此の 兩 面が 到底 一つ 

にして 論ぜら. ない 點の ある こと を 今年に 至って 愈 明白に 證據 立て i 來 たと 云 ふこと である。 卽ち 人生 觀 上の ナチ ユラ リズ 

ム 卽ち實 行と して 道德 としての 主義と 文藝上 の ナチュラリズム 卽ち藝 術の 様式に 關 する 主義と は 決して 同 一 物で はない、 

行道德 として 甲の 主義 を 奉す る ものが、 藝 術の 上に 於て 乙の 様式 を 取っても I 向 差 支へ もなければ、 又 事 賞に 於て さう 1K ふ 

例が 幾ら も 表 はれて 來て 居る。 

耍す るに 數&. ^文 擅 を 捲 席した ナチュラリズムと 云 ふ もの は、 專.. S 術の 發表 方法 卽ち 様式の 上の 問題で あり、 之に 同伴 

した 人生 觀 上の 傾向 は、 例 へ ば單に 舊來の コ ン ベ ン シ ョ ナル、 乇 i フルに 不滿 足を感 すると か 云 ふ 位の 點で 1 致して 外 は 百 人 

百 様であって、 其の 結 楽 或る もの は快樂 主義に も 行かう し、 ナイ ヒ リズム にも 行か ラし、 或 者 は 超人 主義に も道德 主義に も 

努力 主義に も 行かう し、 或 者 は 依然として 懐疑主義 にも 止まって 居ら.？ と 云った 形に、 段 .-c 明白に 別れて 來る氣 味が ある • 

其 結^ 此兩面 を f に考 へて ゐ たものに は、 解釋 の出來 ない 矛盾 現象と 見える ものが 幾ら も 見 はれて 來 たので ある。 

なほ 尋で 注意して 置くべき は、 近頃 快 蠻義に 就て 論 を 立てる 人が、 享樂 主義と 一 K ふ 新しい 言葉と 快樂 主義の 關係を 明に， 

して 居ない ことで ある。 あらゆる 人生の 寧箕を 平等な 抬樂の 心で 見て、 樂 しみ 乍ら 骨 を 折って 行かう とい ふ 悟 人的の 併しな 

がら 困難な 主張 をす る ものと、 懐疑 破壊の 結果、 殆どき 暴 自棄 的に 人生の 觀樂に 耽溺し やうと IK ふデカ タン 風の 傾向と は 全 

然 別物であって、 之 を I つに 混じ やうと する の は 間違った 議論で ある。 

耍す るに 是等は 凡て 人生 觀上 卽ち實 行道德 上の 主義 傾向であって、 年齢に より 境遇に よって 樣々 の 人生 觀を 生やる 譯 であ 

B 十 S 年。 文 is 學界  二八 £ 
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むが 比 校 的 多く. あら はれて 来て、 その上から も 文 tfQ 上に 多少の 樊化 を 驚ら ざ、？ とした •  ， 

只是 等の ものが 文 擅 を變化 f の ある やうに したに 拘ら t 奪の 凡てに 通じて i した 傾向が あるの は、 何人も 見逃に V 

からざる 所で あ t。 卽ち 例へば 或る もの は I 方に 於て 反對の 傾向 を 取りながら その 客觀 的智 的な 點に 於て 共通し、 或る も 

の は その I 的、 人生 問题 的なる 點に 於て 共通す ると f が 如き 意味 を 有して 居る ことで ある。 又 例へば 所謂 餘 I と？ 

れ たる 一派 風が ナチュラリズムの 傾向と 接近した f を あら はしず、 從來 ナチュラリズムと 見られた ものが I 纏 術 派 

と 1K ふが 如き 方面の 色調 を 加へ て來 たとい ふこと も、 或 度まで は壽 であるが 是は I の ル！ とい ふ ものである。 

次に K の 上から 見る と、 此の方 は蓽來 Q 傾向 を 受けて 益々 新しい 人が 多く？ する やうに なった と共に、 論調の 上で 

は 從來の 深く  I 方に 突入して 立言 しゃう とした 傾向に 對 して、 淺く とも 平衡の 取れた g 滿な Bit すと する やうな 

の ものが 可な り あら はれて 來た。 I 斯う 5fisi 以外 Q、 例へば 倫理 I と 5 方面 is 常に 存在す I 向で ある 

が、 それが 文 擅の 傾向の 上に も 加 はって 來 たので ある。 

？る醫 望って $s 然として 前菜の 人生 問題 sfl であって、 それ して I から 何う 行つ 

たらよ いかと 云 ふ 積極的 方面に は 餘り深 入した ものがない。 懷疑 か然 ら,. んば 自暴自棄の I 塞か 刹那主義 か 美 ふやう 

な 傾向が 中央に 立って、 偏に 齧な 問 f 茶に して 悟り 拔 けて 仕舞 は 15 す な遊戯主義道 樂 主義で あると か、 共同 生 

活社會 的 ili 準に？ ずと する I 主義で I とか、 is は 何？ らうが 唯 先づ努 さよと いふ 努力 裏で ある 

とか IK ふの も、 變 化の 耍 素と して 存立して 居た。 

更に 人生 問 f 離れ si として は、 作 f 豪客觀 il であると か、" 技巧 有無の 雲 あると か 云ふ ものであった 


ま 一 二 年の 文壇 を 今から 振 返って 見る と、 作品に 於ても 評論 に 於ても 是と 云って 特に 眼醒 ましい ものが 出た と 云 ふ 年で は 

ない。 その 5 か I へば 寧ろ 平凡な 一年であった。 併し 他方から 見る と、 此 一 年で 特に 明に |,が複雜な變化| 求した 

I ふこと が 眼に 付く。 卽ち 此の 數 年來 ナチュラリズムの 傾向が 殆ど 文壇 を I した 結果、 動もすれば 文壇が あまりに £ 

こま 過ぎら。 それに 對 して 反動と 1K ふより |ろ變 化 を 求め 複雜を 求めた I が 1 處に表 はれて 居る。 

これ は 大局から 見て 来れば 文 sf に 寧ろ 祝すべき ことで 意 S 一 f 俟 ない。 只そ i 化し 行かん とする 傾向の 中に 

は 5 として は 同意 のぉ來な いもの も ある。 けれども 是れ とても 永い 眼から 見れば、 結 § つべき ものが 勝利して 行く" M 

であって、 その 間に 起る 波 華 變化は 皆 I 全體 として、 それだけ 響に なって 行く ので あるから I な ことで ある。 尊 

よその 是非 St ので はない が、 例へば 小說に 於て 一 方に 依然として 客觀 的な 作風 I けて、 文檀の基 調 をな して 行く ノ 

に對 して、 他方、 或は 主張の 上に 於て、 或は 實 地の 作風の 上に 於て 單に輕 い 遊戯的 氣分を 作らう としたり、 豫 な快樂 的.^ 

5fi さう としたり する やうな 傾向が、 創作 擅の 二 角に あら はれて 來た。 のみなら す 人に 於て、 男女 兩 方の 作家に 新しい も 

B 十一 ュ 年 e 文 $學 界 
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思想 上の 新人 たれ、 而 して これが 闹 園の 實 行と 衝突す る 場合 猪突す る ことの S 來な いもの は、 沈潜して 先づ 思想の 世界に 客 

觀的 保證を 得よ、 或は 思想の みの 新人と して 終る かも 知れない。 共の 時に 遺憾の 無いだ けの 覺悟 をして 置け。 目指す 處は結 

£5§る 人生の 創作に ある。 (明治 四十 三年 十二月 談話 錄 K) 


由なる 活動 を さして 見たい * さう すれば それが 黄 行に 移らない 範圍に 於て、 先 づ周圍 の樣々 ひ 異分子と 接掛 して * 若し 其^ 

思想が 過って 居たり、 又は 有害な ものである なれば、 自然の 制裁と して 變形 をす るか 或は 滅 して 了 ふに 極って ゐる。 つまり 

思想 を 思想と して 實 行に 移る 前に 先づ 十分の 展開 をせ しめる とい ふこと は、 お Q づ から 思想 を鍛鍊 せしめる ことになるので 

ある。  . 

而 して 天下の 有識者が 擧 つて、 其の 思想に 同意し、 贊 成した 時 は * 其の 思想 は 毀つ 可から ざる 其の 時代の 新價 値になる 譯 

であるから、 實 行に 移しても 差つ かへ なく、 又 さした る 犠牲者、 或は 悲劇 を 生じないで 社會は 進歩して 行く。 

此 1- の 理由に よって、 吾々 は 最も 穏健な 實 行し 得る 途 として 敎育者 は 自分の 眼で 世界 を 見る 新人 を 作るべく、 社 會經營 者 

は 夫 等の 新人 をして 思想の 上に 十分の 自由 を與 へ、 自らの 發展 自らの 鍛鍊を 受け しむべく、 而 して 靑 Wi らは 此の 道に よつ 

て 思想の 上に 新ら しき 服 を 開き、 新 價値を あらゆる 方面に 自.. ^り 出し 且つ 布 及して 行かん と 努力すべき である。 

新ら し ^とか、 人格と か は 如何なる 程度まで 行けば 完全す るかと いふ こと は 分るべき もので ない。 只 其の 時く 迄の 自 

分の 全！^ の聲を 聞いて、 自分の 力の 及ぶ 限りに 於て 統一し、 其の 瞬間に 於て 自分に 最も 滿足 を持來 すと 思 はれる ものに， 

憤 値の 標準 を 立てる 他 はない。 而 して かくして 立てた 標準 をば、 實 行に 移して 可い か惡 いか は卽ち 前述の 如く、  I 人の み を 

守らす して、 先つ 周 園に 其の 信す る 價値を 思想の 上から 關係 せしめて 見る ので ある。 

さラ すれば 自ら 新 標準が 安心して 實 行に 移る か 否かの 試驗 がそれ によりて W 來 やう。 而 して 是 等の 場合の 多くの 非難で あ 

る！！ の客觀 的確 實性 も其處 から 生じて 來 る。 

是れを 要するに 今後の 靑 年の 行くべき 道 は充實 したる 新價 俯に 生きん とする 努力 I つで ある。 而 して 其の 實現 方法 は先づ 

秦 代 OSI.K 臭 ふる 害  -^t 
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卽ち 今日に 於て 最も 必要な こと は * 敎育者 側 卽ち人 を 作る 地位に 在る 人. <c に 向っても これが 眞の 修養の 方法で あると 言つ 

てよ いので あるが、 被敎育 者卽ち 作らるべき 靑 年に とっても また 廣く眼 を 見張った 新人に 自分が なると 共に、 成るべく 廣 V, 

お 互に さう いふ 人に 成らせ 合 ふとい ふこと が 根本で はない か。 

何故 なれば 假 りに 此處に ~ 人の S. が あり、 自分 は 新ら しい 眼 を、 見張って 世界 を觀る 新人と 信じて、 在来の 道 德宗敎 の： 

價 値に 對 して 其の 新しい 眼から 批評 を 加へ て兑 ると した 虚で、 思想に 於け る 夫 等の 根本的 新 創造 は、 現資の 社會に 於て は 何 

時 も 周圉の M 際と は 調和し ない、 卽ち 思想 上の sg を眞資 に 實行 上の 新價 値に 移さう とする 時に 矛 眉 を 起し • 種々 の悲刺 

を 生じて 來 ろ。 

此の 場合に 於て 何故 汝は新 思想 を 後きながら • 進んで 其の 權牲 者と なり 殉敎 者と ならぬ かとい ふの は、 無法の 注文で ある- 

樣牲を 强ひ殉 敎を强 ふる 所に 旣に 舊窝を 見、 不自然 を 見る 場合が 多い。 されば 何等かの 經世的 見地から， as の 悲劇な り镜牲 

者な り を 救 はんとす るに は、 何う したら よい か， 風 ふに 是 等の 新人に 向って 其實 行と 思想との 間に 一時の IsS 割 を 設け， 先づ 

其の 思想 上の 新 社 會を廣 く 造り上げよ とい ふより 外 は 無い のでない か • 首 葉を換 へて 言へば • 箕 行の 人より 離れて 思想の 4^ 

に 新^ 値の 生活 を 固める のが 我等の 務 である。 新人 は先づ 思想に 活 きて 實 行に 死ぬ ろ 一 1 重 人格の 生活， 5!*ェ 風す るよ お 外 はな 

い。 そして 周 園の 大勢が 歩調 を 或る 程度まで 合せて 炎れ る やうに なったら * 其の 時に 至って 資 行に  1 移っても 雀^へ 4。、 

これ は 一 方から 苜 へば、 現代の 靑 年に 說<缝 として は餘 りに. 媼湘に 過ぎる やう^ 鬼え るか も 知れ^^が！. 凛 ss;t^ る 

道と して は 此の 他 Isl ない と 思 ふ。 

§0 意味から If? は、 彼の se とい ふやう & ものと 應想丄 め 脚^ 疆る 丈^^ SB を 疆丄め © 


ふこの 貧 奪 か 吾々 の 題目で ある。  . . し？ 

元来 新ら しく 作る とい ふこと は、 いろく 言 ひ換 へられる 言葉で あるが、 道德宗 敎の實 行方 面から 見る と 結局 又 ste む 

發見、 E 拓 とい ふこと である。 從 つて それが 必 すし も极 本から 薛來の ものと 全然 異っ たものに なると 限った 意； ^ではない。 

特に 籐 史的 述鎖を 重んじて 居る 資 行の 社會に 於て は それ は 容易に 出來 ない ことで あるか、 それで 少しも 差つ かへ はない と 思 

ふ。 多くの場合に 於て は舊來 持ち 傳 へて 來た價 値な り 標準な り を 其 儘 受け ついでも I 向 差つ かへ はない、 寧ろ さう せねば な 

らぬ 場合が 十 中の 七 八で ある 0 

併し 此 等の 場合に 於て、 其の 價値 となり、 標準と なる もの は必す 其の 現在に 於け る 其の 人 自らの 獨 立した 而 して 全人格 Q 

活動した 自己 判斷 によりて W 認 せられた 價値 標準で なければ ならぬ。 卽ち 自分の 其の 現在に 於け る al の耍 求との 距離の 多少 

によりて 共の 價 値の 大小が 定まる ので ある。 此の 意味で 其處に 新ら しく 價 値に 認定 を與 ふれば、 其の 瞬間から して 自已の 新 

らしき 所有物と なる ので ある。 薪價 値の 發見と は 此の 謂に 外なら ない。 

要するに あらゆる 周 園の 事情 や、 無理な 註文から 壓 しつけられた 古い 財產を 其の ま- -H^ 的に 守る ことが 現代 靑 にと つ 

て禍 であると いふ ことになる。 世人の 稱 へる 自覺 とい ふこと は 要するに これで ある。 

仁義 博愛 は 結構で あるが、 唯、 J れが 遠い 祖先から 傳は つ て 來た幽 靄で あるから 尊敬 するとい ふので なく 自己の 真の 要求に 

合する とい ふ點 から 價 値が 出て 來 たもので さへ あれば、 初めて 其 處に權 まが あるので ある。 而 して 斯様な 意味で 新しく 價懷 

を 作る に は、 其の 判斷の 主たる 自已 其の 者が、 先づ P く 眼 を IS いて 居る ものでなくて はならぬ。 所謂 ワイド， 才， プン * 

アイで 世界 を 見詰めて 居る 新人でなくて はならぬ。 

. 現代の fi. に舆 ふる 香  .、： ；: つ，」 一 ...... 4 つ. . . き 九 
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現代の 靑 年に 與 ふる 書 

現代 青年に 與 ふると 言っても、 自分自身が 中年者で、 靑年 老年の 何れに 屬す るか 解らない ので あるから、 靑 年に敎 ふべき 

道が あると すれば、 それ は 直に 自分自身 にも 敎 ふべき 道で ある。 だから 此處に 話す の は、 人に 與 ふろと いふよりも、 自分で 

行 はう とし 又 行 ひ つ - ある 道に 外なら ない.。  * 

思 ふに 現代 は 正しく 『新に 作る 可き 時代』 であ， <^ と 思 ふ。 これが 吾々 の 行く 可き 道で ないか。 

イブセンの 釗 『幽 翳』 の 中に、 人間 は單 に眞資 の幽靈 のみな，^、 遣 傅の 上に も、 思想の 上に も、 習 使の 上に も、 不知 不識 Q 

間に 昔の 人の 幽靈 にと りっかれ て 居る。 吾々 は 日々 の 新聞記事の I 行 一行の 間に も 常に 此の 種類の 幽 靄の W 沒 して 居る のお 

認める、 とい ふやうな 意味の 事が fa いて あるが、 今日の 社 會には 此の 言 薬 を 思 ひ 出させる ことが 多い。 

例へば 文藝 のこと などで も 今の 新ら しい ものが 面白くな いとい ふ 不平の 齡く とも 半分 は、 此の 幽 翳に 取りつ かれて 居る Q 

であらう。 此の 取りつ かれて 居る 幽 翳が 出ない から 面白くな いと 言 ふ 風の が 多い。 吾々 の 力むべき こと ま、 此の 幽趣 以外 Q 

面白い もの を 作り出す ことで、 此の こと は 又 あらゆる 社會 現象の 上に 持って 來る ことが W 來 るので ある 0 卽ち 『新创 造』 とい 


偽 や 罪悪が 爵し てね る 都會を 選ぶ のが 最. が 可い • 

以上の 兩者は 何れも 近代 文藝の 傾向から 生れた ものであるが、 着眼 點の異 る爲め i 反對の 方面に 歩 を 進めた ので ある。 

然し 何れ： しても 益 * 深く、 突 込んで 行き、 愈 * 侗 的に 描 寫 すると ころに、 兩 傾向の 進歩が ある。 (明殆 四十 15 十一月 跌 SS) 


so&t^i  龜ーセ * 
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B 吾人の 時代に 生きる ものと は 全然 等しき 生 方で はない、 其の 差 は 時代が 變れ ば變る ほど 大きくな リ、 古い 生き方 は 次第に 

弱められて 其 生きた 部分が 細められる。 更に 例 を 引けば、 雪 舟 は 其の 當 時の 情意 生活 を 全 生活と して IS にかいた としても、 

其の 全 生活と 現に 吾人が な I？ つ- - ある 全 生活と は、 種々 の點に 於て 相 遠して 居る。 相 交通す る 處は唯 だ ある 程度の 共通 性で 

ある。 タイプ 性で ある。 其の 共通の 部分、 タイプの 部分が 許す 範阐 內で兩 生活が 相接觸 する に 過ぎぬ。 而 して それ も 時處の 

隔たる に隨 つて、 段々 細って 行き、 終に は 殆ど 全く 相 感じない 路傍の 塊磊の やうになる 場合が 豫 想せられ 得る。 

ン  地方色 描 寫のニ 傾向 

地方色 Q 描寫 は、 無論 古い 文學 にもない 事 はない。 たと へば 江戸に 對 して 田 舍を現 はすに 上總言 葉 を 使 はせ るな ど は、 卽 

ち 此の 例で ある。 ところが 近時に 至って は、 其れが も ッと侗 的に なり、 特殊 的に なって、 信 州で は 何 所、 中阈 では 何 所と 云 

ふ 風に、 はっきりと 所 を 定めて、 或る 特殊の 一 地方の 色 を 表 はさう とする 傾向 を 生じて 來た。 此れ は 地方色 描 lul の 進歩で あ 

つて、 卽ち 此れまで は 唯 だ 地方と 云 ふ 概念し か 現 はさなかった のが 非常に イン ディビ， テュ アルに なった ので ある。 此の 傾向 

は文舉 上の たる は 云 ふ 迄 もない が、 其 因って 来れる 處 は^らし い 事 を 避け • 事實 有りの 儘 を 描き、 自然人 生の 爲を寫 

さんと する 傾向から である。 

また同じ地方色とぃふ中にも田舍ょh^も寧ろ複雜な都府生活を中心として、 其 所に 現 はれた る 人生 を描寫 しゃう とする 傾 

向が ある。 此れ は 複雜な 所謂 文明の 生活に は 如何に 多くの 窳 僞を藏 して 居る か、 そして 其の 表皮 を ひつべ がして 見たならば 

如何なる 人生が 露出す るかと 云 ふ 榇な點 に 着 腿せ る ものである。 そして 其の 目的！ 4 向って は 美 飜ゃ善 惡が雜 然として 存し儘 


M 術 ひみで はない。 道德， ^敎の 如き ものに も， 矢張り 同じ 結果.^ 生じて 來る。 卽ち 最も 不 なるべき 『神』 でさへ 時 

代に よって 內容 を變- おせねば ならぬ こと、 なった。 藝 術と 云 ひ、 神と 云 ひ、 眞と云 ひ、 善と 云 ふ 、要するに、 皆 時代に 應じ、 場 

所に 應 じて 出 來 たもの、 時代の、 イン フリュ ー エンスが 集合して 成立す る ものである。 だから 人の 感覺 が、 極端に 鋭敏に な 

れば、 今日の もの も 用 日 はも はや 古い かも 知れぬ。 此 意味に 於て 不朽 普遍と s つた 藝術 も、 時代に よって 變じ 行く のが 當然 

の 事になる。 •  . 

同時に また 時代と 社會 との 古今の 狀態 がよく 似て 居れば 藝術も それ 等の 程度に 生き、 其狀 態が 變れ ば變る ほど 藝 術の 生命 

も 次第に 減殺され て 行く、 郎ち藝 術の 標準 も あらゆる 文明と 共に 推移す る。 ギリシャに は ギリシャの 藝術 があった。 朋 治に 

は 明治の 藝 術がなくて はならぬ。 

然 らば 古藝 術に 對 して は 如何と 見る に、 文章 不朽、 藝術 永し と 云 ふも歷 史的に は 意味が ある。 あらゆる もの は 死す るに 相 

違ない が 其 中で 最も 生命の 接近した 狀 態で 其の 時代 を 遺す もの は藝 術で あると いふ 事 は 出来る。 奈良 朝の 衣服 だの 刀劍 だの 

が 今尙ほ 存在して lug ると 云っても、 其れ は 遣 物と して 遣れる に 過ぎぬ。 其 他 時代の 事件 狀態 を記錄 として 後世に 傳 ふる 藤 史 

と 云 ふ ものが ある。 けれども 單 なる 歴史 は 衣服 や 刀劍の 存在と 等しく 遣 物た るに 過ぎぬ、 決して 人生の 生きた ま V の 遣 方で 

はない、 要するに 死物で ある。 此の 點に 於て 藝術は 比較的 ライフに 接近した 狀 態で 其の 時代 を 遣す、 卽ち 其の 時代の 生 

活を 後世に 復活させる 力が ある。 生き たるま i で 其の 當 時の 人物 狀態を 遺す 力が ある。 然し 假 令ば 徳川家 康が 生きた る もの 

として 遺った として、 吾人 も 生きて 居れば 家康も 生きて ゐる、 其 生きる と 云 ふ點に 於て ず： 角で あるか. 4 術 は卽ち 不朽で あ 

つて * 古藝 術が 今， に 生きて あるで はない か。 斯う 諭す るの は 間違で ある。 卽ち家 時代の 藝術 によって 生かされた 家 康は今 
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新舊 生活. の 接觸と 文藝の 生命 

支那で は 古から！ r 文章 不朽』 と 一:ム つた。 其 他 何れの 阈 でも 人の 命 は 短く 藝術は 永い ものと せられて 居た。 慮が 近代に 至って 

此の 思想が 根抵 から 動 搖を來 した。 

これまで 交通の £1 けなかった 時代に は、 束 今の 文明 上、 精神 上の Is を 比 I 究 する 便宜が 少なかった。 然るに 近 I 

文明 は： 文 をして il 的に は 殆んど 全 SI 享、 時 的 ほ 千年 千五覃 以前 は 愚か 蠻 以前 S 物まで も 研究 材料と 

して 取扱 はしむ るに 至った。 從 つて i 的 研究、 發生的 研究、 比較的 研究と 云 ふやうな ものが 盛んになった。 

洲 人に 最上の 藝術皆 本人に も？ 0 で 意。 昔 優 奪あった も S 今も尙 I 秀で t と 2 考、 卽ち藝 術は不 §1 遍 であ 

ると いふ 考は必 すし も 自明で なく. 5- つた。 たと へば ギリシャ S 術はギ リシ ャ の やうな 社會狀 態に あって 初めて 生じて 来る 

の だから 如何に ギ リ シ ャ藝 術と い へ ど 時代と 社會狀 態と を 異にす ゐと ころへ 出して は 生きた 惯直は 減じ 若しく ま 亡びて 

了 ふ • 


評 家で 鼓 も 早い ツル ゲー ネフの 知己で ある 如く、 最も 早い トルストイの 知己で あるが、 彼れ は 此の 作 を 評して、 藝 術と いふ 

よりも、 人^ 其の もの i 1 片 であると いった。 なるほど 當 時の 英 S 批評家の 立場から 言へば、 此 作の 現 赏味は 驚嘆に 値した 

であらう。 今日と いへ ども 現實 でない と は 決して 言へ ない。 併し 今から 見れば トルストイの 作 中 最も 圓 みのある 藝術 らしい 

作た る こと は爭 はれまい。 從 つて 藝術 家と しての トルストイの 長短が、 此の 作で 最も 多く 窺 はれる の は 言 ふまで もない。 (i- 

leH 十 111 年 十一月) 
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.ァ ウス ト』 と 相 並んで 臏 罪の 文 擧 であるが 此の 事 は 他で 述べた から、 玆 では 藝 術ら しい 藝術 『アンナ、 カレ ュナ』 に關 して 今 

少しく 述て 見る。 此の 作 は 人 も 知る 如く 女に アンナと キチ ー、 男に フ& ンスキ ー と レヴヰ ンの四 人を經 とした 長 篇小說 であ 

る。 レ ヴヰン とい ふ 健 實な靑 年が キチ ー とい ふ 十八 歳の 娘に 想 を かける。 娘 は 却って 交際 場裡の 花形た る 若い 男フ a ンスキ 

， に 意 を 寄せる、 フ ンスキ ー は 旣に夫 ある 美人 アンナと 熱烈な 戀に陷 る。 是れ だけの 事柄が、 至當 の發展 をして、 姦通 後 

の アンナ は 種々 複雜な 心理から、 終に 所謂 自己 復饕を 遂げて 鐵道 自殺 をす る。 一 且絕 望した レヴ ヰンと 午チナ —は 一 緒に な 

つて 平和の 生涯に 入る。 要するに アンナの 罪の 生涯と レヴ ヰンの 煩悶 疑惑の 生涯と が 此の 作の 二 中心で、 並行して 全篇 を 貫 

いて ゐる。 I は 描かれ、 一は 論ぜられ、 二方 は藝 術で あり、 I 方 は哲學 である。 而 して 今 若し 此の 中から アンナ 物語の み を 

取り出して 見れば 此の方 は 情緒の 濃い、 人を醉 はせ る やうな 藝術を 成して ゐる。 小說 らしい 小說 である。 けれども それと 同 

時に 淺く 古い。 アンナ も 陳ぃ淺 い 女、 ブ a ンスヰ ー も 其の 通りの 男で、 其 間に 成り立つ 悲劇 も、 陳ぃ型 を トルストイの 新し 

い 筆で 埋めた とい ふに 過ぎぬ。 言 は あり 来りの 哀れな 物語で、 何時 誰れ が讀ん でも 面白く は あるが、 特に 現代の 我々 に訴 

へる とい ふ 深い 新しみ が 無い。 其の 深い 新しみ は 他方の レ ヴヰン 物語で 補 はれて ゐる。 

作 中の レヴ ヰン 物語 は、 此の 篇の 思想 的舆 味の 中心で ある。 凄慘を 極めた 兄の 死、 戀の絡 -tS 等から して • レヴ ヰンが 心の 

底に 顫へ わたった 大 煩悶 は、 彼れ が 終生 0. 人生 問題 を 呼び起こし、 共の あ ひだに 作者 得意の 田園 其の 他 素樸な 境遇の 活描寫 

が 纏綿して 本體 は議譎 ながら、 議論で ある こと を 忘れて 請んで 行かせる 力が ある。 た i -、 此の方の 筋と • アンナ 物語の 筋と 

二つの 小 說を强 ひて 一 つに 結び 合された やうな 不滿 足の 感を讀 後に 殘 すの は 遺憾で あるが、 兎に角 トルストイの 作 中 最も 藝 

術 的な の は 此小說 である。 夫の 英國 十九 世紀末の 大 批評家 マ シゥ、 ァ. -ノ ルド は、 丁度 小說家 ヘン？、 ゼ ー ムスが 英米 批 


せよ、 我な 棄 てよ。 之れ が 解決で ある。 卽ち 自己 革命 以後の 代表作、 『ク a イチ エル、 ソナタ』. の 結末 も、 『復活』 の 給 末 も、 

全く 之れ に 外なら ない。 よし、 其の 間に 多少の 展開 進歩 はあって も 後期 を 通じて、 彼れ の 根. 柢 思想 は 同一と いってよ い。 31 

n ツバ の 評論家 は、 彼れ をナ ィ ヒリ ストと する か ピリ ー バ ー とする かに 就いて 論爭 して ゐ るが、 信じ 得る 人た る こと は始か 

ら 明白 だと 思 ふ。 た 彼れ は、 前期に 於て 此の 思想 を 直ちに 實 行に 移す の 勇氣と 方法と を 有して ゐ なかった。 思想と 資 行と、 

理想と 現實と を、 靈肉 ニ界に 分けて、 分裂し 矛盾した 生活 を營 んでゐ たので ある。 彼れ も 亦た、 我等と 同じ 凡人であった。 

それ を 『我が U1 期 以後， 1 元にし やうと いふ 大願 を發 した。 卽ち實 行 を 思想の 方へ 引き寄せて、 肉 を 靈に攝 取し 盡さ うと 

した。 此の 點 から 言へば 此の 時が 彼れ の回轉 機た る は 論を俟 たない。 彼れ の 自己 革命 は、 思想 其の もの 乂 一 變で 無くして * 

本來 固有の 思想で 實 行を統 I しゃう とした ものに 外なら ない。 而 して 此の 變 革が 彼れ 自身の 上に 何ん な 結果 を呈 し、 また 世 

間に 對 して 何ん な 結 菜 を 及ぼした か。 雷 ひか へれば 彼れ が 思想と 實 行との 連結 方法 は 何う であった か。 是れが 重要な 問題 だ 

と 思 ふので ある。 

藝術 家と しての トルストイ は 『幼年時代 少年 時代 及靑 年』 に、 感じの よい 淸鮮な 自然 描寫、 少し ひねくれて は 居る が 如何に 

も 小 供に なった 少年 描寫、 深い 人性 解剖と 純 樸な客 觀描寫 の 筆と いふ やうな もの を 味 ひ、 『コ サックス』 の ロシアの 自然 『セ 

バスト ボ ー ル』 の 戰場記 を 縫て、 『戰爭 と 平和』 に 行けば、 ナボレ オン を 中心に した 普佛の 大戰爭 を、 ロシアの 裏口から 見た 

大 パノラマが 眼前に 展開 せられる。 而 して 『アンナ、 カレ -1 ァ』 に 作者の 最も 藝術 らしい 藝術を 見る と 思 ふと 彼れ は 態度 I 變 

の宜曾 をして * 『簡の 力』 を 書き 『ク a イツ M ル、 ソナタ』 を 書き 『復活』 を 書き、 神舉 者と なり、 美 § となり、 說敎 者と なり *  . 

社會 改良 家と な. 5、 ぉ伽噺 作者と なって 死んだ 。『復活』 を 以て 代表 せられる 後期に 彼れ の藝術 は、 一 言で 言へば ゲ i ァの 『フ 
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め 人生 觀を 求め、 哲擧 宗敎を 求める の は、 近代 藝 術の 己み がたい 傾向で ある。 藝術は 其の ま i 哲摹 であ hfec  。近代の 大な 

る藝術 家で 心の底に 此の 要求 を 持って 居ない もの は 殆ど 無から う。 トルストイ はすな はち 此の 二元的 要求 を 最も 露骨に 作 中 

に 見 はした ものである。 

トルストイ は 五十 歲で條 悔して、 自己 革命 を 遂げた。 前半生の 彼れ は 肉體の 人、 自我の 人であった。 革命 後の 彼れ は、 鈿： 

我、 博愛、 光明 を 理想と する 人であった。 而 して 其の 無我、 博愛、 光明の 世界 を 現出 せんた めの 寶行 手段と して 說 かれた 晚 

年の 說敎 そのもの は 却て 博愛 光明に 異存の 無い 笞の 一 派から すら 批難 せられた。 此の 奇なる 現象 は 要するに トルストイが 晚 

年の 思想と 實？ J の關係 問題であって 是だ けで も 頗る 與味 ある 研究 事項で ある。 併し 玆 では それ を 批評し やうと する ので 

は 無い。 

彼れ の 作品 を 『幼年時代、 少年 時代 及 I』 の始 から 順に 讀んで 行く と、 所謂 自己 革命が 實は $ で 無い ことが 分かる。 

トルストイ は 初めから 晚 年の やうな 人であった？ 其の 少年 時代から して 旣に 自己 分解、 自己 批評の 非凡な 內 省力 を 示して & 

る。 其の 當然の 結 架と して 彼れ は 常に 人生 觀に 頭を惱 ます 人であった 。また 其 頭の 底 は 明な 理想家 光明 家道德 家で. あった。 并 

し 同時に あの 容貌が 示して ゐる 如く、 肉 性の 力 も 決して 尋常 以下で は 無かった。 其の 結^ 若い 間 は隨分 罪の 生活 もしたら う。 

けれども 其の 罪 は 決して 大膽な 耽溺 性の もので は 無かった 0 彼れ は不 圖惡處 などへ 踏み 入って は、 後で 煩悶し 追 恨 するとい ふ 

靑 年であった。 彼れ が 小說の 中で 疑 ひ、 惑 ひ、 論じ、 而 して 最後に 到達す る 結論 はいつ でも 光明 的宗敎 的の ものである。 彼 

れが 前期 生活の 頂 點と昆 るべき 小說 『アンナ、 カレ- ナ』 の 副 主人公で やがて トルストイの 思想の 檑 化と 見るべき レヴ ヰンが 

後の： B1 は、 「我等 は 自分の i の爲に 生きる ので は 無かった、 の爲に 生きる のであった。 とい，^ に歸 する。 言 ぜょ、 愛 


トルストイの 藝術ビ 思想. 

. 近代の 文學 者で トルストイ 程 明白に 思想家と 藝術 家の 兩面を 用 ひ 分た 人 は 無い， 彼れ は 一 面に 於いて あの 通りの 藝術 家で 

あると 共に、 一面 生れな がらの 人生 哲學 者であった 0  I 方に 鋭く 感じ 具體 的に 描く 人で あると 共に、 一 方 深く 考 へて 抽象的 

に 分解す る 人で ある。 此の 二 面の 對立 は、 彼れ の 一 代 を 横に 見ても 明、 縱に 見ても 明で ある。 『我が 懺悔』 を 書いた 五十 歲を 

分水嶺に して、 前半生 を 純 粹な藝 術に 捧げ 後半生 は 態度 を 一 變 した 哲舉者 I 若し 哲舉 者と いふの が 不穩當 なら 說敎者 I 

とい ふ 風の 思想家に なった。 また 前期 後期 を 通じての 彼れ の 重なる 作品 1 何と なれば、 彼れ は 其の 自ら 藝術 を棄 てると 宜 

首した 以後 死ぬ までの 半 生涯に 於いて すら、 結局 藝術 家た るの 一面 を脫し 切る こと は 出来なかった から i 其の 藝術^ 作品 

で 殆ど f 目につく 特色 は、 描寫の 一 面と 人生 觀の 議論の 一 面と が繩の やうに 絢 ひ 合 はされ て ある ことで ある。 此の 意 力 

ら、 彼れ の小說 はいつ でも I 篇を ニ篇に 分ける ことが W 來る。 一方に 自然 描寫ゃ 女性 描寫ゃ 少年 描寫 が、 獨 得の 感覺 的で そ 

して 男性的な 精彩 を恣 にして 行く と共に、 必す其 傍に 主人公 其の 他の 重要な 男性が、 作者み づ からの 面影 を努緊 させる 態度で 

自家の 人生 觀を 論究 討議して 行く。 作 は 割 然として 此の 論究と 描寫 との 兩 面に 分かれる のが 常で ある、 蓋し 作 中に 思想 をォ 
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る • 之が 十五 六 年の 剌壇及 文氇の 一 傾向であった と共に、 作者が 當 時の 用意 も此 にあったら うと 察する。 

. 而 して 此の 新しい 內 面と 舊ぃ 外面との 統一 は、 主として 且 元と 淀 君の 藝の 上に 現 はれ、 之れ が 某 調に なって * 他の 諸人 物 

の藝の 調子 も 定められなくて はならぬ。 然るに 諸 役の 藝の 調子 を 整調す ろな ど i いふ 事 は、 今の歌舞伎には殆ど全く望ま^" 

ぬ ことで あるから、 勢 ひ 俳優の 頭 次第で、 ばらく の藝 になる の は 是非 もない。 此の 意味で 且元、 淀 君、 重 成と 單獨に 見れ 

ば、 右の 新しい 幽微な 內 面の 精神で、 舊ぃ 誇大 的な 外面の 臺詞ゃ 表情 を 誰れ が 最も 多く 征服し 得た か、 此の 兩面を 誰れ が最 

もよ く 統一し 得た かとい ふの が、 主耍の 批評 點 である • 而 して 芝 翫の淀 君に 於いて 此の 距離が 最も 多く 接近 させられ たとい 

ふの が、 一般の 見ろ 所で また 安當の 見で あらう。 且 元に 於いて は、 內 面の 理解が 不確資 だとい ふ感を 起こす a 重 成は舊 いが 

ま、 に 軍 純に やっての けたと いふ 感 である o( 明！ SSI 十一 11 年 十月) 


上の 監督 統 ！ とい ふ 事の 必要が 切に 認められろ。 今後 劇壇の 實際 問題の 1 として、 此事は 最も 多く 考究 せらるべき もので あ 

らう。 同じく 若手 連で は 猿 之 助の 本 村 淸藏と • 吉 右衛門の 主 膳の 事 を 想 ひお す。 猿 之 助の 注進 は、 文句が 型に 入る やうに 出 

來てゐ るの を * 新ェ 風で、 素で 言 ふの だから、 そこに 矛盾が 錢 つたの は 已むを 得ぬ としても、 たしかに I 風の 可能 を豫示 

して ゐる。 よし 抑揚に 多少の 習癖 はま じっても、 概して 素直に 若々 しい 氣 分が 流動的ない i 感じ を與 へる。 た. -こ、 でも 周 

圍 との 不調和 は 言 ふ を 待たぬ。 吉 右衛門の 主 膳 も、 の 鼻づら にっか まるまでの 藝に、 多少の 自由 性が 調味され てゐ るかと 

思った が、 此の方 はさして 明な 印象 を 留めなかった。  、 

要するに 此等 二三の 若い 人. C は、 其の 若い とい ふ 事に 爭ひ 難い 新 光明 を 持って ねる。 此處ら で 慢心したり 固定したり 腐敗 

したり させないで、 藝 と共に 頭の 中 を 如何にもして 修養 させて 見たい もの だ。 

劇全體 として は、 仁左衞 門の 且元、 芝 の 淀 君、 羽左衞 門の 木 村、 この 中で も 木 村 はもう 旣 にさして 複雜な 性格に は出來 

てね ないやう だから、 其の 以下 は 勿論 一通りの 性格と いふべ く、 稍 複雜な 正榮尼 すら、 松 助の 解釋 でも 一通り は 出て ゐ ると 

首って よい。 中心 はや はり 且 元と 淀 君で ある。  . 

. 元來 此の 劇 は * 男 主人公の 上に 現 はれた 悲劇の 動機が 在來の 史劇の 如く 花やかで なぐ、 大阪城 末路の 動搖の 签氣の 中に 於 

る 知慮 分 刖の悲 刺と でもい ふべき、 質素な 內攻 的の ものである 點に 新着 意 を 有する こと、 叉從 つて 且 元の 性格が 從來 の. 5 

a. 生から 平凡 性に 近づく と共に、 深さ 複雜 さを增 し、 之れ に對 する 淀 君の 性格 も、 あの 通り 複雜 な眞の 女性に 描き出された 

とい ふ點に f 意 あろ こと、 又 結末で 主人公 を 埋沒の 中に 殘し、 豐臣家 衰亡の 未來を 暗示の ま \ にして 細く 筆 を 引き去った 

おに i 意 ある こと、 此等 を內容 にして、 形式 は 專ら舊 劇の 長所 を 集め 用 ひや、？ C した、 新舊 調和の 試みから 出来た 作で あ 
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桐 一 葉の 藝の 印象  ^ 

先年 文 藝協會 で 試演 した 際の 外、 自分 は 今度 はじめて 『桐一葉』 を 舞臺の 上に 見る ので あるから、 參考 のた めと 思って、 卜 

日 目と 十七 日 目に 二度く り 返して 見た。 ^に 不充分と 思った ものが 二度目に はすつ かり 調って 居た 點な ども 多かった。 殊： 

二度目に 自分の 與昧を 集めた の は 菊 五郎の 銀 之丞を 主にした H ビソ ー ド である。 豐國 神社 前の 場から- 長廊 の 場に かけて 

鈸之丞 とい ふ 人物の 點 綴せられ る 限り、 老木の 茂みに 鮮 かな 若 綠の 葛が 斷糢 として 懸 つて 居る やうな 感じ を與 へる。 殊こ 

の 場、 舞から、 蜻 給の 死 を 聞く あた リ、 狂氣 して 女の 幻を追うて、 ふわくと 煙の 消える やうに 引っ込む まで、 剌 S. 第 I  0 

詩で あると 思 ふ。 阿呆から 狂氣に 移る 變り 目が はっきり せぬな どの 非難 も 加 へれば あらう が、 それ は 元 來が餘 程の 困難で あ 

らうし、 下手に 角な ど を 立てられ ると、 あの ，微妙な 味が 荒らされて 了 ふか も 知れぬ。 鬼に 角 自分 は此 I 節 を 以て， 近頃の 敬 

舞 伎 t に 称れ な 美しい 藝の I つ だと 信す る 。藝の 中に 巧に 自然の 息が 通 はせ て ある だけ、 何處か 型に ならす、 固着し ないで、 

ぃ-^^^持の所のぁるのが新哝でぁる。 此の上 を 望めば、 あそこ は 今す こし ホロ リ とさせる まで 晃物 を感に 入らせなくて はな 

るまい。 併し 之れ は 銀之丞 よりも 寧ろ 周 園の 誇大 的な 藝 風との 不調和が 累を なすの かも 知れない。 之 を 3^ ふに つけても 舞 


一 tt! 立派な 大仕掛けのお 宫へ 維持費の 都合で 合併して 了 はれる と IK ふこと は * 何だか 會社ゃ 商店と 同じ 取扱 を 受けた や 

前の 神様 を滅 して 了 ふやうな 氣 持ちが して、 幾ら お宮が 立派で あっても、 それで 有難 味 はっかない。 幾ら 汚な くと も、 幾ら 

小く つても 矢っ張り その 儘に して あれば こそ 拜 むので あって、 神様 を然ぅ 役所 や 會社を 合併す る やうな 風に 功利的 見地から 

いじく り 廻され て は、 何の 有難 味 も 無くなる と 云 ふこと を 頻りに 主張して、 地方で も然， 2K ふ 意味で、 容易に 合併が 行 はれ 

ない と 云って 居た。 

それ 等 は 總て宮 なり 社な りの その I つくに 1 種の 生命 を 認めて 居る からであって、 寺 だの 社 だのと 云 ふ 建物の 合併で は、 

露 その物 は 合併せられ ない と 云 ふやうな 感じ を、 漠然と 云 ひ 現 はした ものである。 中央で はそんな ことが 物質文明の 華 かな 

力で 案外 容易く 行 はれても 地方へ 行く と 中々 ひねった 面白い 問題が 殘 つて 居る もの だと 思って、 之れ 等 も 面白く 感じた OC 明 

W 四十 111 年 十月 联話笨 K) 


入 S 味. vsess  .  ュ<£ 


文お 好 A  II 六 s 

では、 家から 外へ 出て 所謂 國の 先靈を 祭った もの • 例へば 神社な ど- -對 して どうで あるかと 云 ふと、 普通の 場合に 於て は 

此の方 はまた 倫理的 意義 を餘程 薄めて 居る。 我々 が 天滿官 へ參詣 して、 之れ が 直ちに 菅 原道眞 と 云 ふ國に 功勞の ある 人の 裨 

鍵で あると 云 ふやうな 感じ は、 然ぅ 切に は 起って 来ない。 と 同時に 例へば 一方 神 靂と云 ふやうな 念が 我々 を 支配す るかと 云 

ふに、 之れ も 今日に あって は 或る 格段な 場合 を 除いて は餘程 稀薄に なって 居る だら、 フ。 但し、 例へば、 伊勢の 大廟 など 云 ふ 

ところへ 參詣 すると、 之れ は、 歷 史的 意義 も 違 ふし、 今. 一 つに は 周 園の 自然 人工と もに 巧く 統 一 せられて 神靈 的な 感じ を 我 

々に 起させる が、 最早 や 日光と 云 ふと その 神靈的 意義が.^ つと 少く なって 來る。 要するに 二三の 例外 を 除いて は、 祖先 功臣 

を祀 ると 一 K ふ 意義から、 我々 の 宗敎心 を搖り 動かして くれる と 云 ふ賴み も、 極めて 少 いやう に 思 はれる。 

斯様に して 我々 の宗敎 心と 云 ふ もの は、 今のところ 旣に形 を 成した ものに 向って は、 何等の 依る と AJ ろ をも兑 出せない。 

た 5* 1 時の 假り のこと であるか も 知れない が、 翻って 自分の 生活の 中に 何等かの 超越 的の もの を 求める のが、 まだし も 乎 近 

いことの やうに 思 はれて 來る 所以で ある。 

矢張り その 同じ 席に 或るお い 銀行家が 居て、 今の 懐疑 的な 宗敎觀 を 之れ は 又 極く 自分の 身の上の 實際談 から 入って 物語つ 

て 居た。 その 話の 中に、 此の節 內務 者が 何 かの 方針で、 地方で 行 はれて 居る 神社 佛 S の 合併と 云 ふこと を 論じて 居た • 

その 趣意に 依る と、 當局者 は、 た 維持の 都合と 云 ふやうな 點 から •  I 種の 法律で も、 制定す る やうな 氣 持ちで、 宮 なぞ 

も、 なるたけ 維持の 方法の ついて 居る 大きな ものへ、 小さい もの を 合併して 了へ と 云 ふこと を勵 行して 居る。 ところが 人の 

心 は 妙な もので、 幾ら 小さい 宫 でも、 又、 幾ら 不斷は 荒れる 儘に 放って ある 宵で も、 長く 拜ん で來 たもので あれば、 その 獨 

立して 居る ところに 有難 味が ある。 何となく それ 一 つが 一箇の 天 地で あ bv、 靈 であるかの 如く 感ぜられる。 ところが それ を 


ひやう に考 へられて 來る。 是に 於て か. - 更に その 反對の f 面に 走る 者 は、 宗敎を 引き 下して 全く 地の 上の も ひ 11 言 ひ換へ 

れば 4" 理ゃ 哲攀と 選ばない ものにしなければ 止まない。 彼の 西洋に 於け る宗敎 上の ェシ カル ム ー ブメ ント、 卽ち 倫理 運動と 

云 ふ もの は 此の 一 面に 外なら ない。 充リ、 宗敎 をして 極端な 人間味の ものにしよう とする ので ある。 

§ にして 此の 兩 極端 は どちらへ 行っても 今の 宗敎を 保護す る 所以の ものと は 思へ ない。 I 方へ 行けば 頗る 宗教 的と は 見 

える けれども、 同時に 人間に 有ても 無くても 好い もの 1 1 歩 進んで は 人間 を 破壊し 否定す る ものになる。 他の I 方に 行け 

ば 頗る 人 問 的に はなる けれども、 宗教ら しく なくなって 了 ふ。 されば と 云って 此の 兩面を 如何に 統 一 し 得る か は • まだ 解决 

せられて 居ない 現代文明の 大 問題で ある。 從 つて 斯様な 高い 立場から 言へば、 前に 述べた 校長の 宗敎觀 .G 如き もの は、 到底 成 

人した 人々 を滿 足させる までに は 至って 居ない 。家で 祖先の 位牌に 禮拜 すると 云 ふこと は、 成程 I 方で は 一家の 年中行事の 中 

で 最も 眞摯な ことで ある けれども • 然し 此の方 は 未だ 倫理の 範圍 であって、 現に 云ふ宗 敎の氣 持ちに 入つ て 居ない。 昔の 

人 は それが 自分の 恩 を 受けた 父母 祖父の シム ボルで あると 思 ふと 同時に、 その 人を最 や 死んで 居る その 死 を 云 ふこと が 人 

間 を 難 化して、 一種の 人間以上の 超越 的な 勢力 を 持った もの、 從クて 人力が 及ばない 場合に は、 之れ に 賴り槌 つて 何等かの 

助け を 求め 得る と 云 ふやうな 感じ を 抱いた かも 知れぬ。 けれども 今日の 人に 取って は、 た 恩 を 受けた 親しい 父母 祖父母の 

シム ボルで あると 云ふ考 以上に は， I 種の 大 いなる 霊の 力と して 之れ に 依頼す ると 云 ふやうな 氣分は 出て 來 ない。 た 或る 

な 場合に 於て、 I 穩 物凄い やうな、 充り 死と 一 K ふことの 不思議 又は 恐ろし さに 伴った 漠然たる 宗敎的 氣分は 伴 ふこと が 

ある けれども、 それ 以上 宗教 的な 色彩 は 伴 ひ 難い。 た 5- 父母 祖父母に 對 すろ 感 恩の 念と 云 ふ 倫 现的氣 分し か 起らない。 我 *c 

の 宗敎心 は 此れで は 未だ 滿 足しない。 . 
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S な發 現であって、 家 を 尊ぶ 日本の 道德 精神から つて 見ても *  ^!£に好ぃことでぁる* 

それから、 更に 一 や/を 進めて 家の外に 在って は、 卽ち國 の 祖先 を 祭って あると ころの 宫ゃ、 社に 對 して 尊敬の 念 を 捧げよ， 

之れ も 極く 自然な 我- の 感情であって、 少しも 偽る ところな くして、 而も 國と 云ふ觀 念と もしつ くり 合 <； ^行く 行き方で あ 

る 。あながち 信徒と 言はなくて も、 た 之れ けだの 心掛け を 以て 家の 祖先、 國の 祖先 を 祭り、 又は 尊敬す る そのこと が 1 つの 宗 

敎 である。 そして、 斯うして 國ゃ 家の 祖先の 前で 人間が 額づ いて 禮拜 をして 居る 瞬 Si に は —— 少く ともこの 瞬間 だけに は 人 

間が 極く 誠實 になって、 寸毫の 邪念 を さしはさまない。 例へ その 時間 は 短く とも 之れ を しばしば する ことが 旋て我 の 心 を 

淸く する 助けに もなる。 と 云 ふくら ゐな ところで 自分 は 先づ兒 童な り その 父兄な りに 宗敎を 説いて 居ろ と 云 ふ 話であった 0 

私 は それ を大變 面白く 聞いた。 如何にも 卑近に、 實際 的に、 穩 健に 出来て 居る。 我え をして 若し 今の 小畢 抆の兒 童な り、 

田舍の 父兄な りに 何等かの 形で 宗教 を說 けと 云ったならば、 先づ それく らゐ のこと しか 誰が 考 へても 工夫が つかない かも 知 

れ ない。 充リ、 宗教の 近世に 於け る 根本 問題で あると ころの、 人間味と 超越 味との 矛盾 をば、 極く 手近な 形で 調和し よ， 

したのに 外なら ない。 

今 一 步を 進めて 宗敎 問題の 上から 云 ふと、 今日の 旣 成宗敎 が、 動もすれば 瓦解 せんとす る 形勢 を 示して 居る の は、 1 面に 

於て. 此の 人間味と 超越 味との 矛盾の 結果であって， 或る 者 は宗敎 傳來の 中心 意義で あると ころの、 神と か佛 とか 云 ふ f 種の 

超越 性 を 飽くまで 押し立て、 之れ がなければ 宗敎の 意味 はない と考 へる。 のみなら す 之れ のみが 必要であって、 なまな か 人 

間 性が 加 はれば 却って 俗化す るかの 如く 考へ、 た 偏へ に 超越 的な 天地に 沒 入しょう とする。  ， 

ところが 一方の 近世 文明の 傾向で あると ころの、 人間 中心 現箕 中心の 思想から 言へば、 斯様なる 宗敎と はだん <\ 沒交涉 


人間味と 超越 味  ： ： 

此の 夏 一 筒 月半ば かり、 信 州から 越後の 方へ 旅行して 居た 際に、 信 州の 或る 市の 有名な 小攀 校長の 1„ ^君と S ふ 人に 會 つた • 

その 人 は小學 校と 云っても 非常に 大きな 舉校を 支配して 居る 人であって、 從 つて 識見 も 經驗も 餘程廣 い 人の やうに 見受け 

た。 然ぅ云 ふ 人が 今の 宗敎と S ふ もの を、 どう 云 ふ 風に考 へて 居る かと 云 ふこと を、 だんく 話の 序に 閜 いて 見る と、 中々 面 

白い 意 兌が あった。 さすがに その 人 一家の 見識 を 持って 遣って 居る やうで ある。 之れ は 勿論 目の 當り 何千と 1K ふ兒童 を率ゐ 

て 行く 極く 實際 的な 必耍の 上から、 直ちに 應 用の 出來る やうな！ 筒の 立脚地 を 作って 置かざる を 得ない と 1K ふ 理由から でも 

あらう が、 中々 しっかりした 理解の 上に 立って 居る。 

その 人の 說に 依る と 斯う 1K ふ 時勢に なって 见れ ば、 直に 佛敎を 持って 來て舉 生 を 戒める とか、 キリスト 敎を 持って 來て敎 

へる とか 1K ふやうな こと は、 事情が 許さない ので、 自分 は 今め 日本の 國體 なぞと も 調和す る や ラな考 へ ら、 先づ、 家の 

中で は必す 祖先の 位牌 を 祭れ、 之なら ば 今でも 大抵の 家に は あるし、 どんな 人間で も 自分の 親な り 祖父母な りの 位牌の 前に. 

行； つて は、. 自づ から 頭の 下る ものであるし、 それにお 燈明も 上げれば、 お供 物 もす ると 云 ふの は、 極く 順當な 宗敎觀 念の 手 
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自分 等 を 標準と して 全般 を蹈 しゃう とする 傾向 の ある 事で ある。 政治と かい ふ 志 は 社 會機關 と して は 飽く迄 他 の 箕 業と い ひ 

敎育 とい ふ ものと 同じく 部分的の ファンクション である、 必らす 守る 所の 範園を 超えて はならない もので あらう。 就中 道德 

宗敎 とい ふ 如き 一 般 的の ものに 對 して は 宗敎卽 ち 政治 道 德卽ち 政治と いふ 如き 弊害に 陷 ちないで、 出來 うる だけ 侗 人の 思想 

の 自由 を 尊重して 之と 政治との 調^の 梶を 甘く とって 行く 所に 近世の 政治 組織の 美點は あるので あらう。 最近 一部の 人々 は 

他の 自. E 意志 を壓 迫して 宗敎を 政治と I 致させよう としたり 道德を 政治と 一 致させようと したりす る 氣昧が ある。 法律と か 

道德 とか 政治と 道德 とかい ふ法舉 通論 や 政治 舉 汎論 式の 論 はしば らく 措いて 此 場合 漫 りに 一 部の 人の 考で 他人の 思想の rtl.a 

を壓 倒して 宗敎 道德內 部にまで 干渉し 自由 を 拘束 するとい ふ 事 は、 他の 有形 上の 壓制 暴政と 同じく 決して 社會の 幸福 を增す 

所以で もなければ、 文 藝道德 に 幸す る 所以で もない、 に 宗敎道 德を思 ふ 者 は、 告 より 善き 道德 宗教の 狀態を 望めば こそい 

ろ/ \考 を 費す ので ある。 此の 動機 を 尊重して、 爲政者 は 其の 成舣を 同じく 自由なる 社會 自然の 手に 委 すれば 足る と 思 ふ。 

之で 決して 危險 はない。 此の際に 於け る 政 樯のチ 渉 は 却って 有害で ないか。 

要するに 現在の 日本 文 學には 未だ 徹底した 人生 s 題が あら はれて 來 ない 問 に、 形式 態度の 上に 元の 遊戯 文 畢に歸 らうと す 

る 傾向な ども 生じて ゐる。 併し乍ら これ は I 時の 現象と して 過ぎて 了 ふで あらう。 將來 起るべき 文 寧 は、 形式の 上に は客觀 

的、 主観的 何れに 之く も 自由と しても 內容の 上に 何等かの 形で 廣 い 意味の 人生 問題 を 取扱 ふ 方に 進んで 行かねば ならぬ。 小 

說 は小說 で客觀 的描寫 的なる もよ く 詩 は 詩で. 觀的 抒情 的なる もよ からう。 批評 は單 なる 文藝 批評 乃至 人生 批評の 方面に ま 

で 切 込んで 行く もよ から 5。 凡べ て を 一 括して、 將來の 文舉は 深く 廣く 切なる 人生 § に 潜入して 行かざる を 得ない とい ふ 

官 葉に 錫き ると 信す る 0  ( 明拍 四十 I 一一 年 十 "0 


程廣く 深く 感 味して 居ない， これ は 1- ゥは 文明 0 日の 淺ぃ爲 め 社會狀 態が 逮ひ てゐ るからで 吾人から 考 ふれば * 繒局 一度ば 

西洋の やうに なるべき もので、 決して 此の際に 日本 特有の 狀 態で サスべ ンドし 得る ものと は 思 はない。 未だ 進まざる 狀 態に 

あるので ある。 例へば 日本で は 精神 上の 公的 生活と いふ 者が 極めて 不完全で 社會 自らに 於いて 政治 * 實業、 敎育 とい ふやう 

ない ろくの 機 1 が 皆黨派 的に 對立 し爭鬪 し 猜疑し 妨辔し 合って 互に 相现 解し 尊重す る 事を勗 めぬ。 勿論 仕蔡を やって 行く 

上に は 分業の 世の中 だから 各 守る 所に 尊ら なるべき はいふ を俟 たぬ が 乎は專 業で あっても 必らす 眼な り 心なり では 顧り みて 

自家の 社會 以外の 事情 を觀 察し if 解す る 事に つとめば、 一 方 細かい 所に 於て いか 程 協力の 一 致と 騷ぃ だと こ ろで 槊實に 於 

て 何の 役に も 立たぬ。 彼等 は 社會機 關の統 一 とい ふ大 なる 所では 決して 共同 I 致せす むしろ 相 理解せ ざらん *5lh^ つとめて ゐ 

る。 同じ 仕 •  事の 範圍で すら 黨派的 孤立 分業の 趣が 日本の 社 會を蔽 ふて ゐる。 英國 では 十八 世紀末より 十九 世紀 初頭の 文明 史 

に 現 はれた 現象 乃至 イブ セ ン の 生國ノ ー ルゥ H 1 の 十九 世紀 前半の 文明 史に 現 はれた 狀態 などと 全く 趣 を 一 にす る 者で あ つ 

て、 決して か \ る狀 態で いつ 迄 も 緒いて 行 はれる 者で はない 終に はとけ 合 ふべき もので あらう と は 察する が、 今日の やうに 

いろくの 方面の 人が 睨み合 をして ゐて、 己れ だけ は 社 會の幸 幅 安寧 を圖 つて ゐ るが、 貴様 等の 仕事 は 社會の 幸福 安寧 を 害 

する もの だと 馬鹿げた 喧嘩 をして ゐる間 は 所謂 文明 統 一 の 上 に^く 華で ある 文 學哲舉 乃至 宗教と いふ ものが 到底 健全に 萠ぇ 

出さう 蒈 がない 社會の 各機關 各階 級 を 通じた 土臺の 上に 立つ 者で なくなって、 狹き 偏った 不具な ものに 成り 易い 又う け 入れ 

る讀 者の 方も從 つて 極めて 偏した ものになる。 つまり 社會狀 態が ばらぐ で從 つて 接糗點 となるべき 文藝が 不具 讀者も 不具 

とい ふ狀 態に なった ものである。 これ は 年と 共に 融合し 合って 行くべき である。 

最近 吾人の 最も 懸念に たへ な いのは 政府 その他 社 會經營 に 任す る 人達が 宗 敎道德 とい ふ 如き 個人の 自由な 思想の 上にまで 

文學の 來  二 五.^ 


ぴ單 なろ 情 I 義、 單 |籰蠢の 鐘 的 傾向より 離れ、 S に 於て 有 謹 的に I 人生と i する 豪が 明白に 臭せ 

ら れて來 たとい ふ 審は爭は れぬ。 けれども その i 人生 I なる 者 を 見る と、 政治問題 は 成る 程 初期の 末廣 鐵腸 時代に 於い 

U 極めて 幼稚 乍ら も リットン、 デス レ？ 式に 疆 して 了って、 現 時に 於いて まぎう いふ 狭い 豪での 政治問題 は I に 

這 入る ほど 根本的の 者で はなくな つた。 只 ひろい 豪での 政治 問 f 尙殘？ ゐる やえた が 之れ は 姑く 措く として 歐洲と 共 

卽ち囊 i の 方面の 問燈、 0ml.  iiia 

f§ 凡べ てこの 世に 存在して ゐる 限、 まじめに この 問 f 考 へる 位の 者で 、自己 及び 社 會の幸 幅 そのもの I ふ 奴よ 

あ 1 しな、 I 派 Q 人 さ 藻す る 如く、 宗 II 人 f 與 へて ゐた S と 直 反ぎ 非囊的 生存 I する 爲に かやう 

uuuhluurp さ？ f 大 iif II へぎ iiii 々の 

^^^n^^ 疆 響しても、 i 疆が與 へた 人生 i 掌と 直 反對扁 德 不道| i ん 

h 爲に f 革新 しやう とい ふ 奴 はあり はしない。 i 於て は 凡てより f 塞の iif す 暴 ある。 き 察せ 

すして みだり に宗敎 疆の极 本 問題| まものき に非囊 的、 非道德的と目 する が 如き は覽 たる こと 41 たない。 

鬼に 角 かやう I 神で I 問 蟹敎 i は 取扱 はれて 曰に 曰に 痛切 i んで 行く であ t  。囊問 g 方 は 曰 本で は 西洋 

ほど 痛切に 感ぜられて は f  5 が i 方面から は 蒙い ろくの i が 舞せられ る 事と 思 はな。 併し乍ら これ は 將來の 

曰本豪に於て何等かの形|本問題としてぁらはれるでぁらぅとぃ.^けで現在の曰本の文| はーs人、.-を謹せし 

め  る や ラな眞 に 急所に 打當て たや ラな 者が 殆どない といって よい。 

現在に 於て は 曰 本 sfi 的 I 的な 鍵 Is まま だまに 入らぬ のみなら す、 露に 社裒| それ を それ 


ン 派の 文舉 がその 反動と して 非常に 現實 的な 傾向に 變り、 十九 世紀 後半の 小說 中心、 散文 劇中 心の 文畢 となり、 最も 空想的 

tal マン 的なる 可き 本 來性を もった 昔樂、 詩歌の 如きに 至る まで 多分に その 影響 をう けた。 夫れ が 又 一方に は餘り 極端に 

行きす ぎた と ヱ QSQ 一方 Q 憲的？ マン 的 I 向に M らうと す I 力 も 生じ かけて 來た。 併し乍ら 形式 謹の 問題 

に 於いて は ！ 旦旣に 十九 掀紀の 前 十" 未せ おな 自ぉ 時代に 入り 想 的 現. 箕 的の 一 一 潮流 を 交 X に 關し來 つた 人心に 尙 1 度 昔の 空 

想 中 、いの 文 舉に其 まま 歸 へれと 言った つて、 それ は 無理-である 。今後 來 るべき 文舉に 於いてよ し 空想的 反動が 勢力 を 得る とし 

て も 前と は 様子の すっかり 變 つた 者で あるに 違ない。 或は 一 1 傾向の 調和と いふ 様な 事 は 不可能に 終り 結局 詩と 散文との 對立 

1 それ は必 すし も 形式の 上に 一 は 韻文で 他 は 無 韻で なんとい ふ淺 薄な 意味で はなく、 內容の 上で この 二つが 對 立して 滎ぇ 

る やうになる ので はない か。 卽ち 一方 は 益々 現實的 傾向 を 追うて 進み、 小 說屮心 純 劇中 心の 文 攀の榮 ゆると 共に、 他の 一方 

に は從來 や. -歷 迫せられ てゐた 詩的 音 樂的藝 術が 分離し 獨 立して 大に榮 え やうと する 前兆な のか も 知れない。 二つの 者が 調 

^して 一 となった 新しい 藝 術の 出る とい ふ 事 は 希望と して は 面白い かも 知れぬ が、 從來の 歷史に 見て さう いふ 事が 容《- く W 

來 るか どうか は 疑 はしい。 

斯様な 歐洲屮 心の 觀： ぉ點を U 本の 現在の 文 舉に當 嵌めて 行ったら どうなる か。 日本の 文攀は 西洋の 跡 を 殆ど 追 付いた 様に 

も 見える が 大體に 於て まだく 遲れ てゐる 摩が 多い。 之れ は必ら すし も文舉 ばかりが さう いふ 譯 ではなく 他の あらゆる 方面 

がそう である。 時として は 妙に 先 il^ り をして 逸んで ゐ ると ふ 一華 も あるが、 長い 跟で 見て ねる とや はり 本當に 追つ いてね な 

い 所が 兑 えて 来る。 

日本で も文學 がま づ 明治 以秦 一 S たる 一 1$ 代に 於て I たび 德川 時代の 戯作 的 精神より 離れ、 明治 四十 年代に 於いて 再 

文學 の將來 


今 H 歐洲に 於て 多 も 多く 人心 を 支配す る 問題 は闽 家と か 政治と か、 いふ ものより、 I 歷深 くも くもなった コスモ ボタ タン 

な 世界的な 宗敎 問題 道德 問題 等で ある。 今日の 文明 世界で 少しく 注意して 人生の 事相 を 観察して 行く 人の 最後に 解 着して 行 

く 問題 は * いつも 道德宗 敎の 根本 問題で ある やうに も 見える。 その 結^と して 近代の 文舉が 含んで 來る 人生 問題 はさまぐ 

な 形で 此の方 面に 集中 せられて 居る。 而 して 文 舉が 世界 共通 的 人類 共通 的の 問題に 入る と共に 他の 政治 上 其 他の 問題と 遠 ひ 

その 及ぶ 所、 その 生きながら へる 年代 も K きくなる。 例へば 人の よくい ふ沙 翁の 『ハム レット』 は その 形式 は 1^ らく 措いて、 

そひ艉 る、 所 ある ー點で 他の 作に 比して 一展 多く 人 を 動かす 力が あると いふの は それだけ 人類 共通の 深い ふ 題に 根 ももって 

ゐ. るからで ある。 イブセンの 作で もた ビ I 時の 婦人問題 政黨 問題な どに 訴 へた 種類の 作よりも、 I 麼 深い 人心の 根本 問题卽 

ち宗敎 道德の 方面に 訴 へた 作の 方が 見 ざめ が爲 すに 長く 人の 感動 を 呼ぶ 0 た.. 前に もい つた 如く 人生 問題 を 含む からと いつ 

て それが 決して 露骨な 問題と して 出て ゐ なぐて はだめ だとい ふので はない。 例へば 極めて 寫箕 的な 小說 などに 於いて、 たに 

見た所は當時の^？りの俊の社會を描ぃてぁるので面白ぃとぃはれるのも、 その 面白い とい はれる 意味が、 家庭 小說 的の 日常 

の 喜 怒 哀樂の 情 を 動かしえ たからと いふので は 足らぬ、 何處 かそれ 以上の 贵ぃ 光が 潜む やうに 見える に 至って 初めて 文藝的 

に 惯値を 生じて 來る。 或る 简 永な 氣持 として 其の 世相 感の 奥に 横 はるの が 取り も 直さす 人生 問題で ある 事 を 兄 誤 つて はな 

らぬ, 

斯様な 傾向 を 追うて 見る と、 西洋で はいつ も宗敎 問題 道德 問題が 文學の 根本と なる、 殊に 今後ます く宗敎 方面な どの 葛 膝 

から 這 入って 行って、 痛切な 人生 問題に 深く 潜入して 行き はせ ぬか、 勿論；^ 表の 形式 卽ち純 技藝の 上から 言へば、 趣味^ 好の 

i に はおの づ から 一種の リズムが あって、 例へば 十九 世紀の 前 牛に 於いて 想 的の 形式 を 執って 現 はれた 理想 派、 "I マ 


文擧 にあって は 其の 所謂 人生 問題が 感情の 域から 遊離して 露骨 §識 の 域に 入らう とする ゃラ なの も ある。 勿論 間 題と い へ 

ば 智識 的 要素 を 含む の は當然 であるが、 さう いふ 露骨な 形で 含まれて わるの も あるし、 又 段- *c 智識の 露骨 は 程度 を 減じて 感 

情に 混和す る 度が 濃厚に なり、 終に は 殆ど 智識と 感情との l2S 別が つか なくなり、 問題と いはう か、 感じと 言 はう か、 不思議 

神秘と いはう か、 形容の 出來 ない、 併しながら 唯の 喜 怒哀樂 のみで はなく、 何 か 奥に 徹 へる 所 響く 所の ある ものと いふに 止 

まろ 場合 も ある。 要するに 其の 問題の 様式 は 神秘なる と 明白に 智識 上の 形に なって ゐ ると を 問 はす、 必らす 究極の 一 點に觸 

着す る 所があって 而も 感情から 這 入って 行く、 これが 近代の 文擧の 中心 意義に 外ならぬと 思 ふ。 これが つまり 近世に 及んで 

益々 明白に 文舉の 上に 自覺 せられて、 何よりも 重要な 近世 的 傾向 を 作った ので ある • 

從 つて その 所謂 人生 問題と いふ もの は、 その 時代の 人生の 社會狀 態が 變 るに 從ひ變 化して 行く 可き は當然 であらう。 例へ 

ば國體 とか 政治と かいふ 事が 非常に 痛切の 問題に なって ゐ て將來 この 國 はどうなる であらう とか、 政治 はどう 變 つて 行く で 

あらう とかい ふ 事が 時代の 精神 を 支配した 時代 は、 自ら さう いふ 政治問題が 種 々の 形で 文字に 這 入って 來る。 西洋の 文 舉に例 

もとれば ドィヅ 建阈當 時の 文 學の祖 國的倾 向で あると か、 英！： の 十九 世紀 初頭の 小說ゃ 評論に 現 はれた 政治問題 であると か、 

イブセンが 初期の 作に 現 はれた 政黨 問題で あると か、 口 シャの 農奴解放 前後の 民 農 問題で あると かいふ やうに、 その 例證は 

いくら も ある。 然るに 最近に 至って 歐洲の 形勢 を 2- ると、 政治問題闕體題^とぃふ如き^|<?は差しぁたり歐洲の中心問題とは 

遠ざかって 來た倾 が ある。 政治、 國體 とい 洲如 きもの は暫 らく 現狀に 安定した 趣で ある。 今日 歐洲 との 國が 變亂を 起して どう 

いふ 結 菜に ならう とい ふ 様な 事 は事資 問題と して 起って 來 さう にも 兒 えぬ。 極細 かい 部分的の 問題 は 政治 上に いくら も ある 

であらう が •  I 國の 運命と いふ 如き 問題 は、 少く とも 今日 歐洲 の大文 舉を產 しつ \ ある 國には 存在して ゐ ない。 之に 代って 

文學 QMS 車  二  ££ 
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文學 の將來 

文舉 の將來 を； if- るに は、 過去よりの 傾向 を 追 ふて 之れ を 未來に 及ぼして 見る のが 一番 至當の 事で ある 0 所謂 近代の 文箏 

とい ふ ものに は、 いろく 形式の.^ 態度の 上から も變 遷し來 たった 傾向が あらう が、 共 中 何が 最も 重要な 中心 傾向で あるか 

と考 へて 見る と、 矢張り 內容の 上の 傾向で ある。 卽ち この頃の 言？ I で 人生に 卽 して 來た觸 れて來 たとい ふ、 あの 漠然たる 霄 

葉の 中に 含れ た 意味より 外 はない。 然 らば その 人生に 觸 着して 来たと いふ 事 はどうい ふ 意味で あるか、 これ を簡 單に說 明す 

る こと は 一寸む づか しいが、 平たく いって 見れば、 吾人が 今まで 氣 のっかなかった 世の中 は 成程 斯うした ものであった とか 

斯う やって 生きて 行った 所で 結局 どうなる であらう とか 一 體 世の中 はどうして かうな るので あらう とかいった 様な、 いは ゆ 

ろ 自已の 生存と 最も 關 係の 近い 世の中の 問題が 今の 文舉に 依って 腐 面目に 取扱 はれて ゐ ると いふに 外ならぬ。 併し かやうな 

問題 を 離れて、 たビ ある 稷の 悲しい とか 嬉しい とか 可笑しい とかいった 感情 を滿 足させる 藝術 文^と、 人 間 に 遊鈹姆 樂の必 

耍の 有る限り、 昔 も 今 も はた 今後 も、 存在の 楠 利 を 有する 事 は 論を俟 たぬ が、 文舉の M の 意味から い へ ば、 共の 動かされた 感情 

の 奥に ね 必らす 所謂 人生 SI 題が 何等かの 形で 含まれて 居らねば ならぬ。 勿！ i 其の 程度 様式 はさま. 1\ であって、 ある 種類 0 


我 を 包む 1 ひ大 なる 暗い 神秘的 勢力の 支配 を感す *0 ぞラ にな ゥた ひであります *  . 

マァ テル リンク は本來 H マ ー ソ ンに 私淑し H マ ー ソ ン から 大に 得た 所が あると 云 ふけれ ども、 併しながら ェ ^ly ンとは 

大に 遠って 居る。 H マ ー ゾ ンは 其の 自己 論ゃス ヰデン ボル グ論を 請んで 見ても 分る 如く、 宇宙の 大 なる 力 を 信す るが、 同時に 

彼れ 自 からの インス チン タト ゃリ ー ズン を も 立 て 、 此 (于 を 支配す る 所 の 疲大 偉力に 對 して 此の 光り を褐げ て 見る、 J と が 出 

來 ると 云 ふやう に考 へる、 之れ が エマ I ン ンの 精神主義 である。 其處へ 行けば 極く 光明 的に、 人 問 は 人間の 努力に 依て 周圍の 

1 大勢 力 をば 自分の 心の中の 光りに 照して 見て 行く ことが 出來 ると 云 ふので あるから、 是は 宿命に はならぬ。 所が マァ テル 

リンク は 周 圍の大 なる 力 をば 取った けれども 心の中の 光. „ ^を 吹 消す 世の中から 理性 や 人力の 光り を 消して 仕舞 ふ。 ヱ マ， ソ 

ン の 思想 は 一 種の 神秘 敎とは 言 ひながら、 光明 主義で ある、 マァ テル リンク の 神秘 敎は 純然たる 神秘 敎 宿命 敎 であって、 现想 

の 光明で 以 つて 其 周 園の 力 を 見る と 云 ふこと を 許さない。 であるか らして 是が 本統の 宿命 觀と云 ふ ものになる のであります。 

そこで 最後に 吾々 はどうす るかと 云 ふと、 私自 から 今の 立場から 言へば 一 番 我れ に 近い 面白い もの を 探る として 言った な 

らば、 斯様な 一 種の 神秘 敎、 宿命 敎と云 ふ ものが 一番手 近い やうに 思 ふ。 今日に 於て は 我々 は 基督 敎に 入る こと は W 來 ない 

佛敎に 入る こと は 出来ない。 神秘 敎 的な ものが 一 番 我れ に 近い かも 知れない と 吾々 は考 へる けれども、 これ も 今日 直ぐ 斯樣 

な 宿命 敎を 信じ 得る かと. 云 ふと それ は出來 ない。 吾々 は 矢張り 否定的なる 傾向 を 有って 居る 所の 人間で あるから、 其 神秘 敎 

を 直ちに 採って、 之に 服從 する こと は 3 來 ない。 只私自 からに 最も 與 味の 多い 理想と して 之を考 へて 見る。 卽ち 依然として 

吾 * は 何もの を も 肯定し 得ない 所の 狀 態に 居る ものであるが 唯與味 ある 研究の 村と して 最も 我 に 近い I 思想 を 此虚で 御 話 

した 5- けで ある。 今日は 是れで 御免 を 蒙 ます。 (明： iB 四十 1 一一 年 八月 講演 每 SS) 
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：？ー  つ 第三 段に 現 はる k 所の 一 讎 の 宿命 觀は例 を 取れば • 白 耳 義の 詩人 マァ テル， y クの剌 に 現 はれて 居る ので ありま 

す。 玆に 至って 藝 術の 上に 今 R までに 現 はれて 居る 宿命 觀の 一 希 形 を 成した ものに なって 來た。 此の 人 は 脚本 も 皆な 祌秘な 

もの を 書く し、 議論に 於ても 一種の 宿命 敎を 布衍して 居る 人です。 此人が書ぃたもの、中最も簡舉で而も舞^^的技巧もぁ*, 

觀 念の 明. R に兑 えて ゐる 一 つの 例 は、 英譯 になって 居る 「內 部」 と 云 ふ 脚本です。 宿命の 襯念 をば 最も 向き 出 1^ に 現 はして 居 

る ものです • 大分 舞臺 IB が 突飛でありまして、 先 づ舞臺 一 面 夜の 景色で • 暗い 庭の 向 ふに 家が 見えて、 さう して 北つ ：！^ の 窓の 

中には 燈火 が點 いて、 其 中に 阿 父さんに 阿 母さん 娘に 子供、 何でも 四 五 人の 人數 が、 タ鈑の 後に 阿 母さん は 何 かして 居る、 

娘 は 編物 をして 居る と 云 ふやう に、 其虚へ 集って 思 ひくに 座って 居る のが 見える。 此等は 一切 何も 言 はす 動作の み 見える。 

其 前面の 喑ぃ 庭に のみ 物 を 言 ふ 人物が 出て 窓の 中に 居る 人 Si の 上に 運命が 如何に 働く か を 嘴 するとい ふ 仕組で ある。 卽ち其 

家の 娘が 川で 溺れ 死んだ の を、 知らせに 來た 二三 人の 人が 其 慮へ 出て 來て、 吾々 は 斯うして 今 大事 件 を 知らせに 來 たの だが 

？ «-  おふくろ 

彼の 阿 父さん や 阿 母さん も 娘 も 何も 知らないで 平和な 顔 をして 居る が、 壁一重 外に は 我-^ が斯、 ク して 大悲慘 の 報道 を 斑して 

來てゐ る、 彼等の 運命 は 今に ー變 すべきで あるが， 彼等 は 其 時になる まで は 何も 知らす にゐ る、 あれが 人世の 姿で ある。 吾々 は 

何事 も 唯 それが 起って 來 た^に、 初めて さラ であった かと 云 ふ 結果 を 知る だけであって、 豫め 知る こと は m 来ない 。豫め 知つ 

て どうしゃ 5 斯. 5 しゃう と 云 ふやうな こと は、 人 ii の 最後の 運命に 對 して は 何等の 力 もない ので ある。 最後の 運命 は 何も 知 

ら せないで 突然に 行って 米て 驚かす だけで あると 云 ふ 意味であります。 玆に來 ると 宿命 は 結局 不可知な、 暗い、 神^な 戚 

力であって、 吾々 はこれ に服從 して 行く 外 はない ことになる。 

斯う 考 へて 見る と藝 術の 上に 現 はれて 居る 宿命的 觀念は 始めた 1- 周囿 境遇の 壓 迫を感 する 程 K から 次^に 稜極 的に なって 


やうな ものよりも I 歩 を 進めた ものと 見られ ませう。 卽ち イプセンが 芝居で 能く 使 ふ I つの 言 薬が ある 「ホ ワット、 マスト, 

ビ ー、 マスト、 ビ 11 と 云 ふので あります、 成らなければ ならぬ もの は 成らす より 外 仕方がな いと 云 ふこと で 之に 因て イブ セ 

ンの 1 種の 宿命 觀が 見られる • 彼 は 一 方に 非常に 側 人 主義 を 鼓吹した 人であります から、 個人の 大切なる 所以 を 書いて 居る 

にも 句 はらす、 劇の 中に もさう 1K ふ 矛盾した る 言 紫が 付いて 廻る。 成る もの はならなければ ならぬ、 とい ふ 最後の 諦めが 到 

る虑に 出て 來て 居る と 云 ふの が、 イブセンの 宿命 觀の I 例であります。 又 近 3； 鬼 京 座で やった 中 村 春. 柳 君の 「牧師の 家」 とい ふ 

芝. 居 は、 或 意味に 於て イブセンの 行く 所 を 行かう として 喾 いた ものである。 役者の ほ來は 十分と は 申されない けれども、 兎 

に 角 舞 基の 上に 調和 を 保って、 あれ だけの 「アイデア」 を傳 ふるに 足る 程度まで はやって ねる、 少しへ ，ビ ー で窮窟 すぎる と 思 

ふが、 鬼に 角 日本の 劇壇に 於て 觀念 劇と して 注目すべき 事件で あるが、 それに 於ても 作者が イブセンと 同じ やうな 首 葉 を 多 

く ふ。 どうせ 成る もの は 成る の だからと S ふ 宿命 觀を 持って 來 たものと まって 宜ぃ • どうしても 人 問 は 「ホ ワット、 マス 

ト、 ビ ー、 マスト、 ビ ー」 で 成る やうに しかなら ない ので あるから、 さう 藻搔 いたって 仕方がない、 成る こと は默 つて 居つ 

て も 成る の だから 其 運命に 從 ふが 宜 いと 云 ふ * 1 種の 諦めの 觀 念が 到る 處に現 はれて 居る。 是が藝 術の 中に も 見える 所の 宿 

命敎の 第二の 階段で ある。 前よりも 一 歷と形 を 成して 居る。 前の は 怨む狀 態で ある、 是れ程 我れ は 努力しながら、 周 圍は我 

れを 斯う 云 ふ 風に 持って 來る、 是れ では 仕様がない、 何う したら よから うかと 云 ふ 絶望の 所まで 行く 宿命 觀。 併し イブセン 

の 所謂 r ホ ワット、 マスト、 f, マスト、 ビ，」 は 稍々 積極的の、 迚も 足搔 つたって 仕方がな いから、 其 運命に 任せて 仕舞 

つて 持って行く 所 か うぢ やない かと 1K ふので あります。 是は 吾々 自 から 不斷に やって 居る 所で あるから、 知らす 識ら すの 間 

にやって 居る 所で あるから、 大して 注意 を惹 かないの である けれども、 1 種の 宿命 觀 である こと は 明か だと 思 ひま K* 
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て 居ない と s ふ觀 念を與 へる。 デ あるから 讀んだ 後に 光明 的の 平和の 心 持が 淺る。 隨分 悲慘な 事柄^ 描いて あっても、 併な 

がら 讀んで 最後に 至る と、 矢張り 道德的 是認と 云 ふ ものが 何等かの 形で 付けて ある。 舞臺の 上で は 善人が 榮 えなかった けれ 

ども、 併しながら 斯う 云 ふ 理由で あるの だから、 此 錯誤から 來 たので あるから、 此 理由 錯誤 を 避けたならば 人生 はや はり 光明 

的になる のが 本来で あろと 云 ふやう に 良心 は 是認 を與 へなければ 滿 足しない。 それが 英吉利に 於て 今 メレ デヰス が 死んで 仕 

舞へ ズ、 今日で は 老大家で、 第 I 流で ある 所の 《.1 デヰ， の 十五 六 年 前に 書いた 「テス」 と 云 ふ 小說に 至って 明白に 今まで も 違 

つた 人生 觀が； 央國の 小說に 入って 來た。 それ はどう かと 云 ふと、 テスと S ふ 婦人に 何等の 過ちが あるので もない けれども 彼女 

は周圍 境遇の ために 段々 m 落せられ て、 到頭 自分 は 過去 を も將來 をも考 へぬ た r 現在の 今の 事ば かり を考へ ると 言って 悲慘 

な 最後 を遂 ぐるに 至った。 所が 此小說 に 付て 英吉利の 道. B 側に 非難が 起った。 卽此 小說に 依る と 人生に は 神 もなければ 光明 も 

ない、 人世 は 個人の 選擇に 依て 淸ぃ 生活 を爲す ことが 出来ない、 斯う 云 ふ 藝術を 作られて は、 人世の 光明 を 打消す もので あ 

るから して 人間に 惡ぃ 影響 を與 へる と 云 ふ 非難で ある。 焉ぞ 知らん 是が 歐羅巴 大陸の 近代 思想 を 受けた、 英吉利 小說の 一 新 

時期で あつたので ある。 斯うい ふ 思想 は 其 他 备國の 近代 文藝 にも 現 はれて 來る ものであるが、 英吉利 はむしろ 後れて、 此 

頃に やっと 明白に 是を 小說の 中に 認める に 至った のであります。 是が卽 ち 宿命 觀の第 I 期と 云って 宜 いのであります。 卽ち 

人 問 は 自分の 力で どうしゃ うと 云っても 行ける もので ない、 えらくな るの も 自分の 力で はない、 惡 くなる の も 自分の 力で はな 

い、 皆 周圍の 力で ある、 偶然と 見える もの i 力で ある。 運命と いふ 暗い もの、 力で あると 云 ふ 人生の 見方であります、 之 を 

痛切に 描いて 悲慘 なる 人生 を 寄き 放しに して、 刖に 良心の 滿 足の 爲 めに 描いた 人生と いふ やうな 趣 をつ けない のであります。 

それから 共 次 は、 今頃 日本で も， S まれて 居る.、 イブセンの 脚本な どに 最も 能く 見えて 居る 宿. 命觀 であって、 「テス」 に る 


世紀. の 翁 面 は 唯 今 の i 藝 術と 同じ もので はあり ませ wtft ども， 中心の 思想に 相 通じた 鼽が ある *  それ を i^msG ひ批 

評家は名けてべガン卽ち反^^^敎的叉は異敎徒的とも名づけます。 所謂 近代の 藝 術の 中にはむ しろ 個人の 力 を 認めて 個人の 

自由と 云 ふ もの を 大に發 揮し や 5 と 云 ふやうな 傾向が 龍って 居る の は 勿論で ある けれども、 左様な 藝術 でありながら、 尙且 

藝術全 體が與 へる 思想の 調子に は 宿命的な 從 つて 厭世的 美味が 多分に 含まれて ゐる。 是は 結局 或 批評家の いは ゆる 現資曝 3^ 

詰め 木 統の社 皆の 實相 を藝 術の 中で 見る と 云 ふ 傾向が 起って 來た 結果で も ありませ う。 昔 はさう 云 ふ 観念 は藝 術の 中に 起ら 

なかった け. e ども、 現代の 藝術は 吾々 の 現在に 住んで 居る 其 俊を寫 すと いふ ことに 重き を 置いて 來た。 吾々 の 住んで 居る 社 舎 

を 有りの 儘に 隱さ すに 映して 見る と、 今まで 吾々 が 眼 を 眠って 居った よりも 意外に 悲慘な 分子に 富んで ゐる のが 人生の a: 相 

である。 必 しも 善人が 榮ぇ惡 人が 亡びる と 云 ふので なくして、 個人の 意思と 云 ふ もの は 蹂躪され て 仕舞 ふ。 さう 云 ふやうな 

社會を 映す 藝 術が 起る と 同時に 神の 攝理、 個 AT の 自由な どい ふこと は 光彩 を 減じて 來て、 偶然と か 機械的 宿命的と かいふ 悲 

觀な 人生 觀が 人の 注意 を惹 いて 來る のであります。 つまり 人生の 事 は祌の 慈悲 や 正義で 導かれて 行く から 安心して 居ろ とい 

ふ 見方と、 何時 何ん な 事が 偶然に 起って 來 るか 少しも 定まった もので は 無い から 此世 は當 にならぬ もの だとい ふ 見方と、 幾 

ら あせっても 機械の やうに 極った 運命が 何處 かに あるの だから 仕方が無 いとい ふ 方との 內、 後の 二者 は悲觀 的であって. 5 

に は 最後の が 命觀の 根本で 之に 近代の 宗敎心 は倾き 易い とい ふので ある。 今此 思想の 藝 術に 入って 來てゐ る 例 を 見る と 

年代 的に は 言 へませ ぬけれ ども、 先づ 英吉利の 近代の 小說に 見えた もの を 第 f 期の 狀 態に 持って来る。 元來 英吉利の 小説家で 

先達て 死んだ メレ デヰス あたりまでの 十九 世紀の 寫實 小說 によって 見る と、 それが 如何に 寫實 であっても、 吾々 の 受けろ^ 

後の 印象 は 悲慘な 悲劇的 人生 を 描いて 居ろ ので あっても 結局 良心の 滿 足と 云 ふ ものが 何 所 かに 無ければ 人生 は 一 日 も 成立つ 
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宗敎と 云 ふ もの は 宿命的な；^ の ある ものと いってよ いのであります • 

, そこで 宿命 觀 侖 と 云 ふの は、 要すろ に 吾 々の此 個人 0 力 を 否定して、 個人の 力が 及ばぬ 所の 或 一 つの 何だか 分らない 

兎に角 我れ 以外の 大きな 力が チャンと 定まって 仕舞って 居って、 共力が n ッ. （-と 動いて 居る、 而 して それが 基 镲敎に 於け 

る 如く 自由意志と 云 ふやうな 「ブライト」 な もので なくして、 恰度 時計の 機械が 動いて 居る やうに 世の中 を 動かして 居る、 「ダ 

.1 ク」 の 力に 吾々 は 支配され て 居る の だから、 どうしても 人 か 自由の 意思で やらう としても、 最後に 行って 打 毀され て 仕 

舞 ふ。 希 瞰の藝 術に 見えた 中心の 思想 は 宿命的 だと 言 はれて ゐ るが 例へば 彼の メレ- ジャ ，の 傅說の 如きが 最もよ く 之を說 

明して ゐる。 此話は 先達て 死んだ イギリスの 詩人 ス イン バ， ンな ども 其 戯曲 詩の 中に 村 料に して ゐ るので あるが、 メレ ー ジ 

ャ ー とい ふ 勇士が 生れ 落ちる とから 其 所に 燃えつ、 あった I 本の 薪 木に 共 運命 を豫 言せられ て、 共 薪 木が 燃え 盡 きれば 此男 

の 命 は 無くなる 運命 だと 雷 はれた、 そこで 母が 薪： 木 を 引き 出し、 火 を 消して 大事に して 保お して ゐ たが 或 時 メレ I ジャ ー は 

ァタ ランタと いふ 美人の 事から 母の 兄弟 一 一 人と 喧嘩 をして、 遂に 一 一人 を 殺した。 母 は 之 を M いて 怒って 子の メレ i ジャ ー の 

. . 命の 標象 である 其の 薪 木 を 火の 中へ 投げ込む と 忽ち 燃え 盡 きて 同時に メレ ー ジャ— は 死んだ。 ^ち 如何に 母が 人力で 子の 命 

を 長め やうと したと しても 定まった 邋命は 何う しても 北ハ 通りに なるとい ふ^い 宿命的の 思想 を 現 はした ものであります。 

さて 斯うな 命 的な考 が 今の 社會 に繁榮 してね る藝： M に 現 はれた 狀態を 此處で つて 見やう と 思 ふので あるが、 現代の 藝 

術と 云 ふ ものに お 命 的 g 念が 入って 來 るの を. 凡そ H 通りに 分けて 見る ことが 出^る と 3^;5 ます。 現代の P 術に 宿って 居る 思 

想 は 最大 特色と 云って 宜ぃ此 i£ 命觀 が、 今 言った やうに づ希臘 に 現 はれた。 されが 185 敎の 勃興と：！ i! 時に I 時に 塑 せられ 

て. 仕舞って、 片 W に 屏息して 居った-それが 少 くも 十九 世紀に 於て s=KauJ の 薛 術の 中へ 形を變 つて 入って 來た、 無論 十. K 


ら，. なる に 任せて 置いたならば 自 から 成る やうになる であら ふ * 自 から 解：^ が 付いて行く だ，. ^ぅ* 所謂， 蘧 命に 任 て齔 くと 

云 ふ 最後の 諦が 心の底に 横 はって 居ます。 極く 漠然として 居る けれども • 是は 所謂 {伯 命敎の 萌芽で ある。 而 して 此 んな考 方 

が 段々 廣 がって 來っ 、ある やうに 思 ひます。 中には 乃公 は 必す終 ひに は 大事 紫 を 成す 人 は； 太が 生みつ けて ゐ るの だと 云ふ自 

信で 光明 的に 進んで 行く 人 も ありませ うが、 又 或は 生き 得る だけの 生命な 生きて 行く 自分の 遝. S ゆ は何ラ した 所で 極って ゐる 

の だからと 云 ふ 人 も ありませ ラ。 要するに 總てを 己れ の 力 以外に 打 出して 仕舞って • 向 ふの 大きな 遮 命と いふ 旣定の 力に 任 

して 仕舞 ふと 云ふ氣 持が、 此 宿命 敎、 宿命 觀の 萠芽で あらう と 思 ふ。 

I 體 I 方から 言へば、 宗敎と 云 ふ もの は 皆な 宿命的で あると 云って 直い 理由が ある。 基 蟹 敎は大 に {is 命 的で ない、 此意昧 

で 言 ふと 對角 線の 反對に 立つ 所の 敎へ であ ませう。 卽ち神 は 勿論 自. S 性の 固り である、 愛の 固まりで ある、 又は 入 格の 固ま 

りで ある、 であるから 神の ウィルと 云 ふ ものに 對 して は 絕對の 自由が 許して あるから、 此點 では 何等の 宿命的に 豫め 定まつ 

たもの は 神の 御 心に はない ので ある。 けれども I 歩 さがって 神よりも 下の 方 だけで 實行 的に やって 來 ると 犬に 宿命的に なつ 

て來 る、 資際 神に 打 込んで 仕舞 ふ 時には、 吾々 の 自由 を 無くして 仕舞 はなければ ならぬ、 神に 一 々打 任せて 自己 以外の 大き 

な 力に 支配せられ ると 共に 其 處に段 々自己の 自由意志の 領分が 壓 縮せられ て 終に 事實は j つの 宿命 敎と 異ならな いものに な 

ろと いふ 傾が ある。 佛敎と 云 ふやうな ものに ななと、 深い 哲擧の 方で は隨分 種々 な、 汎神的 思想な ども 加 はって、 狗子 も； „^ 

佛性を 具す るな ど 云 ふ 見地から、 非 宿命的に なって 居り ませう けれども、 是が 矢張り 實際 的の 方面に 近付く 程 宿命 敎的 にな 

つて 来て、 所謂 三世 因果の 法則で 支配 せられて 居る。 三世 因果の 說 などに なると 餘程 宿命 敎の 色彩 を帶 びて 來 る。. 併し 之 だ 

けで は 本統の 宿命 敎 でない と 云 ふこと は， 善因善果 惡 因 惡^ と 云 ふ 所に 道德的 自由 を 許して 居る ので 固より 明白です。 全體 
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所に 依る と， 人 問が 順境に 31- る 時と か、 得意な 時代， 蕺 純の 坐活の 時代に 於いて は それで.. 濟む。 多数の 人 はぜ も 五十 年 百 

年の 先き の琳 を： IV. 'へや あしない。 けれども 若し 一 度 打 磐に 遭 ひ 失敗に 遭 ひな どした 時には、 人 問と 云 ふ もの は 心の 狀 態が 變 

つて 来る。 打 解と S ふ もの は 避くべき である けれども、 吾々 の 精神 修養の 上 か. ら 言へば 非常に 必要で ある。 入 P 打^ を經 

験し ない 問 は 本統の 精神の 深さ を 味 ふに 足らない、 肉體的 或は 精神的の 打擎を 味った 人で なければ 心の 味 は 出ない。 而 して 

人間が 打搴 に. 遭って 弱くなる とか、 其 他の 事情から して、 明日の 理想 明後日の 理想と 云 ふやうな 單 純な ことで は 決して 滿足 

する ことが 出来なくなる と、 五十 年の 後 百年の 後 乃至 人生 最後の ことまで も考 へる。 ー體 吾. は 何の 爲に 議齪 して 居ろ であ 

らう かと 云 ふやうな、 本統 の： 心の底に 觸れ て來る 場合に • 吾々 -は 初めて 宗 敎的觀 念、 宗敎的 要求 を 心の底に. 喚起して 來 る、。) 

其 時になる と 明日の 計螯、 明後日の 計篑 では 生きて 居られない、 どうしても 其 先き が氣 になって 來る 他力本願 自力 本願、 自 

から 力の 及ばない 時には 人に 賴り鎚 つて、 自分の 心細 さ を 慰める、 頼る 所 を 求める のであります。 是が 結局 實 際の 我々 の宗 

敎 である 。そこで 其 場合に 吾 气か實 際に 感じて 居る 宗敎は 何で あるか， 吾々 が 心の 賴りを 求めて て 居る の は 何で あるか。 無論 

本當に 基^ 敎を 信じて 居る 人 は 聖書に 依て なり、 佛敎に 依て なり それ を 得て ゐる であらう が、 基^ 敎も 怫敎も 信じて 居ない 

とい ふ 人 も 極めて 多から うと 思 ひます が、 是 等の 人々 はどう IK ふ 賴り所 を 求める かと 云 ふと、 一 桥多 いのは 卽ち 宿命 觀 であ 

る • 宿命敎 と 云っても 未だ 立派な 「ドクトリン」 になった とか、 一 種の 「ォ ー ソリチ ー」 になった とか 云 ふやうな 意味で はあり 

ませぬ、 極く 「ブラ クチ カル」 な 意味で 宿命 安んじて 居る。 昔 は 怫敎に 於て は 三世 E 菜と 云 ふ もの を說 きました、 併し 吾 

；々 は 今 曰 三世 因 菜と 云 ふこと を 信す る こと は 出来ない • 併し どう 考 へても 是 から 先き は 動け な. S と 云 ふ 時に 最後に 吾々 が 解 

決して 居る 所 は 、「どうせ 行く 所へ 行かなければ 止まない もの だ」 とい ふ 一種の 蹄め である、 其 末の末まで 考へ ると 分らぬ か 


居り ませ. 7 が、 此 節の 新聞の 終りの 方に 六號 活字で 入れて ある： の ひ 占な ど 云 ふ ものが 寛に 不可思議な 現象で あろ。 先づ 

二三の 特殊の 新 M は刖 であるが、 知識の 水平線から 餘り とらないで 廣く 行渡ら ラ として ゐる 新聞 を 見る と * 必す あのた ぐ ひ 又 

は それに； S 似の ものが せて ある、 而 して それ を 段々 ェ臌 する ものと 3- えて、 今日の 占 ひが 初め 載って 居った かと 思 ふと、 

今 n ので はいけ ない ので 明 H の を 載せる、 更に^ 後日の を 戦せ ると 云 ふやうな 有様であって、 占 ひも 人が 喜ぶ 精神が 新聞の 

或 一面に 極めて 能く^ はれて 居る。 それで は是は 全然 知識の 低い、 極く 低級の 人. <c の範圍 にの み 行 はれて 居る かと 云 ふと さ 

5 でない、 立派な知識のぁる人すらも信仰すると云ふ2^度に行ってゐなぃまでもぁれに 一 種の 賴りを 求む る 人が 隨分 多い や 

うに 見受けます • 一 方に は； g 對 にさう 云 ふこと を 非難して 居る 世の中で ありながら、 案外 敎育 ある 方面の 人々 でも 一 種の 探 

り を 求めて、 窃かなる 安心 を 之に 求めて 居る やうな 趣が 見える。 是等は 迷信 的 方面に 於け る 1 種の 宿命 觀の現 はれた ものと 

解釋 する ことが 出来ます。 

元來 吾々 は 常に 色々 の 意味で 先き の 事が 知りたい • かの 「プラグ マ チズ A」 f 派の 哲舉 から 首へば、 吾々 は 其 先き の 事な 

0 

どを考 へる の は、 間^^でぁるかも知れぬ明日の察乃至明後日の事、 又は f ヶ月の 後一 ケ 年の 後の 計畫 をな して、 其 處 に 手近 

な 理想 を 立って、 此 次に は 斯うい ふ 事 をし やう あ-いふ 事 もしゃ ラで、 一歩 菜して 行く、 それが 先づ I 番 健全な 見方で 

あって、 共 以上に 五十 年の 後 は ど 5 なろ だら.？^、 百 年の 後 はどラ なる だら、？^、 死んだら どラ なる だら うかと 考へ るの は 

それ は考 へろ 方が 逮 つて ゐ るか も 知れぬ、 最も 健全なる 思想 は此邊 にあら う。 更に 甚し きに 至って は * 是は 更に 深い 理由 

があって， 失 s^l 的狀 態から 來 たので も ありませ うが • 明日の 計螯 明後日の 計賓 すら 旣に 違であって • 多， > は 唯 現在の 瞬間 

に 生き 「プレゼント モ一メ ント」 に 生きて 行く と 云った やうな 思想 も ある。 是も I 理 ある ことで せう。 併ながら！^クの^？へ も， 
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恰度 此頃 彼の 伊藤 證信 君と いって 數年 前、 撊島梁 川 君な ど i 同じ 時代に 無我 苑と 1K ふ 宗敎的 給 社 を 造って 無我の 敎へを 盛 

んに 宜傳 された のが、 此兩 三年 來の 思想界の 動搖 と共に、 暫く 吾 々の 耳目 を 遠ざかって ゐて、 襞 近 「我が 生活」 と 云 ふ 三 四 

頁の 雜誌 を配附 せられた やうで あるが、 それ を： まんで 見る と * 前に 無我 敎を說 いた 人が • 今 曰 は 其 無我と いふ こと を 獨斷で 

あつたと して 禁て i、 新しく 自己の 上から W 直す とい ふこと を宜傳 された。 誠に 面白い 現象であります • 

次に 宗；^ 方面になります と、 寅 際 我々 初め 今の 日本人 は、 宗敎 らしい 宗敎 として どんな もの を 有って 居る だら うか。 勿論 

廣 く宗敎 心と 云った もの は 誰に も あるが、 形 を 成した 宗敎は 一 寸 明言し 難い 狀態 にある • 吾々 の 最後の 運命と して 歸趨 して 

ねろ 所の もの は 何で あらう か、 此の世 は. 何の 爲に存 して 行く ので あら、 fs かとい ふや 5 な廣ぃ 意味での 人世 問 S の氣 持と もい 

ふべき 宗敎心 は 誰に も ある けれども、 モット 具體 的に なって 來て吾 * が 或 安心な り依頓 なり を 寄せて ゐる 固った 宗敎は 何で 

あるかと M くと、 そ は餘程 問題であります。 先づ盲 つて 見たら 吾 々は 無 宗教と 云 はう か 絡對の フリ， シ ンカ ー と 言 はう か、 鬼 

に角何等の宗敎のォーソリチーに賴って居なぃゃi^に見ぇる、 殆ど 吾 4C の實行 道德と 直接に 關 係の ある やうな 宗敎 をば 今の 

所用 ひて 居ない。 勿論 多數の 人の 中には、 ^督敎 も あり、 怫敎も あり、 天理 敎も あり、 アウン バラ バも あると 云ふ譁 である 

が、 少しく M 面目に. が 行 上の 蕻 柄と： f 關 させて、 心 ある ものが 考 へて 見ろ と此 等の 祭 敎が必 すし も 日本 現 時の 宗敎の 中心 事 

s と爲 つてね 居ない、 實 際に 我々 に 宗教 的 効 鬼 を 及ぼして ゐろ もの は此 等で はない * それで は 全然 宗敎 的で なく 生きて 居る 

かとい ふに 此處に 謂 ふ 所の 宿命 敎と 云った やうな もの- - 存在す るな 認める。 吾 * は 無意識的に 宿命 敎を 信じて 居る やうに 思 

ふ。 是は 日本人に 特に さう 云 ふ 傾向が 多い とすれば 佛敎 などの 影 Jw があって 力 あ もの かも 知れない。 共 他 種 * ありませ うけ 

れ ども、 叉 世界に も 井 通した 所の 一 つの i であらう と 思 ひます が、 先づ 一番 下 &S に 付て 雷って 見る と、 R 君が 氣が 付いて 


に對 する^ 係で みる。 .1»己ひ自己に|!?す*^-關係と云ふ0*か* 最も 適切で ある * 他人に 對 する 關係も 末に は^て 來 まずが， 0 

德の 根本に 疑を懷 いて 考 へて 兒る 人に 取って は、 本當は 他人に 對 すろ こと ぢ やない、 傍に は 一 人 も 人が 居なくても {且 しい， 

所謂 屋 漏に 羞ぢ す、 我れ 唯 一 人 宇宙に 存 して 居る と假定 しても、 尙 且つ 現在の 道德は 存立す る。 つまり 我れ を 如何にす るか 

我が 生 を 如何にす るか、 我れ 如何に 生くべき か、 是れが 道德の 根本 問題で ある • 而 して 斯うい ふ 風に 考 へて 來 ると 其 根底に 

横 はって ゐる もの は卽ち 我れ 先づ 生く とか 生きん と 欲すと かいふ 最後 最高の 事赏 である。 凡そ 人生の 問題に 少しく 深く 注意 

を 拂ふ人 は 誰でも 此 「我れ 生きん と 欲す」 と S ふこと に 何等かの 形で 肯定 を與 へなければ 其から 先に は 何等の 問題 も 解釋さ 

れ なくなる。 而 して 次に 來る 問龀は 「如何に 生くべき か」、 とい ふ 英語の How 卽ち 「如何に」 と 云 ふ 言葉が 本統の 問題で ある， 

此 問題に 對 して 一 方に はむしろ 反對性 を；？^ して ゐろ 理想と 云 ふ 如き ものに 優先 榴を與 へて、 理想の 示す ま- -に 生きよ と 云 ふ 

かも 知れ ませぬ、 併し 此に從 ふと 動もすれば 生きん とする 望が 制壓 せられ 時として は 自滅し なくて はならぬ やうになる。 そ 

こで 道， 儒が おの づ から 二つに 分れて、 一 方 は 理想の 道德に 行く し、 I 方 は 高尙な 意味での 自己 道徳に 入って 來る、 卽ち 此方 

に從 へば 例へば 我れ 盛大に 生きん と 欲すと いふ 「如何に」 の 標準 を现想 理性と いふ 如き 他物に 求めないで、 生きん とする 辜 

其 事の 中に 求め、 只 共 分 景的閥 係に 於て 之 を 示す。 卽ち あらゆる 意味で 强 太に 生きろ とい ふ 其 「强 盛」 とい ふ 形容詞が 唯 I 

. の 標準になる ので ある。 他の 理性と か 法規と かいふ 如き もの は 皆 其 手段と して 生じ^ 現象た るに 過ぎぬ と晃 ます。 而 して 表 

面の 雷 ひ 前 は 何とも あれ、 思慮 ある 人々 の 心の どん底に 横 はって &る 今日の 多數者 中に も 若い 側の 人々 の 思想 は、 此う いふ 

傾向に ある こと、 私は觌 察します。 我れ 大いに 生きん と 欲す、 我れ 盛んに 生きん と 欲すと 云った やうな 思想が、 現代の 大多 

數を 支配して 居る 道德の 根底と いってよ い、 卽ち 深い 意昧 での 自己 道 である。 
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なって 居る だら うかと 云 ふこと を考 へて 見る と、 私 は 此處で 論の 順序と して 二つ 取り出す ことが 出來 やうと 思 ふ 0 卽ち 一は 

道徳に 於て， 自己 道 德と假 りに 名け て宜 い。 それから 宗敎に 於て， 若し 是が { ぉ敎と 名く ベ くんば、 卽ち 之に ある 所の 宿命 観 

と 連 精した 宿命 敎と でもい ふべき ものである。 日本の 今の 社 會に實 際に 勢力 を 有して、 或は 顯在 的に 或は 潜存 的に 精神 界を 

支配す る 力 は、 此自已 道德と 宿命 敎と云 ふ 如き もので はない かと 思 ふので あります。 それ を 先 づザッ と 言って 見る と、 道德 

の 方面に 於て、 先づ 此の 下歷 社會、 少く とも 知識の 稍々 低い 大多數 の社會 が、 それ は 勿論 M の爲に 死ぬ る 兵隊 も それから 出 

る r, 孝行 も 却て さ， フ いふ 社 會 によく 行 はれる と 云 ふこと も ありませ うけれ ども、. それに も拘ら f- 日常 行つ て. 0 る 大方 針 

何で あるかと 云へば、 自已 中心の 道德 でお る こと は 言 ふまで もない。 而も それが 極く 淺 薄な 自己 道德 になって 居る、 卽ち親 

に 孝行す るに 付ても、 早く 親の 財產 を； i つて 貧 ひたいから だとい ふ 念 は 日 一 日と 明白に 自覺 せられて 來る。 日々 の 新聞 を 見 

て も 三面記事の 出 來事は 皆 この 自己 道 德の發 現に 外なら ない、 そこで J 方から は 叉 道 德類廢 と 云 ふ聲が 起って 來る。 勿論 そ 

れ では 無道 德の狀 態 だと 見る 人 も ありませ うが 積極的に 見れば それが 取り も 直さす 淺 薄な 自己； 迫 德の發 現 だとい つてよ い。 

以上 は 何の 時代に も 下 の 道德界 にある 事 だから， 標準に ならぬ としても 上 & の 知識 程度に 居る 人々 はどうで あるかと 云 

ふと、 勿論 前 中した 如き 種々 な 希望 や 努力 は あるに 拘らす ズ多數 が 懐いて 居る 中心の 實 際の 思想 は 何で あるかと、 顧みた な 

らば 此處 にも 自己 道徳と 云った ものが 中心に なって 居る ことが 明白に 認められる。 此方 は 思慮の ある 自己 道德 であるか らし 

赠 

て、 I 方の やうな 淺 薄な 露骨な もので はあり ませぬ けれども 矢張り 自己 を 中心として 動いて ゐる。 昔 は 道徳 を 定義して 人と 人 

との 關係 であるな ど、 言った が 現代の 道 德には あれ 丈で は當 嵌らない。 道徳に は 人と 人との 關係 も、 結局 は 含まれる けれど 

も、 其拔 本に 立 入って 見る と モクと 述 つた 現 はし 方が 今の 道德に 適切で ある、 卽ち 人と 人との 闢 係で なくして、 我れ の 我れ 
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チ =5 私の 題 は 「現代の 藝 術と 宿命 觀」 と 云 ふ、 極めて 大きな 題であります • 從 つて 問題 も 極めて 複雜な 問題であります 

から、 接く. S の 事し か 中され まいと 思 ひます。 ，其方 面に 注意して 御 在での 諸君は 知って 居らる、 如く、 今の 日本の 面 

會と云 ふ もの は、 就中 吾. -に 密接な 關 係の ある 思想界に 於て、 實に混 亂の狀 態 を 極めて 居る。 例へば 宗敎 であろ とか、 道德 

であると か 云 ふ 方面 は 殆ど 義準、 それ かと 云って 勿 謹 德が 無い ので もなければ 宗敎， かないので もない が、 世界 I ゆる 

宗敎、 有 ゆる 道德が S 如くに？ て 居る のであります からして、 例へば 一方に は鲞 謹、 又は 親に 孝、 兄弟に 友愛と 云 

つた やうな 极據で 道德を統 一 して 行かう とする もの も あれば、 一 方に は キリストの 博 f 唱 へられ 功利 道 f 唱 へられます。 

宗敎に 於 I、 神 11: 敎と して 曰 本の 宗敎裹 一 して 5- とか、 濃で 東洋の 宗 f 統 一 しゃう と 5 風奂 力して 居 

る.^ もあります。 併しながら 實際 今の 日本の 社 會で此 吾- - の 日常の 道德 若く は 宗教と 云 ふ 如き 精神 方面 を 支配して 居る 中心 

思想よ 何 だら う、 とい ふ 事 は 注目に 値する 問題であります。 それ は 忠孝が 圃 家の 道 德を統 I すろ に 宜しく、 神道が 阔敎 とす 

るに 宜しい とい ふ 理由 は あろと しても、 それ は： 1： れも I である。 現在に 行 はれて 居る 囊に 付て、 何が 中心の li に 
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に 取り扱 ふ s のない もの、 遊び ごと、 § ぶし急 ふが 如 1 I 齧 sf とらし める やうな 倾 I 生じて 来た a 

之れ を 要するに、 藝術 上の 謹囊、 及び i に對 する 公的 生活からの 輕侮 • 此の 二つの 黌が、 再び 現 はれん として 居 

るの は 心 ある 者の 注意 すべき 點で to 我等 は、 必す 是れ等 Q 邪道から お づる覺 持って 進 I くて はならぬ。 (明 首 t 
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生活と か、 社會 生活と か 云 ふ 方面との 關係 である 《- 藝 術と 之れ 等の 公的 生活の 關 係と は， 西洋に あって は あの 通り 密接で あ 

る。 然るに 日本に 在って は 殆んど 見る 影 もない までに、 此の 關 係が 薄れて 居る。 充 <y、 公的 生活の 全部が、 政治、 實業、 法 

律と 云 ふが 如き ものに 占領され て 了って、 文藝 はおん ど その 間に 何等の 勢力 を も 有し 得ない かの 如く 取り扱 はれて 居る。 若 

し、 西洋の 社會 と、 日本の 社會 と、 何う 云 ふ點で 遠った 所が あるかと 問 はれたら * 我 * は 最も 著る しい 相違と して、 此の 點 

を 擧げる ことが 出来る と 思 ふ。 充 .^、 西洋に 比べる と 日本の 社 會には 文藝と S ふ 一 彩色の みが、 殆んど 全く 缺 けて 居る と 云 

つて 好い。 之れ は 勿論、 向 ふに 言 は せれば、 文藝が 弱い から、 小さい から、 公的 生活に なり 得な いんだと 云 ふだら うけれ ど 

も、 決して 然う ではない。 結局 は國民 多數の 文化の 精神的 方面が、 極めて 偏よ つて 居る。 それが、 國の 富の 程度と か、 長い 

間の 歷史 の壓制 力と か 云 ふ 如き もので、 保障せられ てゐて 容易に 破れない。 其 所へ 持って^て、 成程 文藝に 於ても， I 擧に 

して それ 等の 壓 迫力 を 打破す る だけの 大 なる 革命的 藝 術が まだ 起らない と 云 ふ 弱味 も、 勿論 加 はって 斯う 云ふ狀 態を來 して 

居る ので あらう。 それ を、 近年の 文壇の 新 運動と 云 ふ ものが、 鬼に 角 或る 程度まで 動かし かけて 來 た。 宗敎家 も、 敎育家 も、 

政治家 も、 賞 業 家 も * 少しく 心 ある 者 は文藝 を默視 して 居る わけに は 行か なくなった。 勿論、 彼等 は 斯様な 場合に 常に 然ぅ 

であるが 如く、 警戒 的、 壓迫的 態度 を 持って 之れ に 向った ので ある けれども、 鬼に 角 彼等 をして、 公人 生活の 一 角に 藝 術の 

ある こと を 思 ひ 起さし める だけの 力が あつたの である。 

所が、 それが 叉 最近の いろくな 傾向、 例へば、 藝術を 好い 意味、 惡ぃ 意味 二つながらに 於て 道樂閑 事業の 方に 押し sr^ ま 

うとす る やうな 傾きと 相俟って、 彼等 經世家 や、 爲政者 をして、 藝術 怖る、 に 足らす と 云 ふが 如き 感を ^起 さしめ て、 また ま 

た 昔の やうに 天下 國 家の こと. -、 藝 術と は 何等の 交涉 もない もの、 藝術は どんなに 踏み付けても 差 支への ない もの、 馬 面目 
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に 至って 未だ 反動と 云 ふ ほどの 力 ともなって 居ない やうで あるが、 鬼 も 角 も 第 1 1 方の 意味、 卽ち 技巧 を 技巧と して 細かく 舌 

の 先に 載せて 味 ふと 云った やうな 傾向の 作物が •  二三の 人の 間に 獎勵 されて 居る やうに 見受ける。 それ とても の藝 術， 5^ 

と 云 ふ 如き もの i 一面に は 根強く 横 はって 居る 要求で あるから して • むげに 押し退けて 了 ふわけ に は 行かない。 、如何. N 

る國、 如何なる 時代に 於ても、 藝 術に 於け る 此の I 面 は 存在して 居る ので あるが、 た それ は 遊戯 奴樂 として この 藝術 であ 

る こと は 勿論で ある。 されば 返す.^ も眞 面目に 藝 術の 上に 努力して 行かう とする 人々 は、 此の 一 面に 魅せられて、 他の 一 

面た る眞 面目の 方面 を 忘れて はなるまい。 若し 眞藝術 を 取る と 云ったら， 云 ふまで もな く 人生の 爲め內 容の爲 めの 藝 術に 行 

かなくて はならない。 之れ は 少し 眞劍 になって 藝 術に 携 はる 經験を 持った 者の 必す 突き 當る 感じであって、 その 方で なけれ 

ば藝 術の 遣り甲斐 が^くな つて 了 ふ。 その 藝 術が 3 来なければ、 藝 術なん か大の 男が 眞 面目く さって 遣る i のない ものに 

必す 感じられて 来る。 

1 方の 道樂 主義と も 名 付くべき 藝術、 卽ち、 暇 細かい 技巧の 上の 末 を、 理窟 をつ けて 嘆賞して 滿足 する 遣り口 は、 それが 

全く 初心の 者の 道樂、 卽ち、 素人が 謠を 習ったり、 床屋の 主人が 俳！？ を 作ったり する 程度の もの か、 然ら ざれば すっと り 

拔 けて、 人生 問題 を 離れた 極く 閑散な 地位に 立った 者が、 碁で もない、 茶で もない、 と 云った やうな 態度で 味 ふ 一 種の 藝術 であ 

るから 、左様な ものが 決して 無用 だと も、 有る 可から ざる もの だと も 云 ふの ぢな いが、 生きた 人生に 痛切な 問題 を 持って 居る 

者に 取って は、 それで は滿 足して 作る こと も出來 なければ、 又 >  味 ふこと も出來 ない のが 事實 だと 思 ふ。 此の 道樂 主義の 邪 

道に 陷ら ない 覺 悟が、 今のところ 餘程 大事で ある。 折角 歩んで 來た 今迄の 意味 を、 然 うやす < と 無にして はならない。 

今 I つ、 矢張り 之れ と關 速して 住 目すべき 2?1K ふの は、 a 術と 我. C の實 生活のお g??g、 卽 ち、 公人 生活と か、 ？碱 
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近頃の 文 擅で 目に付く ことが 二つ ある。 新 文學と 呼ばれる ものが 勃與 して 以来、 I 方 は藝術 上の 技巧と 云 ふ 意味 を考 へて 

見る と、 凡そ 如何なる 藝 術であって も、 それが 成功した 藝術 である 限り、 技巧な くして 成立つ もので ない。 唯 それ を 味 ふ 時 

に當 つて、 內容を 最も 適切に 現 はす 手 s« としての 技巧と、 內容を 離れて 技巧 その物の 獨 立した 技巧と、 言ひ換 へれば 技巧 Q 

力で 技巧 を 忘れさせて 內容 その物 を 味 はせ る ものと、 技巧の 力で 益々 技巧 を 目立た せて、 寧ろ 內容を 忘れさせて 技巧 その物 

を 味 はせ る ものと、 此 二つが 藝 術の 歴史の 上に 絶えす 現 はれて 來る 二つの 反對 した 傾向であって、 問題 は 要するに 此の 二種 

の 味 ひの どちらが 望ましい と 云 ふこと に歸 する。 I 方に 從 ふと 內容で 技巧 を沒 して 了 ふので あるから、 內容は 則ち 生きた 人 

生 その物で あるの だから、 結局 人生の 昧ひを 观ふを 目的と する ものになる し、 I 方 は 技巧で 內 容を沒 して 了 ふので あろから 

結局 藝 その物 を 目的と する に 外なら ない。 I 時 新 文藝の 盛んにな つたに 連れて 技巧が 退けられ たと 云 ふの は、 要するに 後の 

意味の 技巧が 退けられて、 前の 意味の 技巧に 入った ので ある こと は 云 ふまで もない ので ある。 

それで、 我々 は 勿論、 所謂 人生の 爲 めの 藝 術に 更に 一歩 近づいて 來 たので あるから、 無論 之 を歡迎 して 居る の だが、 最近 
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自問 果たして 永く 純 粹な觀 照に のみ 留まって、 哲學宗 敎道德 の 給 論に 突入し ないで 居る ことが 出來 やう か •  ほ 

自答 それ を觀 照に 引き留める のが 卽藝 術で ある。 莨 人生で は それが I  困難になる • 固より 複 雜な藝 術に あって は * 出 t» 

は 自在で あるから、 或 時 は 観照から 出て 哲舉 にも 宗敎 にも さまよ ひ 入り、 また 還て 来て は 元の 俯 做して 觀照 すろ 態度に 房る •； 

自問 藝術は 何う いふ 方法で さやうな 力 を 有する か。  一 

自答 是れは 細かい 藝術論 だから 別に 論す る 方が よい •  .ノ，. ,」 

自問 では 藝 術で 人生の 俯瞰 觀 照に 停留し 得る とすれば、 結局 は 何う いふ 《t 二なる か。 

自答 藝術 上で 俯瞰と か觀 照と かい ぷの は， 單に 外面 を傍觀 する のでな く、 先方の 生命 そのものと 共通の 生命 を 自分 も 驚 一 

んで 見る i であるの は 勿論 だから、 結局 藝術內 の 人生 は、 之れ を觀る ものに 取って は、 絡え す M 途行 して 行く 生活で あ 一 

る。 永久に 遂行で あり 現在 及 過去であって， 未來 でない。 常に 定着した 現實 であって、 可能たり 理想た ろ を 許さない。 例へ 一 

ば 可能 や 理想 を 有する 人物が 描かれた としても • 共 可能 理想 はた 邸 接 村 料であって、 i に は、 其 人物が 此 等の もの を 想- 

像 するとい ふ點 までが 主體 である。 耍す るに 旣に現 はれた る、 又 現に あら はれつ. - ある 人生 は斯 くの 如しと いふ 氣持 であつ 一 

て . ^の 先 は 何う しゃう 斯うし やうと いふ 氣持 ではない。 「世の中 は 斯うした もの だ J 之れ も 人の 世の 姿お」 「是非 も te? いぢ や； 

ないか J おもしろ いぢ やない か」 とい ふの が爇 術の 氣 持で ある。 此の 氣持を 裏切りす る こと を 避けん が爲 め、 何等かの 形で 一 

藝術は 現 寅と 迎合 せざるを得ない。 現實 から 前に 出 でんと する 哲學、 宗敎、 道德藝 術が 光彩 を 失って、 永久の 現 實に留 らん 一 

とする 最も 多く 人心に 投 する 時代に あって は、 自已 人格の 自 覺的統 一 は當然 破れざる を 得ない。 現實の 不可避 性 か， 50 己の 一 

1 に及ぶまでの输を* 稿を更へて書かぅ。 (明： ewl 十三 年 七月)  一 

^  】 
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自問 藝術 について 言って 見ろ と、 元來 何の 爲に 世人 は藝 術を觀 るで あらう か • 

自答 此の方 面で は、 自己 を絕對 化せん ためと か、 生活 を 統一 調整せ ん爲 とかい ふこと は 殊に 意識 せられて 居ない • それ 

は あると しても 無意識の 底で 行 はれる。 これが 藝 術の 哲舉、 宗敎、 道德 等に 對 して 特異な 點 である。 それにに 勿 論理. a が あ 

る。 卽ち藝 術 は 本來、 人生の 俯瞰 岡で ある。 之れ を 作る もの は 俯瞰 鬮を 作る つもりで 作り、 之 を觀る もの は 俯瞰 ii を覩 るつ も 

りで 觀る。 然るに 哲攀、 宗敎 (髙義 道 德をも 含めて) は 人生 を 同じく 俯瞰 阖 的に 觀 ると 其に 1 そこに 止まって 未完 了で ある。 

此 等の もの は 俯瞰 II 的に 観た 人生の 中から、 明白に 意識して 統！ 調整 を 見出だし、 之れ によ 0^ て 未来の 人生 を 可能なら し 

める II 準 を 作らん とする。 俯瞰 ii 的に 見た 人生 は、 言 ふまで もな く、 旣に與 へられた る 着" 現實の 人生で あるが、 哲畢宗 

敎は 之れ から 更に 未來 時の 可能、 理想の 人生 を豫想 せんとす る。 薛化的 又は 抽出 的 作用 を 加へ て l>6t02nlnea を rogible に 移 

し Keal を S2a に 移し、 以て 次の 道 德的實 行が 更に 之れ を逆輸 して 第二義 界に寳 現せん とする の 基礎 を 立てん とする ので 

ある。 之れ が 立て 了って、 始めて 哲 舉宗敎 の 活動 は 完結す る。 藝術 活動に は 此の 意味での 完結がない。 完結 をつ け やうと す 

れば、 其の 結論と 見えろ ものみ 見出して、 抽出し、 調整し、 薛 化する 作業が 主と なる ために、 本の 活 きた 人生 そのもの は 何 

時 か 眼界から 去って 了 ふ。 本の 人生 圖 から 離れない 間が 藝術 である。 此の 點 から 言へ は.、 哲舉も i 一  1^ 敎も 前提に は藝術 境み 豫 

想して ゐ ると 見て 差 支ない。 玆で藝 術 境と は 勿論た 人生の 俯瞰 圖 的に 觀 ると いふ ことで ある。. 而 して 此の 俯瞰 圖. 的觀照 を， 

純粹 にし 且つ 永く それ を恣 にせん ため 藝 術と いふ^ 門の JS が 生じて 來 る， ； - .  … 

き已と分1«生$1^  0^ 
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の a: 面目な. i は、 すな はち 哲馨、 宗敎、 . 道德、 藝術 等の 第 1 篛 生活に 外なら ない。 .  . .. 

. 從 つて 斯うい ふ 場合に は、 概して 其の 的 生活 を 一 目に 取り扱 はう とする 事 それみ づ からが、 一 の專門 事業と なり、 其の 

材料た ろ 部分的 生活 は、 一 々みづ から 手 を 下して 營み 得すと も、 何等かの 方法で M し 得る ェ 風が 必要に なろ。 竹舉、 宗敎、 

藝 術せ  1^ が 一 種 特殊な 專鬥的 活動になる の は 此の 故に 外なら ない。 

其の 中で も、 在 來の言 葉を假 りて 言へば、 哲舉は 知識で 考察し、. 宗敎は 感情で 信仰 するとい ふ 風に， 同じ 全 的 生活 を 取り 

扱 ふに も 差別が ある。 藝術 はすな はち 全 的 生活 を 知情兩 面の 全體 活用で 觀照 すると. いふ やうな 取り扱 ひ 方で ある。. ，：. . 

自問 併し それ 等の 全 的 取り扱 ひが、 何う して 朝三暮四の 日常生活 を 助成す る だら うか。 

自答 此の 問題 は、 これ だけで 非常に is い 問題になる。 要するに 是れ によって 生活 を大觀 し、 調整し、 統 一 し、 以て 未來 

の 最も 善く 最も 安全な pssbultieB を 計 盡 す. る 土臺を 固め る もの と 見る の が 最も 穩當 である。 それ を 意識的に や る 場合 も あれ 

ば 無意識に やる 場合 も あるが、 結局 一 歷橫秀 な自已 又は 個人 格 を 造る 爲 である。 固より 幽微な 問題で あるから • 或は 造化が 

第一義 生活 を 我等に 與 へた 意味 はこん な 功利的な ものでなかった かも 知れぬ としても、 又事實 上人 生に 哲擧、 宗敎、 藝 術の 

あるた め、 第 一 一義 生活が どれ だけ 目に 見えて 進歩 を 助けられ たかは 檢べ 難い ことで あると しても、 鬼に 角斯 やうな 形跡の あ 

る こと は 否み 難いの みならす、 逆に、 我等の 生活が 複雜し * 矛盾し * 破壞 せられる やうな 艱難の 場合に 立つ と、 殆ど： ：ー つの 

機渴感 として 哲舉、 宗敎、 藝術 乃至 それにい 近 ものに 對 する 要求が 衷心から 起って 來る。 此 等の 事 實が私 等の 第一義 生活の 

効用 を 反面から 說 明して ゐ ると 謂って よい。 

之れ を 総括して ずへば、 ^ 一義的 生活 は あらゆる 意味に 於いて 自己 を 其の ま， -結對 化せん とする ものである。 、 ： . 


て考 ベる 腿り * 此の 恩 想が 土臺 になる の は當然 である * た し 今の所 * 自分 等が 達し 得る 結鼸は * 第 1 一義的 生活 を 人生 ©本 

位と は 思 ふが、 それ を 凡て だと は 思 ひ 得ない とい ふ 事で ある。 必す そこに 第 lis 生活が 人生の 重大な I 面と して 添って 來 

る。 それ は 第二義 的な 本位 生活の 助成 者と して 又は 完成 芋 段と して ある。 

自問 さう すると 例の 藝術、 哲學、 宗敎を 凡て 他の 政 洽實業 等の 直接な 生活 手段と 同種に 見る 誤謬に 墮し はしない か。 . 

臭 a 直接に 曰 常の 生活 を 組み立てる 活動 は苜は 1- 第二義 方面からの 助成 機關 である。 哲舉、 宗敎、 藝術 等の 諸 活動 は， 

第一義 方面から する 助成 機關 であるから 全然 行き方の 遠 ふ ものた る は 諭を須 たない。 前に 道 德の自 覺的統 I の 方面 を 言った 

の は、 此の 第一義 的 生活に 外ならぬ、 道德 もお のづ から 二方 面に 分かれる からで ある。 而 して 道 德の第 I 誇 方面 は、 資は 

哲舉 にも 宗敎 にもな り 得る。 上 來道德 の 此の方 面と して 取り扱つ たの は、 其の 紫 漠然として 哲舉宗 敎を砍 り 扱って ゐ たので 

ある， 人生の 根本 問題に 立ち入った 時 は 則ち 哲舉 宗敎の 問題で あつたの だ。 

自問 第 一 義的 活動と 第一 一 義的 活動と 行き方が 遠って ゐて 而も 相 待つ 所以 は • 

自答 此 等の 諸 活動が 相 助けて 生 を 組み立てる とはいへ、 組み立て るれ ろ 生 そのもの は^に 此 等の 手段 を 離れて 存 する 譯 

でない から、 結局 此等 諸種の 生活々 動の 連 緩した 流れが 卽ち 生で あろ。 た 5* 玆で第 一 一義的と 呼ぶ 種類の 活動 は 部分的 專 鬥 的 

に 其の 部面の み を 目標と して 進行す る。 周圍を 回顧す る 時 は、 直に 筋 一 義 的に 變 ぜんとす ろ 氣分を 生す る。 此の 周圍 回顧の 

態度が 展開して、 種々 な 生活々 動の 全面 を 眼中に 置かん とする に 至れば、 鼓に 始めて、 第 活動が 生す る。 大工が 建築. 

の 事を考 へて ゐ るの は 第二義 生活で、 建物の 中に 住む 人の 事 や、 近逯の 土地の 事 を考へ 始めれば • そこに 第一義 生活の 萠芽 

が あり 得ろ。 大工、 建物、 住人、 近逯の 事， 土地の 事と、 適 當な關 係 を 凡て 一幅 阖の 中に 纏めて、 考へ、 又は 打ち 眺めた 時 
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e: 時に 自分の 實行道 德は必 す しも 其の 自覺 的統 I によって 支配 せられて は 居ない • 

此の 二元的 分裂から 知識の 上に 懷疑を 生じ、 情の 上に 不滿： ^を感 する。 懷 疑は暫 らく 措いて、 道徳的 生活に 對 する 不滿足 

一とい ふ もの を 振り かへ り 見る と、 つまり 曰常實 行の 道德は 斯うして 生の 根本に 連なる 自覺 から 距 たると 共に、 それが 我等の 

心の底に 徹しない 表面的 生活に 墮 して 了 ふからで ある。 實行 道德の 世界 は 常に 此の 傾 をお する。 

自問 資 行が 箕 行と して 成就され て さへ 行けば、 自覺が 無から うが、 表面的で あらう が、 そんな 事 は道德 として 差 支ない 

ではない か • それに 對 する 不滿足 は 何故で あらう。 

自答 それが 卽ち 此の 問題の 最 底の 難 點 である。 人 は 何故に た 此の 營々 として 追つ かけて 行く 生活 だけで 滿足 すると 

限られて 居ない か。 J 方から 言へば 此の. 一 問題が やがて 藝術、 宗敎、 哲舉 とい ふ 如き^ I 義的 生活の 凡ての 起源 論で ある。 生 

きて 行く ことが 人 g の 凡て あるなら、 なぜ それに 最適 切な 朝三暮四の 第二義 的な 日常生活 だけで 粱が 足りぬ か。 事 實は前 

にも 官 つた 如く 此の 第一義 的 生活と 第二義 的 生活と 並存して、 多くの場合、 和合 しないの が 我々 の 現在 狀態 である。 此に於 

いて か 古 來の舉 者 等 も それとなく 此の 問題に 指 を 染めて、 或 者 は 第 一 義的 生活 を 本位に 立て、 是れ さへ 成就 すれば 第一 一義的 

な 日常 .M 際の 生活 は衰 へても 亡びても M はぬ と 曾 ふ。 併し それで は 人 Si の肉暖 が先づ 亡びて 了 ふ。 地上 を 離れて 神仙 ゃ枯禪 

の 生活 を豫？ - する やうに なって， 到底 我等の 今日の 思想と 調和す る もの ぢ やない。 又 或 者 は 第二義 的 生活 を 本位に して、 是 

れが 成り立つ 限り 第 一 義 S 生活な ど は 無くと も！！ はぬ とい ふ。 之れ は 管に 舉者 のみなら す、 I 般の寳 際 家と いふ ものが 世路 

の 初期の 狀 態で 多く 考 へる ことで ある。 哲舉 宗敎は 無くと も、 藝術は 無くと も、 朝 三 幕 四の 營 さへ あれば 人生 は 立派に 湾ん 

で 行く とい ふ。 我 の 見る 所 を 以てすれば、 此の 思想 は ； 面に 於いて 眞 理 である。 「生きる」 とい ふこと を 人生の 5£發 貼と 


他者の 上にまで 自己の 生 を 及ぼさう とする • 分置豐 富に 生きん が 爲には * 多曩 0 生活力 を 多様の. 變化. の卞に 蓄積し. 放散ず .f^. 

安易に 生きん が はに は * 生活力の 需給 を經濟 的に する。 凡て 此 等の 事を^ 大 I>ssibnity の狀 態に 持ち 來 たす のが 道 生活 

である • 

三 

自問 さや ラな 道德は 我等の- M 生活に 何ん な 結站を 生やる か • 

： 自答 玆 まで 极本的 解釋を 有する 道德は 主として 研究の 爲 の道德 であって * 實 行の 爲 の道德 でない • 從 て 日常 實 行の 際に 

は、 不ぉ 的に 斯うい ふ 自覺の S き 添 ふ 場合 も あるが、 又 【見 之れ と 矛盾した 理性 道 德の氣 持で やって-"; S る 時 も ある。 凡てが 

部分的、 斷片 的、 當座 的、 無統 一 的であって、 決して 根本に 自覺の 統一 を 荷す る道德 ではない？ 而も それで 不斷の 生活 は 差 

支な く 遂行 せられて 行く。 た 其の 當 面の 事に のみ 沒 頭して 明日の 爲に 計り 明年の 爲に 計る とい ふ 程度に 於いて は 道 德は軍 

に 常識的 諸 規律の 集りで も 用が 足りる。 

自問 けれども 期ん な 風に して 自己の 生にまで 自覺し 立った 道德 と、 自覺 のない ま、 の 斷片的 道 德とは 何う 調和す るか？ 

自答 此に 至って 我々 は 本論 中の 最深 問題の I つに 到 著す る。 道德の 二元的 分裂、 是が 正し >^ 現代人の 苦んで ゐる I 大懸 

案で ある • 自覺的 統一 の 有る 道德と 無い 道德、 I 方 は 思想の 上に 見 はれ、 一方 は 賢 行の 上に 見 はれる。 勿論 其の 自覺的 統一 

の 様式、 明白 さの 度 等 は 種々 であるが、 兎に角 此の 二 面 が 思慮 ある 人の 生活に 入って 多く 相 分離して 存 する. こと を 認める。 

現に 自分 とても 漠然ながら 【方に 此自覺 的統ニ が あると 思へば こそ、 それ を 上の やうな 自己 道德に 展開して 見た ので ある。 

IBEfc 分裂 生活  =11  二 
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. ろ ので ある。 けれども 論の 便利の ため 更に I 靜を加 へれば、 人 S1 の 絡； 欲に 极本 するとい つても よい。 絡對 欲の 發 現が fa 

大に」 とい ふ. 酪 である. - 

自問 筢對 欲と は 

ノ自答 時 問に 於いて 無^ 長で ありた く、  .S 間に 於いて 無限 魔で ありた く、 カ學に 於いて 無限 强で ありたい とい ふ 欲望で あ 

., る。 結局 あらゆる 制限 を 破って 唯 「絕對 となる まで 撋 大したい。 事 ^ に 於いて は 有 限界の 事で あるから、 I 歩々 々た 比較 

的に、 長 廣强な もの を < と 追うて 進む に過ぎないが、 其の 論理的 終局 は 絶 封の 長廣强 でなくて はならぬ。 此の 根本 欲が た 

しかに 人間に ある。 つまり あらゆる 意 妹で 凝 大鈒を 欲する 本性で ある。 

例へば 道德に 於いて 十 年の 計よりも 百年の 計 を 貴し とし、 百 人の 爲 よりも 千 人の 爲を贵 しとす る 思想 も， y こ： 源 づける こと 

が W 來る。 藝 術に 於いて、 我れ 斯く 判斷す 故に 人 も 凡て 斯く 利斷 すべき ものな りと いふ 主観的 批評. の 极據も 之お 求める こと 

が出來 る。 自已の 1 すと ころ 爲 さんと 欲する ところ は、 之れ を絶對 おに 傳へ、 絡 對廣に 及ぼし、 絡 對强の 力 あらしめ たいと 

いふ 根本 欲が さま.. t\ の 相對關 係に 變 形して 行 はれて & るので ある。 斯 やうな 意 昧で行 爲の絡 對化は 道 德の根 梃と なり、 生 

の筢對 化は藝 術の 极抵 となる。 

自問 而 して 強大に 生きん. とすると いふ 初の 問題に ^りたい。 

：自 答. 強大に 生きる と は、 曰 はく 成るべく 年齒 長く 生きん とする、 曰 はく 成るべく 範園廣 ぐ 生きん とする- 曰 はく 成る ベ 

く 分量 豊富に 生きん とする、 曰 はく 成るべく 安易に 生きん とする。 年齒 長く 生きん が爲に は、 肉體的 完全の 生存の 亡びた 時 

せめて 勢力 感化と して も 永 核したい と 思 ふ。 範 S 廣く 生きん が爲 にお 或は 和 協に よ to/ 威 は Eli によ to/- 威 は iae| によ .C 


s 物的 存在から 始めて、 心的 存在の 伴った 人間 生活に 至る までの、 侗者 存在の 狀態 をい ふので ある • 我等が 個人と し 

て 存在 するとい ふこと である。 而 して 是れが 我等の 直接に 箕 験し 確信し 得る 唯 I 最上の 存在 狀 態であって 「生きん とする .Hi 

は * 此の 現實な 存在 狀態を 維持し やうと する ことで ある。 

自問 もこで 如何に 生きん とする か 問題で ある。 

自答 此の 場 八： 「如何に」 とい ふ 疑問 形容詞に 對 して 十：： 來 の哲舉 者、 宗教家、 道德家 等が 最も 多く 與 へた 答 は、 前の 義務 道 

德の 例と 同じく 「神に 從 つて」 又は 「现 性に 從 つて」 とい ふので あった。 併し 事 K 此 等の 答 は 殆ど 徒 M である。 神 や 理性が 指示 

し 得る 所 は、 極めて 抽象的な 數ケ條 の 凡例 か、 然ら すん ば 極めて il な 斷片的 規則に 過ぎない。 是等は 却って 生きる の 形 

態が 人に より 場合に より 時代に よ つ て 無限に 變 化し 隨應す べき ものである， J と を 反 1^ した， J とになる。 「如何に」 の 問題 は遂 

に 神 や 理性に よって fi- の 生きた 解答 をも與 へられなかった。 

自問 こ i にも 生 そのもの 、中に 「如何に」 の 答 を 求められ はすまい か。 言 は ！ 種の 內含的 解決で ある • 

自答 內含的 解決の 道 は 唯 一 つ ある。 生 そのもの 、量の 上に 標準 を 求めて、 「如何に」 の 代りに 假 りに 「強大に」 とい ふ 言 紫 

を 置き かへ ろ。 「強大に 生きん とする」 といったら、 人生 は 何うな るで あらう か。 我 *c は此に 始めて 最も 適切な 現箕の isK に 

面して 來 ると 思 ふ。 

i 併し 其の 說 明に 入る 前に、 何故 我々 は 強大に 生きん とする かと 問 ふ ものが あったら、 何う する か， 

.S 之れ に對 して は 今 一 段 高く 言 紫 を 架しても よいが、 眞意は 之れ だけで も 行 止り と 見られる。 結局 是れ が內 含き 發の 

损源 的事實 なので ある。 「生きたい」 とい ふ 根源 的事赏 と 殆ど 伺義 語の やうに して 「強大に」 をい ふ 形容詞が 含まれて ゐ ると 具： 
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ショ ベン  <  ゥ エル の 命題で ある。 「生きん とする 意志」 この 以上 適切に 自己の 中核 を 言 ひ 現 はす 言 紫 は • まだ 何人に よっても 

發 見せられない。 I 切の 肉體 現象 は 直に 此の Will  to  Kve の# 相で あ.^、 一切の 思想 感情 は 此の 根本 動機の 所産で ある。 

併しながら 宇宙 間に 唯 I 霤の 「生きん とする 肅」 とい ふやうな ものが あるか 無い か。 斯う S て來 ると、 もはや 囊議 

になって 事資 の极抵 からすつ と 距離の あろ 問題になる。 我々 の 思議 辨證は 常に 相對 から 始まる。 玆 では 我等 はた.. 相對 多元 

の自己が赏存すると思ふ常識的信仰の事.|1^から出發すべきでぁる0 自らの經験が「生きんとする意志」を中心としで様々に變 

形した 行爲の 連接で ある こと を 切に 思 ふ のみでな く、 他人の 行爲 にも 同様の 類推 を 及ぼす ことが 出来る。 啻に 他人の みなら 

t 動物に も 植物に も、 石に も 水に も、 彼等が 個.^ 自々 に 生きん とすろ 意志 は 見 はれて ゐる。 

自問 自己が 多數對 立す ると 見る 限り は 衝突した 場合に 何う 解決が つぐ か。 

. S 自己が 若し 唯 I 筢對 であれば、 初めから 旣に それが 凡て あって、 他に 何等の 問題 も 起らない が、 多元と 見える の 

が少 くと も 一 面の 事寶 である 爲に、 玆 に道德 とい ふ 問題が 生じて 來る 。卽ち W の自 已に對 して 乙の 自己 は 如何に 處 すべき か、 

過去の 自己、 未来の 自己に 對 して 現在の 自已は 如何に 處 すべき かとい ふ 事で ある。 此の方 面から 言へば 道 德は又 自已が 他に 

對 する 對他關 係 だと 言っても 差 支 はない。 けれども 是れが やがて 前に も； W つた 如く * 自 u が 如何に 生くべき かとい ふ 問題に 

外なら ない。 生きん. とする、 併しながら 如何に 生きん とする か。 之れ に 解決の 待 は ある。 

一一 

自問 「我れ 爲 さん， と 欲す. 2. 我れ 生きん とす」 にまで 展闞 したの はよ いが、 先づ 其の 「生きる」 と は 何 をい ふい。 


に 交 漆させる ひが それでみ る。 

自問 では 先づ斯 やうな 道 I- の 2: 容 如何。 我々 は寳際 如何なる 方式で 此の 交渉 を 成立た せて ゐ るか， 

自答 此の 點は 大體 前の 「我れ 爲 さんと 欲す」 と 「我れ 爲 さに るべ からす」 との 封 照 で^めら れる。 「爲さ e るべ からす」 が 道 

德. た AI いふ^に 取って は、 斯 やうに 我れ を强 ひる 者が、 我 以上の 權カ 者と して 必す何 所 かに、 存在 するとい ふ假 定を耍 する 

こと 言 を 待たない。 最後の 支配 權は我 以外に 移って 了 ふ • 然るに 我等 はも はや 斯 やうな 道 德に 疲れて 了った。 自己 以外に 對 

象 を 求める 道 德.： 一 K 敎では 到底 今の 我々 の 根本 疑 を 解く 力 はない。 

今の 時で にあって は、 事賓、 宗教で も道德 でも、 共の 奥に 自由に 大膽に 自己の 火を點 する こと を 許されて、 始めて 生氣カ 

動いて 來る 

4? れ ども 自己の 火を骷 すると、 同時に， 古 來の宗 敎道德 は 多く 色を變 へて 了 ふ。 如何と なれば • 此 等の もの は、 凡て 自己 を 

»3し|?13 を 殺す の を 其の 耍旨 として ゐ.^ からで ある。 

斯うして 非 自己の 宗教 道德が 色を變 へた 後に は、 宗敎は 意義 を！！ じて、 信仰し 祟拜 する よりも 寧ろ 媒 想し 眛索 する ものに 

なり、 道德は 義務で なくして 欲望になる。 自己 を 瞑想し 味 索す る 宗教と 自己の 欲望から 生す る道德 とが 今お の 心に 取って 最 

も签 厳の 無い ものであって、 他 はみ な 死 鼓で あ 力、 假托 である。 

s 問 售已と は 何で あら- プ か。 

自答 自己と は 常識で は 一個の 肉體の 事で ある 。併し 少しべ 立ち入って 考 へる もの は、 肉 體が藏 すももろ くの 思想 感情 

乃至 これらり も 0、 統一 點 かち 假定 した 靈 魂と いふ ゃラな もの を 自己の 本體 だとい ふ。 こ A で 今 さらの や $ に 思 ひ 出す の は 

. 自已と 分 a 生 街  -rr 


.X 傷 嫁 


自己と 分裂 生活 
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關係 である。 if  Ha 併し 拔本 I ろ對已 

o^un 又 g れ 如何に 生くべき お Igi である. 更 f へば •  I 

I .  f  I にし . I .  I に if る 。 lil する 二 大頻向 

uu:;^l:Iuq す If  H I  f  。か t き に 移 らんと す if 何れにしても 文 I 

未来 時 を f 時に 移す 鍾.. i である。 旣 f 可能に 交涉 4、 現 fig" おさせ、 現 寒 II  、u 


o 

維 か 石 井柏亭 君で あつたか、 何 かの 新聞に、 日本 蹇洋 直の 刖は、 美術 擧校 でも K して 好から うと 云， ふ說 があった やうに 

記憶して ゐ るが、 僕 なぞ も 然ぅ思 ふ。 

先達て 半折 畫の展 鷲會が 開かれた さう であった が 實際何 ラ云ふ 風であった か、 僕 は 見る ことが 出來 なかった から 知らない 

けれども、 之れ から 先の liS 家 養成 は、 願く ば 從來の 弟子入り 風の 敎 育に のみ 偏し ないで、， その 先づぎ 歩と して、 日本 蟹洋 

整な ど V 云 ふば W 刖を 全く 廢 して 了って、 日本 螯家 でもなければ 西洋 蹵家 でもない と 云った やうな 精神で 遣って. 貰 ひたい。， 

いや 俺 は 日本 黉を 遣る。 日本 畫の 中で も W 條派狩 野 派 だと 云の たや. ブに、 初めから 流派 を 定めて 稽古す るから、 從 つて 外 

の 方 はおろ そかになる。 おろそかになる ばかりでなく、 全で 知らないと 云った やうな 弊に 陷る。 或： る 意味より • 藝術は 熟練 

I すると 云った 點 から I かも 知れない が、 それ は 小 局部であって 其の 根本 は I 派で も、 狩 野 派で も、 I 人 自らで も 

なければ ならぬ。 流派 や 型に 依る こと は、 打ち 壌して 了 ふの が、 今の 螯界に 極めて 必要な ことで ある。 

洋螯の 方も问 じこと であって、 敎 育す ろに は 一派 一流、 甚だしき は 一人の 手法で 固め 付けて 了 はないで、 少 くも 擧校を 出 

る 頃 くらね まで は、 あらゆる 方面に 行かれる やうに、 自由に 敎！ して、 共の 上 其の後 者の 自發の 傾向な り、 流派な りで、 本 

來の洋 蜜に 行かう が、 日本^に， 行かう が、 更に その 中の 何. 佌に 行かう が、 又 全く 何 派に も屬 せざる 自己の 一 流 を 作り出さ ラ 

が、 それ は 全く 自由で あると 云 ふ 風に 敎育 して 行って 賀 ひたい もの だと 思 ふ。， 然うして 行ったならば、 終畫界 の氣運 も、 も 

つと 動いて 來 はしない かと はれる。 僕 は それな 朗 待して 居る。 (明； IB 四十 111 年 五月 談 se 笨 S) 

：秦 

一， 1:;^  . 最ぉ Q  sit  i 
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は解釋 する。 決して、 外形の 精細な 描寫に 於て 遺憾な からしむ る爲 めで はない と考 へる o 唯、 返す ぐ も間逮 ひの ないや $ 

に 注意せ ねばなら 5 こと は、 それで は 外形 は 如何に 靈 しても まから、 さへ 迫れば 好い かと 一 1H と * それで は、 自 

然 主義 も、 理想主義 も、 空想 主義も^ 同じと ころに 行って 了 ふ。 

斯様な 內 If 11 元 的に 見. jiS で、 直ちに くっ付けて その 霞 成 現 f 何等かの 方法で 取り入れる、 それが ネチ ユラ リ 

ズムの 根本な ので あき。 舊蓦、 死鑒 に對 して は 自然； 命に 徹底 せんと 欲し、 置囊、 窘 囊に對 して は、 現實 

に 執著 せん， -ー する、 此の 一 一面に 相錯踪 すると ころが 自然主義 である。 

然 らば、 自然の 生命と は 何ぞ。 現 箕とは 何ぞ。 と 云 ふところまで 必 らす來 たらねば ならぬ。 其處へ 到る と、 更に 第二 段の 

解釋が * さ *^.\な 評論家に 依って、 さま，^に|1論されて然るべきだと思ふ。 

〇 

自然主義に a? する 論爭 も、 實は、 自然主義と 云 ふ 名が、 あまり 看板の 奪 ひ <i 口 ひの やうに なって 不愉快に もな つたし * 又此 

の 名 は 世間から いろ < 誤解 もされ • わざ は ひもされ て來 た。 文藝の 上で 之れ くらね 迷惑 を 蒙った もの はない。 こんな 名な 

ど は 何う でも 好い の だ。 

-.. 僕ぶ ぞ tt:、 最早 ゃ文藝 上の 自然主義の 議論 なぞ をす る こと は 好まない。 評論 は {且 しく 各自の 議論 を 止めて、 去年 あ.？：， 開 

きか、 つた 人生 問題の 上に、 もっと 深く 突き進んで 貰 ひたい。 寧ろ、 自然 主義 のどん な もの だと 云 ふやうな 問題 は、 作者が 

その 作物の 上で 說 明して くれさ、 それが li 構 だと 思 ふ 0 藝術 上に 於け る 各 |爭の 時代 は f そろく 通過しても 好 

vtt ないかと、 is 考 へて 居る • 


ない。 だから、 此の 旣成 現實を 一歩 も 外に 路み 出す こと は 許されない。 然し * 眞の 自然、 活 きた 自然と 1H ふ 精神な 含んで 居 

る 限り は旣 成現實 が？ なる 死 寫資で 以て 盡 される もので ない こと は 云 ふを俟 たぬ。 

幾度び 手段 を變 へて 見ても、 寫眞の 種板 を 以て 全 自然 を jisi し 取った と は 言へ ない ので ある。 而 して、 所謂 死寫 實は寫 as 

に 近づかん とする ものであるから、 之れ では 徹底的 精神の 達せられ やう 道理がない。 何處に 何等かの 寫眞 以上の 方法が なけ 

れ ばなら ぬ。 

斯う 考 へて 来る ところに、 始めて 印象派 描寫 とか、 その他 何とか まふ 方法が 起って 來 るので あって、 要するに 問題 は 如何 

にして 眞 自然、 活 自然に 徹底すべき かと 云 ふこと でなければ ならぬ。 現に 僕 は、 二三 年 前に 書いた 文藝 上の 自然主義の 論の 

中に も、 その やうな 解 釋のニ 一 二の 例まで も歐羅 巴の 舉 者の 說を 引いて 居た くらわで、 自然主義の 徹底的 意義と 云 ふこと は、 

外形的 寫赏と 云 ふ 手段の 徹底の 意味で は、 決してない。 若し 然ぅ であるならば、 此の 精神の 結果と して、 寧ろ 外形的 寫實以 

外に 出で ゃラ とする 印象的 描寫 など は 矛盾であって、 當然の 結 架で はなくな つて 了 ふ。 

之れ を 要するに、 舊來の 所謂 寫實と 云 ふ もの は、 自然の 外形的 模倣に 陷 つた。 その 弊 を 避けん が爲 めに、 或る 者 は 同じ 外 

形 的 寫箕を 遣っても、 何等かの 方法に て、 斯様な 舊來の 死寫實 以外に， 自然の 生命 その物 を も 併せ 捉 へた。 卽ち、 生きた 寫 

實を 遣らう として、 又 或る 者 はい 寫實 は寫簧 でも、 舊來の 寫實と はまる で逮 つた 方法で、 例へば、 印象的と 云った ゃラな 特殊 

醣 

の 寫實を 遣って、 同じく 此の 自然の 生命に 到達す ると 云 ふ 目的 を 遂げよう とする。 最ぅ 一 度 言 ひ換 へれば、 自然の 外形 模寫 

が、 生命 ある 自然の 全圓を その 儘 作り出す が卽 ち、 自然の 外形に 止まる か、 自然 その物に 返る か、 之れ が 舊寫簧 と、 その 中 

から 脫 化した ネチ ユラ リズムとの 根本 相 遠であって、 徹底と は K に 此の 生命 ある 自然に 達せん とする 意義に 外ならぬと 我 *c 

最 sels 爆  mm 
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最近の 問題  . 一 

片山 孤村 氏が 此程 朝日 新 S の文藝 欄に、 僕の 自然主義と 云 ふ もの &解釋 に 就て 論ぜられた • 僕 は 其の 下の 方し か 見ない の. 

だが， 議論の 主意 は 之れ にある らしい から、 それに 依って 些 つと 話して 見る。 

要するに 孤村 氏の 自然主義に 對 する 解 釋は、 自然主義の 內容と 云 ふよりも、 その 外形的 方面に 重き を 置いた ものである • 

卽ち、 僕の 謂 ふ IB 然 主義に 徹底す ると 云 ふこと を、 藝 術の 技巧 上の 手段の やうに 解釋 して 居る。 よして、 ホルツの 徹民 自然 

主義な ど 引用して 居る が、 此處に は 其の 參考書 もない から • それ は拔 きにして 云 ふ。 

僕等の解釋から！l^ふと、 同じく 自然主義に 徹底す ると 云って 差 支へ ない の だけれ ども 外形的 寫實と 云った やうな 方法 手段 

を、 何 f でも 徹底させる と 云 ふ 意味で はない。 寧ろ、 おきた 自然、 又は §1 に 徹底した いと 云 ふこと が、 a 

だと 思 ふ。 然 うなる と、 問題 は自づ から、 活 自然- 腐 自然と は どんな もので あるかと 云 ふこと に 到^して 來る。 

それが、 さま， 《\ な 評論家に 依って、 いろくな 解釋 をつ けられる 點 であると 思 ふ • けれども. 同時に、 自然と まふ 言葉 

.^鷹向 にかぶ つて 云 ふ 以上 は、 それが 1® に 於て、 造化 與へ jIH もの して f  AJ と は 1K ふまで. * 


に は 苦、.^ の つた 赛と i: 感 する 老牧 飾の 役は演 りよい 役 丈に 先づ 一通りの 败來 では 4^ るが、 時事の 評 家、 靱 日の 富 村 

氏な どもい つて 居られる 様に 最後の 幕で 當然 同感 を 求むべき 答の 老 牧師の 科白が 一 々嘲弄の 目的物と な 一般の 見物に も 

却て そこが 失って ゐる 様で ある。 作者の、 王 意 は 何れで あるか 知らないが 一寸 妙な 感じが した a 

斯うい つて 來 ると 前に 一； ムっ た^子の 役な ども あれ 程 困難な 役 だけに 不出來 なの も 女形と して は 無理 もない 事で 其 苦心に 對 

して は 寧ろ 敬意 を拂 はねば なるまい。 之に 付けても 眞 の 女優 養成の 必要 は 目隨の 間に 迫って ゐる if が 思 はれる • 

最後に あれ だけの 難 かしい 脚本と、 謂 は 5- 築り 勢の 役者と を 擁して あれ 丈に 形 をつ けて 統一 した 舞臺を 見せて 吳れ た舞臺 

監督の 土 肥 春^ 氏に 對 して は 我等に 於け る 指揮者 以上の 苦心と して 最大の 感謝 を拂 はねば ならぬ。 あの 通り 計り 廣 くて 奥 Q 

淺ぃ 東京 座の 舞臺 では あり、 原作 も 何方 かとい へば 知的に 過ぎた 重苦しい 者で ぁリ、 當 然しん みり すべき 場面に も何處 とな 

くが さついて 情 脚に 足りない 所 はあった が 多くの 新 脚本の 初演に 見る 様な 淺ぃ 燥いた 者に ならす、 そこに 幾分 かの 潤 ひ を 見 

出す ことが 出來 たら 其 功は當 然舞臺 監督に 歸 せねば ならぬ。 (明： 十 H 年 五月 谈話孿 


威 を a 暴 
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例の ない 好 脚本で あると いってよ いが 欲 をい へば 作者に 註文 じたい 事が い.^,^ 4^ る • 餘 へば 序幕な 少し 緊縮す ると か、 二 

幕 目の前 半 を 最後 は 婦人が 七 八分目の 所で あまり 見物の 頭の 負擄が 重くなる ので 一寸 だれる、 あれ を 少し 引 蹄め る 工夫 を爲 

ると か、 一二 幕 目の 殊に 最後の 幕 切の 邊で餘 り 智識 I 方に 突 込み 過 ざた 結果 人情 的の 味 舞 1^ 的の 味が 散逸した の を 取 返して 心 

持圆み をつ ける とか、 殊に 劇中で I 番 肝腎な 翰 子の 臺詞 が六ケ 敷し いだけ 動 もす ると 若い 女の 言 紫に なり 切らない、 真に 今 

I  lis の 洗練 を 加 へ ると か、 耍す るに 作者が 今度の 舞臺 上の 經驗 を土臺 にして あの 作に 1 1^ の 篩 を かけ 役者の 不馴の 故 も あら 

うが、 あれ だけの 演 伎に 五 時間 は 長過ぎる と 思 ふから 此次 やる 時 は 三時 間 乃至 四時 間で 演了 する 様に 緊縮して 欲しい もので 

ある。 兎に €J 今後 何回 か 舞 臺へ躐 けて 見て 作者 も 十分 經驗を 積んだ 上で 工夫 をす る 餘地は 十分 あるで あらう • 難 をい へば an 

句な り哲擧 なり 議論な りが 詰 込まり 過ぎて ぎしく 動きの 取れぬ 感が ある。 もう 少し ふわりとした 空 氣の やうな 風の 様な 要 

素が 加 はった ならばと 思 ふ。 あれで は 如何にも 優しみ を缺 いて ゐ ろ。， 併し 之 は 作の 根本に 横 はる 問題で 之 を 動せば 或は 作者 

本來の 主意 を複す 事になる かも 知れぬ ので あるから、 之 は 軍に 一片の 批評と して茛 ふ^で ある • 

役者の 上で は  一^ 肝腎な 鞠 子が どうも 物に なって ゐ ない、 殊に 東京の 女舉生 言葉の 中に 上方 靴の 交るな ど は藝術 家と して 

甚だしい 打壞 しで ある。 顔の作り にも 一段の 工夫が 耍 らう。 全體に 於いて 原作の 性格 を發 揮す る 事に あせった 結果 如何にも 

動きが 劇しく 目まぐるしい 感じが ある。 それに 愛 ひ 顔な ので 動作の 上 務めて 快活 を裝 はう とする 丈 自然な 味に 乏しくなる • 

左れば どうしても 西洋の 女の 様な 眼の 大きい 活々 とした 表情の ある 女優で なければ 海の 女と いふ 註文に 嵌らぬ ので あらう • 

潮 金平の 役な ども もっと 新 俳優の 臭味 をぬ いて 同時に 今少し 落着いて しんみりした 味 を 見せたら 役 も 大きくなら うが、 あれ 

では 少し 當て氣 味に 過ぎる 樣だ。 牧師の.！ 君 はな か/ \の3 來 であって 牧師の 藤 原 も六ケ 敷い 大 K 悶の役 だけ あれ 丈に やる 


東京 座 の 新 社會劇 を觀る 

東京 座の 新 社會判 牧師の 家」 は 四日 目に 早稻田 有志の 見 連に 加 はって 見物した が、 概驟 Q 上で は豫期 以上 Qm 来であった 

と 思った。 「牧師の 家」 の 上場と いふ こと は 去 冬の 自由 劇場 以後 我剡 擅に よって 最重耍 な 11 或 意味で は イブセン 刺 試 « とい 

ふ 事 以上に 深い 意味な 有った 出来事と いって 差 支ない， 本來 ならば これ 程の 事件が 剌搜に 起った ので あるから 剌界は 勿論 一 

般 思想界の 上に も必す 一問 題 惹起さなくて はならぬ 害で あろのに 今に 夫 程の 反響の 起らぬ とい ふの は 我 國に髙 級の 觀劇 家の 

數が 極めて 少く 一 般觀劇 眼の 水平線が その 作の 意味 を すら 十分に 理解し 得ざる 程 低い 所に ある 爲と思 はれる。 

舞臺の 上の 出 來榮に 就て いへば 無論 未だ 成功の 域に 達した 者で はなぐ これと いって 從來の 新 俳優の 科白 以上に 拔 出た 特異 

な點も 認められぬ。 殊に 俳優が 烏 合の 衆で 各自 別 * な舞臺 上の 經臉を 持って ゐる 人達で ある 爲め 新： 翁 俳優の いろくな いや 

な 型が 雜 然として 露 はされ てね るの 觀 がないで もない が、 全體 として あれ 丈に 舞 臺の統 一 調和が 出來 たの は 各自 一 生 懸命に 

a; 面 HI に演 つて ゐる爲 であら， CS  。兎に角 知 劇 思想劇と しての 原作の 本色 は 可成に 發 揮され て 相 當の効 架 を牧め 得た と 思った 

-h^ に S 本に 就て い へ ば 脚本で 讀んだ 時より は 舞 W の 上に 觀て かに 效果 があった • 舞憙 上の ものと して は 先づ我 縛に 從來 

東京 iKc 新 社 會劇を S る  =，* 
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も 各方 面の ffir か * 自己の a: 吾に 立脚して、 振 張 一恭すべき ときで ある • 作 さへ 出て 來れ は， 議論 は 2st の 前に § する- 

筆者み. づ からが 評者と しての 現在の 立場から 言へば • 藝術觀 は 無論 現箕 派の 方に 頻く。 數 前まで は 寧ろ 超 現 Is^ に 好み 

を 持って ゐ たのが、 此の 三 四年來 さう 思 はれ なくなつ たので ある。 現實 不可避の 力と いふ 保！^ がしつ かりして 居な け ば、 

到底 自己に 徹 へて 來る饗 は 深切 性 を も 永 緝性を も 有し 得な 5 と 思 はれて 來た <• 以上の 文 擅 觀戰記 は 此の 立場から 窨ぃ たも 0 

である。 

更に 想 ふに 現實と は何ぞ や、 自己と は何ぞ や。 昨年来の 評 壇に は 此の 論が 粉 然として 起った に 拘らす 箪者は 終に 胸底の 一 

句 を 何人に よっても 言 ひ 漏され たやうな 感が ある- 五月 の雜 誌の 爲 めに 「自己と 現 黄」 に關 する 一 論 を 寄いて 如上の S 據に 

I 歩 を 進めたい と 者へ てゐ る。 (SH 四十 コ 一年 三月) 


^日本の 自然 p 中、 む 問き ひ 一 として 爭 ふ地點 であな C と は、 ：t を 待たない * 然るに 敵 は 知らぬ顔で 先づ 此の 地 を 占領し 

ようとして ゐ る。 一種 狡 猜の戰 略と 評して よい。 作品 そのもの- - 上に 不徹底 不充實 の 現箕、 すな はち 死 寫實と 閑寫實 の 作 は 

勿論 ある。 けれども それ は？^ に 作物の 出来不出来と いふに 過ぎない。 凡そ 今の 小說 脚本に 筆 を 染める 自然 派の 作者で、 其 Q 

描く 現 實は徹 へす ともよい、 等閑で も 構 はない など > "いふ 主義の もの は 一 人 も あるまい。 是れ は戰に はならぬ。 假 りに 此の 

種の 非 自然 派 論者 を 善く 戰ふ ものと すれば、 同時に 彼等 は 自然 派の 軍門に 降って ゐる ことになる。 現在の 途を 歩む 限り、 是 

れが むしろ 彼等の 正當の 運命で ある。 殊に 彼等の 中で も 最も 精鋭なる 部面が 此の方 角に あるの は、 注意すべき 現象で ある • 

彼等 はま だ 其の 鑑識に 於ても 製作に 於いても * 自ら こ 6 隱れ たる 運命 を 裏切りして ゐ る。 一 * 固有名詞 を擧 るまで も 無から 

う。 但し 其の 容氣に 逸る 結 菜が 何 ラかは 知らぬ が、 たまに 調子の 狂 ふこと も ある。 殊更に 徹底 味、 充資 味の 無い 作 を 列擧し 

て、 此の だし も 他の 自然 派の 作より は貌 等の 现 想に 近い やうな こと をい ふ。 此點は 異を顯 はすに 急に して * 却て 自家 

撩着 とな. .り、 - 自殺と なる ので ある。  - -; 

藍し 眞の敏 線 は、 何としても 現 .M とい ふ ~ 命題に 歸 する。 露 機、 生命、 第 一 篛、 最深 意識の 一 境に 覺 到し 徹底 するとい ふ 

こと は、 藝術そ もく の 約束で ある。 た 甲 は 日常 經驗の 避け 難い 現 實みづ からの 中に 最深 意識 を 併せ 生ぜし めんと し • 乙 

は 此の 最深 意識 (出來 得べ くんば 單に それの み) を；^ はんがた めに 却って 現實を 邪魔と し、 避け 難き 現 賢と いふ 感を脫 して 

想の 世界から 此の 境に 到らう とする 。耍 する にあら ゆる 意味に 於て 現 實を棄 て 得ざる 一派と、 それ を 弊履の 如く 棄て i 顧み 

ない 一派と、 藝術戰 上の 對陣は 結局 この 二つに 分かれて 始めて 旗 機が 鮮明になる。 而 して 此の 戰は言 ふ 迄 もな く 資力 ある 作 

品で 最も 有力なる に 勝敗 を 決せられる であらう。 或は. S 者 を 混じた やうな 立場に 行って 見る もの も あり 得よ ラ。 何れに して 

束 缠觏驄 S  fU4* 
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的 議論から 見ても、 まさかに 上の やうな 戰 略で 追 ひ 詰められる ほど 馬鹿. <t  しい もので も 無 さ i うだ。 議論の 上で は 或は 

も 知らない. ものが 惑 はされ て はならぬ とい ふので、 防ぎ 矢の 1 1 筋 や 一 二 筋 は 射返す もの も あらう。 併しながら 作の 上な どで は 

是れぢ や 全く 何等の 痛痒 を も 感じまい。 花 袋 君の 作 を 持って来ても、 藤 村 君の 作 を 持って来ても、 白鳥 君の を 持って 來て も， 

秋聲 君の を 持って 來て も. 斯んな 所 は 出發の 初めから 通り越して ゐる。 衝 くべき 急所 は そこで は 無い。 

,, イギリスの 評論 物 や 二三 哲舉 者の 書物な ど、 往々 ネチ ユラ リズム 卽 リアリズムで、 其の ？ァ リズムと は舊來 の寫實 主義、 

すな はち 見た. ま \ を 隅から隅まで 列擧 して 行く 奮 派の 寫實 富の やうな 死寫實 だと 解して ゐる のが ある。 けれ 共、. 是れは 勿論 

飛んでも 無い 間遠 ひで ある。 ネチ ユラ リズムの 何の 邊 でも、 そんな 所から は遙 にも 潛り拔 けて 來 たもの なので ある。 そ も そ 

. も 舊來の リアリズムから ネチ ユラ リズムが 脫 化して 來た。 其 ヴ エリ ー、 リ 1 ズンを 知って ゐる 限り、 自然 派 t 元の. 死 寫實に 

押し込まう など > -は假 りに も 出来ない 譯 でない か。 それ を强て やらう とする のが 戦略なら * それ は 拙い • 又 同じ 緩き 合 ひで 

ネチ ユラ リズ. 4 が ィムプ レツ シ ョ -ース チック だの、 n ンセク H ンテ だのと いふ 形容詞 を 冠ら せられる ことにな つた 。唯 其れ だけ 

考へ て も、 現實 とい ふこと がさう 簡單に 外面 的と いふ 陷 詳に 突き IJ^ される 譯の もので 無い こと は 明白 だ。 

耍す るに 現簧卽 外面 的 だの、 客觀卽 tb^ 實 だのと いふ ことで、 今の ネチ ユラ リズム を 攻め やうと する 者 は、 先づ 此の 派 勃 

與以來 の 重なる 作物と 評論と を 請み 直す 必要が ある。 假 りに 此 等の ものが、 こんな 興味 や 解 釋で讀 まれて 居た とすれば 驚く 

べき AJ とで ある。 斯、 へて 來 ると、 比の 戰略は 立て直す 必要が ある。 

更に 此 等の 所謂 非 自然 派が 自ら 守る もの は 何で あるかと 見れば、 是れ はまた 殆ど 自ら 築く ベ き 地歩 を すら 見 W して ゐ ない 

趣で ある • 彼等の 或 者 は 却て 自然 派の 砦に 其の 陣.^ 立て や、？ vt てゐる • 現實觀 照の 充箕 とか 徹底と かいふ こと は 少なく と 


近頃 自然 派が 第二の 試練に 逢 ふ有樣 となった の は 面 in い * 當初^ 背後から 頻りに 石 を 投げて 試された。 モれが 今度 « 前方 

から 試される 形と なった。 實際 試す ものが 前方に 居る ので あるか 否か は 分からな いが、 少なくとも. § はさう 整 言して、 し 

き. 自然 派に 廻って 居る。 中には 初め 背後に 居た 者まで が、 したり 3^ で 其の 連中に 加って ゐ るの も ある さ、？ なると 自然 

派 は 腹背に 敵 を 受ける 譯 であるから、 戰ひ 振りが おもしろい。 

敵の 戰赂 によると、 自然 派と いふ もの を、 現箕 とい ふこと から、 外面 的と いふ ことに 追 ひ 込み、 客観的と いふ ことかち 死 

寫 M とい ぷ *J とに 追 ひ 込み、 是れが 自然 派の 精髓 だ、 それから^れば 週れ るの だと 言 ひ 張って、 こ V で 止め を 橺さラ とする。 

是が 彼等の 攻^ を 取ろ 時の 態度ら しい。 先 づ此點 から 批評 レて 見る。 

元來 自然 派と いふ 名が 樣々 の 概念 を 包括して ゐる t と は 言 ふまで も 無. s。 之れ は 日本に 限った 譯で なく、 • 西洋で も 十 人の 

Igi 論 家が 此の 語 を S ゐれば 殆ど 十 色の 概念に 定義 せられる 0 

承チ 4 ラ 《- ズム とい ふ 語に 定義の 統 I は 全く 無い。 けれども、 今の 日本の 自然 派と いふ もの は、 代表的 作物から 見ても 代表 


文舊 6  •  一二 養 

あれ だけお を 借お て來 たと 云 ふ 事 は * あの 彫刻の 弱點 である • 若し 純白の ま- -で山 か.^ た 男と S ふ 感じ を £1 に 現 はした 

ならば、 接  一 H5 大膽 であったら うに、 惜しい 事に は • 愁ひ 着色した ばかりで I 分の 弱味 を 加へ た • (明^ 四 十三 年 15R 話笨 _s 


は • 其の 結输が 如何に 自 la に 不利益で も、 そんな 事 は 問 ふ 限りで ない， 飽くまで is 目に 改 むべき は 改め， 論すべき は 奪 

ねばならぬ さもないと 折角 直言して 吳れた 人の 志が 無に なり • 且つ は 評論家の 方で も、 思 ひ 切った 事が S へなくなる。 要す 

るに 今時の 時文 評 は、 結論 む 以前に、 先づ 其の 動機 を謓 む？ r か 必要で ある。 

早稻 田の 漢籍 國宇 解题、 富山房の 漢文 大系な どが^ん に寶れ ると 1K ふので， 直ちに 漢字の 復 與を稱 へたり • 時事 f の fd 

Is おの が 最高 點を 占めて ゐ たの を 見て、 K ちに 現代 日本の 精 祌界は 矢^ 儒敎 によって 根本の 命脈 をつな いで ゐる ， 

とやう に、 夢想す る 中 ほど 馬鹿 氣 切った もの はない。 何 所へ 行っても 骨董品の 尊重せられ ない 家 はない 如く、 如何なる 國 . 

民と 雖も、 骨董 的 精神に よって 古い 學問 古い 喾物を 有り難が るの は當然 である。 家に 祖先の 着た 甲胄が 第一の 重寶 として 秘 

. 蔵せられ てゐ るから とて、 其れが 直ちに 其の 家の 主人の 精神 や 行動の 武士道 的で ある 證據と は 1K へやう 譯 がない • 漢擧は 古 

學 として 專門 家の 手に 研究 せらるべく、 論語 は 過去の 法典と して 貴ばれ、 且つ 時々 の 參考ゃ 思 出に 讀ま るべき 物で、 その 以 

外 我 國精祌 #•  か 其れ 等に よって 左右 せられて ゐ ると 云 ふが 如き 理由 も 傾向 も 更にない ので ある • 偶々 一時の 骨董 的 趣味の 發 

現な 兑て、 古 精神の 復與 などと 騷 ざま はる 人の 氣が 知れぬ • 

昨秋の 文部省 展紫會 に 出た 朝 倉 文 夫君の 彫刻 『山から 來た 男』 は， 審资 でも 入賞した やう だが、 我楚も 其れに 不同意 はない . 

が、 あの 彫刻 は 土色 を 塗って 汚して ある 0 是れ はやが て！！ 5 色の 第一 歩で 着色 そのものが 強ち 非難すべき であると は 言 はない 

が， 同じぐ 色彩 を 用 ゆるならば 更に 度 を 加 へ、 ギリシャ の 昔に あつたと 云 ふ 如き 着 まで 進んでも 理窟 は 词 じ- ん& らう， 

最近 所 s  i 
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最近 所感  ， 

此 頃の 時文 評の 調子 を： るに、 何 はさて 措き 先づ第 f に 痛快な 事 を 一 K はねば 歡迎 されぬ と 云った 風が ある。 之れ も 神經が 

鋭敏 過ぎる とか、 或は 遍^す ぎる 時代精神の 反響で あるから 別に 不思議 はない が、 斯 かる 世に ありて 最も：^ 介な の は、 共 痛 

快 を 悉く 箇 人的 感情の 動機から 割出して 來る楚 である。 今後 新しく 出て 來る 人々 は將來 共隨分 時文 評に よって 刺戟 せられる 

泰も 多から、？ が、 其の 場合 覺 悟して おくべき は、 評論 文殊に 時文に 關 する 評論 を； 請む 時に、 其れ を 書いた 人の 動機. んで、 

然る 後 其の 論文に 對 せねば ならぬ と 云ふ堪 である。 幾ら 隱さ うとしても、 其の 評 ii のな つた 中心の 動機 は、 何 所に か 現 はれ 

てゐ る。 共の 動機が 正しければ 無論 倾聽 せねば ならぬ が、 さもない 時には 其の 結論が どうで あらう とも • 決して 齒牙 にかけ 

す 放任して 了って、 餘り さもしい 噬み合 ひ をせ ぬ やうに したい。 今の やうな 時代で は 其れより 外に 道が なから う。 けれども 

其の儘に してお いて は自已 の^ 在が 傷つ けられる と S ふやうな 場合に は、 堂々 たる 態度で 反馼 もせねば ならぬ が、 些細な^ 

は 成る 可く 放任す るに 若く はない。 其 所 は {且 しく イブセンの 言った 蔡に擧 ぶべき であらう と 思 ふ。 

之れ に反して、 Eg 共の 人の 信す ると ころ か、 或は 又 a; に 文 擅の 爲 めに 傾注した 熱誠. か、 凡て 動機の 正しい 評論に 對 して 


^タ. - : 
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是れが やがて 近代 藝術 の重 要な 一 面な 逸する 所であって * 近 松 Q 揉 遺憾と す 點 である *  (明治 a 十！ 


一二  o 

知慧の 範圍で • 放 たれた る 生の 歡樂 に醉 うて ゐる にすぎない。 『掘 川 波の 鈹』 の 前半. また 自然な 作意の 一 つで あるが、 ， 

見 はれた お 種な どの 上に も 同じ 趣が 見える • ： 

更に 近 松み づ からの H 風に 立ち 臭って 考へ ると、 彼れ は 上の やうな i の 人生に、 種 さ 理由から 知識の  一 HT 

加へ た 趣が ま。 作 iQ 上に は、 生 Q 無 I 的 SQ 歡 びが、 殆ど 知ら. に 彼れ Iss となって 出て 居 

ズ.カ 其の 事 件を 結撙 しェ 風す る 上に は、 必す しも 生の 盲目的 歡喜 のみでな く 是れに 知識の 一 面 I して、 il 雜 にし 

た t その 配 加せられ た 知識の 一面と いふ ものが、 惜 むらく は 深 I 缺 いて、 た I 来の 表面的、 墨 的な 鐘と いひ、 分 

いひ、 来世と いふ もの 以外に 出で 得な か 0 た。 此の 點に 於いて 彼 は 依然た る 傳錢の 人であって 革命の 兒 ではなかった 0 

た I 來 世俗が 無 I 的に 盲從 して 來た。 iiQS.  一  it 揭げ S したと まる。 S 方面に 於け る 解放 

力 彼れ に は 無かった。 i 多く 證的 I 的な 作意の もの、 例へば 『柱 曆』 であると か 『波の 鈹』 の 後半で あると かいふ ものに 

なれば 生の 歡 びと いふ もの 以外、 作者が 主 觀の香 ひ を 感ぜられる ものが 出 は 出ても、 それ はた 1. 此の 解放 以前の 知識、 道 

德の 影に 外なら ない。 我々 は 近 松？、 T サン スに 『ォ七 B』 の 深さ を すら 求め 得ない 。まして 『ハム レット』 の 架 さ をで ある。 

暴竟 彼れ は 「無智の 時代」 と い ふ 樫 を 破り 得な か つた。 

斯 やうに して、 近 松 は 元 祿の放 たれた る 生の 歡びを 昔樂で 我々 に傳 へて くれる。 此の 點に 於いて は、 彼れ も 亦 近代の 一 樂 

手で ある。 けれども その 生に は 知識の 解放が 伴はなかった。 從 つて SS 底に 潛む i 雲な 意義に 徹到 する 味が 足りな" 


情死の やうな ものが 幾つ も 横 はって 居ろ。 情死 は實に 常時の 社會の 深意 篛を標 象した ものである。 然るに 其の 深い 人生の 矛 

盾 を、 何等の 省察 もな く觀 過して しま ふ。 是れが 元 祿 の 平民 文明の 特色であった。 省察しても、 それ は 極めて W 襲 的な、 輕 

輕し いものであった。 要するに 知識の 解放の 作 はない 解放に 歡 舞して 居た ので ある。 

斯んな 風に して 醉生夢 死す る 世の中 は • 少しく く践れ ば、 ！ 一:^ の 底に 色々 の 不安、 疑 ひ • 心細 さ を Jjf して 居る のに 氣 がつ 

く 害で ある。 此の 深 翁の 影な 鬼 も 角も捉 へられて 居る の は、 鶴の 作で ある。 近 松 は此處 まで 突っ込まなかった。 近 松に 博 

大富 魔の 趣 はあって も、 深刻の；^ が 足りな いのは 此の 故で ある。 共の 深刻の 味 を 却って 西 龃が領 して 居る。 

近 松の 作で 見ても 當 時の 人生が 如何にも 心細く、 齒が ゆく、 淺雜 であった 事 は、 今日の 傍 1 たる 我々 よく 見える • 知識 

を拔 いた、 情意の みの 恣ま. * なる 生活が 描かれて 居る。 而も作^！^？のそれに對する深ぃ人生觀的な省察が加はって居なぃ。 何 

も 露骨に それ を 結論す る 必要 は 無い が、 其の 味 ひ は 必す香 ひとな つて 出て 來 なくて はならぬ。 私 は 前に 『首 根 崎 心中』 を以 

て 近 松の 作屮 最も 現實 的な もの i 1 つ だと 言った が、 部分々 * に 小細工の 技巧 は 弄して あるに 拘らす * 九 平 太 一味の 人物が 

必. f しも 結末の 運命まで 引つ ばって 行かれないで、 立ち消えて 了ったり、 天 滿屋の 亭主が 久しい 客の 德兵衞 の 事と て、 九 平 

太の 雜 言に 善 惡を 1 目 はす 吸 ひ 物で もと 紛らしたり する 邊は、 如何にも 自然で ある。 性格 描寫 など は 言 ふに 足らぬ が、 德兵銜 

が 身の つまりな ども、 素直 L^、 無理が なく 運んで ゐる、 部分々々 の 小細工 ゃ辭 句の 技巧 を 除けば、 最も 自然な 作と いってよ 

い 所以で ある。 而 して 此の 作での 德兵衛 と 九 平 太との 悶着な ど、 善と 言 はす 惡と いはす 今日から 見れば、 如何にも 無智 文盲 

な淺 はかな、 齒が ゆい 事ば かりで ないか。. 斯んな 下らない 葛藤で 亡び 行く 人生なら 之れ を 救 解す る 道 はいくら も ある。 馬鹿 

馬鹿し いとい ふ感を 起さす。 が 是れが 大部分の 當 時の 社會の 實狀 であった らうと 察する" 無智 暗愚の 民衆が、 其の 淺 はかな 
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祿 前後で ある • 百花の I 時に 亂れ いたやうな 元 fi 文明 は、 生の 力の 勝利に 外なら ない 。その 百花^ 亂の に歡 喜の 歌 を 囀 

つて ゐる 鳥の やうな 當 時の 人々、 殊に 農工 商の 平民 社會の 情調 は、 卽ち近 松が 知らす 識ら すの 問に 見 はして ゐる歡 びの 情調 

であらう。 解放 せられた 人生の 歡 びと は 是れを 謂った ので ある。 西洋に 於て は、 K に 十五 世紀 前後よりの 文藝 復興 期と 趣 を 

同じく する。 其の 意味から 言 へば、 シ Ml タス ビア の 十六 世紀に 於け るリネ ー サン スの 人生と、 近 松の 元綠に 於け るリネ ー サ 

シスの 人生と、 固より 相似た 點が 多い。 共に 放 たれた る 生の 歡 びの 藝ー 俯で ある 。シ H  ，クス ビアの 『ロメオと ジュ リュット』 と 

近 松の 心中 S と は 好 箇の對 偶で ある。 

元祿を 以て 西洋の リネ ー サン スに 比較す る ことから 更に 重大な f つの 論點に 達する • 西洋の 文 藝復與 は 一 面に 於いて 知識 

の 解放であった。 其の 生と いふ ものに は 情意 生活の 自由と 4^ に 知識 生活の in 由 を も 含んで 居た。 つまり 全 生活の 解放が 十五 

六 世紀の リネ ー サン ス である。 然るに 日本の 元祿 文明に は 此の 知識と いふ I 角が 缺 けて 居た。 元 綠の生 は 知識が 無くて 情意 

のみ ある JB と 言って よい。 勿論 社 會.. の 一 部に は s: 時に 和漢 擧の 復興 もあった に は 相違ない が、 それ はた ま/ \以 つて 政府 

側の 爪牙と なり 壯飾 となる か、 然ら すん ば 人民 生活に 接 舊ぃ佳 松 を 加へ ろに 過ぎないで * 此等 平民の 活 きた 生活 を 新たに 

すろ 上に は 殆ど 無 作用であった， s: 洋 のリネ ー サン スに 於いて ギリシアの 學問 精神が 復興して 來 たのと は 逆さまの 専情 であ 

る。 斯 やうに して、 元祿に 解放 せられた 人生に は、 耽溺 蕩 逸の 趣 はあって も、 极 底に 深い 知識の^ 祭が 伴はなかった。 淺は 

かな， 知識 程度の 極めて 仳ぃ、 それで 歡樂 を. m ふ 情意の 盛んな 人であった。 情意の生を追ふ行き止りには當然の紡si^cして 


の 作 を 以て 單に i の 機嫌な 取 結ぶ もの 以上、 蔬莨 皮膜の 間 を 縫 ふて、 義理 人情の 奥 秘に分 入ら- > としたと いふ。 同より 

今 G! から 見て 極めて 不徹底な 自覺 であろ こと は爭 はれない が、 鬼に 角 人生の ある もの を， ある 方法で 描かう とい ふ 藝術觀 上 

の 自愛が 一 面に 伴って 居た こと は、 其の 言に 徴 して 明白で ある。 卽ち 彼れ の 作に は、 ふざけて 居る 一 面と 共に、 露 面目な 一 

面が 存す る 。惡 ふざけの I  Iss よ ii 外と して M みないで よい。 かの 時代 淨 瑠璃の 多く は. 卻 ちそれ である。 老熟して 世 話淨 

瑶璃に 及んで、 始めて 面目な 人生の 一 面が 並び 見 はれる に 至った。 我. -は、 此の 露 面目な 藝術 としての 方面から、 彼れ の. 

作 中に 兒 はれた 歌舞 喜悅の 調子 を推究 して たい。 

思 ふに お措かり 切り放 たれた 若い 人生が、 生 氣に滿 ちて、 躍って 居る やうな 彼れ の 調子 は、 やがて、 元祿 の社會 そのもの 

の 調子であった らう。 

德川 時代の 藤 史を讀 む ものね 誰れ でも 氣 がっくで は あらう が、 元 和 惬武の 後、 爭亂が 跡 を 絡つ に從 ひ、 今まで 極端に 殘害 

せられ 荒疲 せられて 居た 生と いふ ものが、 春に 遭 ふた 木の芽の やうに、 抑 へても へても 抑へ 切れない 自然の カを以 つて 萌 

え 出て 来た。 それ を 巧 昔の 殘害 荒廢の 力の 權化 たる 時の 爲政 者が、 共の 同じ カ卽ち 武力 を 以て 壓 迫し、 以て、 自家の 勝利 

者た る 地位 を 保た うとす る。 勝利者 は 卽爲政 者で あるから、 それが 國 家と いふ 名 を 冒し、 國 家と I つに なって、 萠ぇ來 る 多 

數の 生の 力 を 平民と いふ 名の 下に： ffi 迫した。 生に 對 する 抑壓 力と 生み づ からの 發 揚力と が、 政府と 人民と に 別れて 相爭 ふたの 

が 此の 期の 歷史 である。 而 して 生の 暢び 行く 形 は、 衣食住の 富と なり、 逸樂 となり、 藝術 となって 見 はれる と共に、 之れ を 

I する 力 は尙武 とい ひ、 勤儉 とい ふが 如き 道德觳 法規の 形式 を 取って 苛 細 を 極め、 繁褥を 極め、 無道 を 極めた 干涉を • 平 

民の 生活の 上に 加へ た。 けれ 共 自然に 氤氳 する 生の 力 は 到底 歷迫 しつくせる もの もな く、 第一 期の 爆發 時代と なった のが 元 

g 松の！ 》 術 I«i 人&  pi. 


し 1 たび 人生 を 開放して 行く 所に 行かし めれば 斯 くの 如き 運命に 陷ら ざる を 得ない とい ふ， 人生 觀的 意義 を、 ffl^ その 事の 

中に 暗示す る氣 持が 近 松に は 無かった。 我 * は 此の 暗示 を 却って 西 鶴の 作 中に 見出だす。 近 松に 取って は、 情死と いふ 事柄 

は、 資 にた 5- 是れ によって 奇なる， 艷 なる、 而 して 濃密なる 情緒 を 剪裁す るの 便宜 を 得る にす ぎなかった。 情死 を 語る 詩 も 

其の 全篇に 漲ろ 近 松み づ からの 情調 は、 抑へ 切れない 生の 歡 舞の 聾で ある。 情死と いふ 事が 映射し 來る 暗い 人生 觀の影 を 彼 

れは正 當に觀 取し やうと しなかった。 人物 は 哀れで あろ。 事柄 は 哀れで ある。 併し乍ら 之れ を 語る 近 松の 聲は華 かであった。 

情死 も 近 松の 筆に 入って は、 美しく 明るくな つた。 此の 點 からい へば、 近 松 は 現在に 於け る 生の 歡 びの 鼷歌者 であって、 そ 

の 先き に 横 はる 暗い 矛盾の 人生まで をば 見なかった と 謂って よい。 見ても 之れ を 光明 化する 人であった • 

五 

情死 を 美化し 光明 化する 近 松の 心 持 は、 當 時の 彼れ が 周 園の 生活と 何う いふ 關係 になって 居た か。 或は 彼れ は德川 期の 他 

の 戯作者と 同じく、 文 藝を以 つて 全く 一  つの 遊戯に 過ぎない 狂曽綺 語と 見て 居たら うか。 若しそう であったなら、 彼れ の 作 

中に 眞 面目な 人生 問題 を 求める の は、 求める 方が 間違って ゐる。 遊戯 娩樂 となれば 誰れ でも 浮かれて 嬉謔 する。 彼れ の 作が 

人生 を 浮華 歡樂の 調で 描いた からといって、 それが 彼れ の眞實 の 人生 觀とは 何の 交渉 もない 事になる。 

思 ふに 此の 點は 二つながら 近 松に 存 して 居る。 彼れ とても I 面、 藝 術を以 つて 慰みと 心得た 時代の 埒を、 全然 破り 出る こ 

と は 出来なかった。 IP 間が 輕ロを 言 ふのと 似た 心 持で 淨墦璃 にも 浮華 詞子を 加へ たに 遠 ひない。 併し 同時に 彼れ に は、 ！歩 

を^1*した藝1に進めた所が見ぇる。 是れが 彼.？！ < して 他の 舊 代の 豬 stt- から 一頭 地 を拔， ^でしめ た 所以で ある。 


s 常 m である， 道行の 條 では 有名な 「此の世の 名淺夜 も名淺 * 死に、 行く 身を譬 ふれば、 仇し が 原の 道の 霜， l足x^、i^滑 

えて 行く、 夢の 夢 こそ 哀れ なれ」 の 書き出しが、 昔の 儒者 をして 一 唱三 歎せ しめたと 傳 へられる が、 是れ とても 事情の 痛切 

なのに 比して は * 極めて 不 釣合な 文字で ある。 た 之れ を 中身から 引き離し、 それみ づ からの 昔樂 として 見る とき、 華 かな 

一曲の 鎌 を 成して 心 を そ、 る やうな 悅びを 感ぜし める。 此 等は辭 句の 上の 例で あるが、 情緒の 濃密なる もの、 例へば 「どうで 

德樣！ 緖に 死ぬ る、 ；！^ も 一緒に 死ぬ るぞ やい のと、 足に て 突けば 椽の 下に は淚を 流し、 足 を 取って 押 戴き、 膝に 抱つ きこが 

れ 泣き • 女 も 色に 包み かね、 互に 物 を 言 はね ども、 肝と 肝と にこた へつ. --、 濕り 泣きに ぞ 泣き 居た る」 の 如きで すら、 全篇 

の 配色の 中に 入って は、 強く 美しい 冷艷な 18- に 化して 了 ふ。 結末の 「未 來成怫 疑な き戀の 手本と なりに けり」 に 至って 

たと ひ 其の 文句 は此 種の 文 畢の常 語で あるに もせよ • 全篇の 調子 を 明るく 華やかな ものに 締め上げて 了った 觀が ある。 

美しい 辭句、 美しい 想像で 生の 歡びを 奏する 昔 It か 近 松の 作で あると すれば、 其 二十 幾篇の 世話 淨現璃 (兹 では 時代 

物に 見えた 近 松 をば、 深く 論す るに 足らす として 差し置く) が 悉く 所謂 心中 劇 乃至 それに 近い ものであるの は 矛盾で ないか。 

男女が 不如意な 戀に 泣いて、 終に 相 抱いて 情死す るに 至る の は、 生の 自由で なくして 生の 破滅で ある。 解放せられ たる 生に 

は 相違ない が、 共の 結果 は 減 亡の 悲哀であって、 生 を樂み 行く 歡び ではない。 斯んな 人生 を 歌った 昔樂 は、 當然 厭世的な 悲 

哀の調 を 全曲の 上に 漂 はし 來 たる 害で ある。 然るに 近 松の 心中 劇 は、 1 がに 常に 光明 喜悅の 調子 を 持って 居て、 事柄 や 人物 

そのものが 哀れで あるに 拘ら. K 人生 全鑌 としての 運命 は、 歌舞の 聲 によって 語られる。 樂觀 的であって、 悲觀 的で ない。 若 
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ャ その 成り立ちが 旣に 三絃に 合せて 歌 ふべき 淨理璃 であって 見れば、 其の 點 では 近 松の 作 は * シ HI クス ビアよりも *  t 

ろ 時代の 遠った ヮグナ ー の オペ ラに 比せら るべき 理由 を 有して 居る。 シ ェ.' クスビ ァも 固より 其の 辭句 の 昔 樂的富 躍に 主な 

る 情調 を 托して 居る こと は、 或は イギリスの 原文で は 充分 邦人に 眛ひ盡 されぬ としても、 贫て 文藝協 首で 土 肥赛^ 氏が 演じ 

たハ ム レットの 長 白 を 耳に し、 若しくは 其の 原本た る 坪 內逍邀 氏の 譯文を 1® した もの- 必 す領會 する 所で あらう。 近 松 は 

更に 之れ に 一 歩 を 進めた ものである。 本 來音樂 は、 他の 姉妹 藝術、 就中 小 說* 散文 刺 等と 對角線 をな して * 昔と いふ 元子感 

覺 から 斷片的 情緒 を搪き 動かして、 i に 最後 神秘の 或 物に 到達 せんとす る藝 術で ある。 中間に 智識の liJS 議ゃ 現資の 要求 を 

容れ ない の を 其の 根本と する。 否應 なしに 音の 力で 人の 心を蕩 かして 了 ふ。 意味の 上の ijkisi など は、 其の 點 から 言 ふと 殆ど 

無用で ある。 近 松が 淨瑶璃 の 場合 も、 之れ を 他の 文學 に比べれば 遙に 多くお の 傾向 を 持って 居る。 彼れ の 作 は 之れ を W とし 

て 取扱 ふ 前に 先 づ音樂 として 取扱 ふべき である。  ， 

三 

論の 便宣 のた め、 試に 彼れ が 作 中 最も 自然に 近い 心中 剌の 一 例と して 『曾极 崎 心中』 を 取って 見る と、 先づ 其の 發 端の 觀音 

巡りに r げ にや 安樂 世界より」 と 書き出して、 「契り m はきて し 難. 议津ゃ  今 も 弘誓の 樗 拍子に、 のりの 玉 ぼ こ ゑいく 

( …： . …… 胸に 木 札の 普陀 らく や  誰れ を か戀の 祈り ぞと、 仇の 恪氣ゃ 法 海 寺  羽と 羽と を 合 はせ て 袖の、 

染めた 模様 を 花 かとて、 肩に 留まれば おの づ から、 紋 に揚！ ^のて ふせん 寺、」 と審 抦は辭 句の ために 勝手に 持って来られ、 辭 

句 は 音樂ゃ iS 想の ために 勝手に 案排 せられて、 中身 は 何でも 構 はす 唯 何となく 読んで 快い 感じ を 呼び 起す のが 此の 種の 文 


從ひ、 言 ひ 知れ s 接しい 氣 持になる のが 常であった。 あの 心 持 は， 今 思 ひ 出しても、 如何にも 甘味の 濃 かなもの である • 

あれ だけの 歡びを 我.？ に 傅へ 得ろ 近 松の 力 は 偉大と 言って よい。  . 

其の後、 私み づ からの 身心に も、 又 世上の 風尙 にも 幾多の 曲折が あって、 華藝 術の 上で は、 最近 兩晕 に、 殆ど 二十 年 

來 初めて 見る の 廻 轉が行 はれた。 北 ハの今 曰に 於て、 近 松 は 粟して 如何い ふ 關係 を 5 と 保つ であらう か。 此の 問題 は 私も豫 

てから 興 f 以て 考 へて 居た。 それで 時 S み 古した 武 I 本の、 彼れ が II 璃を 取り出して i いて 見た こと も あ". 

其 I は、 昔な つかしい 人に、 久 えで 直す I の やうな 好奇心と 恐怖と が 伴 ふ。 そして 讀み 了って は、 ほっとして、 是れ 

までに Is いた 近 松 評な どの f 想 ひ出す。 近 松 は 今 I ん でも 決して 無 裏で は 無い。 た 意義と いふ もで 解 

擇 に 多少の 變遷 ある こと をば 担み 得ない。 

一一 

近 松の 世話 雷 璃を讀 むと 、一種の 歡びは 依然として 其の 文字の 間 か I ひ W て、 5 の 心を醉 はせ やうと する。 此の 5 

とい ふこと S ね 上った。 元祿の 人生、 放 たれた る 生の 歡 びが 近 松の 文藝 I りて 其の 聲を 揚げて 居る ものに 外なら f 

霧の 作 t 得る ge やがて SQ 社裒亨 有した 生の 解放 1st。 生 0 解放、 生 0 歡び、 是れを 外にして は、 近 

松が 情調の 一 面 は 解せられ まいと 思 ふ。 

而し てこ の歡 悅の香 ひ を 彼れ は 如何なる 枝 術に よって 傳へ たかと 2 と、 言 ふまで もな く昔樂 である 。竹 本義 太夫の 一一 一 f 

雜れ て、 近 松 Q 文句み づ からが 全然 昔樂 である。 龍 絢 S 基と 囊 とで 組み立てた I 大シ V フォ 一一 1 である。 のみなら 
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近 松の 藝術及 人生  ： 

ク  . 

近 松 門左衞 門と いへば、 我 *c には懷 しい 古 馴染の 名で ある。 私み づ から 其の 感化 を 受けた 事 も 無い と は 言へ ぬ • 殊に 我が 

早稻 田と 近 松 研究と は淺 からぬ 宿緣が ある。 去年の 秋 は 近 松 祭 もやった。 共の 早稻 田の 出版部から、 今度 挿粛入 詳註 附き 

の 『近 松 傑作 集』 五 卷物を 出す とい ふ。 骨折 は 勿論 斯道の ォ ー ソリチ ，たる 水 谷不倒 氏で、 坪內 逍遙、 饗庭簦 村 共の 他の 諸 

家の 專門 的な 評論 考證 等が 卷 首に 附く。 其の 中へ 私 も 近 松 論 をす るの だとい ふ 0 餘人 でない 近 松の 事で はあり、 旦私は 其 

の內 日本 文學 史論 を 書いて 見たい 希望が あるた め、 是れを 機會に I つ 元祿の 時代 其の ものから 彫り上げて、 共の 一 凸起面 

としての 彼れ を 書いて 見やう と 思 ひ 立った。 所が例の通h^、 準備の 何分 一 も 進まない うちに 期限が 切れて とうく 其の 斷 

片 のま. * で Is に掙 むの 己むな きに 至った のが 次の 一 文で ある。 

赠 

せて 十 年 前に 近 松 を 讀んだ 頃 は、 彼れ の 作に 向か ふと 、二べ i ジ鑭 すか 翻さぬ に、 早く  I 種 0 歡びを 感じて，、 贖み ほくに 


かと， 思 ばれる • 少なくとも 小說、 き 等に 於いて は、 現實を 逃避す る 所に は大 なる も ひが. 出來 ない^れ は 無い 力と 思 ふ- 

それ と 同時に、  所 il 義の藝 術が 今後の 行き 所 は、 前途 廣大 であると 共に、 其の 奥に 第一義の § 想 ひ、 I 想 ひ、 

全 的 意義 を 想 ふ 味 ひ を I 歷自覺 的に 揭 出し 來 たらん とする 努力が 其の 進轉の 中心 意義と なるべき は 言 ふ を 待たない。 "だれが 

むしろ 自然主義の 當 初からの 約束で ある。 之れ を拔 いた 死寫實 と、 自然主義 は 何の 與 かる 所 もない。 自然主義 をして 益々 靈 

ある 自然 I たらしめ るの が、 此の 派の 前途で ある。 年の 始に新 文 藝の將 來を 謹して 此の 文み 作る。 (15515 


"自然主義の 後を霄 ふ もの は、 多く シムボ リズム を說く  • シ A ボ， ズムと は、 我 の 解す る 所 を 以てする と、 此 下に 降った 

道でぁ^^。充鸞した現實は、 動々 も すれば 却って 重荷になる が、 それ かと 言って • 自分の 目的に 都 <1« のよ い { や； 想で は、 もう 今 

の 我々 は 馬鹿々々 しくて 見て 居られない。 此に 於て か 下の 方へ 現 莨の 負 撸を輕 くして 行く。 組織せられ 充實 せられた る現寬 

から、 解體 せられた 原子 的の 現實に 下って、 或は 單に 感覺 だけに 止まり、 或は 斷片的 瞬間 的な 感情 だけに 止まり、 共れ から 

1 躍して 直ちに 最 奥の 靈に接 しゃう とする。 表面 はた 殆ど 無意義に 近い 感覺ゃ 斷片的 感情の 排列に 過ぎない が、 而も 共の 凡 

てが 一 つの 合奏 樂を なして、 I 種 幽遠の 意義 を 示し 調子 をな す やうに 感ぜられる。 感覺 卽靈の 自覺が 漠然と 心に 起こる。 シ 

ムボ リズムの 神秘性 は此 所から 生す る も， のに 外なら ない。 

シムボ リズム を假 りに 以上の 如く 解 すれば 、其の 現實 性の 藝 術た るに 於て 自然主義と 同 味の もので、 むしろ 其の 行く ところ 

を 究めん とした ものと 言 はれる。 然るに 一 方に は シムボ リズム を 以て 直に 現實の 上に 超せん とする 理想主義と 兑る考 も. 说じ 

て 存在す るの が事實 である。 斯様に して 本來 上に 發 S する ものと 下に 浸潤す る ものと 矛 P した 兩 極が、 現 箕の負 擄を輕 くし 

て 直に 靈に 到りたり と 云 ふ 一 動機に よって 漫然 結合して 存 する のが 現實に 於け る シムボ リズムの 概念で ある。 不定 着に 見え 

るの は 主として 此の 矛盾からで あろと 信す る。 而 して 此の 中の 一面 卽ち 上に 行く 新 理想主義 としての シムボ リズム は S: のシ 

ムボ リズムの 意義から 排除せられ るの が 將來の 運命で はない かと 思 ふ。 事寶に 於いても、 我々 が 此の 派の 代表作と も M るべ 

きュ イス マ ンの 『カテ ドラ ー ル』 を 請み、 アンドレ エフの 『赤き 笑』 を 讀んで 認める 特色 は 此れに 外なら ない。 此の 意義から 推 

すと き は、 シムボ リズム は本來 最も 詩に 適し 营樂に 適した 傾向であって、 小 說ゃ剌 に はむしろ 不適 當の もの、 やうに 見える。 

に 禅んで 用 ひた bz たまに 用 ひた 45.、 短い ものに 用 ひたりす るに 適して 長い ものに 用 ひたり、 常に 用 ひたりす るに は不 S 


世界に 內在 至遂 のま を捉 へやう とした • 然る、 に現實 經 驗が異 m を 申立てる ゃラな { や！ 想 理想の 世界に 立つ 限り は * 幾ら あせ 

つても 內 tM のず： 義は捉 へられな いのみ か • 却て 先づ其 足場が 崩れて 來る。 a マ ンチシ スト は、 捉 へる もの を捉 へんと あせった 

結 菜、 此 足場の ぐらつく の を 忘れて、 現實 からすり 拔 けて 見た。 而 して 失敗した。 其の 失敗に 懲りて、 今一度 地上に 下りて 

來て、 現資 そのもの & 中に、 捉 へらる. - もの を 捉 へやう としたの が、 自然 派の 意義で ある • 此の 意義の 續く K り • 自然 派 Q 

藝術は 亡びない。 此の 意味に 於いて B 本の 文 擅 も； 止に 自然 派 的 傾向の 中 を あるいて 居る。 內 靈を捉 へやう とする 努力 又は iK 

理に對 する 情憬、 これ を 論外に 置いて 自然 派 を やうと したの が、 昔の 見方で ある。 けれども 藝 術が 無意義の 生活で ない 限 

り 此の 契點を 逸した ものが 我々 の藝術 慾を滿 足させる 譯 のない こと は、 今日に 於いて 誰も 否む もの はないで あらう。 藝 術が 

宗教に 肉迫 せんとす る 意義 はた 此の 點 にある。 此の 意味から 雷へば、 自然 派 文藝は 初めから 靈的耍 求を藏 して 起こった も 

ので ある。 夫の ロマ ンチシ ズムと 源流 を 同じく する 所以 も實に 玆に存 する。 

こ、 まで 說 明して 来て、 ユイスマンの 露 的 自然主義と いふ 言葉に 振り かへ つて 見る。 そして 彼れ は、 ゾラの^ 自然主義 

の 道 もよ いが、 我等 は 整の 道 を も 拓 しなければ ならぬ と 言った とい ふ。 之れ によると、 ユイスマン は、 知らす 識ら すの 問 

に、 再び 物と 靈 との 二 元觀に 立ち 屍って、 蓮の 道が 物 以外に あると した 結論になる • 併しながら 彼れ は 如何にして 其の物 を 

離れん としたか • 

此の 虑で 前に 言った 三 段の 生活 を考 へる と、 物 を 完成した 物と して、 直に 是れ に靈を 見ん とする、 自然 派から、 一 は 上に 

行って 理想の 道に よらん とし、 一は 下に 行って 感覺 乃至 斷片的 感想 Q 道に よらん とする 0 此 所に 自然主義の 將來が 我って 居 

る • 

Bso 脾來 を！ slii 
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新 文藝の 將來を 祝福せ よ 

S. に は 人 は 皆く だけた 事 を 言 ふから， 玆 では 抽象論 をして 見る。 同じ 新年の 雜誌 では、 四十 三年の 文壇 は 何う いふ 傾向 

を 追 ふかと いふ 問題に 答へ させられて、 根元の 調子 はやつ ばり 今の ま >-だ らうと いふ こと を 述べて 置いた ので ある。 言 ひか 

へれば， 近代の 自然主義が 例の 方面から 研究せられ やうと も、 共の 意味が 正しい ものである 限り、 必す缺 くこと を 得ない 1 

契點 は現寘 的と いふ ことであって、 此の 极本は 今後と も尙 容易に 動搖 する を 許さない ものである ことに 歸 する • けれども 斯 

やうな 意味での 新文學 は、 それが 新文學 であると いふ 根本 性に 於て、 I 見 それと 矛盾した やうな 他の 契點を 所有して ゐるこ 

とも 勿論で ある。 それ は 漠然たる 意味で 精神的と いふ 名 を 冠しても 差 支ない。 言 はに 內 在の I 物で ある。 天地が 感覺 として 

晃 はれても、 知識と して 見 はれても、 空想と して 見 はれても、 共の 中に 潜み 得る と共に また、 無限に それから すり 拔 けねば 

己まない ものが 此の 內 在の I 物で ある。 藝術 も實は 此の 一 物に 竊參 した 許りの 努力で ある こと は 首 ふ を _J ^たない， 

今 試みに 藪 術が 取り扱 ひ 得る 人生 を 三 段に 並べて見ると 現資を 中央に して、 それから 上に 超越す る 理想 又は 空想の 世界と、 

下に 下って 行く 感覺叉 は i 的 感想の 世界と が ある。 而 して 藝術 史上 の n マン チシズ A は W に 此現實 から 上って 行った 


mm 

* 


れ によって 其 誤解 を 1 掃され る ものと 察せられる 

けれども、 無 f  QSQ 一物 は、 5 かなる S 於て か 現 s§ つけて ゐ ない 限り は、 到底 以て 現 S 人を滿 足させる 

こと は出來 ない。 かう いふ 點に 於て は、 依然として 現實的 • 自己、 內省的 傾向な 追 ふべき ものと 考 へられる ので ある。 (明治 
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社 舎 的に 事業 を 企て i みやう とかい ふや.？ な、 從來 踏んで 來た 方面でなくて、 寧ろ 自分の 家に 歸 つて、 內容 を充實 させて ゆ 

かう とい ふ、 さう いふ si: を 採りたい と 言って ゐる 人々 も 少なから すあった。 かくの 如き 事實 は、 親しく その 人々 にあって 

解った のみなら す • その 方面の 雜誌 類な ど を 見ても、 各所に 現 はれて 来た 現象であって、 要するに、 現 S 的、 自已內 省 的の 

二 傾向が 宗敎の 力 を 及ぼして 來 たものと 考 へられる ので ある。 

哲舉 上に 於て は、 所謂ブラグマチズムの思想がますく研究題目と^？^った。 或は これと 哲 寧との 關係を 論す る もの も あつ 

た 。或は これと 文藝 との 關係、 これと 敎 育との 關係、 を 論す る もの も 所々， に 見受けられた 。早 稻田邊 の 若い 哲攀者 連中な ども • 

必す しも プラグ マ チズ ムに 行く と は 限ち ぬけれ ども、 今迄の 高遠な 純理 哲攀の 夢から 醒め、 現簧の 自分の 生活と いふ もの を * 

出立の 第 一 歩と して 研究して ゆく のが、 やがて 哲畢 であると いふ やうな 立場に 入って ゆく 傾向が、 よほど 去年に 至って 見え 

て來 たやう に 思 はれる。 これ はまた やはり 現資的 自已內 省 的と 言った  もので あら、 フ。 

文藝の 作品、 及び 評論の 上に あって は、 言 ふまで もな く此 中心思想が あらゆる 方； S に 波 を 擧げて 動いて 來 たの は 爭 はれな 

ぃ事箕 である。 た この 方面に 於て 我々 が 若し 一言 注意すべき ことがあり とすれば、 所謂 現箕 とい ひ、 自己 內省 的と いふ そ 

の 意義が 何處に 在る かとい ふ點 である。 無論 それ 等 は、 凡て 人間が 一 種の 最高 i、 卽ち名 は 何と 言っても い.，、 I B と 

言っても • スピリットと 云っても、 第一義 若く は 全 的 意義と 言っても い i が、 II とにかく 最高の I 物に 憧れる 宗 ^精； 《• 

をば、 曲解 者が や \ も すれば 自然 派な どの 新文藝 から 除き 去って、 無意義の ものにし やうと した その 誤解が 次第に 取り去られ 

て 結局 新たに 起った 目下の 藝術 は、 現實の 中に 最高 靈を發 見せん とする ので あると いふ 意味が 段々 明白に なって 來 たのに あ 

はしまい か。 これが、 やがて 自然 派の 前途 *v 示して ゐる ものと 貢へ るで あらう し、 從來 自然 派 を あやまって ゐた者 も、 こ 
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明治 四十 二 年の 日本の 思想界で、 目立った事$^は數多ぁる。 これ を 先づ宗 敎界に 見る に、 例の 五十 年紀念 式の 前後な どに 

は、 キリスト 敎界 はだい ぶ活 氣を呈 して ゐた やうであった。 その 頃 私が、 いろくの 機 會で會 つた 人 々は、 專ら 組合 敎會に 

暴して ゐた 人.^ で、 また 最も 進歩した る 部面 を 代表した 諸君で ある。 さて 此 等の 諸君の 話した 霄 紫を聽 き、 その 行動 を a8 る 

に 及んで、 私 は、 キリスト 敎界の 新派 を 代表すべき 一 面が、 大體 如何なる 傾向で あるか を 察し 得られた。 

我々 が 藝術的 方面に 於て 稱 へて ゐる 所の 現實的 傾向の 波 は、 次第に この 宗敎界 の 方面 を も 浸して 來てゐ ると いふ こと は， 

今や 明白に 認められる 同時に、 現實的 傾向と 相 並んで、 昨年の 思想界に 最も 顯 著であった 現象 は • 自己に 接近して、 それ を 

こまかに 內 省して 13^ ん とする 傾向で ある。 つまり 現實的 傾向と 相俟って、 離るべからざる もので あらう。 宗敎 上に 現 はれて 

來てゐ る 現象 も、 この 現實的 及び 自己 內省的 傾向に ほかならぬ ものである。 現に 自分 等が 胸に 抱いて ゐる 感じ 以上の こと を 言 

ふまい、 そして 其 自分が 抱いて ゐる もの を 厳密に、 赤裸々 に自覺 して 吿白 しゃう。 11 かう いふ 事 を、 私が 會 つた 人々 が、 

將來 探るべき 筒條 書きの 中に 書き 加へ て あるの など を 見受けた こと も ある。 その他、 先づ 他人 を 傅 導して やらう とか • 先づ 
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此の 第一義 生活の、 最も 著しい 發現 であり、 また 刺戟で ある もの は 哲學、 宗敎、 それに 加へ て 文藝が ある。 そして 少 くと 

も 現在の 哲舉 なり 宗教な り は、 僅に 上に 言った やうな 部分での み 私の 第一義 生活に 觸着 する。 それで は 舉の 學 たり • 宗 

敎 の宗敎 たる 本領から は 外れた ものになる。 之れ を 一言で 言へば 現 資の觀 照 卽ち 文藝的 だ。 哲學 の文藝 化、 宗敎 の文藝 化、. 

私に は 斯う 名 づけたい 現象で ある。 

そこで 本論の 終結に 近づかう と 思 ふが、 哲擧、 宗教、 文 藝の三 姉妹 を 併せ 觀て、 現代に 最も 生きて ゐる もの は文藝 だとき 

へろ こと を 禁じ 得ない。 I^A 目と 言 ふ 人 は 言へ、 事賁 私の 第一義 生活に 全力 を 擧げて 刺戟 を 送る もの は文藝 である。 固より 

深淺^^弱はさまぐでぁるが、 鬼 も 角 も 全 機能 を 働かせて 第 I 義 生活に 廻る の 使命 を^た しつ ある もの は文藝 だと かし か 

思へ ない。 現實の 人生 を與 へて 切に 第一義 を 想 はせ る。 唯 想 はせ るが 故に、 宗敎 でもなければ 哲畢 でもな く、  AJ 然として 文 

藝 である。 或は 今 は 文藝の 時 代であって、 哲擧の 時代で も 宗敎の 時代で もない のか、 或は 哲搴宗 敎は已 み 難い 現代の 要求で 

あっても、 それが I たび 文藝に 立ち 戾 つてお 直すべき 運命に 際して ゐる こと を嗜 示す るの か、 何れにしても 現代に 於け る 文 

藝の 地位 は哲舉 宗敎 よりも 意義の 多い ものと 感 すろ。 私の 第 一 義 生活 は、 深 かれ 淺 かれ * 文藝 によって 最も 多く 滿 足させら 

れる。 同時に 今後の 竹攀 たり： 示敎 たる もの を 何う して 貰 ふこと かとお 3 ふ 0 

終りに • 私が 文 藝に緣 の 近い 事 を 纖 として 居る の は、 決して 文藝に 後の や、 フな讃 仰の 意味が あるから ではない 0 之れ に 

携 はった の は 唯 私の 性質 や 境遇が 然 らしめ たので ある。 初から 文藝に そんな 意味が あるの を見拔 いて、 それに 從 事した など 

とい ふ譯 でない こと を 新って く。 (明！ IH 四十 二 年 九月) 


了 ふ。 信仰 を說ガ ないで 懊 疑を說 き、 安心 を說 かないで 煩悶 を說く 間が 依然として 現代 宗敎の 味で ある 。跡 は轼 等の 精神 生活 

i 殆ど 全く 沒交 涉と霄 つてよ い。 

• 下 文 藝と第 一 義 生活 . /  ： 

今の 私に 取って は、 宗敎 でも 哲學 でも 生きた 血の 通って ゐ るの は 其の 懷疑的 方面ば かりだと 思 ふ。 倂し该 疑 は 何時でも！^ 

點を 意味す る もので ないから、 之れ に 住する 限り、 必す 何等かの 形、 何等かの 程度で 終點を 知らう とする 努力 若しくは 要望 

カ淺る 其の 箕終點 は 恐らく 知れない もので あらう と は 今までの 經 驗が敎 へろ 所で あるが、 それに も拘は それ を 知らう 

くと あせる 氣持 は、 古今 を 通じて 少 くも 減じない。 又 あせらざる を 得ない 事情が 人世の 根本に 横 はって 居る。 知れない も 

の を 知らう とする。 此の パラドックスが やがて 造化の 神秘な ので あらう。 代の 經驗 派の 諸哲舉 は、 成る たけ 此の パラ， トツ 

タスに 手を附 けまい とする。 けれ 共 手を附 けない ことが 其れ を 無くす る ことに はならないで、 バ ラ ドック スは 依然として パ 

ラ ドック ス のま.. 人世に 生きて 殘る。 第 一 義欲は 消し 難い 我々 の IgQ; であって、 決して 夢で は 無い。 哲畢も 宗敎も 此の 軸の 

3； 力に 吸 ひ 寄せられて、 周 匍 を 1： 轉 して ゐる ものに 外なら ない • 

. 日常の 第 I 一義 生活 は 何.？ にかして 果たして 行く。 併し 同時に それの 不滿足 を 意識して、 絡え す I  ^圓滿 な 第一 一 義 生活に 入 

りたい と 焦燥す る 必然の 行當 りと して、 第 f 義の最 勝 道に 頭 を 回らす- 其の 第 一 義の 主観に あると、 容觀 あると、 具象で 

あると 抽象で あると • 乃至 それが 捆み 得られる と 得られな いと は關 する 所でない 0 得られな いと 聞いた からと て 休められる 

道で はない。 そし， て 此の I 念 を 何う にか 心の中で 取扱 ふ 所に 人間の 第 一 義 生活 若しくは 精神 生活の 中 樞が存 する。 
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V 解決 哲舉 にされ て、 人生観 論にまで 來 ると、 此の 要求 を 事 も なげに 無駄 だと 打ち消さ る を 得なくなる。 但し プラグ マチ 

ストが 此の 場合に 提出すべき 言葉 は 別に ある、 卽ち 生活の 爲に 都合よ くと いふ 0 けれ 共 實は生 だの 生活 だのと いふ 言葉が 本 

來詩 であり 謎であって、 中身 は充實 して ゐ ながら 定義の 下せない もの だ。 分かった やうで 分からない、 言 は 5- 哲學も 宗敎も 

文藝も 此の I 懸案の 解答 を 得ん が爲に 存在して ねる と！ I 目っても よい 程な 言 薬で ある。 さう であれば こそ、 其の 中に 矛盾が あ 

つたり、 衝突が あったり して、 之れ を 標準と する 限り無 統 f 無 解決の 不安が 消えなかった の だ。 箕 生活の 爲と いふの は、 實 

は 一 つの 逃 口上、 乃至 は 詩と して 据えて 置くべく、 哲舉 として 知識の 手 をば 觸 るべ からざる 言 紫で ある。 それ を哲舉 上の 檩 

準 論に 何度 持つ で 来ても ト ー ト a ジ- に過ぎない。 耍す るに 生活の 雜 多な 矛盾、 それ を 過去 現在 木來の 時に かけて 何う 統一 

する か、 之れ が 根本の 問題で、 プラグ マチ ズム では それが 解けて 居ない。 居ない 所に 生命が あって、 解いた とする 所に は 空 

な聲が ある。 

宗 敎に對 しても 同じ 事が 云へ る (六月の 『太陽』 に 「宗敎 の 三分 化と 文藝」 と 題す る 文 を 戦せ た、 躋 まれた 謓者 は、 此の 點に 

參考を 乞 ふ) 信仰と いふ 言葉が 秘傳 めいた ものにされ 過ぎて、 人間の 活 きた 血と 遠ざかる につれ、 今では 信仰よりも 寧ろ 疑 

惑の 方が 宗教の 味に なって は 居ない か、 玆で私 は 宗敎の 味と いふ、 宗敎の 全部と は 言 はない。 けれ 共 鬼に 角 宗敎が 現代の も 

のとして 生きた 溫ぃ息 を 呼吸して 居る と 見える の は • 此 部分 だけで ある。 靑ハキ などの、 本當に 深い 眞 面目 さで 宗敎を 語って 

ゐ るの を M くと、 其の 普通 生活に 統 一 を 失って、 神に 據り處 を 求め やうと する、 痛切 熱心な 祈願の I 面が 惻々 として 人 を 動 

かす こと は ある。 言ひ換 へれば、 彼等の 懷 疑の 悶 へが 宗敎 的に 現 はれて ねる 間 は 眞實の 味が 漲る。 けれ 共 一歩して 其の 求め 

る 所の 神 を 得た と 狭し • 悟り 顔 をして、 信仰の 隠れ家に 澄まし 込む に 至れば、 もう 其の 言 說は洞 として i41 な ものに なって 


いもの だと 思 ふ • 

近頃 世に 唱 へられる ゼ ー ムス、 シラ ー 等 諸家の プラグ マ チズ ムの 思想の 如き は、 最も 巧に 此の 活 きた 現 實と槻 貼して 立た 

ん とする 竹舉 である。 從 つて 若し：^ で 一 つ 最も 自分に 近い 哲舉を 選び出せと いはれ i ば、 今のところ 此の 思想 を 舉げる 外 は 

ない と 思 ふが、 それすら 私 は 其 懐疑に 立脚して、 それから 多く 離れまい とする 所に 生命 を感 やる のであって、 若し あれが 究 

極の 解^だ と 言 はれる と、 首 を 傾けざる を 得ない。 箕際 我々 は 唯 自分々々 の實 生活に 都合の よい やう * 其 時々 に適應 する 輕 

驗の 整理 統一 を やって ゐる。 事 寳はブ ラグ マチ ストの 言 ふ 通りで ある。 之れ を 外にして 何の 哲舉も 成立つ 譯 はない。 併し 之 

れ だけで 凡て だと は 何う しても 言へ ない。 問題 は實 に是れ から 先に ある。 實 生活に 好都合な やうに 銃 I すると、 1 口に 言つ 

て 了へば 何でもな いが、 事實 其の 統 I が滿 足に 行 はれて ゐ るか 否かと いふ ことが 第 一 問題で ある。 勿論 何う にか 斯うに かや 

つて はるる。 其の 人の 其の 時の 境遇 事情で 滿 足は滿 足な り、 不滿足 は 不満足な りに 否應 なし やって 行く。 併し 大體の 傾向 か 

ら言 つて、 進んだ 複雜な 思想の 人 ほど 不滿 足の 統 一 に陷 りむく 趣の あるの が、 見逃すべからざる 悲しい 人生の 事實 である。 

過去 生活に 對 する 悔恨^ 翁、 それから 將來の 生活に 對 する 不安、 心配、 是れら が 丸で 人生に 無い ものなら、 プラグ マチ ズム 

の 命題 は 十分の 權威を 以て 我々 と 支配し やうが、 事箕は 其の 反對 である。 昨日の 行爲 とい ふの が實 は不滿 足な、 仕方なし の 

一時 凌であった、 結 娱は的 面 今日に 色々 の 苦痛 を. 续す。 悔恨の 傷が 胸から 消えない。 是れ では 明日からの 生活が 心 元ない。 

時の 宜しき に從 ふな ど i 暢氣な こと は 言って 居られない。 此の、 將 來に對 する 不定 不安が 當然 要求して 来る もの は 統一 の檩 

準で ある。 何とかして 問 遠つ このない 目安が 立ち はすまい か。 此の 氣 持で 人生 を 回顧 思量す る、 所謂 第一義 を 思 ふ 心で ある 

是れは 實に已 み 難い 自然の 亊實 だ。 プラグ マチ ストと いへ ども、 之れ を 消して 了 ふ 力 はない。 然るに プラグ マ チズ ムが其 ま 
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らうと すれば、 た 此の 紛然た る 心內の 光景 を、 ありの ま- -に吿 白す る 外 はない。 其の 以上の 凡ての 思想 は 我れ とい ふ眞骨 

髓に 徹する に は 隔たりの ある もの、 我れ の I 部に は 違 ひない が、 隙の ある 我れ である。 充 資した 我れ はた 懷疑、 未解決と 

いふ 點 まで だと 思 ふ。 私が 他人の 說を 聞いて あれ 迄が 眞實權 威の ある 部分で、 あれから 先 は 造り もの だな ど感 する 境目 は 常 

に 此の 點 である。 髙山樗 牛の 思想 は、 共の 狭義 本能の 覺醒 と共に 生す る 心內の 矛盾 煩悶の 告白と いふ 點 まてが 充 資した もの 

として、 私 を^して 來る。 それから 先 は、 日蓮に 行かう が、 -I イチ M に 行かう、 が 皆 彼れ 一個の 試みで あり、 假定 であるに 止 

まって、 私と いふ 別個の もの i 目から 兑れば * 合理 も あり 不合理 も ある 一 の 研究 材料た るに 過ぎない。 若し 彼れ が是. 二 解 

決 を 得た と 言 ふの なら、 私は其の^^^ら先の彼れに疑を禅む。 是に綱 島 梁 川の 思想 は、 彼れ が 其の 見 祌法悅 を 最後の 解決 

としたに 拘ら す、 あんな 風に なりたい と 努力す る 人が 心內 に經驗 する 個々 の 閑 光 を 築 積した ものと して 私に カを與 へる、 け 

れ共 之れ を統 I した 見神 法悅の 解決 其 物 は I. 篇の 詩に 過ぎない、 尙 深く 實 生活と 觸れて 行く に從 ひ、 必す變 じて 今 一 度磊々 

たる 仄 色の 現 赏に戾 つて 來べ きもの だと 信す る。 40 れが あの ま、 M に充實 した 我れ として 永 緩すべき もので はなから うと 疑 

ふ 0 

共の 他 多くの 5〈 想.：^ が 道 德を說 き 人生 を說 いて ゐ るの を 聞く と、 其の 骨折に は 尊 敎を拂 ふし、 結論 も參考 として 無用 だと 

は 首 はぬ が * 情し いこと に は 其の 解決 以前の 心 內の資 光景た る 疑惑 狀態 を傳 へる 聲が 足りない。 賽の河原の それで はない が 

智義の 塔の 镇み 上げ： M をして 居るな とい ふ感を 起こさせる。 畢竟 第 一 歩に 充箕 した 現實感 Q 基礎が 示して ないから である。 

要するに 竹舉 とい ふ ものが 現代に 於いて 眞に 生きて ると すれば、 それ は 唯 その 素材と なった 現實 感に存 する ので、 組 綠ゃ結 

鍮で slh^;* 動かす 力 は 無い。 私 は：^ の 意味から して、 哲舉が • 今の ま-. では、 人生 對 して 動いて 居る 力の 量 は 領る諾 おし 


. 中 現代の 哲學も 宗敎も 懐疑に 生く 

. 何、 A- へても、 今日の 自分 等が 眞に 人生 問題 を 取り扱 ひ 得る 程度 は、 懐疑と 告白の 外に 無い と 思 ふ。 今迄の 人は餘 りに 信 

じ 過ぎた、 他人の 思想 を 信じ 過ぎたり、 自分の 思想 を 信じ 過ぎたり した。 或は 信じて 賴 りすが るべき 思想の あるの が f 生の 

平和の 爲には 仕 An せか も 知れない が、 時勢 は それ を出來 なくして 了った 0 早い話が 近代の 新聞紙の 發達 だけで も、 優に 天下 

を 凡人 化し 平等 化させる 力が あるで はない か。 凡人 化と いひ 平等 化と いふの が、 贊は人 問 をして 眞の人 £1 たらしめ たので あ 

る。 衆人 を 擧げて 一種の 自覺に 導いた ので ある。 聖人で あらう が、 英雄で あらう が。 人格の f 面から 見れば、 路傍に 客 待 を 

して ゐる $<、 足に 鎖の ついた 囚人と 少しも 違った 事 はない。 隱微も あれば 矯飾 も あり、 IKam 流露の 美し さも ある。 偶像 崇 

拜、 英雄 崇拜の 時代が 過ぎ去って、 人 は 皆 平等 對 等の 世と なった。 所謂 現 實暴露 だ 。今日の 新聞紙 を I 週間 も 讃んで 居れば、 

天 下に 逮人 だの 英雄 だのと いふ もの は 居 なくなって 了 ふ。 勿論 一 藝 1 能に 秀でた 人 は 居る けれ 共 それ は 全人格の 上の 英雄で 

も 聖人で もな く、 從 つて 崇拜 など、 は 思 ひも つかぬこと である。 政治家と しての 伊藤 氏、 相撲 取と しての 常 睦 山 氏、 俳優と. 

しての 羽 左衞門 氏、 皆 I 面に 他に 及ばぬ 特技 を 有して ゐる と共に、 一 面 は 共通の 人 問た る こと を 最も 明白に 見 はして ゐる？ 

是れが 人間の 鷹 相で あらう。 昔 は § 紙な ども 無かった 爲、 キリスト も 孔子 も 馬鹿." - 々しい 程 人 問 離れの した 偶像に 飾り 上 

げられ た。 現代で は それが 出来ない。 

斯んな 世の中に 立って、 我々 は 誰 をた よりに 自分の 全 生活 を 支配す る 問題 を 打ち 住せ やう。 何處に 一 つ 我々 を 全部 服從さ 

せる に 足る 思想が あるか。 我々 はた 現在の 自分の 心內に 振り返り 見て、 其の 粉亂に 驚く のみで ある。 口 を 開いて 眞簧を 語 
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人なら、 私 は 聖人の 心事 を 疑 ふこと を 禁じ 得ない。 それと 共に 人間が 自利 一 點で 仕事 をして ゐる とも 思 はない • 推しつ めて 

解釋 すれば 矢張り 自己の 爲と いふ ことにな りさうな 場合で も、 直接 動機と して は 他人の 爲 にも a; 理 其の もの、 爲 めに 動かさ 

れる 。要するに 事實は 以上 述べた やうな 複雜な ものである 。それ を 铊で薪 を 割る やうに、 荒つ ぼく 一  つか 二つに 片を つけて 了 

ふの は 私の 服し 得ない 所で ある。 

此の 論文が 懐疑と 吿 白と いふ 題目で 私の 人生に 關 する 現在の 考を 述べ やうと する、 それだけ は 自明の 事と しても 述べて、 さ 

て 何に する。 述べ やうと 決心す るに 至った 動機が 旣に 以上の 如く 雜絞 であると すれば、 此 等の 諸 動機の 凡て を 是認す る だけの 

統 1 目的が 潜んで ゐて、 それの 力が 我々 をして 書かざる を 得 ざら しめて 33<れ なければ 困る。 現在の 心理 狀態 を檢 ベれば 前言 

つた 通りの 無 統一な 有様で、 a; 理 の爲、 世上の 爲と いふ 氣持も あろが、 それと 反對 にた V 自分の 爲と いふ 氣持も ある。 現狀 

を 告白して 見る と、 自分で 恥 かしい やうな 1 不愉快な 感じが する。 將來も 是れで やって 行って 美い もの だら うか， 不快 不安 

だ。 出来るなら 單 f な、 あらゆる 部面 を滿 足さ^る 解決が つけて 貰 ひたい。 何時か 何虡 かで 一度 は 是非 それ もっけて 置かな 

いと、 我々 の 生 は 一代 ぐら， （• として 過ごさな くち やならぬ。 それ は 苦痛 だ。 そこで 斯ん な考の 起る たびに 彼 あが 斯、？ かと 

考察に 耽る。 けれ 共 遂に 是れが 最後の 鐵案 だとい ふ ものに 行き 當 たらない。 此の 論文 を 書く 必耍卽 ち 根本 目的 はと 問 はれても 

結局 今の 私 は 確な 答 を與へ 得ない。 巳む を 得ぬ から それ を 催 進した 諸 動機 を 漫然 數へ， 上げて 見る。 あれ も I 理由、 是れも 

一理 由 だとい ふ。 そして 其の あれと 是れ との 間の 矛盾 を 思うて いやな、 不滿 足な 感を淺 す。 何とかして 此 等の 矛盾した 動機 

の 奥に、 凡て を 是認して 安心 さする 統 一 目的 又は 統 一 動機が あって 欲しい。 私 は 今 斯んな 背景の 中で 此の 論文 を 書く • 


に 滞り を « えて 氣 持が 惡ぃ* 古人の 謂 は ゆる 腹 ふくる-と いふ 心地な Q である • 是れは 感想と いふ ものが 凡て 強まる につれ 

自然に 實現 方面へ 表白の 途を 求めて 來る 心理 上の 原則に 應 する もの だら う。 一 つの 科舉的 現象と 見て よい。 

叉 これ も强ち 自分の 爲とは 見えない 一 動機と して 擧げ ると、 例へば 世間の 人が あんな 間遠った 事、 僞 りの 事 を 本當と 思つ 

てる、 見て ゐる のが もどかしくて 自分の 說が 出して 見せたい、 とい ふ氣 持で ある。 先 づ言は ビ眞理 を顯揚 して 世が 救 ひたい • 

爲 とも 言 ふの だら うが、 併し 斯う 言 ひ 切れば もう 誇張になる。 實 際の a; 理狀態 はもつ と 漠然たる ものである。 僞妄に 過 まら、 

れる 他人が 不憫で たまらぬ とい ふ 程 強烈な 慈悲 本願で 論文 を 書いた 經験は 曾て 無い • 却って 此の 動機が 強く 明に なれば なる 

程 * た 偏に 自分の 信す る 所 を 立て通さ うとい ふ 形になる。 つまり 眞理 の爲、 世上の 爲と いふに 近い 氣 持と、 自分の 主張 だ 

から 擁護し 擴 張したい とい ふ氣 持との うべ 合 はされ たやうな 動機で ある。 或は こ- -て うんと 域ん 張って、 眞理 のた め 世上の 

ためとい ふ 事 一圃に 熱發 する の：^、 卽ち 大文字 を 成す 所以 だと 反馼 せられ はしない か 知らん、 とも 思って 見る が、 實際 私に， 

ば 柯う しても i まで 行げ ない。 其 自分 を檩 準に して 觀 察する から、 勢 ひ 世間で 右の 様な 動機で 大文字 を 製作す ると 公言す 

る 人々 の 多く は みんな 己れ を僞り 若しくは 誇張して 夢を見て ゐ るの だとし か 思 はれない。 自分 を 以て 他を忖 ると 言 はれても 

仕方 はない。 それが 自分の 現在の 最高 眞實 である 以上、 自分 以外に 何で 他人 を 忖度す る 目！！ が あら ラ。； 斷 るまで もな く、 以 

上の 諸事 情 は、 動機 論であって， 目的論 ぢ やない。 目的 は 云々 の眞 理を說 明して 見やう とい ふ 點に存 する。 刖事 である。 

さて 斯んな 風に 數へ 上げて 見る と、 此の 一 論文 を 作る に すら、 雜 多な 動機が 雜 多な 比例で 結合して ゐる。 そして 共の 不純 

粹な 動機と いふ ことが、 私に は已み 難い 本性の やうに 考 へられる。 同時に、 だから 其れが 結構 だと 讃美す る氣持 もない。 唯 

無簡と 一 方づ いて、 眞理 のた め 天下 國 家の 爲 めの 一 動機で 仕事 をして ゐる やうに 言 ひ 倣し 觀 做す もの を 疑 ふ。 若し それが 造 
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私 は玆で 現に 此の 論文 を 書く に 至った 動機 を數 へて 兑ゃラ と 思 ふ。 1 番 直接に は雜 誌の ため 是非とも 九月 躭には 何 か 書か 

なくち やならぬ、 若し 書かなければ 雜 誌が 困る • そして 其の 雜誌は 自分 乃至 自分の 親しい 人 が やって ゐ るの だから、 打ち 

やって 置く 譯には 行かない。 是れ だけの 動機が 餘程强 い 要素に なって ゐ るの は 疑 ひない。 つまり 論文 さへ 書けば、 此の 論文 

たると 他の 論文た ると は 問 ふ 所でない ので ある。 又 是れが 別な 雜 誌の 場合なら、 自分が 困る とい ふよりも、 金 か 是非 人 用 だ 

からと か、 編輯 者に 對 する 情資だ とかい ふ ものが 重耍な 動機の f つになる だら う。 何れにしても 駕理 のた めと か 研究の ため 

とか 世 のた めと かいふ 事と はかけ 離れて 全然 自分の 爲の 動機で ある。 此の 動機が 無かったら 事 is は 此の 論文 を 書かな か 

つた かも 知れない。 

それから 今一 つ は 何 かしつ かりした 物 を 書いて、 自分が 論文 擅に 立って 居る 地歩 を 益 强 くしなくて はならぬ • 自己 存在 

の 地盤 を 築いて 行く、 少なくとも 現に 有して ゐる 地歩 を 脆弱に して はならない とい ふ 自己 的な 動機 も 加 は、 つて ゐ るに 相違 

ま。 

更に また 前に 書いた 論文の 趣意が 世間から 誤解され たり、 十分 徹底し なかった りする 恐れで、 是非 あの 跡 を鲁き 足したい 

と 思 ふ、 何ぜ なら、 あの ま- - では 自分の 價俯を 傷 けられる 恐れが ある。 現に 世間の 批評の 中な どに さう いふの が 見えて、 其 

のま  >- ほって 置けば 自分の 存在 を 弱める かも 知れない からで ある。 

以上の 諸 動機と 類の 逮っ たものと 思 はれる の は、 此の 論文に 書く 思想 そのもの を、 初の 內段々 と 心の中で 熟させる に從ひ 

唯 何となく それ を 公に したい やうな 一 種の 傾向 を覺 える。 勿論 其の 中に すら I 部 は それで 世間の 人 を 感服 させたら 愉快 だら 

う、 從 つて 早く 發 表して 見た V とい ふ氣 持が 交らぬ と は 言 ひ 得ない が、 それ 以外 唯 何となく 共の 感想. S 散 させなければ 


此所 まで 來る とも ラ事實 © 告白でなくなる 0 事 實の 推斷 であみ、 哲攀 である。 從 つて^の 適り かも 紐れ ない が 叉 さラ でない か 

も 知れない。 人 さま.. t\ の解說 を容れ 得る 所以で あろ。 眞理 の爲に 研究 するとい ふのと 自分の 爲に 研究 するとい ふのと は哲 

舉 と車實 との 相 遠で ある。 私 は玆で 哲舉は 立てない、 事實に 止まる。 

斯ん なにして 自分の 生の 爲に 考究す る もの を 何で 私 は 文字に 書きつ けて 世に 公に する の だら う。 通例 世閜の 人が 此の 問 sa 

に 答へ るに は 一定の 型が ある。 己れ の 所思 を發 表して 虞 理の研 凝に 資する 爲だ とか、 己れ の發 見した 眞理を 世に 布いて 他人 

と 分け前す る爲 だと かいふ。 つまり a: 理 の爲、 世の 爲と いふの だ。 そして 史上の 逸話な ど を 引いて、 誰. <f は 自分の 身 を 殺し 

て も 眞现は 曲げなかった、 宜 傳は已 めなかった とい ふ。 成程 それ も I 面の 事寓 であるに は 相違ない。 が、 自分の 眞现と 思 ひ 

込んだ 事 や、 沉 して I 且 それと 發 表した 事が、 輕々 しく 變更 せられる もので な いのは、 必す しも 逸話の 場合の みぢ やない。 

其の 人の 事情 境遇に 應 じて、 皆 それ，， t\ に 自分 を ほ 理に殉 せしめざる を 得ない 複雜な 理由 を 有して 居る。 例へば 行が i り 上 

何と 威赫 されても 此處は 前 來の說 を 固持し なければ 都合が 惡 いとい ふこと も あらう。 玆で 前說を 翻せば、 自分の 地位が 亡び 

る、 世間へ 出す 面目がない、 それ を 思 ふと 苦痛 だ。 寧ろ 殺されても 生きて る 苦痛より は樂 だとい ふやうな 動機が 隨分 多量に 作 

用す る こと はない か。 斯う なれば 實は眞 理非 眞理ゃ 救世 濟 民の 問題 .1 りゃなくて、 自分の 存在と いふ 問題になる。 其の 他 是れ. 

に 似た 元素が 幾ら も あり、 又、 反對 にた^ 眞理 だと 信す るが 爲 それに 愛着す る やうな 元素 も 幾通り かあつて、 到底 單 f の 動機 

で說 明す る ことの W 來な いのが 心 作用の 特色で ある。 如何に 單 純に 見える 人で も、 心の中の 色彩 は 決して 簡單な もので はな 

い。 行 ひに 對 して は油斷 しても、 心に 對 して は 油断の 出來 ない もの だと 信す る。 人間 を單 I な 動機で 動いて る ものと する の 

は、 陳ぃ人 間 觀 である。 
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に は、 此 等の 事 赏 が/方に 立って 物 を 言 ふ。 それ のみでな く， 私み づ からの 本心に 振り かへ つて 見て、 今のところ まだ 明白 

に 研究と か考 へる とかい ふ 事に 根本の 耍 求が ある。 事箕に 解れる ごとに 必す 何等かの 程度で それ を考 へなければ 不滿 足で 氣 

が i りで 仕方がな いの だから、 是非が 無い。 斯う 思 ふと、 結局 私み づ からの 极本耍 求の 爲に t 究考察 を やる ので ある。 是れ 

を やらなければ 自分に 滿 足が出 來 ないから である。 昔の 擧 者が 何う の、 現代の 誰々 が斯ラ のと 言 ふの は、 それ こそた 自分 

. の 根本 要求の 後援 を其處 に、 求める に過ぎない。 

： 自分の 根本 耍 求で、 た 考 へたい から 考へ ると I 種の 道樂 とも 解せられ るが、 道樂と 解せられ るの は 緩 だ。 厭な 理由と い 

ふの は、 道樂 とい ふ 語の 中には 考 へても 考 へなくても、 其の 人の 生活に は 無關係 だから いふ 意が 籠る。 斯う 思 はれる のが 

厩 だからで ある。 事實 自分に とって は、 考察と いふ 經 過の 無い. 觀念 は、 それ を 推し 進めて 次の 箕行 過程に 移す のが 不安心で 

ある。 色 * の 意味で 不安心で ある。 現に 此の 論文 を蒈 きつ- - ある 間 も、 直に 本文に 入れば よいのに、 不圖思 ひついて、 全體 

書く とい ひ考 へる とい ふこと からして 極めて か- -ら ねば、 跡の 仕事 は 皆 地なら しのして ない 普請の やうな もの ぢ やない かと 

考へ 出す。 さうな ると 是非 何とか 此の 問題 を片 づけて 置かねば、 氣が X りで 跡が 心地よ く 進まない。 此の ま. -拗 つて 置いて、 

縱し 自分 は 我慢しても 世間から 突っ込まれたら、 忽ち 自分の 立場 は IS れて了 ふ。 自衛の 上から 言っても 是れ ではならない と 

いふ 氣 になる。 つまり 私の 實 生活が 阻碍 せられる からで ある。 斯う 說 明して 來る と、 玆 まで は$ の吿 白に 過ぎない、 極 平凡 

な 事 箕の吿 白に 過ぎない。 と 同時に 動かすべからざる 眞實 であろ。 自分自身に 生の 爲 めに 研究 も すれば 考へ もす る。 けれ 共 

ちゃ ラど 男女の 愛が 子孫 を 遺す ための 方便と して 與 へられた 本能で あ と解說 せられる 如く、 自愛 本能の 一 つと して 現 はれ 

た 研究 本能 考察 本能 も、 結局 は それで 以て 箱？ 5： に 1K 地 人生の 腐理を 閬 明 させ やうと いふ 造化の 計 S なのか も 知れない。 併し 
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上 本論の 背景 

si 今 此の 文 を 先達て 公に した 「人生 觀 上の 自然主義 を 論す」 (『近代 文 藝之研 21 序) とい ふ 一 文の 綾き の 積り で 害く。 併し 

何の 必要が あって 私 は 其の 糠き を 書く ので あらう か。 ちょっと 考 へて 見たい。 

私に 取って は 無論 斯うして 書く 文章が I の藝 術で ある。 從 つて 之れ を 書く 因 緣を考 へる の は、 やがて 少く とも 私 f 侗の上 

で 藝術發 生の 資情を 研究す る ことになる。 卽ち 私の 態度が 依然として 1 の 研究者と いふ 埒內 にある こと をば 免れない。 "親 

何ぜ 研究 だの 考へ るのと いふ 事 を やる の だら う。 昔の 懷疑者 流 は、 1： 斷と いふ 事 を 担 絡す ると 同時に 研究 だの 知識 だの 考へ 

るの だとい ふ 事 t 担 絶し やうと した。 從 つて 舉問 めいた こと や 書物め いた もの をば 遺さない のが 多かった とい ふ。 成程 之 

れも 一 理窟 だが、 併し 今日の 我々 から 言 はすれば、 一 向に 斯う 言 ひ 切る の も 矢張り 矛盾で ある。 第 一 それで 事實我 々の 研究 

だの、 考 へる だの • 判斷 だのが ばったり 息んで 了へば 申 分 は 無い、 がさう は 行かない。 ソフヰ スッの 後に ソ クラ テ ー ス 以下の 

^舉が 起ったり、 後の 懐疑派に つ いて ブ a チ ー ヌス 以後 近世に 及ぶ までの 大哲學 が 起こった りした 以上、 今日の 我 * が 眼 
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畢竟 實 行に 入ら やして 而も 現箕を 最大 度に 使役し 以て 確實 なる 純觀 照に 耽らん とすろ 活動で ある。  , 

最後に、 斯 やうな 藝 術の 觀照 意識が 帶 びる 特色 はとい ふと、 人生の 一 局部 を縮圖 的に 自々 生々 の 筋 度で 心內に 展開せ しめる 

； Si 果 其の 全幅の 關 係から 生す る I 稀 別 様の 感じ、 例へば 氣分氣 持と いふ やうな ものが 明白に 浮び 出て 來る。 名づ ぐべ くんば 

全 的 情趣と も 言 はう。 一 たび 此 に 達すれば、 第. I 義者を 感じ 得た とで もい ふ 如き 漠然たる 滿 足を覺 える と共に、 其の 本 

態が 朧げに 心 元な くして 摑 むに 搁 まれす、 胸に 蟠り を植ゑ 付けられた やうで、 それ isJ 解き ほぐさねば 氣が濟 ます、 忘れられ 

ぬ やうな 心地になる。 是れが 我等の 藝術 意識の 內容 であると 信す る。 卽ち I 局部の 活現實 に卽 して 全 的 存在の 意義 を觀 照す 

る 境地で ある。 

以上 藝術 と實 行との 關係 論に 辯 を 費した の は • 藝術を 以て ニ義實 行の 道具に 使 はんとす る 所に、 藝術墮 落の 端が あると 

倌ャ るから に 外なら ない。 (明拍 四十 二 年 六 》so 


方が 明白で はない か。 其の 實 普通の 用 1^ 例に 從 ふと 斯 んな氣 持を實 行と は 謂 はす、 寧ろ 實 行に 對 照した も Q と 見る。 實 行と 

いふの が 無理で あるから、 我々 は 是れを 別の 名に 呼ぶ ので ある。 而 して 斯ゃラ な 第 I 義的實 行と 第二義 的實 行と は 常人の 場 

合 決して 同時 同 I に營 まれ 得る もので ない、 必す 逐次 的に 起こる。 要するに 通例の 實行 は、 た 是れを 自分から 遊離 させて 

打ち 眺め 若しくは 问 顧す る氣 持の 中に 於いての み藝 術の 成分と なる。 

第 一 義的實 行 は 藝術境 だとい つた。 併し 是れ とても 嚴密に 言へば まだ 不完全な 說 である。 第一義 目的に 交涉 せんとす る氣 

持と いふ 中には、 1^ 舉 もも 宗敎を も 髙義道 德をも 含んで ゐる • 例へば 人生 最後の 目的 は 仁義に あると 信す る 者が、 行住座臥 

仁義 を 念と して 之れ を 果たさん と スト ライヴす る、 是等は 唯の 道 德的氣 分であって 第二義 箕行 とさした 相違 もない * 藝 術 的 

親 照の 氣 分と は， 全然 別で ある。 藝術は 之れ を必す 現資 具象の 成分に よって 爲 さねば ならぬ。 現實 具象と は 生きた もの、 生命 

あろ： ものと いふ ことで あり、 生命 ある ものと は、 我れ の 生命 經驗卽 ち 情意 經驗を 最も 多く 刺戟す る ものと いふ ことで ある 0. 

此の 點 から 言へば、 最高の 現 實は實 行で あるから、 實行が やがて 最高の 藝術的 成分ではなくて はならぬ。 然るに 事實實 行 を 其 

のま & 保留して 同時に 觀照 するとい ふこと は、 其簧行 が 全力 的で あれば ある ほど 困難になる、 人力で は 殆ど 全く 不可能に な 

る。 だから 觀照は 是非とも 實 行の 手 を 休めて 過ぎ去った ものに 回顧す る 膝 間の 外 起こらなくなる • 此事 箕を藝 術の MS 化と 

いふに 外なら ない。 

而 して 此の 觀 照の 膝 間と 實 行の 膝 間と は 限りなく 複雜に 交錯して 存 する のが箕 人生の 有様で ある。 箕 人生に は 無数な 美の. 

閃き も あると 共に、 之れ を 妨害す る 無 數の簧 行 分子 も 混入して、 到底 完全な 觀 美の 對 境と はなり 得ない。 會. <f 比較的 長く 此 

の 妨害 分子の 混入 を 避けて 觀 照に 耽り 得た 時 は、 卽ち藝 術 家が 見て 以て 描く に 足る 人生と 感じた 時で ある。 されば 藝 術と は 
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其の 人物と 共に 心の中で 〔ほ 行 的 スト ライヴ ヰ ングを やる 事 も ある、 殊に 女子供が 家庭 小說を 譲んで 泣いたり 笑ったり する の 

は 疑 ひもな く 此の 部に 属する。 けれども、 藝術的 經験は 決して 是れ だけ ぢ やない 0 是等 はた 成分で ある、 村 料で ある。 其 

の 上に I 物が 加 はらなかったら、 何 處に藝 術の 意義が あらう。 紙の 上で 唯寳行 生活の 眞似 をす る、 何と 言 ひ 前しても $ は 

た それだけになる。 それなら 小 說を拋 つて 箕 行に 往 くに 如く はない。 $t 仃に 柱き たく も往 けない 車 情の 人が 小説に せめて 

もの 慰藉 を 求める の だな ど \ は、 勿論お £ の 立場から 口にし 得る ことで も あるまい 。斯う 考 へて 見る と、 君よ 何故て 小說を 

窨き 又は 請む かと 問 はれて、 事實上 答が 出來 なくなり はしない か。 

此 所まで 論じて 來て、 思 ひ 及ぶ の は、 翁 等が 實 行と いふ 言 紫の 意味で ある。 通例 寳 行と いふ 時 は 現に 眼前に 横 はって ゐる目 

的、 爲 すべき か 卽ち爲 すべから ざる かとい ふ 問題 を 何れに か 決定して 遂行す る 謂で あるが、 此の 時の 目的 は 常に 第二義 的で あ 

も。 而 して 第一 lea 的卽ち 現當實 行の 目的が 我等の スト ライヴ ヰ ングを 支配して ゐる 時の 意識 狀態は 部面 的、 偏執 的すな は 

ち 刹那的 心 熱の 刻. -に 果たされ 行く 形で ある 。此ひ 境地に は 藝術は 無い。 けれ 共 若し 其の 目的が 節 一義的、 すな はち 現 當實行 

の SS 目的 を 統一 せんとす る ものである 場合、 是れに 心內の スト ライヴ ヰ ングを 向ける 意識 狀態を も By; と 言 ふの なら、 刹那 

的 心 熱の 立場から は 逸する と 同時に 我々 の 藝術觀 に 於いて 觀 照と 稱 する ものに 接近して 來 る。 資 行と いふ 意味が 變す るので 

ある。 例へば 世局の 艱難に 現に 面と 向った 人が 二 所 懸命に 其の 艱難 を 切り 拔け やうと スト ライヴして ゐる間 は 第二義 的 ¥订 

の氣 持で あるが • スト ライヴし 了へ て、 又は スト ライヴし あぐんで 手 を 組み 眼 を 閉ぢて 今迄の 經過を 回顧し ズ世は 結局 何う 

して 斯うな の だら うと か、 人世 は 成程 あ-であ つたの だな とか 沈思す る、 此の 回顧 沈思の 瞬 から 意識に 全く 異なった 味： A 

添 はる。 是れ からが 我 *c の 見て 以て 藝術的 經驗と 呼ぶ ものである。 是れ もも 貪 行と いふなら， 第一義 的實 行と でも 特祸 しヒ 


ぢ合 はされ る も Q だ、 又は 緣ぢ合 はされ てなる だとい ふ斷定 だけし か 無い。 それだけ ひ 空な 斷定を K くひなら、 昔から 

の 宗教で も哲舉 でも 澤山 である。 さう いふ 一元的 心 熱が 起これば 如何にもよ いこと、 又 起こらなくて はならない 道理 かも 知れ 

ぬが、 事實 それで 起こらな いのは 何う した もの か。 それ を 理知で 明に して 焚へば 哲舉 になる し • 方法で 說 いて 1 へば 宗敎に 

も 道徳に もなる が、 刹那的 心 熱 説に は 此の 哲舉も 無く 宗敎も 無い。 卽ち 此の 說は 不具で はない か。 

泡 鳴 氏の 立場から 首へば、 右の 心熱說 はやが て 藝術觀 でも ある。 が、 藝術觀 について は、 旣に 他所で も S 々云った 如く、 

斯うい ふ 風の 考 方と 我 の考 方と、 事寳の 解釋に 於いて 根本的な 相違が あるら しい。 所謂 實行的 人生と 藝 術 的 人生との 關係 

論で あるが、 是れも 論の 灸 所に 迫る ため、 我々 は 斯うい ふ 問題 を 提起す る。 則ち、 我等が 眼前の 糞 行 目的、 例へば！ 冊の 新 

書 を I 貝 ふか 買 ふまい かと 禱 SS する 場合、 心內 の諸沽 動が 刹那的 心 熱 若しくは 具體的 一 元に 統 1 せられて、 買 ふと か 買 はぬ と 

か結莆 するとす ろ。 此の 瞬間の 意識. 經驗 と、 又 同じ 意識 現象 を， まの 先から 紙へ 移して 小說に 書く 瞬間、 若しくは 斯 やうに し 

て 害 かれた 小 說を讀 む 瞬 の 意識 經驗と *  二つの 事箕は 全く 同じで あるか、 遠って ゐ ろか。 君 等 は 同 一 意識 經驗 だとい はれ 

る だら う。 我. は 違った 實： 識經験 だとい ふ。 問題 は 此の 事 論な ので ある。 粗 心な 人は兩 意識 圔の 成分が 同名 目で あるた め 

, に 直ぐ 同一 經驗 だとい ふ。 けれども 君 等の 立場 は 無論 そんな 淺 薄な 意味で は 無から う。 新書、 讀 みたい、 金、 米 斑の 料、 心 

細い、 假 りに 斯んな 諸 成分が 二度と も 其 意識 圖を 組立て ると する、 而も 其の 出來 上った 意識の 全 光景 は 前後 決して 同 一 の も 

ので はない。 氣 持が 全く 遠 ふ。 卽ち之 を 引 直して 言へば、 箕行的 經驗と 藝術的 經驗と は 意識 狀 態が 違 ふとい ふに 歸 する。 責 

行 目的 を 前に 立て それに スト ライヴす る氣 持と、 スト ライヴし 了へ て 回顧す る氣 持と が 根本の 相違で ある。 回顧の 地に 立つ 

て、 始めて 藝術的 意義が 生す る、 所謂 觀 照の 世界で ある。 小 說を； まむ にしても が、 成程 取りつ きから 作 中の 人物に 同情して 

鰺1 義と 51 義  ： 一七 九 


文轚評 A  « ^\ 

人生 はた ビ 刹那の 心 熱に よって 動く、 此の 場合の 心 熱と は 結局 充箕 した 心と いふ ことで あらう。 さう すると 田 中 喜 一 君の 具體 

的 一 元と いふ ものな どに 似た 狀 態となる らしい。 之れ を 平 俗に言 へ ば、 其の 瞬 閱 の心內 I 切の 所有 を 働かせて、 眼前に 起こ る 

r 爲 すべ きか 爲 すべから ざる か」 の 目的に 自由に 肉迫 させ、 其 1 切 所有の 心が 合力して 何ら か へ 傾いた 刹那に 其の 傾き を？ 貪 行 

にまで 持って行く。 若し 是れ だけなら たしかに 我等が 日常 やって 居る 事實に 合する。 けれ 共同 時に 何等の 新しい 見地で もな け 

れば、 何等の 立ち入った 解釋 にもなら ない。 人生 最後の 目的 理想 は 何かとい ふ 疑が 目 醒めて 來た。 是 れに對 して、 た 1- 其の 

刹那々々 の充實 した 心、 最强烈 わ 力の ある 所に 往 けと 敎 へる • 其の 裏に は 目的 理想 は 分からな いからと いふ 諦めの 意が 含ま 

れてゐ る。 卽ち 近世 思潮が 蘭ら す 最大 疑問の 前に は 無意義の 答と なる。 答へ ではなくなる。 それとも 唯識 めろ とい ふ、 そして 

其の 刹那々々 のべ スト を盡 くせと い-ふ、 それが 答 だとい ふなら、 異存 はない、 我等 はじめ 殆ど 一 切の 人間が やって ゐる 現の 

事實が 其の 通りで ある。 同時に 何でもない 唯 事に なって 了 ふ。 疑 は 其の 先に あるので ある こと、 言 ふまで も 無い。 

刹那の 心 熱と いふ こと を 此の 平板から 脫 せし：^ る 唯 一 の 道 は、 其の 刹那の 心の中に 旣に 目的 も 理想 も 的、 衝動的、 無意 

識 的に 含有 せられて ゐ るから、 分からな くと も 構 はぬ と斷 言して、 之れ を 立 意の 中央 點 とする にある。 さう すれば 我等の 本能 

的 現象 も 情意 的 現象 も 一 つに 溶けて、 一 元 的 高熱 を發 した 刹那が おの づ から 目的 理想の 發 現になる。 唯の 識め、 折 合 ひとい 

ふ 消極的の もので なくして、 積極的に 一種の 心境 を豫 想した 說 になる。 が 併し それと 共に 唯の 空論に もなる。 さやうな 一元 

的 境地 力た やすく 承認 せられる やうなら、 何も 人生の 目的な どと いふ 疑問 は 起こらない 害で はない か 0 一度 智識の GE が覺め 

て、 此の 複雜 多忙な 近 ま 文明の 腐屮に 立って 見る と、 I 元 どころ の 沙汰 ぢ やない、 二 元に も I 二 元に も 心 は 裂けて 了 ふ。 矛盾 

する、 衝突す る • 其の 裂け目が 何としても 消えない、 之が 綏ぢ合 はせ 方法 如何と いふ 事になる。 然るに 此の 心熱說 では、 綴 


のか。 我 導 はさう 思 ふ、 事の 有無 曲直に 拘ら す、 人の 操行に わたる 問題 ほど 複雜な もの は 無い、 此の 複雜さ を 察し 分る 所に こ 

そ 精神的 方面の 人 の 優越性が ある。 粗 硬な 心事で、 平氣に 他人の 私 德を議 する、 それで 當 人の 心中に は 何等の 矛盾 を も 荒 

凉 をも爱 恥 を も 感じないで 人前 だけ を言黑 めて 滿 足して 居られる。 そんな 心境に 居る 間 は、 まだく 痛切な 新 代の 人生 を 論 

する 资格は 無から うと 思 ふ。 今日は まだ 人生観の 上で 他人 を 咎め 他人 を敎 へる 時代 ぢ やない、 自分 を觀、 自分 を觀て 其の 萬 

資に 達する 努力 以外、 何もの も 無益で あると 思 ふ。 泡 鳴 君な ど は 比較的 多く 此の 努力 を自覺 して ゐる 人と 承知した から、 以 

上の 言 を附け 加へ たので ある。 

所謂 刹那的 心 熱 主義に 限らす、 凡ての 泡 鳴 氏の 論議に 對 しても、 從來 必要の 場合に は必 すそれ を 名 を 擧げて 来た。 名の 擧げ 

て 無 いのは 必ャ しも 君の 言 はる \ やうに 君に のみ 引き 當て たの ぢ やない。 無論 君 も 其の 中に 這 入らる、 こと も あらう が、 他 

にも 同じ やうな 說の 人が あって、 一 指名す るの が 面倒な 場合に 其の 大同小異な 說を！ 括して 擧げ たものに 過ぎぬ。 今後 

ともさう いふ 事 は あらう から、 勿論 其の 論敵の 一人と して 進み出て 指敎 せられる の は 有りが たいとしても、 誤解 は 避けて 貰 

ひたい。 全體に 於いて 我等 はま i の 主張の 全 分に 對し 批評 を 試みた 事 はない。 之 は 打ち明けて 言 ふと、 君の 論調が 何だか « 

面目な もので 無い やうに 聞こえて ならなかった のが、 储に 共の 一因で ある。 是れは 恐らく 我れ I 人の 見る 所で あるまい。 倂 

し 今日で は あれが llf^ の 調子な の だと 思って 諒 とする。 だから 君の 言 ひ 過ぎ を 咎め立て もして 見た ので ある。 又 玆で君 を 0- し. 

て 見ようと も 思 ふので ある。  3 

論 は 端的 を耍 する。 泡嗚 氏の 刹那的 心 熱 主義 は、 之 を 人生 觀論 として 見る とき、 極めて 平凡 無意義な ものになる か、 然ら 

すん ば 不具 不完全の ものになる。 又 之 を 藝術觀 として 兒る とき、 根本に 於いて 我々 と事實 の 解釋を 異にする。 我 の 實行的 

第一義と 第二義  ；ぉ七 


^00^  一  セ六 

はし むれば， 今日の 人生 觀論 はた 燸飾 する 所な き 自家 實 行の 現狀を 省察し 吿白 する ものであって、 始めて 人を勳 かすの 權 

威が ある。 何と なれば それが 事實 だからで ある。 其の 以上 紛々 の 論の 如き は、 我等に 何等の 權威を も 有しない。 た 比較的 

我等に 接觸 する もの は、 やはり 自分が 自分の 智識で 立て 得る、 その 唯 一 の 人生 M である。 併しながら、 斯 くの 如くして 立て 

得る 自分の 人生 觀 すら、 我 を 支配す る 力と はならない。 何と なれば 之に よって、 我等の 第二義 人生すな はち 實行的 生活 は 指 

導せられ て 居ない からで ある。 まして 他人の 唱說の 如き は、 我等が 屈強なる 智識の 前に 悉く 批： 評せられ 剔抉 せられて 其 全能 

性 を 失 ふ。 二 千年の 歷史を 倾け來 たっても * 人生 觀 として 今の 我等 を悅 服せ しむる 權威 ある もの は 一 つもない のが 事實 であ 

る。 斯 やうに して a: の 意味に 於け る 人生 觀 などい ふ もの は、 窮極 此の世に 成り立つ もので あら ラ か。 成り立つ もの は 皆 一 分 

の a; 理 でめる、 一 分の 武理に 全部の 滿足を 求め やうと する、 そこに 無理が 出來 る、 抑 M が 生す る。 是れが 在来の 人生 觀 とい 

ふ ものである、 少なくとも 我等から 晃て、 あらゆる 在來の 人生 觀 がさう 見える。 全 分の 眞 理、 我等 は 之れ を 何處に 求め 得 や 

うか。 

斯 やうな 思想の 順序で 今の 論 擅の 二 ni 子が 主張す る 人生 觀 なり 藝術觀 なり を 見る と、 そこに 批評の 餘 地が 幾ら も ある。 例 

へば 本紙で 熟 面の 泡 鳴 君の 論な ども 其の 一 つで あろ。 但し 其 前 に 一 言して 置きた いのは 此の 人 近来の 論議の 態度で ある。 君 

の 論 は 無 邪氣で 行く 限り あの 調子 もー體 として 見られる。 けれ 共 近來動 もす ると I 分の 邪氣を 交へ て來 るの は 甚だよ ろしく 

ない。 勝 乎に 他人の 心 術 や 私！ i に累 する やうな 讒誣 を 加へ て、 捷っ こと を 偏に 人生に 期す る！ 二百 代言 的な やり 口 は 君の 爲に 

取らぬ 0 あの 下劣な 『〇〇〇』一 楚の やり 口 を 見 給へ。 あれで 文 擅 S 爲の 奮闘 だの 理想 だの、 革新 だのと 言 はれる と、 此方が 

冷 汗をかく、 それ を 平氣で 偽って、 自分の 心に 何等の 荒凉も 感じない 程 硬い 心で、 何で 新 代の 精神 問題な どが 感ぜられる も 


藝術 は 人生の 爲 である、 人生の 爲 でない 藝術 の あり やう 富ない。 唯 i は 如何に 人生の 爲 であるかと いふ、 其の 如何に 

とい ふ 墓の 織に あるので あろ。 此の 解釋 次第で藝術觀の樣 々なのが 生す る。 所が 此の 藝 術觀一 つに すら、 a 

0?ii0HHH 其 sg 更に 人 iQB が f 出して 來る。 藝 f  |我等 を 

して 第 i 人生の 奥に £ に ほぐし 得ざる 第 i の 塊 ある こと を 奥せ しめる。 藝 術の 効果 はき 此皇 にある。 假 りに 我 

等 をして 斯う 斷言 せしめよ。 それでも 尙 人生の 目的 如何と いふ 問題 は 少しも 解けて 居ない。 我等が 營 まして 追 ひ 行く 現在 

の第ニ義 人生 は、 何 I 極の 指揮者と する か。 是れが 人生 觀論 である。 而 して 我等 は I に 我等の 現 f 富す る 時、 何等 

の盖 ある 解釋 I 分の 中 又は 他人 i 中に 所有す るか。 何も 無い、 ある もの は 唯紛亂 である、 疑惑で ある。 然ら すん ば 唯 

の 盲目と 無奧と I とで あ 5 予は 近著『近 代 文 藝之 研究』 の卷 首に 「人 生觀 上の 自然主義 I す」 と 題して 此の 點に關 する 

1 文を揭 げたり 參照を 乞 ふ、  , 

斯 やうな 中に 居て 一 侗不 S 人 i を 立し 且 S じ 得る 人 は、 ，なる 意味で 塞で ある。 けれ 共 我等 をして If 言 

I お HI 


れを定 限と すれ は、 さやうな 人生 觀 上の 自然主義 は、 私に 取って は 疑惑 內 0  I 事 M たるに 止って、 解決の 全部と はならない • 

一一 イチ H が 人生 觀の、 本能 論の 半面に 見 はれた 思想 も、 一種の 自然主義と 見る 人が ある。 それなら 是れ もまた ル， ソ ー の 

場合と 同じく、 我が 疑惑 內の 一 事實を 提示す るに 過ぎな いのは 言 ふ を 待たぬ。 

B シァ の 作者 • ッ ル ゲ ネフ ゃト ル ス トイに 見 はれた 盛 無 思想 を 以て 最もよ く 人生 觀 上の 自然主義に 當 たる もの と 見る 人 も 

ある。 廐 無 思想の 中心 は、 タル ゲ ネフの 作が 定義す る 所に よれば、 あらゆる もの を 信ぜす、 あらゆる 槺 威に 抗爭 する as に 

する。 併し 此の 思想 を I の 人生 觀 として 取 リ 上げる 時、 そこに 當然 消極 か 積極 かとい ふ 問題が 起こり 來 たらざる を 得ない こ 

と は、 旣にョ la ツバ の 論者が 言って 居る 通りで ある。 而 して 其の 當然 の解釋 が、 信ぜす 從 はや を 以て 單 なる 現 狀の吿 白と 

せす、 進んで 之れ を 積極の 理想と する に 傾く とすれば、 是れも 私に は 疑惑 圈內の I 耍素 となる ばかりで、 最後の 解決と はな 

らなぃ 0 

斯 くの 如くして 所謂 人生 觀 上の 自然主義 も 私に は 疑 ひの 一 面た るに 過ぎない。 (明抬 四十 二 年) 


^が 知識で あると も 思 ふか しかたがない。 何等かの 威力が 迫って 來て、 私の この 知識 を 征服して 吳れ たら、 私 は 始めて 像 

得る の 幸福に 入る であらう。 

されば 現下の 私 は 一定の 人生 觀論を 立てる に堪 へない。 今 はむしろ 疑惑 不定の 有りの ま i を 懺悔す るに 適して ゐ る。 そこ 

までが 眞實 であって、 其の 先 は 造り 物になる 恐が ある。 而 して 此の 私 を 標準に して 世間 を 見渡す と、 世間の 人生 觀を 論す る 

々も， ^私と 似たり寄ったりの 邊に 居ろ ので はない かと 猜 せられる。 若し さうなら" 世 を 擧げて 慷悔の 時代なる かも 知れ 

ぬ。 虛僞を 去り 矯飾 を 忘れて、 痛切に 自家の 現狀を 見よ、 見て 而 して 之れ を 摯に吿 白せ よ。 此の 以上 適當な 題言 は 今の 世 

に 無い のでない か。 此の 意味で 今 は 像悔の 時代で ある。 或は 人間 は 永久に 亙って 熾悔の 時代 以上に 超越す る を 得ない もの か 

も 知れぬ。 

以上 を^が 現在に 於いて 爲し 得る 人生観 論の 程度で あると すれば、 そこに 藝術 上の 所謂 自然主義と 尠 なからぬ 契機の ある 

こと を 認める。 けれども 藝術 上の 自然主義 はもつ と廣ぃ 0 また 藝術 は必 しも M 接に 我等め 實行 生活 を 指揮し 整理す る 活動で 

もな. V 

餘論 として 玆に 一言 を 要する の は、 史上にい は ゆる 人生 觀 上の 自然主義 である。 過去に 於いて 明に 斯 やうな 名 辭を用 ひた 

の は、 私の 知ろ 限りで は、 proteir  W.  H.  Hudson のル， I ソ ー 論に Naturalism  in  Life と 言って ゐ るの などが 其の 最近の 例 

である。 是 れは霄 ふまで もな くル ー ソ ー の 「自然に 還れ J. 自然の 人. r 反 文明 J 反 人 巧」 の 人生 觀に 冠した 名で あるが、 若し 之 

序に 代へ て 人生 觀 上の 自然主義 を is ず  1 七 S 


ま 踏 許 ま  ： 

地に 灰色の 心で、 冷たい、 S い、 荒んだ If て 行く  Q が 人き £曰 かと も 思って 見る。 けれども 今 |での私は まだ 

何う も それだけ i ひず もっかぬ。 iga^ol^tl^xlf 幾ら 知識 を驅 吏し 

て 見ても g 矛盾 は f  。 つまり 私 は 一方に Ills 塞て 居る と共に、 一方 は 極めて 散文的な、 I 的な 人生 を 

叙て 居る。 此の 兩 f さまよって、 不定 不安の 生きみながら、 自分で も 不滿足 だらけで 過ごして 行く。 

此の 點 から 考へ ると、 世 Q 1 人 蠢に歸 命して 何 sit 感ぜす に 行き 得る 人 は 幸？ ある。 况 して それ t さ宜 

傅す るまでに なった 人 は である。 私に は 凡て それぎ ものが 信ぜられす、 あらが 見える やうに 1 はれて ならない • 

或 るもの は 持って 廻った i 物 だ、 或 fQMI 飾の 申 i、 或る もの は g 半面に 過ぎす、 或る もの は 唯の 磨 幻 象 

に過ぎない。 自分の 知識が 白い 光 を 其の上に 投げる と、 是 等の も g 皆 其の 粉 塗して ゐた f 失って 了 ふ、 散文 匕し 方便 匕 

して 了 ふ。 それ を 知ら S 振に 取りつ くろ？、 自分で も i 夢に 醉？、  ff 富？ 行く こと は、 m 

くな つて 來た。 自分の 作った 人 磨 さへ 自分で？ る こと S 來 ない 私で あるから， 況して 他人の 立てた 人 翁な ど、 § 

fan  I つも 無い。 何もの を も 批評 する のが 先にな つて、 信ず ことが 出来ない、 讚 仰す る こ 

きが出来ない、 信じ 得る 人の 心 は 平和で あらう が、 批？ る 人の 心 は 何時も，？ として ゐる。  g 至って 私 は 自分の 

知識 そのもの を 呪 ひたくなる。  I 

五 

自分 は git た 人 i を も 持って 居ない。 あらゆる 旣存 Q 人 生觀 は 我が 知識の 前に 其の 信仰 債 I ふ， 呀 ふべき は 


萏には 此の I を 目障り だと 言って 見まい とする もの も あるが、 自分に は 何う しても 見える と 5 方が 正直と し t はれ 

ない。 從 つて 今の所、 若し 私の 知識で 人生の 理想檩榜 とい ふやうな もの を？ よと いふなら、 先づ 差し あたり 是れを 待って 來 

る。 人生の 理想 は 臭で ある、 自己の 生で ある。 自分の 實行的 生活 を 導いて 來 たもの は、 事實 この 外に 奢った。 齧實 行 

の隣 間 はそんな f 置と 限る もので ないから、 gaQII で や？ 居き とが 多" m 

醒めない 道德 たるに 過ぎぬ。 開眼して 見れ は • 顏 I して 來る もの は祌 でも 佛 でも 無くして 自己で ある。 だから 自己が 卽ち 

し斯ん I は 畢竟す るに 私の 知識の 屆く 限りで 造り上げた 假の 人生 觀 たるに 過ぎない。 是れが 分かった 爲に 私の 實行的 

生活が 讓 する 譯 でも 何でもない。 のみなら す 現に 其の 知識み.. つからが、 まだ 此の上 幾らでも 難解の 疑問 を提 出して 休 I 

K 皇と いふ 其 の內容 は 何と 何と だ。 自己 QI 追うた 行 止り は 何うな るの だ。 殊に 困る の は、 知識で 納得の 行く 自 S 

德と いふ ものが、 實は 何う しても ま だ崇高莊 厳と いふ やうな 仰ぎ見られる 感情 を§心 に 催 起しない。 陳ぃ 習慣の 拔殼 かも 

知れない が、 I 糧 I 目的に 追うて ゐる間 は、 時として 是れに 似た やうな 感じの 伴 ふこと もあった。 あの 情味が 新開 眼 

の 巢 道德 に は 伴 はない， 要するに 罄 何れに 就く も、 實行的 人生の 匿の 神聖と か 崇高と かいふ 感じ は 消え去って、 f 

灰色 Q 天地が 果てし もな く 眼前に 横た はる。 嚣、 憧憬の I 物が 無くなって、 幻の 華の 消えた 心地で ある。 私の 本、 もの  一 0 

は、 たしか こ 此の 囊に對 して 不滿足 I へる、 もと 端的に 我等の 實行道 f 突き動かす 力が 欲しい、 而も 其の 力 は 直下に 

、： 6 の 底に 徹する もので、 同時に 讃 仰し 灘 する に 十分な 情味 を 有する ものであって 〔t い。 私 は 此の 妻 を 我等の 第一義 

ずた は I き發動 とも 名 づけ やう。 或は 斯ん きと |ふの が 旣に陳 い f 囚 へられて ねる のか も 知れない。 灰色の 天 

>1  5 一" 
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遇する と共に、 飜 つて 考 へる と • 共の 同情 も、 あらゆる 意味で 自分に 近い もの だけ 濃厚になる のがた しかな 事實 である 0 し 

て 見る と是れ も餘り 大きな 事 は 言へ なくなる。 同情す る 自分と 同情され る 他者との 矛盾が、 死ぬ か 生きる かの 境まで 來 ると， 

そろく 本體を 3^ 露して 來 はしない か。 先づ 多くの場合に 自分が 生きる 0 よっぽど 濃 §3 の關 係で 自分と 他者と 轉 倒して ゐる 

くらね の 場合に、 言 は 1- 病的に 自分が 死ぬ る。 又は 極 局 身 後の 不名譽 の 苦痛と いふ やうな もの を 想像して 自分が 死ぬ る こと 

も ある。 所詮 同 情の 底に も 自己 は ある やうに 思 はれて ならない。 斯んな 風で 同情 道德の 43 彩 も變 つて 了った。 

更に 一 つ は， - 義務と か 理想と かの 爲に、 人間が 機械と なる 場合が ある。 唯 何と はなしに * 爲 なくて はならない やうに 思つ 

て爲る * た 5*  I 念 其の 事が 成し遂げたくて する。 斷んな 形で 普通 道德に 貢献す る 場合が ある。 私 も 正しく 共の 通りの 事 をし 

てね る。 併し 是れ ばかりで は 地球が いやで も 西から 東に 轉す るのと 少しも 遠った 所 はない、 徹した 心 持が 無い、 生きて 居な 

い、 不滿 足で ある。 そこで 色々 考 へて 見る と、 何う も 矢張り 其の 底に 撞き あたる もの は 神で も眞理 でもな くして、. 自己と い 

ふ I 石で ある やうに 思 はれる。 此の 意識の 消し 難いが 爲に、 義務 道德、 理想 道德の 神聖の 上に も、 知識 は 共の 皮肉な 疑 ひ を 

加へ るに 禱路 しない、 曰 はく、 結局 は 自己の 生 を 愛する 心の 變形 でない かと。 

斯 やうに して、 私の 知識 は 普通 道德を 一の 諦めと して 成就させる。 けれども E 時に 其の 源が 神秘な もので も 莊嚴な もので 

も なくなって • 第 118 理の 魅力 を 失 ひ、 崇拜 に.. 撩 にも 當 たら なくなって 了 ふ。 

§ で狎 して 行サば 普通 道德が 一 の 方便になる と共に、 其の 根抵！ ^自己 わ 生 を *1 すると > ふ镇接 的な 目標が 見えて 来る • 


衷心に 存 する 不平 や 疑惑 を 拭 ひ 去る 力 ひあな もので は 無い * しかたが 無い-からと いふ 綠 めで る •  i 

まで 回顧して 來て、 何時も 思ひ惱 むの は 共の 奥で ある。 何が 自分 をして 雜 めさせる の だら う。 私に 取って は それが 神 

の 力で も 信仰の 力で も 無くして、 實に 自分の 知識の 力で ある。 若し 自ら 僭して 聰明と いふ こと を 許されろ なら * 聰明な から 

である。 假に 現在 普通の 道德を 私が 何等かの 點で 踏み破る とする。 私に は 其の後の 事が 氣づか はれて ならない。 それが 有形 

無形の 自分の 存在に 非常の 危險を 持ち 來 たす。 或は 百年 千年の 後に は、 其の 方が I 暦 幸 一幅な 生存 狀態を 形づくる かも 知れな 

いが、 少なくとも すぐ 次の 將來に 於け る 自己の 生と いふ ものが 烕赫 される。 單 身の 場合 はま だよ いが、 同じ 自己で も、 妻と 擴 

がり 子と 擴 がった 場合に は、 愈々 それが 心苦しくなる。 つまり 名と いひ、 利と いひ、 身と いひ、 家と いふ * 無形、 有形、 單 

純、 複 雜の刖 はあって も、 設 する 所 自己の 生と いふ 中心 意義 を 離れて は、 道德も 最後の 一 石に 徹しない。 直 觀道學 は それ を 

打ち消して 利已 以上の 發足 點を說 かう けれども、 自分 等の 知識 は、 何う も 右の 事實を 否定す るに 忍びない。 却って 否定す る 

もの-心事が 疑 はれて ならない o( 衆生 濟 度の 方便なら 構 はない が) 傍に 千 萬 卷の經 典 を 積んでも、 自分の 知識 は 「道徳の 底 

に 自己 あり」 とい ふ 一 一一 1E で 之れ を 斥ける 勇氣を 持って ゐる。 而 して 此の 知識が 私 をして 普通 道德の 前に 諦め をつ けさせる、 

爲 かたが 無い と 思 はせ る。 それ 以上、 自分に 取って は 普 逋道德 は 何等 崇高の 意義 を も 有しない。 I 種の 方便 經 に過ぎない。 

まだ 一 つ ある。 私 は 寧ろ 情 負け をす る 性 貧で ある。 先方の 事情に すぐ 安値な 同情 を 寄せて、 氣の 毒お * かわい さう だと 思 

ふ。 それが 動機で 普通 道 德の道 を 歩んで 居ろ 場合 も 多い。 そして 是れ が本當 の道德 だと も 思った。 併し 投々 種々 の 世故に 遭 

ぼ K 代へ て 入 *1|»上© 自然主義 を <1 ず  一六 A 
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旣に 父母の 手 を 離れて、 門敎 育に 入る 迄の 問、 凡て 自ら 世 波と 鬪 はざる を 得ない 境遇に 居て、 それから 舉 窓の 三 四 年が 思 

ひ 切った 贫齊 生、 舉. を 出てから が生沾 難と 世路 難と いふ 順序で あるから * 切に 人生 を 想 ふ 機緣の 無い 生涯で も 無い。 しか 

も尙是 等の ものが M に 私の 血と 肉と に 觸れる やうな、 何等の 解決 を豫 らし 來 たった か。 四十の 坂に 近づかん として、 隙 だ 

ら けな 白 分の 心 を 顧みる と、 人生 觀 どころ の騷ぎ ではない。 我が 心 は 依然として S 疏な踐 M の やうで * 一時凌ぎの 手入れに 

床の 拔 けたの や 屋根の 漏る の を 防いで ねる。 糙ぎ はぎの 一 時 凌ぎ、 是れが 正しく 私の 資行 生活の 現狀 である。 之れ を 想 ふと、 

今 さらの やうに armer  Thor の 嘆が 眞實 である こと を感 する • 

私 は i!: うしたら 善から うか。 私 は 一 體何 うして 日 * を 送って 居る か。 全くの 其の 日暮 し、 其の 時 勝負で やって： るの だら 

うか。 强ち さう でも 無い やうで ある。 事實、 自分の 日常生活 を 支配して ゐる もの は、 やつば り 陳ぃく 普通 道德に 外な.^ ない • 

自分の 過去 現在の 行 爲を板 かへ つて 見る と、 一歩 も 其の 外に 出て は 居ない。 それで 以て、 決して 普通 道 德が最 好 最上の もの 

だと は 信じ 得ない。 或 部分 は 道理 だと も 思 ふが • 或 部分 は 明に 他人の 死殼の 中へ 活 きた 人の 血 を 盛らう とする 不法の 所爲だ 

と 思 ふ。 现 だと 思 ふ 部分 も、 結局 は 半面の 道理た るに 過ぎない から * 矛盾した 他の 半面 も 同じ やうに ほ 理 だと 思 ふ。 斯う 

いふ .fsas で 心 內には 一 も 確 ra: 不動の 极牴が 生じない。 不平 も ある、 反抗 も ある * 冷笑 も ある • 疑惑 も ある、 絡 望 も ある。 そ 

れで尙 思 ひ 切って 之れ を^ 躏 する！^;^ は 無い。 つまり 愚圖々 々として 一種の 因襲 力に 引き すられて 行く。 之れ を考 へる と、 

自分 等の 赏行 生活が 有して ゐる 最後の 签蹄は - た 1 語、 「諦め」 とい ふこと に過ぎない。 共の 蹄め もほんの 上っ面の もので 


f に £ ^へて 人生 觀 上の 自然主義 を 論ず 

、、： 

私 は 今玆に 自分の 最近 兩 三年に 互った 藝術 論を總 括し、 思想に 1 段落 をつ け やうと する に當 たって， 之れ に 人生 觀論を 裏 

づけす る 必要 を 感じた。 

け Ir- ども 人生 觀 論と は 畢竟 何で あらう。 人生の 中稱 意義 は 言 ふまで もな く實 行で ある。 人生 觀は卽 ち 實行的 人生の 目的と 

見える もの、 總 指揮と 見える ものに 識 到した 觀 念で 無い か。 所謂 贤行的 人生の 理想 叉 は 歸結を 標榜す る ことで 無い か。 若し 

；さ うであるなら、 私に はま だ 人生 觀を 論す る 資格 は 無い。 何故ならば、 ^の 實行的 人生に 對 する 現下の 實情 は、 何等の 明確 

な 现想を も 歸結を も 認め 得て 居ない からで ある。 人生の 目的 は 何で あらう か 。我等が 生の 理想と すべ きもの は 何で あらう か。 

少し かって 居ない。 

勿論 斯 やうな 問題に 關 した 學問も I 通り はした、 自分の 職業 上から も、 斯ゃ ラな攀 問に は斷 えす 携 はって 居る。 其の 結果 

として、 理論の 上で は、 ぁ乂 かかう かと 纏まりの つく 様な 事 も 言 ひ 得る。 叉 過去の 私が 經歷と 言っても、 十一 二 歳の 頃から 

It に 代へ て 人生 觀 上の 自然主義 を餘ず 
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に は 散文 を 以て 詩 を 遣らん とした もので、 斯く 詩と 散文の 境界 を すら 政り 除かん とする 狀態 であるから、 日本に 於ても 形式 

上 何等かの 新 工夫が 起るべき ものと 思 ふ。 詩 は 其の 性質 上、 元来が クラシカルの もので は あるが、 それ を 破らん とする が 新 

代の 詩人の 不斷の 努力で あらう。 ブラウ 11 ングが ドラマチックの 形式 を 試みた の も 現代に 近け ん爲 めの 努力の 一端で あろ。 

以上 之 を 要するに、 內容に 於ても 形式に 於ても 活 きたる 現代の 生活に、 能 ふ 限り 密接なら しめんと する のが、 詩に 對 する 


の 遊戯、 思想の 遊戯 をして ねる やうに 見える。 

形式 上の クラシ シズ 4 を 破る の 【法 は、 いかなる 形に 於て か 言 文  一？ J なる の 必要が ある。 無論 西洋の 詩 も、 散文と は修 

辭 法の 上で 相逮が あるの だから、 言葉 も逮 ひ、 形. 谷 も 尋常より 離れて ゐ るし、 又 言葉の 順序な ども 更 へる 事 も ある、 然し 其 

の 誘 脈に 至つ V- は 詩 も 散文 も： M 様で b  は iv で、 き は き で、 I は Bay である。 それ 故 六つ かしい 言. t を 用 ひ、 順序 

を轉 倒したり する も、 必す活 きた 現代の 言葉と 共通す る氣 取った 語法 も 矢張活 きた ものである。 之 は 重要なる 語尾が 同じい 

からで、 日本で は 此の m- 耍な語 ほ" の HI 化 は 全く 形の 逮っ たもの を 用 ふる、 氣 取った 言葉、 順序の 轉 倒な ども 西洋で は 感想 自 

ら なる 要求で、 之でなくて は滿 足したい ので あるから 寧ろ 自然の ie!l- であるが、 日本の は、 である、 あります、 をな りと する 

は、 感情の^E然の耍求でなくして中問に狹まれた習憒でぁる。 此の 事た る や、 延びても 差し 閊 へのない 散文で は 邪魔に なら 

ぬが 一 語 一 言に して 重大な 關係を 有する 詩に 於て は、 なりの 二 昔 も 其の 結^ は^だ 重大で ある、 無用の 薄紙 を 間に 狭む では 

吾人の 意想外の 結 茶 を. 米す 事が あると 思 ふ。 耍す ろに 英國の 詩 を 請んでも、 如何なる 點 でか 現代の 言葉と いふ 事 は 認められ 

る。 ホイットマン、 ヮ ー ヅヮ ー スに は尙更 其の 感が ある。 日本で は それが 全く 現代の 言葉で ない、 故に それ を 以て 現代の 思 

想 感情 を 表さん とする の だから 日本の 詩人に は 抑 も 格段なる 苦心 を 要する * 其の 苦心 は 素より 察すべき もので は あるが、 結 

茶 は 廻りく どい 拈くれた ものた る を 免れぬ。 と は 云へ * 貢 文 一致の 詩 を 作る 方法 を 殊更に 指示す る 事 も 困難な 事で ある • 

歷 史的に 考 へて みても 日本の 散文に 於て、 二十 年 前に は、 である、 あります を 以て 文章ら しくなる べしと は 夢にも 思 はな 

かった のが、 今では 散文に 於て 言 文 I 致が 勝利 を 占めて 了った。 詩に 於ても 同じ 事で あらう。 西洋に 於て は、 ホイット マ 5V 

は 詩と 散文 を 同じ やうに せんとした。 メ ー テル リンク は 散文 を 以て 詩の 往 かんとす る處を 試みん とし、 ラスキン も ある 傷 合 

現代の 時  、  一 k£ 


B 本の 新體 詩で は 歌って ゐる續 は 或る 程度まで 現代 青年の 斯謂 近代的 麥愁、 近代的 省察の 傾向 を 持てる ものと は 

ゐ る。 無し それが 如何にも 管げ で、 廻りく どく、 切資に 出て ねない と感 する。 鲁 今日の 詩が 數年 以前の 詩より 進歩して 

ゐ る事は認 めて ゐる。 數年 前の 詩に は Jil 象がない、 現今の 詩人の ある 者に は 鬼に 角朧 ろげ ながら もこれ ある は i 

歩で ある、 卽ち 請んで 見る と、 細かし I 柄 は 解らない が、 全體 の 上に 何だか 一 の 調子が 微かに ある、 -? r ンが畲 

？ムの 上に シム ボラ ィズ されて ゐる 0 事枘の 印象 は錢ら ぬが、 只 何となく 頭 を 抑 へらる.， 幽かな 感じが 续る。 淡き 影の 如 

< 不思議な 神秘的の 暗い もの を 指し示され たやう 崖 も ある。 m に 角 曰 本の 詩の 進步發 達した 所以で は あるが、 其の 情 

緒 的 表象 も 極めて 薄い もの だ。 

故に 吾人の 希 I、 いかなる 方法に 於て か 極めて ディ レクトに スト レイトに なって 欲しい。 細かい 鐘の、 シンボリズム 

でも ナチ ユラ ジズム でも 可い から、 深い 印象と 强.^ 調子と がなくて は 物足りない。 

思想の 事 は 到底 他より 注文して 左右 さる i でない から 姑く 措く。 詩と して は 形式の 上の 注文がなくて はならぬ。 然 らば 

其の 耍求は 何で あるかと 2 に、 先 S 接たり 得ん が爲 めに、 何等か Qsg 依って fsQ クラシ シ 5 を 破る 事が 极 

本の？ S である。 其の 手段 はと 云って 今 明かに 指示す ま s 來 ぬが 漠然たる 靈裏 へば、 卽ち 醤 に 管 事、 之が 日本 

の 新 代の 詩の 道 を 啓く 所以で はま か。 S か islafif ので は あるまい か。 現今 二三の 人の 試む る の 詩 はや 

はり I 種の クラシシズムで、 古： si の 校 倣と か、 I 部分 を 離して 現今の 言 紫で 綴る とかい ふの 類で、 、 決して 僕の 意味す る 

方面の 努力で はない。 勿論 非常に 困難な 事業で は あるが 何 か 別途の 工夫 * の あるべき ものと 思 ふ。 百年 以前に、 ヮ I ヅヮ ー ス 

が 日常 I 眷 f 以て 響 平凡 Q 人生 自然 を 欲った 齧 S 條然 たる 光 を 放った。 曰 本 §は墓 な範圍 おで、 ^^1 


現代の 詩 

僕な どが 日本の 新 搭詩を 讀んで 先づ感 する の は、 其の 直接で ない 事、 ディ レクト 本ス、 スト レイト * スが缺 けて ねる 

點 である。 之 は.^ 實に實 際 生活に 接して ゐな いとい ふ 意味で * 掩ふ 可から ざる 事實 であらう と 思 ふ。 歐洲 にも ある 毒で 一伊 

を英 鎖に f とすれば、 シ エレ ー、 キ ー ッ、 デ-ー スン、 スヰ ンバ， -ン 等、 皆 それ，？ 其の 時代に とって は ライフに スト レイ 

ト であった ものであるが、 時. 勢の 移った 今日と なって は 稍々 現 生活と 直接して ゐ ない 感じが する。 此の 缺陷 をば 何とかして 

補 はんとす るが 新 代の 要求で あるが、 多數は 依然として 其 等の 前の 詩 風の 跡を趁 ふて * 現代の 人に は 何となく i でない と 

ふ 不滿を 感ぜし める。 此 頃の 新 M や 雜誌を 33- ると、 ス ヰンバ ，ンが 久しぶりで 短い 詩 を 公に して ゐ るが 然し それが 面 まく 

ない とい ふ 批評で ある。 之 はさ も あるべき 事で、 ス ヰンバ ー ンに、 現代の 人の 切 責に感 する 事 を 歌へ よと 云った とこ ムで其 

れは 無理な 話な ので、 云 はに ス. ヰンバ 1 ンは 1 時代 以前の 詩人な ので ある。 キップリングの 如き は 形式に 於ても 思想に 於て 

も 現實の 生活に 指 を 染め かけた もので 一 部の 批 is 家に は 認められて ゐ るし * アメリカの ホイットマンが 矢 張 形.？^ 容共に 切 

實に現 生活に 稱 れんと する 傾向 を 有した と 云 はれて ゐ るが、 之で も 未だ 充分の ものでなかった と 思 ふ。 


生の 爲の藝 術 (£  for  Llla.B  aals)  . 

吾人の 論 は 斯んな 順序で 進んだ。 機 を 得て 更に 人生 觀 上の 自然主義 を 論じ 足したい 0  (BJEra+J 年 力, 5 


はあり 得る が 人生の 味で は 無い ゃラに 見える。 人生の 味と 名づ くべき もの は 事の 味 以上に あるので ないか。 卽ち 普通の A に 

取って は、 實 生活 中に あって それ を 味 ふこと は 容易で ない。 無意識的 若しくは 本能 的に 生の 味 を 知って 之に 執着す る こと は 

あるか も 知れぬ が、 それ を眛 だとす るの は、 後からの 抽象的 推測であって、 現に 味と して 感じて 之れ に 執着す るので は 無い • 

た 一定の 時^ を距て X 之 を 過去 生活に すれば、 味が 意識され て來 得る。 それ はちゃ ラど藝 術の 場合と 同じ 順序に よるので 

あって、 結局 書かざる 文學、 描かざる IS 蹵 たるに 過ぎない ので ある。 ボッ -I セフ の經歷 はボッ = セ フみづ から 實 行して ゐる • 

間 は 味 は 分からな いが、 之れ がー 種の 想 ひ 出に なった 時、 乃至 トルストイの 筆 を 假ゲて 書き 綴られた 時 は 味の 人生と なって 

ゐる 0 若し 大悟の 人が あって、 行 ひながら、 それ を觀 照の 對境 として 靜 に：^ ふこと が 出來れ ば、 それ は H 味の 天地で あら .9。 

其の 人に 取って は 人生 はやが て I 大藝 術で ある。 けれども 是は 通例の 場合で は 不可能で ある。 實 生活に 埋 頭して ゐる內 は、 

生の 味 は 分からない 0 深い 人生、 價値 を自識 する 人生、 言ひ換 へれば、 味に 徹した 人生 は獨り 之れ を藝 術に 見るべき である。 

藝 術の 使命 は是れ であらう。 

功利の 爲の藝 術 (Artborutmtys  sake) 

而 して 

藝 術の 爲の藝 術 (Art  for  Art.s  sate) 

而 して 

自己の 爲の藝 術 (Art  f Selb-B  sake)  -  '；  -ノ  .  i: 

而 して 

藤 術と Ki の界 is はる 1©  <f 六-ぶ 


* 騸 "饞  i 

の聲、 執着 煩勞の 情が 稍腦 となり， f  10 態度に はいる 。 行 ふ 農から 味 ふ 農に か はるので ある。 手 や 足の 活動 か 

らは 引き返く かも 如れ ぬが、 それ；^ け 心 Q 活動 S つ 込んで 行く。 靈？ 薦 する こと sf かった I 識 Q 香りが さ 

して 來る。 所 IQ 味に 到達す る Q である。 廣 くいへば 快 I が、 狭く  5 へ 事柄に 對 して 今まで 知らなかった 不矗 

を 見る やうな • 成程ず も あるかと いふ やうな、 懐し いすな 忘れが たいやうな |を起 こす。 之れ を 反面から 說明 すれば 

今まで 右で も 左で も 自己の 利害と い. ふ 岩石に ぶっかって は 激して ゐた 感情の 浪が、 其の 岩石から 距 てられて、 始めて 過 i 

驗の I 切， I 蓄 する 自已內 Q 人生 S 海に 平 f 得た 意識で、 つまり I 局部に 麗して ゐ § さ 心 生活が § ，全開 的 

に 暢達す る 所に 生す る氣 持で ある。 今まで は 其 15 さ 嬉しい 悲しい の 情 鴉に くらまされて. 氣づ かなかった 我が 心內 

の 諸 觀念諸 情意の 活動すな はち 1K 地 一切 を 泡 含す る 我が 生の 營 みの 味 もしくは 意義 を 感得す るので ある。 生 そのもの.， 味に 

まで 覺 到した 生活で ある。 此 所に 至って 藝術 活動 は實 生活と 異なる 條件を 完成す る。 藝 術と實 生活と は箕に 局部 我より 免し 

て 全 我の 生の 意義すな はち 價 値に 味 到す ろと いふ 一線に よって 區界 せら.^ る。 

九 

されば 餘論 として I 言すべき は、 活が 到底 生の 味を識 るに 適しない 事で ある 0 恰も， 近時 世に SS で 長 谷川 ニ擊氏 

金子 筑水氏 等が！？ ふる 人世 Q 味- 泣かす 笑 はざる 味と いふ 說は、 之れ を i に 見て 始めて 味と いふ を 得る ので は 無い か。 吾 

人の 考 へる 所では i 活は 通常 快 I か 無 快 苦 Q 中性 か、 三者 何れ かの 調子 を 有した 謹 欲 等の 簿意 によって 支配せられ、 

其の 味と 見るべき も Q はた M 件の 情 S に 伴 ふ I だけで ある。 從 つて 其 g は 部分的、 第一 6S たるに まり. 禊 の眛 で 


域から、 生の 味 ひの 妙 境 を 保留し 表現した いとい ふ 域に 進む。 同じ 自己 表現と いひながら * 自 3 の 內容が 遠って 來 るので あ 

る。 前者の I 部が 主觀的 文藝を 成し 得る に對 して、 後者の 客觀的 文藝は 必然で 深遠の 性を備 へる と 信す る。 所謂 觀 照の 藝術 

である。 

今 一 つの 批難 は趟 ロ龍峽 氏が 他 的 同情 を 以て 人間に 限る ものと 見た ことで ある 荅入. の 考へも 所では、 我.々 の 情は必 すし 

も 封 手が 人間で ある 場合に のみ 流れ出で. - 先方へ 附着す る もので はない。 禽獸 草木に 對 しても • 將又 全く 無 生なる 模様、 色 

彩 等に 對 しても 同情す る 。峰の 頂に 一本 立って ゐる 松の 樹、 元來は 非情の ものであるが、 我が 之に 對 すると、 其の 色 や 形の、 

に拔ん でた 地位 干繁 や、 乃至 之れ が 風 を 宿し 日 を 含む 光景 や、 其の 枝に 止まった 鳥の 心 持 や 其の 樹 下に 憩 ふ 人の 心 持 やが 

相 寄って、 伴の 松の 樹が 本來 有する かと も 思 はれる 一 種の 情 を 我が 心內に 組み立てる。 而 して それが 移って 松の 樹に附 薄す 

ると、 其の S が 生きた 松の 樹 になる。 別に 松 を 人 化した のでな く、  自然の 生が 我に 味 は i れる やうに f る。 また ドイツ 

のァ イン フユ 1 ル ングの 論者 も 言 ふ 如く、 例へば 均整の 形 をした 桟樣が あると すれば、 其の 均整 は 我が 心 作用の 均整の 方面 

と感 通して、 先方の 均整な 模様に 我が 心の 均整から 生す る 一種 快適な 情が 乘り 移り、 さながら 均整な 線條 色彩が 生きた SB 

の 情 を 持って ゐる 如く 感ぜられる。 之れ も 他 的 同情で あらう 0 

八 

藝術が肖-^^的に實生活と異なるのは、 其の 我 的 情緒から 離れ 局部 的 快 苦から 離れる にある こと 以上の 如しと して- 其の 積 

極 的 方面 を 見る と、 これ は 最早 或る 度まで 前 來の說 で 首 ひ 及んだ 氣味 であるが、 詮 する 所實 生活から 離れる と 同時に * 搔々 

is と 话の 界に£ はる 1 餘  - f 
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は 如何に 切で あら ラと もい ざ 文に しゃう、 緣 にしゃう とい ふ 瞬間に は、 そこに 餘裕が 無くて はならぬ。 仍し餘 裕とは 出来た 

ものが のんきな 緩んだ 調子 だとい ふので は 無い。 作 中の 感情 は 如何に 逼迫しても よい • た f 之れ を 作る 人の 氣 持で、 1 寸離 

して 眺める ので ある。 譬 へば 視角 を 整へ るた めに 接 毛の 傍から 向 ふへ 其の物 を 突き出す とい ふ 態度で ある。 是れが 無ければ 

決して 佳い 文藝 は出來 ない と 信す る。 是れ だけの 距離が 無ければ、 悲しい もの はた r 泣く 譯 である * 怒る もの は 直ちに 怒鳴 

る譯 である、 其の 泣く 聲、 怒鳴る 聲を 文字 や 色彩に 托する 餘 地が ありながら • 尙 それが 離れた もので ない とい ふの は、 偽り 

か、 然 I んば內 省の 疏漏 である。 藝術 は必す 此の 自己 を 第一 二者 化する 所に 出 發の膪 隙 を 求める ものと 信す る。 

元來資 行の 上に 痛切な 喜 憂 哀樂の 感を该 くもの が、 何の 必要が あって 之れ を まどろつ こい 藝 術に 托する か。 何故に 手つ 取 

.2^.く之れを«行の上に追究しなぃか0 こ、 で 今一度 藝術發 生の 勳 機すな はち 本能 問題に 立ら 戻る が、 それが 卽 ち自已 表現 

の 巳み がたい 本能と も 言へ やう。 我が 三寸の 胸に 縛 積す る 感情 は 切に 表現 を 求める。 夫の f 藝術 起原』 の 著者 ヒルン 氏が い 

ふ 如く、 情緒の 表現 そのものが 本來 其の 情緒 を 放散し 疏 通せし むる 一種の 慰藉 作用 を 有して 生じた ものである。 此の 點 から 

言 へば 我等が 情緖を 有する、 而 して 之れ に應 する 表現 (Expregim) を 要する、 皆 畢竟 は 自己保存の 要求から 來た 本能で ある。 

併しき 已の 表現、 情の 表現と いふ 時は範 IT か庾 い。 例へば 悲しい 想 ひが 内に おする。 聲を 上げて 號叫 する、 と 幾らか 慰め 

られ る、 是れも 自已の 表現で ある。 また 其の 辯 結した 想 ひ を 人に 物語って 自ら 發散 する。 是れ も自. u の 表現で ある。 けれど 

もこ. - まで はま だ藝術 となる 深遠 性 も 必然性 も 有して 居らぬ。 更に 一歩 を 跨いで 共の 結した 想 ひその ま \ を、 第三者の 地 

に据 ゑ、 之れ に 自己の 經驗が 率ひ來 たる 人生の 1 お を 被らせて、 自由に、 心靜 かに、 其の 情 想の 味 を 味 ふとき は、 始めて 其 

め 心- S の 光景が その ま V 消して 了.^ に 忍びない 心^になる。 卽ち軍 14 自已の 慰安の ため 滿足 のために 泣いたり 科ん りする 


ヒレた 快が あり * 名眷を 得れば 盛榮 心を當 局に した 快が ある。 實 生活と は 是れに 外なら ない * 

セ 

之れ に對 して 藝術 活動 は 消極的に は、 自己の 靴 害 感と距 たり、 從 つて 其の 一局部から 來る快 苦 感と距 たろ。 一 向 的で なく 

執着 的で ない。 此の方 面 は 前に 論じた 無關 心、 沒 利害の 思想で 代表 せられる。 カント 以来 幾多の 思索 家が 領を 支配した 此の 

思想 は、 決して 反動 論者の いふ 如く、 全然 無意義で は 無い。 K の 藝術境 を 成すべき 必須 條件 として 消極的に は是れ ある を耍 

する 性質で ある。 而 して 之 を 成す に は、 嘗て も 論じた 如く、 我等の 感情の 四 段 作用 中、 我 的から 他 的 同情に 移る を 常と する。 

自己の 利害と いふ 意識が 退いて、 其の 觀念 中の 主格の 利害 感情が 其の 跡に 入れ 換 はるので ある。 ボッ- 一 セフが 妻 を 殺す の を 

傍で 見て ゐた とすれば 其の 事件が 我れ に 及ぼす 利害の 感情 は 我 的で あるが、 それ を 忘れて ボッ 一一 セ フ 其の 人の 此の 刹那の 利 

害 感情 を 我 が 心に 感受して ゐ るの は 他 的で ある。 

此の 說に對 して 起こる 批難の 重なる ものが ニ箇條 あるら しい。 一は 岩 野 泡 鳴 氏に よって 提起せられ たもので あるが、 難 者 

の 言 ふ 所に よると、 自己に 有關心 有利 害な 活動 卽ち我 的 情緒の 伴 ふ もの- - 外に、 藝術 活動 は 無い とい ふ。 是れは 素 村と して 

の is と、 それが 藝 術の 形 を 取る 瞬間の 心的 狀 態と を 混じた 粗匆 である。 乃至 は 夫の 實感 と假感 との 說を 誤解した もの- -流 

K5I である。 作者が 自己の 痛切に 實感 する 所 を 一は ちに 文字な り緣 霜なる に訴へ て 作る 藝 術に 何の 批點も 無い こと は il を 待た な 

い 0 此の 意味で 近代の 藝 術は實 感の藝 術で ある。 しかも 尙 それが 瞬 11 たりと も 我れ の 利害から 遊離して、 第三者に ならな け 

れば 決して 藝術 化する 氣遣ひ は 無い。 そ もく 筆 を 執り 刷毛 を 執って それ を 紙 や 布に 書いて ゐろ 餘裕が 無い。 感 すると ころ 

蕩術 と 《; &活の 界に横 はも 1 線  1 £ 七 


* 騸評膾  5<c 

吾人が 營んで 行 < 感覺、 思想、 情意の 諸 活動が 卽ち 人生の 箕行 方面であって、 一 切 自己の 保存 及び 擴張を 目的と し、 之れ を 

成就し 若しくは 守護 せんが 爲に營 まれる、 但し 自己の 保存 擴 張と いふ ことが 嫌 ひの 人 は、 自己の 理想 を資 現す るた めと 言 ひ 

直しても よい、 吾人み づ から は 前の 考へ 方に 贊 成す るが、 鬼に 角 何れと しても、 自己の 欲しね がふ 所を實 現せん とする 活動 

とい ふ點 では 同じで ある。 而 して 斯 やうな 實行的 活動 は、 當然の 性質と して 一局部 的で ある 。實 行して 實際的 効果に 達し やう 

と 全力 を 之れ に 集中す る 結 架、 其の 部面 乃至 之れ と 密接の 關繁 ある 部面 だけが 意識の 眼界に 入って 來る。 そして 一局部から 

I 局部へ と 結果の 階段 を逐 うて 移動して 行く、 而 して 自己の 欲する 所 を 成就 せんが 爲 めの 活動で あるから、 其の 一段々々 毎 

に 自己の 利害 干 紫に 照準して 快 苦の 领値を 判定す る。 卽ち 利なる もの は 快と なり、 害なる もの は 苦と なる。 又 或る 場合に は 

利害と も 著しくな いため 無 快 苦の 中性 狀 態になる。 例へば 兹 にボッ I- セフ とい ふ 男が あって、 妻が 宅に 出入り をす る <  イカ 

ラな賊 な 音 91 と 姦通して 居 はせ ぬかと 疑 ふ。 自己に 不利な 觀念 活動 だから、 苦痛で ある。 併し 此の 苦しい 疑惑の 心 持を自 

由に 蔓 らして 置く に堪 へないで、 之れ を 除く 階 度に 歩 を 進める。 旅先から 夜中 だしぬけに 歸 宅して 見る 汽車 中で も 色々 自分 

に 不利な 觀念 活動の みを糢 ける から 不快で ある。 けれども ただ I 圖に 此の 事 を 中心に やきもきと 胸の み 忙しい 狀 態に 執着す 

る、 一筋 途を狹 く 執ね く 追うて 行く。 家に 歸 りついて そっと 目 ざす 室 を 窺 ふと、 居ない 害の 音 樂 家が 深夜に 正しく 妻と 二人 

きり 差し 向か ひで 居る。 嫉妬、 憤怒 * 凡て 自已に 有害な！ is 動で あるから 大 苦痛が 伴 ふ。 一 と 思 ひに 刀 を 提げて 躍り込み、 男 

を 殺す。 取りす がる 女 を も I 刀に 刺し 倒す。 苦痛 を 除いた 刹那の 1i 快、 復^ S! の 快^と いふ やうな もの を覺 える。 0 己の 欲す 

る 所 を 成し遂げ たからで ある。 斯んな 風に 一 段 一歩す ベて 自己の 利害 欲 不欲を 中心に して， それから それへ と I 筋に 移って 

行く。 其の I 段 毎、 一 步 毎に それみ づ からの 快 苦 乃至 無 快 苦の 觸 子が 明白に 感ぜられる。 其の 他 砂 PS! めれ ぱ珠餐 を 1 


まる 0 眞 0 大乘觀 は 更に 一 展轉 した 所に 見 m だされる • 

以上で、 藝 術が I 力 的な I 業と いふ 意味で 實 生活から 分かれる ので 無い f は 明か だと 信？ 而し ssi が沒 

努力で なく 閑 事業で 無い 所以 は 專ら藝術 本 i ち 動機の 上から 霸 せられた が * 更に 之れ を 繁の上 t 言っても、 現に 或 

る 謹、 華 原始的 時期に 於いて は、 藝術 品の 價 値の 源 は 其の 實用 功利の 如何に 存 した 鲞が 多い。 また 近代と いへ ども 

或る 讓の藝 術、 たと へ I 籠 術と いふ 如き ものに あって は、 實 用と いふ ことが 明白に 美術と して Q§ の 大半 を 助けて 

ねる。 所謂 建築 上 力 自然.議 と 呼ばれる もの は、 此の 實用 f 直に 藝 雷に 化せん とする 傾向で、 專ら、 ヱ 場、 勸 工場、 停 

車場 等の 實 用的大 建築が 榮 えて、 寺院、 殿堂 等の 比較的 優長 I 築が 減じ £s から 來 たもので ある。 のみなら す、 原始的 

に箕用 功利 i 續 して ゐ たもの が、 發展 進化の I に 於いて、 始めて 一 旦 之れ と 分離し、 無 關心沒 利害 を 標榜す るに 至った 

ので あるが、 是れ また 其の 次の 過程に 於いて， 例へば フランスの ギヨ 1 が 『美 學問 題』 に 於いて 說く 如く、 快樂 そのものから 

が、 鷥は 更に 大 なる 勤 勞に 入らん が爲の 精力 i 作用であって、 我れ の 利害と 沒交 涉とは 言れ ぬと いふ 反動思想に 回歸 

せんとして ゐる0 之れ を 要するに、 如何にして か 藝術を 優長 等？ な 遊び事と いふ 成 心から 脫 せしめん とする のが、 近世に 於け 

る 藝術觀 の 一 傾向で ある * 

さらば 吾人が 藝 術を資 生活から 分かつ 境界 は 何れに あるか。 之れを作る上及び之れな-^〔..^する上に於ぃて、 醇藝術 的に な 

つた 刹那の 心境 は、 表裏 若しくは 消醬極 面から f  .- とが m 來 やう。 それに 先って 實 生活と いま I へて 見る に、 日常 

麵街 と實 生活の 界 K« はる 1« 
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ャも、 それ は自已 表現 本能の 說 である。 人^ は 自己 を 表白 せん 《u する 本能 的 衝動 を 有して ゐる。 藝 術の 或る 動機が f 是れ 

である。 斯う 見る 說は 比較的よ く藝術 本能の 實狀に 適合す る。 唯 一 圆に其 の 品 を 其の 品ら しく 作らう とずる 努力 は * 他面 か 

ら言 へ ば 自己 中に 所有して わろ 感想 を 其の ま i 滅殺 する 所な く 直寫し やうと する 努力に 外なら ない。 卽 ち自已 表現 の 衝動で 

ある e 

斯 くして  一 B ー藝術 本能 を 自己 表現 本能に 移す とき は、 こ  > -に藝 術の 目的 は 純內在 的から 一 步を轉 じて、 外在 的に なり かけ 

る。 藝 術の 成る はた ビ藝 術み づ からの 爲で なくして、 作家が 自己 を 表現 せんた めで ある。 藝術 本能と いふ 漫然たる 自己の 滿 

足の ためで なく、 むしろ 自己 表現の ためとい ふこと になる。 自己 滿足か 已 表現に 移った 所に 思想 上の 幾多 ひ Ms* か る 0 

p 術 以外に I ほ 明白な 標準が 岀來 か、 つたので ある。 

之れ を 事實に 照して 見ても、 自己の 表現が 其 作品の 慣 値の 目安になる 境地が ある。 此の 點ま では 穿 整して 標準 を考 へる が、 

これで 行き止まり、 これで 滿 足して 作者の 侗 性の 出る と 否と を 最後の 利斷 とする 批評 は、 此の 境地 を豫定 する ものである 0 

併しながら 是れ では まだ 至極と 見られない。 少なくとも 吾人 fc はま だ 此の上が 考 へられる 0 第 I 之れ を 觀老踺 者の 側に 移し 

て考 へた 時、 他人の 自己 表現が 何の 爲め 我れ に. 價値を 生す るか。 また 作者の 側から 言っても * 單に 自已を 表現 さへ すれば、 

果たして それが 藝術 として 滿 足せられ ゃラ か。 自己 表現 は 自己 表現 だが、 表現して 藝術を 成す ときの 自己に は、 齊 通の 自 R1 

と 何か逮 つた 所が あり はせ ぬか。 自己の 內容に 二様が 無い 以上、 素材 は 勿論 ま "通の &已 であるが • 而もな ほ、 其の上に 何等 

かの 刖 境が 開けて 居り はしない か。 卽ち單 なる 自 nj 表現 以上、 作者 觀 者の 兩 面に 通じて、 も 5 1 段 明白な 目的 觀 念が 展開す 

べきで は 無い か。 吾人 は 是れが あると 僧す る。 若し 「藝 術の 爲の藝 術」 が 小乘觀 なら • 「自己の 爲の藝 術」 はま だ 櫬大乘 の 域に 止 


す • ァ. メ  メリ 力の 心理 舉者ボ I ルド ゥヰン 氏 等の 曝說 す， 5W が是れ である * 此說 などが 本論の 研究に は最， ^よく  合す 6* 

^遊戯 衝動 (aay-IInpnl8〕 が やがて 藝術 本能で ある。 此の 說の意 は 前來の 論で 略 察せられ やう。 

£ 秩序 本能 (Igtnttfor  order) とい ふ ものが 人間に はあって 是れで 我  の發 散す る 力 を 調整 せんとす る • 是れが 藝術本 « 

である。 夫の 美術 論の 著者た る エヂ ン バラの ブラウン 氏の 說が 之れ を 代表す る。 

吸引 本能 (Istinct  to  Attract  others) 卽ち 他に 快 樂を與 へて 以て 他 を 自分に 引き 着けん とする 本能が 發 して 藻 術 を 成す の 

だから 藝術 本能 卽 吸引 本能 若しくは 與樂 本能で あると いふ、 イギリスの 建築 美 舉家マ ー シャル 氏の 說の 如きが それで あ 

る。 

g 威赫 本能 (Attempt  to  I- OH  Terrify) とで も 言 ふべき 作用から 發 する のが藝 術で、 夫の 甲胄に 恐ろしい 形相の 飾り を 

つける 類が それ だとい ふ、 フランスの ドグリ ー フ 氏が 社 會舉 に說 いて ゐる 所な ど を 代表と する。 前項の 直反對 であろ。 

衝動 oerulse  to  commlsicate) 卽ち 思想 is を 交通 せんとす る. }^ が藝 術の 本 だとい ふに ある o 是れは 專ら言 語舉 

側と 連 精して 說 かれる。 

S- 、レ靈 具體 本能 (DeBlra  to  Obtain  an  Image  the  Intangilale  or  Spiritual  Part  of  Man) とも ハ ふべき、 51f^ 用卽ち 人間の 物的 

でない 靈 的の 方面 を具體 せしめて 見たい とい ふ 衝動の 結果が 藝術 だとい ふので あって、 社 會摹者 ギッデ ヰ ング氏 等の 見る 

所で ある。 

斯 やうに 列擧 して 見る と • 其の 中で おの づ から 獨 立して 考察に 値する ものと 然ら ざる ものとの 別が 生す る。 こ i で 一 々細 

評する 餘 地がない か VCV- , 吾人の 結論の み を 言へば、 此の 中から 一 二 或は 四れ 重要な 見方 を 取り出して、 それ を 更に I つに 滅 
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品に なつて ゐ るので ある。 標準すな はち 目的 は 内在で ある、 潛在 である、 殆ど 本能 的に 之れ を 1： 斷 する。 藝術 本能と は賈に 

此の 謂 ひに 外なら ない。 總 じて 斯 くの 如く  I 切の 標準、 尺度、 目的 £11 己と いひ 主觀 とい ふ 一 名辭の 中に 含蓄せ しめて 了つ 

たの は 十九 世紀の n マン チシ ズム 以来の、 傾向で ある。 而 して 之れ に 行き 止まって ゐる 所に 「藝 術は藝 術の 爲」 の 思想が 酸酵 

する。 是れ S 術 論 上の 內在 ml 的 I やがて 藝術 論の 小乘 境で ある。 けれ 共 更に 進んで 其の 含 糊と して 白已 Q 主 觀內に 潜む 

と AJ ろな、 何とかして 取り ひろげて 見やう とする 所に 近世 美舉の 意義が 存 する。 研究 上の 大乘 境は此 所まで 来なくて はなら 

ぬ • 

そこで 小乘と 見る ところの 藝術 本能 (又藝 術 衝動 Arwmpnls) と は 如何なる もの かとい ふに、 唯 其の 品が 思 ふ 存分，， 4.^, り 

たい、 觀 たい、 是れ だけの 性に 過ぎない。 藝術發 作 Q 動機で ある、 起源で ある。 而 して 是れを I 歩 研究の 方へ 引 I げた も 

のとして 古來 あろ 所の 藝術 本能の f  I 瞥 して 見る に は、 アメリカの ゲ 1 レ 1 氏ス 3 ット氏 拿 『豪 i§ 流 及 諸 材料』 

(Method.  I  11  cf  Litel  01.11  I と 題す る 書に 漫然 數へ 上げた ものが 最も 便利で ある。 それ を 

拔抄 すると  , 

11  (11。 ば I の纖 すな はち ブレ ト-、 アリス ト 1 トル 以来の 說で、 5 造化の 作物が 模寫 したいと い 

ふ 本然の 性が 藝術を 成す の だから、 藝術 本能 卽模做 本能で あると いふに 歸 する。 

^3 囊 ず 1  t。r  l.lf  Q 本能が i 本能で ある。 自分 I ふ へ て 見たい とい ふ 本能が 藝 f 减， 


足る もので は 無い ひ さらば 其の 外に 尙ほ甚 深な 藝術 本自の 目的 を 出..^ るか。 此の 疑問に 到達した 時 多くの 研究者が ニ^ 

t 迷 ふ。 ^湖 を ごつ ちゃに する。 玆 では 何時でも 二つの 方角に 分かれて 進む こと を 忘れて はならない。 一は 哲畢 である、 美 

哲舉 である。 跡から 考慮して 附 加した 結論で ある、 知識 的滿 足を^、  4^ 此の 滿 足した 知識で 斷 えす 藝 術の 弛 怠 を 引き締め 

る 役 をす る ものである。 又 他の 一 は 作る 時 直下に 作者が 所有して ゐる氣 持で ある。 後から 研究して 附加 する 結論 的 目的で は 

無い。 而 して 此の 兩 途中、 前者 は 依然として 外在た る を 飯 はない。 此の 境に 於いて は、 夫の r 藝 術は藝 術の 爲」 とい ふ 漠然た 

る 提唱 は 被れる。 唯し かし， それが 普通の 功利の 爲 とか 道 德の爲 とかい ふ 第二義の 外在 目的で 無くして 第一義の 外在 目的に 

達する ので ある。 郎ち發 端の 言に it 顧して、 藝術は 何の 爲に 此の. 世に 存 すら かとい ふ 問題に 答へ る ことになる • 

藝術 研究の 結論が 是れに 達する に當 たって、 是非とも 谮ら なければ ならない の は 内在 百 的の 論で ある。 「藝 術の 爲の藝 術」 

は 要すろ に 此の 內在 目的 研究の 途 if^ に相當 する 思想で ある。 或る 者が 之れ を 以て 藝術 解釋の 至極と すると、 或る 者が 之れ を 

以て 全然 藝術 論の 外道と すると は、 共に 正鯓を 逸した 謬論た る や 明白。 之れ を實 験に 徵 して、 作者が 作 をす る氣 持、 觀 者が 

作に 接する 時の 氣持 は、 眼中 唯 當の藝 術 あるの みで 他に 何物 も 無い。 勿論 權綾 する 心的 經 過の 事で あるから 長い間に は斷綾 

交錯して 種々 の雜念 もま じる。 しかも 其の 純藝術 的な、 首 ひ^ へれば 吾人が 前に霄 つた やうな 眞 味に 味 到す る膀間 や、 斯ゃ 

ラな 妙趣 を 製作し 出す mi や は、 必らす 此の 藝術 そのものと いふ 唯 一 念の 支配で ある。 外在 目的 を 許さない ので ある。 此の 

時の 氣持を 言 ひ 現 はして 最も 適切な のは藝 術の 爲の f である T 藝 術の 爲の藝 術」 と 5- ふ 語が 若し 抽象に 過ぎて 他念 を 引き 

入れる が あると すれば もっと 具體 的に 「其の 作品の 爲の 作品」 と 言って よい。 而 して 其の 作品が 作 口 S になって ねる か 居 M 

いかと いふ 判衝 は直觀 的で ある。 尺度 はた 1- 自已？ 0 のみで ある。 其 持の 自由が 滿足 すれば 其 作品 は 其の 作者に 取って は 作 
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i< 藝 評 A  so 

此の 時の 氣持は E しく 禪 家の いは ゆる 湛然の 水に SI 如の 月が 澄んだ とか、 花 は 紅く 柳 は 綠に雨 は 港つ ぼく 風 は 塞く 現じて 來 

ると かいふ 境で ある。 此に 於て かた 1- の 浮世と は逮 ふ、 一 種 超越 的の 感を伴 ふこと になる * 手 や 足の S 行の 世界から 見れば 

たしかに 閑 事 紫と も 言へ る。 しかも 尙 此の 場合の 閑 事 は 中に 千 萬 重の 大匆忙 を fis して ゐる。 賞 生活 裡の情 絡 波 11 は 如何な 

る もので も藝 術に 這 人り 得ない 例 は 無い。 大匆忙 が 魔ち に大 閑寂な ので ある。 

藝 術の 快 樂は 此の 味の 異名でなくて はならぬ。 其の 他 作家が 往々 にして 經^ する 神徠 的な 沒 努力と いふ 如き もの は 平日の 

思想の 屈托が 半意識 裡に統 一 せられる こと、 例へば 我等が 數举の 問題 を 一 生 懸命で 考 へて ゐる內 は 何う しても 3 来ないで、 

投げて S くと 不鬭獨 りで に W 来る とい ふ 例と 同じ 理. ffl から も來 ろし、 また § の 強烈な 心 作用 は 我れ の 思考力の 制^ を 越え 

て 溢れ出る とい ふや ラな 刹那的の 理由から. ^る。 此等は 以て 藝 術の 沒 努力 的 性質 を 誇張す る 材料に はならない。 努力の 藝 

術 生 を昧ふ f 、 吾人 は 此の 研究に 這 入らなくて はならぬ。 

前投 で藝 術の 努力 性の 事を霄 つたから 論の ついでに 藝術 本能と いふ 事 を 一 霄 して 置く。 蓋し 既に 努力と いへば、 必 やそこ 

に 目的が 伴 ふ。 何等か 爲 めに する 所が 無ければ 人間に 努力と いふ もの は 起こ.？； い。 けれど.， £>ii 術の 場合に 於いて は、 其 目 

的が 所謂 外在で 無くして 內在 である。 例へば 之れ を 作る 上から 言 ふと 或る 者は實 際た 1* 原稿料 を 得る を 目的で 作 をす るか も 

知れぬ、 又 或る. おは 整 名 を 得たい が 目的で 之れ を やる かも 知れぬ。 少しく 方角 を更 へて は勸 翁と いふ 道德 のために も、 乃至 

社會經 營， 政治 法 の 主張 を 徹底せ しめんが 爲 にも 作な する。 併し t は 凡て 所謂 外在 目的であって、 I を 上下す るに 


も 事簧に 合しない 點が 多い。 爇 術の 味は必 すし も 遊び事と 同じ 意味での 快樂 のみでない。 藝 術中に 遊び事 式の 所が ある やう 

に 思 はれる もの も事實 であるが、 却って 遊び 察と 反對に H: 面目な 苦痛の 分子 も ある。 のみなら す 此の方の 分子が 殖えれば 殖 

える 程 其の 藝術は 品等が 高い やうに 思 はれる の も 否み 雑い 事 It である。 卽ち 昔の 美舉 者な どが、 悲哀の 快感と いふ ことの 解， 

釋に 頭を^ま したの も 此の 事資 に觸れ たからで ある。 悲哀と いへば 通例 苦しい 感情で ある。 其の 苦しい 感情が 何う して 遊び 

事の 主要な 材料になる か。 斯. へつ めて 25 る 限り は、 容易に 說 明の 出来ない 問題で ある。 要するに 悲哀が 直ちに 藝 術の 中 

檁に 立ち 得る の は、 藝 術が 踏 S 的に 考 へられて ゐる やうな 遊戯的 快樂 でない からで は 無い か。 玆 でも 藝術は 一種 高极 の遊與 

とい ふやうな 傳襲 思想 を I 擲し、 見地 を 一 翻して 考へ 直す 必要が ある。 

詮 する 所藝術 は沒 努力 的で も 遊戯的で も 無い とすれば 從 つて 其の 長閑な 浮世 離れの したやうな 性質 は間逮 ひで あるか。 曰 

はく $ を 間遠 ひだと いふ こと は m 來な い。 頭から 此の 事實を 揉み消さ うとす るの は、 矢っ張り 他の 思想に 四 へられた 者の - 

する 誇張た るに 過ぎない。 唯 罪 は 此の 一 事實を 誇張し 墮 落させて 遊び事の 部にまで 引き下げた 點に存 する。 I 方に は 理論家 . 

が 是れを やり、 一方に は 作者と 鑑識 者と が 是れを やった の だ。 藝 術が 與 へる 印象の 中には、 何と 首 ひ 前しても、 ー點 この 睡 

耽の 實行 世界と 相 離れた 所が ある • けれども それ は 決して 遊び事で あるから では 無い。 單に 浮世の 苦勞が 無くなつ たとい ふ 

消極的の 意味で は 無い。 言 は 更に 深い 生活に 這 入った からで ある。 手足 を 動かして ゐる 1^ は、 其の 動いて ゐる 部面 だけ は 

B 實 だが、 覺醒、 自照、 自鑑、 耍 I に 意識と いふ 費い 部面に 於いて まだ a; 寶の 度に 至って ゐな いので ある。 が 此の 部面 

に 達した 時 手 や 足の 活動 は 休む かも 知れない。 けれども E 時に 我が 心に は 今迄 無かった 別の 意識が 服 を あいて 来る。 一種の 

嬉し さを感 する。 急に 自分が 廣 がる やうに f る。 是れが 言 ふ 所の 味と いふ やつで あらう。 人生の 味が 始めて 滲んで 來る • 
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I 面に 右の やうな 事例が あると 共に、 他面 * 藝 術と 遊戯と を 一括して 實 生活から 峻別す る 思想 は甞て も 論じた 如く スべ ン 

サ. .0 ァ レ ン 等に 精彩 を 放った。 其 要は 一 切 吾人の 活動が 生活 支持の 機能 を 目的と する ものであると 見て、 た 1. 遊戯 及び 之 

れと速 糠した 藝術 のみが 此の 機能と 離れて ゐる とする にある。 實 生活と は藝 術と はた 1- 生活 機能 を 目的と すると 否と によつ. 

て 分かれる。 K に 之れ を 曾 ひ換 へれば、 自己の 保？^ 及攄 張の 役に立つ 活動が 箕 生活で， 其の 餘賛 力の 放散が 藝術 である。 藝術 

を 以て 一 種 長閑な 別天地の 審の やうに 感 する 思想 を： まちに 其の 根本に 突き 入って 最も 簡明に 解釋 したの が 此の 說 である * 

. ミ 

併しながら 件の 說は 半面に 於いて 尙 少なからぬ 疑 ひ を 接して ゐる。 瓶に 溢れた 水が おの づ からにして 流れ出る 如く 餘賛カ 

の 放散せられ るの が藝 術で あると すれば、 之れ を 作る に 於いても 之れ を ^貧す るに 於いても * 藝術 活動 は て 受動的 若しく 

は沒 努力 的でなくて はならぬ。 藝 術の 或る 境に 斯んな 形跡の ある もの も事資 であるが、 併し 反對に 努力 的發 動的な 意識の 伴 

ふの も寨寶 である。 作 をす る 時の 氣持は 所謂 神徠の 與に乘 つて 千 言 立 成と いふ やうな^ 驗も 無い と は 言 はない が、 寧ろ 多く 

は 筆 を 敌め額 を 抑へ て苦呤 する 經驗 である、 殊に 近代の 作者に 此の 傾向が 多い かと 思 はれる。 i の 側から 言っても， た^, 

寢 ころんで 聊かの 努力 も耍 せぬ 氣 持で 賞^す る藝 術は必 すし も大 なる 藝 術で 無い。 むしろ の 努力 を 以て 迎へ味 ふの がぜ 

代藝 術の 特色で ある。 

又餘賛 力のお のづ からの 放散と いふ 說に 必然 伴 ひ 生す る：^ 論 は、 だから 快樂が やがて 藝 術の 目的な り 結 架な りで あると い 

ふに ある、 而 して 其の 快樂は 所謂 遊び事の 快樂 であるから、 自然 ^な、 喜 悅！^ 滿ち たのん きな もの わなる。 けれども 


二 

矸究の 端 は 既に 前人に よって 開かれて ゐ るが、 其の 前に イギリスの 思想 史を 見る と、 夫の 詩人 シ H レ ー や 午，. 'ッ 等に 至つ 

て栩 はまった 十九 世紀 初頭の a マ ン チシズ ムは、 熱烈な 崇拜と 耽溺と を 文 藝に拂 つて 全 生活 を擧 げて藝 術に 沒入 せんとした。 

文藝が 人生の 支配 權 であった。 是れが 彼等 をして a マ ンチ シズム の蟥牲 たらしめ た 悲劇の 因由で ある。 されば 次の 時代 を 代 

表すべき 思想 はおの づ から 評論家た る 力 ー ライル や マ コ ー レ ー 等に あら はれて 彼等 は 文 藝に醉 はんよりも 寧ろ 實 生活に 醒め 

ん とした。 所謂 文明 批評家の I 味で ある。 實 生活が 當 さに 藝術を 支配すべく して、 藝 術が 覽 生活 を 支配す る 辔 の もので は 無 

い。 此の 意味に 於いて 僅に 藝術卽 人生で ある。 力 ー ライルの 「ラタ ー デ ー パ ン フレット」 は藝術 をして 宗教たら しめんと 言つ 

た。 倂 しそれ は 藝術卽 .： 示敎 であるので 無くして、 藝 術が 宗教の 門に 一 歩 を 柱げ るの 意 を 含む こと を 免れなかった。 若し 文藝 

が 自立して 行かう とすれば 唯 人 を娱 ます 手品の 類と 擇ば なくなる 。是れ が 力 ー ライル の 思想であった。 此虚に 至 つて イギリス 

文壇の 代表： 想 は文藝 から 外れて 實 生活に 解決 を 求めん とした。 彼等 は藝術 家た るよりも むしろ 史家 社 <8營 者た る を 以て 

費し とすろ 倾を帶 びて 來た。 而 して 更に 次の 時代に 入れば Ifjfca セチ。 モ，' リス 等の、 寧ろ 過ぎ去った シ ェ レ ー。 キ I ッが 

熱情の 跡 を 追ひ窮 はめんと する もの あると 共に、 一 方 マシュ ー、 ァ ー ノ ルドが いは ゆる 「詩 は 人生の 批評 也」 の 論が 藝 術な； 修 

び 其の 本領に 引き 戾 さんと する。 藝 術と 實 生活と は、 此處 まで 來て 双方 互に 獨 立しながら、 根底の 深處に 於いて 抱 合せん と 

した。 更に 是れに ラスキンが ほ卽藝 術の 思想 を 加へ て考 へれば、 文 藝と實 生活との 關 が 十九 世紀末に 近よ ろに 從 つて、 何 

れの 方向に 進んで ゐ たかを 猜す るに 雞く あるまい。  '-, - . 
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f o すな はち 廣ぃ 意味での 實 生活 は 直ちに 用 ひなれ た 人生と いふ 語で 掩 うてよ い。 人生の 中に 藝術も あれば 道德も ある， . 

乃至 衣食住から 思想 上の 諸 作用 廣くは 山川 動植の 現象 存在に 至る まで • 皆 人生で ある。 斯 やうな 意味で 人生と 藝 術に 二つの 

あらう 譯が 無い。 是 れに對 して 狭義の 人生 を 玆に實 生活と いふ。 箕 生活と は、 人生の 諸 活動の 中から 特に I っ藝術 活動 を 取 

り 除いた 名で ゐ る。 而 して 之れ を 取り除く に は 勿論 理由が ある。 

吾人 は先づ 此の 問題に 伴 ふ 多の 問題と 事 簧とを 振り返り 見る。 第 I は 何人も 實驗 して ゐる 事箕は 人生の 諸 現象 中 ひとり 

藝 術が 他の 活動に 對 して 閑 車 業、 無用の長物、 道樂、 不 a: 面目と いふ 如き 意識 を 漠然と 伴 ひ 易い ことで ある。 此の 意識が 漠 

然の境 を 通り越す と 文藝 侮蔑の 聲 になる 。常に 腐儒 賺 俗の 口から 聞く 此の 侮蔑の 聲 にも 本能 性に 似た 一種の 极據が あると 兒 

える の は 此の 故で ある。 而 して 此の 點で藝 術と 速續 する もの は I 般の 遊戯で ある。 文藝と 遊戯と は 人生の 閑 事道樂 とい ふ舰 

念が 消えない。 是れ は何ぜ であらう か. -  , - 

普に I 般庸 俗の 人 のみでな ズ、 藝 術に 身 を 委ねる もので も、 I 定の自 免に 達する と、 一度 は必す 此の 疑惑に， 襲 はれる， 文 

藝 のみでな く、 凡ての 事業が 之れ に沒 頭す る 鋭敏な 人に 取 i> て ！ 度 は 馬鹿々々 しいと か、 眞 面目に やる 値 打が ある だら ラか 

とかい ふ 自覺、 不安 煩悶 0 階段 を 通過して 種々 に變 形せられ る もの. V 信す るが (八月の 『太陽』 に 出した 「充實 を 欲する 社會」 

参照) 文藝は 何れの 方面から 見ても、 特に 此の 傾向 を 多分に 持って ゐる。 文藝と 遊戯と は 他と 魅け 離れて 無用の長物 視 され 

あい 性 を 有する。 所謂 四十 面 を 提げた 髯 男が a; 面目に 文藝 でも あるまい とい ふやうな 漠然たる 不安の 感を 起こさせる。 是れ 

が 文藝の I 稀 特殊な 性質で あると すれば、 それ は 暴 竟何を 意味す るか。 此の 點 からが 研究で ある • 


藝術 s 實 生活の 界に横 はる 一線 

SS 本體を 現實の 生に 求めん とする 思想が 現 はれて 文藝 上の 自然主義 となる。 吾人 は 「自然主義の 價値 」論 の 結末で 此の 

意 を I 雷して 置いた。 されば 當然 次いで 來 たるべき 考察 は、 其の 所謂 現寳 生活と 藝 術との 交渉 如何と いふ 問題で ある。 更に 

之れ を廣 めて 言へば、 人生 は 何の 爲に藝 術 を 所有す るか、 此の 考察が 取り も 直さす 美舉 である、 美學の 最後の I 語 は 此の 疑 

問に 對 する 答でなくて はならぬ。 

玆に實 生活と いふ、 吾人が 生涯の 內に營 む 一 切の 活動 を 含む の は 言 ふまで も 無い が、 た f 是れ に對 して I つの 對照 語と なり 

得る ものが 藝術 である。 之れ を 廣く言 ふ 時 は 藝術も 亦た 我等が 生涯 中の 一 活動に 外なら ない、 從 つて 藝術も 同じく 實 生活で 

あろ。 けれども 斯んた 事 は 人 Si に 賈 葉あって 以來、 そ もく 1W ふ 必要が 無い ことで 白 も黑も 色で は あるが 白と 黑 との 實 印象 

は逮ふ * 其 遠 ふ 所 を 言 ひ 表 はしたい 爲に言 葉 も W 来れば、 研究 も 生 する。 色 だから 分ける 必耍は 無い とい ふやうな 空疎な 抽 

象の SU1 をす る 者が、 吾人の 此の 論に 對 する 最^級の 反對 者で ある。 此の 種の 論者に 對 して 便宜の 爲に 二つの 言 紫 を 作って 

8?sa; &活 C 界に横 はる 1 線  is 


は與 へし めんと して ゐる狀 態で ある。 理想 も 現實の I 部 だとい ふ 論者 は此 所の 理合 を考 へなくて はならぬ。 

之れ を 要するに 文藝 上の CI 然 主義 は 冷めた 自已靜 にが 世相 を觀る 時の 姿と もい へる。 禪的 文藝と 形容して よから 5。 事實 

上の 無碍 湛然は 容易に 得られない 迄 も * 之れ を 極意と する 態度で 藝 術に 對 する。 所謂 Is 柳綠に 品等 をつ けない。 是れ だけ 

の 意味で 無條件 主義と いふ 消極性の 重耍 なと. y は 明白 だと 思 ふ。 (s;eE 十 I 年 八 Bo 


術の 耍 J» よ- -sr- に 止まる • 現箕を 描け、 篤 を 寫せ。 自然 -s 文 藝の熊 度 は 斯うで あらう。 而 して 何故に 現 實卽眞 を 寫すカ 

之： d を寫 して 何に する かとい ふ 最後の 問題に は、 僕 は 僕で おの づ から 1 家の 見 も あるが それら は 凡て 藝術 論の 方へ 譲って、 

玆 では 現 赏卽 a; まで、 行き 止まって よから う。  ノ 

斯んな 風に 立場 を廣 くして、 何でも 描く、 しかも 決して 意識して 評價ゃ 品等 をつ けない。 自己が I 個の 現實 なら 他人 も 1 - 

個の 現實 である。 其の 個々 の 現實が 展開して 理想 だの 善惡 だのと いふ もの を 造り 出す。 それ も現實 として 取り扱って よいが 

其の 成り立ち のま、 でなくて はならぬ。 其の 中で 特に 自分の 理想 は 貴く 眞實 で、 之れ と 矛盾した 他人の 理想 は 卑しく 妄誕で 

あると いふ やうな 依 姑-^ 負 をして はならぬ。 依 姑 f をせ ぬと いっても、 是れ だけの 深い 所 を 潜って 來る 思想で あるから。 

自然に 所謂 作家 臭 はっく。 懷疑 的と か、 旒無 的と か、 褒愁 的と もい ふが 如き 近代 思想の 特色 は 流れ出る。 併し 之れ を 出す の 

が 初からの 目的で は 無く、 おの づ からにして 出る ので ある。 正面 直接の 現象で は 無い。 • 正面に は 飽くまで も 自他 兩 側の 世相 

が 偏す る 所 無く 書かれる。 成るべく 主觀に 着かないで、 客觀 的に、 第三者 化して 這 入る に 差 支 は 無い が、 第 一 者の 香 ひが 混つ 

て Ig たら 外道 だ 。理想 も 光明 も、 さやうな 事 を 空想す るの も 一個の 現資 だから、 一個の 現實 として 這 入る 分に は雞は 無い。 

それが 第一 者 化して 來る 時に 拂 理想の 關 門が 据.^ られ る， • 世上の 論者 中、 往 * 理想 も 亦 現責の 一部と して 現 はれる のなら、 

作家から 離れる の だから 第三者 化しであって、 勿論 何の 議論 も 無い。 甲の 人物の 眼 券が 自然主義の 藝 術に 入り 得る と 同じく 

甲の 人物の 理想 も 自然主義の 藝 術に 用 ねられる。 た r それが 作家 卽ち 第一 者の 理想と して 選擇取 拾の 權威を 人に 强 ひる 態度 

で 出現す る 所に 排 理想の 論が 生す るので ある。 此の 意味から 言へば 理想 は 現實の 一部で は 無い、 現實の 全部た らんと I て 未 

だ 成らざる ものである。 造化から 旣に與 へられた ものと いふ 評價 のっかない 狀 態で ある。 た 與 へられん t と を 欲 じ 若しく 


かも 尙此 0 臭味が 直ちに 文藝の 自然主義 なので は 無い • 

た 1- 自然主義の 文藝に 比铰的 多い 思想と いふまで i ある 0 文藝を 通じて 見た 時代 思想と いふ やうな もの を 翁 じたら、 其 0 

時 はじめて 此の 思想が 取り出され るので あらう。 其の 時 こそ 之れ を 人生 觀 上の 自然主義と 呼ぶ を 防げまい。 が、 文藝 上の 自 

然 主義で は 無い、 文藝 上の 自然主義 はもつ と 廣ぃ。 若し 右の 懐疑な り、 悲哀な り、 批評な り、 皮肉な り を、 自己の 主義と し 

て 之れ に 執着し、 之れ を 文字に 藉 つて 發 表しよう とすろ 熱心な 人が あったら、 それ は 素 村が 自然主義に 多く ある 思想と いふ 

だけで、 S 來 上った 藝 術の 手 ざ はり は 1： マン チックになる だら う。 a マン チックに ならない 迄 も • 有 主張 的な f 種刖 S の自 

然 主義になる だら う。 

では 冷めた 自己が 何う して 文藝 上の 自然主義と 連なる かとい ふに、 冷めた 自己が 文藝の 擅に 立つ 時 は、 自分で 自分 を 祟 5l_t 

し 熱唱す る 事が S 來 なくなる らしい 。自分で 自分： を 批評す る、 疑惑す る、 客觀 化する。 つまり 自己の 主張に 對 する 熱 執着が^ 

くなる。 意識して 自分に こだ はり、 自分 一 つ を 誇張して、 絡 叫す るの が 大人 氣 なく 感ぜられる。 矢張り 自己 もも 他と 同じ 水 

平 線に 据 ゑて、 平等に 取扱って、 彼れ も 是れも 世の 姿 だとい ふ 風に 眺め.；？。 自然 派の 文藝が I 味の 冷 氣を帶 びて 來 るの は是 

れに 基づく。 斯 くして 自分 は 一切の 現實 を現箕 と感 する^り 平等に 寫さラ とする。 決して 意識して 其の 中の 甲 を ほと し 乙 を 

妄 とする やうな 片 1$ の 態度 は 取らぬ。 現 箕とは 造化が 與へ たもの、 卽ち 我. <c に 取って はギ ー ヴン、 サダゼ タトで ある、 旣に 

aK へられた ものである。 是 れに對 して 人間が 輕々 しく lii; 妄の位 をつ けられる か。 人間に 取って は、 造化が 與へ たもの は昝眞 

である。 現 箕卽眞 の 思想 はこ.^ から 發 する。 自己の 頻く 所、 好惡 する 所 も K だが、 同時に 其の 反 對の倾 き、. 好惡も 現に 存ぉ 

事 w なの だから 0; である。 されば 同時お 矛盾した もの 1 ある 沘現賓 は、 た 是れを 在りの ま- i.J 寫 すに 如くね 無い。 IK 


も • 

よく 個人主義 や 本能 滿足 主義と 自然主義と を 同一 物と しなければ 滿 足しない 論者が あ もが、 あれ なぞ も 此の 15^ 別 を ご ッ., 》 

やにした 者 だ。 藝術 論に 詳論して 置いた 如く、 藝 術の 爲の藝 術が 實際界 に 倚り か &りを 求めれば、 先づ 自己の 爲の藝 術に な 

る。 所謂 十九 世紀の 自己の 覺醍に 伴って 熱 沸々 の 情が 燃えて、 其の 自已を 熱した ま i に文藝 としゃう としたの が a マン チシ 

ズ A である。 熱した 自己 從 つて 濃厚な 自己の 表現 を 生命と する. のが、 a マン チシズ ムの觀 方で ある。 熱情の 發揮、 個性の 發 

揮、 延 いて 自己 を 代表した 理想 や 主義 主張の 發拇、 是れが 正しく n マ ン サシズ A の 中心 性で ある。 個人主義 でも 本能 滿足主 

義 でも、 それが 作家 乃至 作品の 主義と して 現 はれる 所に 主眼 を 有し、 生命 を 有する 藝 術は此 期に 屬 する。 

けれども 階段に はま だ 其の上が ある。 f 旦 火の やうに 熱した 自己が 冷めたら 何う する か。 此の 冷めた 自己の 時代が 自然 主 

義 である。 勿論 一度 覺醒 した 自已 であるから、 それが 滅却す る 理由 は 無い。 依然として 自己中心の 意識 は强 い。 隨 つて 時代 

の 思潮が 自然主義の 文 藝に見 はれる 所 を 見ても、 自己 覺醒の 香 ひ は 高い。 此の 意味で 自然主義 は a マン チシズ ムの椟 きで あ 

る。 けれども 其の 自己 は以！ IS の やうに I 向に 盲し、 執し、 熱して、 新 覺醒の 勢に 乘 じて 前方に 突き 拔け ゃチと はしない。 熱 

は 冷め、 服 は 開き、 知 は 醒めて、 周圍を 見廻 はし 始めた。 此 所に 於いて か 懐疑が ある、 悲哀が ある。 絡 望が ある。 批評 * 冷 

笑、 皮肉の 餘裕も ある。 耍す るに 冷めた 自己の 方面に 自然主義の 文藝が ある。 

併しながら 所訟斯 くの 如き 人生 觀 上の 傾向 そのもの は、 文 藝 の 唯 一 の 目的に はならない。 勿論 斯 くの 如き 傾向の 鋭く 出た 

作品 は 之れ として 面白い。 殊に 一 般似 たやうな 思想 を 懐いて ゐる讀 者に は、 切な 同感が あって 面白い。 また 此の 派の 作者の 

多く は 此の 倾向を 持って ねる。 言ひ換 へれば 自然 派の 藝 術に は、 作者に も觀 者に も 以上の 臭味が 特色と なって 出て ゐろ。 し 


ま = n  ，  so 

を、 不當 だとず ふ。 共の 理由 は 前期で も 紅葉 は 特に 技巧 派であった、 榔浪 なら あれ 程の 對照は あるまい とい ふので ぁ气 H 

葉と 柳浪 との 作風の i 勿； r 何人も 認め やう。 けれども 僕 は 紅 紫 を 以て 前期の 最大 勢力、 從 つて 最强ま 配 調と 判斷 した か 

ら であって-彼れ を 以て 前 を 代表せ しめる と、 榔浪を 以て 前期 を 代表せ しめる と は、 卽ち 僕み づ からの 判斷の 係る 所で あ 

る。 且つ 柳 浪を側 位に 立てる とした 所で、 現在 は 知らす、 當 時の 柳 浪 式と 今日の 所謂 自然 派 式と は 味の 逮っ たも D と 僕 は 信 

すろ。 若し 細かく 論 すれば、 或は 榔浪君 は 天 外 君 なぞと 等しく、 中間に I 座を設 くべき もの かも 知れない が、 そんな 资 し、 

論 はしなかった ので あるひ 今でも 紅葉 對良 鳥靑杲 に、 時代の 推移が 最も 著しく 代表せられ てね ると 考 へる。 

また 宙外氏 は 自然主義 文藝 の內容 すな はち 素 村と して は あらゆる 思想 感情が 這 入って 来て よい、 此の 點 から 見，：. et<、 此の 

主義 はまた 無條件 主義 だとい ふ 僕の 論に 封して、 それで は 無 特色 だと 難す る * 併し 僕 はさう は 思 はない。 むし， C そこに 大な 

る 特色が 存 する。 此の 點には 僕に も 稍 長い 論が ある Q だが、 一半 は 今度の 「早 稻田 文學」 に 載せた 藝術 論に 連なり、 他 Q 一半 

は 其の後に 書くべき 「人生 觀と 自然主義」 の 中に 這 入る から、 今回の 藝術 論で 直接 宙外 氏に 答へ 得なかった 點 だけ を 兹に言 ふ。 

聽 いて 貰 ひたい。 

1 體 此の 問題 は、 單に宙 外 氏 と^らす、 何時でも 混雜の 生じ 易い 難論點 なの だが、 凡そ 作家と いへ ども、 個人で ある 限り 

は 其の 考へ 方、 感じ 方、 表現の 仕方に それぐ の侗的 傾向が あるの は 言 ふまで も 無い。 從 つて、 其の 作に 心. m が 這 入れば 

這 入る だけ 右の 傾向が 出て 來る。 之れ を杜 絡し や.？ としたって、 無理で ある。 言 は 1. 其の 作の 香 ひだ。 作家 臭 だ。 此の 點で 

作品と 作家の 人生観と は 切っても 切れぬ 關係を 有して ゐる。 けれども 此の 作- 冢臭 を發 揮す るの を 作の 主眼と する のと、 それ 

は單に 自然の 結娱 として 發 見せら るので あって、 作の 主 股 は刖處 にある と は、 全然 立脚地が 遠 ふ OKI 刖を； #1<す るの はこ-, でめ 


後藤 宙外氏 は 嘗て. s で 僕に 質す とい ふ 一 文 を 書かれた。 蓦 それに 對 する 辯 f とい ふ 注文が あって、 承知 はし 

て 置いた が、 今 曰まで 書きお くれた。 但し 僕 は 新聞配達の 都合で、 宙外 氏の 文の 第 i だけ 見て、 あと は 見る ことが 出來 な 

かった が、 趣意 は 多 <c 新 小說」 や 何 かに f てゐろ 所と 大差な からう と 察して、 必す しも 本 £の と I す、 是れ までに 宙 

外 氏が 僕に 對 して 言った 言議中 重要と 認める 一 一 ー點 を取リ 出して 論す る。 

本紙に おた 第 一 回の 質問 文 は、 明に 名 ざして は 無かった が、 あれが 若し 僕に 對 してなら、 勿論 答へ る 必要 は 無い。 其のせ 

前の 項の 「新 小說」 など QSI 菌 にも、 君 s に 取 I 车ぅ I 子が ff てゐ たの は、 惜しい 壽。 殊に 君と 僕と 

の 仲に は 特別の 意味が あらう。 文埂を 以て 他人の 私德を 譏 し 己れ の 私怨 を 報す る 手段に 利用して 平氣で ねれば、 何時か は 正 

直 者と して 取り立て. i へる 世の中 だ。 |兩 人 QESa 立派に して 置きたい。 公人と して S. ひと 私人と しての 爭 ひと 

は 厳に 別して 置か、.^ やない か。 

話が 宙外氏 あてに なり 過ぎた が、 さて 宙外氏 は 僕が 「自然主義の 僳値 で 前期の 杠 紫と 今日の 白鳥、 靑果 と. を 絞 論した の. 


次に 現實 から 直に 最後の もの を揣 摩する こと は 不可能で あるとの 意見に 封して は、 予は 可能と 答へ る 外 は 無い。 現 寅から 

直接 なれば こそ それが 出來 るが、 理想の 仲介 を藉 れば逮 つた ものにし か 到達せ ぬ.。 現資を 直接に 痛 ふこと によって のみ 最後 

の ものみ；^, 窕 する ことが 出來 ると 信じて * 是 れを藝 術の 職能に 歸す るので ある。 (明治 四十 I 年 六月〕 


『藝 術と s 生活との 境 を 割す る 一 線』 とい ふこと について は、 尙^ に 論す る こと- * する • 

以上 は、 川 合 氏の 論に 無關 係の ことで、 論題が 横途に 外れた が、 さて 川 合 氏の 論點は 何れに あるか。 是れが 凡そ 二つに 約 

めら れる。 I は 現實が 自然主義の いふ 如く 物的 I 面に 限られる もので なく、 物心 交涉の 所に 成立 するとい ふこと、 二 は、 現 

資か， ちに 最後の 或 者に 觸 面せん とする は 不可能 事で ないかと いふ ことで ある。 

1 は 現實と は何ぞ やとい ふ 問題で あるが、 之れ を 理想に 對 せしめる 時 は、 理想の 未然 性、 異常 性、 希求 性、 規範 性に 對し 

て、 旣然、 通常、 無 希求、 無 規範の 諸 性 を 具した ものである。 然ぅ あらせた いの、 然う なくて はならぬ のと 思 ふこと に は 頓着 

なく、 もう 實 現して ゐて、 そこら 中に あると 思 はれる ものが 現寶 である。 此の 兩 面の 實 際の 展界は 人に よって 種々 であり 得 や 

うが、 1 人の 心で は區 別が 立つ。 1 1 人 以上 寄っても 大體は I 致す る、 其の f 致點が 標準で ある。 

アメリカの ボ ー ルド ゥヰン 氏が 哲舉辭 書に、 個性、 痛切 性、 無 選 擇性を 理想的に 對 する 現 實 的の 特徵 として 擧 げたの を 之 

れに參 酌 すれば、 I 歷 理想 對現實 の 意味が 明かになる。 

更に 川 合 氏の いは ゆる 物心 交涉の 方面から 曾へば、 物質的と 精神的と は、 結局 感覺 的と 概念的 乃至 肉體 的と 精神的との 對 

照で あるが、 在來の 自然主義が 其の 感覺 的、 肉 體的等 一面の 現箕に 重き を^いた 事 實と现 由と を 認める と共に、 後の 自然 主 

義が 是れに 他の 一面 を も 加へ る 必然の ある こと は、 予も 亦た 論じた 所で、 異存 は 無い • た 予は此 等 一 切の 現實が 「自己の 

生」 とい ふ 二 兀に歸 る ものと 信ャ る。 

要するに、 感覺、 概念、 肉 體、 精 祌の諸 要素が 場合に 應 じて 種 * に 結合して 內容 となり、 旣然、 通常、 超可不 ！^、 超欲不 

欲 乃自個 的、 痛切 的、 無選撵 的の 現實 になった 時 そこ！.： 自然主義の 立脚地が あるので あらう。 
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すれば 直ぐ 蜈樂 主義 だとい ふの は 滑稽 だ。 

同じ やうな ィグノ ランス は 外に も ある。 美學的 批評が わるい、 定規 批呼 つかわる いと 雷った の は， 口 マ ン チシズ A の赏 初の 

矢 叫で、 アリス トテレ ー ス、 プア a 1 式の 批評に 對 した 論で ある。 それが 輓 近の 美 舉 研究と は 何の 必然 關係 もない。 唯 美 主 

義、 娛樂 主義 みんな さう だ。 然るに 美と いふ 言葉の 內 容が跌 近に 何ん な變継 をして ゐ るか もも 究めないで * 美と いふ 言葉 さ 

へ 見れば 美擧的 批評 だ、 唯美主義 だ、 嫂樂 主義 だと、 粟 も 稗 も 見境 はっかない。 

藝 術と 人生の 干默 論で も 同じ やう だ。 實 生活が 生の 生粹 なら * 藝 術の 中身 も 伺 じ 生 そのもの である。 是れに 誰れ も 異存 は 

揷 まない。 けれども 其の 故に 藝術は 郎ち箕 生活 也と は 言 へ ぬ。 それが 首 へ れば 何も 詩 や 小說を 作ったり 讀ん だり する 必要 は 

ない。 手っ取り早く 箕 生活に 這 入る 方が 幾ら 痛切で あるか も 知れぬ。 事實 また こんな 傾向で まどろし ぃ藝 術なん ど は 捨て + 

しま ふ 人が 無いでも ない。 けれども さやうな 人に 取って は、 同時に 藝術は 亡びて しま ふの だから 論 は 無い • た 生存して ゐ 

る藝 術、 現に 紙の 上、 布の 上に 存在して ゐる 人生 を 何う する か。 紙の 上の 人生、 たと へば 小說 を、 實 生活の 人生と 思へば 誰 

辯に 過ぎない。 等しく 眞實直 切の 人生で は あるが、 一 は實 行の 上に 存 し、 上は藝 術の 上に 存 する。 此の 場合に 於け る 術の 

唯 I の權威 は、 それが 開眼の 人生で あると いふ 事に 歸 する。 覽 行の 人生 は 通例、 眼を閉 ぢて營 むが、 藝 術の 人生 は 服 を^いて 楚 

む。 1 は 執著の 人生で、 I は觀 照の 人生で ある。 一は あがき、 一は 昧ふ。 今まで 氣 のっかなかった 生が：^ で 始めて^ 識 せられる、 

瞑想 せられる、 味 得せられる。 つまり I 歷 切に、 生の 眞 に觸れ るので ある。 是の I 境が 無かったら、 藝 術に 何の 用が あらう。 

斯 やうに 言へば、 直ちに また 與昧 中心 主義 だとい ふ もの も あるか も 知れぬ が、 それで は 話に ならぬ * 生な 味 ふとい ふ 

と所謂興^^中心說とは刖物でぁる。 


だとすれば『早稻田^>{舉』五=-號の拙文にょって氏の論现は變ぜらるべきでぁる。 二に は、 假 りに 是れが 予みづ から C 主張で 

あると して、 食 色 共の 他の 肉感が I 切 現 資の便 値の 源た も であると 考 へる 思想 _ は、 單に感 史の上 か.^ て も • 氏の あれ だ 

けの 論で は 破れまい と 思 ふが 如何。 

川 合 氏 は 予の論 を 以て 早稻田 文舉社 同人 等の 論旨 を 代表す る ものと 見られた やう だが、 さう と は 限らない。 勿論 I 致す る. 

所 も あるが、 必 すし もさう で 無い 點も ある。 例へば 天 氏 は天鉉 氏、 御風 氏 は 裨 風 氏で それ <\ の 見地が あるの だから • 予 

の 論は予 一個の 自然主義 觀 として 受 取られたい。  - 

元來 今の 自然 派に 區々 の說が あるの を罪惡 の やうに 首 ふの は 解せ ぬ 話で ある。 實行 上の 主義で すら * 多く は 大同小異に よ 

つて 括られる ものであるのに、 複雜 な文藝 上の 傾向が 隅から隅まで 物 さしで 測った やうに 一定 せられて 何うなら う • クラ、 ン 

シズ ムシ ム、 シンボリズム、 a マン チシズ A と 數へ來 たって * 何百^の 歷 史を閲 した 今日で すら. 何れ 1 つ 5 の 註文に 合 

した 主義 は 無い。 

要は 幾 ばくかの 重要な 點に 於いて 一致す る ものが * 總稱 せられて I の 名辭に 括られる ので ある。 今の 自然主義で 言へば、 

藝 術から 遊戯 分子 を 斥ける、 娛樂の 分子 を 斥ける、 技巧の 味 を 斥ける、 理想の 觀方を 斥ける。 是れ だけの 消極的 條件、 勿れ 

主義で も 自然 派の 大綱に 不足 は 無い。 是れ 以上 執ろ 所が まちく であれば、 まち^ ( ^自然主義 を 見て 然るべき である。 是 

れ だけの 消極的 條 件に 重大の 意味 を 見出だし 得な いのは 得ない 方の 考が 足" ない の だ。 

序にい ふが、 世に は 間々 娛樂 とい ふこと、 美 論 上の 快感と いふ こと、 を 混同して 考 へる も Q が ある。 英謌 でい ふと、 アミ 

ュ ズ メント とか ジュ ビレ， シ ヨンと かい ふ 1|1  一口 葉と ブ レジ ユア 又は エンジョイ メ ントと を ご つ ちゃに して、 美 論 上の 快感 を 云 
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知識の， 無い 所に 議論 は 無い 害で ある。 然るに 今の 評 I"* に は 議論 をしながら 一向に 知識の 無い ものが ある。 是等 はすべ て自 

家 撞着 だ、 自づ からにして 亡ぶべき ものである。 

世の 自然主義 反對 とい ふ ものに 此の 類が 多い。 あれら はも ラ 少し 深い 考へ方 をし なければ 議論に ならない。 

今まで 予の 見た 反對 論 若しくは 傍觀評 中で、 點々 に 相應の 深さ を 有して ゐる 議論 は、 『明星』 の 樋 ロ龍峽 氏の もの、 『萬 朝』 の 

黑岩淚 香 氏の もの、 『中央 公論』 の 中島 德藏 氏の もの、 『時事 新報』 の 川合柬 一氏の ものな どで、 是 等が さすがに 所謂 シン カ一 

スの 部類に 展 する 人  *  である だけに、  議論と して は 他よ bs も 立ち まさって ねる。 議論の 無い 人- -C の 反對說 には餘 りに 淺 いの 

が 多い。 

直接に 予みづ からの 論 を 評した 諸氏の 說 では、 最後に 擧 げた 川 合 氏の が f 番要を 得て ゐる。 中島 德蔵 氏の は 『早稻 田 文舉』 

一月 號の 文に 對 して、 肉感 郎 il; とい ふ點 だけ を道德 上から 絞した ものであるが、 是れに は 少なくとも 二つの 疑 ひが ある。 1 

は予 が歐洲 自然主義の S 史と 理論と を 提出 せんと 試みた 文章 を、 直ちに 予みづ からの 主張 を 見 違 へられた ので 無い か。 さう 


而し てこの 沈思 默考の 結果、 當 人の 素養に 依って は、 或は 肉 慾 食愁に 赴く もの も あらう， 或は 又 宗敎道 德 に歸 着す る もの 

も あらう、 併 かも この 肉 慾 食欲 r 若しくは 宗敎道 德等は 其 人の 實行 主義であって、 又 文 藝の關 する 所では 無い ので ある。 . 

更らに 歩を轉 じて 觀れ ば、 自然 派 文藝は 世相の 有りの 俊 を 執り * 之 を 村 料と して 感興 を描寫 する ものである。 而 して 有り 

の 儘の 世相 は、 I 派の 道德 者が 見た 楼な 立派な もので 無くして 寅 意識 を 以て 之に 對 すれば • 隨 分 厭 ふべ く悲 むべ く 二  と 

レ て戰慄 すべき、 獸的 半面 を 有せる こと は、 現今の 文明 社會 といへ ども、 決して 否む ことの 出來 ぬ事實 である。 之 を 以て 自 

然派 文藝に 於て、 この 獸的 半面の 描寫を 見る の は、 勿論お るべき こと- -は いはねば ならぬ。 然るに 素養の 淺ぃ 人々 が、 この 

獸的描 B に 依りて 動かされ、 爲 めに 獸的實 行 主義に 赴く の は * 寅に 人生の 爲 めに 悲 むべき ことで は 有る が、 之 は 進んだ との 

と 進まざる ものとの 永久の 矛盾で、 それが 爲 に文藝 が、. 後す ざり をし なくて はならぬ とい ふ 理由 は 無い。 

次に 文藝 として は、 自然 派の 如き 無 解決の ものば かりで なく、 解決せられ たもの も ある、 卽 はち 或宗敎 道德 上の 敎訓を B5 

的と すると か、 或は 又 目的と して 人 を 所謂 本能 滿足 主義に 導く ものと か それで ある。 此 所に 此 等の 主義に 就いて 評論す ベ 

きで は 無い、 唯 I 般に擎 る 時、 解決 文 擧は淺 薄であって、 奥底が 充分 看え 透く ので ある、 隨 つて 人 をして、 深いく 沈思 默 

考を爲 さしむ ろ 力が 乏しい。 然るに この 沈思 默考 せし むる 力の 强弱 は、 卽 はち 文 藝 最後の 價 値の 依って 定まる 所で ある。 故 

に 私 は、 自然 派文藝 は、 解決 文藝 以上の 價 値が 有る と斷 言す る ものである。 (明抬 四十 一年 五月 談話 筆 ffi) 
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て をらぬ 。故に 若し この 文藝 上の 傾向から して、 實 行の 主義に 推移 するとしても、 如何なる 文藝 になる か は 不定であって、 

或は 本能 主義と なり、 或は 現在 道德 擁護 主義と なり、 或は 又 他の 主義者と なる かも 知れぬ。 而し てこの 場合ば 旣に實 行 主義 

であって、 そこに 一個の 儼然たる 解決、 若しくは 理想が 成立して ゐて、 文藝の 主義で は 無い ので ある。 乍 併 又 或 主義が 實行 

の それであって， 同時に 文藝 主義の 1 種 を 形成 するとい ふこと も ある、 近く は 我德川 時代の 勸 善懲惡 主義の 小說の 如き もの 

である。 とはい ふ もの- * 此 場合に 於ても、 道德の 主義と して 見る 場合と、 文藝の 主義と して 見る 場合と は、 無論 之に 對 する 

もの-、 心理 狀 態が 殊 ならねば ならぬ ので ある。 睨み 所が 丸で 違 ふ、 從 つて 評 價が遠 ふ、 隨 つて 道德 主義と して 立派な もの 

であっても、 文藝 として は 極めてつ まらぬ ものになる かも 知れぬ。 

サテ實 行 主義との 異同 は 右の 如しと し、 私 は 自然主義に 對 して は、 文藝 上の 一 傾向と して、 成り立つ 價 値が 有る と 信じ * 

資行 主義なる 本能 滿足 主義に 對 して は、 明かに 反 封 論者で あるが、 玆 所に は道德 論を爲 すべきで ないから して、 それ はもと 

より 問題外で ある。 

然 らば 自然主義と は何ぞ といへば、 有りの 儘の 情 態に 對 する 感興であって、 人が 宇宙の 有りの 儘に 對 して 與味を 有すろ も， 

その I 部なる 人生の^り の 儘に 對 して 與味を 有する も、 もとより 格別 殊 つたこと は 無い ので ある。 而 して 自然主義 は 其 解決 

を觀 者の 爲 すに 任せて、 自ら は 何等の 決定 を も 示して をらぬ、 此點に 就いて 與味を 有った 文藝 が、 卽ち 自然 派文藝 である。 

隨 つて 自然 派文藝 は、 亦 無 解決の 文藝 である。 故に 此文藝 の 主と すろ 所 は、 之 を讀み 終った ものが、 其 村 料た る 世相から 超 

晚 して、 然 かも 又 その 文藝 を緣 として、 深く 宇宙人 世の S; 相 を 沈思 is する、 との 沈思 § の與 味が 卽ち 自然 派 文 藝の行 止 

to- の最奥 目的で ある。 


文藝 上の 自然主義  . 

文 藝 に關 して 自然主義と いふ 言葉が、 大分 此頃 世に 喧傳 せられる に 至った、 隨 つて 世の中に は、 之 を 誤解して をり はせ ぬ 

かと 疑 はれる 様な もの も あ 又は 故ら に、 曲解して 惡 罵す るので はない かと 思 はれる 様な もの も ある。 サテンの 中、 故ら 

に 曲解す る 人に 對 して は、 辯 を 費す の 必要 を 認めない けれ 共、 誤解す る 人に 向って は 一 言の 辭無 かるべ からすで、 殊に これ 

は敎育 社會に 向って、 その 必要が 有る かと 思 はれる。 然 らば その 誤解 は 如何と いふに、 數年前 流行した 本能 滿足 主義と、 混 

同せられ 易い とい ふこと である、 依って 先づ、 この 點に 就いて 說 明して 見よう ならば、 

第一、 兩 者の 相似 點は、 何れも 從來 多数の 道德 (若しくは 人生 觀) に、 不滿 足な とい ふ 共通 點が 有る ことであって、 此兩 主義 

とも、 餘り 現在 道 德萬能 主義の 人に 對 して、 人 問に は如此 本能 的獸 的の 半面が 有る、 この 暗黑な 半面 を 閑却して、 餘 りに 立 

派な ことば かり 唱 へても、 それで はこの 人生に 適切で ない、 吾々 の實踐 躬行すべき 道德 として は、 ドウしても 此の 穢 ない 半 

面の 根絕 しがたい 點を^ 中に 置いた もので ない と 充分なる ものと 認める ことが 出來 ぬと いふので ある。 

第二、 兩 者の 相異點 は、 本能 主義 は簠 行の 主義で あるが、 自然主義 は文藝 上の I 傾向で、 これ は實 行と 直接の 關係を 有つ 
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であって， 世に は 未だ それ を 解し 得ない 程度の 多數 者が ある。 其 程度の 低い 多數 者が、 然 うした 作物 を 見た 場合。 最後に 至 

ら ない 前に、 其 部分的 興味で 囚 へられた 時、 文藝は 如何なる 資任を 持つ かと 云 ふに、 自分 は 此の 時、 餘 儀ない 節め、 或は 二 

元 的 立場に 立って、 それ を 解決す る 外他忙 仕方 は あるまい と 思 ふ。 卽ち、 社會が 矛盾せ る狀 態に あるの だ。 少数の 進んだ 人 

と、 多数の 後れた 人と、 卽ち、 要するに 文藝 と社會 との 衝突 は、 社^が 黄金時代 になって、 寓 人の 思想 感情が 同 I 程度に 進 

むまで、 到底 調和され ろ 事な く、 永久の 矛盾、 永久の 衝突と して 精く。 誠に 已むを得ない こと.， 思 ふ。 

文藝は 全力 的な ものであって、 ftn ある 所 を 五十で 濟 まして ® くと 云 ふ 事 は出來 ない。 作者が 全力 を 舉げて I 力 j ばいき 

込んで 行く もの 故、 どうしても 極端に なり 易い。 而 して 道德は 正反對 に、 百の もの を 五十で 我慢す る 所に、 其 本領が ある。 

勢 ひそ こで 衝突が 起る。 それ かと霄 つて、 文 藝は區 々たる 法の 力で、 到底 絡 減 せらる、 もので はない • テ ー ムな、 好い 頃 合 ひ 

の 文 藝を、 强 ひて 作らすな ど.. 云 ふ 事 も、 無論 S 來る譯 の もので ない。 されば、 結局 は、 文藝は 自己 本来の 目的の ために * 

飽くまで、 進む ところまで 進む が 好い。 又、 社會道 f は 社 會道德 で、 自分 を 銜る爲 めに は、 其 制 壓カを 用 ふるが よい。 兩者 

の 爭ひは 永久の 爭ひ である。 或 時 は、 社 會多數 者の 中には、 峻烈な 文藝を 誤用して、 自ら 傷付く 者 も あらう • 又 或る時 は、 

立派な 文藝が 法の 爲 めに 亡ぼされる こと も あらう • 双方から 樣牲者 を 出して、 i を 潜り 進む のが 人生で ある •  二元的 爭鬪 

は、 兹 にみ 已み 難い 世相 を兒る 外 はない。 た 5.、 望む 所 は、 聰明に して 此の 點 までの 理會 ある 爭 ひであって 欲しい。 E ひに 

和解し、 相 尊んで 戰ふ 武士の 戰 であって 欲しい。 (明 35 四十 一 年 五月〕 


ふ、 全く 別な、 思 ひくの 二つの 流れと なって 並行し 呼應 する。 而も、 文藝の 中で、 道德の 革新 を 直接に 企てなくて はなら 

ぬと 云 ふ 必然性 は 無い 。縦し 、根本 は 相 通じて 居る にせよ * 自づ から 兩者 相異 つて 居る。 それ を、 文藝 が、 根本が 同じ だから 

と 云って、 宗敎、 道德の 方面にまで 立ち入って、 宗敎、 道德の 問題まで 引受けて やらう とする の は， 從來、 然 うした 傾き は 

あり、 且つ、 將來も 我が 國に は^あり 得る であらう が、 然し、 是れが 自然主義の 生命の やうに 思った 時代 は 過ぎ去つ たと 見 

て 好い。 根本 は 相 通じて 居ても、 文 藝には 文藝の 本質が あり、 宗敎に は 宗敎の 本質が あり、 又、 道 德には 道徳の 本質が ある。 

各自 己の 範圍內 で それ を やれば よい。 やって 惡 いと は 誰れ も 言 はぬ が、 やらな くと も自義 主義の 本意 は存 する。 自然主義 は 

飽くまで 文 藝以內 の 革新 運動と し て 有意義で ある。 

文藝と 一般 思想との 共通 點の 次の 例 は、 近世の 思想に 於て 科舉を 重んじ、 經驗を 重んじ、 物質 を 重ん する 其 同じ 考へ 方が 

また、 文藝の 上に も 尊ばれて 居る。 卽ち、 理想より は 現實を 喜び、. 空想より は 實驗を 喜ぶ と 云 ふ、 其 根本が 相 同じで あるが 

是れ 亦、 一方 は文藝 となって 現 はれる。 ゾラな どが、 科學の やる 事 を やる と聲 言した の は、 今日から 批評して 見て、 必 すし 

もさう 重大な 事で はない。 又、 ゾラが あ i した 小說を 書いた 結 某、 科 攀界に 如何ば かりの 貢献が あつたか。 要するに、 共极 

本に 於て 共通 一 般 なる 點が あると しても、 科學は 科學、 文藝 は文藝 と、 各 々雨 面に 表 はれる のが、 至當 であると 思 ふ。 

現實を 尊ぶ 結 架、 必要の 場合に は、 矯めす 隱 さす、 大膽 に、 公平に、 露骨に 現實 を描寫 して、 痛切に、 人生 I 切の 要求の 

最後た る、 或る 物 を 鬅 せしめる のが、 自然主義の 價 値の 由って 生す る 所で あると すれば、 それ を 解す る 人 にと つて は、 . 

縱し 如何に 醜い 姿 や、 肉 慾 を描寫 しても、 その 作が 成功した ものである 限り、 其 人々 は、 部分の 醜 惡には 動かされす、 讀み 

終って 後、 初めて 作 全體の 上から、 人生と 云 ふ もの を觀 照す る氣 持になる。 併し、 それ は、 文藝を 解す る 比較的 進んだ 人 > 

a 然 主義と I 想 思と QS 保  .1  -X 
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自然主義 ビ 一 般 思想 ビの關 係 

目 分 は • 一 般 思想界と 自然主義と は • 並行 說 11 パ ラレ リズム. II だと 思 ふ。 それ は、 哲舉 • 心理 攀に 並行 ^ とラふ Q が 

ある。 つまり、 物質と 心の 關係、 卽ち、 肉體と 精神と は 並行して、 ー體兩 面の 關係 だと 云 ふので ある。 心から 動いて § に 及 

ぶので もなければ、 肉體 から 動いて 心に 及ぶ ので もな く、 それ かと 曾って、 兩者 全く 無關 係で もな く、 つまり、 動く  K 本 は j 

であろ が、 一 方 は 心の 働と なって 現 はれ、 一方 は 肉 體に現 はれる と 云 ふの が、 心理 擧 上の 並行 說 である。 此の 說を譬 瑜に借 

りて 云 ふと、 今の 自然主義と、 道 德、. 社會、 宗敎 などの 關 係が、 恰度、 此の 並行 說と 相似て 居る。 卽ち、 例へば 自然主義が 

根本に、 所謂 n ンべ ンショ ン破壞 1. 總て 有り 來 りの もの を 破り、 今迄、 從 はなければ ならぬ、 尊い ものと して 來た 所の あ 

ら ゆる 橄 威に 嫌 ひなく、 それ 等の もの を 打ち破って、 素手で 何等か 新ら しい もの を 求めよう とする、 ーっの倾向を^^して居 

ろ。 是れと 同じ 傾向 を、 一般 思想の 上に も 認める 事が 出來 る。 斯うした、 蔡 來の總 てに 慊ら なく、 何等か、 薪ら しき 或 物 を 

求めよ. フ とする 傾向 は、 道德， 社會、 宗敎 など、 一 般思| の 上 S れて は、 新.： iQ 耍 求ま、 新 道徳の 耍求 ともなる， 

W ち、 接 本に は 相 通じて 居る 近世の I 大倾 向で あろが、 表面に 表 はれた 所 は、 文藝の 上に 之 を 行 ひ、 道德は 道德の 上に 之 を 


之れ 亦た I 般 思潮が 旣 成宗敎 から 去って 求めん とする 所 あるに 合 期す ると 見る • 筢對 最上の 一物 を 理想に 求める ものが 偏に 

上に 向って 終に 人生 を 超せん とする に反對 して、 下に 向って 之れ を 求めん とする のが 中心の 思想で ある。 現實の 中に 直ちに 

絡對を 見ん とする 東洋 的 傾向で ある。 現箕を 減 却し 變 形して 目的に 至らん とする 思想と、 現實を 充足し 展開して 目的に 至ら 

ん とする 思想との 對 照に 於いて、 後者 を 文藝の 上に 極端に 赏行 せんとす るの が 自然主義 であらう、 之れ が實行 手段の 上に は 

尙煩瑰 の 論 も あるが、 要するに 此の 根本の 傾向で 紙 を 展べ筆 を 染める と 否と が最 重要の 問題で ある、 手段 は 如何にも あれ、 

結 梁 は必す 違った ものに なると 信す る。 我等が 憧憬の 本 體を今 I 度 現實に 返せ、 現實の 生に 返せ 自然主義 は 此の 叫びと も 聞 

かれる 。吾人 は 比の 意を贊 する。 (明^ 四十 1 年 五月) 
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る •  r 早稻田 文畢』 に 見えた 1： 事 今 村 氏の fa は 此の 點に 於いて 吾人の 意 を 得て ゐる、 多數低 標準の 人 は 恐らく 全景の にか 

かって ゐる 中心 與^に 達する 前に、 先づ 前景の 肉に 囚 へられて 了 ひ はすまい か。 思 ふに 高級の 文藝は 凡て 此の 恐れ を 欲 見し 

て 立たなくて はならぬ。 多數の 後れた 人と 少數の 進んだ 人と いふ 杆格 は、 やがて 社 會道德 と文藝 との 杆格 である。 文 藝は性 

として 半途 牛 熟 を 許さぬ、 常に 全力 的でなくて は大 なる もの は 出ない。 斯う 考 へて 見る と 多數の 後れた ものと 少数の 進んだ 

ものと、 卽ち社 會道德 と文藝 との 衝突 は、 萬 人 悉く 同程度の 知識 感情に 達した 黄金時代の 外、 永久に 斷絕 すべから ざる もの 

である。 兩 つながら 決して 亡ぶ ベから すして 而も 和し がたい ものである。 双方から 互に 棧牲者 を 出しても がきながら 進む の 

が 我等の 運命で あると 免 悟す る 外 はない。 た 望む 所 は 其の 衝突 をして 成るべく 公明な 堂. <c たる 衝突たら しめたい とい ふ 事 

である。 

本能 滿足 主義に ついては 多く 實ふを 待たぬ と 信す る。 道德の 上から 發 足して 直ちに 本能 (就中 s^) の 滿 足の みを箕 行の 目 

的と せよ と 叫ぶ ものが あったら、 論 は 同じく 道德の 上から 決せら るべき である。 之れ に反對 すると 同意す ると、 凡て 身 を 道 

德の 地に 於いて 定む ベく、 贊 否の 聲 はやが て 道 德の聲 である。 是れと 自然主義 識とは 全然 類を刖 にす る。 自然主義 は 宜しく 

文 藝の聲 によって 贊否 せらるべき である。 

繰り返して 言 ふと、 自然主義 は 凡そ 三 段に 於いて ！般 思想と 連なる。 因習 破壤 新機軸 發 揮と いふ 點に 於いて 文藝は 文藝の 

範幽で 是れを 行 ひ 道 德は道 德の範 阒で是 れを行 ふが 根本 は 一 通した 思想の 傾向で ある。 之れ を：. が 一 段の 連 終と いふ。 また 一 

般 思想が 科舉を 重んじ 經驗を 重ん すると 同じく 文藝 も現實 を 直ん じて 所謂 理想 を 斥ける。 是れを 第二 段の 連絡と いふ。 而し 

て 吾人お 是 れに更 第一 二 设を 加へ て、 直ち お 箱對神 私め 1#を指.0、 中 閒の貌 明 を^て 滿足 4- ざらん とする 宗敎釣 傾 § を、 


411 Q 本據 とも 名 づける ♦ 

更に 此の 問題 を 作家の 侗 人格と 關係 せしめて 見たら どうなる か *  I 定の人生觀を^^する作家は自然主義の無解決文藝は作 

れ ないか。 極致から 言ったら、 作家と して 立つ 時と 個人と して 身を虑 する 時と は 到底 二 元で あるから、 自家の 理想 解決 は宜 

しく 鎭壓し 去るべく、 無念無想が 卽ち 其の 態度で あるべき である。 けれども 一方に は自 の 理想の ために 累 せられた 人生の 

映す る こと ある も、 凡人の 免れ 難い 所で あらう。 此の 點 から 見れば、 更に また 或る 特殊の 傾向 を宥 する ものが 最もよ く 自然 

主義の 文藝に 之いて 以上の 約束 を^た すに 適當 する。 例へば スケプチシズム、 ナイ ヒ リズム 等の 如く、 始めから 旣 成の 现想 

解決 を 破 壌す る 性を帶 びた もの は * 木地が 出ても 其の ま、 役に立つ。 文 藝が帶 着す る 理想の 關を 破ろ からで あろ。 卽ち 前に 

言 つた 一 一三の 破壤的 思潮 は 自然主義に 最も 便宜な 傾向で ある。 けれども 是 等が 文 藝 として 成功す る 瞬 問に は必ゃ 其の上に 最 

後の I 契 點が加 はって ゐ なくて はならぬ。 斯 やうな 制限 的 意味で 自然主義 は事贄 特殊の 思想と 連績 する。 

自然主義 を 以て 獸 性、 就中 男. S の獸 性の み を 描く を 主旨と する 如く 考 へる ものと、 自然主義 を 以て 道徳の 本能 滿足 主義 

と 同 I 顧す る 者と は、 自然主義 論 中の 二 犬 謬見で ある * 肉欲 も 現實の 一 部で あろ^り、 a: の 現實を 描かん がた め 必要の 場合 

に は 提出 せられる を 厥 はぬ、 こ x まで は 自然主義の 大膽 とも 名づ けられ やう。 併しながら 其の 肉 は必ゃ 全景の 1 に！ せ 

られる 嚴肅な 深 意義に よって 攝 取せられ、 其の 方 を 注意の 主點 として 見る とき、 肉 も た 嚴肅な 意義 を帶 して 來る。 此の 點 

が 其の 作の 是認せられ ると 否との 境界線でなくて はならぬ • た 此の所に 接る 問題 は、 請 者が 解釋 力の 程度と いふ ことで あ 

*£s 主義 CSS  二 Is 


自然. i が 折角 內容 上に 所有した 豪 的 謹の 足掛り は、 斯ん な順 序で 一 且 全く  i して ^i0L 

^11.  |る方1は無く なる か。 何 ：: 一 

〕ir 腿 uiouri すと いふ 丈で は、 f 所 I  くと いふ 外、 妻囊と 何の if 無い：^ 責ー 

の f カ廣 まった とい ふに 止まる • 固より 是れ もた しかに 其の i は あるが、 併し 自然 囊 は是れ よりも 以上の 

U 有 U るので はま ぽ中 iii や i し i 之 t  f  あ h の U 味 一 

Mm  I 之れ If ん とする 所に I 囊の 新生 命 は？ のでない u。  g てあつて g 奥に 一 

特 する た… チシズ ムのー 

rrih 晨 IMrr った| れる。 if の を、 ！ iiii 一 

^^.p^^o^lox.  iff こと i ないから、 If  ii、 直ちに 一 

1 ずた f 不可 說の木 g* づける。 書いて tfs ちに 書いて 無い、 i としての 人生と いふ やうな も 0 き，、 一 

H^ul 明瞭に それと 捉ら へる こと i ぬが、 iLHH 一 

ま  ur? て f  く 之 t ひ廻ら さしめ る。 I 響 f  f と共に ioF^ 一 

uuruirr  f ま f しめる。 而し てまに 想 ひ 得て しかも 何れに も滿 足す る を 得 t  ^ 一 

n こまで MIMl  If  る。 f 星秦 變警 i 一 

r まて 尊く  I 的と いふ 所にまで 震させる。 創作 時の 目の 据え 所は是 所に あるべき である。 fill 一 


fl 作者 は 肉 §r あいと も s 的 生活が 善い とも 自然が まとも 文明が 善い とも 霄 はぬ。 そんな 風に 思 はせ 

11  fftlil されば 現 s 1 相と して 取り扱 まり 還元 主義 もよ いと 同じく、 光明 

蠢も 唯讓義 4 よい。 十分の 力 を S て 之れ を I せし むべき である。 けれども それら は 作 8 的で ない、 具 は 此の 

時 y て Irl 所 ^ 、つ P い liit , 曰 はく  II 靈 I  j 

li せしめ ま ii で I、  if  むべき 蠢とま ■ で 浸。 ill 

Hhpsll 物質、 現 Is 面 的な も g 押し隠した 人 I 描いた のに 反抗して、 

PP せんがた め、 III、  1111 

p^tl 持へ 物の 人生で ない も のを 味 はせ ると いふに 歸 する。 決して 人生 を 此の  一 0.J.^ 

y^^^..  Itlililii 事 I して 見 

a< り 選り 07 み をせ ぬと いふ I 句に 盡 きる であらう。  .  :f 

論じ §こ至れば文藝 としての 自讓 は、 內容の 上に は I 條 I である。 在り のま i である、 II 

き 尾 もな く あら はな i の 無い のと 同じく I 決 I 想蠢 である。 斯 やうな i で の i 主義で ある。 
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れ  . 
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i  ■  f  a  一  I 三 

た.<^^阖は不a;實の人生圆でぁる。 我等が 人生 を考 へや、 > とする に は、 之れ をも算 中に 入れなければ 間逮 ひになる • 斯うい 

ふ 方式で 物的 現. M を揭 示す る 所から また 自然主義の 文藝 と名づ けられる。 


斯う 解して 見る と、 文藝 上の 自然主義 は 文明 對 自然、 精神 物質 理想 對現實 とい ふ 所まで、 一般 思想 上の 主義と 通じて ゐろ 

けれども 吾人の 見ろ 所 を 以てする 時 は、 兩者は 此の 點を 追分に して 相 別れる ものである。 文明に 對 して 自然 を 見、 精神に 對 

して 物質 を 見、 理想に 封して 現實を 見る と は、 一 方から 霄 へば 旣成 物の 破壊で ある、 3 發點に 還元す る ことで ある。 一般 思 

想、 就中 道德、 -宗 敎社會 等の 實際 文明が 若し 破 壌 還元 を 最後の 解決と した 場合に は、 恐らく 人生 は 悲劇の それの 如く 絡滅す 

るで あらう、 卽ち 還元 主義で あると 共に I種の涅ls^王義でぁる。 けれども 今日の 多數者 は是を 最後の 解決と して 安立し 得ろ 

もので 無から うから、 どうしても 破壊 還； 兀の 後に は 新しい 何もの かの 建設 を豫 想せ ざる を 得まい。 從 つて 此 所に また 他の 種 

々の 解決が 生じて、 個人主義 にも 社會 主義に も 本能 主義に も罐愛 主義に も厳肅 主義に も 之く であらう。 さもなければ 凡て を 

信ぜざる 絡 望の ナイ ヒリ ズ ム にも 入る であらう。 耍す るに 斯 くして 何れに か 相對的 理想 を 求めて 之れ に 解決の 安心 を 托せん 

とする のが 自然の 成 行で ある。  ， 

然るに f たび 之れ が 文藝に 入れば、 破壊 還元の 事實 はあって も、 それが 還： 兀 主義と いふ 解決に なって 居らぬ、 理想に なつ 

て 居らぬ。 まして それ以上の 主義 解決 は尙 さら W て 居らぬ。 其の 作品に 接して、 明瞭な § を 認め、 是れ だくと 言 ひ 得る 

ヰうな 氣持 は：^ もて 起こら is。 思 ひ 得た や、 プな、 思 ひ 得ぬ やうな、. 却って 益 * 深く 瞑想 せざるを得ない や、？ «、- つまり 未 解 


になって み ♦^.v 要する • 單な, 6 一-時の 間に合 はせ ゃ附燒 であって はならぬ ， -5 た 美 を Jgs! の 方便と する ので も * 亡れ 

が 誠の 藝術 家で ある 限り、 最初の 動機の 如何に 拘ら す、 鋒 を 執って 紙に 液んだ 瞬 n から は 藝術的 態度に 入らざる を 得ない。 

卽ち 己れ が倘 人と して 社 會を思 ひ、 科 舉を慕 ふ 一 念 は、 しばらく 其の 方便と して 選んだ 眼前の 材料 を活描 せんとす る 一念に 

地歩 を 譲らざる を 得ない。 言 ひか へれば 之れ を文藝 として 文藝の 目的に 從 つて 取り扱 ふ 外 如何と もし かたが 無くなる。 如何 

なる 動機から 生す る文藝 でも、 結局 美の 一義に 括られる に 於いて 二つ は 無い。 たに 美の 內容 に變 化が あるの みで ある。 世上 

往々 審美 上の 醜と 道德 上の 醜と を 混じて 道德 上の 醜惡を 描く。 とが 直ちに 美 を 超越す る ものと 考へ るの は 誤りで ある。 美と 

は 人間 I 切の 現象 を 包容し 得る 文藝の 終極 點の 名であって、 美 を 破る とい ふこと は 文藝で 無くなる とい ふこと に 外ならぬ。 

さて 自然主義の 文 藝が斯 くの 如くして 內容に 駕を藏 すると すれば、 それが 自然主義 たる 所以 は、 眞 そのもの  性質 解釋に 

存 すると 見る のが 當然 であらう。 何となら ば、 若し 宗敎 問題 を 目的と する もの、 哲學的 眞理の 布衍 を 目的と する もの、 表面 

的 世相の 描寫を 目的と する ものが あったら、 自然主義で 無くなる からで ある。 さらば 社會 問题、 科舉の 现 人生の 喑黑 面な 

どい ふ 解釋の 露が 何 ゆ ゑ 特に 自然主義の 名 を 蒙る に 至った であらう か。 

是 れに對 する 答 は ニ箇條 ある。 一 は 所謂 社會 問題の 文藝が 因襲 道德、 現在 文明に 對 して 反對の 一面た る 自然 素樸の 出立 點 

を 特に 取り出し、 人 をして 一 旦 素手に 立ち 戾 つた 時の 葛藤 を 想像せ しめる。 言 は 文明 對 自然の 照合 を 描く。 而 して 文明 は 

旣 にあり ふれた もの.、 自然 は 新たに 作者が 堀り 起こして 來 たもので あるた め、 おの づ から 注意 は 後^に 集まる。 自然主義の 

文 藝と首 はれる 所以で ある。 他の I は、 科舉と いひ 人生の 喑黑 面と いひ、 みな 根底に 現實 とい ふこと、 而 して 五宫を 通す る 

現 W とい ふこと を 取り出し、 理想的 精神的と いふ ことに 對照 せしめる 思想 を 蔵す る。 幾ら 暗 黑醜惡 でも、 それ を 隱蔽し 

6 然 主義の 慎 ニニ 


^  0  0  0  1-0 

- 今 自然主義の 場合に 之れ を當て はめる と、 其の 所謂 ®I が 含む 道德的 意義 も 此の 意に 於いて 是認 せられる • 兹 では 畢竟 實際 

的 意義が 露と いふ 名 を 被って 快 樂と相 擁し 以て 美の 要求 を 全うせん とする ものである。 自然主義 は文畢 をして 道德應 用の 鬥 

に 降らしめ た 者で は 無い。 K とい ふこと を 特に 標榜す るの は、 在来の 文藝が 漸く 套窩 に陷 つて 軍なる 空想の 遊 IT 形 似の 遊 

戯 のみと ならん とする に 封し、 反動的に 他の 一 面 を 提起して、 文 藝に實 際 的 意義の ® 値 加 はざる ベから ざる 所以 を 明に した 

に 過ぎぬ。 更に 之れ を 事實に 近づけて 言へば、 た 5* 遊び 辜 をして 人に 娛樂 を與 へて ゐる やうな 藝術 では、 無意義で、 劣等で 

ある やうに 思 はれて、 爲 面目に やる 氣 がしない。 もっと 嚴肅な 意義が 見出したい、 そこで *< 生の M 相 を 露呈せ しめ やう。 科 

學の a; 理を 敷衍し やう、 社會 問題 を 研究し やうと いふが 如き 實際的 意義 を 標榜して 來た。 所^^"©:は美を完成する 一材料たる 

に 外ならぬ、 最も 多く 美 を有價 ならしむ る 範圍に 於いて 摸 は文藝 上に 價値を 有する • 

七 

然るに 今 若し 見地 を 一 翻して 考へ ると、 文藝を 有 偵なら しめ 嚴肅 ならし めんがた めに 眞を 加へ るので なくして、 逆に、 此等 

の S: が發 揮したくて たまらない。 社會 改革の 念、 科 畢發展 の 志、 世相， 1- 露の 望 抑へ がた く、 それが 發 して 此の 種の 文藝 とな 

つたと も 解せられ る。 此の 場合に は 美は從 になって、 a; が 主位に 就く。 美 はた t-a; を發 揮す るた めの 方便に 過ぎない。 思 ふ 

に 此の 兩面は 双方と も蓽實 であり、 また である。 恐らく 同 1 の 人に あっても、 兩 者が 交互に 若しくは 向 時に 存し得 や. *N。 

凡そ 文藝 の內容 となるべき 思想 は、 それが 充 資して 熱して ゐ なくて はならぬ。 たと ひ 美の 材料と して a; を 描く もので も、 

共の al が 浮簿な 未熟な もの であって はならぬ、 必 す已れ 一 個の 胸中に は 十分に 醱醉し てゐる を 要する、 衷心から 自分 D 


古 來文藝 の 目的に は 常に 二つの 極が あって 互に 相動搖 して ゐる。 一 は 快樂で * 1 は 實際的 意義で ある * 併しながら 之れ.^ 

總 括して いふ 時 は文藝 の歸趨 はた 美に あろ こと 勿論で あらう。 卽 ち快樂 とい ひ 實際的 意義と いふ もの は、 畢竟 美の 成分と 

して 文藝に 入る。 されば 若し 斯ゃラ な統 I 目的から 離れて 實際的 意義の み 傑れた 作品が あったら、 それ は文藝 として は價值 

の 無い ものになる。 道 德を說 くもので あったら 修身 書に なり、 敎義 を說く 者で あったら 說敎 集に なり 了す ろで あら ラ。 之れ 

に反して 快樂 のみ ある 作で あったら、 やがて 講談 落； 誥 遊戯 飮 食の 樂 みと徑 庭が なくなる。 此の 二つ は必す 並存す る を 要する。 

されば と 首って 二つの ものが 漠然 E 居した ばかりで も藝 術と はならぬ。 快樂は 其の 講談 ija^s 的 方面から 來た bN、 資際的 意義 

は 其の 修身 說敎集 的な 所から 1^ る。 斯 くの 如き は往々 いは ゆる 應用文 學 の 上に 見る ところで あるが、 文藝 として 高價な もの 

では 無い。 兩者は 是非とも 溶解して I になって ゐ なくて はならぬ。 快樂 である、 併しながら それが 他の 快樂と 遠って 一種の 

意義 を 含んだ ものでなくて はならぬ。 また 實際的 意義で ある、 併しながら それが 其の ま \ 快樂 であり 懐し く 忘れ 難い もので 

なくて はならぬ。 此の 境 を 吾人 は先づ 大まかに 美と 名 づける。 されば 美 は ー體 であるが、 其の 1： 斷評價 を 分解 するとき は * 

常に 二元的 傾向 を 有する • 一 方に は 快樂の 度で 藝 術に 髙 下の 品等 をつ け やうと する、 他方に は 其の 所 含の 實際的 意義の 深淺 

で 髙下を 定め やうと する。 二つの 檩 準が 絡え す 交錯して 作用す る。 箕 地に 於いても 理論に 於いても、 これが 古來 の事實 であ 

る • のみなら す兩者 は往々 調和せ すして、 反動的に 相 消長 するとと すら ある。 又 或 時 は 名 稱を更 へ 形を變 じて 互に 知らす 知 

. ^相 抱 合して ゐる こと も ある • 

S 然 主義 Q ほ愾 .  M 九 


文藝評 ai  二八 

だとい ふ * さらば 自然の と は 何で あるか 。自然主義の 內容論 目的. i は此 所から 始まる • 

曰 はく 社會 問題、 召 はく 科舉、 曰 はく 現 s、 此等を 以て 事 寛が 示す 自然主義の 內容 と假定 するとき は、 其の 底に 共通す る 

意義 は 何で あらう か。 蓋し 社會 問題と いひ 個人 問題と いふ 如き もの を 文藝に 入れた の は、 明かに 當 時の 道 德界の 潮流に 動か 

された ので ある。 たと へば イブセン。 ハウ ブト マン。 ズ ー ダ ー マ ン 等の 作に 共の 適例 を 見る。 又 科畢の 眞を傳 へ、 現實を 本と 

し、 作者の W 験 を 語り、 #： 通人の 言葉 を 取次ぐ を 本旨と した ゾラの 如き は 明かに 當 時の 學問界 の 風潮に 動かされ たもので あ 

る \コ ントは 其の 所謂 積極 知と して 科舉的 知識 を 最高 價の ものと した。 畢竟 我等が 五官で 實設し 得る もの 程 確實な 知識 は 無 

いとい ふ 思想で、 此 等が ゾラな ど を 動かして、 極端にまで 行か しめたと 稱 せられる)。 最後に 現 實を殊 さら 其の 隱れた 方面に 

穿ち 入り、 野獸 性、 暗 黑面を 曝露した ゾラ。 モウ バッ サン 等に は、 單に學 問 界の科 L に 動かされて 的確な もの を 描いた とい 

ふ 以上、 他の 意義が あったら うと 察する。 それ^ 彼等 獨自の 人生 觀で、 暗 黑面は 人生から 掩蔽し 去らるべき もので は 無い。 

是れに 最もよ 生の 眞 相が 見える、 又は 少なくとも 是の 半面 を 算入せ ざる 限り 眞の 人生 は 分からぬ とい ふ 見解で、 卽ち隱 

すと ころ 無き 入 生 を！！^ せる とい ふ 意義で ある。 

斯 くして 道德 1? 題 を 研究す る、 科舉の 助け をす る、 人生の ほ 相 を 見せる とい ふ 意義が 社會 問題、 科舉、 現實 などい ふ 自然 主 

義の內 容に存 すると すれば、 吾人 は玆 に先づ 見逃すべからざる 重要の I 問題に 到達す る。 躉し此 等の 三 意義 を 一 賈 する もの 

は .wi^ 的 又は. W 際 的 E 的で ある。 自然主義の 動機 乃至 目的 は、 道德 (廣義 の) 上に あって、 文藝の 上に 無い ので は 無い か。 卽 

ち 自然主義 は 文 藝獨自 の 目的に よらす して 道德 問題、 科舉 問題、 世相！：題を取り扱ふが爲に^^在の意義を有してゐるのでぁ 

るか。 それとも 文藝 とい ふ もの. M が 何等か 斯 やうな 實 1^ 上の 支柱に 倚り か i らな くて は獨 立し 得ない ので あるか。 


同じく 自然の を 遮ぎ るが 故に 斥くべし とする。 無念無想と は 其の 知的 方面に 見 はれた 事象に 對 して 第 一 段 第一 一段の 利 的 巳 

道德 的思甭 若しくは 之れ を 表出 せんとして 生す る 技巧の 念.^ 絕 する こと、 及び 第一 二 段の 情 的 半面に 特に 執す る の 念 若しくは 

其の 結 菜と して 生す る 技巧の 念 を 結す る ことで ある。 されば 殘る ころ は 其の 知的 事象 を 歩々 成るべく 實驗に 近似して 自然と 

思 はれる 方式に！ せしめ、 j 々相當 の 情緒の 反 應し來 たって 寨 象と 相^す る を 期し、 さて 斯 くの 如き 知 情 融會の 第三 段 境 

を 共の ま \ 忠. はに 表出し やうと する。 客 觀的藝 術の 極^で ある。 直接 間接の 實驗に 導かれて 事柄が おの づ からの 如く 展開す 

ると 共に、 第三 段の 情 を 吸 ひ 出 だして 生きた 事柄になる。 是れを 片端から 直寫 して 行く。 排主觀 とい ひ、 排 技巧と いひ、 無 

思念と いひ、 描寫の 自然と いふ は 是れに 外ならぬ。 

又 感想が 第 四 段に 達する まで 描 寫の筆 を 取り上げす、 さて 第 四 段の 情趣から 始めて 忠 富に 寫し にか > る とい ふ 場合に は 主 

觀揷入 的と なる。 すな はち 所謂 印象的 自然主義 である。 而 して 此の 種の 描 寫も歸 する ころ は 第三 段の 客觀 化せられた 世界 を 

活現 する にあり、 また 第三 段から する 描寫 もつ まり は 此の 第 四 段の § に 達しなければ 味が 無い。 自然主義に 於いて は 双方 

相 合し 得る。 

而 して 若し 第 四 段の 1 からする ものが、 其の 行き どまり に 第三 境 を 見す して 別の 世界 を 見る とすれば、 そこに 神秘 主蓊 

標象 主義が 生す るので あらう。 

五 

外形 上の 自然主義が 抒情 的主觀 を 斥け 情緒 的 主 © を 斥ける の は、 此 等の ものが 皆 自然の ほ.^ 打破し 若しくは 蔽 遮す るから 

6 然主義 の 僚 値  11* 


文 IB  » 饞  二 六 

情 句 等が じ 例で ある。 此等 は卽ち I 践 特殊な ェ 風に 屬 する もので、 藝 術中の 主觀 方面と いふべ く、 主觀 的と 扞 とは此 

の 意味で 同 f 翁に られ る。 之れ を 抒情 的乂は 自叙 的 主 觀と名 づけて 置く。  . 

抒情 的キ： 觀に對 して 情緒 的主觀 ともい ふべき ものが ある。 第三 段 境の 情緒 を 特に 知的 方面から 引き離して、 是れを 主と し 

て 描き出さう とする。 又は：；！；^^を自由に濃厚ならしめゃぅとする。 玆 では 旅人 不 側と いふ 作者の 抒情で なく、 旅人み づ から 

の 悲哀 孤獨の 情緒で は あるが、 それ を 更に 旅人から 取り離して 作者が 自由に 取扱 はう とする。 夫の  > "マ ンチシ ズムの 中に あ 

る § 的 傾向 は 多く 是れ である。 情緖 主義な どい ふ ものと 連なる。 

最後に は 1 的 主観が ある。 第亂段 境た る 情趣 は本來 第三 段 境の 結 * として 生す る 印象で あるから、 第三 段の 容觀的 

さへ 十分に 現 はれ ば、 情趣 的 印象 はおの づ からにして 伴 ひ 起こる 害で あるが、 併し 殊 さらに 此の 順序 を 逆にして、 情趣の 

方から 寫 さう とする。 此の 場合に は 情趣が 我れ の 氣分氣 持と いふ 如き ものに 近よ つて、 而も それが 主位に 立ち 客観の 知的 耍 

素 は！ に 落ちる。 勿論 主從 位の 度合 は 色々 であるか、 する 所 情趣と いふ ことが 著しく 前に 進み出て 來る。 此の 意味で 主 

觀 的と 言って よい。 1 的主觀 である。 夫の 印象 1^ 藝術 などい ふ ものに あら はれる 主觀は 此の 部に 農す る。 

四 

吾人 は 藩 美的 主客 観の 意味 を數 へて、 主觀 とい ふに 抒情 的、 -2^ 的、 i 的 Q 三 を 得た。 今 之れ を 自然主^が 主観 を排す 

ると いふ 意に 照す に、 排 する 所の 主觀は 抒情 的と 纏 的との 二つで ある ことが 知れる。 此の 派に あって は、 主觀 は、 

其の €： 容 たり 目的た る 臭の 眞を 打破す るが 故に 斥くべく、  is 的 主觀は 情の 跨 張から 技巧 上の 作爲を 生す る こと よって 


清 を經險 する に 至る * 此 般 的な 情， 雷 は r 事後 感情、 全體 感情 * 混合 感情と でも 解すべき 一 穂の 印象な 玆で 美的 情鏃 

(Aetahetlctmooa) と 呼ぶ。 印象的 情緒で ある。 第 四 段 境と 兑て もよ い。  • 

斯 やうに 見地 を 定めて 見る と、 第 一 第二の 境に ある 情 は 美的と はならない。 何故ならば まだ 客觀 化されて 突き出されて ゐ 

ないから である。 勿論 Hl^ れは舊 來の美 舉の實 感假感 の 別で はない。 現實に して 痛切に 同感して ゐる、 其の 同感で 差つ かへ 

ない が、 た 同感と いふ 形に 是非なら なければ、 藝術 は產れ ぬと いふので ある。 行 倒れに 對 して 驚く、 偶む、 直ちに 筆を援 

いて 之れ を 描く、 而も 若し それが 藝術 になったら、 必す其 作の 成る 瞬 問の 氣持は 知らす く 驚く 润むを 通り越して、 悲しい 

とい ふ 境に 入って ゐ るか、 乃至 其の 驚く 润 むが 直ちにき 分で ありながら 自分に 打 眺められ 同感せられ ると いふ 一 一 重の 形に な 

つて ゐ るに 相違ない。 此の 意味から 言へば、 凡て 藝術 は客觀 的でなくて はならぬ、 容觀 化せざる 主觀は 斥けら るべき もの あ 

る。 卽ち藝 術の 世界から 全く 遮斷 せらる ベ き 主觀と は、 第 I 境 第二 境の 情で ある。 強いて 遮斷 しなく とも、 是れに 滞る 問 

は、 藝術的 取扱 をす る 餘裕は 無い。 達って 之に 形を與 へても、 藝術 では 無い ものになる。 三 境 以上 は、 自ら 實 地に 切に 感 

じながら 同時に 之れ を 描く ことが 出来る が、 第一 第二 の 境地で は 初めから 藝術は 出来ぬ と いふので ある。 

されば 非藝術 的な 此の 主観的 情緒 を藝 術に 入れる に は 一 歩を轉 じて 第三 境の 情緒に 變性 さす か、 然ら すん ば I 種 特殊の 方 

法 を 用 ひて 强 ひて 之 を ：t ひ 出 だす 外 は 無い。 其の 方法と は 節奏 銃 一 などい ふ 人心 本然の 活動 形式に 摸した 技巧の 力で 其の 途 

を 滑 かにす ると か、 又は， 界觀 化した 事象の 中に 感嘆、 批評、 判斷、 意見 等の 形で 點綏し 附着せ しめる とかい ふェ 風で ある。 

例へば 夫の 『寓 梨』 の 行 倒れ を哀む 歌に 「家なら ば、 妹が 手 まかん、 草枕、 旅に I せる 此 旅人 あはれ」 と ある、 末 句 を 哀れむ と 

いふ 意に 取れば- 主觀の 情が 其の ま. -點 綴せられ 且つ 節奏に 乘 つて 流れ出た ので ある。 其の 他 抒情 的な 詩歜 乃至 散文 中の 抒 

lios  一一お 


ぎ 行き過ぎるな りしながら、 さてつく ぐ 其 行 倒れの 身の上 I ひやる と、 哀れになる、 又 何 か 深い 遣 恨で も ある 者なら 善 

ぃ氣 味と 思 はぬ と 產ら ぬ、 つまり 同感 若しく tsi, こる。 之れ S 二 段の 情で I 的と も 名づ けられ やう。 g ち 半ば 

我れ I 本と しな： -ら 半ば 先方 Q 情 g じて、 nip, 可愛 さう とか、 m いと か SI とか S ふ 批判的 態度 

- I る。 從 つて 可愛 さうなら 救濟の 方を考 へて やる、 また 憎ければ 共の|| けさせた いとい ふ氣 持になる。 凡 5 ちに 

我が 意の ま、 g 行 せんとす る 階段に 移って 行く。 疆的 同感 又は 反感と も 呼 S やう。 それが 第三 段になる と囊的 同情 

に， t 他 的と も稱 すべく、 全く 我れ を 離れて 先方と 同じ 情が 我れ に 起こる。 攀も ありながら 零落 して 到頭 路傍の 行 

倒れと なった。 當 人の 心の中 は 無限の 藝 であらう と 普通に 察せられる。 此の 悲哀が 傍観して ゐる 我等の 胸て 迫る。 此のき 、 

我れ と 行 倒れ Q 人と は 一 にな？、 1 つ Q 情で f せられて 了？.？。 II 方の 悲哀 Is て氣 21 救って やりた 

いと 思？ ゐる間 は、 ま S れと 他と I に はなって 居ない。 第三 段の 情になる と、 我れ は 全く さも あきと I する 先方の 情 

そのもの になり 切る。 此に 至って 主客の 兩觀は 溶けて 豪 ひ i 點に 合體 する。 我れ の 情で 向 ふの 物 を 生かす。 向 ふから は 

物が 来、 我れ から は 情が 往 つて、 ぴったりと 行き 逢って I つになる。 之れ ii の 本 來と名 づけて よいので あらう。 而 して 

此の 第晨境 は 更に 二つに 分かれる。 S 的と I 的と もい はう。 情緒 的と は 菜の 說の 如く 普通 f の 8. か 其の ，囊 

に 合した 場合で 美的 情緒 (Aesth  I  if であるが、 I 的と は、 斯く e 如き 情緒 的 事象が 幾何 f でも 起こった 後 または 

切れ目に、 其の 中心 囊が ちょっと 意識の 上に 薄らぐ と 同時に それに 伴って ゐた 明白な 情が 水に 搶具 汁を點 したやう に、 ば 

つと 散？ 一 面の 漠 とした 情に なり、 且つ 襲した 數 多の 情が 鱲げ に 或る 一 調子 を 簾と して 周圍に 浮動し 來 たる。 また それ 

につれ て 其の 5茫漠 の 情 を S 確に せんと 雜多 is の 知的 耍察 意識の 表面に 浮び かける。 f  il し 難い 一般的な 感 


三 

自然主義 論に 對 する 種々 の 批難の 中、 先づ 外形の 純^ 觀 的と いふ ことに 闢聯 して 起こる 疑問 は、 之れ を 作者の 心內に 求め 

て は、 架た して 無念無想と いふ 如き ことがあり 得る か 否かと いふ 事、 また 之れ を 作り上げた 物に 求めて は、 S たして 全く 主 

觀の 交らない 作品と いふ ものが あり 得る か 否かと いふ 事で ある。 

此の 論 を 根本から 明らめ やうと する に は、 主觀 客観と いふ 語から 定義して か&ら ねば 無駄で ある。 - 例へば 常識 上の 主客 觀 

心理 上の 主 容觀、 哲舉上 又は 知識 論 上の 主客 觀と いふ 風に 1^ 別して 見る と、 通例の If 論に は此 等の ちがった 別け 方が ごつ ち 

やに 用 ひられて ゐ る.。 吾人 は 論の 煩琪を 避ける ため 兹に或 度 以上の 論據 を假定 して、 審美的 主客 觀 ともい ふべき もの を 極 ざ 

つと 取り出して 見ん に、 論の 順序と して 先づ 心理的 主客 觀 から 出立す る。 卽ち 吾人の 意識 內に 於いて 知的 現象 は (判斷 まで 

を 含めて) 凡て 客觀 であると し、 情意 的 現象 は 凡て 主觀 であると 假定 する。 

此の 以上 はこ. - では 說 かない 而 して 斯 くの 如ぐ 客觀が 我等の 意識 に^ 起した とき、 之れ に 主觀の 情意が 反應 作用 を S 

する 狀 態に 凡そ 三 段 若しくは 四 段の 境地が あり 得る。 例へば 路傍に 性の 知れない 異體の ものが 横 はって ゐる。 先づ斯 やうな 

知的 現象が 意識の 鏡に 映 じた 時、 我等 ははつ と 思って 驚き 》 ^つめる。 我れ の是 れに對 する 態度 をせ める ため 先方の 正體を 

:f めんと 注意 を！ 時に 之れ に 集める 反應 である。 而 して それが 行 倒れで あつたと 知れる と共に、 自分に 不利の^ 紫が 來 たり は 

すまい かと 思へば、 すたく とクト わいで 其の 場 を 去る。 又 自分に 掛り合 ひ は 無い と 思へば 好奇心で 立ち止まって 見る。 玆 まで 

は 第 一 段の 情で ある。 我 的と 名 づけて よい。 我れ を 中心として 直下に 感 する 情で ある。 而 して 好奇心で 立ち. まるな り、 急 


ニー  1 

「さァ 仕事 だ」 と 監督 Q 命令で 人夫 ども i 立 S 土 墓で 搬び 初めた。 S は 丸い 背中 を 曰 あらしながら、 周 圍に結 

つた 裏 竹の 桓根を js に ほぐして 居る。 

此 等の 文例 を 前に 引いた 例に 比べる と、 修辭上 粗雜の f るに 拘ら す. 中身から 發 して 來る味 を 極めて 素直に 傳 へてゐ ろ 

面白 いのは 會と まった 內容 であ？、  § 部 は け 特に 取り離して 後 tl まくしたと いふ T な 氣味 は少 

しも 無い。 

更に 此 等の 作が 提起す る內容 について 言 ふと- 『何處 へ』 は 未 發展の 作で あるた め周闺 が充實 して ゐ ない に拘ら す， 作 中の 

i 格た といへば 主人公 や § や 、主人公の 父 や、 乃至 降って は 博士の 妻 君 や 其の 夫 や、 それぐ の スケッチ だけで 旣に 其 

の 周 園 もお のづ から 想像せられ、 現 人：^ の I 邊が 深い 印象 を 贖 者に 刻みつ ける。 『家鴨 飼』 亦た 其の 主人公の 性格 及び 周 面の 

生活が I 幅の 活窬 劇と なって、 眞 面目に 人生 を 回顧 指 目す るの 情に 堪へ ざら しめる。 如何にも 此 等が の 世相で あると 感 

すると 共に、 それ を 本に して 眞 面目に 其の 周圍、 其の 連 gg、 其の 奥 を 想 ひま はさし める 人生 は 味 ひもの 深い もの だとい ふ氣持 

を 起こさせる。 た. A の 事柄 だけ は 面白く 見せても、 延 いて 人生の 味 ひとい ふ氣 持にまで 我等 I く 必然性の 無い 作 は、 お 

のづ から 是れと 類 を 異にする。 

以上の 說は 主として 之れ を 事赏に 着して 立てた ので あるが、 其の 新しい もの.. 特徴 を 今一度 概括して 言 ひ 直す と * 外形に 

於いて 消械 的に は排 技巧と なり 椟極 的に は 描寫の 自然と なる。 また 內容に 於いて 消極的に は排 遊戯と なり 接 極 的に は 人生の 

意義の 暗示と なる。 さて 此等は 一 般謂 ふところの 自然主義と 理論 上 如何の 干 我 を 有する か。 


0 か • もっと の 强ぃ空 氣を吸 はに や 駄目 だ」 と 健 次 は 歎息す る 如く 言った が、 綠田 のぼん やりした 顔 i 上る と • 

急に「ぢゃ此虚で刖れゃぅ」と早ロにぃって輕く會釋して九段の坂^^下りた" 

又は 眞山靑 菜 氏の 『家鴨 飼』 の 主人公が 巡 杏から 立 退の 說論を 受けて、 

「だとって 家鴨 は 私の もの だ」  、 

, T 誰も 家鴨 をお 前の もので ないた ァ 1K はんよ、 會社は 家鴨の 背中へ 柱 は 立てない」 

と 警官 は 噴出した。 

ノ 皆 ドッと 笑った。 老爺 は 額 越しに ヂ a リ 皆の 顏を 見た。 (中略) 

「さ、 仕事 だく」 と 源吉は 下から 上へ 聲を かけた。 工夫 や 人夫 ども は ドャ， と 窪地へ 降りて 來た。 

「待って、 待って」 と 門 左 老爺 は 穴」 を 泳ぐ やうな 手附 で、 慌て ヒ寢床 を 起った。 見る と 顔色 も靑碟 めて、 眼も淚 含んで 居 

た 。唇 は ブル./ \ と顫 へて 居る。 

「何んだ、 まだ 文句が あるん か 爺さん」 と 一 人 は 鶴嘴 を 杖つ きながら 嘲った。 

「家鴨 をし ま つて  垣根 も 私が 結 つたの だ」 とョボ くと 橡先を 下り る。 

「早くし ねえ、 背中に 柱が 立つ よ」 と 皆 を 笑 はせ る。 

老爺 は 大手 を 擴げて 池の 周 圍をグ ル./ \ 回りながら、 ト、 ト、 トと鳥 を 一 所に 紫め る。 頸の 長い 牡 雛が 一 羽い たづら さ 

うに そち/ U ちと 週げ 廻って 何う しても 鳥屋へ 入らない。 老爺 は 息 を 切らしながら I 生 懸命 追 廻して ゐた。 そして やっと 

.入れた。 
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も、 性格の 鏤刻 * 感想の 表出に 於いても * 譬 へば 胸で 作った 外形で なく， 頭で 作った 外形になる。 與 へられた る 內容を 外形 

の 力で 增加 しゃう とする。 又 內容に 就いて 言へば • 人生の 意義 を. 暗示す る 力が 無い。 之れ を 作. 冢の 態度 覺 悟の 上から 見る と 

恰も 近時の 作風と 相反す る こと、 なら 5。 外形の 力で 內容 を增加 せんとす る 態度と、 內容 以外に， I 毫も 外形の 寄與を 許す ま 

いとすろ 態度と， 筆 を 執る 時の 氣 持が 違 ふ。 又 表面に 見えて ゐ る事抦 だけ を 面白く 書かう とい ふ 態度と、 其の 背面に 人生の 

深い 意義 を 暗示し やうと いふ 態度と も、 氣 持が 違 ふ。 此の 氣 持が やがて 作風に 千里の 差 を 生す る 所以で ある。 

或は 態度 氣持 とい ふこと は * 作者 心內の 事で あるから 有無と もに 明白に は 分からぬ かも 知れぬ。 また 甲乙 種々 の 氣持は あ 

つても、 其の 實 現した 結果 は必 すし も 之れ と 符合し ない ことが 多い かも 知れぬ。 されば 結局 は 作の 出來 ばえ によって 推斷す 

ろ 外ない ので あらう。 今 最近 時の 佳作の 中で、 便宜の ため 『早稻 田 文學』 に 載った もの- - 1 二 を 取り出せば、 正宗 白鳥 氏の 『何 

虚へ』 の 中で、 主人公 健 次と 友人 総 田と が 救世軍の 說 敎を聽 いた 後のと ころ、 健 次が 

「面白 いぢ やない か、 ^ は 地球の どん底の 眞现を 自分の 口から 傳へ てると 確信して ゐ る。 あの 顔 付 を 見 給へ。 自分の 力 

で 聽衆を 皆 神様に して 見せる 位の 意氣込 だ。 人間 は あ 、ならな くち や 駄目 だ」 

「何にも 感心し ない 君が なぜ 今夜に 限って あんな 下らない 者に 感心す る？」 

「さう さ、 僕 は 救世軍に でも 入りたい な。 心に も 無い こと を 書いて 讀 者の 御機嫌 を 取る 雜誌 稼業より や、 あの方が 面白い 

に逮 ひない。 あの 男 は 欠 仲 をし ないで 日 を 送って るんだ。 生き てら あ」 

「は w」 と 綠田は 大口 開けて 勢 無く 笑って 「僕 は靑 年が 淺 薄な 說敎 なんかして 曰 を 送る のが 不润 になる」 

, 「しかし 淺薄ゃ 深刻 は 本當は 問題 おやな^ん だね、 打 たれ やうが、 漏られ やうが、 启 分の してる 事が 何で あらう とか まふ も 


又は 『金色 夜叉』 で 例の 熱 海の 海岸の くだり、 貫 一 の詞 0  , 

「吁、 みいさん、 かう して 二人が 一 處に 居る の も 今夜ぎ り だ。 お前が 僕の 介抱 して くれる の も 今夜ぎ り"' 僕が お 髂に悔 

を 言 ふの も 今夜ぎ り だよ。 一 月 十七 日、 み. S さん、 善く 覺 えてお 置き。 來 年の 今月 今夜 は， 貫 一は 何 所で 此月 を：：^ るの 

だか！ 再来年の 今月 今夜  十 年後の 今月 今夜  一生 を 通して 僕 は 今月 今夜 を 忘れん、 忘れる もの か、 死んでも 

僕 は 忘れん よ I 可い か、 みいさん、 I 月の 十七 日 だ。 來 年の 今月 今夜に なったら ば、 僕の 淚で必 す 月 を きらせて 見せる 

から、 月が  月が  月が  1» つたならば、 みいさん、 貫 一 は 何 所 かで お前 を 恨んで、 今夜の やうに 泣いて 

居る と 思って くれ。」 

官は 挫ぐ ばかりに 貫 一 に 取りつ きて、 物 狂し ラ 咽び 入りぬ。 

一宇 一 句 皆 洗練 せられて、 是れ だけ づ k 別々 に 味へば、 含んで ゐ たいやうな 甘味が ある。 けれども 詮ゃ るに 作者が こしら 

へ て 言 はせ た 言葉と いふ 埒 をば 破り 得ない。 見物 を 前に 据えて 置いて、 さてうまい 事 を 言って 見せる ぞと 舞臺に 見え を 切つ 

た 時の 臺詞 である。 それだけの 情、 それだけの 牲格を 一 つ 取り離して 强く 出さう とした 修辭的 誇張た ろ を 免れない。 犇と之 

れを 取り 卷 いて ゐる 長い 廣ぃ 周圍の ー凸 起で あると しての 情緒、 性格の 濃寫 では 無い。 從 つて 之れ を 全 體に繁 けて 見る とき、 

誇大、 修飾、 人 巧すな はち 不眞 貪と いふ 意識が 伴 ひ 起こらざる を 得ない。 幕 背に 作者の 聲容が 透けて  >  言葉の 遊戲、 感情の 

遊戯、 人事の 遊戯 を おもしろく 演じて 見せる。 されば 面白い と 思 はれる 限り 寢 ころんで 讀 むの は 善い が、 起き直って 面目 

に考へ 込む 氣に はなれない。 馬鹿らし いとい ふ 感じが 起こる。 官はど 人 を虞寶 にす る 力が 足りない ので ある。 

要するに 外形に 於いて は それが びった OV と本來 の內容 にくつつ かないで、 中間に 作者の 手が 挾まり、 全體の 結構に 於いて 

S 然 *? 義の 慎僳  一 0* 
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らいへば！ S のうしろ に 深い 背景が 無 さ 過ぎる • た を 書いた とい ふ 丈に 了る 弊が ある， また S 色 夜叉 J の 方 は 思想が 

あら はに 出て ゐる だけに、 『多情多恨』 より は 多く 意味 ありげ に 見えぬ でもない が、 併し 其の 思想が 單純 平明で あり 過ぎる た 

め、 熟視 すれば 其の 思想が 概念と なって 作から 離れる、 所謂 小 說の餘 弊 を 免れない。 さらば 此 等の 內容的 意義 を 引き去 

つて 此 Q 二 作を兑 るか。 たしかに 手 だれの 作で あるから それ 丈と しても 面白い に は 相違ない。 た 時に の 威厳が 無くな 

つて、 段 in 通の 娛樂 機關に 近づく。 我等の 審美 判斷 の 少なくとも 半面の 評價が 下落す る • 此の 兩作を 特に 他 作から 抽き W 

だす 理由が 無くなる ので ある • 

€： 容の論 は それでよ いとしても、 外. 形 は何ラ であるか • 手 だれの 作 だから 面白い。 其の 面白 いのは 何う いふ 風に おもし， <^ 

t 力 「多情多恨』 の 中で 最もお もしろ いと 言 はれる の は 葉 山と いふ 副 主人公 か 通り ものと * 並 はつれて うぶな 85^ 柳 之 助と 

.= 'ふ 主人公との 對照 であるが * 取り分け 第！ 二 節の あたりが 喝采 を 博した と 記憶す る。 たと へ ば 柳 之 助が 愛妻 を-; « つ て 淋し さ 

に堪 へす して、 葉 山 を たづね た會 話の 條に、 葉 山の 細君 を 窮屈が つて、 

「君 ひどり だと 可い けれどな」 

「私が ひとり 限りなら、 早速 鷲 見さん と 夫婦になる よ」 

「箕 にさう だね、 君が 女 だと 可い の だ」 

洒落で も 何でも無く、 柳 之 助は眞 面目で 言った ので ある。 葉 山 は 手を拍 つて、 反身に なって 笑 ふ • 

「此奴が 雌だった 日に はお 荷物お。 床の 中から 指闺 をして、 亭主に^ をた かせる 玉 さ。 夕凉 みよく ぞ 男に 生れた るで、 自 

他の 仕 合せな の だら うよ」 


、 


專ら 彼の地に 於け る事實 及び 理論 を 基と して 自然主義の 要領と 見るべき 點を數 へ w さんと 試みた のが， 1 月の 論 0 趣 3B で 

あつたが、 其の 結論と して は、 作の 態度 方法の 上に 純客觀 的と 主 觀揷入 的との 二 項目 を 得、 作の 目的 題 村の 上に 自然の ほと 

いふ こと、 之れ を碎 いて は社會 問題、 科 寧、 現實 等に 現 はれた HI とい ふことの 二 項目 を 得た。 併しながら 此 等の 諸 項目に は 

尙 多分に 解釋、 批評の 餘 地が 存 する。 態度 方法の 上の 研究 を 自然主義 文藝の 外形 論と 呼び 得るなら、 目的 題材の 上の 研究 は 

其の 內容 論で ある。 吾人 は 便宜の ため 此の WI 刖に從 つて 論 緒 を 進め やう。 

,  一 I  .  , 

目下の 我が 文壇が 前 揭の耍 項に 對 して 提出す ろ 疑問 は 二！ に 止まらな いが、， それに 先だって I 瞥 して 饞 く 必耍の あるの は 

現 時の 小 說が實 際 前期 (と假 りに 呼ぶ) の 作風と 如何なる 點 で相逮 する かとい ふ 事で ある。 吾人 は參考 のた め 前期の 代表作の 

1 1 1 と 近時の 傑れた 作の 一 1 1 と を 比較して、 優劣の 判 はしば らく 措く も * 其の 作風に 截然たる 差 あると とな 明に して fi きた 

い • 例へば 故 紅葉の 作 中、 內容の 上で 最も 新しい 方向に 近よ つた もの は 『多情多恨』 と 『金色 夜叉』 とで あら 5。 雨つな がら I 

種の 意義 ある 小說 である。 意義 ある 小説と は 漠然たる 語で あるが 鬼に 角單に 讀んで 面白い とい ふ 以上、 何もの かの 深い 暗示 

を與 へる やうな 印象 を、 感想の 上に 刻まう とする： S である。 『多情多恨』 に は 思想 上に さした 暗示 も 無い が、 一 つの を 

描いて 見やう、 又は 或る 特殊の 性格 を 描いて 見やう とい ふ 所に、 作者の 考へ 方が 一 歩 人生の 意義と いふ 如き ものと 接近した 

跡 を 認める。 『金色 夜叉』 は 明に 一 の 落 想 を 以て 人生の 意義の 一 片を 見させ やうと する、 想 上の 印象な 覘 つた 作で あらう • , 

而 して 前者 は 其の 所 含の 意義が あら はな 思想で 無いだ けに、 一方から いへば Ins 多く 渾然 として 自然 派 的で あるが、 一方 か 
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グ  - 

吾人 は 此の 文に よって 上に 揭 げた 自然主義 論の 後 を 承け やうと 思 ふ。 彼れ が 如き 文藝 上の 傾向 は 結局 如何なる 意義 若しく 

は價 を 有する か。 本論の 眼目 は 此の 問題 を 研究す るに 在る。 

顧みて 周圍の 文壇 を 見る と、 此の 問題に 關 する 議論 は 日を遂 うて 益々 盛んになり、 吾人の 所 懊に對 する 批評 も數 回 のみな 

らす聽 く を 得た。 其の 中で 吾人の 論に 疑 議を加 へられた 諸 說に對 して は、 論題の 性質 上、 I 々^に 答へ る ことが 容易で 無い。 

藍し 共の 題意の 複 雜深逮 なること 自然主義 論の 如き は 近時の 文壇に 多く 見ない 所で ある。 共の 一 末梢 を將 つて 搖 かす も、 嫠 

動 は 斡に 及び 根に 及ばなければ 休まぬ とい ふ 趣で、 一端の 說も 直ちに 文藝 存立の 根本 問題、 乃至 人生 道德 との 交涉 問題に 入 

ら ねば 解決 せられぬ やうに 見える。 其の 實地 運動が 極めて 重大な 意義 を 有する と 同じく、 自然主義 論 も 責任の 重い 大 問題と 

して 取扱 はれなくて はならぬ。 よって 吾人 は：^ に 部分々々 の 精 護よりも 先 づき 家の 根本 觀を 述べて、 更に 世の 批評 を 得たい 

•V 思 ふ。 


得る 様に せねば ならぬ と 信す る ひで ある •  cs^ 四十 1年0 月 


歡 有と 文 S との S 体 
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ので ある けれども、 それが 一 度 文 藝の窓 を 透して 現 はれて 來た 時には、 其 所に 現 はれた 世相が、 共 後ろに ある 奥深い 意味 を 

想 はせ る やうに 出來て 居ので ある。 故に 本 當に文 藝を昧 ふ 時には、 世相と して 文舉の 表面に 現 はれて 居る 事柄よりも、 その 

せ景 として 有って をる 深い 問題 * 卽ち 如何にし てこの 世に立つべき かとい ふ 問題に 摘れ しめ、 人 をして a; 摯誠 簧に宗 敎道德 

の 深い 根本 を 想 はせ る 刺戟と なる ものである。 

此 くの 如く 味 はなければ、 近世の 文藝は 解らない ので ある。 而し てこの 趣味 を會 得する に は、 文藝の 如何 どる 作品と 雖、 

そ は自づ から I の 全體を 成して 居る ので あるから して 二部々. - 引き離して 見て は 解らぬ、 必す全 體を味 はって 見ねば ならぬ 

ので あるが、 若し 此 くの 如く 味 ひ 来れば、 文 藝に觸 れても 決して 危險は 無い ので ある。 吳 れ，？ も I 部々々 の 文章に 囚れ す 

全 體を眛 つ て 其 作の 意味 を會 得する/ J とに 注意せ ねばならぬ。 

故に 私の 考へ では、 文 藝初舉 の靑年 者に 對 して、 理窟 を 云っても 解らぬ から、 善い 其の 指導者が 雅 諄な 感情 を 以て、 多少 

の 順序 を文學 書に 立て、 やり、 且つ 時々 切寶な 注意 を與 へて やらねば ならぬ と 思 ふ。 而 して かう いふ こと は、 中舉 校な どで 

は出來 ぬか も 知れぬ が、 何れ かで 此の方 法 を 以て 趣味 敎育 をす る 必要が 有る と 思 ふ 0 若し 如此 なれば、 血の 澳た 人々 に文藝 

を讀 まし めても 危險は 有るまい と 思 ふ。 然るに 世に は、 靑 £r 卽ち 未だ 慮 見の 定まらぬ 中に、 , 小說 など を躋 ましむ る は 

惡 い、 宜しく 大人に なって、 少く とも 二十歳 以上に なつてから 讚むべし とい ふ もの も ある。 然れ共 今日の 文學 はさう いふ 生 

ま溫 いもので は 無い、 隨分 峻烈な 味 を 有って 居る からして、 立派な 所謂 慮 見の 有る K 人で も、 何の 準備 も 無く 卒然 之に 稱る 

れば、 則ち 邪道に 陷 るの 危險は 有る。 -而 して 殊に 危險 なる は 勿論 二十歳 前後で あるの みならす、 この 時代の 青年 をして 文舉 

に觴れ しめぬ とい ふこと は 到底 出來ぬ ことで あるから して、 精 極 釣 4i 文 藝敎育 趣味 教育 を 彼等に 施して、 正 當に文 藝を昧 ひ- 


抑へ ると いふ 無理な 手段から， 其 所に 種の 危險が 含まれる と.， i> ^やる こ と が m 來るひ 故に；？ I は， 文 蘇 に 對し正 赏な味 

ひ 方を敎 育すべし と 主張す る ものである。 畢竟 文藝 より 生やる 敎 育との 危險 は、 趣味 敎 育の 不完全に 由來 すると 信す る。 C 

れは 丁度 男女の 操な 守る 修練が、 充分 行き 亙って ゐ ない 社會に 於て、 急に その 間の 交際 を 自由にす る 時の 危險と 同様で あつ 

て、 立派なる 趣味 敎育を 受けす して、 不自然に 發 達した 情 性 を 以て、 漫然 文藝 に觸れ るから して、 多く は 間遠った 方面に 傾 

くこと を 免れぬ ので ある。 例へば 今日の 少靑年 者 は 多く 小說 を嗜讀 する が、 如何なる 用意 を 以て、 如何なる 順序に 讀 むべき 

かとい ふこと に關 して は • 食て 父母から も敎師 から も敎 へられて ゐ ない。 私 は 英國に 居った 時に、 敎 育に 關 して は 格別な 注 

意 をし なかった けれ 共、 文藝に 就いては 深く 注意 をして 居った、 依て 年寄りの 人 * からして 『私の 娘 は 彼 様に 小 說を讀 むが 

あれで 善い かどう か』 など、 問 はれた こと もあった。 今日 考 へて 見れば 程度の 相 遠 は あるが 敎 育と 文 藝 との 關係 如何に 就い 

ての 問題 は、 彼我 兩國 殆んど 同様で ある 様に 思 はれる。 併しながら 彼の 國 では 社會 一 般に 程度が 進んで 居り、 叉 思想界に 秩序 

もぁろのみな，.^.^^、 彼の 所謂 國民 文舉は 概して 健全であって、 危險の 多く 含まれる の は 大陸 渡來の ものであるが、 彼の 國の 

1 般靑年 者な ど は- 初めに 昔の クラシック スの 健全な もの を 誠み、 彌々 眼が 高くな つた 後に、 近時の もの を 見る 様で ある。 . 

隨 つて 危險の 感も少 いので ある。 然るに 我國 では、 過去の 文 舉に靑 年 者 をして 讀 ましむべき ものが 無い、 源氏物語 か、 八 犬 

傳か、 はた 近 松 か 西 鶴 か、 實に 今日の 意義に 於て， 國民 的と 稱 すべき ものが 甚だ 少ぃ。 之 を 以て 我 國の靑 年 者 は、 超越 的に 

近時の 文舉書 (或は 外國 の文學 原書) を讀む • 然 かも 何等の 用意 も 無しに * 故に 危險が 起る ので ある。 

然 らば 近世の 文擧は 如何なる もの かとい ふと、 この 資 世界の 世相 をば、 【暦 活かして 現 はして あるので あって、 この 活き 

て 居る とい ふ 意義 は、 人生 或 一部の 事柄に 就いて、 普通 我 * の 見 間す る 所 は、 唯 普通の ことで 何の 刺戟 も 感與を も 起さない 

お 育と 文 at との M 保  .5, 
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>  . 敎育ビ 文藝ビ の關係 . 

この 『敎 育と 文藝 との 關係 如何』 とい ふこと に 就いては、 私 は 一種の 持論が あるから して、 之 をお 話し 致さ、 フと思 ふ。 

f 體文藝 とい ふ もの は、 中間に をろ ことの 出來ぬ ものであって、 兎角 理想的に、 極端に 傾く 性質の ものである 故に 相當の 

準備の 無い ものが 之に 觸れ ると、 自然 危險を 生す る ことが 有る ので ある。 併しながら、 されば と 云って、 之 を M しょうと 

しても、 それ は 到底 不可能 事で ある。 古來 一 種の 政治な どが、 文 藝に對 して 壓抑 手段 を 執った こと は 有る が、 何れの 國の例 

を 見ても、 一時 可能の 様であって、 結局 は 皆 一様に 不可能に 終った ので ある。 これ 文藝 なる もの は、 人性の 奥底に 极本を 有 

つて をる 要求に 基づく もので あろから である。 

又 右の 如き 社會 的禁壓 でな く、 個人と し 其 子供と か 生徒と かに は、 文 藝の本 をば、 I 切鑌 まさせぬ と 主張す る もの も ある 

が、 これ は 頗る 愚な ことであって、 こんな こと は迎も 出來る もので ない、 小學 時代の 子供の 中なら ば 知らす、 中舉 以上の 少 

靑年 者に 對 して は、 彼等が 讀ま うと 思へば どんな 事 をしても 謓 むので あって、 到底 監餐 などの 充分 出来る もので は 無い。 

如此考 へ來れ ば、 文 藝に 解れる こと を禁 するとい ふこと は、 到底 出來 ない ことで あるの みな I、 この 人性の 深い 耍求を 
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今 若し 罩に 明るい 方の みから 見れば、 此の 劇 は、 イブセンの 作 中で 最も 色彩に 富んだ もの、 I つで ある。 終り Q 方の 過度な 

理 i!^ の 渡り や 解決 を 忘れて 見れば、 却って そこに 美しい 一 幅の 霜が 見られる。 牧場に 於け ろバ レス テ" ドの霄 ひ 草で はない 

が、 海の 人魚 は 陸に 上って 死ぬ る。 人間の 人魚 は 風土に 化して 行く。 どちらも 緣 である。 (明殆 四十 一年 四月) 
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嫌 はない か。 また 理の 上に 比較的 明白な 結論が つくだけ * 動々 もす ると 底の 涸れる 感が ある。 限り無く 我等の 瞑 ほ を 誘起す 

ると いふ 幽玄な 味に 缺け はせ ぬか。 是れは 凡ての 理想的 藝 術が 往々 にして 有すろ 弱點 である。 

更に 1 つの 見やう は >  夫の 『イブセン 秘義』 の 著者 等の 如く、 此の 作 を 以て イブセンが 社會 劇の ラスト、 ヮ ー ド * 卽ち 最後 

の決斷 とする ので ある 。イブ セ ンは 始め まづ 所謂 4- 會 問題 を 提起して、 社會の 缺陷、 矛盾、 不完全に 自覺を 呼び 醒 まさう とし 

た。 併し 結局 社會は 外から 救 はれる もので はない。 各侗 人が 中から 救 はれ-ば、 社 # はおの づ からにして 善くなる。 侗 人び 

心靈 問題が 社會 問題よりも 先であった。 斯う 考 へて 個人の 救濟を 書いた のが 『海の 夫人』 である。 されば イブセンの 使命 は此 

の 作に 達して 始めて 全うせられる. - 此の 以後の 作 は卽ち 所謂 肖像 剌で、 前來の もの を 更に 一 つ々々 に 取り出して 細かく 窨ぃ 

たに 過ぎぬ。 とい ふの が 其の 大耍 である。 

其の 他 技術の 上から 見れば、 此 作の 特色 は 所 II 然 的寫實 的な 一 面と 神秘的 檩象 的な 一 面 を 絢 ひ まぜた 所に 存 する。 而し 

て 此れ あるが ため 此の 作に は 前に も 言った 如く 兩 種の 矛盾した 判斷が 下される。 一 方から 言へば あまりに {< ^想 的で、 劇と し 

て は 到底 舞裹 上に 他の 自然 的寫 ItJ 的な 一 面と 調和せ ぬのみ ならす、 譲み 物と しても 紛 塗の 痕が 見え透く 心地で、 おもしろへ 

ない とい ふ。 他方から 言へば、 其の 詩的 標象 的な 所が 諕物 として 絡 妙な 所以で ある。 イブセンの 最も 美しい 作 は是れ であら 

うとい ふ 0 

此の 作が 殆ど 凡て 屋外 を 舞 憂と する 如く、 作の 調子 はいかに も 盛夏の 海 濱の强 い 花やかな 光線に； i ちた 趣で ある。 隨 つて 

夫の 憂 1^ な 神秘な 北海の 標欽 から 晃れ ば、 舞臺が 明るす ぎる 感 がする。 されば こそ イブセン は 必要の 場合に 夜 ゃ夕暮 を 多く 

使った。 しかも 尙 それが 复の 夜で あるから るく 花やか だ。 暗い 方.？ -主 ねして 《5^.s^ れも たしか 4 缺 sl^  〔つで もう。 


然るに 『海 G 夫人』 に 於いて は、 趣が 1 變 する。 表面の 読 I からい ふと， 此の 作 は先づ エリ， ダが滿 干 ひ 盛んな 北海の やう 

な、 烈しい、 鋭 鍵な、 絡え す 励く を活き 甲斐と して ゐる 精神に、 人 問の 生命 を 代表せ しめ、 奇怪な 旅人 はやが て 人間の 此 

の 生命と 根本 を 連ねた 不可知、 無^、 乃至 其の 標象 たる 海 を： *{に 標 象した ものと、 見られる。 而 して エリ ー ダの 精神 は斷 えす 

不可知の 絡對 無限に 還沒 せんとす る I 稷の 畏怖と 誘惑と を感 する。 畢竟 海から 打ち上げられた 人魚の 如く、 一た び相對 有限の 

普通 道德に 縛られ \ ば 縛られる ほど 反撥して 無^の 廣大、 ^對の 自由に 還り.^ くなる。 此時 之れ を 救 ふの 道 は、 潔く 其の 縛 

を 切り放つ にある 。所謂 自由で ある 解放で ある。 放って 結對 無限の 大 自由に 入ら すれば、 責任 は 其の 放 たれた もの-" 上に か-! 

る。 おの づ からの 結果と して、 他 制 的で なく 自制 的な 道 德が內 から？，^ する。 而 して 落ちつく 所 は 始めの 制 縛 的 道德と 大差 も 

ない が、 味が 丸で 逮ふ。 一は 曹從屈 抑の^ 骧# であり、 他 は 復活し 新生した 自産 律で ある。 

斯んな 風に 見る のが 先づ 最も 抽象的な 解釋 であるが、 更に 今 I 歩 具象的に 見れば、 其のい は ゆる 「意志よりも 強い もの」 卽 

ち 愛の M 決と も 取れる。 f 且解脫 し 解放 せられた 男女が、 依然として 相對 存在 を 保たん とする に は、 獨り 愛の 力に たよら ざ 

る を 得ぬ 。愛 は簸 後の 救 ひで あり 解決で あると 0 いふ 風に 見る のが それで ある。 鬼に 角此 等の いづれ とする も * これ だけの 解 

决は 明に 作 中の 事柄に 現 はされ て 事柄の 終結 はやが て 意義の 終結で ある。 あとに 其の 以上の 解決 を考 へさす とい ふ 趣 は淺ら 

ぬ。 光明 的たり、 理想的たり、 解決 的た る 所以 は そこに ある。 イブセン 劇と して 糙に I 種 特殊の ものと いってよ い。 

しかしながら 問題 はこ- - から 生す る。 此の 作 は^たして 有 解決の ために 幾ば くの 與 味と 深さ を 加へ たで あらう か。 吾人の 

見る ところ を 以てする と、 此れ だけの 解決 を 鬼 も 角 も 文字の 上に 見 はさんと する 結 架 は、 結末の 邊が甚 しく 知力 的に なり 過 

ぎて、 H リ， ダの 心機 I 轉 など、 理窟の Pl5 渡りの 氣 味が ある。 理窟の 上 だけで は 面白く とも、 情味の 上の 會 得が 容易に 來ぬ 
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志と 愛の 力との 對立。 第 十、 i 動的な 中に 非常な 靜的 分子 を點 出した 作風と いふ こと。 第 十 一 、 全く 無 興味と いふ 說。 第 

十二、 性格 描寫 が 他の 作よりも 不明 I はない かとい ふこと、 是れは 主人公よりも 却って ヒルダ や、 リング スト ランド や D 

如き 周圍 Q 人物に 1曆翌 つて 描かれた I が あまら 起こった 問題 かも 知れぬ。 ？ 一二、  ？? f 

疆 がよく 合 I 行かぬ とい ふ說。 ？四、 それ は 女が 責任 を 持たせられ ると i すると 5 まい 本性から 來 たも 0 と 見て 

は 何う かとい ふ 解釋。 第 十五、 全體ぁま りに 知力 的で あると いふ こと。 ？六、 婦人の 葛と いふ こと。 第 十七、 if 

の f とい ふこと。 草 八、 北方 婦人の 知識欲と いふ こと。 第 十九、 科 f 不可 i との i 等が gil 案で ある。 其 

の 他 ゴッス 氏が 擧 げた 廛 など t 加 へれば 二十 ケ條を 越える。 吾人 はこ さ 一 々此 等の 論 f 研究す る餘 地が 無い から. 

虫の 作の 全體論 をな して、 おの づ から 此等諸 耍點の 重なる もの を 統括して 見やう。 

イブセンの 社 I が、 殆ど 凡て il 決 的、： 垂了 的で ある こと は、 爭ひ 難いと 思 ふ。 此の 點 から 言へば イブセン 0- 

i の 中間 劇で ある。 事件の 頭と 尾と I して、 中間の  一 I け を 見せる とい ふ 趣で ある。 イブ セ ン 劇の 幕が 開く 前によ、 

旣に雜 多の 事件が 展開して ゐる。 作者 は 必耍| り 之れ I 文中に 折り込み 蒙 込んで 見せる。 しかも g の i までに は、 

旣に餘 程の 事件 f 行して t。 同時に I イブセン は g 降りた 後に 多く S 件 為し i く。 驚 直 終って 後、 更に 

我々 は 心裡に 其の？ を兑 る。 『人形 i の ノラが、 不 思 が 起こったら と 言 ひすで 出て 行った 後、 『幽き のォス ワルド 

£<5 ま 叫んだ 時、 我 5 今まで 氣 のっかなかった、 f  I を 眼 S に 見せられて、 何う も考へ 込ます に は 居ら.， ぬ 

やうな 氣 がする。 卽ち まだ 解けない、 考 へない、 見ない 人生が 其の 奥に 暗く 長く 横 はって ねる やうに 思 ふ。 と X が イブセン 

劇の 1^ ひの 直な J 點 である。 


引きっけられるゃぅにも思はなぃ。.1^^人「さゃラなら、ヅングル夫人ーこの後私の生涯に取っちゃ、 あなた はほんの 通りが i 

りの 一 難船に 過ぎない」 旅人 は 言 ひすて i 立ち去る。 跡に ブン グルと エリ ー ダとは 自由 を 得て 始めて 誘惑 を 斥け 得た といつ 

て、 喜んで 相 抱き、 新しい 夫婦の 情 合に 入る。 其の 場へ ヒルダ。 ボ レック。 ァ ー ン ホルム。 バレス テツ ト。 リング ス トラ ンド 

みなく 入り 來 たり、 事の 結 菜 を 聞いて 驚き 喜ぶ。 ヒルダと エリ ー ダ とも 始めて 親子の 暖かな 情 を 感じて、 一 家 は兹に 新生 

涯に 入る。 之れ が 此の 剌の 大尾で ある。 

さて 此の 作 は 例によって さま- 5\ な イブセンの 問題な り 思想な り を 提示して ゐ る。 試に 是れを 研究して ねる 學 生の 1 圑に 

所感 を 言 はしめ て 見た 結果 は、 下の 如き 雜 多の 項目 を 得た。 すな はち 第 一、 結婚に 關 する 研究、 之れ は 勿論 イブセンに 多く 

あろ 問題で、 此の 作 中で も リング スト ランドが むしろ 套鸛 的で 利己的な、 男の 側から 見た 結婚 觀、 また ボ レックが ァ ー ンホ 

ル ムに對 する 結擗は 愛よりも 便宜 利益と いふ、 婦人 側の 利已 的な、 平凡な、 しかしながら 思慮 あろ 結婚で ある。 ヅン ダルが 

エリ ー ダに對 する 關係は 無論す つと 高い 結婚 問題で あるが、 玆 にも、 グン グルが 自分の 愛の 爲め また 自分の 家庭の ために 強い 

て H リ ー ダを 引き取つ. 利己的 意義 を ダン グル をして 自覺 せしめて ゐる。 結婚と 利己、 是れは おもしろい 研究 問題の I つに 

相逮 ない 0  H リ，" ダ から 見た 結婚 問題 は、 直に また 此の 劇の 根本 問題で、 11^ 廣ぃ 意味 ふ 有する から 是れ は， 伎に 廻 はす 。第 

二に は 自由と いふ 問題. - 坊 三に 不可 思 . I 力と いふ こと、 第 1； に 北方 傳說と 此の 作との 關係 如何と いふ こと、 これ は 夫の 種 A 

な文风 *^ に耿り 入れられて ゐる 逝お の オラ ンダ人 乃至 北海の 人魚 や 海の 妖精な どい ふこと に干聯 して 趣味 ある 研究と なる であ 

らう。 第五に 人生の 不安 を 描いた ので はない かとい ふ ii$。  S 六に 奇怪な 旅人と 神秘主義。 ^七 は 舞 上の 當 てこみ、 これ は 

總 想に イブセン 刺の 幕 切な どの 頗る 技巧的な 所が 多い のに 想 ひついた ので あらう。 第 に エリ，' グと檩 象。 锿 九に 強烈な 意 

イブセンめ 解^  $ 


分かった， I 歩々.： お前 は 私の 手から すり 拔 けて 行く の だ。 そ S 大無邊 —手の f いも gf 心が I 鑫頭 I に 

追む 込む の だ。」 H? ダ rf です く黑ぃ if 立てないで おひかぶ 意 様に 思 はれます」 ダン グル 「それ 言 墓 

して 鍵け ない 、ほかにお 前 を 救 ふ 道 はない かと、 少く とも 私に は晃 つからな いから、 だから ー だから 私 は 11 私 は 此の 店 

で 今までの 取引 I 消しに する。 言 そお 前 は 息の 行くべき fs がい X— 十分 I 十分の 自由で 以て」 二？ ダは 

あきれて 言葉 もと ぎれ 「眞資 です か —5811 あなたの おっしゃ るの は？ .0 本 當に その 通りです か ii 心から？」 グン ダル 

「さう だ 苦しい 胸の 奥底から 其の 通り だ」 エリ， -ダ 「そして 其れが あなたに やれます か。 やり遂げられ ませう か？」 グ ングル 

「勿論、 やれる。 やれる If 此れ ほど 深く お前 を 愛して ゐ るの だもの」 エリ ー ダ靈 へながら J» しく 「それほど 思 ひつめ て それ 

ほど やさしく、 わたし を 愛して 下さる！」，、 ワン グル 「連れ添うた 長の 年月が 敎 へて 吳れ たの だ」 ヱリ— ダ 「そして、 わたし はま • 

がっかないで ゐた r.」 ゲ ングル 「お前の 考は 脇道へ 向て ゐた。 けれども 今 こそ I 今 こそ 全く 私の 梨累 から 自由にな つた。 お - 

前の 本き 謹が 正しい 睦に fG は 今 だ。 言 そお 前 は 自由に 選擇 してい \ そして 自分 if 負 ひなさい」 H? ダ 

はブン グルを 見つめて 「自由に. （そして 自分の 責任？ 責任 もです か， それで 何もかも がらり と變 つてし まひます？」 汽 

船の 二度目の 鈴の 昔が 聞こえる。 旅人 「聞こえます か、 最後の ベル だ、 さあ 行かう？」 エリ，. グ、 向き 直って 決然たる 調子で 

「斯ラ なった 以上、 もうあな たの 方へ は； 仃 かれない。」 狭 人 「行かない？」 エリ ー ダ、 夫に 取りつ いて 「お.， 斯うな つた 以上、 

決して あなた は 見す てない」， ワン グル 「エリ 1ダ！ エリ，. ffe..^ では それが 總 仕舞ぎ」 エリ， ダ 「さラ です、 永久の 總仕 

舞です よ」 旅人 「あ.，、 私の 意志よ. v%  ^いものが 此 所に は ある」 H リ I ダ 「あなたの 意志 はも ラゎ たしに 取って 羽 ほどの 重さ 

も 無い。 わたしに. は、 I たは まら 歸？ 來た 死人、 n また その， 歸 つて 行く 人です。 けれども も ▲ ろしく も 無い 


第 5r ヅング ルが庭 0 1 隅、 薄暮の 景、 娘 二人 皆々； くと、 ダン グルと エリ ー ダ のみと なる。 -«'...ダは肩掛を頭.5; 

らは をって ゐ る。 もう 昨日の イギリス 船が 來 るに 間 もない から、 ヅング ルが獨 りで 待 受けて 彼の 男に 應對 しゃう と い ふ 

と、 エリ ー ダは 承知せ す、 自分の 心が 其の 男に 引きつ けられる 以上、 ブン グルの 力で 如何と もす る こと は出來 まいと いふ。 

兎に角 まだ 時 も あるから 二人で 散歩し うと 返 場す る • 引きた がへ てァ ー ン ホルムと ボ レジ タ 登場 * ブン グルは 到底 ボ レック を 

遊舉 させる 餘 力がない から、 ァ ー ン ホルムが 一切 世話して 畢問 させ やう * しかし 同時に 自分の 妻に なって は吳れ まい か、 自 

分が ダン グル から 來 いとい ふ 手紙 を 貰った 時、 昔の 敎へ 子の 御身が 自分 を 慕って 吳れ るので は 無い かと、 ふと 思 ひついた の 

が 本で、 今では 戀 になって ゐ ると いふ。 此の 邊 すべて 老けた 戀 をよ く 書いて ある 0 ボレ ック 始めは 担 絡す るが • 段々 說 得せら 

れて、 遂に 遊學 がした さ、 世間が 知りた さに、 何う せ 一度 は片づ くもの だからと、 承知 をす る。 ヒルダと リング スト ランド 

が 現 はれる と 前の 二人 は 其の 場 をはづ す。 ヒルダが り ング スト ランドにから かふ 事な どあって、 グ ングル と エリ ー ダが 再び 

出て 來 ると、 船が ついた とい ふ、 ヒルダ 等兩 人が 去る と 問 もな く • 奇怪な かの 旅人が 再び 垣の 外に あら はれる。 さあ 仕度 は 

よい か、 一 緒に 行く とい ふ 決心が 自由の 意志で ついた か、 とェ リーダに 迫る。 H リ ー ダ 「約束 通りと いふので すか」 旅人 「約 

束が 男 や 女 を 結びつける もの ぢ やない。 執念深く わたしが あなたに 着き まと ふなら、 それ はさう しか 出来ない からだ」 エリ 

1< それなら 何ぜ もっと 早く 來て 下さらなかった」 とい ふの を 聞いて、 旅人 は 垣 を 乘り踰 えながら、 H リ ー ダの聲 で、 自分 

の 方へ 來 ると 決心した ことが 知れる とい ふ。 ブ ングル こらへ 兼ねて 進み出で、 船長 殺しの 事 をい ふと、 旅人 は 忽ち 懷 中から 

短^^を取り出し、 其の 用意 は是れ である、 いざと なれば 自分が 是れで 死ぬ、 自由な 人と して 生き 且つ 死ぬ るの だとい ふ、 ェ 

リ ー ダは 是非とも 不可知の 果てまで 行くべき 自分で あるから • 此の上 は 留めて 下さるな と グング ルに賴 む。 ブ ングル 「よく 
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慰めて やりたい と、 不阖思 ひついて アン ー ホルム を 手紙で 呼び寄せた、 其の 譯は、 エリ ー ダが萬 了 心の奥で 昔の 戀人ァ ー ン 

ホルム を 思って jgS いで ゐる のなら 當の 相手に 逢 はせ て 慰めさす のが 上策と 考 へたので あるが、 事寳は 全く 意外であった、 ァ 

1 ン ホルムに は辨 まぬ、 と I 化 をい ふ。 ァ一ン ホルム も始て 呼び寄せられ たる 次^ を 開いて 意外に 感 やる。 話が 段 4?  H リ，. ダ 

の 事に 移って、 ァ ー ン ホルム は グンン ルに對 し、 全體 H リ ー ダの いふ やうな 不可思議 を 信す るかと 問 ふと、 ヅ ングル は、 言 

t もしない が、 嗷だ とも 言 はない 0 た 5- 分からな いから、 そっとして 置く の だとい ふ。 ァ. 》ン ホルム は 種., - エリ.' ダの言 ふ 

に瞹昧 な點の あるの を 指摘して、 病的な 生理 心理の 幻像に 歸 しゃう とする。 此 ぬ 凡て 不思議な 様な 不思議で ないやうな 勿 、ひ 

干 係 や 科學と 迷信との 干 係の 問題 を 香 はせ てゐ る。 其內 エリ ー ダが加 はって、 ァ ー ン ホルムが 去る と、 エリ ー ダは、 夫 を 傍 

に 腰かけさせ、 思 ひ 定めた 事 を 打け 明ける。 自分 等 二人 は、 今まで 嘘 を 言 ひ 合って 居た。 一緒にな つたの は 二人の 不幸で あ 

つた。 「本 當は 1 1^ ざり けの 無い 本當は 11 あなたが 入らし つて 1 わたし をお 買 ひなす つた o」 ヅ ングル 「買った  . 

お前の 言 ふの は 11 買った と？」 エリ一 ダ 「わたし だって 同罪です、 I 緒に なって 取引して、 自分 を あなたに 資 りつけ たの 

です もの。」 斯う 喝破して、 エタ ー ダはヅ ングル との 結婚が 自分の 自由な 意志で 成り立つ たもので 無い から 、別れて 3^ れ とい 

ふ。 自分の 家 はや はり 船員の 方に あると 思 はれる 0 何う しても 其の 方に 引きつ けられる、 恐ろしい やうな 力が ある。 別 か t 

て その 方へ 行く より 外 は 無い とい ふ。 そこへ 娘 二人、 ァ ー ン ホルム。 リング スト ランド 等が 這 入って 來る。 エリ.. -ダが 明日 

は 旅へ 行く と 聞いて、 ヒルダ は、 行く がい-. やと 絶望的な 様子 を 見せろ。 何故かと エリ ー ダが 間く と、 姉が ヒルダ は 本當は 

HP1 ダ から 暖ぃ lllli を かけられな いの を 口惜しが つて、 それで 反抗して ゐ るの だから、 一 言 優しい 言葉 を かけて やって 吳 

れと gs^ する。 エリ. 《グ もさて：^ と つたが、 今 さらが？^ らう ぞと兩 手 も顋の 上に 祖ん で、^ を 見据える。 慕 f 


ひかと いふ， そとへ グン グル. が來合 はずと * エリ， ダは 飛びつ いて 助け を 求める * ブン グルは 驚き 怪しみながら 女 を かばう 

て、 旅人との 問答になる。 旅人 は 誰れ よりも 先に HH-l ダと 約束した の は 自分で あるから、 エリ ー ダが 心の 變らぬ 限り は自 

分と 1 鮪に 來る箬 である、 心からい やと 言 ふなら 仕方が無 いが、 よくく 考 へて 自由な 意志で 決定す るが い. -、 H リ ー ダが 

自由な 意志の ま M である。 明日の 夜迎 ひに 來 るから、 それまでに 篤と 決心して、 I 緖に來 るか 來 ないか、 來 なかったら、 そ 

れが 一 生の 刖れ である、 後悔しても 及ぶまい ぞと 言ひ殘 して 靜に 立ち去る。 ダン グル は、 彼の 船長 殺しの 件で 旅人 を 捕縛 さ 

せる 外 はない とい ふと エリ ー ダは それ を 押し止め、 必. f そんな 事 を 外へ 漏らして 下さるな とい ふ。 其の 內に リング スト ラン 

ドが ヒルダと 驅 けて、 來て、 彼の アメリカ人 を まざく 見た とい ふ。 吃 度 今夜の 眞 夜中に その 不貞な 妻に 取りつ きに 行く の 

であらう と 噂す る。 ブ ングル は、 是れに は 何 か 背後に まだ 物が 潜んで ゐる やうに 思 はれる とい ふと、 エリ ー ダは、 自分 を 誘 

ひ 寄せる ものが 背後に 潜んで ゐる、 「あの 男 はちゃう ど 海の やうです」 とい ふので 幕。 

第 四 慕。 ブン ダルの 家の 庭に 面した 室、 午前、 ボレ. ^タと リング スト ランドが 結婚 論 をして ゐる。 結婚と いふ もの は I ゥ 

の 奇蹟 だ、 女を脫 化させて しま ふ、 女が 何時か 男の 趣味 ゃ氣 風に 染 化せられる。 併し 男 は 外に 氣を使 ふから 妻に 化せられる 

こと は 少ない、 それで 女 は 男 を 慰めて、 其の 事業 をす る元氣 を增進 さすの が 本分で ある、 とい ふ リング スト ランドの 結婚 觀 

をボ レツ タは 利己主義 だとい ふ。 リング ス トラ ンドは 自分が 利己主義と 言 はれる の を 不思議が る。 彼れ はやが て 南方へ 彫刻 

の 修業に 行く から、 其の 間ボ レックが 自分の 事 を 忘れす に 居て 吳れ. ^ば、 自分 は 幸福に 勉強が 出來 ると いふ 立場で、 ボ レ タタ 

の 愛 を 永 めんと して ゐる のて ある。 やがて ダン ダルと ァ I ン ホルム とが 出て 來 ると 前の 兩人は 其の 場 をはづ す。 ブン グルは 

エリ ー ダが 丸で 海 そのもの i やうな 特殊の 血統 を 持って ゐる こと を 言 ひ、 .0 分と は 年も逮 ふから、 半分 は 父の やうな 氣 持で 

イブ * ン。 解決 劇  .SJ 
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.f しい 想が きりすてられぬ。 If00iM?.f,ish  If. 

一、  ±NC 丄， 5* え 恐ろしい 事 は、 ヅン クルに 嫁ハ でから， E まえ こち i 

赤兒の 腿、 あの 眼が 右の 船 手の 眼 そっくりであった とい ふ。 ダ/ グ，, 135,,  ,  t ダ いて 力ら 生まれて 死んだ 

第 尋 グ y グル i ー『 I 時 は 夕 t ふ  1^:1:: の： r ぎ r, て： r レ- 

ir.trh.p:-:Tf たべ？ {f  If P る さ；！ t 事な： 

で ふけ 1 力 U てい if 一 uii て、 ilil れ 

な^ そへ エダ 力 て來て 三人の 話に なり、 H リ.' ダは、 人間 Q 本 go*,,, ま. 

"。 人 § 始めから i に 迷って il として ゐ f  ベる。 ri. 

は 愉快 編に|って 行く—！ fill て」 ？ダ 「いに"； n ひ は 

P は：；：： r うど i きき 爵||す。 i. が 

力 人き まに きさす のです，」 といって 愁 ひに 堪 へない 擎 I て、 ァ.' ンホ t は ダン グル ，， 


. 第二 慕、 is.  i. 先づ 二人 s が 人 § 話 などして ねる と， つづいて 皆 i り來 たる。 やがて T ン * 

ル ムょボ X タと腕 I み、 リング スト ランド は ヒルダと 腕 を 組んで そこら を 散歩 せんと 出かける。 跡 は *7 ングル と エリ I 

ダニ 人，， ま、 しんみりと して、 V ングル は 妻に 言の 誕生 曰 祝の こと を 辯 解す ると、 そんな f 氣 にして は 居ない、 もつ 

と 深、 事が あると いふ。 ，ヮ ルグル は、 それ も 知って ゐる、 此 Q 謹が 御身に 適しない の だ、 山が 御身の 精祌を 抑へ つける， 

光 泉が 十分 こ 無い、 眼界が 狭 過る、 霞が 御身 を 刺戟す る ほど 強くない とい ふ。 女、 それだけ は 本 its も 晝も冬 も 

わたし；, につき まとうて 何う する こと も mf いのは、 このの 想 ひ、 た.^ もう 海が 懷 しい」 併し まだ 其の上に 深い 事情 

は、 自分が 結婚 約束 をした 人の ある ことで あると 答へ る。 ，ワン クル は合點 して、 それ も 察して ゐ るが、 その 男 I あの ァ， 

ノホ レムで あらう とい ふと、 女 は それ を 打ち消して、 その 事 はき 前に も 略さち 明けて 置いた f である、 現に 自分の 心 

にで つてね るの は 別な 人、 先年 アメリカ 船で 船長 I して 姿 I した * あの 二等 船 手 こそ は I 鼻 善 ひが はした 男で 

あると、 始めて 打ち明ける。 ，ワン グルは 驚く。 エリ 1 ダが まだ 燈臺 守の 娘であった 頃、 此の 船 手と 逢って 露 暴 柄 は、 ^ 

の 事ば かり、 女 も 殆どみ づ から 海の 一 族 かと 思 ふば かりに、 海が 其の 心 i ふ。 そして 彼れ と 夫婦約束 をした。 男が さう し 

なくて はならぬ と 5 た。 女 は 何とい ふこと なしに、 ただもう 其の 指圖に 背く こと， か I なかった。 そこで 男 は 鍵 輪に 二人 

の 指輪 をつな いで、 遙か 沖へ 投げ込み、 固めの しるしと した。 其の後 男 は カリフぶ-一 ァ から、 支那 から、 ォ 1 スト-フリア 

から 手 11 して は、 還って f から 待？ 居れと ま。 けれども 女 は 最初 男が 行った 後 f に 我れ S ？、 何のた め 

斯んな I 約束な どした のかと、 不蠢 でなら す、 返 fm して 破約の こ 急 申込んだ。 併し 男 は 一向 それ を 聞き もせぬ も 

の >r こ、 吃度 歸？ 來 ろから 待て 居よ との 鲁 つて I す。 それ 以來 何う しても 今一度 海へ 歸ら ねば 濟 まぬ 心地が して 

4 ブ *>VCSB 
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と亭の 中に 差し 向 ひに なり t 十 年の 昔 * エリ ー ダ がま だ燈臺 守の 娘であった 頃、 ァ ー ン ホルムが 言 ひ 寄って、 担 絡せられ た 

物語 をす る エリ ー ダは、 5. 其の 申込 を 承知す る ことの 財來 ない 理由が あった， とぃふのは其の時自55^;はもぅ自由な身では 

無かった からだと いふ。 其の 譯が 聞きたい と 男が いふと き、 リング スト ランドが また 這 入って 來て 花束 を エリ， ダに 捧げ， 

誕生日の 御 祝 ひ をい ふ、 自分の 誕生日で は 無い 爲小供 等の 本心 を、 エリ ー ダ それと 心づ く。 併し エリ I ダは 其の 場 を 取りつ 

くろうて、 世間話から 不圖 リング スト ランドが 彫刻して 見たい とい ふ圖 柄の 話の 中に 不思議な 事 を 聞く。 リング スト ランド 

は 先年 航海に 出た 途中、 奇怪な 事 を經驗 した、 それ を 元にして、 舟乘" の 妻で ある 若い 婦人が 眠って 夢を見て ゐ ると、 側に 

溺れ 死んだ 夫が、 自分の 不在 中に 誓 ひ を 破った 妻 を 見 まもりながら、 影の ゃラに 立って ゐる所 を 刻んで 見たい とい ふ。 其の 

經驗 とい ふの は、 斯うで ある。 自分 等の 船に 中途で 一人の アメリカ人. が 船員と して 乘ケ 組んだ。 或 日 此の 男 は 船長から 古新 

W を 借りて 諫ん でね るラ ち、 何事に か 非常に 驚いて 顔色 を かへ たが、 其のまん 新 S 紙 を 破って は l$i げ 破って は 投げながら、 

極めて 靜に 「結婚した I 他の 男に 11 私の 居ない 間に」 とつぶ やいた。 而 して 驚くべき ことに は 、「けれども 私の もの だ、 あ 

の 女 は • そして 此後 とも 私の 物にする、 私に ついて 來 させる、 溺れ 死んで、 暗い 海から 歸 つて 行って、 連れて来 なくち や あ 

ならない の だが」 と 言 ひ 足した。 其の後 船 は イギリス海峡で 難破して、 右の アメリカ人 は 何處へ 行った か 分からね が、 多分 

溺れ 死んだ ので あらう。 此の 話 を 聞いた リ一ダ は、 身 を 震 はせ た。 リング スト ランドが 去る と、 ァ ー ン ホルム は エリ一 ダ 

が 誕生日の 事から 氣色を 損じた ので あらう と 思 ひ 遠へ をして 慰める。 *其 の.？ ち ゲン グルも 娘 等 も 出て 來て 誕生日の 祝 ひに 花 

束 を K つたと 聞き、 姉 はぎよ つと する * 妹 は 「畜生！」 と 口の re でい ふ。 父 は 途方に暮れる。 エリ ー ダは氣 に 留めぬ 様子で 其 

め塌を 取り持つ。 0. 


此の 家 0 娘 ボレ" タが 旗竿に 旗 を 揚げる ひ を 手 傳ゥて やる * 舊師ァ —ン ホルムが 八 r 靱こ、 へ 訪ね な蒈 だから、 それで そこら 

を 装飾す るの だとい ふ 話 をして、 娘が 引 込む と • 向 ふから リング ス トラ ンドが 出て 來て、 搶 具に 眼 をつ け兩 人の 立 話になる。 

バレス テッド は 『人魚の 最期』 とい ふ窗 で、 海の ものが 陸に 囚 へられた 哀れな 死 を 描く の だとい ふ。 是の 題意が、 た 全篇 を 

通じた 感想の ライト、 モチ ーフ© 一つで ある。 此の はもと 旅役者の 黨で、 今 は 斬髮師 をす ぎ は ひに し、 傍ら 昔 樂會を 組 

織して 其の 會長 だとい ふ。 避暑客の 案內役 もす るら しい。 人間 は 其の 風土 境遇に 同化して 行か なきや 駄目 だと 口癖の やうに 

いふ。 た それだけ だが 面白い 人物お。 其の 風土 化と いふ 語 をい つも 言 ひ 損 ふ 言 i まで 寫 したの は、 イブセンが 何處 かで 乇 

デル を 見た ものと 察せられろ。 リング ス トラ ンドは 彫刻家に ならう とい ふ 病身な 若者で あろ。 此の 海水浴 地に 來て まだ 間 も 

無い が、 此の 家の ものと 近づきに ならう として ゐる。 やがて バ レス テッドが 行って しま ふと、 娘 二人が 出て 來る。 リング ス 

ト ランドが そこらの 飾り を 見て 今日は 御 親父の 誕生日で も あるので すかと いふと、 妹娘の ヒルダが お-かさんの 誕生日 祝 ひ 

だとい ふ。 實は 亡くなった 實 母の 誕生日に あたる の だから、 其の 事は繼 母に 氣を 兼ねての- s: 證 であるに 拘ら す、 潤 達な 聞か 

ぬ 氣の妹 は、 姉が 目 まぜで 叱る のに 頓着な く、 つけ <と 言っての ける。 さて リング スト ランドと 入り 換 りに、 ダン グルが 

旅先から 歸 つて 來 ると、 つ いて ァ ー ン ホルム も 見えて、 【通り 拶挨の すんだ 所で、 娘 等 は 退く。 跡 二人に なって ダン グル 

は 妻の エリ ー ダが兩 三年 來氣 分の 勝れぬ こと や、 毎日々々 海に 浴す るの を 唯一 の樂 しみと も 命と もして ゐる 様子な ど 物語り 

世間で は あれ を 「海の 夫人」 だと 呼ぶ とい ふ。 それで 君 を 招いた の も實は エリ， ダを 慰めたい 爲 だとい ふと、 ァ ー ン ホルム は 

不 SI さう に、 それ は 何う した 譯 かと 聞く • ちゃう ど：« のとき H リ ー ダは 海水浴から 歸 つて 來た。 ぬれ 髮を 肩に 捌いて 輕ぃ 

上着に 身 を 包んで ゐる。 挨！ ^がー 通りあって、 ダル グルは 外科 室へ 暫時 仕事 を濟 ませに 行く、 あと ァ ー ン ホルムと Hsy- ダ 

4，* X の 解 快 劇 
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イブセンの 解決 劇 

イブセンが 十 幾つの 社會 劇中、 唯 【純粹 の 喜劇で また 解決 劇、 理想 劇で あると 見られる の は 『海の 夫人』 である。 象 的 • 

神秘的、 詩的と いふ やうな 數々 の特點 から、 I 方に は 非常に 秀でた 作の やうに 稱 へられる。 さう かと 思 ふと、 他方で は、 餘り 

に 技巧的、 i.^ 想 的、 理窟 的と 見て むしろ 失敗の 作と する。 全く 矛盾した 判斷を 下される の は 此の 作の 特色で ある。 鬼に 角 『海 

の 夫人』 が イブセンの 剌 中で、 善に も あれ 惡 にも あれ、 1 種特 絡の 地位 を 有して ゐる こと は爭 はれない。 今 先 づ大體 論 をす 

る 前に 稍々 精し く 其の 梗概 を 述べて 見る と、 

此の 剌は五 幕から 成って ゐる。 時 は 夏、 場所 は ノル ゥ -1 海濱 のさる 町、 男 主人公 はブ ングル とい ふ 醫師、 女 主人公 は 其の 

後妻の H リ ー ダ、 之れ に 先妻の 娘で 年 顷 になる のが 二人、 姉をボ レックと 呼び、 妹 を ヒルダと 呼ぶ。 共の 他 I 人の 奇怪な 旅 

人 及び 窬 を 寄く バレス テッド、 彫刻師に なるとい ふ リング スト ランド、 妹娘の 舊師ァ ー ン ホルム、 此れ等が 重なる 登場人物 

である。 勿論 中心人物 は 海の 夫人 卽ち ユリ ー ダ である。 

第一 幕 ジル ダンが 家の、 庭から 海濱 につ く 遠見、 椅 れた 朝、 パレス テッドね 寫 生の 據具を そこらに 取り散らし たま. -、 - 


の、 不 實な ものと いふ やうな 下げす み、 少なくとも 一種の 疑惑が 起こって 來な。 是れは あらゆる 業務が さう である ゾ， 少し 

く 自意識の 強い 鋭敏た 頭の 人なら、 必$ 多少 此の 自家が 業務の 意義に 對 する 煩悶 を 感じない もの はなから う。 又 之れ を感す 

る ものが 多くな つて 行く と 信す る。 つまり 其の 業務に 熟 通 すれば する 程、 型に も囚 へられる し、 不眞 面目な 箇所 も 目につく 

し- -て、 自分から 其充寳 した 意義 を 疑 ふやう になる の だ。 此 所で 或る 者 は 人生の 根本の 意義 を も 疑 はふ。 また 或る 者 は 人生 

凡て兒^とぃふ如き感も起こさぅ。 或は方面を^^^ることにょって、 或は 思索の 力で 氣持 を變 へる ことによって、 皆 此の 場 

合に 此の {必 廐 を充實 せしめん とする。 充實 した 業務に して、 始めて 之れ に沒 頭す る氣 になれ る。 此の 空 窳を自 覺し充 實を耍 

求す る 意識の 起こらない 者 は、 或は 幸福な 部類の 人 かも 知れない。 (明治 四十 一年 三月) 
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いと 思へば 人 は 其のた めに 如何なる 犧牲 をも憐 する、 死に もす る。 忠孝 も 感激の 情が 中身と ならなければ ^盛 だ • 

にして 取扱 ふ 道 I- に 何の 橫 威が ある。 充實 して 生きた 道 德を耍 する。 た 充實 だ。 

政治の 世界で、 政 黨の論 や 元老の 是非 や、 財政 だ 外交 だと 騒いで ゐる 中に、 社 食が 最も M ハ味を 以て 案 摩する もの は， 人物 だ、 

薪 入物 だ、 ^英雄 漢が 何等かの 際會 から ひょっこり 出現し はすまい か 。興味の 中心 は未發 見の 個人 格に ある。 一種の 英雄 祟拜 

的 傾向で ある。 是れが 畢竟 充 資した 生きた もの を 得ん とする 要求に 外なら ない。 財政々 策が 何う の、 外交 政策が 何う のと 赁 

ふの は、 多くた ビ言 つて 見る に過ぎない。 縦し 感じて ゐても 其の 感じの 度 は 薄い もの だ。 今の 個人的 意識の 盛んな 世に、 こ 

んな 問題 を 痛切に 感じて 考 へて ゐる ものが 果たして 幾人 あらう か。 甲 だ 乙 だと 異は樹 て、 見る が、 さて 其の 乙が 甲に なった 

からと言って、 痛痒 を どれ 程感 する か、 多く は 何う でもよ い 閑 議論に 了る。 ゑら い 人が 發， 見され さう だ、 變 つた 人が 發 見さ 

れどラ だ、 是れが I 番 政治 見物の 胸 を 躍らせる。 生きた 個 的な もので なければ 注意に 値しない ので ある. - IE じ 個人で も、 ® 

歷 的に ゑら いの や、 勳 位功勞 的に ゑら いので は 意味が 無い。 新しい、 切實に 力の 充 ちた 個人でなくて は 駄目な ので ある。 

家庭と いふ もの- -上 にも 同 じ 意義が ある。 一時 中年の 戀云々 の 論 なぞが 諸方に あった やう だが、 中年の 戀 といへば 名に 煩 

ひが ある。 之れ を 家庭と いふ 側から 言へば、 卽 ち充實 した 家庭 を耍求 するとい ふ 事になる。 情の 消えた ^處な 形式の みで 運 

轉 する 家庭 は 維持す るに 堪 へない。 或る 者 は 之れ を 子供の 愛で 充實 させ ゃラ とする、 或る 者 は 之れ を 所謂 中年の 戀 で充實 さ 

せ やうと する • 結局 切に 充责を 欲する 社會 現象の f である。  . 

業務の 上に も 同 一 現象 を 認める。 政治に まれ 學 問に まれ、 はた 文舉藝 術に まれ、 已れが 執り 来たった 業務に 對 して、 熟す 

れば 熟する 程、 始め 遠方から 眺めて 嚴肅な もの >- やうに 思った 幻像が 破れて、 下らない もの、 卑小な もの、 兒戯に 等しい も 


文藝の 上に 所謂 自然主義が 此の 種の 精祌を 代表して、 技巧 文章の 味を卑 み、 成型、 肉 襲の 累を觫 ひ、 新 a ；、 直截、 赤裸 * 

を 喜ぶ の 事實は 述べる まで も 無い が、 此の 氣風は 固より 單に 文藝の 上に のみ 發し たもので なく、 一般 思想界の 自覺に 基づく 

されば 是れが 1^ 勃す ろと ころ、 發 するとして 同じ 現象 を 呈出し なくて は已 まない。 共の 形勢 はすで に歷々 として 指摘せられ 

る。 

^へば 近来の 新聞 雜誌 類に あら はれる 論說 などに 接して、 文章の 上に この 充實と 空虚との！^ 別を感 する ことが 殊に 切で あ 

る。 文藝 に^した もので あれば、 流石に 充實 した ものが 多い。 趣意の 稗惡は 別と して、 皆 それぐ 生きた 感想、 切赏な 感想 

が 幾分 かづ \ 盛られて ある？ 讀み 通す 氣 にもなる。 謹んで 考 へる 氣 にもなる。 けれども 社會上 政治 上の ものに なると 通俗と 

いへば 通俗 かも 知れぬ が、 如何にも コ ンヴ * ンシ "ナル なのが 多い。 我々 の 生きた 胸に 觸れ ない。 離れた 上つ つらの 方で 文章 や 

理論 を 弄して ゐる。 文體 なり 思想な りが 皆 型 だ。 型 を 使って 見せる、 其の 間々 に 自分の 小さな ゥ キット ゃ氣 取り 氣ゃ 小器 用 

や を 見せる くら ゐが關 の 山で ある。 とい ふ感が 深い。 切實な もの、 矯飾し ない もの、 是れが i した. K 章で ある。 是れで 無 

ければ 讀む氣 が 起こらない。 

交友の 上で も、 い、 加減な 空 世 辭を言 つて 跋を 合せたり、 一. 向上 すべりの 事ば かり 言 ひ 合って 面白くない 事を强 ひて 笑つ 

たりして ゐる 事が 厭になる。 身の 入った 話 をし ない 以上、 交友な ど は 面倒く さいと いふ 感じが 強くなる。 ？ i 禮贐 儀の 3 る さ 

さが 今 さらの やうに 氣 になる。 禮條 もよ ければ 交友 もよ いが、 凡て 充實 して 生きた ものであって 欲しい。 一 * 胸に こたへ る も 

のであって 欲しい。 

道德の 上で もさ ラだ。 子供 はか わい V から 愛する。 凡ての 博愛 は 心から かわい. * 時に のみ 價値を 有する。 感激して うれし 

充實を 欲する 社會  八 五 
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充實を 欲する 社會 

今後 しばらくの 社會に 流行して よいの は充寳 とい ふ 言 薬で あらう。 社會は 漸く あらゆる 方面に 充賓を 要. 5;^ して 來た。 惑 じ 

の 鋭敏な 文藝界 思想界が 先 づ是れ を 感じた。 若しくは 感ぜん として ゐる。 而 して 後 諸般の 社會 現象、 例へば 政治に も道德 1こ 

も 是れが 及ばねば 己むまい と 思 ふ。 今の 時代 精 t は あらゆる 意味に 於いて 事物の 充實を 要求 せんとして ゐる。 

空虚 を 嫌 ふ、 形式 を 嫌 ふ、 型を惡 む。 所謂 S 聾 打破の 潮 勢の 滔々 として 漲って ゐる こと は 既に 人の 襯る 通りで ある 0 其の 

つぎは ぼちに 充寶 である。 生きて 血の 通 ふ 中身が 一杯に なって ゐ なければ 不承知で ある。 出來る ことなら 中身ば かりで 行き 

たい。 叩けば がらんだ うな 響の する やうな もの は 我等の 心と 沒交涉 である。 少なくとも 兮 後の 新しい 人の 心に は 無意義で あ 

る。 此の 傾向 は 今日す でに 注意深い 觀察 者の 眼に 映 じて ゐる替 である。 言說、 事 紫、 すべて 充箕を 要する。 签 洞を惡 む。 も 

つと も 何の 時代で も、 充實は 常に 空 盛よりも 望ましい とい ふか も 知れぬ。 けれども事實或ろ時代に於ぃては：4^谳な外形をそ 

れ ほど 切に 感じない、 又 感じても 却って 是れを 面白し として 與味を 持ち、 是れに 執着す る。 今 はすな はち 此の 與眛、 此の 執 

着が 著しく S つて 虛を厭 ふ 心が 鋭く 臭せられ て來 たの！ J^。 


V に ゥて • 、むは 言 ひ. g らぬ 優しい 謙 通な 態^になる。 所 鼸ヒュ ー マ- チ. 10 露の 意義が 此の^^に 光輝 を 放つ ケ 此氣分 ひ^ 

で 花 を兑れ ば、 花に も 命が あり、 水 を： a れば 水に も 情が 移る。 如何にして 此の際に 我れ の 私 念 を はびこらす 勇 氣が出 やう。 

主 隨± た,， -賤 小な らんと し、 謙遞 ならん とすろ。 此の 一 脈の 外 は 空虚と なって、 そこに 現じ 來 たる 客 觀の 事相 を觀 取す る。 

^くの 如き 主観の 情調 內に 展開す る 自然にして、 始めて 新生 命を帶 着した ものと なる ので あらう。 

現實 曝露の 悲哀 を說 くもの. -現實 は、 言 ふまで もな く 矛盾、 缺陷、 無 解決で ある。 所謂 現 實の全 相が 果たして 是れ にある 

か 否か は 別と して、 玆に はしば らく 現實 とい ふ 語 を 同意義に 用 ふる。 されば 現 實の本 相に 自觀し 到った 時、 人 は 愕然として 驚 

a て、 其の 邋 命の 險 しいのに 泣く。 而し或 者 は 直に 此 運命 險惡 現世 不安の 感想 を 文字に 據 ベる。 近時の 文 學が卽 ち 多く それ 

である。 又 或 者 は 一歩 を 退いて、 此の 險悪 不安な 現實の 上に 蓋 を わたし、 そっと 其の上に 腰かけて、 暫くの 安立 を 得 やうと 

する。 脚 一  1、 に 不安の 淵 を？ I しながら、 強いて 其の上に 笑謔 せんとす るの 結 某 は、 其の 笑 謔の聲 におの づ からなる 寂 霧の 調 を 

發 して、 安心 も 喜悅も 暴竞は 淋しい 安心 淋しい 喜悅 となる。 若し 自覺 の途 にある ものが 斯 くの 如くして 普通 道德に 一 時の 息 

ひ を 求めん とすれば、 玆 に現實 修飾の 悲哀 を感 する に 至る 。すな はち 現 章に して 矛盾と 缺陷 との 一 塊で ある 限り は、 進んで 之 

れを曙 露す る も 悲哀、 また 退いて 之れ を 修飾す る も 悲哀た る を 免れない 。(明治 四十 一 年 一一 一月) 
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主觀の 謙遜、 現實 修飾の 悲哀 

最近の 評 壇で 吾人の 注意に 値する 句の 三 を 言へば、 田 山 花 袋 氏の 「主 觀の 嚴肅」 と、 長 谷川 天溪 氏の 「現 實 曝露の 悲哀」 

である 一人 は是れ に 更に 一則 づ、 を附 加して 見やう。 

「主 觀の 嚴肅」 とい ふこと が 近時の 文藝の I 特色で ありまた あらざる ベから ざる こと は、 異論の 無い 所で ある。 而 して 之れ 

と 同時に 吾人 は、 主觀の 謙遜と でもい ふべき もの-を 近代的 傾向の I 特徵と 認める 。自己の 解放と いふ こと は、 近世の 一大 運動 

であるが、 それと tUi いふ 主 觀の謙 遞とは 、必ずしも 矛盾した 意義 を 有しな. so 吾人 は 今の 新 文藝に 接する 毎に、 之れ を產出 

した 主 觀の影 を、 さま，^の形想ひ浮べる。 此 等の 作品が 多く 主 觀を攝 取した 客 觀の藝 術で ある H, は爭 ふを耍 せぬ。 た J- 其 

の 主観すな はち 自己 は 極めて 謙遍な ものである こと を 思 はしめ るノ强 梁に して 何物 を も 自己に 降服せ しめんと する 底の 主觀 

は、 到」.^ 以て 近代 文藝の a: 滋^ を黼 し， 舟ろ もので ない。 

由来 此の 種い 文 ic" はまた 敗お の文藝 弱者の 文； 終で ある。 打擊 、敗北の 手疵を 胸に 負うて 溴の昧 を 十分に 喷み 占めた ものが、 

始めて、 感 する； W 昧、 甘い、 溫 かい、 しかしながら 悲しい 一脈の ものが、 然として 心の奥から 5^ いて 來る。 我慢の 角 を こ 


8 一斑が i せられて ゐる。 時々 の 新聞 雜 誌に 見える 作品の 批評 等に は、 願 はくばせ めて 此の方 面 に需を盡 くし 5 ひた 

い。 I 平たく 言へば B?l 際に 感じた 事 を 其の ま、 無 S? よいから 窨 1 ほしい。 當 座の 蒙 物と して は 此の方が 却 

つて 面お くも 害け る。 驚 謹 批評の 舊 の囊霧 くので ある。 斯の 種の 批評 はやが てまた 評 I して 私 念に I からしめ 

る緣 ともなら う。 ず も gsslQSQi な、 琴き ろ攀 I 無 i 白で あ S り は、 如何なる 人 も 批評で 

も 請んで 面 3 く聽 いて 參考 になる。 

想 ふに 今の 作品 批& te する 批難 S 淵源 は、 此 等の i が 常に 判斷 のみ を擧 げて 根據 I さない からで ある。 ilk 

よって 事實と 理論との 极據を 提起す る ものが あれば 最も 妙、 さも 無ければ 其の 飾ら ざ 暴 實だけ でも 提出す る 風 を 興したら、 

おの づ から 此の 批難に 答へ る ことが 出来 やう。 實に 情を議 くした 批評なら、 他人が 何と 言っても、 それが 一個 不可 犯の 事 

實 である 懺 立して あらゆる 反對に 面する の 威厳が 玆に 生す る 其の 以上の 爭ひ はおら づ から 說理的 批評に 入って、 理論の 勝敗 

に歸 t であらう。 批評 上の 爭ひ I に？ 無くて はならぬ 0 零る 所， 作品に 對 して 感じた 心 持を 其の まきく ことが 

肝要で ある。 今の 批評の 多く は餘 りに のみに 縮まり 過ぎる。 (明 ^四十 一 年 三月) 


精 を ||<し おる t: 


情を盡 くした る 批評 

吾人 は脊て 本誌に 知識 ある 批評と 題して * 批 當然现 ti: を 平面の 极據 とすべき 所以 を 論じた 0 併しながら 酺 つて 思 ふに 

e« 今 多數の 批評、 殊に 共 短小な 批評に 對 して は * 是れ よりも 先き に 希望すべき ものが ある。 知識 ある 批評と いふが 如き は、 

或は M 般に 望みが たい 1^ かも 知れぬ。 之れ と 趣 を 異にして、 如何なる 批評に も 要求， 3 得られる もので、 しか，^ 極めて 重要な も 

の、 又 多く 現今の 作物 批； t に缺け 2^ いもの は、 情 をつ くす とい ふ裹 である。 卽ち： 苦 人 は玆に 更に： r を靈 くした 批評と いふ 事 

を 提議す る。 

批評の 本來は 鑑賞と 說理 である。 同時に 鑑 貧の 無い 說理は 死骸の やうな もの、 衣裳 を 幾ば く 邦 1 に與 ねても、 魂 は 宿って 來 

ない。 けれども 现の無 5 鑑賞 は、 之れ を發 表する 方法に よって、 ー體の 批評と なる。 それ は卽. ^情 を した 批評で ある。 

I お a はもと より 其 中心の 仕事に 外なら ない。 吾人が/作品に 對 して 受け 且つ 發 する 所の 印象 は、 情 を 以て 調節 せられる。 

さォば 若し 其 批評に して 單に斯 かる 印象の 記述の み を 以て 終らし めんと すれば 妓に 所謂 印象的 批評 を 生やる。 印象と は 言 ひ 

な 力ら * 其の 中に 判斷の 含まれて ゐる こと は 言 ふ を 待たぬ。 た ビ判斷 があって、 判斷 以後の 説理が 無い 0 其の 代りに 偭屮の 情 


含んで ゐた。 それ は 事 實を寫 した 底から • 其の 事實の 超越 的 意義 卽ち 理想 を開讀 せしめん とする 望であった。 例へば ズ ー ダ 

1 マ ン。 ハウ ブト マ ン 。ハルべ 等の 思 ひ 切って 寫霄 的な 作 『ゾ ドム』 『日の出 前』 『自由の 戀』 など を 見ても、 之れ はよ く 分かる。 

つまり 背景に 社 會的倘 人性の 全 現と いふ 要求が 隠れて ゐる。 自然主義の 1 1 努力 は 社會を 定義し 個人 を 解放 するとい ふこと で 

あった。 理想と は 之れ を 指す。 自然主義の 目的 は 理想に あつたの だ。 此の 社會的 個人の 顯 現と いふ ことが フルダ をもヴ * ル 

•  一 アンブル ッ フをも 兜を脫 がせた。 社會 主義 侗人 主義の 極端な ものが 自然主義 か. fi るの も 此の t ゑで あると。 

吾人の 言 を 以てすれば、 此の 透徹した 見 は、 自然， 王篛が 理想主義に 移る こと を設 すろ よりも、 寧ろ 以て 自然主義 そのもの 

が 如 ts- に S ぶいと ころに 根底 を 有して ゐ ろか を 證 する ものである。 自然主義 は 決して 單 純な もので はな レ 

****** 

前 来の 叙述で 吾人の 自然主義 構成 論 は 大體を 了へ た。 た 自然主義が 後の 神秘主義 標象 主義 理想主義 等と 交渉す る 次第 を 

說 くの 餘 地が 無かった。 また 眞と いふ 自然主義 最後の 目的が、 美擧上 如何なる 地位 を 占むべき か。 自然主義の 最後の 價値を 

定む るに は、 此の上に 更に 何物 かの 違った 名が 必要で はない か。 それ は現實 でも 理想で も眞 でも 無い とすれば 何 か。 之れ を 

研究す る ことによって 自然主義の 價 俯論 が 定まる。 是れも 玆には 省いて 他日 を 期す る。 (明殆 四十 一年 十月) 


自然主義 代表者で ある • 

現實 を現資 として 最も 眞に寫 さんと する に は I 切 人工 旒 飾の 分子 を擺^ する を 要する、 赤裸々 の 人間、 野性、 f 描いて 

*Ji に 至れば、 最も 虞に 近づく、 最も 痛切で ある。 ゾラの 所謂 人間の 證券 (Doogn さ t  tuBaine) は^くして 始めて 的途こ 

まれる。 肉感 はすな はち 露 慕が 證 して 最も 鑒な 知識と する もの、 之に 訴 へる 現實は 最も 眞な るべき 理 である 0 肉感に 

近づく だけ、 其の 刺戟 は眞實 になり、 隨 つて 痛切になる。 卑近の 境 は 最も 多くの 人 I も 多 i 驗 する i であるし、 自然 

物 は 最も 明確で 且つ 虛僞 なき 樸直な 現實 である。 自然主義 は 現 實を斯 やうに 考 へる。 

输截の 印象派 は、 ァカ デミ ー 派が 構圖に 重き を 置く に 反抗して、 專ら 色彩に ェ風を 凝らす。 色彩 は阖 柄よりも 概して 肉感 

的で ある。 色に よって 直に 感じ を傳 へんと する。 また 彼等 は 好んで 卑近な 醜 惡な截 題 を 描く。 また 人事よりも 自然 物 を 多く 

描く。 凡て 彼等が 自然 派た る 所以で ある。 

イブセンの 剌は 殆ど 凡て 社會 問題 を 取扱って ゐる。 社會剌 又は 問題劇と いはる.， 所以で ある。 深い もの は 直に 個人性 問題 

に 入り、 根本 道德 問題に 入る。 また 彼れ の 作に も 遣 俥 論の 影が 見えろ。 『幽 ス ワルド は ゾラ Qf さうな 3^ 的 i を 

あら はし、 『ロス マ ー ル ホルみ』 の a ス マ ー は 深い 性格の 遣 傅 を あら はして ゐ る。 

ドイツの 自然主義に ついては、 コー ァ氏 (Cos) の 名 一 者 『十九 世紀 ドイツ 文舉 研究』 が 最も 巧みに 其の 間の 消息 を^いて ね 

る 。其の 要に 曰 はく、 千 八 百九 十 年頃の 若い 文^者 等 は 相 率て 自然主義に 赴き、 人生の 精確なる 寫像 とい ふこと を 殊に 精確 

とい ふこと に 力を入れて 主張した。 併し 心 ある もの は、 寫眞ゃ 機械の やうに 直寫 する ことが 文舉 だと は 信じなかった， 又 事 

莨 を 見ても、 直寫を 主張す る もの すら、 我れ の 感動す る 部分の 直耍な こと を 忘れなかった。 彼等の 說は极 本 一  つの 希望 を 


.0 値 論 —— 眞と いふ 目的の 美 擧的價 値 如何 


眞と いふ 最後の 目的が 手の届く所に 來れ ば、 碎 けて さま， 4\ の 形になる。 作家 は 手に く 之れ を 拾 ひ 取って 作の 題材と す 

る。 言 は 是れ によって 彼等の 注視 點を めんと する。 湧き 來 たる ！ 切の 思念の 流 を 之れ に はけさせん とする ので ある。 目 

の 据え どころ、 氣の 集め どころ を此 所に 求める。 從 つて 斯 かる 目的 は眞 面目でなくて はならぬ、 飽くまで 眞實 でなくて はな 

らぬ * 何時までも 人の 心 を 占有す るの 力 ある ものでなくて はならぬ。 

さて 上に 表示した 諸 目的 中、 或は 其の 一 を援 いて 題 村と し、 或は 其の 一 一、 三 を 兼有して 題 村と す も。 固より 是等 は、 自然 

主義の みが 題材と する ものと は 限らぬ が、 最も 多く 自然主義と 聯結 する ものである。 自然主義が 近代的、 傳 習破壞 的で あ， リ 

結果 は、 個人主義と 連なり 社會 問題と 連なる に 至る は 當然の 順序で あらう。 また 自然主義が 自然と いふ 事から 現實に 連なり 

科舉に 連なる も 巳む を 得ぬ 干 M である。 ゾラが 『ル ー ゴ ン、 マ 力， ル』 二十 篇の 小說 は、 相補 ラて I の 系統 遣傳 論で ある こと 

は 言 ふまで もない。 此の 意味で 彼れ は 進化論の 眞理を 目的と した。 また 彼れ の 『ラグ モア』 は 男女が 飮酒、 色欲、 . 貧困 等に 

圍まれ て 如何に 墮 落し 死亡し 行く か を 語る を 目的と して ゐる。 社會 問題で ある。 又 彼れ の 作に は 病的 生理 現象 を說 明す る を 

目的と して ゐろ やうに 見える ものが あろ。 又 彼れ の 作 は 人間 を 赤裸々 にして 全く 文明の 衣 を剁ぎ 去った 原始 性、 野獸 性の 者 

として 取り扱って ゐる 所が 多い。 其の 結果 道德感 上の 醜 を 描いて 怪 まぬ。 肉 i な 所 も 日常 卑近の 境 を 村と する 所 も、 景色 

動植物 器具 家屋 等の 自然 物 を 細説す るに 筆 を 各まぬ 所 も 皆 此の 條 件に 合 期す ろ。 此の意味からゾラは歐洲の文舉^:^9.最好の 
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#  0  0^ 

に 外ならぬ。 豪霄的 II, に f 吾人 I 極 的 農で 何 まか s¥Kr  mxzi 

たので ある。 ゾラが 世の § に對 して 『ラウ ソ モア』 の 序に 辯 じた. W は、 曰 はく 「我が 作 我れ を 歸.， すべし， a 

害 也」 と。 ラスキ ンが 其の 『近代 I』 中で ぎ模 i 蒙 謹して、 li  i  ！ 寡す のが i のきで 

あると したの も、 たと ひ 其 震と いふ g 解釋は 異なっても、 立 意に 於いて I 囊の 根本 要件と 相 合する. - 

然 らば、 斯 T 暴 igs*? 深い、 髙 いとい ふだけ で、 明かに 乎に f こと は出來 ぬで あら ラか。 是れと 第二義の 

證、 現 ぶ ものと は 如何。 此れに 對 する 答が やがて I 囊 §1 である。 iMif 

物 足らぬ、 不滿 足で ある。 そこで 之れ を 割り 碎 いて、 現に 手に 觸れ f 第二義の ものに 化し、 以て 製作 上の S こ.，、 せんと 

する。 此に 至って 自然主義 は， の |を生 じて 來ろ。 其の 圖は 略々 下の 如き もので あき。 


，描 寫の方 I 純 客 觀 的.. 1^ 箕. 的 》*來 自然主義 

法 態 度ゲ w 觀揷入 的 I 說 明. 的 I 印象派 自然主義 

( 社會 問題- (個人 解放— 极 木道德 問： 

構成 論へ  f 心理 舉 

科 舉 一生 理 學 

一 tej 匕ん S 

,过 ィ ！ 

、亦 裸 々I 獸 f  ^ 

一 肉感的 

現 蓖 i 近 的 

平凡 的 

I 自然 鎊 


• 消極的 態度 

镇極的 態度- 


ま 一 目的 let 


描 寫のほ SJ 

，的 題 村 i M. 


決 は 何うな るか。 菩 人の 見る 所 を 以てすれば 此の 兩面は 作者が 筆 臭し、 刷毛 を 染めて 缺面に范 むき の態度卽ち覺 悟、 卽 

ち 氣持 によって 統一 せられる ものである。 一は 偏に 外来の 自然 皇 ます 曲ら す 映寫 し W ださんと する が 故に、 其の 態度 氣持 

は 消極的と なる。 出来る ことなら 無念無想 全く i な 心で 其の 事物 I へ 且つ 管 出したい。 こ 太ら 排 技巧、 排蠢の 傾 

向が 生す る。 併し 妻に 於いて 是れは 或る 度 以上 行 はれる もので ない。 逢な 心に は必す 何等かの I が 湧いて 來る。 そこ 

で此 邪道に 人ら しめぬ ため、 知讓巧に墮ち ないで 而も 純 If 或る f 拈出 X とすろ が 如 I 度で、 客觀の 

事象 こ 差し向ける。 又は S にして 鏡の やうな 我が 心の中に 事 f 映 じて、 映 じたず じっと 息 I して 其の 事象の 展開す 

るの を 待つ が 如 I 持になる。 積極的 態度で ある。 消極的 態度が 勝つ とき は 純客觀 の？ 《然 主義 I し、 積欝 態度が 勝つ と 

き は主觀 挿入の 自然主義 を 産す る。 けれども 極致 は 1 1 者の 調和に ある。 

十 

旣こ 自然主義に I 的 態度 を 許せば、 其の 積極的 思念の 行 止り は 何で あらう かとい ふ 問題が、 必 I こら ざろ を 得ない。 

！ 自然主義の 目的論が 生す る。 思 ふに 自然主義が 囊 主義 乃至 理想主義と 逮ふ 根本 は實 にこ、 に存 する。 囊 主義 は現實 

I す I 的と するとい ひ 理想 義は 理想| す を 目的と するとい ふ。 然るに 自然主義 は ひと &  (Hi  I すと いふ。 

f いふ 語 は 自然 義の 生命で あり？ ト，. である。 自然 蠢 から I すれば、 置と S ひ 現 f  淺ぃ、 第二 

義 のきし か 立たぬ。 なまな か 理想と いふが 爲に、 體な僴 人 §擇 技巧 售然に 加へ て、 i 養の 念 を 生ぜし める。 力 

まなか 現實 とい ふが 爲に、 外形に 拘泥して 深奥な 自然の 味に 稱れ 得ない。 此ま 上に 立って、 第 一義の 標的と なる もの は眞 

も HI 

文蕩 上の 自然主義 


文麵 lb  n  ,  セ爾 

なり」 といった 事、 批評家 テ ー ン (H.A.Talne) が 自然の 再現 を 極意と して 作者の 個人性 を I 切 其の 蔭に 潜まし めんと いった 

事、 ブリュ ン チェ ー ルが 自然主義の 無 感情 性 (アム パシ ビリテ ー) 無人 格 性 (ァ A パ ー ソン ネル) と 評した 事、 ゾラが 其の 『寅 

驗 小說』 論で 生理 學が 生物 を試驗 する や ラに小 說も事 實を箕 験し 解剖し 報吿 すると 說 いた 事、 等が 皆 同じ 意 を 有する。 他の 

【方、 印象派 的 自然主義の 主張 は、 結局 一 旦 斥けた 作家の 主觀を 或る 方式で 再び 揷入 しゃう とい ふので ある、 作家が 一 旦自 

然の 事象 を 感受して、 自分の 印象に 纏めて そっくり 1$ 現し やうと いふに 歸 する。 前に 擧 げた シ ユタ イン 氏の 情趣 說の 如きが 

卽ち 此の 論に 該當 する。 また 搶畫 上の 印象派が 自然に 忠 ならん とする の 極、 自家の 印銘を 主と し 漠然たる 大體の 自然 ゃ說. $ 

て、 寫眞 的の 紬寫を 避ける の 意 も 是れに 外ならぬ。 ドイツで は 更に 之れ を 徹底 主義 (Komequente  Naturalising) と 呼び 千 八 

百 八ナ七 年頃から 2^ 詩人 ホルツ (430  H01Z) 氏 等が 首唱して ハ ゥ ブト マ ン 氏の 劇 『日の出 前』 に箕 行せられ たと 稱 する 者で 

ある。 同阈の 批評家 バ ，テ ルス (A.BaItels) 氏の 言 を假 りて 言 へば、 此の 主義 は ゾラ 等の 報吿的 自然主義 (KeportefNatashsm 

g) に對 して、 感覺界 すな はち 外物の 印銘 及び それから 生す る 情趣 上の 印 銘を兩 つながら 併せて 蓄音機 的に 再現 せんとす る 

印象派 的 自然主義 である。 內外 徹底せ ざれば 休ま ざん とする 自然主義 である。 尙 以上の 二方 法を對 比して 說ぃ たもので は、 

イギリスの 外交 宫文舉 者べ ァリ ング氏 (M  Baring) が 第 九 版の 『H ンサ イク a ビデ ヰァ、 ブ リク 一一 力』 の 述べた 所な どが 最も 參 

考 になる。 其の 意、 自然 派に は 一 1 種あって、 一 は 印象派 (ImpIiionistB) とい ふ、 自然 を說 明す る を 目的と し、 自然から 受 

けた 印象 を 以て 自家の 人格 を 表 はす 手段と する、 他 は本來 自然主義 CNatura!ism  pier) とい ふ • 絡對 に客觀 的なる 現 實を得 

る を 目的と する。 ゴンク ー ル兄弟 等の 作 は 前者に 馬し ゾラ。 モ ー パク サン 等の 作 は 後者に 属する と。 

斯 くめ 如き 描寫法 上の 展別 は、 事實に 於いても 存 する/ si と 明かで、 而も 二つながら 自ぉ 主義で あると すれば、 理險 上の 


之れ を剌の 上に 見ても t 劇界の 自然主義 は ドイツ を最 とすべき であらう が 、其の ドイツに 自然主義の 入った の は實に フラ. 

ンスで 反動 期と いはれ る 千 八 百 八十 年代で はない か。 而 して 問 もな く 鼓に も 反動と して 檩象 主義、 神秘主義が ハウプトマン 

ゃズ ー ダ ー マ ンの剌 に 入って 來 たとい ふ。 けれども 千 八 百 九十 六 年に 神秘的な 『沈 鐘』 を 書いた ハウプト マ ンは千 九 百 九十 九 

年に 自然 的な 『駁 者へ ン セル』 を 書いて ゐる。 自然 派 劇の 本家た る イブセンに すら、 晚 年の 作に は 神秘主義、 檫象 主義が ある 

とい ふ。 併し イブセンが 作 中の 標象 神秘の 味は必 すし も晚 年に 限らす 、『口 スマ ー ス ホルム』 の 如き 自然主義の 作に すら 神秘 

の昧は ある。 『幽 餳』 など も 同様で ある。 是 れは必 すし も 自然主義に 對 する 反動で は あるまい。 要は、 自然主義 といへば に 

之れ を 以て あらゆる 趣味 を 除外す る ものと 考へ るの 弊に だに 陷ら ねばよ い。 自然主義の 眞の 運命 は、 歐洲に 於いて すら 寧ろ 

今後に 決せら るべき もので は 無い か。 

參 

. 九 

自然主義 そのもの、 研究 は 之れ を 構成 上 及び 慎 値上の 二 面に 分かち 得る。 吾人 は先づ 其の 構成 論 を概說 しゃう • . 

自然主義の 構成 は 1 ー點 から 見られる。 第 一 は 描寫の 法 態度 第一 一は 描寫の 目的 題 村で ある。 

第 I  、描寫 の 方法 態度から 自然主義 を 分解す る 時 は、 純客觀 的と 主觀揷 人的との 二つになる。 言 ひか へ れば、 寫實 と說明 的、 

若しくは 本来 自然主義と 印象派 的 自然主義に 外ならぬ。. s 然を寫 すに あたって 、出来るだけ^ 觀 のま、 を 寫 し細寫 しゃ ラ* 

此の 時の 描寫 方法 は 明鏡の 事象 を 射 映す るが 如き ものでなくて はならぬ、 すな はち 純 客観的 純寫實 的で ある を 要する、 是れ 

が 本来の 自然主義 であると いふの が j 方で ある。 盖し 最も 普通な 解釋 である。 フ ベ ー ルが 「藝 術と 作者と は 全く 無 共通 
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らす。 I 方 捸畫界 では 最近 自然主義と 見るべき 印象派の 始め も 此の頃で ある。 而 して 千 八 百 八十 年代に は 早く も 隆盛の 15 點 

に 達して、 反動 を惹き 起こした と稱 せられる。 自然主義、 就中 ゾラ イズムに 封して 逸早く 反 對の陣 を 張った の は ブリュ ンチ 

H. 'ル で、 千 八 百 七十 五 年頃から である。 引きつ 5^ いて ラメ イト ル (J.  rmcttre) フランス (A  France) 等の 重なる 批評家 

も 反對の 側に 立った。 作の 上での 對照 は、 ブ ー ルゼ ー (r.Boar£et) 氏の 小說が 恰も 此の 反動 期 以後すな はち 千 八 百 八十 五 年 

頃から 出 はじめて ゾラ 等の 暗 潜た る 下歷の 悲慘を 描く に對し • 好んで 上歷豪 著の 社會の 歡樂を 描いた。 また ユイスマン (J. 

K.HUy2nans) も 千 八 百 九十 五 年 ひ 『ァ ン、 ル，' ト』 以後 は 自然主義 中に 漸次 神秘主義、 標象 主義の 味 を 加 へ て來 たと 見られろ。 

されば 要するに 千 八 百 八十 年代から 千九百年代 迄 を 引き くるめ て 自然主義に 對 する 反動 時代と 呼ぶ もの も ある。 併し 自然 

主義の 反動と いふ ことに 關 して は、 少なからぬ 疑問の ある こと を 忘れて はならぬ。 先づ其 の 自然主義者と 見なされる 文人に 

ついても 確た る ことの 霄 へぬ 所以 は 前に も 述べた が、 詩人と しての ボ ー ドレ， 'ル (C.  Bgdetaire) と 小說冢 としての ゾラと は 

一般に 其の 最好 代表者と 兒 なされろ。 今 ゾラの 作品に ついて 共の 年代 を考 へて 見る と、 所謂 反動 期 以後が 却って 『ル. -ゴ ン、 

マ 力 ー ル』 の 大作な どれ 盛んに 出た 時で、 言 は 自然主義 は 未だ 其の 代表作 を 出さね 内に 反動の？ 揚げられた 氣 味で ある。 

此等は 反動で 無くして むしろ 反對 者の 多い 中 を 十九 世紀 ひ 末まで 濶 歩して 来たと いふ 概 ではない か。 た 5- 古來 ゾラ 等の 自然 

主義 ほど 八而攻 if の 矢面に さらされた 主義 は 少ない 爲め • 利 弊 長短が 明かに 見えす くと いふ 事 * 及び 歐洲 全般の 思想界が 科 

犖 主義の 過重 I 對 して 反動の 萌し を 示し 來 たった、 其の 餘 波が 多少 は 自然主義の 上に も 影響して ゐ ると いふ： ：$ だけ は 明白な 

寧實 であらう。 其の 以上に は * 自然主義 は 未だ 必す しも 過去の ものと なり 切って 居らぬ。 論より 證據は * 歐洲 近時の 小說 I- 

K» 全く 自然主義の 1^^ 對 側に 立ち 得た 大作が 何程 あるか。 


と 遠 ひ 自然.^  I 全圓 として 描出す.^、 其の 方法 は客觀 から 刺戟 せられた， 王 釅の倾 向すな はち 情趣に よって 丼の 自然 を 全 ® ひ- 

形に 充實 せし むる にある。 部分の 細寫の 如き は 然 主義の 本来で なくして た 1- 伴 起 現象た るに 過ぎぬ と。 一 全 圆體の 自然 を 

寫す、 主義の 情趣で 大 體を寫 す、 紬 寫を耍 せぬ。 是れが 自然主義の 寫實 主義に 違 ふ 所で あろ。 全 脚と いふ ことが 加 はり、 情 

趣と いふ 事が 加 はって、 性質 を變 じた ものになる ではない か。 

自然主義と 寫實 主義との 相違 は 以上の 如く 種々 に 解す る を 得る として、 其の 第 I 說兩者 を 全然 同 一 と 見る 論 は 少なくとも 

近代 文 藝の活 きた 事資 ふ目睹 する もの k 首肯し 得ざる 所で あらう。 第一 一 第三の 程度 說と 性質 說と は、 事實 双方と も眞理 であ 

ろ。 其の 理は 後段 自然主義の 成分 を 研究す る條に 於いてお のづ から 説明せられ ると 信す。 

十九 世紀 後半の 自然主義 は フランス を 中心とする。 併しながら 其の 何年 を 始めと し 何年 を 終りと すろ か は 明かで ない。 殊 

に 其の 終結に 關 して は、 或は 巳に 反動 期に 入って 自然主義 は 過去の ものと 成り 了った 如くい ふ もの も あれば、 事寶に 於いて 

今な ほ歐洲 文藝の 生命で ある 如く 見る もの も ある。 之れ が 起原に ついては * 吾人 はド、 ミル 氏 (A,B,de  Mile) の 『十九 世紀 

文 學史』 が 凡そ 千 六 百 六十 年代 を 始めと する 說を假 用す る。 n マ ンチシ ズムの 代表 ュ ー ゴ ー の 勢力 も 此の頃 を起點 として 反 

動の 氣勢を 示したら しく、 フ ベ ー ルの 出世作 『マダム、 ボ， ヮリ， -』 の 出た の も 矢張り 此の 前後で ある。 緩いて 千 八 百 七十 

年代に 及べば、 ゾラが フ al ベ ー ル？ ト ー デ 10 ゴ ンク ー ル 兄弟。 ッ ー ルゲ, 1 ェ フ 等と 謀って 曙に 自然主義の 會を舆 したの も 

其の 前後で あつたと 傳 へられ、 また 大作 『ル 1 ゴン、 マ 力 ー ル』 の 連篇に 書いた やうな 觀 察に 取り か- - つたの も 其れより 遠 か 
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にも 此の 種の 說は 多い。 

七 

自然主義と 寫實 主義と を 程度の 差と する 第二の 見解 は、 描 S 法 を 如何に 多く 客觀 化する かとい ふ 論に 歸 する。 此の 說 では 

4ss8i 主義 はな ほ 全く 自然の ま V を寫す 度が 足らす、 ^1#意巧僞の跡が多ぃ。 自然主義 は f 歷 之れ を： 备觀 化して、 寫 M の稷 板が 

事象の 影 を 其の ま- -印 する やうに ならなければ 止まぬ。 技巧 細工の 痕迹を 全然 消し 去らう とい ふに 落ちつく つたと へば 嘗て 

も 吾人の 彫刻 論に 引いた ドイツの 美術史 家 口 ー センべ ルグ 氏が、 寫資 主義 は 描寫の 上に なほ 螯 家の 圖取、 置 布、 彩色、 明暗 等 

の 特權を 菜て ぬ もの、 自然主義 は 全く 自然に 無條 件の 降服 をな して、 偶然で も 無形 式で も 無秩序で も 構 はす 自然の 来る がま 

i を寫す ものと した 說の 如き、 若しくは チ ュ ー ビ ンゲ ン の 敎投コ ン ラッド、 ラ ンゲ氏 (K ligge) が 其の 『藝 術の 本艟』 に說く 

ところ、 理想主義 は 自然の 理想 を 思索して 文藝の 中に 据えつ けんとし、 自然主義 は 自然 を模 して 眞僞を 分かち 雑き までに 至 

らんと し而 して 此の * 兩 極端の 問に 立つ 第三者 は寫實 主義で あると した 論の 如き、 皆 自然主義 を 以て 最も 極端なる 自然の 模 

寫と 見なし、 寫實 主義 を 以てな ほ大に 技巧の 殘留 した 穏和な 様式と 見る 意で ある。 つまり 理想主義に 最も 多く 人爲 があって 

其の 漸次 遞滅し 行く 度合に 從 つて 寫實 主義と なり 自然主義と なるとい ふので ある。 

最後に 自然主義と 寫實 主義と は 性質の 差で あると いふ 說 によると、 寫實 主義が 自然の 模寫 たるに 反して、 自然主義 は 軍に 

自然と いふ 以上に 或る 條件を 加へ たもの を、 單 に模寫 とい ふ 以上の 或ろ 方法で 寫す ものである。 前に 引いた シュ タイン 氏の 

說 では 現實 から 受けた 印銘 を增滅 する 所な く 再現 せんとす る 試み は、 寫箕 主義の 新たなる 轉 化に 外ならぬ、 自然主義 は 其れ 


を 中世 以後の 理想主義に 對 して ギリ シャ藝 術の 特色で あると した。 而 して 哲舉者 へ ー ゲル は 同じ ギリ シ ャ Q 藝術を クラ シ シ 

ズ ム に 分類した。 されば 此の 兩家を 突き 合 はすれば、 クラ シ シズム と 寫寶生 義とは ギリ シ ャ藝 術に 於いて 合體 する。 クラ シ シ 

ズム 卽寫實 主義と いふ 奇異なる 結 (f に歸 ずる。 けれども 此の 奇異なる 結論に 理が あるので あらう。 すな はち ギリシャ 藝術 

の 特色 は迪例 其の 外形 卽內容 であろ 所に 存 すると 稱 せられる。 外形に 見 はれた 所 だけで 滿足 する、 十分で ある。 外形 を 毀ち 

さへ せねば、 それで 美の E 的 は 達せられる。 勿 論 ギリシャ にも 事實 此の 以外の 倾向は あるが、 吾人が クラシカルと いふ 時の 

中央 概念 は 外形 本位と いふ ことで ある。 クラシシズム S 外形 主義、 而 して 外形 を 本位と する 限り は、 自然が 現資に 造り 出 だ 

して ゐる者 以上の 標準 は 無い 譯 であるから、 玆に 外形に 見 はれた 自然すな はち 現寶を 最高 模範と して、 藝術は 之れ を 模寫す 

る 外 は 無い。 自然の 模寫、 外形の 模寫、 是れが ギリシャ 人に つきまと ふ美學 思想で あろ。 ニーの f が 外形の 模 寫が內 面の 

模寫 とい ふ 思想に 一歩 を轉 じた 事 はあって も、 大體に 於いて 外形的 模寫 論が ギリシャ 思想の 特色で、 同時に 古代の 模寫 論と 

近代の 模寫 論との 區分も 此の 點 にある。 外形の 模寫、 自然の 模寫、 之れ を 中心とする 點に 於いて、 寫實 主義 は クラシ シズ A 

と 通す ろ。 へ ー ゲル、 シェ リングの 一 致 は 是れに 外ならぬ。 而 して 自然主義が 寫實 主義と 合致す ると 見る もの もまた 此の 點 

に 立脚す る。 美舉者 ハルトマン は、 シ ヤス レル。 カリ HI ル等を 論す る條に 於いて、 寫實說 の 理想 說に對 立す る 意義の 不明瞭 

なる を 難 じ、 また 其の 本論に 於いても、 假麸說 の 立場から、 文藝 上の 現實 自然と いふ こと を I じて ねる が、 それらの 場合、 

自然主義と 寫實、 義の ii に 明確な K 別 を 立て i 居らぬ。 また ベルリン 大擧の デソァ 氏 (M.  Dessoir) は、 其の 近著 『美 擧及 I 

般 蘇 術舉』 に 於いて 「自然主義 は文藝 S 現. と. 见、 諸秘の 理想主義 は文藝 を現實 よりもより 多くな りと 見、 形式主義、 幻像 

主義、 感覺 主義 は文藝 を現赏 よりもより 少なし」 と 3- ると 言って、 暗に 自然主義と 寫贊 主義と を 同義に 解して ゐる。 其の 他 
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中 か I 集す る 化合 元素で ある o 近代 自然 囊の 複雜な 所以 は， こえ 存 する。 综は みな 吾人が 本論に 於いて 分 W し，， 

類 せんとす る 材料に 外ならぬ。 

吾人 は 成分 論に 入る に 先だって、 寫實蠢 と 自然主義との 千 f 概說 する 必耍を認 める 0 蓋し I 主義の みま、 他の f 

問題、 11 等と 異なり 在來 I 上の 一 傾向で また 釐 の廣饥な もの、 自然 囊と 近似した ものと 見える からで ぁる0 

奏 主義 は 元来 理想 囊 と對應 して、 美畢 上に 一 群 をな すべき 文藝 原理であって "マン チシ ズム、 ネチュ f ズ ム等？ 

の づ から 是 れと刖 Q 一群と 見られる。 而 して 兩者 簦に相 交錯して 存 する I ベく、 之れ を文覽 上の 傾向 若しく ま 分 f 

して 見る 卖は、 奏囊 Qs する 所 は I、 囊ょ I 更に 廣く、  sli 囊囊 Q  I?sf れる。 また 之れ を 

哲理の 上から 言へば、 一面に 於いて I した も？ あると 共に、 一面た とへば 外に 現 はれた 所 塞す とい ふが 如 I に 於い 

て 一 致す る 一 1 原理で ある。 

自然主義と 囊義 との 哲理 上の 干 1、  I  i 確 すれば、 凡そ 三 様の 見解に 歸 する。 第 一 は a?l 同 一 と 見な 

す もの、 第一 一 は § 間に 程度 S ありと すろ もの、 靈は兩 者 全く 質 を 別にす ると 見る ものである。 0m 

題 I ずに は 文 S 何 I 何に して 具現す ベ.. かと X  二重な 极 IQf した も Q として 取り扱 はざる 禽 まい。 而し 

て是れ まで Q 蒙 HQ 如何にし てと いふ 方法論 Q 上から B?M せんとして ゐる。 何 t いふ 磨？ 邊が不 十 

f やう はれる。 今先づ S とい ふ g ついて 見ん i^、 かの I 者に して f 詩昧 ある 美 f 立てた シェ リングよ、 之 I 


僅かに m 二 年なら すして テフ ァ ェ ル前 派： は 早く も 瓦解した。 HI 志 は备々 其の 傾く ところに 從 つて 自铜 本來 0 方向に 特色 を？ 1^ 

揮して 來た。 中に ついて 最も 著し いのは IX ゼチ である。 彼れ は單獨 となって 自家 一 侗の倾 向 を 追 ひ 始める や 否 や、 I 歩々々 

其のい は ゆる 自然 的 方角から 遠ざかって、 情緒 的の 方に 奔 つた。 彼れ の 詩に も靈 にも、 殊 さらに 煩瓒な 寫實的 自然 的 描寫が 

揭 入して 無いで はない が、 それ はむしろ 邪魔に はなっても 妙所と はならぬ。 み： 體の 特色 は 矢报り 極めて 濃厚な 情緒 的 傾向に 

あった。 要するに ラファエル 前 派 は 始めから 分離すべき 二 面を强 いて 括り 合 はせ た 主張であった 爲、 末に 及んで 相 背き、 a 

ゼチ によって 其の 一 方た る 情緒 的が 勝ち 自然 派が 遣棄 せられた。 蓋し 主觀 的と なり 情緒 的と なり 誇張 的と なるべき 情緒 的と、 

客觀 的と なり 寫實 的と なる ベ き 自然 派と が 相 容れ雞 いのは 自明の 事で ある。 

そこで 自然主義 は 文舉の ゾラ、 繪甍の モネ ー 等に よって、 資 驗小說 とい ひ 印象派と いふ 旗印の 下に 擁立 せられた。 同時に 

今までの IM 伴 l<f は 凡て 敵と して 斥けられた。 情緒 派 は， 狂 熱に まかせて 事實を 誇お する が 故に 自然 を 傷 ひ、 理想 派 は 事 實に選 

擇作爲 を 加へ て 原形 を變 する が 故に 自然 を 傷 ふ。 き 我 派 は 已れの 欲念 を 先にす る ことによって、 中 十：： 派 神秘 狱は時 を 隔て 境 

を 隔て、 事實の 的確 を 矢 ふこと によって、 凡て 自然 を 傷 ふ。 自然主義 は 一切 是 等の 絮累を 振りす て、 新しい 所から 出發 せん 

とする 文藝の 様式で ある。 

さて a マン チシ ズム の 中から 分立した 自然 派 は、 直に 世間から 新しい 應援者 を 得て 之れ と 結合 せんとした、 其の 第 I に來 

たのが 文藝 上の B 資主義 である。 自然が 口 マ ンチ シズム から 分解す る こと は寫實 主義と 化合す る ことであった。 啻に 寫箕 主 

義 のみでない、 之れ を 手始めに 文藝 以外の 思想界から、 およそ 己れ に 便宜な 要素 をば 幾 ばくとな く 吸引し 來 たって 自然主義 

の 成分に した。 M 驗 科舉然 り， 進化論 然り、 社會 問題 然り、 新しい 自我 >  新しい 现想、 凡て 獨立 後の 自然主義が 周函 の大氣 
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紀の 前半 を 輝かす 大緣裹 を 生んだ。 それ は 卽ちレ ム ブラ ントの 世相 書 肖像 等で ある，。 レム ゾラ ントの 世相 か カラ. tv ッジォ 

等の 自然 派に 脈 をつな いで ゐる こと は、 鎗 S 史の證 する 所で あるが、 レム ブラント を 自然 4S と斷定 する 說の 一例 は、 ドィ 

ッの フォン、 シュ タイン (von  stein) 氏の 『新 美學 階梯』 にある。 氏 は先づ 自然主義 を 以て、 外形 を 細かに 寫す よわ-も 自然の 

全體を 我が 情趣の 助けで 描く にある とし、 レム ブラントが 『ラザ ルスの 覺醒に 於け ろ 基蝥』 の 如き は、 救世主の 顏 すら 明瞭 

に は 見えす- 其の 姿勢 また 他の イタ リ ー 塞に 多く ある 如く 仰々 しい 與奮 的動搖 をば 示さす • 救世主 を 包む 光線 も殊 さらに 神 

秘の. 兀耀を W ふるが 如き こと をせ す、 凡て 自然に ある 光景 を藉 りて、 而も 其の 感じ を 十分に 表現し 得た 所が 自然 派た る 所以 

であると 論じた。 此に 至れば 搶寮 上の 自然主義 は 十七 世紀に 於いて 早く 十九 世紀 前半の 文學が 有する 自然主義よりも 一歩 を 

進めて ゐた 趣が ある。 併しながら 是れを 後の 印象派の 自然主義に 比べれば、 尙 そこに 單 純と 複雜 との 距離 を； する こと 勿論 

である。 吾人の 論 は 後の 自然主義に 入らねば ならぬ。 

五 

P マ ンチシ ズム內 の 自然主義が 他の 同居 者と 分離せ ざる を 得ざる 事實 は、 鎗靈 及び 文舉 にわた つた ィギ 9 スの ，一 主義、 ラ 

ファ H ル前 派の 始終に よって 最も 明に 證據だ てられる。 此の 派の 首領と も るべき II ゼチが 首 ふ 所に よれば， ラフ ァヱ ル前 

派 は ラフ ァ H ル 以前の ィ タリ， 输 養の、 全く 傳習遣 型に 縛られる ことなく、 自由に 自然と 相 接して 之れ を師- 衣と すろ 風 を 慕 

ひ、 f も 一 切の 成型 を て k 直接に 自然 を師 とし- 微細に 自然の 形 似を冩 さんと すると 同時に、 一 方に は 熱烈の 情緒 を此 

等の 文 藝 に寓 せしめん とする 目的であった。 然るに 此の 的と e 然 的と いふ 二 面の 目的の 調和 は 不可能であった。 刚鉛後 


其の 『殉 敎者ビ ー タ ー』 の銜で 暴風に どよめく 樹木の 背景が、 11^ の 地位から 進んで 本景に 入って わる 例な ど 維 粛界の の 

漸く 人事から 自然 物に 廣 まる 端 を 示した もの、 從 つて 歐洲に 於け る 自然 粛 若しくは 景色 靄の 鼻祖 は 此の 邊 にある と 評せられ. 

る (此の 蕺 惜しい かな 今 は 亡びたり )o 共れ より 後 十七 世紀の オランダ 派と なり、 十八 世紀の イギリス 派と なって * 自然 虜は 

益々 發展 した。 中に も 十八 世紀の 後半、 イギリスの ゲ ー ンスボ la に 至って、 近世 景色 畫の 基礎が 確立した。 而 して 後 n ン 

ステ ー プルと なり、 タ ー ナ ー となり、 また フランスに 其の 刺 戦 を 及ぼして は、 テオ ド ー ル、 ルソ ー 乃至 コ alo ミレ ，等 • 

近世 漦色裹 の 大家が SS 然として I 時に 競 ひ 起こった。 されば 今 若し 自然 を 重なる 題材に する もの を 自然主義と 呼ぶ 意味から 

すれば、 緣翥 上の 自然主義 は實に 十六 世紀の チ、 ァノ 等から 形 を 成して、 前揭の 近世 諸家に 及んだ ものと 言 はねば ならぬ。 

けれども 吾人が こ X で 論究 せんとす る輓 近の 自然主義 は、 此の上に 尙幾歷 の 曲折 を 加へ たもので ある。 例へば 夫の アム プレ 

ッシ 3 一一  ズム卽 ち 印象派と 呼ばれる 一派の 翕 風の 如きが、 此の 曲折 ある 自然主義 を 代表す る。 恰も 文 學でヮ ー ゾヮ！ ス 等の 

自然主義と ゾラ 等の 自然主義 とに 單複の 差 ある 如く * 擒 畜 でも テオ ド ー ル、 ルソ ー。 n a 1 等の 自然主義と マネ ー。 モネ ー 

等 印象派の 自然主義 とに 單複の 差が ある。 

複雜 なる 近代き 然 主義の 說に 入る に 先だって、 今一 っの搶藺^：^^に見落とすべからざる巢實は夫のジャンル卽ち世相甯の 

自然主義 である。 输寨に 於け る 初期の 自然主義 は、 むしつ 此の方 を 重要と 見るべき かも 知れぬ。 是れ 亦た 端 を 十六 世紀 後半 

のィ タリ ー に發 して、 1^ 家 力 ラブ ッジォ 等の I 群 を ナチ ユラ リス チ (Nataralisti) すな はち 自然 派と 呼んだ。 其の 主義と する 

所 は專ら 自然の ま- -の 事物 を 手本と して 人物 を籥 くに も 常に 活 きた 人間 を！ 3^ る ま- -に寫 すと いふに あった。 今日から 見れば 

塍 とした 自然主義 であると 同時に、 所謂 ジャンル 啬の風 も是れ から 興って、 其の 餘勢は 遠く 北方 オランダに 及び 兹に 十七 世 
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ズム そのものに は 他の 要素 も 結合して ゐ る。 前に 揭 げた 六耍素 中の 自然 的と いふ こと、 すな はち 人 問の 巧僞 に反して 自然の 

醇樸に 還る とい ふ倾 向が やがて 此の 自然主義 であろ と共に、 情緒 的と いひ、 理相 { 的 とい ひ、 中古 的と いふが 如き 諸耍素 も 局 

時に 存在して ゐる のが a マ ンチシ ズムの 特色で ある。 斯 くの 如くに して 吾人 は實に 明白なる 自然主義の 端緒 を. 11 マ ン チシズ 

ムの 中に 見出だす。 ルソ ー、 ヮ ー ヅヮ ー スは 自然主義の 先達で あると 同時に ロマンチシズムの 先達で ある。 

然るに 降って 十九 世紀 後平の 自然主義に 及べば、 或は 之れ を 以て a マ ンチシ ズムの 反動と 見る もの、 或は 之れ を 以て a マ 

ンチシ ズムの 速 絞と 見る もの、. 全く 矛质 した 2^ 解 を すら 生す るに 至った。 是れは 何故で あらう。 十. K 世紀 初頭の 自然主義と 

十九 世紀 後 牛の 自然主義との 間に は、 如^なる 曲折 を：. 賦 する か。 吾人の 見る ところ を 以てすれば、 此の 曲折 はやが て 自然 主 

義が a マ ンチシ ズムの 中から 分家して. 本家 を領 する に 至る 經過 である 3  口 マ ンチシ ズムを I 家に 譬 ふれば、 「自然 的」 、「情緒 

的」 以下 五六の 兄弟が 同じ 屋の 下に M: 居して ねた。 然るに 此 等の 兄 笫中 「自然 的」 と 名のつ くものと 他の 兄弟 等と は 性 來が遠 

ふ。 £nf 不和であった。 而 して 「自然 的」 は 自ら 分家して、 他からの 來援を 得て 遂に 自然主義と いふい かめし い 看板 を 上げ 

, 本家 を 横領す るに 至った。 是れが 此の 主義の 生じた 次第で ある。 

a マ ンチシ ズム內 の 不和 合から 生す る 自然主義の 變 遒を說 くに 先だって、 魔く 文藝 全般の 自然主義 について f 瞥 する に， 

吾人 は树 書の 上に 其の 最も 早い 發生を 認める。 こ でも 文舉の 場合と 同じく 自然 を 好んで 題 村と するとい ふだけ の 意味の も 

のが 十六 世紀の 前半 • かの 色彩 卽 生命とまで 驚嘆せられ たる ヴェ 一一 ス 派の 泰斗 チ 、ァノ に 於いて 早く 萌した と稱 せられる。 


ス 自然主義の 種. k なる 名目と なる。 ブラ ン デス 氏が 言 ふところ、 「イギリスに 於け る 思想の 傾向と しての 自然主義 は、 ヮ， -タヮ 

1 スこ 現した、 其の 狀態は 凡て 外に 昆 はれた る 自然 を 愛し、 自然より 得た る 印象 を蓄 へ、 動物、 小兒、 田舍 人、 精神 上の 

貧者に 對 して 誠 愛なる 事 等であった oira して コ ー ルリ ッヂ。 サゥシ ー に 及んで は ドイツ、 " マ ンチシ ズムの 中身 を 自然主義 

で 取り扱った 趣が ある、 之れ を 自然主義 的 口 マ ンチシ ズムと 名 づけた。 また ス コ ッ トは歷 史的 自然主義、 シ エレ ー は 根本的 

自然主義、 バイ a ンは 其の 『ドン、 ジ ユア ン』 に 於いて 自然主義の 頃點を 示した とい ふの が ブランデス 氏の 論の 大綱で ある。 吾 

人 は 之. を 以てた 如何に 縦々 なる 自然主義が あり、 また 如何に 多くの 詩人、 否 殆んど 凡ての 詩人が 自然主義 であり 得る か 

の 例と したに 過ぎぬ。 ブラシ デス 氏の 此の 論は必 すし も 凡て 首肯すべき もので は 無い a 同じ やうな 混雜は ブリュ ン チエ- ル 

の フランス 文 學2„ ^にも 兑 える。 彼れ は フランスの 自然主義者 を數 への ぼって、 ギ ー -1 1、 ゴ ー チェ， 等にまで 及んで ゐる。 併 

しながら 若し 之れ を 明瞭に 區別 せんと するとき は、 バルザック。 フ a  I ベ， ル すら 旣に 自然主義と 寫實 主義との 中間に さま 

ようて、 『批評 史』 の 著者 セ ー ンッ. ベリ ー 氏 をして ゾラの 自然主義に 於け るフ a I ベ ー ル の寫實 主義に 於け るが 如しと 言 はし 

めて ゐる。 要するに 自然主義と いふ 語の 範圍は 今日 尙 極めて 茫漠たる を 免れぬ。 

さて 以上の 如き ル ソ，、 ヮ ー ヅヮ ー ス 等が 自然主義 は、 同時に また a マン チシ ズム である。 ルソ ー が フランス 革命 乃至 ュ 

1 ゴ ー 等の t> マ ンチシ ズムに 根本の 刺戟 を與 へた こと は 言 ふまで も 無く、 今日 フランスの 口 マ ン チシズ ムを說 くもの は必す 

其の 淵源 を 此の 人に 置く。 ヮ ー ヅヮ ー スの 場合 また 之れ と 同じく、 イギリスの 十九 世紀 文學は a マン チシズ ムで幕 を 開ら く 

而 して 其の 第 一 登場 者はヮ ー ヅヮ ー スに 外ならぬ。 ルソ ー、 ヮ ー ヅヮ ー スの 自然主義 は n マン チシ ズムの 根本で ある n マン 

チシ ズムの 中には 初めから 自然主義 を 含蓄して ゐ た。 但し 之れ は a マ ン チシズ A の 主要なる I 面に 過ぎ. すして、 0 マ ンチシ 


文藝胖 n 

力と なって 之れ を 活かして ゐ るので は 無い か。 何等か 2 物が、 ギぶャ I から 4=10 今 曰に f まで、 子と なり 孫と 

なる もで 努力 向上 gl はり 横 はって、 已れ を大皇 Q 下に I し來 たらん ともが く。 之れ. S 境に してよ I かの 形 

に 於いて 之れ を 探し W さんと す I 持、 之れ を 我れ にして はた，. 突出し 展開 せんとす ろ 無 方の 焦燥 心。 « マ ンチシ ズムは 乾 

枯 した 殺 を蝶脫 せんとす る 息吹に. 外ならぬ。 さて 此の I 物 を 何と 名づ くるわ。 

n マ ンチシ ズ さ 豪が 斯 くの 如 III くさん として ゐる 時、 忽ち 行く手に If  i し來 たった も 0 が 自然 囊 

である C 文寶上に辜画の名を最も明^«に揭げたものは所謂フ， フンス自然主義でぁるが、 主義と 名のつ かぬ 自然， i は 

年く イギリスの ワふヮ 丄に端 I. し、 更に 溯って は フランスの ルソ， に 芽 組んで ゐた。 此の 場合に 於け る 自然. i の 意 ゆ 

は單に 人間の 對照 とし て 0 然に f  、裊 i とすると いふに 歸 する。 ル ソ1 は 其の 第一 論に 於いて 筆も| も 及ばぬ 裏の 

偉大 を 謹し、 第二 論に 於いて I なく § なく i なく 戰鬪な I 始社 會を讓 し、 敎育 小說 『エミ，. ル』 こ 於いて 3 匕つ 

手に 成る もの は 凡て 善、 人間の 手に 成る もの は 凡て 匿」 の f 述べた 。一切 人 SI を 去り 文 S 忘れて 自然の 本 こ 還れ • 

十八 世紀の 半ばに： S たルソ 1 の 自然主義 は 此の 意に 外なら なかった。 繽 いて 十八 世紀の 末に 出た ヮ ，ぎ.' スは、 其の 7 

情歌 集』 然ー 一版の 序に 於いて、 詩 はた.^ 平凡 境に 於け まい 禱の 自然の 流 f 平凡の I に 調べ m だすに 止まる、 I 

殊の辭 法 無く  I の 人生 無しと S し- 且つ 最も 自然の 景に 露して、 a じと 自然 物との § を すら 忘れん 参る，， 至つ 

力。 自然 を 愛し 自然の 狀 態に 近づく。 是 ムがヮ I. ッヮ， スの 自然主義で I。  im. 所謂 ィ ギリ 


に と St と § り來 たって- 之れ を 塞の 對 境に 求めれば i 的と なり，. 之れ 皇 S 我れ に 求めれば 自我 的と な 

る 外形 gfl 去って 一指 直ちに 囊 した 中心の S に觸 れんと する。 共の 骨 髓を向 ふに 求めれば 理想に 行かざる を 得 

す， 我れ に 求めれば 自己の 個性 に 行かざる を 得ぬ。 P マン チシ ズムに 事物の 中身 を 取り出さん とする 二 傾向、 すな はち 理想 

的と 梟 的との 特性 ある は 此の 现に 外ならぬ。 最後に クラシシズムの 特質 現實 的と いふ ことの 反動 は i 的 または 超 現 i 

とい ふこと になる。 現實 平明の 境の 無味なる に飽 いて、 大に 想の 欲 を 逞しう せんとす る。 必然の 結果 は 時代に 於いても 場 

處に 於いても 現實を 超越す るに 如く は 無い こと X なる。 時代に 於いて 現實を 超越 すれば、 過去、 就中 暗澹と して 人の 想像 を 

そ V のかす 中古 こそ 其の 恰好 時代と なる。 また 場所に 於いて 現實を 超越 すれば、 人間以上の 神秘 界 こそ 其の 恰好 舞臺 となる 

斯 くして ri マ ンチシ ズムに は 更に 中古 的、 神秘的と いふが 如き 特性 を 生す る。 情緒 的、 自然 的、 理想的、 自我 的、 中古 的 

神秘的、 吾人 は 此の 六 項目の 何れ か. 幷存し 若しくは 獨存 して 其の 中心 動力と なり 居る もの を n マ ンチシ ズムと 定義 せんと 

する ので ある。 其の 他の 諸 細目に 至って はすべ て 以上の 大綱に 攝 せらるべき ものと 信す る。 

/\f 情緒 的  - 

一知 巧 的 X 一 自然 的 

ク ラ シ シ ズ ム- 形式 的〉 〈{2: 容的 ,5 勺  丫 マン チ シズム 

(中 .P7 勺 I 

秘.. - 

併ん ながら 此 等の 諸 特質 は 究竟 何 を 生命と して 發 動して ゐる か、 此 等の 背後に は、 さらにく 奥深く 或る 1 物の 熱い 息が 

齑 ま息蠢  し k 


此の 傾向が 卽ち n マ ンチシ ズムに 外ならぬ • 

n マ ンチ シズム とい ふ 語の 內容は 今以て 不確定で ある。 十九 世紀 當 初の 精神 界に 見えた 新 機運 は 凡て 之れ を B マ ン チシズ 

ムと 呼ぶ。 或る 者 は 之れ をメデ . ，ゲ リズ A  fi 卽ち 中古 主義と 解して、 ス n ット 等が 雷 小說の 如き 臭の 例 

とする。 また 或る S 之れ を 神秘的なる 7 ル？ V チ Q 長 詩の 如き ものに 代表せ しむる。 また 或は 之れ を 理想的なる シ？ 

等が 作の 如きに 求め、 或は 之れ を ヮ.. ゾ TK 等が 臭を宗 とする 傾向に 求める。 何れも 其の 一端に 解れて 全斑を逸 し 5, 

解で ある。 今 試みに 西 人 li へ 上げた る。 マ ン チシズ A の i 釋 I も i に 便宜な 例と して 『十九 世紀 蕭 "マン チ 

シズ ム史』 g*f ァス氏 (Bci の說を 引く と、 其の 意に 曰 はく、 フランスの 批評家 ブルン チ HI ルは其 2$ 史で 女， 

文豪 マダム、 ド、 シ ュテ丄 の說、 異敎 主義に 對 する 基 I 主義、 上古 主義に 對 する 中世 主義すな はち クラシックに 封す る 

» マ ン キックと いふ 解 釋を 是認して" マ ンチシ ズムは S 主義な. s、 自我の 發 射な？ U して ゐ るが、 耍 する に歐洲 S 蜃 

力 過去すな はち 中世に 回顧す るの 思想、 すな t 中直義 が" マ ンチシ ズムの 本義で あると。 而 して ビ 1 ァス氏 は 此の、 義 

力 包括す る羅念を數 へて、 霧の 疆、 墓なる ものに 感じき 事、 自然の 景を 愛する 事、 隔たりた る 時代 I に對 する 

與味、 不思議 神秘に 對 すろ 好奇心、 主觀 的なる 事、 S 的なる 事、 自我の 揷入、 熱心なる 新藝術 SI とした。 以て 其の 

內 容の雜 多な ことが 推せられ る 0 今 若し 此等 を前 段 クラシ シ f の根本耍 件と 相 千 f しめて、 幾何 かの iii 括す 

る 時お クラシシズムの 知 巧 的と いふ ことから、 直ちに I 翻して 知識に 對 する 情緒の 反動、 巧 僞に對 する 自然の 反動が 生す 

る。 冷 かな 知 量に 反撥して 熱烈なる I の 反動 を 欲し、 煩？ る 人 巧に 反撥して 醇樸 自然の 源に 還らう とする 0  I 的、 自 

f 是れ が先づ 認められ たる P マ， Z チ シズム G 的 f ろ S である。 緩いて は クラシシズムの 形式的と いふ ことから f 


のこと， 近世 自然主義 Q 本土 フランス では、 ュ， ゴ.. 以下の マン チシ ズム があって 後 バルザック。 フ" 1 ベ 1 ル から ゾラ。 や 

-パ- > サンに 極まる 自然主義が 出た？ ト イツの 自然主義 も 所謂 第二の スッ ー ルム、 ゥント 、ドラ ングの 風に 煽られて 出た 者と 見 

られ る. 。而 して ドイツ 文擧 史上の スッ ー ルム、 ゥント 、ドラング 卽ち大 あらし 時代 は 常に 精神に 於いて „ ^マン チ シズム である。 

如上の 事實 からして、 吾人 は先づ 自然主義と P マ ンチ シズム との 千槃を 研究す る 必要が ある。 蓋し 近時の 文藝 史家が 欧洲 

の 近世 文藝を 論す るに 於いて 略 一 致す る 分類法 は、 クラシシズム、 ロマンチシズム、 ネチ ユラ リズム、 シ A ボ リズムと いふ 

が 如き 名目で ある。 卽ち 自然主義 は 之れ を文藝 的に 見る とき は、 首 を マ ンチ、 ンズム に 接し、 尾 を シムボ リズムに 接する。 

此の 兩 者との 干檠は 本論の 重要 問題の 一 つで ある。 

シムボ リズム 、クラシシズム、 ti マン チシ ズム の 三 名目が 贺學者 へ ー ゲル の 美術 論に 於 いて、 始めて 最も 明瞭に 文 藝彙類 

の對照 語と して W ひられた こと は 人の 知る 所で ある。 然るに 近世の 評論家が 之れ を， 近世の 文 藝に應 用す るに 及んで、 其の 意 

義と 場合と に變化 を： 米た した 。近時の 用語 例に よる 時 は、 十七 八. 世紀に 亙った 歐洲の 文藝は t 大勢に 於いて フランス を 中心と 

し、 ギリシャ、 ラテンの 古風 格に 基づいて I 種の 體を 形づくった。 之れ を總稱 して クラシシズムと 呼ぶ。 彼等 は あらゆる 作 

品に 均整、 統 1、 規律、 明晰 等の 智巧的 條件を 要求す る。 知 巧 的と いってよ からう。 また 此 等の 條件は 事物の 形式に 宿. る も 

ので あるから、 彼等が 形式に 特種の 執着心 を 有して 居た こと も 察せられる。 形式的と いってよ からう。 また 彼等 は抬 象的橡 

念と しての 外、 多く は現實 平明の 事物に 其の 形 似の 美 を 求めろ 傾 を 持した 0 現實 的と いってよ から 50 知 巧 的、 形式的、 現 

實的、 此 等の 特色 を總 括して クラシシズムと 呼 だ 十七 八 世紀の 文藝 は、 十八 世紀の 末、 十九 世紀の 始 にかけ て、 夫の フラ 

ンスを 心と して 大廻轉 を 遂げた。 十九 世紀 初頭の 新文藝 は、 あら ゆろ 意味に 於いて クラシ シズ A の 反 ® であった。 

文？  ssn  f 


I 代の 風潮 を自覺 せしめ、 改新せ しめ、 紫榮 せし むる 上に 勘な か ぬら 便益 を與 へる 。主義と は 畢究或 種の 傾向 風格 を 統括した 

總名 ではない か。 之れ を 未來に 押し 蟥 げんと する の 努力が 主義の 努力で ある 0 自 已の爲 さんと する 所に 信念と 自意識との 伴 

ふ 限り、 如何なる 形に 於いて か、 如何なる 名目に 於いて か、 はた 如何な ろ 明確の 度に 於いて か、 主義 標榜の 生じ 來 たる は 誠 

に 止み難き 近代 思想 の特徵 である。 

斯 くの 如くして 藤村獨 歩の 諸氏 はむしせ 外 間から 其の 傾向に よって 自然主義と 總稱 せらる るに 至った が、 作者み づか らも 

目下の 自家の 作風 態度が 最も 此の 稱呼 中の 意味に 近い ものである こと を 承認して ゐる であらう と 信す る。 更に 其 後で は、 、せ 

時の 諸 短篇に 見える 小 栗 風 葉 HIT 德 田秋聲 氏、 『蒲 圑』 に 見える 田 山 花 袋 氏、 『共面 影』 に 見える 長 谷川 二葉 亭氏、 S 塵』 に 見 

える 正宗 白鳥 氏、 乃至 共の 他の： S: 家、 すべて 益々 自已の 傾向 主義に 對す る自覺 を 明に して 行く ので は 無い かと 察せられる 

而 して 此等 諸家の 主義 傾向 を 一 括して.、 最も 便宜な 名を與 へれば、 自然主義で あらう。 勿論 一 旦 名を與 へれば、 其 名に 役せ 

られ ろと =S ふ 弊 も ある。 けれども それ は 何の 場合に も存 する 利害 封 立の I 面に 過ぎぬ。 

き 一 

過去に 於け る 小 杉 IK 外 氏の 自然主義、 乃至 後藤 窗外 氏の 心理的、 硯友 社風の 寫寶的 等と- 現在の 所謂 自然主義との 間に は 

短 少なが らも 我 國相應 のスッ ー ルム、 ゥ ント、 ドラング、 若しくは a マ ン チシズ A が 介在して 居る。 明治 三十 四 五 年頃の い 

は ゆる 一 1 イチ H 熟、 美的生活 熱の 勃與 から、 同じく 三十 七 <： 年度まで が卽 ちそれ では 無い か。 今の 自然主義 は實に 此の 小口 

マ ンチシ ズムの 後に 起った 特殊の 現象で ある。 前期の 自然主義 寫實 主義に は 此の 經歷が 具備して 居なかった。 吾人 は 兹に重 

耍の意味がぁる-^0-ふ0切言.？-ば自^^主義は必らす，, マ ンチシ ズムを 通過した もめでなくて は. 5^ らぬ 。泰西の 事例 は 勿論 モ 


さて 欲いて 昇 *o 曰 影 * 我が 文 擅の 前途 は 何で あらう か。 

自然主義と いふ 語の 初めて 我が 小說 界に揭 げられ たの は、 多分 小 杉 天 外 氏からで あらう か 氏 は 六 七 年 前し きりに ゾラ ^ ん 

でゐ たやう である。 其の 標榜す ると ころの 由來 もお のづ から 察せられる。 併し 天 外 氏 はまた 後年 同じ 脈、 同じ 態度の 作 を實冩 

と 呼んで ゐる。 自然主義と 寫實 主義と 共に、 氏の 語 を 借 力て 言へば 、鼻が 高 か 過ぎる からといって 鉋 を かけて は僞 りになる、 唯 

在りのま、に寫したのが眞の人間でぁるとぃふ^4場にゐる。 而 して 夭 外 時代の 自然主義 は、 或 時 は寫實 主義の 蔭に 蔽 はれ、 或 

時 は a マン チシズ ムの反 對に壓 せられて、 未だ I 世の 風潮と なる に 及ばなかった。 思 ふに 天外 氏の 自然主義 は、 其の 理論に 於 

いても、 はた 其の 作に 見 はれた 所に 徵 しても 今の いは ゆる 自然主義 中の 耍素 を、 少なくとも 其の 傾向と し 目的と して 含蓄して 

ゐ たこと は爭ひ 難き 事實 である。 描寫 方法の 純客觀 的な らんと する こと、 題 村の 肉に 及び 醜に 及ぶ を 避け ざらん とする こと 等 

いづれ か 自然主義の 主要 元素で なから う。 唯 それらの 外に、 尙 I 呼吸の 合致せ ざる もの あるた め 我が 自然主義 にも § 後期の 

^割 を 生やる に 至った。 天外 氏の 自然主義 は 其の 前期 を 代表す る ものである。 自然主義 論に 此の 作者の 名 を 逸して はならぬ。 

§ の 自然主義 は 昨年 來 現に 吾人の 眼に 新たな 現象で ある。 假 りに 時 を 限れば 島 崎滕村 氏の 『破戒』、 國木 田獨歩 氏の 諸 短 

篇 等が 世の 批評に 上った 頃 を 其の 端緒と 見て よい。 前期に あって は、 夭 外 氏み づ から 其の 主義 を 意識して ゐ たが、 後期に あ 

つて は、 獨歩氏 は 以前から 同一 若しくは 近似した 作風 を繽 けながら、 世呵か 其の 倾向を 自然主義と 認める に 至らす、 現在に 

あっても、 作者み づ から は 何 主義で もない と 新聞紙な どに 公言して ゐる。 また 藤 村 氏 も 嘗てみ づ から 自然主義 だと 宜 言した 

と は 聞かぬ。 此等を 自然主義と 呼び 做す に 至った の は 世間 若しくは 評 壇からの 事で ある。 しかも 吾人の 見る ところ を 以てす 

れば、 是れに 聊かの 不 S8 も 無く、 また 不適 當な嫌 ひも 無い。 文藝 上の 名目 は 其の 作家から 出る と評冢 から W ると を 問 はす 

文藝. 1  S 


文 翁 評 ま  ，  0 


文藝上 の 自然主義 


r 日の出 鉗』 と は ハウ ブト マ ンが ドイツに 自然主義 を廣 めた 新社會 5 の 名で あるが 此の 名に は储に I 種の シム ボタ ズムが 含 

まれて ゐる。 一 評 家が 言った 如く、 作者 は あれ 程暗擔 悲痛の 人生 を 描きながら、 『日の入り 前』 と 呼ば. f して 『日の出 前』 と 呼 

んだ。 前途に 大 光明の 希望 を かけて ねたので あら テ。 其の 希望 は 社會の 改造で あつたか、 將た 個人の 解放で あつたか、 何れ 

にしても 當 時の 人 は 目 を 見張って 「第二の イブセン！」 と 叫んだ。 

娩近 我が 文壇に 自然 キ： 義の這 入って 來た 光景 も 亦た 「日の出 前」 と 呼びたい。 玆 では 文 擅の 夜 あけがたに、 何時と なく 東 山 

の^ 1 峰から 鮮やかな 一 道の 光 を 射 上げて 來た。 寓物は 一 齊に頭 を： 11 らして 之れ を 見つめて ゐる。 中には 早く 旣に 若い 日の 

息に 感じて 歡 呼の 聲を 揚げる もの も ある。 自然主義と いふ I 語の 被らされる 限り、 小說も 何となく 淸 新な もの、 やうに 思 は 

れ、 議論 も 何等かの 新 暗示が 其虚に 期待 せられる やうに なった。 作に 於いても 論に 於いても、 自然主義と いふ 一 語が 不思議 

にべ マの 文 擅み 刺戟す る。 殊に 新 代の 人に 對 して ね、 此の 贤戟 力が 鋭い。 此の 事赏 だ！？ でも。 十分の 考察に 値する 現象で ある。 


れる と共に、 其の 內容に 至って は 正しく 二十 年の 變遒 をして、 著しく 知力 的に なって る 『其 面影』 の 主人公が 1^ 悶ひ 自意識 

内 に存 する 思想 は 『浮 雲』 の 主人公が 煩悶 意 II 中には 嘗て 見出す を 得ぬ ものである。 

耍す るに 此 作の 重なる 特色の 一 は * 廣く M みある 世態 描 寫の溫 味と 深く 偏 倚した 性格 解剖の 冷 味と を 調和した 所に あるの 

であらう。 (明治 四十 年 十二月) 


『其 0 影』 を gj す  MM 


『其 面 影』 を 評す 

『其 面影』 を讀 むと 觀 察描寫 の老鍊 とい ふこと が 誰れ の 眼に も先づ つく。 用語 文章の 如き も， 金 甕に いぶし を 掛けた やうな 

苦心が 時として はな ほ覺 えす、 知らす 金 光 を 露呈す る 趣味で ある。 三十 九 章の 「家と 名が 付き ゃ墟 生の 小屋 も」 の あたりの 文 

調、 乃至 さよと 哲也 とが 愈々 戀に 入る 邊の對 話の 引締められて 殆んど g 本の 臺詞に 近づき かけた 趣な ど、 共の 例で あらう。 

此の 作と 他の 靑年 諸家の 短篇 物と を 想 ひ 比べる と、 彼れ に は 人生の ー邊が 鋭角 をな して 見 はれ、 此れに は廣ぃ 多角な 鈍角 

な 人生が 見 はれて ゐる。 彼れ に は 冷徹の 氣が あり、 此れに はおつ とりと 间 みを帶 びた 氣 持が ある。 彼れ では 作家と 作と が I 

杯 I 杯で、 知力 過勞 より 來る 所謂 近代的 憂愁の 色が 餘地 なく 流れ出で V ゐ るが、 此れで は I 段髙ぃ 所ろ から 近代 生活 を瞰下 

せんとして ゐる氣 味で ある。 從 つて 或は 前者の 眞 面目な 狹ぃ、 餘裕の 無い、 一 杯々々 の、 鈴の 如く 重い 憂愁の 調 を擇ぶ もの 

も あるべく、 或は 後者の ゆとり ある、 動 * も すれば、 嘲弄 的に するな らんと する 随下 的な 所 を 擇ぶ者 も あるべく、 兩 者の 趣 

味は必 すし も I 致して 居らぬ。 た 5- 其の 主人公の 性格、 及び 其の 煩悶に 對 する 自意識の 內容 等に 於いて は、 此の 作と 近時の 

青年 作家の 短篇 物と 脈 を 同じう する。 之れ を 彼の 同じ 作者の 暫作 『浮 雲』 に 比すれば 人物 事件の 形の 上に 多少の 類似が 求めら 


た。 淺 薄な セ： -チメ ンタ リズ A に隨甚 する もの、 口先ば かりの 狂 熱が り 、革命が り、 さて は巢 についた 雌 幾 Q、 翼 を 張って ふく 

れ ると 同様に 無闇と 我執 我慢の 羽ばたき を 聞かせて、 それ を 自己の 擴大 など-. 心得た 人々 の，、 渐く 時勢に 推し 淺 されて 行く 

趣が 見える。 之れ を 要するに スッ ー ルム、 ゥ ント、 ドラング は 常に 反動 を 意味し 破壞を 意味す るが ゆ ゑに、 一時的の もので 

ある、 永く 水平線に 据わるべき もので はない。 我が 思想界の 今の 水平線 は、 文. 撃に 於いて 所謂 自然- H.: 義、 宗敎に 於いて 梁 川 

一家の 見神 論、 哲學に 於いて 人間 本位の プラグ マチ ズム、 此 等に 新しい 自然の 展開、 乃至 其の ェ風 を兒 ると ころに 存 する。 

十 を 毀って 五と レ三 とし 零と せんとした 前期の 思潮に 對 して、 今 は 新たに 第 一 より 出 殺し、 以て 五に 到り 十に 到らん とする。 

前者の 夢の 尙ほ 醒めない ものが、 徒らに 誇大、 {41瀛、 破 壌、 小 狂 熱、 小 主觀、 慢心 我の 窝 中に S 入して ゐる 間に、 時勢 は頓 

着な く 移り行いて、 彼等 を旣に 業に 一時 代の 後に 遺 却 せんとす る。 蓋し 今後の あらゆる 努力 は 如何にして 新 自我 を 建設し 展 

開す るかと いふ 一 題に 集中す るので あらう。 (明治 四十 年 十 1 月) 


集 川、 9K 時 ST 新 自我  . ぶ ノ  -ゝ  S 


文薦評 翁  M ュ 

想の 人で は 無い、 殆ど 全身 を擧て 文藝の 人であった らしい。 彼れ は 畢竟 我が 邦に 於け るスッ ー ルム、 ゥ ント、 ドラングの 錢 

將 であった。 由來 彼等 は 文藝の 理想 を 以て 直ちに 實際界 を 支配 せんとす る、 こ \ に 矛盾が 起こる 破壊が 生す る。 しかも 是れ 

を 行る に 情熱 を 以てする が 故に、 あらゆる 傳來の 事物 は是 れに觸 れて燬 傷せられ る。 さて 其の 跡に 殘る もの は、 荒廢の 中に 

立って 一切 を 自己 中より 建設し 來 たらん とする、 所謂 オリ ギナ ー ル である.' ゲ -II である。 併しながら、 悲しい かな スッ ー 

ルム、 ゥ ント、 ドラ ン グは此 所に 至って 其の 極限に 達する。 他者 を破壞 せんとす るの 自己と、 破壞 後に 展開 せんとす るの 自己 

と は、 おの づ から 態度が 遠 はざる を 得ない。 或は I 歩 を 進めて、 物 自體が 遠 ふか も 知れぬ。 スッ ー ルム、 ゥ ント、 ドラング 

は 他 を 破 壌 せんとす る 自我の 矢 さけびで ある。 彼等 はた e 破 壌 を 目的と する 毀って 零に 至らん こと を： ni 的と する、 其の 意味 

で 消極的と いってよ ろしい。 彼等 も 固より 標幟 として は 自我の 新 展開 を說 かぬ でもない が、 共の 自我の 如何なる もので、 且 

つ 如何にして 展開し 行く かに ついては、 何等の 豫見 もない。 た 漫然と して 新 自己 を 展開 せんとす る。 此に 於いて か、 或る 

もの は轉 じて 增上 谩、 髙慢 狂の 自己 病と なり * 或る もの は 走って 感情 一方の センチ メンタ リズムに 入る。 畢竟 新しい 自我の 

準備が 始めから 調って ゐ ない 爲 である。 蓋し 新しい 天地 を 展開 せんと ェ風 する 自我 は 積極的でなくて はならぬ、 零 を 越えて 

新たに I から 數へ 上る ものでなくて はならぬ。 破壊の 自我と は 用意が 全く 違 ふの だ。 スッ ー ルム、 ゥ ント、 ドラング は 此の 

用意 を缺 いて ゐる。 樗牛も 此れと 運命 を 共に して ゐた。  ， 

振り返って 我が 文壇の 近事に 想ひ會 はすと、 樗牛 熱の 時代が 早く 過ぎ去って 以來人 は 漸く 一から 數へ 上る 建設的 態度 を甚 

んで、 そこに 様々 な 自己 展開の ェ風 をす る。 落ちついて 來た、 靜に 深く 考 へて、 新しい 土臺を 築かん として 来た、 つまり e; 

面目に なり かけた ので ある。 其の 結果と して は、 |:.マ ンチックの跨張的な感想文鮮に若ぃ血を沸かすものが少なく^^^って來 


す v^，  ，Hlts 人 梁 川 51, 此に 至って * 豚 1^ レ籙 して-: 一！^ 敎 S 人 梁 川と なる 0 であ ひた.？。 棺を 寧？ たまでの 梁 川 は、 之^お 

純宗： K の 人と して 兑る に， は，、 尙 あまりに 色彩-に. 常み すぎ て ゐ た。 「敬す ベ き 梁 川」 は 同時に 「美し い 梁 川」 であ つ た。. 先頃 の雜 

誌 『新人』 に、 宇佐美 氏と いふが 追慕の 情 を 捧げた 一 文を讀 み、 寂 光の 語 を 以て 故人 大悅 後の 心境 を 形容 するとい ふに 至って 

內外對 照の 一 面が 此 にある こと を 思うた。 故人が 所謂 法 悅心內 の 光景 は、 廓 落.^ して 物 無く 方 無き 所に 遍 照す るの 光 か、 は 

た蕭々 たる 萬 象の 上 を 蒼く 靜に 流れる 光 か、 何れと しても 其の 佛 者が いは ゆる 寂 光淨土 の景を 想望す る ものた る * i と は 疑 ひ 

あるまい。 是れが 實に內 面の 梁 川で ある。 

然るに 外に 見 はれた 梁 川、 『病 間錄』 『回 光錄』 に 見えた 梁 川 は、 更に 別趣の 面目 して ゐる。 人 は 彼れ が 文藝を 以て 宗敎 

-を 包んだ とい ふ。 併し 文藝で 宗教 を 包む とい ふこと は、 一 方から 言へば、 殆んど 凡ての 宗 敎の發 相に 於いて 然り とい はれる。 

敎會 寺院と いひ、 經 文と いひ、 讚歌と いひ、 杏華 音 樂と いひ 何れ か 宗敎を 包む に 文藝的 要素 を 以てした もので なから う。 吾 

人 は 梁 川の 文藝に 於いて 是れ よりも 以外の 意味 を： 出 だす。 卽ち 彼れ の文藝 は、 文 藝みづ からと して、 却って 宗教 を蔽 はん 

とする ことす I る。 就中 其の 色調の 富 魔 技巧の 精妙に 於いて、 天際から 漏れ 來る寂 光の 影よりも、 むしろ 人界 生息の 氣を多 

分に 有する 花の 爛漫、 姿態の 縦横と 多く 接合す る。 此の 意味に 於いて 彼れ は 尙みづ くした、 美しい 梁 川で ある。 而 して 更 

に 幾年の 齢 を假し 得たなら • 彼れ は 其の 自然の 趨く ところに 從 つて、 富 魔 を 忘れ. 精妙 を 忘れ、 內外 ともに 一朗た る大寂 光の 

境に 入った であらう。 少なくとも 吾人 一 人 は斯く 信す る。 .  ， 

梁 川に 比べれば、 樗 牛の 追想 は 全く 狀態を 異にする。 樗 牛の 文 藝も： E じく 色彩 絢爛 姿態 横 生 は 勿論で あるが 彼れ は 燃え 上 

る餓の 如く、 常に 動いて ゐた、 從 つて 消える こと も 早 かるべき 述命 を； f して ゐた。 彼れ は必 すし も 一 都の 人の いふ や、 *N« 思 

集 川、 搏牛、 時勢 、新 自我  五 1 
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梁 川、 樗牛、 時勢、 新 自我 


桑に は 高山？ ff ず、 今 はまた I 梁 川が I した。 0fiiii. 等しく  t、g 年 こ 

5 の I， たと へば 持牛 熱 、梁 川 熱と もい ふが 如き もの を 世に 起こした 人で ある。  J-  I 

想 ふに 梁 川 をして r;^ 十 年の 命 を 長く せしめたら * 彼に ま 

ナ. 沏圹 に變ィ しわ つんて あら ラカ、 言 ふまで もな く 彼れ の感ぉ 5 よ 

レく I の 色 $ びてゐ る、 燃え 上った g 常に 動き ゆらいで、 i あたり を 射る ものと は 趣 を 異にする。 彼れ 彩；：、- 

たとへば薦 の， 打つ 暴て 火花 参る T な もので あらう。 何 まに 譽 いふ 感 I ふ。 けれ If  た 

墓 i である。 赤" 美し I で 看す る。 若 ま ト マン if  I、 豪 i るに 宗 

，以てした 雾 らく はな ほ 多分に 文瞎 t して- 是れ より 漸く 將に宗 敎を 加 ふること 多 からん とする の 境に 立って ゐた 

もので S ないか 。吾人が 梁 川の 遣 紫に 對 して 最も 思 ふところ は 此れで ある。 

されば 今 吾人 E. て 如上の 囊ぉ 5 禽が しむれば、 梁 川 I 敎的 il 來は、 S00SHS. 

外面の 光澤， 散 じて、 i の 赤く 強い所が、 おくな I くなら ねば 休まなかった であ t まする。 


君の 描寫 である • 柔順 I 方の 人物と はして あろが、 それすら 作者 は 面倒く さいと でも 思って か • 碌々 書かなかった 氣味 でな 

いか。 出て ゐる 細君 はほんの 筋 を 通す 道具た るに 過ぎぬ。 殊に 三人の 子 佻の あると いへば、 家 iS! の 他の 半面が 今少しく 濃く 

主人公の 心に 投げ かけるべき であらう。 此の 影が 薄いた めに、 心中の 苦悶が 十分 具象す るに 至らな かつの は tf 念で ある。 け 

れ ども 中に 存 する： § は 之、 れが ために 沒却 せらるべく も あらぬ。 此の ！ 篇は 肉の 人、 赤裸々 の 人 ii の大膽 なる 镞悔錄 である。 

此の I 面に 於いて は、 明治に 小說 あって 以來、 早く ニ菜亭 風 葉 藤 村 等の 諸家に 端緒 を 見ん とした もの を • 此の 作に 至って 1^ 

も 明白に 且 意識的に 露呈した 趣が ある。 美醜 矯める 所な き描寫 が、 f 歩 を 進めて 專ら醜 を 描く に倾 いた 自然 派の 一 面 は、 遣 

憾 なく 此の 篇に 代表 せられて ゐる。 醜と はいふ 條、 已 みがたい 人間の 野性の 聲 である、 それに 理性の 半面 を li らし 八：： はせ て 

自意識 的な 現代 性格の 見本 を、 正視す るに 堪へ ぬまで 赤裸に して 公衆に 示した。 之れ が 此の 作の 生命で また 價値 である。 そ 

れ にしても 舊來 ならば、 今頃 は道德 派から 批難の 聲の 上がるべき を 未だ 左様な 氣 配の 兑ぇ ぬの は、 時勢の 變 か- それとも 他 

に 理由の あろ ことか。 

無論 今までに も、 斯 かる 方面 は 前に 擧 げた 諸家の 外 近時の 新作 家中に も 之れ に 筆 を： 滑け たもの が 無いで はない。 併し それ 

等 は 多く 醜なる、 事 を 書いて 心 を 書かなかった。 『蒲 圑』 の 作^ は 之れ に 反し 醜なる 心を誉 いて 事 書かなかった。 

作者の 掴んだ 所が 果たして 所謂 人^の ドキュ ー メント の 全文で あるか 否か は 疑問に 屬 する こと、 ゾラ 等の 場合と か はらぬ 

としても、 それ は 此の方 面に 於け る 自然主義 全 休の 疑問で ある。 作者 は 此の f 面の 自然主義 を 生 擒し來 たって、 明白に 問題 

の殂に 上した ものと 謂って よい。 ， 明治 四十 年 十月) 

3S 画 J を 好 ォ  S 


f 薦 0  0  颺. < 

て 時々 思 ひ 出した ゃラ に回歸 熱， に權ら せる こと は ある。 スコット、 デュ ー マに 至る まで さう である。 紅 紫 も 一葉 もさう であ 

らう。 けれども それが 同し 思潮の 復興 を 意味す る もので はない。 紅葉から 風 葉 氏の 前半まで を I 括した、 漠然たる I 派の 特 

色 は、 よし 今の 自然 派が 一年 半年に して 退く とも、 其の後 を鶬 ふべき 支配 思潮と はなり 得ぬ。 流れた 水 は 決して 歸ら ない。 

新 代の 人が 小 說に對 する 趣味 は 割 然として 邋 つて ゐる、 頭の 具合が 更 まって ゐる • 此の 資を 切に 感じた 後でなければ • 我 

文 境の 近事 を 論す る资格 はない。 

僕と しての 今の 自然主義が 文 iSl の 行き止まり であらう と 思 はぬ * 西洋の 事例から 類推して、 此次は 何 だら う 位の ia^ は考へ 

られ る。 併し 未来 は 現在 を 通り越しての $^。 新しく 明け か、 つた 現在 は、 木の葉の 霜 ひ、 風の 香り • 物 悉く をして 新鮮の 

氣を 呼ばし めよ。 新 代の 人 は、 やがて 3^ る 新 曰の 前に 讃 仰の 鎵を搲 くべき である。 

さて 本文に 入って、 『蒲 團』 を 八：： 評する ことにな つた 一 つの 理由 を 首へば 此の 作が 最近の 小 說壞で ニ紫亭 氏の 『其 W 影』 と 共 

に 最も 請み ごた への ある 作た る 外 種々 の點 から 所謂 自然 派の 特色 長所 を 明白に 說 示して ゐ ろ氣眛 だからで ある。 自然主義 論 

の 中へ、 此の 作が 揷 肅 として 刷り込まれ たやうな 形で ある。 

讀んだ 後の 全体の 感は * まづ 「藝術 品ら しくない」 とい ふこと である。 之れ は 無論 善い 意味に も惡ぃ 意味に もなる。 「藝 術お 

らしい」 とい ふ 型 を 持った 頭の 弊から 言へば、 それに， 對 立した ものと して 善い 意眛 になる が、 其の 「らしくない」 の 目立つ と 

き は、 もう 弊で あらう。 而 して 『蒲 圏』 に は 此の 兩意 とも ある。 「らしく」 も 「らしくな く」 もない 境が あったら、 それに 限る の 

であらう。 

說明脈 • 抒情 脈の 作風 * 人物 性格の 事 等に ついては • 他の 論評に 說が あらう から^する として、 た 5- 最不滿 足な の は、 妻 


てゐる 傾向 はお もしろ い c 是れに 批雞を 加へ る こと は 無い 譁だ • 

無い 譯の批 雞を强 いて 加へ やうと する 所に 種々 の 滑稽が 演ぜられる。 自然主義、 はい- -が 何だか 氣に喰 はぬ、 今に 飽きら 

れる だら う、 屹度 見て をれ、 一年と は糗 かぬ から、 など. - 五寸釘で も 打ち込み さうな ものが あるかと 思へば、 ぐっと 髙 くと 

まって、 おれ 等が 見れば 小 供の い たづら だ、 ヮ ぐ： 、と、 時 平 公の 七 笑 ひ、 苦しい のか 可笑しい のか 分からぬ の も ある。 

早く 飽きられる かも 知れぬ が、 飽きられぬ かも 知れない。 飽 くの 飽かれ ぬのと、 浮氣 者の 言 ひ 草に 類した 事 はどうで もい X 

だら う。 無論 思潮と いふ 者 は 何 所の 國 でも 變 つて 行く、 變ら なければ 思潮で はない。 今の 自然 派で も、 乃至 は 理想主義 でも 

寫實 主義で も 傾向と なり 思潮と なって 出て 來る 以上、 莴年 不易で あられて はた まらない。 何年 かの 後に は、 フランスの 跡 を 

追つ かけて、 自然主義が 神秘主義 なり、 標象 主義な りに 變 つて 行く かも 知れぬ。 けれども 軍に 將來變 つて 行く とい ふこと を 

豫想 する ために、 現在の ものが 價値を 矢ふ譯 はない。 フランス ではもう I 立て 場 前に 行って ゐ るから、 自然主義 を 過去の もの 

として 取り扱 はんとす る 者 も あるの だら う。 日本で は 自然主義が 正に プレゼント、 テンス だ、 ひょっと すれば まだ フ -1 チ 

ュ ァ、 テ ンス かも 知れぬ。 真に 其の 意義 を 理解し 味 得する の は是れ からで ある。 好い 自然 派の 作品が 盛に 出で- - 特色が 十分 

認められろ やうに なった、 其の後に こそ 自然 は 次の 思潮に 地 を 譲っても 差 支 はない。 また 譲る のが 當然の 時 も來る だら う。 

まだ 現在に すらな りきらぬ もの を、 新しい とい ふので、 寄って たかって 過去へ 擔 いで 行かう と は、 不心得の 事 だ。 

奇態な の は 此の 自然主義の 後に 理想 派が 起こって、 それが 舊现友 社風の 復興 だら うと 夢想す る 人の ある ことで ある。 ルナ 

ンが 理想 哲舉の 後に 文壇の 神秘主義 起こる とい ふ ベアリング 式の 論法から 言へば、 理想 派と いふに 難 はない としても、 硯友 

社風 を 比 狡に 取る に 至って は 大に雞 儀 だ。 隨分 妙な 事を考 へた もので はない か。 勿論 傑れた 作家に なると、 後世の 讓者 をし 


僕 は 自然主義 贊成 だ。 少く とも 今のところ、 日本の文搜では"11^;-が ー番新しぃ趣1べた。 いや 端綺は 以前から あつたか も 知 

れ ぬが、 小 說界に 明白に 乘り 出して 來 たの は 新しい こと だ。 ユイスマンで ー轉 しかけた、 ブ ー ルゼ ー で反對 になった。 それ 

は 遠い フランスの 事で ある。 二十 何義れ て 居 やうが 居まい が、 わが 讀書界 がネチ ユラ リズ 4 と 西 人の 呼ぶ 趣味 を iy; こ 身に 

しめて 味 ひ 知らん とする に 至った の は、 眼前の-事 實 であるから 仕方が無い。 長い 前途 を ひかへ てゐる 我が. .: が 一 歩で も 前 

へ 進めば 11 前へ 進む と は 今までに 無かった 薪し いもの を經驗 する こと だ II 進んだ だけの 利益 は ある。 此の 意味で 新しい 

もの は 結構で ある。  - 

或 者 は * 自然主義 はい- 1 が、 今の所 謂 自然主義の 作物 はいかぬ とい ふ。 いかぬ と は 趣意が 遠って ゐ ると いふの か、 不出來 

だとい ふの か。 趣意が 遠 ふとい ふの なら 聞き もの だが、 不出来 だとい ふの なら、 自然主義 そのもの とは^の 事 だ。 出來不 ffi: 

來は何 所に も ある。 今の 此の 派の 作物に は、 いかにも 不出来な ものが 多い と 思 ふ。 何等かの 方法で • もっと 貴の 人生 を觀 ると 

^ふ t と i 併せて、 もっと 藝術的 良心 を 修養 するとい ふこと は、 今の 靑年 作家の 粮本耍 件で ある。 しかしながら 其の 目 ざん 


. ちぬ， たま/..^ 以て 我が 文藝の 様式.^ 醤： 富に し 得た る を 祝して 宜しい * 

た 1- 玆に 吾人が 最後の 條件 として 繰り返さん とする の は寫簧 以上、 強烈な 感情、 複雜な 思想 以上に 一歩 を轉 じて" 中身た 

る現實 そのもの、 思想 感情 そのものが 有する 西 特性の 相 遠に 觀 到す るの ェ 風と いふ ことで ある。 これが 出來 たら、 同じく 

寫實を 試みる にしても S わ 想 を複雜 にす るに しても、 開眼の 利 を 得る ことが 多から うと 思 ふ。 

終りに、 我が 文藝に 於け る 如上の 試みの 比 絞 的 多く 成功して ゐ るの は、 言 ふまで もな く文擧 である。 之に 次ぐ もの は繪靈 

であらう。 併しながら 総畫に 於いても 曰本螯 の 如き は此 等の 新しい 試みが まだ 殆んど 全く 成就の 緒に ついて 居らぬ。 例へば 

寫 實に關 してい ふ も、 現在の 日本 畫に はま だ 殆んど 新しい 寫實 とい ふ ものが 無い。 寫實を 叫ぶ の 必要ば 十 年 前と 聊か も變ら 

ぬ。 然るに 世に は 早くす でに 日本 畫の 寫實を 醇化せ よと 說 くもの が ある。 醇化と いふ ことの 意味 も 容易に は 分からぬ が、 日 

本 畫には そ もく 醇化す る 程の 寫實 がま だ 無い。 寫實と は 死んだ 形 似の 模擬で は 勿論ない。 生きた る 現實、 生きた 自然 を 十 

分に 阖 中に 愼充す るの 謂 ひで あらう。 西洋の 論者が 日本の 美術 を； t して 「リア リチ ー スが 乏しい」 とい ふの は 此の 意味で なく 

て はならぬ 。斯 やうな 意味で 新たに 現實を 加へ 得た 日本 a が 幾ば く あらう か。 日本 甕が 晛 前に 試むべき 新ェ 風の 第 I は、 依然 

として 寫實 にある。 更に/ \ 思 ひ 切って 駕 の 寫實の 呼吸に 觸れ るまで 進むべき ではない か。 生きた 裸 かな 現實 自然に 行き 逢 

ふまで 進んで こそ 新藝 術の 途は 開ける ので あらう。 之れ を 要するに 今の 文藝は 東西 對 比と いふ 意味に 於いて 試驗の 時代で あ 

る。 大膽に 思 ひ 切って 新しい もの を 試みる の は 此の 秋で ある。 (明 W 四十 年 九月 レ 
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*  » 評. 翁 


の 如き * 最も 多く 或が 過去の 文 藝に存 する 特， 貧た 句 まら.^、  四— 

ill.  ill 

zif.  「4 とい a も f とい ふこと は f すれば 11 の 分子 を缺 くと いふ こ 

^に 貧.^ とい ふこと にもなる。 ^Lr^v^^tlt  -  i  さ レ，^ 

$air~h  ,而 て sssf 力 さまに 變 自然の 分子と いひ、 證 §1 烈 とい ふこと 

KH  li. 此に 於いて か 我が 明治の 文 蒙、 第 一、 囊的、 第二、  f の I、  I、  I 

iHUH ひとへ に i を 匿に 得ん と 努力す るの 狀勢 は、 S の 人 t て是れ 我れ さ. ほして 歐 化し 

of  ひ 此の 試みが 成功 するとしても 吾人 は 之れ si ち il 蒙  一 Ifn  !< 

の 如き ェ風 もまた り少， ？, ま ゴ，、 ヒ、， ^  .  ,ィ ^  tr^^  ^周 は^く 

>g^^lH  U  if ところの II、  gi なる 感情、 其の 簾なる i は、 I 身に.、 

て 依然， 4 る I 西.^ 逮の 特徵を 有する に 至  f  ^CI5^  -  肩が 

文月 0 寺ぎ-.^ .  r て， * 细 i 力 r して 此て 特徵の 中に こそ、 國土 民族に 根ざし 

l^a' の 賀カ 含まれて ゐ るので. Mg;、  ..^l:,5,f«Ji>  3。  •  • -1 >  - ^( さス 

tl r て 力と.，^ 像す る 之に 因って 見れば、 寫實 とい ふこと、 乃至，.， 

以て 曰 本文 藝本來 の 面目 を缓す  50i こよく，，  7f ぃ感 I 複雜 I 想 や は 

i ぶ /レ 一段の 深慮に は 不易と 見える 民族 文明 0^ 塌！^ 港つ 、  .^fe,t. 二 

く f 靡 gfi すべきで あらう。 f  Tin  - 1^  Mi?i  a 

.  して f 西 f  E  一  SPMiitmM 


る Q 趣で ある ♦ 

さて 吾人が 鼓に 簡舉 なる I 觀 測な 加 へんと する の は， 二三 十 年 來， 東 ET 文藝の 特質と して 彼此 互に 相牧容 せんと 試みられ 

た諸點 についての 概略で ある。 先づ 之れ を 西洋人が 東洋の 文藝、 就中 日本 文藝の 特色と して 數 へる ものより 言へば、 彼等 は糁 

香 • に 於いて 最も 多く 之れ を 見た。 是れは 言 ふまで もな く、 主として 他の 文 擧昔樂 等よりも 之れ に 接する 機會 多く， また 解し 

易く、 且っ特色が認め易ぃとぃふ现由か..^,^たのでぁらぅ。彼等は北齋の綠に、人物活動の、 其の 動き 行く 瞬間の 千 態 萬狀を 

見た。 彼等 は 歌 麿の 色彩 を 見、 光琳に 模様 を 見 • 碓 邦に 精神の 暗示 を 見た。 けれども 之れ を 要するに 今日の 歐人 等が 日本 美術. 

の 動かぬ 特色と して 數 へる もの は、 第一、 デコ レ， チヴ卽 ち 装飾的、 第二、 サゼ スチ， ヴ卽ち 暗示 的、 第三、 シン プリ シチ ー 卽 

ち單 一 の 三に 概括す る ことが 出來 る。 而 して 彼等の 或る もの は 此の 特質 を 嘆美して 自家の 様式 中に 取り入 れんと 試みた。 夫. 

のァ ー ルヌ ー ヴォ ー の 模様 美術が 果たして 光琳から 脫 化した か 否か は 別と する も、 印象派、 殊に 其の 一派と いふ 點彩 派の 如 

きは尠 なから す 色彩 模様の 上に 日本 靈 の 影響 を 受けた と稱 せられる。 また ホイ ッスラ ー が 畫の厘 々日本の 塱 畫の 簡疎單 一 な 

刷毛 づ かひな 模し*  ^しく は 【景 中に 突然 他景の 一部と も 見るべき もの を閬 入せ しめて、 一 幅に 一 幅 以外の 天地 を 暗示す る 

の 構 圖法を 寧んで 日本 蜜の 暗示 的 趣味 を 加 へんと した 等 も 其の 適例で ある。 而 して 此 等の 試みが 凡て 成功して ゐ ると は 無！ it 

言 はれぬ とする も。 少く とも ：！! の 內の幾 部 はたし かに 歐洲の 畫界に 一新 調 を 導いた と 言って よい。 

しかもな ほ 之れ がた めに 果西を 打って 一 丸と した 新畫 風が 起こって、 東西の 別が 薄らがう と はま だ 容易に 思 はれす。 啻に 東 

西の 別が 薄らぎ さう にもない のみなら す、 其のい は ゆる 日本 美術の 特質と いふ もの すら. 我等の 眼から 見れば、 動々 も すれ 

ば 技巧 様式の 皮相に 止まって、 根本の 精神に 存 する #.?3 に 稱れて 居らぬ 嫌 ひが ある。 例へば 夫の 閑寂と いふ 一種 靈 妙の 味 ひ 

東 四 断 文藝の Sis 比  ，  s 三 


文藝評 A  il 

め 得る 如く， 人爲で 共の 異同 を 消滅せ しめ 得る。 今後 何千 年の 展史の 中で は、 世界中の 民族の 血が I 種に 歸 する こと、 理譫 

上 不可 有と は 何人も 一 W ひ 得まい。 卽ち文明の種々なる极本を1^^挨の血の相逮に置く限り、 理論 上の 結果 はまた 民族の 血と 共 

に 世界の 文明 全く  I に歸 する の 日 を 想像し 得らる。 

然し 吾人 は 上來の 論に よって、 此の 相逮 性よりも 更に 有力な 根據を 地理の 上に 求めた。 人力で 變： 吏せられ る 可能 範阖 の最 

も狹 いもの は地现 上の 事情で ある。 或 度 以上 は 絕對に 人 巧の 加 はる こと を 許さぬ とも 見られる。 言ひ換 へれば 膀史の 力 年月 

の 力 を 以て 變改 せられる 程度の 最も 少ない もの、 すな はち 最も 不動なる 极據を 地理に 求めて * 之れ が 相 逮に應 する 文明の 頃 

遠 を 最も 拔き雞 い 極 類の 特質と 兑 るので ある。 地理の 相逮 から 来た 民族 文明の 特質 は、 寒暑 山川の 易へ がた きと 等しく 易へ 

がたい もので あらう。 

吾人 は此 所まで 論じ 米た つて、 所謂 東西 文明の 相遂 とい ふこと に极 本の 是認 を與 へる と共に、 其の 融和と いふ 意味の 頗る 

複雜 なるべき を 想 ふの 情に 絡えぬ。 就中 直 要なる 文明の 部門た とへば 道德 とい ひ宗敎 とい ひ文藝 とい ふが 如き ものに 於いて 

K 族 的 相逮の 極めて 顯 著な 西洋と 東洋と が？ 诠々 相 i せんとす る。 其の 結果 は 今や 啻に 曰 本のみ と 霄はズ 世界の 各 國を通 

じて 此の 兩 様式の 文藝、 道德、 宗敎が 如何に 相 作用し、 加 何に 相反 撥す るか を試驗 する の 必要 を感 する に 至った。 世界の 文 

明 を 舉げて I の 試みの 時代に 達した とも 言 はれる。 

しばらく 是れ を文藝 のみに 就いて 雷 ふ も jsfs の 文藝は 鬼して 如何なる 合まで 相 和して I となる か、 變 形し 得る 部分と 共 

に變 形し 得ざる 部分が あるか 如何。 恐らく 今日の 所では、 何人と いへ ども 此 等の 疑問に 明確なる 答 は與へ 得ないで あらう。 

创ち 一 世を擧！5?てた*-138の結*を：3^^としてゐる。 敬 § る 翻 金 者が^ 鍋に 金 を 妆じ丹 t!^, て、 其， の 吋と^ す. 


事跡 を 見れば もれ は 誠に § 一緋の ことで ある * 大體の 調子 はた 大地 自然 ひ 欲する ま、、 人 は.^ らぬ 間に 之れ に 征服せられ 統 

御せられ て 行く。 此の 點 から 觀れば 人 問 は 小さい もので はない か。 地理が 生理 を 支配して、 生理が 心理 を 支配す る。 耍 する 

に 生理 心理の 化合 體 たる 人間 は 地理に よって 左右 せられる。 此の 假定 が卽ち 本論の 發足點 である。 

地理と 人 問、 此の 命題 は 直ちに 一 翻して 地现と 文明と いふ 問題に 轉 ぜられ る。 畢竟 地理が 人間 を 左右 すれば こそ • 其の 人 

間の 產物 たる 文明が 地理に よって 割られる。 文明の 程度な り 特質な りが 夥しく 地理に よって 相違す るの 事實 は、 我等の 現に 

睹る 通りで はない が。 中に も 文明の 特質が 地理に よって 遠 ふとい ふこと は 本論の 寬耍 なる 一 前提で ある。 

夫の 國 とい ひ縣と いひ 村と いふが 如き^ 別 も、 吾人の 見地から すれば、 之れ を 自然の 本に 還して、 地理 的 相違の 自らの 結 

菜と し、 玆に 最後 不動なる 天の 言 畫を 見ん とする ものであるが、 併しながら 國 といへば 旣に 歷史と 結合し 經濟と 結合し 政治 

と 結合し 今日 社 會擧者 等が 之れ を 定義す るに 常た つても 尊ら 此 等の 人爲的 方面に よる を 例と する が 故に、 此の 論に 於いて 

は必 すし も 粉ら はしい 國と いふ 言 葉 を 用 ふる を 要せす。 た^-著しく文明の特質を殊にせる諸民族とぃ へばそれで 十分で あ 

る。. 卽ち 種々 なる 民族の 種々 なる 文明 は 其の 相違の 根本 を 地理 的 事象に 發 する。 

民族と いふに も 或は 先天 後天の 論が あらう。 『生まれながら にして 民族の 血が 違へば、 其の血にi^^文明の花も異ならざる 

を 得まい。 文明の 異同 は 先天的なる 民族性の 異同に 基づく』 とい ふ ものと、 『民族性の 相違 はやが て 後天的 事象の 相 遠の 集積 

した ものである』 とい ふ ものと、 吾人 は 鼓に 兩說の 批評 をす るに は 及ばぬ。 起原 は 何れに ありと する も、 歷史 あって 以來民 

族 性が 地理に よって 變 する こと は事實 である。 少なくとも 其の 一半に 於いて、 民族性 は地现 のために 左右 せられる。 橘が 1 

たび 淮を 渡れば 枳に 化する の理 であらう。 しかの みならす 民族の 血 は 恰も 夫の 鷄を養 ふ ものが 雜種 によって 變形者 を 産せ し 
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人間 は 大地に わいた 蟲とは IH; 理 ある HI 一 C 葉で あらう。 土に 根 を 張った 樹木が 大地の 一 連 精に 過ぎぬ と 等しく、 人間 も 結局 は 

大地の 一 連接で ある。 肉 體先づ 土に 連なって • 精神が さらに 肉體に 連なる 土と 肉と 心と • 三つ はやが て I つ 海水の 浪 となり 

泡と なり 姿と も 見られる。 

肉體が 大地 を 離れて 存じ 得ざる の 理は、 何人と いへ ども 容易く 認める ので あらう が、 精神と いふ 不思議の 1 體が肉 g と 離 

れぬ ものであると は、 或は 承知せ ぬ 人が あるか も 知れぬ。 舉說の 上に 於いて すら、 肉 心 兩體說 が 盛り返し 盛り返して， 今な 

ほ 舉界の 思想の 一半 を領 して 居る。 併しながら 吾人み づ から は 肉 心 f 體の說 を 信じて ゐる。 肉體 S 精祌、 精神 卽肉 體、 兩者 

は 一 體兩 面の 發 相に 外なら ねば、 決して 夫の 貝殼の 中に 宿 借 蟹が 棲んで ゐる やうな 關係 ではない と考 へる。 

斯 くの 如くして 人 は 到底 大地の 支配力から 免れる ことが 出来ない。 大地 は 肉體を 己れ の 欲する ま、 に 形成し、 肉體は 更に 

之れ を 精神に 傳 へる。 言 ふこ- -ろ は、 氣候 風土 等の 地理 的 要素が 生理 上から 我等 を 支配し、 生理 上の 變化は 直ちに 心の 上に 影 

« せねば 已ま ぬと いふ 義 である。 勿論 此の 順序 を 逆 して、 人彻： ^大地 自然 ふ も 或る 程度まで は變 形す る。 しかし 長い 擱の 
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らば * 忠告すべし， 乃至 論議すべし * 禁 やと は 言 ふべ からざる 事で あらう。 單に 巧拙 ひ 上から 贾 ふ も * 斯 かる 處置は 常に 柳 

する 所と 反 對の結 を 生 する 拙策で ある。 是等は {=| しく  S 然の 成敗に 任すべし、 夫の 焦燥 者 流の考 へる 如き 弊は必 すし も此 

の 種の 文 舉 から 生す る もので はない。 吾人 は當事 者の 今後 一 Sis 寬宏の 心 を 以て 文 舉に對 せんこと を 望む や 切。 (明治 四十 年 七 H0 


丈 s 評麟 

し 得なかった 爲め非 文藝の 域に 墮 した 作と 認める か。 然ら すん ば 如何なる 文 藝の化 力 あるに 拘.^ 、 道德と 矛盾す る 村 料 は 

凡て 之れ を 斥ける とい ふか。 そ もく 5< 格敎 育の 中から 戀焚 そのもの を排 せんとす るので あるか。 吾人 は 此の 三點の 何れに 

對 しても、 當事 者が 容 3g に然 りと は 答へ 得ざる べき を 信す る。 不幸に して 其の 何れ かを然 りと 肯定す る ものと する も、 そこ 

に は 多大の 議論 ある こと を覺 悟し なくて はならぬ。 多大の 議論 あるべき 事項 を輕々 しく 斷じ 去って、 天下の 讀 書生の 上野に 

集まる もの を 己れ に屈從 せしめん とする の は、 當事 者の ために 取らぬ 所で ある。 吾人 は當事 者の 意の ある 所 を 知りたい と 思 

ふ。 

最後に 一考すべき 點は、 作物 其の もの \ 價値 如何に 拘ら す、 之れ を讀む もの V 程度に よって 其の 材料たり 部分た るに 過ぎ 

ぬ ものに のみ 感情 を 支配せられ、 作の 全局に 存 する 是認の 契機 を感 悟し 得ぬ 弊 はない かとい ふ 事で ある。 卽ち 此の K- 由に 據 

つて 文藝に 迫らん とする もの は、 讀 者の 幼稚なる ため 藥を 毒に 誤用す る 恐れが あるから 之れ を禁 するとい ふに 外ならぬ。 吾 

人 は敎育 者と しての 此の 種の 見に 一 分の 道理 を 認める。 た そこに 超 ゆべ からざる 限界 ある こと を 忘れて はなら ね。 蓋し 此 

の 如き 場合に 於いて 最も 都合の よい 酉 劃 は 夫の 義務 敎靑 年限で ある。 凡そ 兒 童の 十四 五才 まで は、 國家 なり 冢長 なりが、 後 

べに i 的權 カを控 へて 之を§ する の 理由が ある。 併し 禁壓 制御す ベて 思想 精神の 自由 を 抑 へても 長上の 意見に 從 はしめ 

も. 必 此の 範圍に 限らるべき であらう。 $ に 於いても 其の 以上 は 殆んど 無効で ある。 靑年 以上の 男女に 對 して は 忠吿訓 

戒 は^ょり 可、 禁 強制 は 徒らに 其の 精神の 自. a を 拘束し 反對の 意識 を强 める に 止まって 何の 効 を も；^ すまい。 私人の 相た 

いづくならば 知らぬ こと、 國家 機關の 一 部 を 代： il^ する 帝 國圖喾 館當專 者が、 文藝 上の 問題た る 『魔風 戀風』 に 禁壓を 加べ て 公 

衆の 精神の 自. a をお^ せんとす るの は 其の 動 鏔の粽 と T べきに 拘ら. K やり 過ぎで あると 信す る。 若し 之れ を^ 險と考 へた 


し 若し 單に懋 愛み 描く とい ふ 事、 乃至 其の 戀 愛め 描 寫が讚 者 をして 實の戀 愛の 快樂を 想望す るに 至らし める とい ふ 事な 以て 

直ちに S1 と 名 づける のであるなら、 それ は 由々 しい 僻見で あらう。 吾人 は當事 者が 戀愛 そのもの を 罪惡視 して、 之れ を 除 

却した 人格 を 最上の 人格と する ほどの 陋見を 抱いて ゐる ものと は 信じない。 まして 戀 愛が 文藝の 中心 感情で ある 場合に は、 

其の 戀愛 にして 道徳との 矛盾 を殘す こと 無く、 最後の 是認に よって 直に 阆融渾 一の 快感と なる 限り は、 之れ を 其の 作品の 生 

命と する 上に 何の 不都合 も 無いで はない か。 斯 くの 如き は旣に 精神的、 道德的 破綻 を 顧みす して 色欲に のみ 狂奔 せんとす る 

識淫の 思想と は 全然 別個の もの である。 之れ に反して 其の 戀 愛が 不義 不正で あるた め 道徳の 最後の 是認 を 得すして 終りまで 

矛盾 不道德 とい ふ 不快 感を伴 ひ、 隨 つて、 阆融渾 I の 熊 を 成し 得ぬ 場合が あると すれば、 それ は道德 問題よりも 先づ 審美 間 

題の 姐に 上. つて、 文藝 として 存立 權を剝 がれる 者 と なる であらう。 是れら は 初めから 文藝 としての 生命 を 有せぬ ものである。 

隨 つて 吾人が 之れ に 封す る 擁護の 理由 も 無くなる。 若し 夫れ 人世に 於け る戀 愛の 事情 は 萬 種で あるから、 小說 中の 戀 愛が 必 

十 凡て 初めから 道： i と 矛盾せ ぬ 者で あると は 限られぬ。 事實は 却って 此の 矛盾 を こそ 喜んで 文 藝の材 とする。 けれ 共 此の 場 

合に は必す 之れ が 是認の 契機 を 一 段の 高處に 作って 置かねば ならぬ。 卽ち其 一 見 矛盾と 思 はれた ものが、 【段 深奥の 所から 

すれば 釋 然として 相會 する、 乃至 其の 矛盾の 不快 を 忘れて 高遠の 別 境に 氣を 取られて 了 ふ。 則ち 作の 生命 は 其の 矛盾に 存せ 

すして 之れ を 道程と した 到達 點に發 する。 斯 くの 如き 審美的 耍件を さへ 具へ て ねれば、 其の 作品 は 決して 人格 を 傷け る 恐 は 

無い 蒈だ。 萬 I 當事 者に して 斯 くの 如き も 尙且道 德風敎 に 害が あると 斷. 百す るの 勇 あらば、 是れ は文藝 そのもの  > -大膽 なる 

否認 者で ある。 吾人 はさう は 思 はぬ。 

上 來の論 を 以てすれば、 阖書館 當事者 は 『魔風 戀風』 を 以て 道德と 矛盾す る 糠 愛 を 描い. てし かも 之れ に最髙 是認の 契機 を 配 
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頃 者 Ig 報 する ところに よれば、 我が 帝 謡| は 小 杉天 外 氏の 小說 『鹰蠢 風』 の |を禁 じたと いふ。 i 

れ まて 當を 失した i と 信ず。 身み づか ら阅書を護 つて、 f 斯の 道に 理解 あり 同情 あるべき 慕 者が、 輕々 し f 

uis たこ I 憾に f  。 是 tl に？ る I 意 I す、 文 藝學る ■、 蜃の ■ 對 する 

き 生屋山 氏の 小 說が霧 禁止の 厄 S ふや、 in 且 讓が自 已の存 

Mug 奮 及ぼす 皇 めて 之れ を禁 するとい ふ 以上 は、 是れ 旣に疆 上、 I 上の i でな くして 涯上 I 题 

ひ、"" U で" た。 顔 li して、 iliil は 無い。 置 いづれ 皇！ 

N§lil 豫防的 i 性 養た 事件で ある。 夫 墨 iiil 加へ：： 

と 同じく、 婆 心から 生じた 教育的 震に 外ならぬ。 すな はち 是れ ■ 上、 思想 上の 問題で ある。 

- 第 一 『簾 風』 は 果たして 靑年請者の人 業す るもの であ I。 誨言宣 Isli 表た。 併 


である •  law 的で なくして 音 樂的 である。 夫 ひ 自然 派陳人 0 最 好例た る英 ヅヮ ー スが 於いて すら * 其 0 作に 溉 

る 主觀的 抒情 的 感觸は 否むべく も あらぬ。 まして 其の 詩篇の 最高 調 を 示す I 代の 秀句 The  Bsnding  cataract  haunted  me  like 

a  Fsion とい ひ Our  bitth  is  bat  a  sleep  and  a  forgetting とい ふが 如きに 至って は、 直ちに 是れ有 字の 音 樂 であろ。 

されば 吾人 は 上來の 論の 歸結 として、 今の 詩壇に 尙ほ 多くの 情緒 主 觀の聲 を 聞かん こと を 願 ふ。 我等が 小說 擅に 求め 得 ざ 

る もの を 詩 擅に 見出ださ しめよ。 主觀の 文擧、 情緒の 文 舉も必 す 趣味の 一 面と して 耍求を 絡つ 辔は 無い。 而 して 人心の 一 隅 

に存 する 此の 要求 を充 たす の 任 は、 卽ち 詩に 歸す るので はない か。 

思 ふに 近年の 我が 新體 詩に 病が あると すれば、 それ は 客觀を 描かざる がた めに 病 あるに 非す して、 主觀の 情の 熱烈なら す 

痛切なら す、 眞實 ならざる がた めの 病であった らう。 若しくは 熱烈、 痛切、 1K; 實の慶 はあって も、， それ を 揮 漉 したらん とす 

るに 當 たって、 全く 直截 自然なる 能 はす、 修飾 技巧の ために 隔てられ 了す るの 致す ところであった らう。 此 等の 病 を 矯めん 

がた めに は、 自然に 還れと いふ、 固より 可、 た 5- 其の 自然 は 客觀の 事象に 自然 なれと いふの 意で なくして、 主觀の 情に 自然 

なれと いふの 意であって 欲しい。 本體は 情緒で ある、 主觀 である。 今の 文壇に 空想的、 傳奇 的、 神秘的、 た 意の ま. -に客 

觀の 實を 離れて 情緒 主 觀の聲 を 揚げ 得る もの は 詩の 外に 無いで はない か。 (明治 四十 年 七月) 
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文騸 8； 詹  Is 

しい II マ ン チックの 作品 を 出 ださう と 試みた もの も 少なからぬ やうで ある。 然るに 此の 試み は 未だ 成功す るに 及ばす して * 

早く 小說 »1 に I 種の 自然 派 的 傾向が 歡迎 せらる、 の徵を 示した。 少なくとも 小說の 上で は、 寫赏 派が 自然 派に 之いた とい ふ 

だけの 變遷 はあって も、 客觀 的文學 とい ふに 於いて は 前後 を 通じて f である。 中間に 之れ が對 照と も兑 るべき 主觀的 作風、 

たと へば 情緒 的、 空想的、 超越 的、 傳奇 的な どい ふ 形容詞の 凡てに 通す る 一面の 傾向 は 地歩 を 占める に 及ばなかった。 鏡 花 

氏、 揪石 氏、 未明 氏 等が 作の f 部に 見 はれた 此の 種の 風味 は、 遂に I 代の 風潮と なり 得すして 了らん とする の 趣が ある。 

た 刺と 詩と に 於いて は 情緒 主 觀の文 舉が尙 多分に 其の 立脚の 餘 地を存 して ゐ るかと 思 はれる。 精し く 言へば 、刺 はまた お 

のづ から 自然 派に 之くべき 半面と 傳奇 派に 之く ベ き 半面と を 有して、 自然 剌は純 粹の剌 を 代表し、 傳奇劇 は音樂 舞踊と 抱 

合した る 歌劇 樂劇 等に 近よ るで あら 5。 詩壇に 至って は、 是れ また 自然 派と も名づ くべき I 種の 傾向が、 他の 金粉 的 詩 風に 

對 して 見 はれた に拘ら す、 此等は 其の 自然 的なる 所、 やがて 客觀 的冷靜 的に 過ぐ るの 弊と なって、 未だ 我等の 讀詩愁 を充た 

し 得ぬ 氣味 である。 そ も/ \ 詩 を 散文と 違った ものと して 見る とき、 玆に讀 者の 要求し 期待す る 所 は、 最も 多く 其の 主觀的 

的なる 調子に 存 する。 此の 意味で は 矢張り 詩の 中心 を に 置かん とする のが 吾人の 見地で ある。 耍す るに 詩 は 最も 

直接に 情調 を寫 すと ころ を 生命と する。 詩と 散文との 區刖は ひとへ に 其の 所 含の 情の 濃淡に 根ざす と 信す る • 詩 は 本來. 主觀 

的 SS 的の ものである • 

詩が 技巧に 隱 れんと するとき、 之れ を 呼び 生かさん ために 自然と いふ こと を 提出す るの は、 凡て 0 文藝に 避けが たい 傾向 

であると しても、 此の 場合に 凡ての 自然 派と 同じく、 或は 題 を 凡景、 醜 物、 に 取り 或は 田園 鄙賤の 生活 を欹 ふが 如き は、 所詮 

嘆の 喑示を 鼓に 求む るに 過ぎす して、 之れ を客觀 的に 描寫 する のが 終極で は 無い と 信す る。 詩 は描寫 的で なくして 咏嘆的 


淸 緖主觀 の文學 

小說は 1^ すると ころ 客觀 の文學 である。 中に も 近時の 我が 小說 は客觀 的と 言って よい。 所謂 自然 派の 傾向 は卽ち 之で あつ 

て 知識の 上、 殊に 日常 智の 上に 尠 なからぬ 依賴を 有して やる。 勿論 其の 底に は 超越 智に訴 へる 分子 も あれば * また 作者の 情 

調に 多分に 浸潤 させられた 分子 も 無いで はない が、 之れ を概 する に、 日常 智を 依賴 とした 見聞の 世界 を さながらに 描寫 せん 

とする のが 其の 面目で ある。 取 村の 範圍に 於いても、 描寫の 方法に 於いても、 作者の 心がけに 於いても、 乃至 讀 者の 之れ を 

期 3^ する 熊 度に 於いても、 容觀 的主智 的と いふ こと は ゆ はれぬ 蔡. 饕 であらう。 た^ 前期の 作風の 多く 單 なる 外形 或は 單 なろ 

觀念を 離れ ざり しに 比べて、 一 暦 生命 的 或は  一 & 具象的な らんと する 所に 近時の 進境 をば 認め 得る。 しかも 前後 を 通じて 廣 

義 の寫寳 的^ a たる こと は 一 である。 直ちに 咏嘆 せんとせ すして、 先 づ靜に 之れ を描寫 せんとす る。 此の 描寫 的、 寫實 的、 主 

智的 態度 を 吾人 は概稱 して 客観的と いふ。 斯の 如き 意味に 於いて 今の 小說は 到底 客觀的 文舉の 部に 鳳すべき ものである。 

1 時 夫の 前期の 寫實が 漸く 死 B 實に墮 して、 之れ に 代 はるべき 何等かの 新ら しい もの を 生ぜん とすろ 灝氣の 動く に當 たり 

進んで 此の 氣に 感觸 した もの は 一稷 の 傳奇的 文擧を 想望す るに 至った。 或は 小説の 上に、 或は 劇の 上に、 或は 詩の 上に、 i 
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の 作爲を 以て は 之れ に觸れ ざらん とェ 風す る。 

るに 純 I 的なる 此の 派に あって は、 我れ まづ 生命と なって 新 自然 を 作らん が爲に 我れ まし、 而 して f の 如き 自 

然の 前に 無條 件の 降服 をな す、 息と いふ 中に 既に 我れ が 見えざる 生命と なり、 感情と なって 翕した ので ある。 自然と い 

，ふに 此の 新しい 囊 があって、 始めて 皇を 霧の 宗 師と仰ぐ の 理由が 生やる。 是れ が文藝 上の 特權 であって また 自然 囊 

の 本意で は 無. S らう か。 而レて 今の ItKQt 囊蠢 して 殊ゃ 4. まむべき 時と なつ あるまい ： 


を 傷 は ざらん とする 寫箕的 態度に 於いて は 同 I である、 之れ をす ベて 自然主義と 呼ぶ の は 此の 理に 外ならぬ • 

さて 吾人が 玆に 特記 せんとす るの は 此の 第三 il、 純 自然主義の 說 である。 此の 派に あって は、 事象 を 結 撰す るの 前、 必す 

しも 現實 らしく と 意識せ す、 また 必 すし も理趣 深く と 意識せ す、 此 等の 意識 をば むしろ I 種の 邪念と して 斥ける、 必竞 私意の 

作爲が 之れ から 生ぜん こと を 恐れる ので ある。 然 らば 作家 は 何 を 心の 標的と して 此の際に 於け る 自己の 態度 を 定めん とする 

か。 其の 直接の 答 は 消極的で ある。 曰 はくた^ 無 思念と、 私 念 を 去るな り、 我意 を 消すな り、 能 ふべ くんば 我れ の發 動的 態度 

の I 切 を 抑へ て、 全く 堪然の 水の 如くな らんと ェ風 する。 禪 家が 三味の 境 はどうで あるか 知らぬ が、 自然主義の 三昧 境 は、 

この 我意 私心 を别 つた、 弱い、 優しい、 謙遜な 感じの 奥に 存す るので はない か。 此の 時 自然の 事象 は 始めて 鏡 中の 影の 如く 

朗 かに 其の 全景 を 暴露して、 我れ と 相感應 する ので はない か。 我れ は 此の 時 始めて 自然の 嫂の 前に 感應 の淚 をに じます の 

であらう。 自然に 對 して 何とも 知れす 淚の こぼれる とい ふ感 は、 我れ の 全く 空しくなった 後に 始めて 發 する もので あらう。 

斯 やうに して 我が 心 鏡裡の 事象 は、 我慢 我執の 情 を I 掃し 盡 した 後の、 新しい 淸ぃ、 情で 更に 温められる。 玆に 其の 事象 は 生 

きて 來る、 動いて 來る。 無念無想 後の 我れ の 情、 我れ の 生命 は、 事象と 相合體 して、 生きた 自然 開眼した 自然の 圖を 作って 來 

る。 物 我融會 して 自然の 全 M を 現じ 來 たると は 此の 謂 ひで ある。 之れ を 要するに 一 切の 我意 を拆 いて 冲廡 なる 心に 生. f る 事 

象， S 中から、 おの づ からなる 別種 清新の 情味 を 吸 ひ 出さん とする が 如き 镳 度が 此の 派の 極致で あら ラ 翠 なる 外界の 事象に 

非す して、 生きた 事象 生きた 自然 を 結 撰す る、 其の 方法と して 先づ 私心 我 念 を 消さん とする。 要は 自然の 新生 命 を 誘 ひ 出さ 

ん とする にある。 されば 延 いて 之れ を 表白す る 上に も、 た 腦 底に 作った 自然 を寫し 事象 を寫 すと いふと 異なり、 共の 事象 

其の 自然 は、 刖 種の 生命 ある もの、 開眼せられ たもの、 從 つて 此の 貴い 生命 を 逸せ ざらん がた めに は、 一 指頭 だ も 我意 私心. 

今 0£? 新 自然主義  a- 
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を 成す やうに 思 はれる 場合に は、 此の 強い 情緒の 必然の 要求と して、 象の 上に 變形 を來た る を 得ぬ。 現實 にある まいと 

見える 事象が 此の 要求の 爲に 是認 せられて 成立す る。 情緒の た あに 事象が 犧牲 となる。 見様に よって は 是れも I 粮の 技巧 作 

爲 であるが、 價 値の 最高 判斷を 技巧に 仰がす して 情緒に 仰ぐ の 故 を 以て 脚色 上の 情緖 主義と なる。 また 文章 上の 情緒 主義 も 

词斷 である。 音調 布置の 爲め のみに 綺^ を 剪裁 するとい ふので なく、 情味の 濃厚に 應 ぜんた め、 專ら 助け を^ 來の 情に 富め 

る 語句に 借らん とする。 また 動々 も すれば 誇大の 語句 を 多く 用 ふる。 皆 事象 を 損じても 豫定の 情緒 力 を 保たん とする からで 

ある。 卽ち 文章 上の Eg 主義で あらう。 而 して 斯 くの 如き 情緒 主義 も 亦た 一 流の 藝術 である。 是非 はこ i で 論す るの 限りで 

ない • 

杻 この 技巧 主義 情緒 主義に 對 して、 自然主義 を 立てる とき は • 前者が 事象 前後の 技巧、 乃至 情緒 を 照準と する に反して、 

後者 は專ら 事象 其の 者 を 照準と する。 而 して 事象 そのもの を 照準と するとい ふ 中から は、 更に 三 段の 概念が 展開 せられる。 

第 1 は 事象 を 出来るだけ 現實の 經驗に 近づけて 現實に 在り 得る こと、 いふ 性質 を强， めんと する。 寫實的 自然主義 とも 名づく 

べきで あらう。 第二 は 事象 中の 理趣 を顯揚 して、 主張、 哲理 を 之れ に 見ん とする。 哲理 的 自然主義 とも 名 づけ やう。 第三 は 

すな はち 事象に 物 我の 合 贈 を 兌る、 自然 は玆に 至って は 其の 全圓を 事象の 中に 展開す るので ある。 其の 事 巧 は 冷 かなる 現實 

客觀の 事象に 非 やして • 靈の 眼、 開け、 生命の 機、 覺め たる 刹那の 事象で ある。 動き 來 たった 瞬間の 自然で ある。 吾人 は假り 

に 之れ を 名 づけて 純粹 なる 自然主義と 呼ばう。 耍す るに 寫實 的なる もの は、 事象の 結 撰 及び 之れ が 表白に 於いて 常に 現實ら 

しくと いふ 一 念 を 離れす、 哲理 的なる もの は问 じく 常に 筒 中に 理趣を 深から しめんと いふ 一 念 を 離れす、 純 自然 的なる もの 

ぬ 伺 じく 微妙なる 養 機 合 期の 瞬 捉ら へん と^ふ 一 念 を 離れ. K 面 かも 此等 みな 客觀の 事象に 執して、 事象の 現赏 的なる 


此 0 寒然 主義 對& 5f; 義 及び 自然主義 對 Eg 主義. とい ふの 關係 を迎り 行く とき は， ：！^ に 新 自然主義 とも 名づ くべき 一 の 結 • 

論に 逮 すると 思 ふ。 

自然 を忠實 に 描く とい ふ。 しばらく 其のい は ゆる 自然 を單 なる^ 觀の 事象と 解 すれば、 凡そ 如何なる 文舉 とい ふと も、 如 

何なる 方式に 於いて か 事象 を 具せ ぬ もの はない。 之れ を忠 "莨 に 描く とい ひ 不忠 富に 描く とい ふ は、 唯 我が 製作 時の 態度の 相 

逮 である。 今 吾人 は 便 <且 のた め 作 中の 事象 を 中央と して 製作 道程に 兩 段の 目標 を 立て やう。 一 は 事象 前の 熊 度で ある、 i 一は 

事象 後の 態度で ある。 一 はまた 事象 結 撰の 態度と いふべ く 二 は 事象 表白の 態度と もい ひ 得 やう。 前者 は 我が 想像と 事象との 

關 係で 後者 は 我が 言 表 法と 事象との 關係 である。 彼れ は 脚色 論で 此れ は 文章論で あ， る。 

作家が 自己の 經驗 記憶 想像 を はたらかせて 一 の 事象 を枯 出し 來 たらん とするとき、 常に 照應 順序 宵 尾と いふが 如き 形式の 

盤理を 最後の 訴へ 所と する の 態度 を 取れば、 最高 判 斷の權 威 は 此の 形式の 美から 發す るが 故に、 玆に 脚色 上の 技巧 主義 を 生 

.^る。 また 如何に かして 結 撰せられ たる 事象 を 文辭に 表白す るに あたり、 語句の 音調 排列 聯想 等に 不調和の もの ある を 避け 

ん とする の 意識が 强 ければ、 最高 判斷の 權烕は 此の 意識から 發 する こと V なり、 鼓に 文韋 上の 技巧 主義 を 生. f る。 而 して 是 

等 はみ な それみ づ からにして 一 流 を 成す の藝 術で ある。 斯 くの 如くなら ぬ ものに 比して 孰れが 高級で あるかと いふが 如き は 

吾人の こ \ で 論定 せんとす る 問題で は 無い。 

併しながら 技巧 主義 はまた I 面に 於いて Eg 主義と 聯 なる。 單に 脚色の 技巧、 文章の 技巧 を 技巧 そのものに 行き 止まら ざ 

れば、 純粹 なる 技巧 主義と なる が、 踏み入れて、 之れ を强ぃ 情緒の 發 相と 見れば、 主義と 化する であらう。 蓋し 

事象 を 結 撰す るに 先 だち •  ^？^想の 一 面として存する感情が漠厚の性を帶びて、 fig 搖曳 おの づ から 作者の 胸底に 香 を 放ち 調 
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今の 文壇と 新 自然主義 .  一 

. 之れ を 文藝 上の 事實 すな はち 作品に っハ てい. 5 も、 ま JJ こ.. r-B  、ほ，， f  . -、  、一 

I の - つで I  .t^H^H^^  一 

な にも 打ち 寄 せて來 て、 近 時殊に其の 勢の 急な 蒸め る、 詩 擅 はなぼ 蒙ヮ— f ヌ程 一 

^^uii 散文 驚に 小 說擅 は 漸く 大膽 なる 技巧 無 腸に よって 大 ら れん： し U 一 

る Uiii4」i は？！、 き黨 I く  11。  一 

點!! 言 r でもな く 一の I 囊 である。 蒸 を 秦に寫 さんがた め、 技巧 を人爲 不自然と して ルナる。 此の 一 

！！ ill  一  つの § 翁す る、 それ は I 囊で M。  h 一 


o  t ン ご." t  ,  .^0 戎 s でなかった。 ふに 斯 かる 時勢の 斯 かる 境遇に ある もの は斯 かる 

方面 I  くつ も：； rhr て U ムの uuurf に II し！ 用意が 足 |舊 

性格に 墮 せざる を 得ざる 力と 人 をして、 ま スハぷ r おお 力 

であらう。 首 ひか へれば 斯 かる大舞臺の 主人公と して は * 性 ilr"l する。 II 

きに 臨んで、 當代 illif 代 磨 i ん とした 作者 11 する I 


ま 


最も 美しい文 字の 少ない 箇所で ある。 殆ど 技巧 以上に 落ちついた 所が ある。 (扮本 を 云 * する もの も あるが、 そんな 事 はどう 

でもよ からう) 夏の 卷、 北 小路と いふの が 高等 擊 校の 寄宿 舍內の 出 來事を 述べる あた 力 も、 右の 一章に は 劣る が、 鬼に 角 似 

た 行き方と いってよ い。 

次に 主人公の 性格の 缺點を 作者が、 意識して 害いた とい ふこと、 れ は善惡 いか やうに も 見られ やう。 善い 方から いへば 

之れ がた めに 性格が 活 きて 來る。 實際個 相 を 具へ たものに なって 來る。 主人公の 性格が 始終 一貫して、 何 所と なく 平凡 作者 

の覼 ひどころ と 違った 者の 書いて ある 様に 思 はれる。 此の 點は 作者に 缺點弱 所 を 意識して 描く の 用意が あつたから である。 

併し 之れ と 同時に、 作者 は 架して 適當の 度合まで 斯 かる 洋風の 刻 窗法を 用 ひ 得た か。 若し 徹頭徹尾 缺點弱 所の 意識 を 離れぬ 

描寫 であったら、 それ は悲剌 よりも 滑稽 劇の 主人公 を 造る ときの 描寫 法で はない か。 『靑 春』 の 主人公に 對 しても 此の 疑 ひが 

無いで はない。 彼れ を； 翻 すれば 滑稽 g の 主人公 ともなり 得 やう。 それ を 思 ひ 切って M 面目に した 爲め、 滑稽から は 救 ひ 得 

たが、 全篇 を 通じて 深い 同感と いふ 者 を讀者 か. 買 ひ 得ぬ 結 栗と なった。 狭む がま-に、 主人公 をい やな 男、 卑劣な 男、 氣 

取った 與とは 思 はせ るが、 不 びんな 男と は 思 はせ ぬ。 卷 を閉づ るに 至っても、 速 男 や 北 小路 等が いふ 如く、 あ. - かわい さう 

な 男 だと はどう も 言 ひ 得ない。 隨 つて 結末に 沈痛の 感 味が 乏しい こと、 なった。 是れ 主として 作者が 殘酷 なまでに 最後の ベ 

1 ジ まで、 主人公の 弱點を 抉る の 刀 を 措かなかった からで あらう。 或る 意味で 欽 哉の 弱點 はなる ほど 時代の 弱點 で、 而 して 

作者が 之れ に 痛快な 一 抉り を與 へたと いふ 功 は あらう。 けれども 之れ と 同時に 作者 は 時代の 犠牲者 を 描く とい ふ 意識 を 一 USJ 

強く 持って 欲しかった。 つまり 時代の 弱點を 描く とい ふこと --、 時代の 犧牲者 を 描く とい ふこと-、 此の 二 意識の 配合が う 

ま <取れ なかった めで はな. $か* 前者 を 描く に 急に して § は 之れ を 逸した。 作者の 考 では、 周圍の 同感 者な ど を 以て 此の 


『靑 舂』 を 評す  . 

『靑 春』 が藝術 品と して 特に 注意 を 要する 點は、 共の 想 を 時代と 觸れ しめたと いふ ことよりも、 第一、 其の 文章が 技巧の 絢 

爛を盡 して、 紅葉の 後、 g 脈 S 點を此 所に 極めた とい ふこと、 而 して 恐らく 此の 種 S 巧 は、 此 Qf 境と して 今後の. 

ト說 擅の 與味 中心と 遠ざかり 行く であら ラ とい ふこと。 第一 一、 作者が 主人公の 性格の 缺點を 始終 意識して 而も 凡て 眞 面目に 

書いた め、 i!?? が小說 壇に は舊來 多く 例の ない 地位に 主人公が 孤立す る 姿と なった こと。 僕 は 此の ニ點 を先づ 研究す るの 耍 

ある ものと 認めて、 論 を 立て やう。 

豪に ついては、 叙 景も I もき 通り 色彩 燦爛 で、 籠 S りを盡 くして、 而 かもい やみの 無い きろが 老手で ある。 

此の 點- 一 於いて は 無論 當 今の 第 一 位で あらう。 又斯 やうな 豐 富な 形式 を 避けて、 景象 自然の 感情が 流れ出て ゐる筒 所 も 無い 

ではない。 併し どちら かと 官 へば、 此の 點は 此の 風の 技巧の 短所と すると ころで あらう。 凡ての 景 象が、 鋭く 出ないで、 球 

齊 4- ら れて圓 みを帶 びて 出て 來る。 上の 卷、 池の 端 あたりの 巧緻なる 記 叙の 如き は 其の 例で あらう。 秋の 卷の 第一章、 主人公 

が監 就から 出て 來た あとの 邊は、 作 中 最もよ く 出 來てゐ て、 覺 えす 人 を ほろ りと させる 力が あると 思 ふが、 此筆は 却て 篇中 

f 靑春』 を す  f 


於いて 些か も 上下 優劣の 差刖 はない • 

所謂 篤 評、 乃至 思った 事 は 前後左右に 關ず して f て 了 ふとい ふ 直 は 、すっきり として 善い 氣 持に 讀 まれろ もの だ。 

t 若し 之れ に侗 人的の 愛憎 取捨： s 入って 來 ると、 直 反 對に匿 な るもの となる。 あら ゆ I 面 £s である 所が 此 0 

種の 批評の 生命でなくて はならぬ。 

I 一月の 雑誌 類に 出た 小說屮 では、 『趣味』 にある 正宗 白鳥 氏の ものが 最もす ぐれて ゐ たやう に 思 ふ。 『塵埃』 は 如何にも 落 も 

ついて 重みの ある 短篇で ある。 落 想 は 西洋の 近世 ものに 比べて 左して 珍と する にも 當 たるまい が、 我が 作 にあって は、 薏 

し 此の 一 二月に わたっての 佳品で ある。 縯 いて は 本誌に 出た 水 野 葉 舟 氏の 作な どが 二.， 作界の 傑出で あらう。 

悶秀作^^とぃへば今のところ楠緒、 八千代の 兩 女史 を 中心とする やうで あるが、 兩者 ともむ しろ I 種の 批評眼 を 具へ てゐ 

る點が t に 値する。. 後者の S は 人 Q. 知 I りで あるが、 薯は 之れ お 方へ 向けたら 鋭利な SQ 小 IE? なろ ベ 

き 作家で はない か。 

漱石 氏の 『野 分』 に、 玄關 の 屛 風の f 叙して、 三 條小銀 冶が 勅の 刀 を 「丁と 打ち 丁と 打つ」 とい ふ 技巧 を 用 ひ、 T マンス 

の 響 を 開かせて ゐる。 之れ は 此の 作者の 慣用 手段ら しい。 我等 は 此の 饗の 奥に 作者が 大 なる，， ，マン チック、 センチ メント 

を 持って ゐ るので はない かと 想像す る。 隨 つて 之れ に應 する やうな 作品 を 見せて もら ひたいと 思 ふ。 

夜雨と いふ 詩人、 雨 情と いふ 詩人、 前 S 一  樓 磨の 情に 於いて、 後者 は 共の 囊の H 風に 於いて、 共に 我等の 眼 を， 

やうに 覺 える。 (明： SSS! 十 年 三月) 


近年の 我が 小說 擅で、 所謂 寫赏の 漸く 饜 かれんと する に當 つて は、 一時 H< 下騷 然とい ふ 氣 味であった。 それが 近来 や、 再 

ぴ戡定 の 形勢 を 示し かけた かと 見える。 從來 の寫寶 が、 言 はば 表面的な 寫實 であった のに 對 して 今度 は內面 的な 寫實が 之れ 

に 代らう として ゐる。 內面 的と いっても 單に 心理的と いふのと は 遠 ふ。 經驗 的と も 名 づけ 得 やう。 譬 へば 初め、 眼で 見、 耳 

で聞ぃたま、を寫寶し^^ものが、 今 は 一 歩 を 進めて、 眼の 象、 耳の 音 をす つと 心の奥まで 引き寄せて、 しんみりと 內 的に 見 

聞し、 さて 之れ を ss^ 資する とい ふので ある。 成るべくし つくりと 內的 經驗に 接近した 寫實を やらう とい ふので ある。 十分に 

作者の 心の 香 ひに 浸って、 しかも それが 忠實 な寫實 である やうに と いふの である。 是れ やがて 眞の 自然 派の 精神で はない 

力  ， 

而 して 斯 くの 如き 自然 派 的 倾问の 傍に 相 接して 存し 得べき もの は、 哲舉的 乃至 神秘的 感昧 とい ふ 意味に 於いての a- マ ン 

チ シズム ではない か。 我等 は 素直なる 自然 派の 興隆 を 喜ぶ と共に * 之れ に 右の 如き al マン チ、 ソズム の 配色 明かなる ものな 

認める。 ツル ゲ ネフたり 乇 ー ぺッ サンた ると、 はた イブ セ ン たり ハウ ブト マ ン たると 我が 文壇が a: に 之れ に 感化せられ るに 


ま 

文 藝以內 ビ內外 

長 谷川 天溪 氏の 幻滅 時代と いふ 小說、 之れ を 文 藝以內 に 於いてい へば、 羅 に- S: 容 と相應 じて 最も 多く 自然なる 孩 式に S! れ 

とい ふに 歸 する であらう • はたまた 其の 內容は 最も 多く 人生 最後の！ K; 理に 接近せ よと いふので あらう。 けれども、 若し； 史ニ 

進んで、 文藝の 中から 村の 空想と、 結 架の 快楽と を 拔き捨 つる 意 を も 含む とすれば、 玆 に文藝 は文藝 としての 存立 を 休止す 

るに 至る。 卽ち 問題 は轉 じて 文藝 と文藝 以外との-社 會 現象との 關係 となる。 一 雷 以て 掩 へば、 非文藝 時代と いふに 約 まる。 

文藝は 夢幻の 如き ものと いふの 意で、 段々 に 其の 装飾の 衣を脫 ぎす て V 行った 結果、 赤裸 * に 近い 身と はなった が 同時に 文 

整の 閱を 通り 起して 宗敎の 門に 立って ゐ たとい ふの は 今の 蘆 花 君な どの 地位で はない か。 設 する に眞實 自然の 文藝を 要すと 

いふと、 文藝を 見す で- -宗敎 に 之く とい ふと、 何れが 天溪 氏の いは ゆる 幻滅 時代の 十九 世紀で あらう。 (明 四十 年 二月 ( 


をして 其の 底の 悲哀 を 感ぜし めんと いふ。 古く は 熊 谷 蓮 生坊の 昔から、 近く は 兒玉源 太郞の 逸話に 及ぶ まで， げ にも 戰勝 0! 

血に 塗れた 手 を 解いて 悲哀の 珠數を つまぐる 自然の 人情に は 眞理が ある。 併しながら 吾人 は 寧ろ 根本に 於いて 異なる 意見 を 

持して ゐろ。 日露 1^ 後、 戰 勝の 歡 喜に 岐 惑して 宗敎的 理想の 境と 益々 相 遠ざからん とする が 如き 人々 は 初めから 戰 勝の 悲哀 

とい ふが 如き 精神的 驕 音に 耳 を倾け 得る ものと も覺 えぬ。 また 國 家と いふ 傅來の 生存 形式 を 保持す ろ を 以て 任務と する 彼等 

に 取って は是の 如き は、 艢て 難き を 人に 强 ゆる ものと も 思 はれ やう。 

然 らば 現代の 精神 文明と 浮沈 を 共に し 得る 階級の 人 々に 向って 之れ を唱 へる ものと せんか。 斯 やうな ろ 階級の 人 *f は 恐ら 

く 論者の 考 ふるが 如く 甚 しく 日露 戰爭の 結 架に よって 其 精神 を 支配 せられて はゐ まいと 思 はれる。 此の 政治 史上の 大變 事に 

對 すろ 我が 精神 界、 思想界の 感覺 は、 むしろ 遲 鈍に 過ぐ る ほどではなかった か。 精神 物質 兩界 の交涉 の辣濶 なること、 我が 

現 時の 如き は 蓋し 多く 例の ない 所で あらう。 詮す るに 喜んで 廣花 氏の 幅 昔に 聽 かんとす るが 如き 社會 は、 戰 勝の 悲哀 を說く 

を 要する ほど 痛切に 戰 勝の 歡 喜に 魅せられて はゐ ない ので ある。 此の 意に 於いて、 吾人 は 蘆 花 氏の 說敎 の、 勞 多くして 用少 

なからん を 恐る、 ものである。 獨り 之れ を 日露 戰爭 以外、 個人主義、 本能 主義 等と 相牽聯 して 生じた る 精神 界の 現象に ついて 

言 ふ 時 は、 個人の 寂寞、 勝利の 悲哀と いふ 語 は、 生命と なって 流動す る。 個人の 戰に 勝ちた る もの をして、 共の 奥に 横た は 

るの 悲哀に 觸れ しめよ。 此の 如き 意味に 於いて 初めて 「勝利の 悲哀」 の 生きた る 驕昔を 見る。 (明 33 四十 年 11B0 

ffl 人の 寂 真、 膝 利の 悲哀  S- ：: . 


文薦轷 a  § 

人世 ある 限り 翁 極の ものに 非す して 發 足の ものである。 結果 成就の 眼 を 以て 見るべき もので はない。 之れ を現當 至極の 主， 

の 如く 唱說 する の 徒 は、 事物 を 時間 的に 見る ことの 出來 ない もので あらう。 

個人主義、 本能 主義の 核心に は 悲哀、 寂寞、 荒凉の 調を藏 する こと 斯 くの 如しと すれば、 純なる 宗敎の 力 は 此の 點 かち 働 

き 始める ので ある。 我等 は 此點に 建して、 始めて 仰いで 宗 敎に賴 らんと する の 情を發 する。 此の 悲哀、 寂寞、 荒凉 を轉. 一て 

平和と なし、 光明と なす もの は、 宗敎 と名づ くる j 圑の 現象の 外に あり 得まい と 思 はれる。 

文藝は 却って 此の 悲哀、 寂寞、 荒 凉を誘 ふ 者で ある、 光明 平和 を 生命と せす して、 悲哀、 寂寞 を 生命と する ものである。 

我等が 本能 自然の 途を 追うて 往く とき、 人生の 如何に 悲哀、 寂寞なる か を 感ぜし める のが 文 藝の精 場で はない か。 时人 主義 

に 根ざした 近代の 文藝が 其の 裡に 一種の 黑く 底光りの する、 冷たい 手 障り を 有して、 解 跺感を 人に 與 へる よりも、 寧ろ 益々 

人生 を 心細い ものにして 見せろ とい ふ氣 味で ある ことな ど、 前段の 理を證 する ものと 見ら r-fo, う 9 

之れ を 要するに、 今 は旣に 個人主義、 本能 主義の 歡 喜を說 くべき 時で ない と共に、 之れ が 解 脫を說 くの も 客 《 ^の 業 では あ 

るまい。 今 はむしろ 之が 悲哀、 寂寞 を說 くべき 時で はない か。 而 して 是れ E に 一代の 思想が 最も 文藝に 利す るの 秋で はな ( 

力 

先頃 德富慮 花 氏の 『黑 潮』 と 題す る雜 誌に、 「勝利の 悲哀」 とい ふこと を 1 じて あった。 捉らへ 得て 好 題目と いふべき であら 

ラ。 吾人 は 前述の 理由から して 此の 語に 甚 深の 意味 あろ こと を覺 える。 論者が 同じく 年末に 出した 著書 『順禮 紀行』 よりも、 此 

の 一 文 若しくは 此の 一 句に 遙に 多くの i が あろと 思 ふ 。た 論者 は 之れ を宗敎 家、 經世 家の 態度から 言った。 吾人 は 之れ を 

文 il と觀せ 其^ 妙 を 31^ る。 又廣花 ii^ は 之れ を 日露 戰^ の 後と 相關 せしめて 論じた。 戰 勝の 誇りに 歡甚 L て. < ^る もめ 


こに 煩 が 起こる * 此ひ 妙き 惧 容ば 平， 怨ま * 破逮 である， * 

また 或る 程度に 於いて は、 一時的、 一局部 的に 個人 本位、 本能 滿 足の 要求が 折 仗な くして 成就せられ ると すれば、 そこに 

は 征服の 喜び、 勝利の 誇. y、 自大の 意識に 怦ふ 快感が あり 得る。 

以上 二 面の 現象の 如き は、 最も 著明なる 侗人 主義、 本能 主義の 次の 階段と して 起こり 来たる 結果で あろ。 併し 吾人が 玆に 

說 かんとす る 題目 は 更に 其の 次の 階段の 出來 事で ある。 極端なる 個人主義が、 動榣 して 終に 宗敎的 結果に 到達す る 前に は、 

更に 一 段の 曲折 を 要する こと、 多數 者の 上に 見る ベ き 心理的 事實と 信す る。 

斯 くの 如くして 個人的 傾向と 宗教 的 傾向との 中間に は尙 ほ複雜 なる 過程 を 要する。 此の 過程 を 露に 踏み 了へ た 後でな けれ 

ば、 前者の 傾向と、 後お の 傾向と は 確乎と して 相 接し 相 移る もので は あるまい。 而 して 吾人 は箕に 此の 中 問の 過程に 盡 きざ 

る 文 藝の源 を 出 だすと 考 へ る ものである。 

個人主義、 本能 主義の 結^ は 或は 怨嗟 不平の 煩悶と なり、 或は 征服 自大の 喜びと なる。 され どふ斯 やうな 境地に 直に 突入 

し 得べ しと 思 ふの は、 稍 粗大の 考 である。 怨嗟 不平の 煩悶、 征服 自大の 喜び、 其の 孰れ かに 脚 を； ュて、 ゐる 今の 社會が * 進 

んで 宗敎的 光明に 接せん とする 前に は、 是非とも 今一た び 闇 黑の水 を 潜らざる を 得ない。 闇黑の 水と は實 に、 怨嗟、 不-叫 

征服、 自大の 情を恣 にす るの 底より、 寂然と して 湧き上るべき 一道の 悲 哀感の 謂で ある。 此の 悲哀の 泉に 堀り 到った ものに 

して、 始めて 個人主義、 本能 主義の 之く 所 を 極めた もので はない か、 眞に 精神 上より 此 等の 思想 を閱歷 した もので は ある ま 

いか。 

吾人が 文藝の 不盡の 源と いったの は、 此の 悲哀の に 汲む の 意で ある。 此の 點 から 言へば、 個人主義、 本能 主義の 如き は 

锢 人の 寂寞 、麻 利の 悲哀  一九 


交…  K 


個人の 寂寞、 勝利の 悲哀 

我が 評 I に 個人 囊、 本能 主義が 喧傳 せられてから、 もう 幾年 かになる。 其 S にい は ゆる 宗教 的倾 向も现 はれて ミミ 

而 して I 梁 川 氏の 見神の 說、 伊藤 の 無 雲の 敎 など は 此の 傾问の I 頂 點に戟 いた 冠の 如き ものであった。 

いかにも 見祌 I や 無 重の 敎 に は、. i 寂しいながら も f な、 光明、 平和 Ql 含まれて ゐる。 く を須ゐ たい。 

た 此の 農 I りが 我等 をして やがて 宗敎 的と いふ 味 を 感ぜし むる 所以で ある。 併しながら、 おの 思想界、 少なくとも 

個人主義、 本能 主義に 今 さらの 如く 胸 を 騒がした 社會 から 言へば、 其の 個人主義、 本能 主義と いふ 理由から して^ち に. お^ 

的感 味に 醉ひ 到らん こと は、 餘 りに 飛躍に 過ギ てゐ る。 

思 ふに、 今の 宗敎 的倾 向が 直ちに 前の 個人主義 本能 主義から 連接 若しくは 反動 せられて 起こった 現象で あると 見る の は 僻 

論で ある よし 少數の 此の 如き 事例 はあり 得る とする も、 それが 大勢で は 無い と 察せられる。 今の 宗敎的 傾向に は * もっと 

逮 つた * 恐らく， 本能 主義 個人主義よりも 古い、 廣ぃ源 因が 我が 邦に おして ゐ たので あらう。 

個人主義、 本能 主義の 耍 求が、 道德 とい ふ もの、 存立して ゐる. 限り 現在の 社會 に髮飽 せらるべき もので ない とすし， H、 そ 


んで、 頗る 筆力の 緩んだ 趣 ある は 如何。  . 

自白 前後の 自家 心內の 悲壯な 光景、 周 園の 之に 對 する 與裔驚 の狀 態な どが 十分で 無い 様に 思 はれる • 且つ 訝しき は、 丑 

松が 今まで 隱し 立て をして ゐた罪 を 謝した 後地に 伏して 我れ は賤 しき 穢多な りとの 心 を 述べる 邊 である。 稳多 とい ふこと を 

みづ かち 卑下し 過ぎる 所が 却って 词情を 傷 ひ はすまい か。 殊に 其 漸次 新 光明の 天地に 入る あたり は、 一 lis 對 照の あざやかな 

色彩 を 用 ひて、 さながら 暗 衣の 果てから 新 日の 次第に 昇り 行く が 如く 描いて もら ひたかった。 敎員窒 で 文 平と 2 松との 爭論 

の あたり は、 如何にも 十分の 筆力 を あら はして ゐる。 

性格 描寫は 感服す る ほどで ない。 殊に も 女性が 不出来で ある、 會 話が 生きて 居らぬ。 寺の 細君、 おし ほな ど、 作者が 說 明に 

力めて ゐ るに 拘ら す、 類型の 域に 迄 も 達して 居な く は あるまい か。 また 丑 松と おし ほとの 相思の 方面が 今少しく 活かして 書 

いて 欲しかった。 

北 信の 説明が 大分し ばく 繰り返されて ゐ るの は、 歐洲の ffif が 所謂 口 ー カル、 ト ー ンを寫 さんと する の 用意から であら 

.5 が、 同じ やうな 句法、 同じ やうな 形容の 所々 に 重複して 用 ひられる の は、 修辭 上の 瑕疵た る を 免れぬ。 

され ど 要するに 此 等の 缺點 は、 以て 此の 作の 精神、 感情、 描法が 有する 新 代 的 魅力 を 毀つ に は 足らぬ。 (B^llI 十九 年 五月) ， 

，ゆ 

『被 戎』 を W す  2 


文醻 讒 

つたので あ f。？ るに 印象 を 出来る限り フレ， t に、 T ンに、 ゥ * ゥ * にに と媒 つた 用意と 見える。 勿 I や. 

iiil 此 作者が 殊更に 之れ S く 用 ひて、 而も 概して 成功して が、 卽ち 此の 作の， り 

レツ t に 感ぜし むる 一 因で あらう。 おもしろい。 唯、 作 I ばくの 筒 所 か は、 此れが 強いて 作った もの， 

若しくは 叙して 至らざる も？ なった 跡が 見える。 是れは 何人も  一 S 際に 氣づく 所で あらう。 

又 叙景 に 人 f 想 はせ、 入 事に 運命 を 想 はせ ろ 筆法 も、 いかにも 胸に こたへ て、 新しい 入でなくて は 赴 § は 使 はれぬ * 

と 思 ふ 節 あると 共に、 知 巧 上の 分解、 作爲に § た 所 も ある。 所々 I 見す る 心理的 描寫 は 概して I 的ながら、 從 來のコ 

ンて ンシ， ナ リズム を 破って、 ？と 若い 句法 I ひたた め、 之れ また 新 代 sf は相應 if 傳 へたで あらう と 信 

する 

主人公 丑 松： S 多で あると いふ こと S れ かぶて より 後の 靈 には* 中心 感情すな はち 身分に 關 する 恐怖、 悲哀の 情が 

痛切に あら はれて ゐる とい？ よい。 併し § 前半 は、 叙述の 細密で あるに 拘らズ 此の f 於いて 何となく 物 足らぬ 感が 

一 ぜんめ しき 叙し、 敬 之 進の I 叙して、 油 I ジゾ ぶの やう II ふところ、 やがて lis 意の 境で あると 

共に、 弊 もまた 此の 派の 多くに 着な 點 から 生す る。 卽ち囊 を髮し 去って、 全景の 一 に 溶け合 ふ點 S 却した I であ 

る。 f に ffis  i を 叙し ー督 描かん とする に 5 て、 餘 りに 多く 周圍竟 はし はせ ぬか。 It じて 稍 いとい 

杜難を S くの は、 必竟 此の 膀描逐 寫の結 ではない か。 

I. 小 鍵で 丑 松が 身の 雲 を 自白す る大 |§、 乃至 夫から 後 漸次に 展開し 來 たる. 彼れ が新 光明の 天地 I くに 及 


『破戒』 はたし かに 我が 文 w に 於け る 近来の 新 I である。 予は 此の 作に 對 して、 小 I が 始めて 更に 新しい I 期に 達し 

1〕 と sts に堪 へぬ。 歐 i に 於け る II 派の 問題 的 作品に 傅 はった 生命 は、 此の 作に 依て 始めて 我が 創作 界 

： J の II たといって よい。 十九 世紀末 式ヴェ ル トシ ュ メ ル ッの香 ひも 出て ゐる。 我が 小 I に 一期 を 割す ろ もの 

若しくは 劃 せんとし であった 幾き if 總 括して、 最も 鮮やかに 新 is 旗 臭げ たものと して、 予は 此の 作に f 

- 降の 敬意 を 棒ぐ るに 禱路 しない。 『破戒』 はたし かに 近来の 大作で ある。 

作 まとしての 予の籠 は 以上の 如くで あるが、 部分 A さ 技巧に ついては、 敬服す る點 と共に、 不服の 點も 無く は 無い。 

例へば 全き 歩って、 伊太利、 佛蘭 西な どの 文藝を 中心として 存 する、 所謂 セン ジ ユア リズムの 筆致、 伍し 斯 やうな 場合に 

セン ジ . ァ リズムと 云 ふ もの は、 必す しも 實感挑發 と， 日本で いふ やうな 霞で は 無い。 感覺 中に も 唤覺、 味覺、 稱覺 等の い 

は ゆる 第二 感覺 に訴 へる 色 f 好んで 用 ふること、 耳で 聞く  f ば 眼で 見？ う、 眼で 見 tg ば 鼻 I がせ やう、 とい 

ふ 筆致で ある、 豪 上の 甚 主義と いふ ものである。 作 中 所 £ 殊に 好ん 用 ふる、 恐らく 是れは 作者 も 意識して や 


されば 赛美界 の 喜 怒哀樂 は、 半ば 夢の 如し。 I 念營々 として 實 益の 外に 出で ざる 日常の 情と は、 其の 目的に 於ても 効力に 於 

ても髮 S し、 溫に 和に、 薛乎醇 たるの？ 具す、 之れ 备 I の 情 t 比擬 して 評する とき は、 储に朧 なりと いふべ し。 

朧と いふ S 此 S りて IQg? 含みぬ、 之れ を 詩の 極處 §¥ る 因より 譽§ なり。 夫 si 切と ぷ 名の 下に、 

實感の 美文と 美感の 文と を 混同す るが 如き は、 勇 此の 消 tf ざるに 由る か。 され ど此に 腿と いへ る は 本と 結果に つき 

て 評せる 名のみ • 初より 稀 f る もの、 il もの、 f  I の 情 たるべし とい ふの 理は 決して 之れ あらで 此の 意に 於 

て 詩人 はまた 情の 朧 なる を 直接の 目的と する を 得ざる なり。 詩の 構成 條 件に 準 する 限り、 情 は 力めて 痛切なる I はす、 痛 

切なる 詩に 入り 5 倉る は、 情 其の物 S きまらで て、 其 2 焉 If 簾す る. S づく なり。 f 幽 f 吹 

いて 敷山來 時の 路 I 却 すれば、 拾得 相 將て松 門 を 出づ、 囊 i する 所 仙 機 はおの づ から 轉 ぜんの み、 詩人の 目 ざす 所 彼 

れ にあら やして 此れに ある を 知るべき 也。 

以上 朧と いふの 義、 悉さ る もの あらば、 博雅の 是正 を 得て 之れ を 補 はん ノ明抬 廿九年 五 S 


でば 未だ 赘愤 を證 くす に 足らす か 近 山 や、 被お 成して， 烟霞 一抹 遠山 を罩 むる 所， 村翁 白雲 を 分けて， 人る 方 は是れ 武隊の 

春 か、 全幅の 精祌 模糊た る 一 刷の 淡 墨に 宿りて、 明！^ 寫 破し 来たらざる 所 人 をして 一 段 神經の 情に 堪へ ざら しむ。 其の 他 粗 

螯 の 如き 俳句の 如き も、 现解必 すし も缺 けたる に 非す、 詩情 は 十分に して、 只 描く こと 綿密なら す、 僅に 想像 圖の 急所々々 

を舉 示して、 餘を觀 者が 想像の 補足に 待つ もの、 饕 へば 輪廓 を與 へて 他 をして 之れ を 彩らし むる が 如く、  f 石 を 水心に 點じ 

て 一波 則ち 万 波の 原たら しむる が 如し。 輪廓たり 一波た る 限 は 来 だ 十分の 象に あらす、 これ を稱 して 朧と いふべ し。 此の 義 

にて っ朧 とい ふこと は、 詩の ー體 たる を 妨げざる こと 言 ふまで もな し。 詩人の これ を 標準と する 亦た 不可な かるべし。 但し 

其の 筆墨 を 略す るの 度と、 これより 生やる 危險 と、 斯 かる 詩 風の 價 値と は、 おの づ から S 論に 屬せ ざるべ からす • 

现想 派の 物 を 描く や、 共の 象 多く は 現實の 如くなら す、 現實 より 畸 にして、 而も 別 一段の 生 趣 を 具 ふること 往々 にして 然 

り、 是れ必 すし も 情の ために 理解 を 妨げられ たる 結果に あらす、 亦た 風韻 を 筆墨の 外に 托する の 意に も あらす、 造花が 千 差 

萬 別の もの を 作る 如く， 美術家の 理想が 愛に f 種の 新 天 地 を 創せ るな り 。神仙 を畫き 神仙 を 歌 ふたぐ ひ卽ち これに 外なら す。 

要は 超自然に ありと す。 唯 其れ 超自然な るが 故に、 尋常の 知 量より 見る とき は確實 ならざる 心地す、 所謂 朧とは 此の 消息 を 

も 指すな り。 此の 場合に 詩人 ありて、 其の 作の 朧 ならん を 目的と すと いふ、 I 種の 理想 派 作家と して、 之れ に 左右の 難 を 挟 

まざるべし。 

日常の 小我が 利害 を超脫 し、 我が 心すな はち 造化の 心 を もて 物に 對す、 端 照と して 觀照 する 者 は 造化の 我れ にして、 觀照 

せらる &者は 彼の 天地な り、 而 して 日常の 我れ はた 天地の 一 部と して 其の 中に 喜 怒哀樂 す。 此の 時 天地 は、 之れ を實 ならす 

偽らざる の 天地と いひ、 實 我を脫 したる の 世界と いひ、 遊離した るの 世界と いひ、 主解內 の客觀 とい ひ、 扉 美の 對 境と いふ。 

EHBfc は 何ぞ,  一 さ 


* ラ  =ー 

下 詩趣と 朧 

之れ 鑫 すれば 行雲流水、 之れ i けば 金璧 振、 之れ を 観れば 明觀綺、 之れ I すれば 嚣抽 糸。 今， 吾人の 美 基 

する に當 たり、 靜に 顧みて 個人の 行 藏を 尋 ぬれば 天地 味 外の 妙趣、 悠然として 一身 心頭 を淨 化し 去ら f の感 あり。 常識よ 

乃ち 斷 じて 思へ らく、 滞 永に して 而も 激烈なら や、 是れ 詩情の 特質な" と、 或は 之れ を名 づけて 職と いふ。 此に 於て か朧 と 

詩趣と は 羅の關 係 I し來 るな り。 さて 職と いふに t あり、 情の 爲に 鬵の掩 は.？ 丄義 なり、 繞を 省きて 鬵 S 

する も 一 蒙り、 自然 を 超して 不思議の 世界に 入る も 一 蒙り、 假 S 界に 入りて 襄 を脫 する 爲、 激烈 暴露の f ずて 

溢 潤 含蓄の 觀を なす も 一 義 なり。 

1; りて 理 I る さ、 S? 多 かる 賽 なる は、 I の 初に 5 るが 如し。 霧の 之れ を 極意と する、 a 

ら ざらん。 され ど 情の f は 本な り、 ま § る は 末な り、 irm  a0i 

力ら 力 夫れ 情 f 時人 心の g に 於て、 神 會す ろ もの あり、 nsi< この 刹那 本と 理解の 明暗 を 

問 ふべ 力ら t 理解 Q 明瞭 は g 難しと f  、  g 本 目に 於て は 洞 i 徹し 八面 建ず、 ita 

ふ ものお 後より g 批判 を 加へ たる み、 詩人 豈 之れ に 拘淚 して、 本末 Q 分 臭る ベ けんや。 ？る所 こ S にこの 

朧 といきと は、 詩 中の 趣た る をば 失 は ざれ ど、 直接なる 作詩 8 的と すべき も Q ならす。 

I； を 節して、 餘情 II 者 § 求す るに まかす さ、 にして 職と 見ら る。 之れ を 雷 例 ふ、 101 

兩三、 茱花货 に 桃花 紅なる 所 背 i 日の 永き に曝 して 顔に 煙草 をく ゆらす の奠、 細々 き 来たる も 此の 尋常 S のみに 


I 


HP0^, 太夫が 墓 IQ 足ら f 所 は、 擎 巧に 之れ I 護す。 ^5111 

の は I 樂の 美の み、 響 fl の ひとり 高 S 難 じて、 語り物の 美 |礙す ると いふな リ。 大蠢の I 詩より 辭と調 

との i 引き去らば、 私に 疑 ふ、 剩す所 何程なる か を。 吾人と いへ ども、 詩 美の 形想 調和 S にある を 知る、 而も 之れ を 評 

する に 於て 分析 推理 の 此の 如くなる を 妨げざる ベ しと 信す。 

之れ こ 因りて 觀れ ば、 所 謂|體 を 難 I 者の 立脚地 は、 以上の 外た 二 あるの み、 卽ち 古雅 體に 適する 思想 以外の 思想 

S はんと ま 時 ま 質と 齟齬して 霞模 接の 詩 を 生すべし とい ふこと 是れ なり。 之れ に 反す I 者 は、 勿論 根本より 蒙 

の ill し、 此れに よりて lili し 得べ しと？ 雖も、 妻 lil^ る 

す、 此の儘 こて は、 I は 飽くまで も 別 新 |をェ 風す るの 自由 を 有するな り。 兩 者の 孰れが 眞 なる 力 は， f 將來 

こ罕 るの 外な けれど、 要するに 今 曰の 新蠢壇 は、 舊 II 律を輕 t く 破 却し 去る を 許さす、 又 I 其の物 8 本 を 

，の It 見す、 霍律は I 律と して 永く I 詩界の 一 面 f  くと も) たるべく、  I 其の物 は I 其の物と して、 . 

S なる 需を經 んも、 詩と 共に 不滅なる べし。 蓋し S 理に 於て こそ、 1011 蠢の美 を 損せ ざ 

る 限り、 想の 趣く ts 新 いづれ にか 一 大囊を 創作して、 我が I を § する の 必要 は ある なれ。 斯の 韻律 界ぉ 知ら 

す 何 寺 何れに か 定まるべき。  . 

論よ 此 4 きす。 一 派の 新 i 家 もし 果たして 其の 作に I とい ふこと な 態と 求む とせば、 朦 臓と いふに 必 II 以タ 

の說 あらん。 詩趣の 醇 f 當然相關 して、 腹 臓と いふが 如き 性 質實 に 之れ ある.^、 而し si は始 よりこれ に準擬 して 作 

する を 得べき ものなる か、 是れ 頗る 研究すべき 問 f な&, • 

攀 ザ 

1 と は 何 ぞゃ 
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へ る：^ はた 稀薄に して、 =1: 露の 文、 風雲の 窣、 有る が 如く 無き が 如き もの、 言 者の 眞 意は此 にあり と。 約言 すれば、 情と 

理 と共に 揚がらざる 不 妙の 詩 を 朦朧 體と 呼べる に 外なら す、 朦朧と はやが て 詩趣 十分なら すと いふの 義に歸 するな り 。彼の • 

； を 古雅に 託し、 律 を 七 五に 限りて、 姿態の 流暢 婉微を 旨と する 一 派の 詩 家と いふと も、 奈何ん ぞ 朦朧 を斯 かる 意義に 解し 

て、 ことさらに 之れ を 求む るの 愚 をな す ものな らん や。 若し 夫れ、 事實に 於て 此の 如き 朦舰の 詩 ありと せば、 其 は體の 朦朧 

(不 妙) なる に 非す して、 想の 朦朧なる に 由る。 本來 調子の 低き 詩想 を 取りて、 古雅の 文 宇に 附し 流暢の 律に 上す が 故に、 他 

派の 淺俗 露骨 は 之れ を 免る- -も、 免れて 羸ち 得た る 流暢と 古雅と は、 只 これ うつろなる 照の 上の み、 內に 之れ を轉じ * 之.；^ 

を禳 にす るの 妙 柩を缺 く。 見るべし、 此 にて 罪 ある もの は * 體 あらす して 想なる を。 體は、 朦朧ながら も 其の 古， と 流暢と 

の爲に 却って 內に存 せざる 一種の 形式美と • 漠然たる 聯想 上の 美と を與 ふるの 功 を す。 ！ i 者 則ち 此の 功 を 認めす して、 却 

りて 想の 罪 を 體に歸 せんとす、 寃 ならす とせん や。 誠に 大畢 一派の 新 體詩を 取りて 諷誦し 來 たる、 其の 佳 所 は 多く 辭と 調と 

に ー稷の 薄き 美 あるに あり、 共の 短所 は 多く 想 ひ 之れ に 伴 はす。 若く は 之れ を 助長せ ざるに あり、 辭ゃ調 や、 外形の 美の し 

かく 薄き に 止まる 所以の もの は、 明に 想の 之れ を 助け 濃う せざる に 由る ものな り。 苟 くも 靈機內 に動サ ば、 神韻お のづ から 行 

墨の 外に 溢る、 共の 聲調 は假に 王朝 的と いふが 如き^に 限らる とせん も、 少なくとも 其の 限られた る 範圍に 於いて られた 

る 思想 を 歌 ふ、 內 外相 合して 餘隙 なからん に は、 何ん ぞ 二三 子の 批難 を容 れんや。 王朝 思想 其の物が、 特に 朦朧な り 高等 美 

に 適せす とい ふの 斷 案出で 来ざる 限 は、 【派が 從來の 詩體に 盛る に 十分 十二分の 想 を 以てする 時、 決して 其の 朦朧 を咎 む、. ゝ 

き餘 地と 理由と. V 存 せざる べし。 た 惜 むらく は 想 足らす、 外形の 力に 賴 りて 僅に 薄微の 美に 停 住する を 得、 然る を 功過 を 

特 倒して、 想に 碎味し 到る 前先づ 形の 鎖廳を 咎め、 臉朧體 なる 爲 あはれ 燃 ゆるが 如き 詩情 を も 持 却し 了せ りと やうに 論断す。 


耍す るに * 詩に 现 解の 詳と 精と を 苛 求す る は， 詩 をして 說 明の 文たら めし めんと する 者、 上の 意に ての 詳と 精と は 羅竟文 縢 

の 明晰と いふに 外なら すして * 明哳を 主と する は說 明文の 本來 なれば なり。 思 ふに 彼の 朦朧 論者の 意 は 決して 此 にあらざる 

べし。 

但し 上の 意に 住する 者と 雖も、 一 歩 を 進めて 論すべき 節な きに あらす。 明晰と 情の 力と は、 如何 なれば しかく 相乖 戻せん 

とする か、 少く とも 或 場合に 於て は、 二者の 道 を 分かちて 相 進む を兑 るに あ ら^ゃ T 一 聲は 月が 鳴いた か 杜鶸」 の 句、 奇は 

すな はち 奇 なりと 雖も、 「杜^ 鳴きつ る 方を眺 むれば 只 有 明の 月 ぞ殘れ る」 と搖 曳し來 たるの， 意 達して 而 して 情 濃 やかなる 

に 何れ ぞ。 おもうて 此に れば、 情の 昂 まれる もの 必. f しも 明 哳を缺 かざる ベから やとい ふ现、 殆ど 無き に 似たり。 然 bN、 

情の 昂れる もの、 明晰 を缺 かざる ベから すと いふ 理、 殆ど 無き に 似たり。 然リ、 情の 昂れる もの 明哳 を. t ふ は、 心理 上 多ぐ 

若しくは 往々 有り得る の现 のみ、 必す 有らざる ベから ざるの 现には あらす。 情 至りて 明晰のお のづ から 地 を 譲る こと は 之れ 

あらん も * 始 より 明晰 を 付けて 事の 末に 摸 せんとす るの 愚 は、 多言 を須 たす、 衣冠 束 帶の末 を. 1 ふる は、 先づ 心の 儀容 を 正 

すの 勝れる に 如かざる なり。 夫の I 派の 新體詩 家と いふと も、 決して か-^ る 趣意に て 其の 詩 を膽朧 にせん とする に は あら ざ 

おぼろ 

らん。 又 評する 者と いへ ども、 本 調 ラて而 して 末の 自ら 朧に歸 せし ものに は、 其が 上に 更に 達意の 十分 を 望みて、 屋上 屋を 

架す るの 迂 をば 爲さ るべ し。 

愤 至りて 理解 明晰なら ざる もの、、 必す しも 尤 むべき にあらざる 现 由^の 如し。 ひとり 情 足ら やして 意義の 徒に 露骨なる 

もの、 所謂 有 律の 說 明文に 過ぎざる もの 多き は、 今日 新 體詩界 の 通弊な り。 此 はこ、 に說 くまで もな し。  _  . 

更に 他の 說に おもへ らく、 所謂 朦臟と は、 單に明 哳を缺 け. „y との 義 にあら す、 明晰の 之れ なき は 言 ふに 及ば や、 之れ に 伴 

Eict と は 何ぞゃ  丸 
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朦朧 體とは 何ぞゃ  ... ノ 

上、 艨朧 体と は 何ぞゃ 

踪朧體 とい ふ 怪しき 新 休 詩の 名、 近時 二三の 雜 誌に 兒ぇ たり。 I 說に曰 はく、 朦朧 体と は 詩の、 語りて 詳 ならす 說 いて 精 

しからざる を 嘲れる ものな りと。 之れ を 非す る もの 以爲 へらく、. 必しも；^|1るとぃひ說くとぃ はす、 感想の 全量 を發 5# 

する に 於て 一 膜 跪し 了らざる 所 ある を憾 むの 謂な りと。 詩人が 「星 臨萬戶 動、 月 傍 九 宵 多」 と 歌 ふとき、. 其の、 现 通せす 辭 

達せざる を 難す る もの あらば、 頭巾 氣の畿 恐らく は 免れ じ、 斯 かる 意義に て、 語りて 詳に說 いて 精し からん とする は、 言 ふ 

まで もな く 詩の 本意に あらす、 就中 抒情 を 重ん する 詩の 本意に あらす。 詩の 地位 進みて、 其の 全 綾を呈 露すべき 劇詩の 類に 

至る と雖 も、 ^期す る 所 は 象情兩 ながら 全きに あ. り、 ひたすら 詳と 精と を 欲して、 却り て 情趣の 油に 似た る もの を 傷 ふの S 

あらん や。 sii! は 万戸に 臨んで 動き、 月 は 九 宵に 傍ラて 多し、 唯 これ 兩句、 而も 左 省 一夜の 景は 作者が 當 時の^ 中と ほ 往來し 

て JS そめ m 勞 》^ 漏らす。 修辭舉 者の 所謂 文 櫂の 明晰と 勢力と が、 情の 文に 於て、 必 しも 相 合せざる の理、 此に 於て か 明. H お。 


て 新奇 CNOYelty) を 感ぜし むる こと是 れな りひ 而 して 客 觀 なる 新奇 は 主觀に 入りて 舆奮 (Excitement) となり * 之れ より 快 15^ 

を 生す。 但し 興裔 其の物の 快樂 なり や、 苦痛な り や は、 心理 學 上の 問題に して、 ベ ー ンは 中性の 感情な りと い へれ ど、 吾人 

の 見る 所 は然ら す。 舆 奮の 底に は必す 快感の 分子 存 すべし、 而も その 快なる 次第 正に^ 美の 場合と 相似た る もの あるべ し。 

翠調は 苦痛に して 鍵 化 は快樂 なりとの 說、 幾分 か此 間の 消息 を； i らす ものなら すと せんや。 新奇と いへ. る 要件 を 準 {# 突 的な 

りと いふ も 此の ゆ ゑな り。 而 して 探偵 小 說の附 屬的條 件 中 大部分 をョ むる は此 分子な りと す。 管に 探偵 小說 のみな らん や、 

束 西 古今 脚色に 新奇 を 街 ひて 醜 を 蔽ひ爲 美の 不足 を 補 はんとす るの 作滔々 として 皆是れ ならざる はなし。 新奇が 扉 美 上に 及 

ぼす 影響 は 決して 少 小なら ざるな り。 吾人 は 章 を 改めて 心理 上より 新奇、 對、 興 蜜の 性質 を 研究し 古來 之れ が 審美 界に 蒙ら 

しめたる 利 弊 を 論す る こと あるべし。  - 

要するに 探偵 小 說の與 樂の耍 件 は、 疑問 を 提起して 心 を その 解 釋に專 ならしむ る こと是 れ 一 なり。 例へば 寡； t を 殺しし 罪人 

は 誰ぞと せし むる が 如し。 次に 事件の 變化を ぼみ て 結えす 目先き を 新なら しむる こと是 れニ なり。 例へば 殆ど 罪人 を 捕 

ら へんと して は 忽ち 逸せし め、 たまく 捕 ふれば 當人 にあら ざるが 如き 例、 或は 賊 及び 探偵 吏の 千 化 萬變、 老 者に 扮し、 女 

装 をな し、 變 幻無究 端倪すべからざる が 如き 例是れ なり。 さて 第三の 耍件は 結局に 近く や、 作 中の 人物の 妙 能く W 難を排 

して 釋然 融然 たらしめ、 毫も停滯なきこと是れな.=^。 例へば 探偵 吏の 妙計 神算を 以て 15 々罪跡 を 擧げ來 たる 面白味の 如し。 

此の 他の 美 はこれ ある も 探偵 小說の 本領に あらざる が 故に 今一 W はす。 而 して 右のう ち 第 一 は 非 審美的な り、 第一 一は 準 審美的 

なり， 第三 は審笑 的な.^。 また 第 一 第二の 兩件は 脚色 結構の 上より 論じた る もの、 第三 は 人物 牲 情の 上より 論じた る ものと 

いふべ し。 (明殆 二十 七 年 八月) 

/  K 依 小 R  ， 
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て 詩歌の 美 を 成し、 人間の 眞 相を發 揮す るの 料と なる。 さて ^ 小説が 從位 的ながら も 稍 ゆたかに 現じ 得る は、 JBT 略の 美な 

り、 た これす らも 美と して 主觀に 感受 せらる 限 は 無私な り、 探偵 小說の 本領た る 索究的 心識と 相容れ ざる 所 あり。 何とな 

れ ば客觀 にあり て は、 智力 上の 美な りと いへ ども、 これ を 受け 入る X 讀 者の 心識は 審美的なら ざるべ から ざれば なり。 況ゃ 

好 笑 的、 悲壯 的、 と遞 昇した る 美に 於て を や。 

耍す るに 策略の 美と は 作 中の.： < 物 (！吏 犯罪 人の 如き) が 計畫を 設け * 狡 智を逞 うして、 身 邊に翊 まり 来たる 種々 の 困難 

(我と 四圍 との 衝突) を 機微の Si に 處斷し 行く 様の 面白き をい ふなれば、 探偵 小 說の讀 者 もし 索究的 心識に 執せ すして 作 中 

の 人物に 同感 (同感す る ほどの 妙 作 ありと 假定 して) する を 得ば、 此の 瞬間の 悅樂 ばかり は f  、略の 美 を 看ャ るに 由り て 生じた 

ろ ものと いふべ し。 併しながら 客觀の 人物の 働 は 智力 一遍の 活動なる からに、 同感の 度 は 到底 淺 からざる を 得す、 これ 其の 

割合に 探偵 小說を 和し 易き 所以なる べし、 美と しての 價値 少なき 所以なる べし。 航海 小說、 冒險 小說、 武者修行、 罄討、 な 

どの 諸 小說の 中には 此 策略の 美 を 主と し、 他の 高等の 美感 及び 索究的 快感 を從 として 採用す る もの 多し。 固より 此等 にあり 

て は 策略の 性質 様々 にて、 必 しも 奸 智猾才 のみに よりて 葛藤 を 解き 衝突 を 避く る 者と は 限らね ど、 大體の 系 脈 は 才智 を 主と 

して 活動す る 人間の 美な り。 冒 險小說 ( B ビンソン、 クル I ソ I のた ぐ ひ) 是れ なり、 航海 小說 (ジ ヤコ ブ、 フエ ー ス フルの た 

ぐ ひ， >  是れ なり。 その他 馬 琴の 作 中に も 其 例 多し、 特に 馬 琴の 『常夏 草紙』 に 於て、 春 澄が 仇敵 治 部 平 を 討つ 條を 第一 回に 

傍寫 して、 暗に 讀 者の 疑惑 を 起す る あたり は、 索究的 脚色 を さへ 引 拔し來 たりた る ものなる を 見る o( 注意 を惹 かんとして 

作者が 此 種の 狡 猞 手段 を 弄する は往々 にして 然り )o 以上 は 主として 人物 性情の 上に 就き 心的 活動の 上より 論じた る 審美的 耍 

件な り。 さて また 事件の 起伏、 脚色の 變 化の 上よ 見て ま IK:^ ^^ももい ふべき もの あり、 事局の 急激なる 變化 により 


動物 美、 人間 美と やう に^かつ ものと あり。 此處に は 解し 易から ん爲 に。 假に 後者に 從ふ べし-さて 美術 中 にても、 1 小說 

は 最高の 美、 すな はち 人間の 美 を 寫すを 主眼と する 者に して、 探偵 小說 に附屬 せる 美の 如き もさす がに 人間 美の 範圍に は 漏 

れす、 只 その 最 劣等に 位する ものなる のみ。 他 はい はす ともあれ、 人間と は 精靈を 具す る 動物の 謂に して 精繫 ある 動物の 精 

露 ある 働 作に 具 はる美 を〃 と は 名く る なれば、 叉 之れ を 精神 美 (spri  一  ual leauty) ともい ふべ し 。而 して 美 は 前に も述 

ベた る 如く、 不全の 裡に全 を"： a 觀す るの 謂に して、 差別しながら も圓融 して 平等に 侵入す る ものなら ざるべ からす、 語 を 

換 へて 言へば 雜多を 調和す る ものなら ざるべ からす。 然るに 天地の 事相 は 玄妙に して、 進化 i が 達する と共に、 益々 差別 を 重 

ね、 差別 を 重ぬ ると 共に、 益々 平等の 趣 を 明に す， しかも 叉 一 面に 於て は、 差別す ると 共に 衝突 繁 からざる を 得す。 蓋し 衝 

突 は 進歩の 動機に して 衝突 多き は 進歩の 著しき を 示す が 如き 觀 あり。 人間の 心 も 亦 此の 如し。 未開の 世に ありて は 差 S 精し 

か. 9^、 衝突 激しから す、 人々 其の 分に 安處 する が 故に、 個人と して は智 情意の 衝突な く、 社會 として は 彼我の 衛突 なし、 

こ X を もて 社會は 居然と して I 幅の 小天地 畫、 さながらに 美の 旨に 叶へ り。 之れ を 人間 美 中の 衝突 前の 美、 すな はちい まだ 

衝突 を 味 はざる ころの 入 間 美と いふ。 され ど此 種の 美 は、 動もすれば、 複 なき 單、 差別な き 平等に 流る、 く はしく いへば 單 

調の 弊に 陷 りて 自ら 美 を 破 却す ろに 至る、 未だ 醇美 とい ふべ からす。 さて 人文 漸く 進み、 自我と 四 園と 衝突して やがて 調和 

し、 やがて 衝突す ろに 及べば 則ち 所謂 衝突 後の 人間 美 を 現す、 衝突 以後の 人間 美 は、 所詮 衝突の^ 解と いふ ことに 歸す。 さ 

れば、 融解の 模様に よりて 種々 の 階段 を爲 す、 最下なる もの は、 人と 外界との 衝突 を 智力の みに よりて 融解す る 場合に 存す 

る 美に して、 . ^美 § 之れ を 策略 的 (Intriguing) 娛樂的 (Jolly) 好 笑 的 (f  ic) 等と なす。 之れ より 髙等 となる に隨 ひ、 情意 

上の 美に は 悲哀 的 (pathetic) 及び 悲壯的 (Tsglc) あり、 智 情意 全體の 上の 美に は 談諧的 (Humorous) あり、 相俟 ^助け 

探值小 K  •* 
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に擬 せんに、 其の 智力 的 快 樂に訴 ふる 所 は 明に 非 審美的と いはざる ベから す。 蓋し 吾人 は純粹 なる 理性的 滿足を 通常 謂 ふ 所 

の 智力 的滿 足と を ：5S^ し、 ^力 的滿 足の 底に は 常に キ 我の 分子の 潛 むこと を 信 すれば なり、 シ ョ オペ ン ハウ ェ ル と-共に、 智 

力 は 意卽ち 我の 奴た る を 免れす とい はんと すれば なり。 我の 智力 的 活動に 追隨 する 快樂 をば 安ぞ鄭 美的と 稱 すべ けんや。 之 

れ に反して、 若し 小 說屮に 事件 其の物の 上に 睛 者の 與；^ を惹く 32 趣 あるとき は、 吾人 之れ を # 突 的な りと いふ。 人物 性情の 

面より 見れば、 探俄屮 にも 戀愛 あり、 榮枯 あり、 離合 桀散 ありて 人情の 委曲 を 極め、 經 過に 波澗を 生す るが 如き 例 あり。 乃 

至 脚色 結構の 面より 兑れ ば、 事局に 意外の 轉崎ん ありて、 忽然と して 惡は 善と. なり、 或は 敗と 北し、 看る もの をして 應 接に 

遑 なく 滿掌汙 を 握らしむ るた ぐ ひ S 々あり 0 但し 嚴 にい ふとき は、 この 中性 情の？？：？： 展に 係る もの は 翁 美的 なれ ども、 事 ：il?Q 

i はむしろ 之 を i 美的と いふべ し、 而 して 此 等の 諸 件より 來 たる 快 樂 は、 凡て &を 離れた る ものにして 事 の 固有せ る 

趣味に 由来す。 夫れ 善 は未來 を前定 し、. 不全 を；； S 定す、 すな はち 人間 31^ 後の 目的に 恰好す とい ふ 特性 あるに 由り て 善と 名け 

らる 0 しかれ ども 美 はこれ と 異なり。 現在に 卽 して 自 性圃滿 ならざる ベから す。 美に は 現 未な く、 目的 手段の 差 i なし、 美 

の 美の 爲に 美なる ゃ猶 宇宙の 宇宙た らん か爲に 宇宙た るが 如し。 事件の 變化は 事件の 變化 として 妙、 人情の 曲折 は 人情の 曲 

折と して 美、 以て 人 を 感ぜし むる に 足らば、 之れ を： 番 美的な りと いふ も 佳なら す や。 

探 S 小說の 主なる 要件の 非 1 的に して、 僅に 從の 一 件の みが ま 美的なる 由 は、 以上い へる が 如し。 而 して これが 爲に探 

小 說は突 文 世界より 逐 はるべ きものなる と共に 共の 所謂， 雜 美的 條 件に 合へ る 部分. A として は た 價侦少 きものな り。 美 

の t に 就きて は 種々 議 1 も ある ことなれ ど、 こ-. に 其の 大要 を擧 ぐれば、 全く 抽象して. ァ I、 ダ％ か g、  ggg、gMg 

とやら に刖 かつ ものと、 }}<地^に^^:在する物に寓せしめ、 I 切の美を：^搭と^^^し、 材料 美 (色、 整、 形〕、 無機物 美、 辅物崦 


的 綠構を 要せざる も, 探偵小説 たる を 失 はざる ベし * 疑 ふ もの あらば 去 て實 際に 徵 せよ * 1 部の 探偵 小說を 取り， 讚む こ 

と 半に して 淺卷を 翻し、 結^の 一 齣を讀 了せ よ、 必すゃ 前に 感じた る 興味の 多分 は 忽然と して 鉗 失し、 更に 後半 を 讀み讎 が 

ん 心なき に 至るべし。 縱令經 過の 事柄 其の物に 多少の 妙；^ ありと する も、 到底 秘密の 解釋を 除きて は、 探 愤小說 本来の 面目 を 

保つ こと 難 かるべし。 旣に kif の k 、明 以外に、 詩的 快 樂を與 ふる 探偵 的小說 ありと する も、 そ はこ V に 謂 ふ 純 粹の探 俄小說 

にあら す、 そ は 只事 件の 性質 配合 等に 於ての み 探偵 小說 的なる ものな り、 而 して 其の 本質 は已に 探偵 小 說の範 域を脫 したる も 

のな り * 夫れ 詩的 快樂、 卽ち 世態 人情の 趣味に 伴 ふ 快 樂と索 究的快 樂卽ち &密の 解 釋に伴 ふ 快樂と は、 互角の 勢力 を 持して 

並立す る こと 難し、 假 令容觀 なる 小說 其の物の 上に は、 兩 者の 元素 相當 して 存す とする も、 主觀 なる 読者の 心 は、  1 らすゃ 何 

れ かに 偏せ ざる を 得ざる ものな り。 而 して 探偵 小說の 精髓は 此の 索究的 快樂を 主と. I* 詩的 快 樂を從 とす されば I たび 此 

の 比例 を 轉 倒して 詩的 快樂を 主なる 地位に 立つ るに 至れば、 探偵 小說は 形骸 を 遣して その 赏を失 ふ ものと いふべ し。 且ゃ此 

の 類の 小說 にあり て は、 探偵と いふ 名の 示す 如く、 人 問 犯罪の 狀態 のみ を 主題と し、 甲の 罪惡に a? する 乙の 罪惡を 以てする 

の事變を陳するに過ぎざるが故に、盛に探索^??究の念を驄りて厩惡の實感を防ぐにぁらすんば、 • 不快の 感端 なく 挑發 せられ、 

覺 えす 卷を 抛つ に 至る ことなし とせす 0 斯の 如き 際に 淸淨 なる 詩的 快樂を M がんと する も 甚だ かたしと いふべ し。 

以上 探 小說に 於て は 索究的 快感 主位に ありて 詩的 快感の 從位 にある こと を 述べたり。 索究的 快感な 智力 的と 名く るに 針 

して、 詩的 快感 をば 審美的 快樂と 名く る も 不可な かるべし。 所謂. 姊 美的と は 何の 義ぞ。 此に は哲舉 上より 絮說 する の餘 地な 

し、 只 簡略に 說明 すれば、 最後の 牧獲を 得て 自我の 滿足を 得ん とする I 口 tereste4  (私). の狀 態に 反して、 カント. の 所謂 sain 

ffsl  (無私の) 境に ある もの、 卽ち 自我の 利害 を 離れて 快感 を感 する ものと いは 1- 足るべし。 さて 之れ を 探 愤小說 の 場合 

探偵 小お  お 


れ Is 小 說の範 圍を定 むる は、 もと 其の 形 及び 其の 想 を 解す る 人の 心.^ にて、 何れと も 見ら るべき 大 問題 なれば、 紬論は 他 

日に 譲り、 此虑に は且く 探偵 小說の 命脈と なりて 多數讀 者の 與味を 惹く耍 件 を列擧 し、 その 審美 上の 價値を 論定すべし a 

試に 幾 種の 探偵 小說を 取りて そが 結構 を檢 し、 類 lis の點に 就きて 抽象 せんか、 最も 先づ 心に 留まる は累 篇稍册 いづれ も 其 

の 面白味の 极底を 智力に 置く こと、 すな はち 索 究的快 樂を與 味の 本源と する こと 是れ也 o»i に 探 侦小說 の 主なる 命脈 は 智力 的 

快 樂に訴 ふるの 邊 にあり。 さて 如何にして 之 を 成就す るか。 他な し 發端第 I に 或 疑問 を 揭げ來 たり、 讀者 をして 好奇の 心 を 

起さし め、 饕へ ば數學 家の 或 問題 を解釋 すらん 時の. 如く、 逐次 回 を 追うて 疑 を 解き-一 3- に 結局の 答案に 達せ ざれば 止 まざらし 

む。 隨 うて 其の 節； に 望む 所 は單に 疑圑の 氷解に あり、 之れ に 達すべき 順路の 如き は 、右す る も 左す る も、 問 ふ 所に あらす 

されば § 小說に 在りて は、 手 精み づ から は往々 何の 意味 もな し、 唯 面白き 結局 を 誘致し 來 たらん の 料なる のみ。 例へば 財 

產 家の 寡； g を 殺して 巧に 跡を晦 ます もの ありと せよ • 吾人 はま づ 此の 罪人の 何者なる か を 知らん と 欲す、 此に 於て か 情なぐ 

血な き 探偵 吏 あり、 法 吏 あり、 朋友 を寶り 良心 を 典し • 詐 謀術數 至らざる なく 百方して 僅に 當の 罪人 を 捕ら <f、 以て 吾人の 

知力 的 心 識に滿 足を與 ふるに 至る。 吾人が 探偵 小 說を讀 みて 快 樂を感 する は、 讀み 行く 事柄の 全局、 もしくは 部分に 悅樂ぁ 

るが 爲 ならす して • 一 歩 後の 滿 足に 近く を 知れば なり。 恰も 數 $p が 答 式 を 得る の 快樂を 想うて 乾燥なる 記號 の運轉 

.  なら ひ 

に餘 念な く、 終に は 習性と なりて 此の 索究 其の 事 をば 面白き こと- -思ひ 做す に 至る 類な り。 本より 作者に 多少の 小 說的技 《 

ある 限 は、 幾分 か 人物の 性癖 を も 描き 得べき が 故に、 探偵 吏が 機敏の 働き • 若しくは 局面の 波 満變化 等の 上に、 若干 脚色 的 1^ 

白昧 以外の 面白味 を 具へ しむる ことなき にあら ね ど、 こ はむしろ 附 屬的條 件. 卽ち 二の町の 面白味に して 倦 1^ を來 たさ ら 

んの 用意の み • 又は 作の 興味 を 豐 富なら しめんの 駐飾 のみ。 結^ を 追求す る 念に 伴 ふ 快味 だに 強からば • 必 しも 此 等の 補充 


貸本屋の 荷車に 在りて 平常 最も 多くの 花 主 を 引く もの、 探偵 小說に 如く はなし、 而も 此 種の 讀本は 之れ を 他の 小^ 史傳の 

たぐ ひに 比すれば、 甚だ 永く ー處に 留まら ざるの 性 ありと いふ。 思 ふに 探偵 小 說愛讀 者の 多數が 審美的 好尙の 極めて 幼 揮な 

る は 論 勿し、 探偵 小 說みづ から も 亦 決して 餘昧津 々忘れが たき 熒的悅 楽 を 吾人に 與 ふるの 能な きなり。 此を 以て 一 旦讀 了す 

れば復 たび 卷を 手に する の 念 起こらざる のみなら す、 事件の 結局 を 窺 ひ 知る とき は、 忽ち 興 索き て、 卷 未だ 半ばなら ざるに 

旣に 請み 行く ことの 煩に 堪 へざる の感 あるべし。 藍し 秘！？ を標 置して 人 を 迂曲の 路に 導く を 主と する が 故に、 導かる もの も 

1 意 この 秘密 をのみ 知らん とする に 急に して、 經 過の 如何に 崎 嚼坎珂 なる か を 顧る に遑 あらす、 轉々 鹿 を 逐ふ獵 夫 山 を す 

の 思 ひ あらしむ、 これ 探偵 小說 唯一 の 面目なり。 復言 すれ は、 未だ 讀み 終へ ざるに 當 たりて は、 一息の 下に 讀過 せんこ をと 

願へ ども、 一 たび 鎮み終 ふれば、 また 之れ を飘賞 する ものな し。 探偵 小說が 永く 兎 園の 鼸を だに 專に すろ 能 はざる、 ゆ な 

しと せんや。 若し 一 派の 文學 論者と 共に 小說 とい ふ 名の 定釋 を嚴 にして、 小說 は現實 的と 理想的と に 論な く、 世態 人情の 質 

を 描破す る ものなら ざるべ からすと せば、 世に 行 はる、 探偵 小說の 如き もの- -小說 と自稱 する は 借な りと 謂 ひつべし。 さは 

， f 小.： 一 


. 『作らん とする 心』 と 『沈 鐘』 (大正 七 年 九月 國民 新聞 所載)  

i と 科白 (大正 七 年 十月 文章 世界 所載 J>  ■ 

將來の 國字國 語と 一 背 樂的茶 礎 (大正 七 年 十 一 月早稻 田文舉 所載 V 


, 戰爭と 思潮 (大正 三年 九月 新潮 所載)：：：.：：：：：  ：:  

舞 MB 作の 監 蟹と 『ヂ ォゲネ ス の 誘惑』 (大正 三年 九月 早稻 田文舉 所載) _ 

, 相對 人格と 絕對 人格 (大正 三年 十月 中外 a 報 所載).  

藝 術の 弱小 (大正 四 年 一 月早稻 田文舉 所載)  :.:  

此の 事實を 如何にす るか (大正 四 年 十 w: 演劇 所載)  

新劇 圑と 創作 劇 (大正 五 年 ； 月演藝 « 報 所載)  

新 史劇の 技巧 (大正 五 年 一 二月 讓寶新 g 所載)  

藝 術と 鄕土  (大正 五 年 六月 美術 評論 所載)  


r アンナ • カレ- 1 ナ』 劇 (大正 五 年 九月 請 齊新閉 所載)..  さ Q 

* 自然主義 運動の 意義 (大 1^ 五 年 十 I 月 新 t 所載)  さ g 

« 人道主義と 僕 一 個の 考察 (大正 六 年 I 月 時事 新報 所載)  §^ 

• 民衆 藝術 としての 演劇 (大正 六 年 一 一 月早稻 田文舉 所載). 攀  六 一一 

新劇 將來の 一 問 超 (大正 六 年 一 j 月 闽民新 iE 所 戦)  さ J- 一 

t 一  轉機を 割 せんとす (大正 六 年 1 1月 時 都 新報 所載 j>  六 一 S 

宵赛 時に 於け る 向上 派の 偷理 ，0 享樂 派の 倫现 (大正 六 年 五月 中央 公論 所載)  さな 

文藝 上の 主義 を 如何に 受け 容れ るか (大正 六 年 五月 中央 文舉 所載〕  … …： . ::.  一一 


f モ ンナ •  Vs ンナ』 の內的 研究 (大正 一 ？ 九月 劇と^ 所載) ：：：：• 

藝 ttol の 『モン ナ • グ ンナ』 (大征 二 年 九月 歌舞伎 所 $)  

メ ー テル リンク の 新 史劇 (大正 1 1 年 十月 文韋 世界 所載)  

文藝 上より 観た る 今日の 民族 競爭 (大正 一 一年 十月 新 日本 所載) 

『サメ  B』 上演に 就て (大正 一 一年 十 一 月 時事 新報 所載) .：.： i 

7  ロメ』 一 面觀 (大正 一 一年 十 一 一月 劇と 詩 所載)  

大正 三年 文壇の 觀測 (大正 三年 一 月 文章 世界 所載)  

劇の將來(大1^^三年~ 月大阪 朝日 新聞 所載)  

今年の 劇 擅と 藝術 座の 業 (大正 三 年 1 月 演藝畫 報 所載) •：•： 

藝術家 は 可哀相な ものである (大正 三年  一 讀賣 新開 所載)： 

『海の 夫人』 と 神秘の 現實化 (大 "1 三 年 一 月 文章 世界 軋) ：：： 

f 海の 夫人』 に 就いて (大正 三年 I 月 歌舞伎 所載)  

鋼譯劇 時代 (大正 一二 年 一 月 國民新 iw 所載)  

演劇の 型 (大正 一二 年 五月 早稻 田文學 所載)  

新 問題劇の 意義 (大正 三年 七月 東京 毎日 新 間 所載)： ー  

文藝と 平和 (大正 三年 A 月 請 寶新間 所皲)  


作家、 俳優 舞躉， い I 督 (大正 1 兀年 八月 歌舞伎 所載 ；… ).. fi ::, 

新時代 を 準備せ る 明治の 文學 (太 正 元年 八月 中央 新聞 所載 Y 

残 代 劇の 種類 (大 一止 元年 八 月 早稻田 講演 所載)  

最近の 小說 3^ と：！ 擅の 題 (大正 元年 十：：：： 新^ 所載)  

飜譯 刺の 寧 (大正 元年 十 ！ 月 大阪 1  母 日 新聞 所載)  

無限に 新し か る ベ き藝術 (大 正 元年 十 一 月 秀才 丈 擅 所載) ：：••， 

現代 喜劇の 經過 (大 正 一 一. 年 一 月大阪 毎日 新聞 所載) ：…… ： ：.：：：.， 

『人形 の家』 と イブセン の 作劇術 (大正 1 1 年 SI 月 中央 公論 所 截). 

新し I 擅の 論議 (大正. 一 1 年 六月 六日 歌舞伎 所載)  

四 種の 人 (大正 一 一年 六月 文章 世界 所 戟)： ：  

婦人問題と 近代 文藝 (大正 一 一 年 七月 中央 公論 所載)  

思想と 政 镌の跟 迫 (大， 正 一 一年 七月 朝鮮 公論 所载)  

諒闇の 後 (大正 一 一年 八月 束 京 朝日 新聞 所 戴)  

精 極 的な 簡易 生活 (大正 一 一 年 八月 新 日本 所載)  ：  

メ， テル リンク 論 (大正  一 I 年 九 月 中央 公論 所載)  

『モン ナ • グン. ナ』 と 『武器と 人』 (大正 一 一年 九月 文章 世界 所 戦)： 


近 松と 東西 心中 劇の 比較 (明治 四十 四 年 八月 早稻田 講演 所載)  ：… ：.： 

現實 主義の 分化と 新 及 深 (明治 四十 四 年 九月 早稻 田文舉 所載) ；…… …… ……： 

『人形の 家』 雜感 (明治 四 十四 九月 劇と 詩 所 $)  

『人形の 家』 と 翻譯剿 (明治 四十 四 年 十 一 月 早稻田 講演 所載)  • ..... ：: ……：： 

ノラの 解釋に 就いて (明治 四十 四 年 十 一 月 歌舞伎 所載)  ：.：. 

S 十四 年め 藝術 (明治 四十 四 年 十 一 一月 讀費 f 所載)  ；  

剣 擅に 於け る コスモ ボリ ター ーズム - (明治 四十 五 年 一 月 新潮 所き」  …  

『微』 の 評 (明治 四十 五 年 .一 月 新潮 所載) ：：：：  … •••：：： ：… 

鑭譯の 事 (明治 四十 五 年 三 月 時事 新報 所載)  ：: ：…  ：  .:: ：…… 

, 支那 革命と 我國 思想界 (明治 四十 五 年 四月 早稻田 講演 所載)  .： 

f 故鄕』 の 上場に 就いて (明治 四十 五 年 四月 國民 新聞 所載) ：：：：.  

文藝協 食の 『故 鄕』 (明洽 四十 五 年 五月 歌舞伎 所載)  •  

ズ ウダ ァ マ ン の 『故 鄕』 に 描かれた る 思想 問 S 明治 四十 五 年 K 月 新 曰 本 所載) 

r マ グダ./ の 禁止 問題 (明治 四十 五 年 五月 讀赍 新聞 所載)：…  ：… 

『故 鄉』. ^演後 の 所感 (明治 四十 五 年 五月 ホト トギス 所載).  •  ：… 

近世 演劇 上 のニ說 (明治四十^^-年六 月大阪毎日|所載) ：.： . ……； • ：..： 11 


I き  M 

四十 三年の 文藝 敎學界 (明治 四十 三年 十 一 j 月 太陽 所載)  一 5,- 

藝術界 の 明治 四十 三年 (明治 四十 三年 新潮 所載)：  一一 八. - 

藝 術雜感 (明治 四 十四 年 一 月 時事 新報 听載)  ：…  一一と 

 一一 プ I 

將來の 日本 劇 擅 (明治 四 十四 年 I 月 歌舞伎 所載)  一一ん g 

文畢の 一 一大 効用 (明治 四十 四 年 一 月 敎育 時論 所載〕  一一 九セ 

ゲ 1 テと惡 魔 (明治 四十 四 年 r 月 無盡燈 所載)  一  一一 一 00 

トルスト ィ の敎訓 劇と 惡魔 (明治 四十 四 年 三月 鬼亞 の 光 所載)  き 0 

, 感情の 强* 全、 深 (明治 g: 十四 年 三月 讀寶 新， 所載)  き 

新しき 現實 (明治 四十 四 年 M 月 新潮 所載)  き」 

, It 術と 國民性 (明治 四十 四 年 五月 新 R 本 所載)  一一 一一 一一 一 

粗い 調子 ゥ新 文學 (明治 四 十四 年 六月 海外の 日本 所載.)：：  ，  , ：… き マ 

. 明治 文 擧と德 川 文攀の 交替 (明治 四 十四 年 七 ぼ 東亞の 光 所載)  さ轰 

詩と 口語 (明治 四十 SI 年 七月 劇 と 詩 所 戦)  きー.八 

文 藝 時事 (明治 四十 五 年 七、 八月 續黉 新聞 所載)  ，..  せ 

國 字の 前途 (明治 四十 四 年 八月 讀！ 所戟)  .：.M«- 

f 來の 文藝. (朋诒 W 十四 年<  お 攝民新 f:s.:::.v. ヌ  i ；… 究 


a 十 t1 年 思想界の 收樓 (明治 四十 三年 I 月 文章 世界 所載)  ，1  S 

新文藝 の將來 を祝驕 せよ (明治 四十 三年 一 月讀赍 新聞 所載  一九 八 

SJ^ 松の 藝術及 人生 (明治 四十 三年 一 月 中央 公論 所載)  •  き 一一 

最近 所感 (明治 四十 三年 一月 秀才 文 擅 所載)  S 

文壇 觀戰記 (明治 四十 三年 三月 國 新聞 所載)  S 

束 京 座の 新 社 舎 劇 を觀る (明洽 四 十三 年 冗 月讀寶 新聞 所載)  一一 一九 

, 最近の 問題 (明治 四十 三年 五月 新潮 所載)  S 

. 自已と 分裂 生活 (明治 四十 三年 七月 早稻 田文舉 所載)  ：  き 六 

戒 むべ き 餞 近 文 擅の 1 1 傾向 (明治 四十 三年 七月 新潮 所載)  0^ 

現代の 藝 術と 宿命 觀 (明治 四十 三年 八月 雄 辯 所載)  一一 S 

文學 の將來 (明治 四 十三 年 十月 讀賣 新聞 所載)  0^ 

- 人間味と 超越^  (明治 四十 三 年 十月 新潮 所載)：：  一一 六 0 

桐 I 紫の 藝の 印象 (明治 四十 三年 十月 東京 日々 薪 聞 所 被)  一一な ノ 

トル ス トイの 藝 術と 思想 (明治 四十 三年 十 一月 讀賽 新聞 所載)  -プ九 

. 文藝の 生命 == 地方色 (明治 四十 三年 十一 月 秀才 文壇 所載)  一一 b 四 

現代の 靑 年に 與 ふる 書 (明治 四十 三年 十 一 月 文章 世界 所載)  一一 七 八 

B 喪  S 


. 文藝 上の 自然主義 (明治 四十 一 年 一 月 早 稻田文 壤戟)  ハ.  fiHC 

情を靈 くした る 批評 (明治 四十 一 年 三月 早稻 田文舉 所載)  ， …； セ九 

キ： 觀の 謙遜、 現寶 修飾の 悲哀 (明治 四十 一年 三月 早稻 ffl 文舉 所載)  八 一一 

r 充寳を 欲する 社 食 (明治 四十 一 年 三月 太陽 所載)  八 S 

イブ セ ン の 解決 劇 (明治 ぼ 十 一 年 M 月 早稻^ 文舉 所載)  ^  

敎 育と 文藝 との 關係 (明治 四十 年 五月 敎育 時論 所載)  10 一一 

. 禽然 主義の 惯似 (明治 四十 一 年 五 月 早稻^ 文學 所載)  0 

. 自然主義と 一 般 思想と の關係 (明治 四十 一 年 五月 新潮 所載)  11  一一 一八 

. 文藝 上の 自然主義 (明治 四十 一 年 五月 敎育 時論 所載)  0 

絞 論 一 一 三 (明治 四十 一 年 六月 讀資 新聞 所輓) ：：：：.  S 

. 冷めた 自已 (明治 四十 一 年 八月 一 一 六 新聞 所載)  11 一一 九 

, 藝 術と 簧 生活の B^. に 横 はる 一 線 (明治 四十 一 月 九月 早稻 田文舉 所載)  S 

現代の 詩 (明治 四十 一年 十月 詩人 所載)  S 

, 序に 代へ て 人生観 上の 自然主義 を 論す (明治 四十 二 年 六月 「近代 文藝 研究」 所載)  一六 セ 

第 1 義と 第一 S  (明治 四十 1 1 年 六月 讀寶 新聞 所載)  S 

懐疑と 吿白 (明治 四十 一 一 年 九月 早稻 田文舉 所載)  S 


抱 月 全集 第貳卷 目.^ 

. 探偵 小說 (明治 1 1 十七 年 八月 早稻 田文舉 所載)  

朦朧 體とは 何ぞゃ (明治 1 1 十.？^ 年 五月： 稻 田文舉 所載)  

『破戒』 を 評す (明治 三十 九 年 五月 早稻 田文蔡 所載)  

個人の 寂寞、 勝利の 悲哀 (明治 四十 年 一 一月 C 十稻 田文藥 所載)… 

. 文 藝以內 と 以外 (明治 四十 年 1 1 月早稻 田文舉 所載)  

思 ひより (明治 四十 年 1 1 月早稻 田文舉 所載)  

『靑 舂』 を 評す (明治 四十 年 四月 早稻 田文畢 所載)  

> 今の 文檀と 自然主義 (明治 四十 年 六月 早稻 W 文擧 所載)  

1 . 情 緖主觀 の文學 (明治 四十 年 七月 早稻 田文學 所載)  .：：. 

禁閱覽 の文舉 (明治 四十 年 七月 早稻田 文舉)  

東西 新 文 藝の對 比 (明治 四十 年 九月 太陽 所載)  

, I. 蒲團』 を 評す (明治 四十 年 十月 早稻 田文舉 所載)  

梁 川、 榑牛、 時勢、 新 自我 (明治 四十 年 十 一 月早稻 田文舉 所載) 

其 面影 を 評す (明治 四十 年 十 1 1 月早稻 田文學 所載) …；. ： …； 


凡  例  ：.；/ 

1 、 本 集 は 故島 村 抱 月 氏の 文藝 上の 業蜻を 永久に 傳 へる ため 編 築した ものである • 

1 1、 本桀 はすべ て 八卷、 i ぶ 一 卷 及第 1 1 卷 『文藝 21』 第三 卷 『美 擧及 歐洲文 藝史』 第四卷 『奠辭 舉 概論』 第五 卷 『翻 譯』 

第六卷 『創作』 ^七卷 『文 藝雜 51. 第八卷 『隨窜 日記 書簡』 の 順序で ある。 

三、 本 槃全體 の 編輯に ついて 金子 馬 治 氏 を 顧問と し 中 村 吉藏、 片 上伸、 相馬昌 治、 中 村 將爲、 本間久 雄の 五名 各 その 勞を分 

つた。 

但し 第 一 翁 所載の 『抱 月 島 村 瀧太郞 先生 小傳』 は 相馬昌 治の Isr になった ものである。 

又 本卷の 編輯 は片 上伸 主として これに 當 つた。 

四、 本 集の 出版に ついて 髙田 早苗、 坪內 雄藏兩 先生 を 始め 早稻 田大擧 出版部、 春陽 堂、 新潮 社、 金 尾 文 淵 堂、 南北 社、 忠賊 

堂 等の 厚意 を 受けた ところが 多い。 こ i に 明記して 謝意 を 表す • 

五、 本 集の 裝 S は 抱 月 氏の 令嬢 君子 氏の 手に 成った もので あ も。 
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